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加藤泉文学作品集


徳川大周（フィクション）

【この物語はフィクションであり、登場する人物、名称はすべて架空のものです】

東京代々木にあるジャズ音楽専門学校「JAZZ BEATS（ジャズ・ビーツ）」は、戦後日本の高度成長期から大競争時代に差掛かる1990年に設立された。

設立当時の校長はジャズピアニストの白石剛だったが、設立からわずか6年の1996年に校長の座を退いている。

白石は設立前から患っていた心臓病が悪化して、入退院を繰り返し、校長のデスクに座る事も難しくなってしまったのである。

今では、白石の弟子であったジャズピアニスト勝木知彦が継いでいる。

先代の白石はピアニストとしてはあまり際立った活躍もないまま、ジャズ音楽専門学校を設立するに至ったが、勝木の場合は実力派で、これまでに様々なジャズシーンで活躍していた。

勿論、白石門下の者は数多く居たが、勝木の実力と、そして人間性を見込み、「JAZZ BEATS」の次期校長として、抜擢する事を白石は以前から考えていた。

白石が勝木に次期校長候補である旨を告げた時、勝木は二つ返事で即答したという。

やはり、師匠である白石には敬服する気持ちが強かったのだろう。

勝木校長に代が変わり、初めての生徒が数多く入学して来た。

「JAZZ BEATS」にはピアノ科の他、サックス、トランペット、ギター、ウッドベース、ドラムスなど様々な学科があったが、ピアニストである勝木にとって、やはり注目していたのはピアノ科の生徒だった。

「どんな生徒が入学して来るのだろうか。」

勝木は、期待を膨らませていた。

入学当日、生徒たちはまず受付を済ませ、午後から実技の授業があった。

先生が生徒の技量を測るためである。

一人一人順番に、それぞれ得意な曲を演奏した。

「なかなか芯のある奴は居ないな…」

勝木は、苛立っていた。

途中10分の休憩があり、すぐに次からの生徒の演奏が始まった。

休憩後、二人目の生徒がジャズのスタンダード曲「チェロキー」を演奏した時、勝木は初めて胸の高鳴りを感じた。

「こいつは、いいかも知れないな…」

この曲は速いテンポで演奏する曲として有名だが、その速いテンポにも流されず、フレーズ一つ一つに繊細なアクセントがあり、インプロブゼイション全体の構成も完璧だった。

背は178cmはあるだろうか、清潔な感じの風貌といでたち。

温和な顔に、服装のセンスもなかなか良い。

演奏が終わった時、場内からは拍手が湧いた。

「君の名前は？」

勝木が尋ねると、その生徒は答えた。

「徳川大周です。」

徳川は「JAZZ BEATS」入学後、勝木校長直々の指導のもと、飛躍的にピアノの実力を上げて行った。

勝木は、専門学校校長としての充実感を味わっていた。

「本当に将来が楽しみな生徒だよ。」

勝木はいつも、他の教師に話していた。

周りの生徒達も、徳川の事は一目置く存在となっていた。

徳川大周は、1978年に東京の練馬区で４人兄妹の三男として生まれた。

２人の兄と一人の妹の間で育った大周は、15才の時に父親を交通事故で亡くし、兄２人がそれぞれ中学と高校出で就職をすると、中学に通いながら妹の面倒を見ていた。

母親の亮子は、そんな息子達の苦労もよそに、毎晩のように近所のスナックやバーに通う始末だった。

大周は6才からクラシックピアノを習っていたが、父親の死を境に辞めていた。

勿論経済的に厳しかったが、兄２人が働いているのに、自分だけピアノを習い続ける事は出来ないと思ったのだろう。

中学時代の大周は、厳しい生活の中でも、学校の成績は良かった。

自分がしっかりしなければ、周りから取り残されてしまうと感じていた。

小さい頃からピアノを弾いていた所為か、音楽感性もとても良く、音楽の成績も良かった。

ある日の放課後、徳川が音楽室に残ってピアノを弾いていると、音楽教師の乙部美津夫先生が入って来た。

「綺麗なピアノの音色が聞こえると思って来て見たら、徳川君だったんだね。わっはっは…」

気さくな感じの先生である。

「はい、すみません…。家のピアノ、調律してないもんで、音楽室のグランドピアノを弾きたくなって…」

徳川は、恐縮そうに言うと。

「そうだね。ピアノはちゃんと調律していないと、耳が悪くなってしまうからね。」

先生は、ピアノの鍵盤に目をやりながら言った。

「はい、すみません。」

徳川は、肩をすぼめた。

それから、乙部教師は、徳川の弾くピアノを微笑みながら聴いていた。

「そうだ。先生はこれからジャズ演奏のコンサートを聴きに行くんだけど、一緒に来ないか？」

乙部教師は、思い出した様に言った。

乙部教師に連れられて、電車を下りたのは中野駅だった。

北口を降りると、先生が指を指した。

「ほら、あそこだよ。」

とても大きな建物に見えた。

「ここが有名な、ムーンプラザか…」

開演前は、人の声がガヤガヤ煩かった。

たった15分の間だったが、とても長く感じた。

ステージにはコンサートピアノと、ウッドベースとドラムスが置いてある。

「これから、どんな事が起きるんだろう…」

一斉に拍手が湧き起こった。

それと同時に、さっきまで煩かった人の声が、一瞬にして止んだ。

３人の演奏家が、それぞれの楽器の場所に移った。

ベース奏者がボンボンと音を鳴らしてチューニングをしている。

そして、次の瞬間、今まで聴いた事のないサウンドがコンサート会場内に響き渡った。

「すごいビート感だ…」

徳川は、ピアニストの指ばかりを目で追っていた。

全曲の演奏が終わり、３人の演奏家はステージの袖に消えて行った。

拍手が鳴り止まない。

１分間か２分間、拍手だけの時間があった。

いきなり一人の人が指笛を鳴らした。

それと同時に、今まで大きなテンポの拍手だったのに、急に細かいテンポの拍手に変わった。

周りの人達は、みんな興奮しているように見える。

３人の奏者が、再び登場した。

「そうか、アンコールだ。」

パチパチと残った拍手に混じって、かすかにアナウンスが聞こえた。

「The next tune is my favorites…. Cherokee…..（次の曲は、私のお気に入りの、チェロキーをお送りします。）」

1998年9月、まだ照りつける残暑が続いていた。

ブラインドの隙間から差す夕暮れ時の斜光が眩しい。

勝木はぼんやりと、その斜光の差す方向を眺めていた。

「校長、まだ昼食をとられていませんよね。どうなさいますか？」

秘書の清水紀香は言った。

勝木は「はっ」として紀香の方を見たが、何と言われたのか聞き逃してしまった。

「え？もう一度言ってくれないかな。」

勝木が尋ねた。

「勝木校長先生は、まだお昼ご飯をとられていませんけど…」

秘書の紀香がそこまで言い掛けたところで、勝木は、「そうだったね。ちょっと考え事をしていたから、食べ損なってしまったなあ。」と言った。

「そうだ、これから一緒に食事に行かないか？　赤坂でイタリアンの美味しいお店を知っているんだ。」

勝木が誘うと、紀香は「あら、校長が誘ってくれるなんて、珍しいわね。では、宜しくお願いしまーす！」と明るく答えた。

清水紀香は24才。身長は165cmくらいで痩せ方、性格は明るく穏やかだ。年頃の女性らしく、ファッション雑誌と旅行パンフレットにはいつも頓着しているようだ。

彼女が、ここ「JAZZ BEATS」の秘書をする切っ掛けとなったのは、2年前に前校長の白石が退陣した時、その白石の推薦で、大学を卒業したばかりの紀香が入って来たのだ。

同時期に校長として後任の座に着いた勝木は、就任したばかりの不慣れな自分に対し、献身的なまでに身の回りの仕事をしてくれる紀香に大層喜んだ。

「雑務はすべて彼女がこなしてくれる…、本当に有り難いものだ。」

勝木はいつも、そう思っていた。

地下鉄の赤坂見附駅を降りた時は、もう既に夜7時を過ぎていた。

「ああ、本当にお腹が空いたな…」

勝木は、腕時計にちらっと目をやり、そう言った。

紀香は、外を見ている。

道を走る車の音で勝木の声はかき消されたようだ。

赤坂見附駅から一ツ木通りを過ぎて、円通寺に向かう途中にそのレストランはあった。

あまり目立たない看板だが「RISTORANTE BIANCA （リストランテ・ビアンカ）」と書いてあった。

古木を使った重いドアを開けると、細い階段があった。

「なんか、隠れ家チックで良い感じですね。」

紀香は期待を膨らませた口調で言った。

「いや、一度連れて来たいと思っていたんだよ。」

と、階段を降りる足元を見ながら勝木は言った。

店内の殆どが木で造られている。

天上も、床も、テーブルも、すべて古木で造られている。

照明は天上を揺らすキャンドルが各テーブルに一つづつあって、その他は殆ど間接照明だ。

「こんなお洒落なお店、いつも誰と来るんですか？」

と紀香が冷やかした口調で尋ねると、勝木は、

「いや、とっておきの人としか来ないよ。」

と言って笑った。

それから、勝木と紀香はいろいろな話をした。

でも紀香は、その会話の中で「なぜ今日、校長は私をここへ誘ったのだろう…」と、ずっと考えていた。

夜8時を過ぎた頃「RISTORANTE BIANCA（リストランテ・ビアンカ）」の店内は満席となっていた。

料理はとても美味しく、また、ワインも格別だった。

「このワイン、とっても美味しいですね。なんて言うワインなんですか？」

紀香が尋ねると、勝木は、

「バスティアーニ・クントゥラーリ・ティーポ　クワットロと言ってね。年産1500本という極少量しか造られない、とても珍しいワインなんだよ。」

と、少し得意げな顔をして言った。

「えっ…、っていう事は、私は、その1500本の中の1本を今飲んでいるんですね！

校長はいつもこんな高いワインを飲むんですか？」と、紀香がボトルを見ながら驚いた口調で言うと、空かさず、勝木はそのワインボトルを手にとり、「いや…、いつも高いワインばかり飲んでいるわけではないよ。」

そして、少し間を置いて、

「とっておきの人と一緒に食事をした時だけね････」と、うつむきながら小声で言った。

１分ほど沈黙が続いた。

勝木は天上を見上げている。

「あら、天上にこんな素敵な絵が描かれてあったんですね！」

紀香が天上に描かれてあるドーム型のフレスコ画に気がつき、沈黙を破った。

「････あ、そうだね。間接照明で一瞬目立たないけど、････この絵はとても素晴らしいね。」

勝木は、間が持たないと言った感じで、天上から目を離さずに言った。

紀香は、その勝木の天上を見上げる顔を見つめていた。

「看板も目立たないのに、よく見つけてお客が来るものだな…」

と勝木は周りのお客の方へ目をやった後、すぐに紀香の方へ顔を向け、また小声で言った。

すると紀香は「あら、そのお客さんの一人は勝木校長先生ではないですか？」

と、クスクスと笑いながら言った。

「あはは、本当にその通りだね…」

勝木がワイングラスに手を添えながら、大声で笑った。

その勝木の笑った表情に、ちょっと嬉しく思いながらも、紀香は勝木に秘めた曇りを感じていた…

「今日の校長は、何かいつもと違う気がする…」

と思っていた。

笑ったと思うと、うつむいたり、そうかと思えば天井を見上げたり、本当に落ち着きがなかった。

「校長…、今夜は、本当は何かお話があって、私を誘ったのではないんですか？」

紀香はたまり切れずに言った。

「えっ････、あ、ああ････、じつはそうなんだ。」

勝木は不意を突かれ、口ごもった。

勝木は続けた。

「ピアノ科の徳川君の事なんだけど…」

勝木が言うと、すかさず紀香が口を挟んだ。

「徳川君って、あの徳川君ですよね。」

紀香は解り切った口調で言った。

「徳川君が、どうかしたんですか？」

紀香が続けると、

「そうなんだ…、じつはね。最近、徳川君の事でちょっと悩んでいるんだけど････」

勝木の声が急に小声になった。

勝木は続けた、

「彼ね、最近、どうやら彼女が出来たらしいと生徒達の間では噂になっているんだけど、君はその噂知ってる？　最近の彼はどうも練習もあまりやって来ないし、実際、ピアノの実力もかなり下がってしまった気がするんだ。」

勝木は、またワイングラスを見つめながら言った。

「徳川君、そうなんですか…。徳川君と言えば、入学時からとても実力があって、校長も可愛がっている生徒さんですよね。彼女がいるという噂は聞いていませんでしたけど････」

紀香もワイングラスに目をやりながら言った。

勝木は、自分のワイングラスと紀香のワイングラスに交互に目をやり、

「そうか････。じつは、彼と親しい生徒に聞いても知らないと言うし、実際どうなんだろうね。」

と言うと、紀香は「校長････、でも、生徒だって、いくら勉強中と言っても恋ぐらいしますよ。あまりプライベートの事まで探索しない方がいいと思いますけど････」と、勝木の方を向き、言った。

「ああ、そうだね････。でも、彼はとても才能があると思うから、僕はつい気にしてしまうんだ。いけないと思っているんだけど。あはは････」と、勝木は照れ笑いをしながらハンカチを額にあてた。

時計の針は、夜9時半を回っていた。

紀香は、バッグから携帯電話を取り出し、ディスプレイを見ている。

それを見て、勝木が、「あ、そうか、ここは地下だから電波が届かないよね。」と、申し訳なさそうに言うと、

「あ、メールなんです。着信来ているかも知れないので、ちょっと外に出て来て良いですか？」と紀香が言って、すぐに席を立った。

その間、勝木は自分のグラスに残っているワインを飲み干し、注いで、またグラス半分程飲んだ。

そして、ふうーっとため息をついて、お店の入口の階段の方に目を移し、慌てて、またテーブルの方を見なおした。

１分程経って、紀香は帰って来た。

紀香は携帯電話を見ながら、「お母さんから『今どこ？』とか、メールが来るんだけど、早く返信しないと心配するんです。」と苦笑いしながら言った。

「あ、そうか、最近生徒達も皆やってるね…、携帯メールってやつか。最近は携帯電話でもメールが出来るんだから、本当、便利な世の中になったもんだね。」

勝木も苦笑しながら言うと、

「でも携帯のメールって便利だけど、私の場合、いつもお母さんに縛られているみたいで結構嫌だなーって思う時ありますよー」

紀香は続けた、「あ、でも、一日誰からも全然着信ないと寂しいんだけど････。人間って、勝手ですよね。ふふふ････」と微笑みを浮かべながら言った。

「それじゃ、僕みたいに仕事にいつも追われている人間が使ったら、頭がパンクしてしまうね。はっはは････」

勝木は、お店中響き渡る程の声で笑った。

勝木は、自分の笑い声の大きさに気づき、ハッとして、急に小声になった。

「いやー参った。少々、酔っ払ってしまったのかも知れないな。それでは、お母さんも心配するだろうから、そろそろ帰ろうか。」

勝木は顔をほころばせながら言った。

お店を出た時は、ちょうど夜10時になるところだった。

赤坂の夜景は、相変わらず綺麗だった。

沢山のタクシーが、道を貫いている。

勝木は駅に行く途中でタクシーを呼び、紀香を乗せて、自宅まで向かうように運転手に告げ、お金を渡した。

「じゃ、また明日ね。」

勝木は、電車で帰った。

赤坂からタクシーで帰った紀香は、そのタクシーの中から電話をした。

「････徳川君？　なかなか電話出来なくてごめんね。今どうしてるの････？」

+++

date = 2009-09-04T13:54:53Z

title = “『徳川大周』チャプター2”

languageCode = “ja”

+++

「ああ・・・、いつの間にか寝ていたよ・・・・、えーと、今何時・・・・？」

徳川は眠そうな声で言った。

「あっ・・・、寝ていたんだね。起こしてしまって、ごめんなさい・・・」

紀香が申し訳なさそうに言って、すぐに続けた。

「あ、今ね・・・、10時10分よ。本当に、ごめんね・・・」

紀香は更に申し訳なさそうに、小声で言うと、

「えっ・・・、もう10時過ぎか・・・、ちょっと寝すぎてしまったなあ。起こしてくれて良かったよ。ありがとう！」

徳川は眠気を跳ね除けるように、強い口調で言った。

その言葉を聞いた紀香は、少し安心したように、

「あ、じゃあ、電話して良かったわね。うふふ・・・」

と言って笑った。

「そうそう、さっきね・・・、えーと何時頃だったかな・・・、電話したんだよ。」

徳川は続けた。

「・・・・あ、そうだ。ちょうどテレビのニュースを観た後だったから、8時頃だったかな。圏外だったみたいで繋がらなかったよ。」

「あ、徳川君、電話してくれていたんだ・・・。ごめんね。ちょっと地下に入ってたから・・・・。」

紀香は、また恐縮そうに言うと、慌てた口調で続けた。

「あっ、私もね、さっきメールしたんだよ。そうそう、9時過ぎ・・・、じゃなかった、そうだ、9時半過ぎだったかな。」

「あ、そうだったんだ・・・、ちょっと待っててね。」

徳川はそう言うと、携帯電話のディスプレイを見て、

「あっほんとだ。寝ていたから気がつかなかったよ。ごめんね。」

と言った。

メールを見ると、「後で電話するね。」と書かれてあった。

「なーんだ。僕は寝てるし、紀香さんは圏外に居るし、それじゃ繋がる訳ないよね。わっはっは！」

徳川は、軽快に笑った。

「あ、ところで、地下って、何処に行っていたの？」

徳川のその言葉に、紀香はハッとした。

「あ、あのね。じつはね。勝木校長に食事を誘われて、行っていたの・・・」

徳川の顔が一瞬曇った。

「あ、そうだったんだ。」

徳川は、その一瞬の気持ちの陰りを隠し、言葉には出さなかった。

だが、紀香には、徳川の曇った顔が、すぐ目の前に見えているように感じていた。

「校長ね、何か話があったみたい。」

紀香もまた、その気持ちを悟られまいと、明るい口調で続けた。

「でも結局、時間も遅くなっちゃったし、本題に移る前に帰って来たんだけどね。というか、どれが本題だったか分からないけど。」

紀香は話を濁した。

「で、どんなお店に入ったの？美味しかった？」

徳川が言うと、

「えーとね。イタリアンでね・・・・」

と紀香が言いかけた所で、タクシーの運転手が二人の会話を遮った。

「お客さん、次の信号は左でいいのかな？」

「は、はい。そうです。左へ曲がって、えーと、その次の信号の辺りで降ります。」

紀香は慌てた口調で言い、すぐに携帯電話に耳をあてた。

「あ、徳川君？もうお家に着いちゃったから、また今度話すね。ごめんね。」

紀香がそう言うと、

「あー、結構長く話しちゃったね。僕はこれからバイトに行って来るよ。じゃ、またね。」

徳川は、明るく言った。

「バイト頑張ってね。それじゃ、またね。」

電話を切った。

徳川は腕時計に目をやり、慌てた。

「ヤバイ。急がなくちゃ・・・・」

徳川は急いで着替えると、茶色い皮製のカバンを肩に掛け、6畳の部屋を小走りに走り、玄関を出て行った。

徳川は、東京の板橋区にある、大谷口という所でアパート暮らしをしていた。

古い安アパートだが、近くに音大があり、ピアノ可の場所も多かった。

大概はピアノ可の場合、マンションしかないのだが、このアパートの周りは工場地帯で、住宅も密集していない為、音楽好きの大家が防音設備をして、音大生の為に貸していた。

徳川は音大生ではなかったが、プロのジャズピアニストを志しているのだと言う事を大家に熱く語ると、すぐに了解を得る事が出来た。

大家は一見頑固オヤジ風だが、学生達には面倒が良かった。

徳川にとって、安アパート暮らしと言っても、専門学校の学費を稼ぐ為には容易ではなかった。

本当は、昼間のアルバイトを捜していたが、やはり稼ぐ為には夜間のアルバイトをやるしかなかった。

徳川は、このアパートで一人暮らしを始めた頃、初めは中学校の夜間警備のアルバイトをしていたが、警備の合間にこっそりと音楽室に忍び込んでピアノを弾いていた事が見つかりクビになってしまった。

今は、アパートから自転車で20分程の、池袋駅の近くの居酒屋で働いている。

夜間警備の仕事の時は、30分ごとに校内の見回りをするだけの仕事内容だったので、他の時間はピアノを弾いたり、待機室でジャズ理論の勉強をしたりしていた。

それが今では、ピアノを弾く時間も、理論を勉強する時間も極端に減ってしまった。

勝木校長が「徳川は最近、学力が下がっている。」と紀香に言っていた事は、これが理由だった。

そして、毎日の夜間のアルバイトに、かなり疲れていた。

「すみません。遅刻しました・・・・」

徳川が、肩をすくめながら居酒屋の店長に言った。

店内も厨房も、ごった返している。

お客の大きな笑い声で、徳川の声がかき消された。

店長は、気づいていない。

「店長。すみません！遅刻しました。」

徳川がもう一度、今度は大きな声で言うと、

「ああ徳川か。忙しいんだから、そんな所に突っ立ってないで、早く着替えて、今日はカウンターに入ってくれ。」

店長の口調は静かだが、厳しかった。

「はい、すみません！」

徳川は、頭を下げながら、小走りに、従業員控室に向かった。

そして、着替えて店内のカウンターに入った。

徳川がアルバイトをしているこのお店は「クーリーズ」と言う名前で、居酒屋と言っても、広いバーカウンターがあり、内装も南国風で統一され、若者の集まるとてもお洒落なお店だった。

各テーブルも、やしの木の皮を縫い合わせて作られた仕切りがあって、とても落ち着く雰囲気だ。

そして、店内を流れる音は、音楽ではなく、ずっと、さざ波の音が流れている。

徳川は、仕事として厳しくても、そのお店の雰囲気はとても気に入っていた。

「今日は金曜日だから、さすがに混んでいるなあ・・・」

徳川は、つぶやいた。すると、

「おう！徳川君じゃないか。頑張ってるか？」

と、声を掛けられた。

振り向くと、常連客の桜崎勇夫がカウンター越しで、笑いながらこちらを見ている。

「あ、桜崎さん、お久しぶりです！」

徳川は、びっくりしたような表情をして言った。

「いやあ、なんとか頑張ってますよ。いつも店長に怒られてキツイですけど・・・」

急に小声になり、厨房の方にチラっと目をやり、また桜崎の方へ向き直った。

「頑張ってる・・・って、バイトじゃなくってさ。」

桜崎も小声になり、続けた、

「バイトなんて、どうでも良いけど、ピアノは頑張ってるのかな？と聞いたんだよ。」

桜崎が笑いながら言うと、

「あー、ピアノの事だったんですね。ピアノもなんとか頑張っていますよ。」

徳川はそう言い、更に続けた、

「あ、でもね。専門学校通うのに、やっぱりお金も掛かるし、アパートの家賃もあるから、バイトも頑張らなくちゃいけないです。両立するのは難しいもんですね。」

すると、桜崎は同情するように、

「そうか、それは大変だね・・・」

そう言い、床に顔を向け、少し間を空けてから、また徳川の方へ向き、続けた、

「ま、若いうちの苦労は金を払ってでもしろと言うから、頑張って欲しいけど・・・、でも、あまり無理をして身体を壊さないようにね。」

と言った。

その顔には、徳川を思いやる気持ちが表れていた。

徳川は、桜崎のその表情を感じ取り、すぐに言った。

「あ、でも、専門学校に通う生徒は、皆そうやって頑張っていますから。僕も頑張りますよ。桜崎さん、心配して頂いて、ありがとうございます・・・」

徳川が恐縮して言うと、

「君のピアノは評判だからね。本当に応援しているよ。」

笑いながら桜崎は言い、少し間を空けて、続けた、

「・・・・そうだ。今度、徳川君の演奏を聴いてみたいね。何処かで聞く事は出来ないかな？」

「あ、僕の演奏ですか？　えーと、僕はライブをまだやっていないんですよ・・・。でも、再来週の日曜日に、先輩のライブを聴きに行くんですが、その時に一曲だけピアノを弾かせて頂く事になっているので、もし桜崎さんのご都合が宜しかったら、その時に来て頂けると嬉しいんですが・・・」

徳川がそう言うと、桜崎はすぐに、

「場所は、何処？」

と聞いた。

「えーと、恵比寿なんですが・・・、あ、いま地図を書きますね。」

徳川はそう言いながら、レジカウンターに行き、メモ用紙とボールペンを持って来た。

徳川が行き方を説明しながら地図を書いている間、少し離れた場所から店長が見ていた。
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桜崎勇夫は、東京京橋にある「株式会社・桜崎建築設計事務所」の社長であった。

年齢は、現在55歳。

彼は、東京にあるＴ大学建築学科を卒業すると、すぐに大手企業の「大日本建設株式会社」に就職し、その2年後に一級建築士の国家試験を受け、取得した。

そして桜崎は、「大日本建設株式会社」で培ったノウハウを生かし、15年後、「株式会社・桜崎建築設計事務所」を設立するに至った。

会社設立当時は、まだ若干32歳だったので、周りの者からは青年実業家と騒がれていた。

今日は土曜日だと言うのに、桜崎は残された書類整理に追われ、休日出勤をして夜遅くまで会社で働いていた。

来春から着工予定のビル建設の為に、何百枚とある設計図の整理をしているのだ。

昔は設計図を書く為に、Ｔ定規、または、ドラフターと呼ばれる定規のついた机を使って手書きで行われていたのだが、近年では殆どがＣＡＤ（キャド）と呼ばれるシステムにより、設計、デザイン、プレゼンテーションに活躍する３Ｄ画像映像など、あらゆる工程がコンピュータ化された。

桜崎は、そのシステムをいち早く取り入れ、会社を飛躍させて行った。

その決断力と行動力は、どの社員からも尊敬されるところであった。

「社長・・・、一階フロントの設計図は、この棚の中に入れて置きます。」

社員の条之内綾子が言った。

「ああ、もう一階部分は整理したんだね。なかなか早いじゃないか。」

桜崎は、満足気に言った。

「そうですね。今日のところは、もうすぐ一段落しそうです。残りは私達でやって置きますので、社長はお先に帰られたら如何でしょうか？」

そばで作業をしていた中年社員の高柳俊祐が、気を使い、そう言った。

すると、他の社員達も同調して、

「そうですよ。社長はこのところ連日残業していますから。お早めに帰られて、明日はゆっくりとお休みになって下さい。」

と、言った。

「そうか・・・、みんな悪いね・・・、確かに最近残業続きで疲れ気味だからなあ・・・、みんなに甘えさせて貰って、今日はお先に失礼しようかな。」

と、桜崎が言い、時計に目をやった。

夜10時を過ぎていた。

桜崎は、京橋駅から地下鉄に乗り、高田馬場経由で目白の自宅に向かった。

駅前は大分前からやっている道路工事の音で、落ち着きがない。

桜崎は、駅前のコンビニエンス・ストアーに寄り、弁当を買った。

そして、目白通りを少し歩き、ちょっと路地を入ると、急にその雑音は消えた。

路地に入り、8分程歩いた所に桜崎の自宅があった。

家に入り、背広をハンガーに掛け、ネクタイも掛けて、そのままバスルームに向かった。

バスルームは、蒸気で一瞬前が見えなかった。

妻の百合子が、桜崎が帰る時間を見計らって、お湯を入れていたのだ。

湯に浸かると、一週間の疲れが体中から抜けていくように感じた。

「ふう～・・・」

桜崎は、ため息をついた。

「明日は、徳川君の演奏を聴く日だったな・・・」

そう、桜崎は小声でつぶやきながら、台所の冷蔵庫に向かった。

冷凍室から氷を取り出し、グラスに入れた。

ダイニングルームに行き、目の前の棚から、お気に入りのスコッチ・ウイスキーを取り出し、そのグラスに注いだ。

「コッコッコッ・・・」という、ウイスキーを注ぐ音が部屋中に響いた。

「ガチャ・・・」

ドアが開いた。

「あら、もう帰っていたのね。全然気がつかなかったわ。二階でちょっと、うとうとと寝てしまって・・・」

と、妻の百合子が恐縮そうに髪を撫でながら入って来た。

「ああ、たぶん、もう寝ているんだろうと思ってさ。静かに入って来たからね。」

桜崎は、いつも妻を思いやっていた。

「そうそう、途中で弁当を買って来たよ。今日の夜食はいらないからね。」

「あなた、本当に優しいのね・・・・。でも、私はちょっと寝たし、明日はお休みですもの、すぐに寝なくても大丈夫ですよ。今、簡単なおつまみ、作りますね。」

と、百合子は言い、台所に立ってフライパンに火を通した。

カタカタと、フライパンがコンロに当たる音がする。

「ああ、本当にいいのに・・・。悪いね。」

と、桜崎は言って、百合子の背中を見つめた。

「本当に、良い女房を貰ったものだな・・・」

桜崎は、心の中でつぶやいた。

明朝、桜崎は休日にしては珍しく、7時に起きた。

布団を剥いで目覚まし時計を手にとり、時計の針に目をやった。

「ん・・・7時か・・・。あー、もっと眠っていたかったのに・・・。目が覚めてしまったなあ・・・・」

と、眠そうな声で言った。

目覚まし時計は、10時にセットされている。

桜崎は目を瞑り、考えていた。

「このまま起きてしまおうか・・・・。それとも、10時まで寝ようか・・・」

1分が過ぎた。

桜崎は、布団を肩までかけ、丸くなった。
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その日、徳川は午前中からピアノに向かったままだった。

「今日は、自分の力を皆に評価して貰うチャンスの日なんだ・・・。頑張らなくては・・・。」

そう自分に言い聞かせていた。

1時間が過ぎ、そして、2時間が過ぎた。

徳川は、ずっと集中してピアノを練習していた。

「プルルルル・・・・」

携帯電話のベルが鳴った。

「もしもし・・・」

徳川が電話に出ると、明るい声が聴こえて来た。

「徳川君？　紀香よ。今、ピアノの練習中よね？」

「うん、そうだけど・・・、なんで？」

「だって、今日は大事な日でしょ？　だから、ちょっと、励ましたいなあと思って・・・。」

「あー・・・・、どうもありがとう。なんとか順調にやってるよ。」

徳川は、孤独な世界から開放されたように、ため息をついてから、言った。

その、ため息を聞いて紀香が、

「あ、ごめんなさい。練習中だと知っていて電話するなんて、私、最低よね・・・。だけど・・・」

と、言い掛けたところで、徳川が、

「あ、気にしないでね。今ちょうど、一休みしようと思っていたところだったんだよ。ほんと、気にしないで・・・。」

と、包み込むような優しい声で言った。

すると、その徳川の声を遮るように、

「あ、だけどね！でも、徳川君を励ましたいなあという気持ちが勝ってしまって・・・」

と、紀香は、少し強い口調で言い、そして続けた。

「だって、徳川君、最近、バイト忙しくて、あまり練習出来なかったでしょう？　だから、凄く心配で・・・。」

紀香のその言葉を聞いて、徳川の胸は熱くなった。

「あ、ああ・・・、僕は大丈夫だよ。ほんと、心配しないで・・・・。本当、大丈夫だから・・・。最近、ピアノ、とても調子いいよ・・・・。」

徳川は、少し落ち着きなく声を発してしまった。

その自分の気持ちの動揺を抑えようと、呼吸を整えて、続けた。

「じつは、この一週間、何故かバイトの上がり時間が早かったんだよ。だから、練習も思うように出来たんだよ。ほんと、ラッキーだったなあと思うよ。」

その言葉に、

「なーんだ！心配して、損しちゃった！　だって徳川君ったら、最近忙しい忙しい、って言うから、てっきりバイトで忙しいのかと思っちゃった。　それなら、そう言ってくれれば良かったのに・・・」

紀香は、少々怒った口調で言った。

「あ・・・、ご、ごめん・・・・。そうだ。言っていなかったね。　でも、バイト早く上がると、それだけ給料も減っちゃうから、紀香さんに返って心配掛けてしまうかな・・・と、思ったんだけど・・・。」

先ほどの紀香の優しい言葉に徳川は酔いしれて、心が温かくなったのも束の間、二人の会話は緊迫した。

「徳川君、何でそんな事を言うの？　お金も大事だけど、徳川君がピアノだめになったら、元も子もないじゃない！」

その紀香の言葉に、徳川は息を詰まらせた。

「あ・・・、だから、この一週間、ピアノに没頭してたんだけどな・・・。」

徳川が、苦し紛れにやっと言葉を発した。

「もういいわ。じゃあね。」

紀香は、そう言い、電話を切った。

徳川は、携帯電話に耳を当てたまま、しばらく呆然としていた。

「このままでは、ピアノに集中出来ない・・・。今日の演奏は、もう駄目だ・・・・。」

そう、つぶやき、携帯電話を机に置いた。

そのまま、無言でピアノの蓋を閉めた。
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その日の午後、桜崎勇夫は妻の百合子を連れて、銀座で買い物をした後、四谷三丁目に行った。

桜崎は休日になると、いつものように妻を連れ出し、食事に誘った。

「今日は、美味しいフグ料理を食べに行こう！」

桜崎は、家を出る前から妻にそう言っていた。

四谷三丁目駅を出て、目の前の交差点を渡り、少し歩いたところの小さな路地に入った。

周りは、寿司屋、洋食屋、そして、まだ時間前で開いていないバーなどが点々とあった。

「こんな小さな路地に、美味しそうなお店が沢山あるんですね？」

百合子は、珍しそうにキョロキョロと辺りを見回している。

「えーとね、この道を曲がったところに・・・」

桜崎がそう言うと、すぐそこにお目当てのフグ料理店があった。

店の入り口は純日本風で、いかにも老舗といった感じがする。

小さなのれんをくぐり中へ入ると、六畳ほどの座敷が二つあり、こじんまりとしていて、古き良き東京の香りがする。

桜崎は、店に入るとすぐに、

「予約していた桜崎ですが・・・。」

と言った。

一週間の仕事の疲れで、本当は家でゴロゴロとしていたいのが心情である。

しかし桜崎は、妻をこよなく愛し、休日の家族サービスは欠かさなかった。

二人は座布団に座り、くつろいだ。

しばらくして、料理が出てきた。

先ず、海苔の酢の物や、蟹、鯵のたたきなど、小さな皿に盛って出てきた。

その後、フグの刺身、から揚げ、フグちり鍋などが続く。

二人はビールを飲みながら、楽しい時間を過ごした。

「あ、もうこんな時間か・・・。そろそろ行かなくちゃ・・・。」

桜崎が腕時計に目をやり、そう言った。

「そうですね。ライブは8時からですものね。そろそろ行きましょうか。」

と、百合子も自分の腕時計を見ながら言った。

時計の針は、7時を回っていた。

二人は店を出て、四谷三丁目駅へ向かった。

先ほどまでシャッターが閉まっていたバーの看板の電気は、既に灯されている。

小さなバーの中から、人の笑い声が聞こえた。

路地は、さっきより人通りが多いように思えた。

と、その時、桜崎の携帯のベルが鳴った。

「プルルルル・・・・・。」

「はい。桜崎です。」

桜崎が、電話に出ると、慌てたような声が返って来た。

「社長ですか？　あの、条之内ですけど！」

桜崎の建築設計事務所の、条之内綾子からだった。

「あ、条之内くん、どうしたの？慌てて・・・。」

桜崎の、その言葉が終わる前に、畳み掛けるように、条之内は言った。

「あの、大変なんです！　昨日あれから、夜中まで掛かって整理をしていたんですが、ビル設計図の７階部分の平面図が見当たらなくて・・・、えーと、今日も出勤して捜していたんですけれども、どうしても見当たらなくて・・・。あの・・・。」

条之内は、言葉の整理が出来ないまま、声を滑らすように言った。

桜崎の目じりが歪んだ。

「そ、そうか・・・・。困ったな・・・。」

「社長、すみません・・・。工程の中で、一回一回ちゃんとチェックしていたはずなのですが・・・。」

条之内は、今にも泣きそうだ。

「あ、そうそう、パソコンのハードディスクと・・・、フロッピーディスクにも保存したものがあるだろう？」

桜崎が言った。

すると、条之内は、声を震わせながら言った。

「あの・・・、じ、じつは、その部分だけ保存していなかったみたいなんです・・・・。どうしても見当たらないんです・・・・。」

「うーん・・・。」

桜崎は携帯電話を耳に当てたまま、天を仰いだ。

条之内は何もしゃべらない。

かなり動揺しているようだ。

その間、桜崎は考えていたが、ようやく声を発した。

「火災があった時に備えて、僕の家にコピーがあるんだけど・・・・、いや、じつはね、この事は社員には言っていなかったんだけどね。」

「あ・・・、本当ですか・・・？」

条之内は、聴き直した。

「うん。でも、それを言ってしまうと、社員が真剣に働かなくなってしまうからね。せっかく、最後の切り札として取って置いたんだけど、今回は仕方がないようだね。わっはっは・・・。」

桜崎は、そう言い、大きな声で笑った。

そして、すぐに続けた。

「あ、でも、くれぐれも他の社員には内緒だよ。」

桜崎が、そう言うと、条之内は安堵した声で言った。

「はい、分かりました。」

桜崎は、電話を切り、百合子に言った。

「仕事のことで、急用が出来てしまったから、今すぐに家に戻って、それから、また会社へ行かなければならなくなってしまったよ。」

「えっ？　それでは、徳川さんの演奏、聴けないのですか・・・？」

百合子が言うと、桜崎はすぐに言った。

「分からない・・・。」

二人は、急ぎ足で駅に向かい、地下鉄に乗り、新宿経由で目白駅に着いた。

桜崎は焦っていた。

「ああ、こんな時に、なんで、こんな事になってしまうんだ・・・・。」
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桜崎は自宅に着き、玄関のドアの鍵穴に鍵を差し込んだ。

回してもドアが開かない・・・・

焦っているので、鍵を穴の途中まで入れた状態で回そうとしていたのだ。

ガチャガチャと、音がする。

やっと開いた。

玄関の中に入り、急いで靴を脱いで、階段を駆け上った。

「勇夫さんがずっと楽しみにしていた徳川さんの演奏だから、なんとか間に合ってくれれば良いんだけど・・・・。」

百合子は玄関から、階段を上る桜崎の後姿を心配そうに見つめながら呟いた。

2階にある書斎部屋の中にある書類棚の中から、「奥富ビル７階平面図」と書いてある図面を抜き取った。

「あ、これだ・・・。」

一応、中を確認して、すぐに階段を降りた。

「百合子、行こう！」

玄関のドアを閉めて、小走りに目白駅に向かった。

目白通りの歩道を歩いている時、周りの人の歩く速度が妙に遅く感じた。

前から向かってくる自転車にぶつかりそうになり、体がよろめいた。

桜崎はイライラしていた。

「間に合いそうですか？」

百合子が、心配になって言った。

「いや・・・・。」

と言っただけで、桜崎は駅に一直線に向かって歩いている。

山手線の、発車間際の電車に飛び乗った。

百合子は、桜崎に着いて行くのがやっとだった。

電車の中は、休日の遊び帰りの人で凄く混んでいた。

高田馬場で東西線に乗り換え、次に日本橋で銀座線に乗り換えた。

桜崎は、京橋駅に着く前から人を掻き分けて、ドアの近くまで移動した。

ドアが開く前から、ドアにピッタリとへばりついて、一秒でも早くホームに出たいという感じだ。

電車が停まり、ドアが開いて、やっとホームに出た。

桜崎は、会社に一番近い出口の階段に向かって、早歩きを仕出した。

「あなた。ちょっと待って下さい・・・・。」

百合子が、堪りかねて言った。

桜崎には聞こえていない。

階段に差し掛かり、桜崎は後ろを振り返った。

百合子は、５メートル程後方に居る。

桜崎は、「こっちだよ。」と言わんばかりに手招きした。

だが、後ろから、どんどん人が押し寄せて来て、前へ進むしかない。

百合子が、人の影になってしまった。

桜崎は、仕方なく階段を昇った。

百合子は、桜崎に追い着こうと必死だ。

百合子が、やっと階段に差し掛かった。

その時、

「あっ！」

百合子が、階段から足を踏み外した・・・。

「ううぅ・・・、痛い・・・・。」

百合子は、足首を捻挫してしまった。

動けない・・・・。

周りの人は、うずくまる百合子の横を通り過ぎて行く。

その時桜崎は、ちょうど、階段の中程を昇っていた。

しかし、百合子が怪我をした事に、全然気づいていない。

桜崎は、階段の上に着いて、百合子を待った。

階段の上から見下ろしても、百合子の姿は見えなかった。

「おかしいな・・・・。」

桜崎は苛立ちながら、そう呟き、キョロキョロと下を見渡している。

人は、どんどん横を通り過ぎて行く。

人が少なくなって、やっと百合子の姿が見えた。

「あっ！」

百合子は、下を向いて足首を押さえている。

「どうしたんだ！大丈夫か？」

桜崎はそう言い、階段を駆け降りた。

「ああぁ、痛い・・・・。」

百合子は、目に涙を浮かべて唸っている。

「百合子、大丈夫か・・・・。」

桜崎は心配顔で、百合子が手で押さえている足首を見た。

「うーん・・・、慌てて、足を踏み外してしまって・・・。ちょっと捻挫してしまいました。」

と、百合子は小声で言った。

「捻挫してしまったのか・・・。ごめんね。僕が急がせてしまったから・・・・。」

桜崎は、そう言い、百合子の背中に手を添えた。

10分程経ち、ようやく痛みが治まった。

「あ、ごめんなさい。もう大丈夫です・・・。」

百合子はそう言い、その足を階段に着けた。

「痛っ！」

再び、激痛が走った。

百合子は、またうずくまり、考えていたが、少しして、震えるような声で言った。

「あぁ・・・・、やっぱり駄目みたい・・・・。あなた、先に行って下さい。」
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桜崎は、急いで階段を駆け昇り、改札の駅員に告げた。

「階段で、妻が捻挫してしまったんです。来て頂けますか？」

すると駅員は、

「あ・・・、そうですか！今すぐに行きます。」

と言い、駅員室に入り、担架を持って３人の駅員と一緒に出てきた。

桜崎と駅員の３人は、階段を降り、百合子の所へ近寄った。

百合子は、複数の足音に気がつき、階段を見上げた。

駅員の姿を見た百合子は、恐縮そうに、

「あ、す、すみません・・・・。」

と頭を下げた。

百合子は３人の駅員に支えられ、担架に乗せられた。

桜崎は心配そうに、百合子を見つめている。

３人の駅員は、階段を昇り、救護室に向かった。

救護室に着くと、駅員は百合子を椅子に座らせ、言った。

「どうしますか？ここで、少し休まわれても良いですけれど、駅の近くに、評判の良い整形外科があるので、そちらに行かれますか？」

百合子が答えようとする仕草をしたが、その前に、すかさず桜崎が言った、

「そうですね。すぐに病院へ連れて行こうと思いますが、タクシーは呼べますか？」

「はい、分かりました。」

駅員はそう言い、最寄のタクシー会社に電話した。

タクシーが来る間、百合子が桜崎に言った。

「私は一人でタクシーに乗って病院へ行けますから、あなた、早く会社へ行って下さい。徳川さんの出演に間に合わなくなってしまったら、とても残念ですから・・・・。」

すると、桜崎は腕時計に目をやり、言った。

「うーん、もう８時半か・・・・、ライブはもう始まっているね。徳川君は、何時頃に出演するのか分からないけど・・・・。」

百合子も、自分の腕時計を見ながら、

「とにかく、あなたがずっと楽しみにしていた事ですから、早く行って下さい。私は、本当に大丈夫ですから。」

と、念を押した。

「いや、ここは地下鉄なんだから、地上に一人で登るのは大変だぞ。僕が居なければ登れないだろう・・・。」

桜崎も、すかさず言った。

と、その時、一人の駅員がドアを勢い良く空けて入って来た。

「タクシーが来ました。」

駅員が言ったのと、ほぼ同時に、桜崎は椅子から立ち上がり、百合子に近寄り、百合子の肩を持とうとした。

すると、駅員が、それを見て、救護室の奥へ小走りに行ったと思ったら、すぐに帰って来て、言った。

「あ、もし良かったら、この松葉杖を使いますか？私が上まで付き添いますから・・・。あとはタクシーに乗って病院に着いたら、病院に渡して頂ければいいので。この松葉杖、元々そこの病院の物なんですよ。」

「それは有り難いなあ・・・。それでは、お借りしても良いですか？」

桜崎は小さなため息をついて、そう言い、その松葉杖を手に取り、百合子に渡した。

百合子は慣れない感じで、松葉杖を脇に宛がった。

歩き方も、ぎこちない。

「それじゃ百合子、気をつけて行ってね。後で治療が済んだら電話してね。」

桜崎が心配そうに、百合子の後姿を見つめながら言った。

「あ、あなた、大丈夫ですよ。本当、心配しないで下さいね。それより、会社に行って、早くライブハウスに向かって下さい。」

百合子は、後ろを振り返り、笑顔で言った。

「うん、急いで行って来るよ。百合子こそ心配しないでね。」

桜崎はそう言ったが、百合子の松葉杖をついた後姿を、その後も見送っていた。

百合子が階段に差し掛かり、姿が見えなくなった。

桜崎は、急いで会社方面の出口へ走った。

桜崎が会社に着くと、社内には社員８人が残っていた。

その中に、さっき電話して来た条之内綾子も居た。

デスクの上は、図面だらけだ。

条之内が桜崎の顔を見ると、すぐに近寄って来た。

「社長・・・、お手数をお掛けしてしまい、本当にすみませんでした。」

条之内がそう言うと、他の社員も声を揃えて謝った。

「いや、大丈夫。とにかく急がなくちゃね・・・・。」

桜崎は真っ先に「奥富ビル設計図」のデータの入っている専用パソコンに近づき、フロッピーディスクを差し込み、「７階平面図」のデータをハードディスクに保存した。

そして、すぐにプリントアウトした。

印刷されて出て来るまで、時間が凄く長く感じた。

１枚目、２枚目、３枚目・・・・、合計２６枚あるのだから、かなりの時間が掛かる。

桜崎は途中まで見届けて、言った。

「それじゃ、後はもう大丈夫だね。ちょっと急いで行く所があるから失礼するよ。後は頼んだよ。」

「あー、良かったー！　本当に助かりました。どうもありがとうございました。」

条之内は安堵した。

他の社員はもう作業に入っていたが、出口に向かう松崎の姿を見ながら言った。

「社長、ありがとうございました。」

「ありがとうございました・・・・。」

松崎は、再び京橋駅に向かった。

妻の百合子の事が気になる。

「病院で、もう治療をして貰っているかな・・・・。」

と、ひとりごとを言いながら、携帯電話を手に取り、百合子に電話した。

「・・・・・・。」

掛からない。

百合子の携帯電話の電源は切れていた。

桜崎は早歩きをしながら、携帯電話をワイシャツの胸ポケットに入れた。

大通りの歩道は、銀座からの沢山の買物客がデパート袋を持って歩いている。

桜崎は、平日とは違う景色を感じながら、駅に向かった。

腕時計を見ると、針はもう９時を回っていた。

「もう、間に合わないか・・・・。」

桜崎は、走り出した。

やっと京橋駅に着いた。

「急いで行かなければ、間に合わないな・・・・、いや、もう徳川君の演奏は終わっているのかも知れない・・・。」

桜崎はまた、ひとりごとを言い、更に走る速度を上げた。

駅までの階段を５段ほど降りた時、電話が鳴った。

「もしもし・・・。」

「もしもし・・・、あなた？」

「あ、百合子か！」

桜崎は、足を止めた。

「あなた、今どこ？」

「ああ、たった今、京橋に着いたところだよ。百合子は？」

「私は、さっき治療が終わって、今タクシーで駅に向かっているところ・・・。」

「あと、何分くらいで着くかな？」

「えーと、たぶん・・・、あと５分くらいで着けると思います。」

「そうか、じゃあ、駅前の銀行の所で待っているから・・・。」

桜崎はそう言ったが、思い出したように、更に続けて言った。

「あっ、タクシーから降りないでね！」

「はい、分かりました。」

二人は、電話を切った。

間もなくして、百合子の乗ったタクシーが到着した。

ドアが開いた。

タクシーの後部座席を覗くと、松葉杖を持った百合子がこちらを見て手招きをしている。

桜崎は車内に入り、すぐに運転手に告げた。

「恵比寿まで行って下さい。」
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恵比寿にあるライブハウス「ローズウッド」は、その夜、満席だった。

夜８時からスタートしたライブは、１回目のステージが９時に終わり、ミュージシャン達は休憩に入っていた。

「おい、徳川。さっきの『オール・ザ・シングス・ユー・アー』のソロ、凄く良かったな！」

ジャズ音楽専門学校JAZZ BEATS（ジャズ・ビーツ）の、徳川の先輩のピアニスト、矢嶋誠一が、徳川の背中を叩きながら言った。

「あ、先輩・・・、どうもありがとうございます。先輩のお陰で、本当に良い経験になりました。」

徳川は、肩をすくめながら言った。

他のミュージシャン達も、口を揃えて徳川を褒め称えた。

だが徳川にとって、このステージは満足出来るものではなかった。

紀香との喧嘩が頭から離れず、実際、演奏に集中出来ていなかった。

「こんな事で、演奏に集中出来ないなんて・・・。」

徳永は、落ち込んでいた。

徳川は一人になりたいと思って、出口の方へ向かった。

お客の話し声は、不快なざわめきに聴こえた。

場内を流れるBGMも、雑音に聴こえた。

ただ、音のない所へ行きたかった。

徳川がちょうど出口のドアを開けて外へ出ようとした時、その雑音に混じって聴きなれた声が聴こえてきた。

「徳川くん・・・・。」

その声に反応して、徳川は後ろを振り向いた。

「あっ・・・。」

徳川は、そこに居る存在を、瞬間的に理解出来なかった・・・・。

「昼間は、わがまま言ってごめんね・・・・。」

紀香だった。

「あ・・・、ああ・・・・。」

徳川は一瞬、どう言葉を発して良いのか分からなくなった。

「あ、紀香さん・・・・。」

小さく息を吸い込み、そして続けた。

「来てくれていたんだね・・・・。スポットライトで、全然気がつかなかったよ・・・・。」

徳川の声に、力はなかった。

「ごめんなさい・・・。さっきの事、怒ってる？」

紀香は徳川の表情を見て、恐縮して言った。

「いや、怒っていないよ・・・・。だけど・・・。」

その言葉に、紀香は一瞬、間を置いて言った。

「だけど・・・？」

「あ、いや・・・、何でもないよ。来てくれてありがとう・・・・。」

徳川は、小声で言った。

「何でもない・・・って、何？教えて？」

「・・・・・。」

紀香が不安げな顔をして言ったが、徳川は黙っている。

「あ、徳川くん、今日の演奏、すっごく良かったよ！」

紀香が沈黙を破って、言った。

すると、徳川は、

「どうもありがとう・・・・。でも、ぜんぜん良くないんだ・・・・。」

と、言い残し、外へ出て行った。

「徳川くん・・・・。」

紀香の声は、届かなかった。

徳川は、すでに階段を昇っていた。

外は、意外と静かだった。

徳川は、恵比寿公園の方へ歩いて行った。

なだらかな坂道だが、足がとても重たく感じた。

公園の中に入り、ベンチに腰を下ろした。

通り過ぎるカップルが、うなだれた徳川の姿を横目で見ながら通り過ぎて行く。

時間を忘れて、ふと腕時計を見ると、もう９時３０分を過ぎていた。

徳川は夜空を見上げて、ため息をついた。

月がとても高い位置に、白く輝いていた。

徳川はゆっくりとベンチから腰を上げ、そして、ゆっくりと歩き出した。

力のない足取りは、坂道を前のめりに足を運ばせた。

大通りに出て、ライブハウス「ローズウッド」の入口に着き、階段を降りようとした時、

階段の下に、人影が見えた。

だが、階段は途中で曲がっているので、一瞬で見えなくなってしまった。

徳川が階段を降りると、その階段が曲がっている場所のすぐ先に、男が女性の肩に手を添えてゆっくりと降りている姿があった。

男は徳川の気配に気がつき、後ろを振り返った。

「あっ！徳川くん・・・。」

桜崎は、びっくりした様子で徳川の顔を見上げた。

その声に反応し、妻の百合子も松葉杖を肩に掛けたまま体をひねり、徳川の方へ顔を向けた。

「徳川くんじゃないか。そうそう、もう演奏は終わってしまった？」

桜崎は、早口で言った。

徳川は二人の顔を交互に見て、そして力なく言った。

「はい。もう終わってしまいました。」
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「ローズウッド」の店内は、相変わらず人の話し声でざわめいていた。

店の従業員に案内され、桜崎と百合子はテーブル席についた。

他の席は、もういっぱいだった。

桜崎は、徳川に手招きして言った。

「徳川君、この席に一緒に座らない？」

「はい、すみません。ありがとうございます。」

徳川が恐縮そうに言うと、桜崎は間を空けずに言った。

「いやー、今日は遅くなってしまって悪かったよ・・・。８時には着こうと思って向かっていたんだけど、急に仕事の用事が出来てしまって・・・。」

そう言い掛けたところで、

「徳川さん、私、桜崎の家内です。初めまして・・・。」

百合子が桜崎の話の間に入り、そして続けた。

「あの、じつは、私が駅の階段で捻挫をしてしまって、遅くなってしまったんですよ。あの時、捻挫しなかったら、もしかしたら間に合っていたかも知れないのに・・・。本当に残念です。桜崎も、徳川さんの演奏、とっても楽しみにしていたのに・・・。本当に、ごめんなさい。」

「あ、桜崎さんの奥さんですか・・・。初めまして。僕の方こそ、僕の演奏時間で急がせてしまって、お怪我までされて・・・、すみませんでした。」

徳川は肩をすくめながらそう言い、続けて言った。

「あの、でも、今日の僕の演奏は最悪だったんです。せっかくのチャンスだったのに、演奏にぜんぜん集中出来なくて・・・。返って、聴いて頂けなくて良かったです。」

そう徳川が言った途端、桜崎は急に顔をしかめ、テーブル越しに向き合っている徳川の顔を直視しながら言った。

「徳川くん！僕達は、今日いろいろな事があったが、君の演奏を聴きたいがために、一生懸命、タクシーを走らせて駆けつけたんだぞ！それを、『聴いて頂けなくて良かった。』なんて、なんて事を言うんだ。妻だって怪我までしているんだ。それ程、君の演奏を聴こうと必死だったんだぞ！僕は君の演奏がどうであろうと、そんな事は関係ない。それは君の問題だろ！」

近くのテーブルに座っていたお客が、その声に驚き、一斉に桜崎の顔を見た。

そして更に、他のテーブルのお客まで、その雰囲気が伝わった。

「すみません・・・。」

徳川は、桜崎の顔から目を逸らして、下を向き言った。

百合子が慌てて、二人の間に入った。

「あなた、そんなに荒立てないで下さい。怪我したのは私が悪いんですから・・・。それに、徳川さんの気持ちとても解りますよ。私も子供の頃からピアノをやっていましたから・・・。」

そう言うと、バッグからハンカチを取り出した。

百合子は、泣いている。

「いや、奥さん。せっかく来て頂いたのに、僕は失礼な事を言ってしまいました・・・。

桜崎さん、本当にすみませんでした・・・。」

徳川は、桜崎の顔をちらっと見た後、百合子に向かい言った。

桜崎は、黙っている。

しばらくの沈黙の後、桜崎が周囲を見渡し、小声で切り出した。

「あ・・・、いや・・・、つい感情的になってしまい申し訳なかったよ。悪かった・・・。」

そして、徳川の肩をポンと叩き、続けた。

「人間は誰だって完璧ではないんだよ。調子の良い時も悪い時もあるよ。特に音楽はとても繊細なものだと思うから、感情に左右される事もあると思う。」

徳川は、真剣な表情で桜崎の話を聞いている。

桜崎は、更に続けた、

「でもね。それだから音楽は面白いんだよ。その時の人間そのものが出るのだからね。そう、内容が良い悪いなんて関係ないんだよ。徳川君の、その時の演奏が聴ければ・・・。」

桜崎の話をじっと聞いていた徳川は、目頭が熱くなり、涙をこらえていた。

さっきの桜崎の声で、周囲のテーブルにいるお客は、桜崎達の会話に注目していた。

会話は、ライブハウスのBGMの音に邪魔され、途切れ途切れにしか聴こえなかったが、この会場内で何が起こっているのかは、容易に想像出来た。

勿論、２つ離れたテーブル席に座っていた紀香も気にしていた。

心配になり、堪りきれずに徳川のところへ近づき、言った。

「徳川くん・・・。なんか、しんみりしちゃってるけど、どうしたの？」

「いや、別になんでもないよ。」

と、徳川は言い、紀香の顔をちらっと見た。

「こちら、座っても良いですか？」

紀香は、そのテーブル席の空いている椅子に腰掛けながら言った。そして、

「あ、初めまして・・・。わたし・・・。」

と言いかけたところで、徳川が間に入った。

「あの、僕の彼女なんです。えーと、前にちょっとお話したと思いますけど・・・。」

「あー、なんだ、そうだったのか。徳川君からは、いつもお惚気話を聞かされて困っているよ。はっはっは・・・。」

桜崎は紀香を見ながら、顔をほころばせながら言った。

すると、百合子も、ハンカチをバッグに納めながら、

「まあ、今日は彼女さんとご一緒だったのね。私達、お邪魔しちゃったわね。うふふ・・・。」

と言って笑った。

「ちょっといいですか？」

と、桜崎夫婦に会釈した後、紀香が徳川に小声で言った。

「あのね。今夜は、勝木校長が来ているのよ。」

そう言いながら、紀香は向きを変え、小さく指を指した。

「あっ、ほんとだ！」

徳川はびっくりした顔をして言った。

「あれ・・・、ぜんぜん気がつかなかったよ。じゃあ、さっきの僕の演奏、聴いていたのかなあ。」

「うん、聴いていたよ。だって一緒に聴いていたんだもの。ジャズビーツの帰りに一緒に来たんだもの。」

「えっ、そうだったんだ。じゃあ、挨拶しに行かなくっちゃ・・・。」

徳川がそう言い、席を立とうとした時、ミュージシャン達がステージに向かい、ステージにはスポットライトが照らされた。

「皆さん、お待たせしました。これから第二部の演奏をお送りします。」

リーダーの矢嶋誠一が、マイクを通して言った。

そして矢嶋は、ステージに一番近いテーブル席に座っている人に手を向けて言った。

「じつは、今夜は、このライブに、僕の恩師が来ております。」

そう言い、そのテーブルに近づき、続けた。

「一曲弾いて頂けますか？」

勝木は、すっと立ち上がり、お客さんに会釈をした後、ピアノの椅子に座った。

そして、他のメンバーと演奏する曲の打ち合わせをした後、すぐに曲は始まった。

曲は、ジャズのスタンダード曲『イエスタデイズ』だった。

マイナー調で、とても哀愁の漂うメロディだが、それをスイング感溢れるミディアムテンポのビートで演奏していた。

勝木のピアノは、次第にテンションを上げ、最高潮に達した。

と、その時、ライブハウスに、電話のベルの音が鳴った。

店主が電話の受話器を上げた。

「はい。ローズウッドですが・・・。」

電話先の相手は、言った。

「お店までの行き方を教えて下さい。」

場内からは、大きな拍手が沸いた。

さすがに、勝木知彦の演奏は、長いキャリアを積んで来ただけあって、味のある演奏だった。

「校長先生、素晴らしい演奏でしたよ。」

徳川が、真っ先に勝木に近寄り、言った。

「どうもありがとう。でも、徳川君も良く頑張ったね。」

「えっ、勝木先生、僕の演奏聴いていたんですか！？」

「場内が暗いから気がつかなかったかも知れないけど、ステージのすぐ近くで聴いていたよ。灯台元暗し・・・ってやつだな。わっはっは・・・。」

と、勝木は笑いながら言った。

そして、急に小声になり、

「でも、本当は調子悪かったんだよな。さっき、向こうのテーブルでの会話、聞こえてたよ。」

「えっ、聞こえてたんですか？」

徳川は驚いた。

「いや、でもね。調子悪いというのは僕でもすぐに分かったよ。特に同じピアニスト同士だしね。でも、あそこのテーブルの人、良いこと言う人だね。なんて言う人？徳川君の知り合い？」

勝木は更に小声で言った。

「はい、そうです。あの人は、僕のバイト先の居酒屋に良く来てくれる常連客の人で、僕の演奏を聴きたいと、前から言っていたんですが、今日は聴かせてあげる事が出来なくて・・・。名前は、桜崎さんって言います。」

「そうか、それは残念だったね・・・。」

と、勝木が言った時、

「校長と徳川くん、何をひそひそ話しているの？」

と言いながら、紀香がこちらのテーブルに移ってきた。

すると勝木は、

「いやあ、清水紀香さんの悪口を言っていたんだよ！わっはっは。」

勝木はまた笑い、徳川と紀香の顔を交互に見た。

矢嶋誠一トリオの演奏は、続いていた。

勝木の演奏した「イエスタディズ」に続き、矢嶋誠一トリオでは「ビー・マイ・ラブ」「グッド・ライフ」「アイ・シュッド・ケア」など、ジャズのスタンダード曲が演奏された。

何曲か演奏された後、矢嶋はマイクで、

「次にお送りします曲は、本日最後の演奏で、『マイ・ロマンス』をお送りします。皆さん、今夜は最後まで聴いて下さいまして、どうもありがとうございました。」

と言った。

「マイ・ロマンス」は、ミディアム・テンポのリズムで始まった。

とても心地よい、ビート感だった。

矢嶋のピアノのテーマに続き、それぞれの奏者がアドリブで演奏した。

徳川は、食い入るように観てる。

そして、勝木も、紀香も、桜崎も、妻の百合子も、皆、聴き入っていた。

最後の曲「マイ・ロマンス」の演奏が終わった。

ミュージシャン全員が、お客さんに向かって頭を下げた。

「どうもありがとうございました。」

と、その時、ライブハウスの入り口から一人の男が入って来た。

その男は、つかつかと早歩きで場内に入ると、場内に響き渡る大きな声で言った。

「アンコール！」

場内のお客は、一斉にその男の方を見た。

「アンコールだよ！徳川君の演奏を聴きに来たんだ！」

その声に徳川が反応し、その男の方を見た。

「あっ！」

徳川は、一瞬、何が起こっているのか解らなくなったが、その男の姿を確かめるように、視線を止めて、言った。

「店長・・・・。」

男は、真っ直ぐにリーダーの矢嶋の方へ近寄って来た。

そして、急に小声になり、

「頼む、徳川君に一曲弾かせてやってくれ。この場内に、どうしても徳川君の演奏を聴きたいと思っている人がいるんだ・・・・。」

矢嶋は、その男の顔を見て、すぐに徳川の方へ向き、少しの間考えていたが、客席の方を向いてマイクを持った。

「では、アンコールにお応えして、徳川君に一曲弾いて貰いましょう。」

桜崎は、立ち上がった。

百合子は、身を乗り出して、ステージの方を凝視している。

勝木校長は、矢嶋と徳川を見守るように見ていた。

徳川は立ち上がり、ゆっくりとステージに向かった。

そして、矢嶋に向かってお辞儀をし、続けて客席に向かってお辞儀をした。

場内は、シーンと静まり返っている。

お客の視線だけが、ステージにそそがれた。

徳川は矢嶋からマイクを受け取り、言った。

「どうもありがとうございます。アンコールでピアノを弾くなんて光栄な事です。」

徳川の顔は、場内の一点に向いていた。

「・・・・。」

徳川は、胸にとても熱いものを感じ、一瞬、目を瞑った。

そして、言った。

「僕のオリジナル曲、『Treasure Of Mind（トレジャー・オブ・マインド）心の宝物』を聴いて下さい。」

徳川は、ピアノの鍵盤に指を乗せた。

そして、静かに、曲を弾き始めた。

バラードの曲だった。

曲調は長調だが、どこか哀愁のある曲だ。

物悲しさが、場内を埋めた。

語りかけるようなメロディーだった。

すべてのお客が、その旋律に聴き入っていた。

徳川は、うつむき、目を閉じて弾いている。

その時、徳川の目に、一瞬、光るものが見えた。

それは、はっきりとは、場内からは見えなかったが・・・・

曲は、佳境に入った。

メロディーは、次第に力強く、激しさを増した。

そして、終止符は、静かに、何かの「言葉」を残して、終わった。

場内からの拍手が起こるまで、少しの間、時間が掛かった。

それは、３秒程だったと思う。

でも、その「無音」の時間は、とても長く感じられた。

次の瞬間、場内から割れんばかりの拍手が湧いた。

紀香は、泣いていた。

徳川は立ち上がると、場内に向かい、深々とお辞儀をした。

徳川がステージから降りると、勝木校長が、まず最初に徳川に近寄った。

「すごく良い演奏だったよ。最近、腕を上げたな徳川君・・・。」

その言葉に、徳川は照れていたが、

すぐ、その後に、桜崎が駆け寄った。

「徳川君の演奏、本当に素晴らしかったよ。感動したよ。今日は、本当に、徳川君の演奏を聴けて良かった・・・・。」

と言い、握手をしながら、目にいっぱいの涙を浮かべていた。

その、すぐ後ろに妻の百合子が居たが、彼女も泣いていた。

ライブハウスのお客の全員が、徳川の方に視線を向けていた。

お客はそれぞれ、徳川の演奏の感動を口にしていたので、場内には小さなざわめきがあった。

矢嶋が再びステージに上がり、マイクを持った

「皆さん・・・。」

その声で、ざわめきはピタリと止んだ。

「皆さん、今日は僕のトリオのライブを最後まで聴いて頂きまして、本当にありがとうございました。今日のゲストは、僕の師匠の勝木知彦先生と、そして、最後に素晴らしいピアノソロを聴かせてくれました徳川大周君でした。いやー、それにしても、最後が素晴らしい演奏だったから、徳川君には美味しい所ぜーんぶ持って行かれちゃったなー！」

場内からは、ドっと笑い声が一斉に湧いた。

「クーリーズ」の店長、久米忠之は、桜崎夫妻の所へ行き、微笑みながら言った。

「桜崎さん、今日は徳川の演奏が聴けて良かったね。しかもオリジナルを聴けるなんて、ラッキーだったね。それにしても、あいつ、ピアノ凄く上手かったね。」

「いやー、店長さんのお陰で、今日は本当に良かった・・・。徳川君の演奏を聴けて良かったよ・・・。」

桜崎は、満足した表情で言った。

すると、久米は、

「そうだよね。あの時、もし、僕が桜崎さんに電話しなかったら、僕はここに居なかったんだからね・・・。しかも、ライブが終わる前に来れて、本当に良かったよ・・・。」

徳川が「クーリーズ」で２週間前の金曜日に遅刻をしたあの日、桜崎との会話を何気なしに聞いていた久米は、２週間後の今日の夜９時頃、気になって桜崎の携帯に電話していたのだった。

息を切らし、「急いでライブハウスへ向かおうとしているが間に合わないかも知れない。」という桜崎の話を聞き、久米は慌てて自分の仕事を済ませ、この恵比寿のライブハウス「ローズウッド」に電話して、尋ねて、駆けつけて来たのだった。

入り口の店員に、桜崎が徳川の演奏を聴けたかどうかを聞き、聴けなかったという事を知ると、その場で「アンコール！」と大声で叫び、そして、恥ずかしさを押し切ってステージに行き、リーダーの矢嶋に、徳川の演奏をさせるよう頼んだのであった。

元々久米は、常連客である桜崎とは、よくお店で親しく話す機会が多かった。

その中で徳川の話題もあったが、徳川のピアノの才能を良く知る久米は、徳川が何とか一流のピアニストに成長するよう、いつも応援する気持ちがあった。

しかし、徳川の今の生活状況や音楽をやる上での環境の悪さを良く知っていたので、何とか力になれないものかと桜崎に相談していた。

そして、桜崎は、とにかく徳川の音を聴いてみたいと、ずっと思っていたのだった。

だが、徳川は、なかなかライブ出演するチャンスがなかったので、今日の日というものは、とても貴重なものだった。

桜崎は、今日の徳川の演奏を聴いて、ある事を決意していた。

だが、その事が、この先、大変な事を招いてしまう結果になるとは、誰もが知る由も無かった。

ライブの日から１週間後の土曜日、徳川と紀香は久しぶりの休日を迎えていた。

二人は、午後１時に池袋駅東口前で待ち合わせた。

約束の時間より少し前に着いた徳川は、しきりに時計を見ながら落ち着かない様子だ。

街を歩く人達が、目の前を、傘を差しながら通り過ぎる。

その日は、あいにくの雨だった。

「せっかくの、久しぶりのデートなのに、雨だもんなぁ・・・・。」

徳川は一人つぶやき、傘を斜めにして雨空を見上げ、また、つぶやいた。

「確か、天気予報では晴れるって言ってたのに・・・、ついてないなぁ・・・。」

徳川は時計をしきりに見ていたが、時計の針は1時10分を過ぎた。

「徳川くん！」

その声に振り向くと、紀香が３メートル程離れた場所から手を振って近づいて来た。

「ごめん・・・、待った？」

紀香が言うと、

「うん、もう、１時間も待ったよ。しびれ切らしたから、そろそろ帰ろうと思ってた所だよ。」

徳川は冗談を言ったが、紀香はびっくりした様子で、

「えっ！待ち合わせ時間って、１時だったよね・・・？」

と言った。

徳川は、クスクスと笑いを堪えている。

それを見て、紀香は言った。

「あー、もー、徳川くんったら、ひどーい！」

二人は、笑った。

「今日は、せっかくなのに、雨になっちゃったね。」

紀香が、残念そうな顔をして言った。

「ほんとだね・・・。でも、紀香さんが雨女だからじゃないのかな？」

徳川が言うと、

「何言ってるの？徳川くんこそ雨男なくせしてー！」

二人は、また笑った。

「ねえ、お腹は空いてない？」

徳川が尋ねた。

「うーん、今はまだお腹空いてないかな・・・。後じゃダメ？　さっき食べちゃったんだ・・・」

紀香は、徳川の方を向き、言った。

「そうか、じゃ、先に何処かへ行こうか？」

徳川も、紀香の方を向いて言った。

「そうだね・・・。どこ行く？」

紀香が尋ねると、徳川は、

「ねえ、ムーンライト・ビルの水族館に行かない？」

と言った。

じつは、徳川は前日からムーンライト・ビルの水族館へ行こうと決めていた。

紀香は、言った。

「あっ、水族館なんて久しぶりだなあ・・・。じゃ、行こうよ。」

水族館の中は、さすが土曜日とあって、混んでいた。

大きな魚や、小さな魚、様々な魚が水槽の中で泳いでいたが、紀香は、特に哺乳類のアザラシや、ラッコや、イルカなどに興味があるみたいだ。

「かわいいね。」

と、徳川が言うと、紀香は、

「あー、ホント飼いたくなっちゃうなー！」

と言った。

水族館を出て、ムーンライト・ビルの中のロシア料理のお店に入った。

肉料理と魚料理、ピロシキ、ボルシチ、サラダなどを食べた。

「ねぇ、これから、どうする？」

紀香が、徳川に尋ねた。

「本当はね、展望台に行きたかったんだけど・・・。今日は雨だしね。」

徳川がそう言うと、

「でも、雨でも、せっかく来たんだから、昇りたいな・・・。」

紀香は、うつむいて言った。

二人は、展望台に昇った。

展望台に着くと、外の景色は、もう既に夜景だった。

「あれ・・・、もうこんな時間だったんだね・・・。」

紀香が腕時計を見て、言った。

「あ、ほんとだ。もう７時だったんだね。楽しい時間はホントに経つのが早いなあ・・・。」

徳川は、寂しそうな顔をして言った。

「あっ！」

「え？どうしたの？」

徳川が、紀香のびっくりした表情を見て聞くと、

「ねぇ、ほら。見て見て！」

「え？なに・・・？」

「ほら！外だよ。」

「新宿の高層ビルか・・・。」

「じゃなくって、空を見て！」

徳川は、夜空を見上げた。

昼間まで降り続いていた雨は、もう、すっかり止んでいた。

「あっ！やっぱり天気予報は当たっていたんだ・・・。」

徳川は、信じられないと言った表情をしながら言った。

徳川と紀香は小走りに走り、大きなウインドウの前に立った。

東京の夜景は、とても綺麗だった。

すぐ近くに新宿の高層ビル群、首都高速のオレンジ色に続いているライト、東京タワーなどが見え、遠くには、お台場の観覧車や、羽田飛行場に降りる飛行機の赤いライトが動いて見えた。

そして、それよりもっと高い所に、満月の月が白く美しく輝いていた・・・・

二人は美しい夜景を眺め、酔いしれていた。

ただただ、今の幸せをかみ締めていた。

寄り添い、時間を忘れた・・・

と、その時、携帯電話のベルが鳴った！

「もしもし・・・。」

徳川が、携帯電話を耳にあてると、聞きなれた声が返って来た。

「あ、店長ですか？」

「ああ、徳川か。ちょっと話があるんだけど、今大丈夫か？」

店長は、早口で言った。

「あ、はい・・・。ちょっと待って下さい・・・。」

久米店長の声が聴き取りづらかったので、徳川は館内の雑音から避けようと、比較的静かな場所へ移動した。

「はい、すみません。何でしょうか・・・。」

「えーとね、桜崎さんが、徳川にちょっと話をしたいと言っているんだけど、明日のバイトの前に、２時間くらい時間をとれないかな？」

「はい、大丈夫ですけど・・・。何の話ですか？」

「それは、来てからのお楽しみだね。まあ、とにかく良い話だと思っててくれよ。」

「は、はい。分かりました。それでは、明日、何時に何処へ行けば良いですか？」

「そうだな。とりあえずクーリーズで待ち合わせて、それから、近くの喫茶店に行って話すか・・・。じゃあ、明日、夜９時でいいかな？」

「はい、分かりました。明日の９時に行きます。」

電話を切った。

翌日は、朝から徳川は落ち着かなかった。

「桜崎さん・・・、いったい何の話があるんだろう・・・。」

普段は自炊をしている徳川だったが、その朝は、近くのコンビニで弁当を買って食べた。

普段よりも２時間早く部屋を出なければならないので、その分、少しでも長くピアノの練習をしたかったのだ。

だが実際は、練習をしていても、桜崎の事が気になって、あまり集中出来ていなかったのだが・・・。

徳川は、いつものように自転車を走らせ、池袋の「クーリーズ」へ向かった。

もう10月に入り、夜風が少しづつ涼しく感じるようになって来た。

その涼しく心地よい夜風を感じながら、徳川は昨日の紀香の事を思い出していた。

「クーリーズ」に着くと、もう既に久米店長と桜崎は来ていた。

「おう、来たか。じゃあ行こう！」

久米はそう言うと、すぐに椅子から立ち上がった。

桜崎も立ち上がり、徳川に近寄った。

「この間のライブは、お疲れさま。とても良かったね。」

そう一言いうと、久米の行く方向へ歩き出した。

徳川も、それについて行った。

３人は外に出て、そこから歩いて３分程の所にある喫茶店に入った。

お店に入ると、コーヒーの香りがただよった。

「良い香りですね。」

思わず、徳川が言うと、

「いや、僕はコーヒーは飲まない方なんだけど、香りだけは、いつも、いいなぁと思うよ。」

と桜崎が言った。

本当に、落ち着く香りだった。

３人は、椅子に腰掛けた。

久米が真っ先にメニューを手にし、まず桜崎の方へ差し向けた。

「何を飲まれますか？」

久米がそう言うと、桜崎は、

「あ、僕は、紅茶にしようかな・・・。」

と言った。

徳川は、きょろきょろとお店の中を見渡している。

「徳川は、何にする？」

今度は、久米が徳川にメニューを差し向けると、

「あ・・・、はい・・・。えーと、僕は・・・。」

徳川は、不意を突かれたと言った表情をして、慌ててメニューに顔を近づけた。

「そうですね・・・。あ、僕は、コーヒーにします。」

ウエイターが３人の所に近寄り、テーブルに水の入ったコップとおしぼりを置いた。

「えーとね・・・。コーヒー２つと、紅茶をお願いします。」

久米が言うと、ウエイターは伝票に書き込み、会釈をして店の奥に歩いて行った。

「徳川君、今日はわざわざ来てくれてありがとう。」

桜崎が切り出した。

「いや、こちらこそ、どうもありがとうございます。」

徳川は、恐縮そうに言った。

久米は二人を交互に見て、言った。

「徳川、今日来て貰ったのはね。じつは、大事な話なんだ。じつはね、前から桜崎さんと話し合っていたんだけど、」

と、前置きし、

「徳川の今の生活状況を考えると、なかなか練習時間もとれないと思うし、音楽の道を志すには良い環境ではないと思うんだ。お前はピアノの才能もあると思うし、それに人並み以上の努力もしていると思うから、なんとか頑張って欲しいと思っていたんだ。」

久米はそこまで言うと、ライターで煙草に火をつけた。

「それで、桜崎さんに相談してみたんだ。」

久米は、煙草の煙を吹かした。

徳川は、テーブルの一点をじっと見つめながら久米の話を聞いていた。

久米は、続けた。

「俺は、ずっと前から桜崎さんにこの事を相談していたんだけど、実際に徳川の演奏を聴いて貰わなければ始まらない・・・。しかし、なかなか徳川の演奏の機会がなくて困っていたんだ。でも、この間、やっと桜崎さんに徳川の演奏を聴いて貰う事が出来た・・・。」

久米は、また煙草の煙を吹かし、今度は桜崎の方を向いて言った。

「桜崎さん、お願いします。」

桜崎は、身を前に乗り出し、テーブルに肘をついて、話し始めた。

「そう。以前から久米さんには徳川君の話をいろいろ聞かされていたんだけどね。この間やっと演奏を聴かせて貰う事が出来て、凄く感動したよ。本当に、素晴らしかった・・・。」

桜崎が話している時、ウエイターがコーヒーと紅茶を運んで来た。

「紅茶のお客様はどちらでしょうか・・・？」

ウエイターがそう言うと、桜崎が小さく手を前に出し、言った。

「はい、こっちです。」

ウエイターは、残りの二つのコーヒーを、久米と徳川の前に置いた。

久米は、コーヒーをすすり、また煙草を吹かした。

徳川は、ちらっと久米の方へ目をやり、そして、桜崎の方へ目を移した。

桜崎はしばらく黙っていたが、一呼吸して、唐突に言った。

「徳川君、アメリカへ行かないか・・・。」

「えっ、アメリカですか！？」

その、いきなり発した桜崎の言葉に、徳川は当惑した。

桜崎は、徳川の顔をじっと見つめている。

「アメリカって・・・、あの、アメリカの何処ですか？」

少しの間、徳川は何を言おうか迷っていたが、やっとの思いで声を発した。

その徳川の緊張感を、桜崎は感じていた・・・。

いや、感じていたと言うより、徳川が当惑するであろう事は容易に想像していた。

桜崎は、間を置いてから言った、

「ニューヨークだよ！　ニューヨークに僕の古くからの親友が居るんだけど、彼がいろいろ世話をしてくれると思うから、君の才能に懸けて、大きな夢に挑戦して欲しいんだ。」

桜崎は、熱く語った・・・・。

徳川は、下を向き桜崎の話をじっと聞いていたが、しばらくして、ゆっくりと顔を上げ、遠くを見つめるような目をしていた。

徳川の頭の中を、ぐるぐると回るものがあった・・・・。

「ニューヨークは夢だ・・・。」

今すぐに、返事をしたかった。

しかし、その返事をするには、徳川にとって、しばらくの時間と、そして勇気が必要だった。

「あの・・・、一週間ほど考えてからでも良いですか・・・？」

徳川は、やっと言った。

その一週間は、徳川にとって、とても短く感じられた。

熱く語る、あの桜崎の顔が、頭から離れない・・・。

久米店長も、自分を応援してくれている・・・。

その期待に応えたい・・・。

徳川は、ずっと考えていた。

だた、どうしても、辛く圧し掛かるものがあった・・・。

「紀香さんと離れるのは、とても辛い・・・。」

徳川は、自分の部屋で、ただ一人、そうつぶやいた。

次の日、徳川は「JAZZ BEATS（ジャズ・ビーツ）」の校長室を訪ねた。

今の徳川にとって、アメリカ行きを一人で決断する事は出来なかった。

その勇気がなかった。

「コンコン・・・。」

薄茶色の大きなドアをノックした。

「はい。どうぞ。」

中から聞こえて来たのは、紀香の声だった。

徳川はドアを開け、校長室の中へ入った。

「失礼します・・・。」

徳川は、緊張していた。

紀香が、びっくりしたような顔をして徳川の方を見ている。

「徳川くん、どうして来たんだろう・・・・。」

紀香は心の中でつぶやいた。

「徳川君じゃないか。どうしたんだ？」

勝木校長も、びっくりした顔で言った。

「あの・・・、勝木先生にちょっとご相談があって来たのですけど。今は、宜しいでしょうか・・・。」

徳川は、ちらっと紀香の方を見て、すぐに勝木の方へ向き直り、言った。

「そうだね。３０分後には授業があるけど、それまでだったら大丈夫だよ。」

と言い、そして勝木は紀香の方を向き、言った。

「あ、今からちょっと３０分程部屋を離れるから、その間、仕事を進めて置いてくれるかな。宜しくね。」

勝木はそう言うと、すぐに椅子から立ち上がり、ドアの方へ歩いて行った。

徳川も、それに続いたが、勝木がドアの外へ出る直前、紀香の方を見た。

緊張している徳川の顔。そして、それを心配するような顔で見つめる紀香の姿があった。

勝木と徳川は、視聴覚室に入った。

二人は、椅子に座った。

まず、勝木が切り出した。

「話って、何だい？」

「あの・・・、この間のライブの時に居た桜崎さんって覚えていますか？」

「えーと・・・、あ、あのご夫婦でいらしていた方かな？」

「はい、そうです。」

徳川は一呼吸して、続けた。

「その桜崎さんと、僕のバイト先の店長・・・、あ、あの時、ライブが終わる直前にステージまで出て行った人・・・。」

徳川がそこまで言うと、

「あっはっは・・・。あの人ね。面白い人だったね。」

勝木は仰け反るようにして笑った。

「あ、ごめん・・・。それで？」

勝木は話の腰を折ってしまった事に気がつき、話の続きを促した。

「その店長が、桜崎さんに僕の音楽の事をいろいろ話してくれたそうで、桜崎さんも親身になってくれました。」

勝木は、肯きながら聞いている。

「それで、その時に桜崎さんから、ニューヨークに行かないかと言われたんです。」

「えっ、ニューヨーク？」

勝木は一瞬びっくりした表情をしたが、すぐに聞き直した。

「ニューヨークに何処か当てがあるのかな？　それは、留学で？」

「はい、そうです。でも留学と言っても、演奏家としても教育者としても定評のあるジェフ・イートン氏に師事して、ニューヨークのジャムセッションで修行をしたらどうだ・・・、と言っていました。」

「旅費や、宿泊費や、それから学費は、どうやって？」

勝木は、額に手をつきながら言った。

「学費は自分で払うのですが、後の費用は全部、桜崎さんが出してくれるという事なんです・・・。」

徳川は、そこまで話すと、一段落ついたかのように、ため息をついた。

勝木が言った。

「それは、確かな事なのか？」

そして、少し早口になり、続けた。

「その桜崎という人は、ちゃんとした人なのか？　何か騙されるというような事はないかな・・・。少し心配だが。」

そう言うと、勝木は少しの間、顔を斜めにして、５メートル程先に置いてあるグランドピアノを見据えた。

無音の視聴覚室は、ただ静かな空気だけが漂った。

勝木はゆっくりとした口調で話し始めた。

「まあ、人をあまり疑うのも良くないが、注意は必要だね・・・・。でも、その桜崎さんと言う人が本当に親身になって考えてくれているのであれば、それは徳川君にとって良いチャンスだと思う。今だから言うけど、僕は徳川君の才能を、君が入学して来た時から認めていたよ。そして、とても心から期待していた。僕はこの専門学校の校長としてと言うよりも、君に個人的にいつも応援しながら・・・、大事に指導して来たつもりだよ・・・。」

そこまで言い、勝木はハンカチで目頭を押さえた。

「その愛弟子が遠くへ行ってしまうのは、本心言って・・・、辛いものがある・・・。」

勝木は、急に立ち上がり、後ろを向いて話し始めた。

ハンカチは、目に当てたままだ。

「でも・・・、その大切な弟子だからこそ・・・、大きくなって欲しい。チャンスがあれば羽ばたいて行って欲しい・・・。本心は辛くて寂しい気持ちが強いが・・・・。」

勝木はそこまで言うと、穏やかな表情で徳川の顔を見つめた。

「いつか、きっと、大きくなった姿を僕に見せてくれよ。」

徳川の目には、涙が溢れた・・・・。

その日の夜、すぐに紀香から電話があった。

「徳川くん・・・、今日、勝木校長と何を話したの？」

紀香は、その事を、今日一日ずっと気にしていた。

徳川は今日、その事について、自分から紀香に電話しようと思っていたのだが、どう話を切り出そうかと迷っていたので、なかなか電話出来ないでいた。

「あ・・・、ごめん。本当は、僕から電話しようと思っていたんだけど・・・。」

それは、紀香にとって、言い訳のような口調に聞こえたが、

「ううん・・・、そんな・・・、私がちょっと気になっただけだから・・・。」

紀香は、徳川をかばった。

「いや、ほんとに、さっきから電話しようと思っていたんだけど、どう伝えたら言いか、ちょっと迷っていて・・・。」

「えっ？　もしかして、そんな重大な事なの？」

紀香の心に、小さな不安が過ぎった。

「うん・・・、じつは・・・、とても重大な事なんだ・・・・。」

徳川は、そう切り出し、勝木校長に話した事、そして、勝木校長が自分に言ってくれた事を紀香に語った。

その間、紀香は何も言わず、じっと聞いていた。

徳川がすべてを話し終えても、紀香はしばらく黙っていた。

いや、言葉が出なかったと言った方が正しいかも知れない。

二人の間に沈黙が続いた・・・・。

「どのくらいの期間・・・、行って来るの・・・？」

紀香が、ポツリと言った。

その紀香の弱々しい言葉に、徳川は胸が苦しくなった・・・。

「１、２年ではないと思う・・・。少なくとも、３年以上は行かなければ・・・。」

「そう・・・。そうなんだ・・・。」

紀香の声は、受話器の底から、かすかに聞こえた。

そして紀香は、溢れ出る気持ちから、やっとの思いで声を発した。

「私・・・・、その間・・・、待っていられるかな・・・・。」

徳川は、何も言えなかった。

しばらく、また二人は黙っていたが、紀香が感極まり、少し強い口調で言った。

「でも、そんな長い間アメリカに行くって言う事は、私よりも音楽を取るっていう事だよね！　私を捨てるっていう事だよね！」

紀香は、捲くし立てた。

「だって、そんな長い間、私、待っていられないよ！　そんなの、酷いよ・・・。いったい私は、どうやって待っていればいいの？　ねぇ、徳川くん、教えてっ！」

紀香の声は、泣き声に変わっていた。

徳川は、その紀香の言葉に動揺した。

「僕は今、なんて言ったら良いのか分からないよ・・・。本当に分からないんだ・・・・。本心を言うと、紀香さんと離れる事が、今、一番辛い・・・・。本当なんだ・・・。」

徳川はそこまで言ったが、目頭が熱くなり、声を発したくても、声が出てこない・・・。

続く言葉を言えなかった。

紀香は、その徳川の言葉を聞くと、すぐに言った、

「徳川くん、今、『私と離れる事が、一番辛い』って言ったよね。それ本当？」

「うん・・・。」

徳川はそう言い、受話器を耳に当てながら、うなずく仕草をした。

「じゃあ、二番目に辛いのは、何・・？」

紀香は、徳川の気持ちを確かめるように、言った。

「二番目は・・・。」

徳川は、それは何かを言い掛けたが、すぐに言い換えた。

「いや、違うよ・・・。一番目に辛いとか、二番目に辛いとか、そんなものはないよ。一番であろうと、二番であろうと、辛いものは、みんな辛いよ・・・。みんな、同じに辛いよ・・・。」

「二番目に辛いのは、アメリカ行きを諦める事でしょう？　違うの？」

徳川が話終わると同時に、紀香が言った。

徳川は、少し黙っていたが、しばらくして、

「いや・・・、確かにそうだよ・・・」

と言った。

だが、言葉を選び、また言い直した。

「確かにそうだけど・・・、でも、紀香さんとアメリカでは、比較する事は出来ないよ・・・。

本当・・・、その、どちらかを選んで、どちらかを捨てるなんて事は・・・、僕には、出来ないよ・・・・。」

徳川は、どうする事も出来ない渦の中に居るような気がした。

いや・・・、とてつもなく大きな蟻地獄で、もがき苦しんでいる心境だっただろう。

「でも、あなたは、どちらかを選ばなければならないんだよ。　そうだよね。」

紀香は、小さな声で言った。

徳川は、黙っていた。

声を発せられないでいた。

しばらくして、

すすり泣く声が聞こえた・・・。

それは、受話器の両方から聞こえた。

長い間、二人は、しゃべる事が出来ないでいた・・・。

言葉にならないであろう事が分かっていた・・・。

泣いてしまって、言葉にならない。

ずっと時間が経ち、

徳川は、

声をしゃくりながら、

やっと言った・・・・。

「紀香さん・・・、僕は・・・・。」

「僕は、アメリカへ行くよ・・・・。」

受話器の向こうから、しくしくと泣く声が聞こえる。

紀香は、ただ、ずっと泣いていた。

10分程経ち、ようやく紀香が語り始めた。

「わかったよ・・・、徳川くん、気をつけて行って来てね・・・。今までの徳川くんとの楽しかった思い出、忘れないから・・・。ちょっと遠くになっちゃうけど、ずっと応援してるよ・・・。私、本当に、凄く悲しいよ・・・、でも、徳川くんにとって、その方が良いんだという事、わかってる・・・。私の事は気にしないで、アメリカ行って、悔いが残らないように頑張って欲しいな・・・。」

紀香はそこまで言うと、呼吸を整えるかのように息を吐き、力なく言った。

「今まで、どうもありがとう・・・。」

徳川は、胸が苦しく、すぐに返事が出来なかった。

しばらくして言った。

「僕こそ・・・、どうもありがとう。」

電話は、プツリと切れた。

翌日、徳川は桜崎の会社に電話をした。

「はい、桜崎建築設計事務所ですが。」

受付の女性が、明るく応対した。

「・・・えーと、桜崎社長さんは、いらっしゃいますか？」

前日の夜は、徳川は一睡も出来ず、意識がもうろうとしていた。

「あの、失礼ですけど、どちら様でしょうか？」

徳川とは対照的に、受付の女性は。ハキハキとしゃべった。

そのはっきりとした口調に、徳川はハッとして、慌てて言った。

「あ、あの、徳川と申します・・・。徳川大周です。あの、社長さ・・・。」

徳川が話し終える前に、電話は社長の桜崎へ転送されていた。

「どうぞ。」

そう、交換係が言うと、すぐに桜崎が電話に出た。

「やあ、徳川君、おはよう。」

「おはようございます・・・。」

「で、考えはまとまったかな？」

桜崎は、穏やかな口調で言った。

「はい。桜崎さんにお世話になろうと思います。どうぞ宜しくお願いします。」

徳川は、言葉を選んで、粗相のないように言った。

「そうか、じゃあ、ニューヨークへ行く決心がついたんだね？」

徳川の脳裏に、一瞬、紀香の顔が浮かんだが、勇気を出して言った。

「はい。」

徳川のニューヨーク行きが決定すると、桜崎はすぐに、ニューヨークに住む親友の沖村道昭に電話した。

前々から、徳川の話を桜崎から聞いていた沖村は、その徳川の返事の確認だけで、すぐに用は足りた。

桜崎との電話を切った後、沖村は、すぐに、ピアニストのジェフ・イートンに電話した。

ジェフは、すぐに了解してくれた。

そして、徳川のニューヨーク行きの日は、1998年12月22日に決定した。

出発の前日、クーリーズの店長久米が幹事となり、徳川の送別会を行った。

場所はクーリーズを貸し切りにして、勝木校長をはじめ、桜崎夫妻、矢嶋先輩、専門学校の友達、バイト仲間たち、中学時代の音楽担任の乙部教師、徳川の二人の兄と、そして妹・・・。沢山の人が集まった。

だが、その中に紀香の姿はなかった・・・。

「おい、徳川、頑張って行ってこいよ！」

矢嶋が、少々酔っ払った口調で言った。

「はい。頑張って行って来ます。」

徳川は笑顔で言った。

「だけどさー。徳川くんは、早速、クリスマスをニューヨークで、ムーディーに過ごすんだよねー！　いいなぁー・・・。」

バイト仲間の、仲根優子が言った。

徳川は、その瞬間、以前に紀香と約束した言葉を思い出した。

「ねえ、徳川くん・・・。今年のクリスマスは一緒に過ごせるかなぁ。」

「そうだね。何処か夜景の綺麗な場所で、一緒に過ごしたいね。」

「どこがいいかなぁー。そうだ、お台場に行きたいなぁー！」

「うん、いいね。じゃ、そうしようか！」

「ね、約束しよっ！」

「うん、約束だよ・・・・。」

「徳川くん、どうしたの？　急に暗くなって・・・。」

優子が、心配になって言った。

その声に徳川は、ハッとなった。

「あ・・・、ごめん。ちょっと、考え事をしてて・・・。」

徳川は、ビールを一気に飲み干した。

優子は、徳川の顔をしばらく見つめていた。

「どうも、初めまして。徳川にピアノを教えていた勝木と申します。この度は、徳川が本当にお世話になります。」

勝木が桜崎に近づき、挨拶をした。

「あ、以前恵比寿でのライブの時にピアノを弾かれた校長先生ですね。あの時、とても素晴らしいピアノを弾かれたのを、今でもはっきりと覚えていますよ。いや、お世話だなんて、そんな、たいした事ではないですよ。でも、徳川君には、大きく羽ばたいて欲しいなと言う強い気持ちがあります。」

桜崎は、徳川の専門学校校長直々の挨拶という事を意識してしまい、少々緊張気味で言った。

隣にいた百合子も、勝木の方を見て会釈をした。

「あ、私の妻の百合子と申します。」

桜崎が、空かさず言った。

すると、勝木は一瞬百合子の足の方を見て、

「あの時は確か、松葉杖をついていましたよね・・・。もう大丈夫なんですか？」

と言いながら、百合子の顔を見直した。

「ええ、お陰さまで、もう松葉杖なしで歩けるようになりました。それにしても、あの日は、ライブに間に合うようにと急ぎ足で歩いたのですが、駅の階段で捻挫をしてしまって、結局遅れてしまい、皆さまには大変ご迷惑をお掛けしてしまいました。」

百合子が、恐縮して言うと、

「いや、あの日は、奥様が怪我されて遅れて来なければ、徳川君の、あの感動的な演奏を聴く事は出来なかったでしょう。そして、その演奏を桜崎さんが聴いて、今回のアメリカ行きを推薦して頂いたのですから、これは凄い事だと思います。もしかしたら徳川君は、そう言った運命を持った人間なのかも知れませんね。」

勝木は、そう言うと、手に持っていたワインを口にした。

送別会は、終わりに近づいた。

集まった人達は、それぞれに徳川に近寄り、お別れの挨拶をしていた。

徳川はみんなに囲まれ、励まされた。

そして、専門学校での事、アルバイトでの事、いろいろな思い出の中で、涙した。

送別会の帰り道、徳川は一人、池袋駅から歩いて自分のアパートに帰った。

一人で、ゆっくりと歩きたい心境だった。

途中、小雨が降り出したが、傘はない。

そのまま、濡れて歩いた。

12月の雨は、肌を貫くほど、冷たかった。

雨がまぶたから滴り、街灯の明かりを滲ませた・・・・。

一時間ほど歩き、アパートに着いた。

既に引越しを済ませている部屋の中は、何も音もなくガランとしていた。

徳川は、シャワーを浴び、凍った体を温めた。

風呂場から出て、明日の身支度を済ませ、寝袋に包まった。

寝袋の中で横になっていたが、なかなか眠れない。

目を閉じると、思い出が走り抜ける。

紀香との思い出・・・・。

それを思い出すと、息苦しくなった。

慌てて寝袋から出た。

窓を開けて、雨の降る夜空に向かって大きく深呼吸をした。

寒さが身にしみて、また寝袋に包まった。

寝ては息苦しくなり、起きて窓を開けると寒くなり、

それを、何度も繰り返した。

体が、ガタガタと震えた・・・。

と、その時、携帯電話のベルが鳴った！

徳川は、携帯電話を耳に当てた。

「・・・・。」

「もしもし・・・。」

「・・・・。」

「ごめんなさい・・・、電話しちゃった・・・。」

「紀香さん・・・。」

「本当はね、もう、電話しないって決めてたの・・・。でも、しちゃった。」

紀香の声は、落ち着いていた。

「今日は、送別会に行けなくて、ごめんなさい・・・。勝木校長から『来てね。』って言われてたんだけど、やっぱり行けなかった・・・。」

紀香は、続けた。

「だって、愛する徳川くんの送別会だなんて・・・、辛すぎるもの・・・。それに、会ったら、ぜったい泣いてしまうし・・・。」

「う、うん・・、もし、紀香さんが来ていたら、僕も・・、辛かったと思う・・・。」

徳川は、寝袋に顔を埋めて言った。

「徳川くん、どうしたの？　声が変だよ・・・？」

紀香が、そう言うと、

「あ、あ・・、大丈夫。ちょっと・・・、寒いだけ、だから・・・。」

徳川の声は、震えている。

「徳川くん、本当に大丈夫？」

紀香は、徳川の様子を察して、心配した。

「本当に・・、大丈夫だよ。でも、今日は・・、電話して、くれて・・・、嬉しかったよ・・・。」

徳川はそう言い、すぐに言葉を付け加えた。

「どうも、ありがとう・・・。」

「ねえ、徳川くん！　どうしちゃったの？　様子が変だよ・・・。」

その徳川の力のない声に、紀香は動揺した。

徳川は、震えていた。

「ああ・・・、さっきね・・、帰りに、雨に濡れて・・しまったから・・・、ちょっと、風邪ひいてしまったのかも知れない・・・。でも、本当に・・、大丈夫だから・・、大したことないからさ・・・。」

「本当？心配だなぁ・・・・。明日、大丈夫かなぁ・・・・。」

紀香は、心配そうに言った。

徳川は、殆ど寝袋にもぐっている状態だったが、少しだけ顔を出し、

「今日は、何で・・、電話、して・・、くれたの・・？」

徳川のその言葉に、紀香は当惑しながら、

「あ、あの・・・、明日の便の出発時間は、何時なのかな？って思って。」

「えっ・・、見送りに来てくれるの？」

「行きたいけど、行けない・・・。だって、あなたを乗せた飛行機が飛んで行くのを見ているなんて、辛いもの・・・。でも、時間だけでも知りたいの。その時、あー行っちゃったんだなーって思うけど・・・。」

「そうか・・・、明日の便の時間は・・・、12時42分だよ・・・。」

徳川は、続けた。

「2時間前には・・、空港に入らなくちゃいけないから・・・、もう、あまり・・、眠れないよ・・・・。」

「あ、ごめんなさい。こんな時間に電話しちゃって・・・。」

「いいんだよ・・・。電話・・、嬉しかった、から・・・。」

「それじゃ、本当に気をつけて行って来てね！」

紀香は、そう言い、続けた。

「私、もう泣かないよ。泣かないって決めたんだ！いつまでも、くよくよしてても仕方がないしさ。あと、さよならは言わないからね。徳川くんが消えてしまうわけではないんだから・・・、いつか、きっと会えるんだから・・・。」

少しだけ間を置いて、徳川が言った、

「そうだね・・・・。いつか会えるんだからね・・・。」

「うん、その時は、もう恋人同士じゃない・・・、かも知れないけど・・・。」

紀香は、そこまで言うと、言葉を止め、溢れそうになる涙を、ぐっと堪えた。

しばらくして、続けた。

「いつか、元気で明るい顔して会うんだよ。ねっ。」

徳川は、一瞬、声を詰まらせたが、やっとの思いで言った。

「う、うん・・・、その、時は、二人は、元気に・・・、会うんだよ・・・。」

少しの間、二人は黙っていたが、紀香の方から先に口を開いた。

「じゃ、またねっ！　元気でね。」

「うん・・、紀香さんも、元気でね・・・。」

「電話・・・、徳川くんが切ってね。」

また、沈黙があったが、今度は徳川から言った。

「じゃあ、切るよ・・・。」

「ツー・ツー・ツー・・・・・・・・。」

二人の電話は、切れた。

徳川は、携帯電話を手に持ったまま、いつの間にか眠っていた。

朝起きると、その凄いだるさで、かなりの熱がある事が、すぐに分かった。

寝袋から、やっと起き、バッグの中にある体温計を捜した。

体温計を手に取り、計ってみると、熱はなんと40度を超えていた。

徳川は、一瞬、体温計が壊れているのではないかと錯覚した。

震えを押さえ、目をこすり、もう一度見た・・・。

確かに、水銀は40度の少し上の位置にあった。

「時間がない・・・、早く行かないと、飛行機に乗り遅れてしまう・・・。」

そう、つぶやきながら、ふらふらする体をやっとの思いで動かした。

そして、荷物を整理し、スーツケースと大きな旅行バッグを手に持ち、外へ出て行った。

外へ出ると、昨日の夜中に降っていた雨は既に止んでいた。

「ああ・・・、雨が止んでくれて・・・、良かった・・・。」

この荷物で傘をさす事を想像したら、それだけでも幸運だと、徳川は思った。

最寄駅の小竹向原駅は、混雑していた。

スーツケースが歩く人にぶつかり、よろめいた。

地下鉄に乗り、池袋駅まで行き、そして、東口ムーンライトビル・プリンセスホテルに向かった。

そこから発車する、成田空港行きリムジンバスに乗るためである。

高熱のため、徳川の意識は、もうろうとしていた。

池袋駅から、かなり歩いた。

首都高速をくぐると、ムーンライトビルが、そこにあった。

徳川は、思わず立ち止まり、ビルの屋上を見上げた。

「ああ・・・、あそこで、紀香さんと、あの綺麗な夜景を観たんだ・・・。」

徳川は、小声で、そう呟き、また歩き出した。

歩きながらも、あの時の情景が浮かんで来る・・・。

「あの綺麗な夜景・・・、でも、それが綺麗に観えたのは、隣に紀香さんがいたから・・・。僕ひとりでは、あの夜景は綺麗に観えなかったはず・・・・。」

そう、心の中で思った。

プリンセスホテルの入口に着くと、成田空港行きのリムジンバスは、もう既に到着していた。

バスに近づくと、排気ガスの臭いが鼻をついた・・・・。

スーツケースをバスの係員に預け、バスに乗り込んだ。

15分ほど経ち、バスは発車した。

ムーンライトビルが、遠ざかって行く・・・。

徳川にとって、大切な思い出が遠ざかって行く気がした。

徳川は、バスのウインドウに寄りかかり、遠くの景色を見ていたが、やがて眠ってしまった。

「お客さん！お客さん！！」

その声に気がつき、徳川はうつろな目で辺りを見た。

さっきまでバスに乗っていたお客は誰もいなかった。

「お客さん、大丈夫ですか？」

バスの運転手が、徳川の肩を叩いて、言った。

「あ・・・、はい・・・・・。」

徳川は、力なく言った。

返事をするのが、やっとだった。

「お客さん、すごい熱ですよ・・・。これは、すぐに病院へ行った方がいい・・・。」

運転手はそう言うと、バスを発車させ、近くの病院へ徳川を運んだ。

その頃、紀香は成田へ向かっていた。

本当は、徳川の見送りには行かないつもりでいたが、やはり、紀香にとって、それはそれで、辛かった。

自宅のある世田谷から世田谷線に乗り、下高井戸、新宿、御茶ノ水を経由して、本八幡に着いた。

本八幡から京成八幡へ行く途中、歩きながら、徳川に、見送りに行く旨を伝えるメールを送った。

徳川からの返事はなかったが、紀香は、とにかく向かった。

京成八幡から成田空港までは、電車で1時間8分で着く。

紀香は腕時計を見た。

針は、午前9時5分をさしていた。

「よし・・・、これなら、なんとか見送りの時間に間に合いそうだわ・・・。」

紀香は、そう、つぶやきながら歩く足を速めた。

京成八幡に着くまで、時間の事ばかり気にしていた紀香だったが、京成八幡から電車に乗ると、少し安堵して、ふぅっとため息をついた。

だが、電車に乗っている時間は、まるで時計の針が止まってしまったのではないかと錯覚するほど、とても長く感じた。

その間、紀香はずっと、徳川との時間を思い出していた・・・・。

「楽しかった、あの時間たち・・・・。」

紀香は成田空港に着くと、すぐに走り始めた。

そして、電光掲示板で、12時42分のニューヨーク行きの便を探した。

「えーと、えーと・・・・。」

沢山ある航空会社の中から探すのは、容易ではなかった。

「これも違う・・・、あれも違うなぁ・・・・。」

紀香は、次第に焦っていった。

時計を見た。

探し始めて、もう15分以上が経過してしまった。

「冷静にならなくちゃ・・・。」

紀香は、そう自分に言い聞かせた。

「あった！これだ。JAM航空の便だ！」

だが、ターミナルが何処にあるか分からない・・・・。

丁度その時、5メートル程先に、スーツケースを持って歩いているスチュワーデスが目に入った。

紀香は思わず駆け寄り、

「すみません！JAM航空のターミナルは何処ですか？」

と、つっけんどんに言った。

「はい、誠に申し訳ありません。こちらは第1ターミナルになっておりまして・・・、恐縮ですが、JAM航空様でしたら、第2ターミナルになっております。」

スチュワーデスは、穏やかに答えた。

自分が、つっけんどんに言ったにも関わらず、スチュワーデスの、その穏和な対応に、紀香は心恥ずかしくなった。

紀香は、ふと、電車で来る途中、一つ手前の駅が「成田空港第2ビル」という駅だった事を思い出した。

急いで外に出て、タクシーに乗った。

「第2ターミナルへ、急いでお願いします！」

タクシーは急発進し、第2ターミナルへ向かった。

第2ターミナル前に着き、紀香は運転手に千円札を渡すと、お釣りを受け取らないでタクシーから降り、走り出した。

そして、第2ターミナルビルに入ると、早速、空港係員にJAM航空の出発ロビーの場所を聞き、それに従って、3階まで駆け上った。

「徳川くん、ここに居るんだよね・・・。」

紀香は、声を出して、そう言い、小走りにチェックイン・カウンターを一つ一つ見て回った。

だが、徳川は居ない・・・。

「徳川くん、まだ来ていないのかなぁ・・・・。」

紀香はそう言いながら、腕時計に目をやった。

針は、11時8分をさしていた。

紀香は、汗をハンカチで拭きながら、チェックイン・カウンターとセキュリティ・チェック、そして、出国審査場の方にまで目を行き渡らした。

11時40分を過ぎても、まだ徳川の姿は見つからない。

「出発まで、あと一時間なのに、徳川くん、一体どうしているんだろう・・・・。」

紀香は電話をしてみようと思い、携帯電話を手に持った。

だが、圏外だった。

紀香は反射的に、近くの公衆電話へ走った。

が、どの公衆電話も、2、3人並んでいた。

「こんな時に・・・・。」

紀香は、苛立ちと不安でいっぱいだった。

「徳川くんに、会いたい・・・・。」

「神様・・・、どうか、徳川くんに逢わせて下さい・・・・。」

バスは、5分程で病院に着いた。

徳川は、運転手に抱えられ病院に入った。

「お客さん、出発便は何時なんですか？」

運転手が、時間を気にして言った。

徳川は、もうろうとした目をしていたが、出発便の時間を聞かれ、慌てて腕時計を見た。

「あ・・・、あの、12時42分なんです・・・。ああ、あと一時間半しかない・・・。急がなければ・・・・。」

そう言い、運転手の方を見て、続けた。

「あの・・・、僕は大丈夫ですから・・・。どうしても、その飛行機に乗りたいんです・・・。」

すると運転手は、

「いや、この熱は相当高いぞ。無理して飛行機に乗ったら、フライト中に大変な事になるぞ。便を遅らせた方が良いな。」

と、少々きつい口調で言った。

運転手のその言葉に、徳川は少し怖くなった。

「大変な事になる・・・、か・・・・。」

そう、心の中でつぶやき、

「はい、分かりました・・・。」

と、運転手に向かって言った。

運転手は、徳川のその言葉に安心したのか、

「それでは、私は仕事に戻りますから、本当に、くれぐれもお気をつけて・・・。」

そう言い、バスに戻った。

徳川は、待合室で診察の順番を待った。

だが、本当は、出来る事ならば、何とかして、予定の便に乗りたいと思っていた。

時間が、刻一刻と過ぎて行く。

徳川は、ずっと時計ばかりを見ていた。

10分が過ぎた。

まだ、呼ばれない・・・・。

25分が過ぎ、やっと名前を呼ばれた。

「あと一時間か・・・・、やっぱり無理か・・・・。」

徳川は、落胆して、そうつぶやいた。

徳川は、診察室に向かった。

そして、中へ入った・・・・・。

が、次の瞬間、徳川は向きを変え、病院出口へ向かい走り出した！

そして、外へ出ると、タクシーに飛び乗り、運転手に告げた。

「第2ターミナルへ行って下さい。」

徳川は、タクシーの中で、下を向き、息を切らしていた。

「はあはあ・・・・。」

第2ターミナルへ着くまでの間、徳川は、ずっと下を向いていた・・・。

タクシーは、第2ターミナルに着くと、ドアが開いた。

徳川は、運転手に千円札を渡したが、おつりを受け取らないで、そのまま走り始めた。

そして、ターミナル内のエスカレーターに乗り、3階へ上がった。

3階に着くと、また走り始めた。

チェックイン・カウンターが、遠くに見えて来た。

「ああ・・・、もうすぐだ・・・・・。良かった・・・・。間に合った・・・・。」

徳川は、そうつぶやくと、走るのを止めた。

ゼイゼイと肩で息をしながら、ゆっくりと歩き始めた。

沢山の人。

その中に、一番記憶のある姿が、かすかに目に入った。

「あ・・・・、あれは・・・、もしかしたら、紀香さん・・・・・・・。」

見覚えのある洋服を着ていた。

徳川の歩調が、速くなった。
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「ゴーーー！」という飛行機の離陸音で、徳川は目が覚めた。

目を開け、窓の外を見た。

離陸したばかりの旅客機が赤いライトを点滅しながら飛んで行く・・・・。

外は、もう暗い。

徳川は、一瞬、何がどうなっているのかが解らなかった。

だが、すぐにハッとなり、慌てて腕時計を見た。

もう既に、夜の9時を回っていた。

徳川は、窓と反対側の方へ向き直った。

体が重たい・・・。

横には、他の患者が寝ている。

「ここは、病院なのか・・・・。」

徳川は、仰向けになり、考えた。

「僕は、いったい、どうしたんだろう・・・・。さっき、確かに、病院から抜け出して、チェックイン・カウンターの近くまで走って来たと思っていたんだけど・・・・。」

「・・・・何で、ここに寝ているんだろう。結局、乗るはずの飛行機には乗れなかったのか・・・・。」

そして、もう一度、窓を見た。

「ここは、確かに病院だ・・・・。でも、さっきの病院とは違うようだ。あの病院からでは、飛行機がこんなに遠くに見えるはずがない・・・・。」

徳川は、しばらく考えていたが、やはり理解が出来なかった。

ベッドに備え付けてあるナース呼び出しブザーがあるのに気づき、手を伸ばした・・・・。

「あっ、やっと起きたのねっ！」

その声に吃驚して、徳川は振り向いた。

「あ・・・・。」

徳川は、とっさに声が出なかった。

目の前で、紀香がこちらを見て微笑んでいた。

徳川は、ブザーを押そうとした手を引っ込めた。

「徳川くん・・・・。」

紀香は徳川の名を呼ぶと、いきなり泣き出した。

徳川も、その紀香の声を聞き、涙がこぼれた。

二人は、その後、互いの顔を見つめていたが、先に声を発したのは紀香の方だった。

「もう、会えないと思った・・・・。」

「僕もだよ・・・。」

徳川は、すぐに言った。

紀香は、溢れそうになる涙を堪えながら、

「私ね、もう、会わないつもりでいた・・・。成田にも来ないつもりでいた・・・。でも、来ちゃったの・・・・。」

と、そこまで言うと、ハンカチで涙を拭い、言葉を続けた。

「昨夜の電話の時は、本当に、本当に、『成田には行かないんだ。』って決めていたんだけど・・・。でも、あれから全然眠れなくて、徳川くんとの思い出が、ずっと頭の中を駆け巡ってて・・・・、とても辛かった・・・・。」

紀香は、また涙を拭った。

「それでね・・・、こんなに辛いんだったら、もう、これ以上の辛さは考えられないと思ったから・・・、それだったら、成田に会いに行こうって思ったの・・・。それで、来ちゃった・・・・。」

紀香は、また大粒の涙を流し、ハンカチで拭った。

徳川は、ハンカチで拭う紀香の指を見ていたが、すぐに顔に目を移しながら言った。

「そうか・・・、どうもありがとう。来てくれて、僕は、本当に嬉しいよ。」

そして、その後、窓の外にちらっと目をやり、続けた。

「あ・・・、ところで・・・、ここは、どこの病院？」

「空港の近くの病院よ・・・・。あ、でも、徳川くん、やっぱり覚えていないのかなぁ・・・・。」

「うん・・・。」

「あ、あのね。私、11時ちょっと過ぎた辺りから、チェックイン・カウンターの近くで徳川くんを探していたのね。それで、もう、出発まで、あと30分くらいになって、『もう会えないんだ・・・。』って諦めていたの・・・・。」

「うん、それで？」

徳川は、促した。

「でも、それは、会えなかった時のショックを和らげるためで、本当は、『もうすぐ来てくれるかも知れない・・・。』って、祈る気持ちで、ずっと待っていたの。」

「・・・・。」

徳川は、涙を堪え、黙っている。

「それでね・・・。結局、時間になっちゃって・・・・、私、帰ろうと思って出口に向かおうとして、トボトボと歩いていたら、大集りの人の中で、担架で運ばれる人を見たの。」

紀香は、少しうつむきながら言った。

「それが、徳川くんだったの・・・・。」

「そうか・・・・、僕は、倒れたんだね。」

徳川はそう言うと、急に思い出したように、

「あ・・・、でも、僕は確か、30分くらい前にはチェックイン・カウンターの近くまで来ていた気がするんだけどな・・・。」

と言った。

「えっ！本当？」

紀香は、びっくりしたような顔をして徳川の顔を見据えた。

徳川は、その紀香の驚き様に、逆に驚いた。

「本当だよ。だって、チェックイン・カウンターの近くまで来た時に、腕時計を見たのを覚えているよ。確か、あの時、時計の針は・・・、えーと、12時ちょっと過ぎだったから。」

「じゃあ、倒れてから、30分も過ぎてから担架で運ばれたんだ・・・・。」

紀香は、腕時計を見ながら言った。

実際、徳川が倒れた時、徳川は、よろよろと壁の方へ向かい、壁に寄り掛かる格好で倒れた。

徳川が倒れた端の方では人目につかず、人が気づいて警報をしてくれるまでの間に、まず時間が掛かった。

そして、空港内クリニックの担架が来てからも、倒れた患者を急に起こす事は危険なので、しばらくの間様子を見ていた。

徳川を病院へ運ぶまで、随分と時間が掛かったようだ。

そして病院に着くと、まず脳波を調べて、脳には異常のない事が分かると、解熱剤を注射して休ませた。

紀香は、徳川を発見してから、ずっと付き添っていた。

空港内クリニックから、空港近くの病院へ徳川を運ぶ救急車の中でも、紀香は付き添った。

本当は、徳川が空港に着いた時点で行った「空港に一番近い病院」へも行ったのだが、あいにく病室が塞がっていて、入る事が出来なかった。

仕方がなく、空港から車で15分程離れた私立病院へ運ばれた。

そして、そこで受けたCTスキャンの検査が、その後、ある事態を招こうとは、紀香、そして徳川自身、到底想像出来るものではなかった・・・・。
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「そうだっ！」

徳川は、いきなり大きな声を出した。

「どうしたの？」

紀香はびっくりして、徳川の方を向いた。

「予定の便でニューヨークに着いたら、桜崎さんの友達の沖村道昭さんという人が空港まで迎えに来てくれる事になっていたんだ！」

徳川は、病室の壁に掛けてある時計を見ながら言った。

すると、紀香は慌てた表情をして、

「今、その人に国際電話したらどうかな。もう間に合わないかなあ・・・・。」

と言うと、更に思い出したように、続けた。

「あ、徳川くん、桜崎さんの電話番号分かる？」

「うん、分かるよ。ちょっと待ってて・・・。」

徳川は、そう言うと、枕元に置いてあるカバンを開けて、手帳を取り、空白のページに桜崎の電話番号を書いて紀香に手渡した。

「じゃ、電話して来るね。」

紀香は病室を出て行った。

紀香は小走りに、病院一階にある公衆電話へ向かった。

そして、急いで受話器を手に取り、ボタンをプッシュした。

桜崎の携帯は、留守番電話になってた。

「あー、こんな時に、なんでー！」

紀香は苛立ち、すぐに電話を切った。

そして、今来た廊下を、また戻った。

だが、階段を途中まで上り、踊り場に差し掛かった時、紀香は急に体を反転させた。

紀香は、さっきよりも早足で走った。

公衆電話に着き、再び桜崎に電話した。

また留守番電話になっていたが、今度は、そこにメッセージを録音した。

「清水紀香です。桜崎さん、徳川くんは予定の飛行機に乗る事が出来ませんでした。このメッセージをお聞きになりましたら、すぐに私の携帯に電話して下さい。」

そう言い、自分の携帯電話の番号をプッシュした。

紀香は、また急いで病室へ戻った。

徳川は、横になっていた。

「徳川くん、桜崎さんの携帯、留守電になってたから、私の携帯に電話くれるようにメッセージ残したよ。だから、ちょっと外に行って来るから待っててね。」

紀香はそう言いながらバッグを手に持ち、外へ出て行った。

成田の冬の夜は、風が強く、とても寒かった。

紀香は冷たくなった手で、バッグから携帯電話を取り、電源を入れた。

念の為に、もう一度桜崎に電話を入れた。

「まだ、留守電かぁ・・・・。」

そうつぶやくと、電話を切り、コートのポケットに手を入れた。

あまりに風が冷たいので、病院の裏側に廻った。

病院の裏側は、外灯もなく、とても暗かった。

とてつもない不安が襲ったが、紀香は我慢した。

30分が過ぎ、また桜崎に電話してみた。

「はい、桜崎です！」

呼び出し音が鳴ると同時に、桜崎は電話に出た。

「あっ、桜崎さんっ！」

紀香は、まさかと思いびっくりした。

「あ、紀香さんだね。今メッセージを聴いたところだったんだよ。それで、すぐに電話しようと思ったら、そちらから電話が来て・・・。」

桜崎はそこまで言うと、

「あああ・・・、ところで、徳川君はどうしたんだね？」

と、問いかけた。

「はい。今日、予定の便に乗ろうとしていたんですが、高熱を出してしまいまして・・・。」

「高熱！？」

「そうなんです。それで、今、成田空港の近くの病院に入院しているんです。」

「そうか、それは大変だ・・・。それでは早速、ニューヨークの沖村さんに電話しなければいけないね。ところで、徳川君の容体はどうなんだい？」

「はい。病院に運ばれた時は40度を超えていたんですが、今は解熱剤が効いたみたいで、少しは楽になったような感じです。」

「そうか。ま、とにかく沖村さんに電話してみるよ。それでは・・・。」

桜崎は、そこで電話を切ろうとしたが、慌てて、

「あっ、ちょっと待って！そこの病院の電話番号を教えてくれないかな？」

と言った。

「えーと、ここの病院の電話番号は・・・・。ちょっと待って下さいね。」

紀香は、病院の玄関に廻った。

そして、玄関前にある病院の看板を見つけ、桜崎に病院の電話番号を告げた。

「あ、どうもありがとう。それでは、また何か変わった事があったら連絡してね。」

桜崎はそう言うと、電話を切った。

紀香の体は、凍えた。

携帯電話をバッグに収めると、小さく身震いし、急いで病院内に入った。

病室に着くと、徳川は眠っていた。

紀香は、徳川の寝顔をずっと眺めていた。
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翌日の朝、病室の朝食を運ぶ音で紀香は目が覚めた。

「あ、やっと起きたね。」

徳川が、こちらを見て微笑んでいる。

「あれ・・・？私、いつの間にか、寝ちゃってたんだ・・・。」

紀香は、眠気まなこで、徳川の方を見ながら言った。

「はっはっは・・・。昨日と逆だね！」

「えっ？」

「だって、昨日は、紀香さんが、僕が起きるのを待っていてくれたじゃない。」

「あ・・・、そうだった・・・。しかも、私、看病に来たのに、ちゃんと仕事していないね・・・。ごめんなさい。」

「わっはっは！」

徳川は、大声を出して笑った。

「あ、徳川くん、身体の具合はどう？　昨日よりも大分良くなったのかなぁ・・・、少し元気が出てきたみたいね。」

紀香が、徳川の顔を覗き込んで言った。

「うん、今朝体温を測ったら37.5度だったよ。昨日よりかなり楽だよ。もう退院してもいいと思うんだけどね・・・。」

「だめだよ！解熱剤が効いて熱が下がってるだけなんだから、無理したら大変だよ。また救急車になっちゃうよ。」

「そうかなあ・・・、自分では、もうかなり大丈夫な気がするんだけどなあ・・・。」

徳川は、手を自分の額に当てがい、そう言った。

紀香は、その徳川の顔を見ていたが、急に思い出したように、

「あっ、そうだ！桜崎さんから連絡が入っているかも知れないから、外に出て、携帯のメッセージを確認して来るね。」

と言い、早足で病室を出て行った。

紀香は外に出て、携帯電話の電源を入れ、メッセージが入っているかどうか確認をした。

桜崎からのメッセージは入っていなかったが、勝木校長からメッセージが入っていた。

紀香は、すぐに勝木に電話し徳川の現状況を説明した。

勝木はかなり驚いていた様子だった。

12月も20日を過ぎ、ジャズ音楽専門学校「JAZZ BEATS（ジャズ・ビーツ）」も冬休みに入っていたが、秘書としての紀香の仕事は残っていた。

だが勝木は、これからアメリカへ渡って自分の可能性に懸けようとする徳川の事を考え、紀香に付き添うように告げた。

紀香は、また病室へ戻り、徳川の看病をした。

それから何度か携帯電話のメッセージをチェックしようと外へ出たのだが、桜崎からのメッセージは録音されていなかった。

次の日の朝、紀香は目覚めると真っ先に病院の外へ出てメッセージの確認をした。

すると、やっと桜崎のメッセージが入っていた。

「連絡が遅くなってごめんね。沖村君となかなか連絡が取れなくて・・・。その後、徳川君の具合はどうかな？沖村君は、仕事の都合で、ニューヨークの空港へ迎えに行けるのは、どうしても29日しか都合がつかないと言っているんだけど、29日までには退院は難しいかな・・・？あくまでも身体が優先だけど、その事を徳川君に伝えて下さい。宜しくお願いします・・・。」

紀香は、桜崎のメッセージを聴き、危機感を覚えた。

「そうか・・・、徳川くんは、身体の具合が良くなって、退院すれば、行ってしまうんだ・・・。」

紀香は無言で、病院の玄関を入り、徳川が寝ている病室へ足を運ばせた。

そして、紀香は病室に入り、徳川に桜崎のメッセージの内容を告げた。

「29日・・・・、あと一週間だね。それまでに、熱はちゃんと下がるかなあ・・・。」

徳川は、そう言うと、紀香の顔をちらっと見て、そして続けた。

「そうだ、紀香さんは、ここに居て大丈夫なの？」

紀香は、その徳川の言葉を聞いて、ちょっとためらった。

「・・・・・」

「紀香さん・・・？」

徳川は、紀香のその表情に少々不安を覚えた。

「どうしたの・・・？」

徳川が言うと。

「あ・・・、うん・・・、徳川くん、あと一週間なんて・・・、それより早く、熱下がっちゃうよ、きっと・・・。だから、大丈夫だよ・・・。」

紀香は、慌てて言った。

少しの時間、二人の間には沈黙があった。

口火を切ったのは紀香の方だった。

「徳川くん・・・、本当は、今すぐにでもニューヨークに行きたいんじゃない？　私の事なんか、本当は眼中にないんだよね・・・？」

紀香は、少し強い口調で言った。

「・・・・」

徳川は、黙っている。

何秒かした後、徳川は寝返りをうって、窓の外をぼんやりと見ていた。

そして、静かに言った。

「紀香さん・・・、僕は紀香さんが好きだよ・・・。」

そう言うと、徳川は大きくため息をついた。

そして、続けた。

「でも、僕はニューヨークへ行って、自分を試したいという強い気持ちがあるよ・・・。勿論、紀香さんと離れるのはとても辛いんだ・・・。でも、僕がニューヨークへ行って、そして、もしチャンスに巡り合えたら、その大きなものを、いつか日本に持ち帰りたいと思っている・・・。」

徳川は、また、ため息をついて、続けた。

「その時に、紀香さんが、僕を受け入れてくれたら・・・、僕は、とても、嬉しい・・・と、思っているのだけど・・・・、でも・・・」

徳川が話を続けようとしたところで、紀香はその言葉を遮った。

「待って！　私に、それまで待っていろと言うの！？　何年先になるの？　期限があるなら私は待てるわ。何年でも・・・。でも、1年、2年・・・、もしかしたら5年、10年・・・、とにかく何年先になるか分からないのに、それをずっと待っていろと言うのは、とても辛すぎるわ・・・・。」

紀香は、目に涙をいっぱい浮かべながら、訴えるような口調で言った。

紀香をじっと見ていた徳川は、ゆっくりと立ち上がり、紀香の手をとり、そして強く抱きしめた。

二人は、しばらくの間、二人の思い出の一こま一こまを思い出していた。

遠く過ぎ去った思い出だったが、今は、二人にとって、とても鮮明に思い出された。

二人は、深い話をせずに、一週間を病院で過ごした。

それは、それなりに平和で、思えば楽しい日々だった。

徳川の容体は、日に日に良くなり、ほぼ平熱に下がった。

そして、29日、出発の日を迎えた。

「徳川くん、今日はいよいよ、あなたが飛び立つ日よ。夢に向かって・・・、本当に頑張ってほしい・・・・。心から応援しているわ・・・・。」

紀香は、笑顔で言った。

その紀香の笑顔を見て、少し微笑みながら、徳川は言った。

「うん、どうもありがとう・・・。頑張って行って来るよ・・・・。」

徳川と紀香は、身支度を済ませ、病院を後にした。

タクシーに乗り、成田空港第2ターミナルへ向かった。

そして、第2ターミナルからチェックイン・カウンターへ、二人はゆっくりと歩いた。

以前、二人がすれ違った場所である。

出発の時間まで、まだ1時間以上あった。

二人は、いつもと変わらず、和やかな会話をしていた。

徳川も紀香も、晴れた夏の空のように明るく笑いながらしゃべった。

やがて、1時間が過ぎ、チェックイン・カウンター前には、いつの間にか沢山の人が集まって来た。

人がぞろぞろと、チェックイン・カウンターを通過して行く。

「あ、そろそろ行かないと・・・。」

徳川が、周りを見ながら言った。

「あ、そうだね・・。早くしないと、乗り遅れちゃうね。」

紀香は、そう言いながら、顔をしわくちゃにして笑った。

少しの沈黙の後、徳川が言った。

「じゃ・・・、行って来るね・・・・。」

「うん・・・・。」

紀香は、そう言うのがやっとだった。

徳川は、飛行機に続く通路に消えて行った。
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紀香は、しばらく呆然として、徳川が消えた通路を見ていた。

そして、30分が過ぎた。

紀香は、その場所から離れる事が出来なかった。

涙が止め処もなく溢れ出る。

目の前は、霧のようにかすんだ。

45分も過ぎただろうか、紀香はゆっくりと後ろに向きを変え、静かに歩き始めた。

今にも止まってしまうのではないかと思う程の足取りだった。

紀香は、徳川との沢山の時間を思い出していた。

ひとつひとつ、かみ締めるように・・・

紀香にとって、徳川のニューヨーク行きは、どうする事も出来ないことだった。

何を言っても、彼には硬い意志があった。

紀香にとって、それは、どの女性達よりも大きなライバルだった・・・・

「徳川くん、さようなら・・・」

紀香は大粒の涙を流すと、ぽつりと小声で言った。

そして、紀香はしばらくゆっくりと歩いていたが、急に心を振るい払うように駆け出した。

「もう、いいんだ・・・。」

「もう、終わったんだ・・・・。」

「私、頑張ろうっと・・・。私、きっと、もっといい人見つかるよ・・・。」

「頑張ろうっと・・・・・。」

紀香は、無意識に、徳川とさっき来た通路を走っていた。

いや、心の底に、意識があったのだろう。

通路を走る紀香の視野に入る景色は、すべて徳川とさっき一緒に歩いた景色だった。

ついさっき見た場面が、紀香の目に飛び込んで来る。

一こま一こまが、鮮明に映し出された。

紀香は、その一こま一こまの徳川と歩いた景色を次々に消し去るように夢中で走った。

紀香は、息を切らしながら、やっと第2ターミナル中央口に出た。

目の前に、タクシーが走る。

タクシーが通り過ぎた後の風がとても冷たく感じた。

その時、飛行機の離陸する音が近くで聞こえた。

紀香は慌てて空を見上げた。

だが、ターミナルの建物が邪魔して、飛行機が見えない。

「この飛行機の音は、もしかしたら徳川くんが乗っている飛行機なのかも知れない・・・。」

紀香はそうつぶやくと、その飛行機を見ようと、その音のする方向へまた走った。

音はどんどん遠ざかって行く。

次第に小さくなり、そして聞こえなくなった。

その頃、徳川は離陸時の飛行機の振動に揺られていた。

そして徳川は、振動に揺られながら小さな窓から斜めに見える景色を眺めていた。

成田空港周辺の景色は、昼間の太陽に照らされて、とても綺麗だった。

窓から見える景色は、一面を田んぼや畑で覆われていた。

地上の景色がだんだん遠ざかって行く。

徳川は、その景色を見ながら、紀香との思い出も同時に遠ざかって行くような気がして、もう後戻り出来ない現実に大きな不安を覚えた。

「いや、後戻りしてはいけないんだ・・・。」

徳川は、そう自分に言い聞かせた。

飛行機は、一瞬大きく揺れた。

気がつくと、いつの間にか雲の中に入っていた。

細かい振動が続く。

振動が消えたと同時に、飛行機の中に光が差し込んだ。

「ああ、雲の上に出たんだ・・・。」

徳川は初めて乗る飛行機に、感動を覚えた。

見渡す限りの雲海に、徳川は明日からのニューヨークの生活を夢抱いた。

「新しい生活が待っているんだ・・・・。」

そう思った瞬間、今までの日本での生活が、とても小さく感じた。

徳川は、さまざまな記憶が次第に消えてしまうのではないかと思った。

「紀香さん・・・・。」

徳川はそう呟くと、静かに目を閉じた。

そして、そのまま眠りについた。

「お食事は、肉料理と魚料理、どちらになさいますか？」

客室乗務員が隣席の男に尋ねた。

「はい、肉料理でお願いします。」

隣席の人は、少々大声で答えた。

その声で、徳川は目が覚めた。

徳川が目を擦りながら辺りをキョロキョロしていると、客室乗務員派は微笑しながら言った。

「お食事は、肉料理と魚料理、どちらになさいますか・・・？」

「・・・・」

徳川は一瞬、何を聞かれたのか分からなくて戸惑ったが、隣席のテーブルに機内食が置かれてあるのに気づき、慌てて言った。

「あ・・・、僕も肉料理にして下さい・・・。」

機内食は、とても美味しかった。

一週間入院していて、毎日病院食を食べていた徳川にとって、機内食はご馳走だった。

「美味しいなぁ・・・。」

と徳川が思わず口走ると、隣の男が言った。

「そんなに美味しいんだったら、こっちのも食べるかい？」

振り向くと、男は微笑みながらこちらを見ていた。

「あ、はい、でも、いいんですか？」

徳川が恐縮して言うと、

「ああ、俺は呑むと、どうも食べたくなくなってしまってね。」

男はそう言いながら、右手で缶ビールを突き出した。そして続けた。

「もし良かったら、俺と一緒に呑まないかい？　どうせ長旅なんだし・・・」

「あ、すみません・・・。じゃ、少しだけ・・・。」

徳川は、缶ビールを受け取った。

徳川はその男と、呑みながらいろいろな話をした。

初めは世間話をしていたが、次第に、男は身の上話をしだした。

「俺ね、ニューヨークに一人娘が居てね・・・。娘は今度結婚するんだよ。で、その結婚式に行くんだけど、今までずっと会う事が出来なかったから、本当に楽しみでね・・・。」

「それは、おめでとうございます。なかなかお会い出来なかった上、今度はご結婚のために娘さんに会われるのだったら、それは喜びもひとしおですね。それじゃ、改めて乾杯しましょう。」

その男は少々照れ臭そうな顔をしたが、徳川の顔を正面からみる様に体の向きを斜めに変えて缶ビールをかざした。

徳川も、それに合わせて、缶ビールをかざし、祝福の乾杯をした。

そうして時間が過ぎて行ったが、その男はかなり飲んだらしく、いつの間にか寝ていた。

徳川は、幸せそうな顔をして寝ているその男を横目で見ながら、ふと気づくと紀香の事を思い出していた。

「僕は、あのまま日本にいたら・・・、ニューヨークに行く事を考えなければ、紀香さんと、いつか結婚していたのかな・・・・。」

そう、小声でつぶやくと、目を瞑り、そして、また眠りについた。
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徳川を乗せた飛行機は、高度1万メートルを越えて飛行していた。

あと数時間で、ニューヨーク空港に到着する。

徳川は、眠りの中で夢を見ていた。

紀香と、いつか、雨の日の土曜日、池袋で待ち合わせて、ムーンライト・ビルの水族館へ行った時の夢を観ていた。

ロシア料理を食べて、展望台に昇った時の事も夢の中で観ていた。

昼間は雨だったのに、展望台に昇った時、いつの間にか夜空には満月の月が白く美しく輝いていた・・・・

徳川は夢の中で、紀香との幸せに酔いしれていた。

その時、「ガクン！」と飛行機が大きく揺れた。

徳川は、ハッとして、夢から覚めた。

機内アナウンスが流れた。

「ただいま、乱気流通過のため、機体が揺れますので、シートベルトを着用して下さい。」

徳川は初めて飛行機に乗ったが、「乱気流って、こんなに揺れるものなんだ・・・」と、想像以上の揺れに、少々ビックリした。

そう思った次の瞬間、さっきよりも大きな揺れが起きた。

「ガクン！！」

機内の乗客からは、不安の声がもれる。

「随分、大きな揺れだったな・・・」

「今まで何度も飛行機に乗ったが、こんな揺れは初めてだ・・・」

徳川も、初めての経験にビックリしていた。

ふと横を見ると、隣の男は、シートベルトを強く締め直していた。

徳川も慌てて、それに習った。

その頃、コックピット内では騒然としていた。

「今の揺れは何だ・・・、乱気流とは違うぞ・・・」

と機長が言うと、副操縦士が言った。

「確かに乱気流とは違います・・・、今、計器を調べているのですが・・・」

そう副操縦士が言い終わるか終わらないかの瞬間、今度は今までの倍以上の大きな揺れがあった。

「ああぁぁぁ・・・」

乗客は、ついにパニックに陥った！

それと同時に、機内の天井から酸素マスクが降りて来た。

バサバサバサ・・・・

揺れる酸素マスクを、乗客は、奪い取るかのように鷲掴みにして、何が起きているのか理解出来ないまま、とにかく、口に当てがった。

「お客様、た、ただいま、、乱気流に入り、機体が大きく揺れましたが、問題はございませんので、ご安心下さい。ただいま、酸素マスクが降りておりますが、大きな揺れが起きた場合、自動的に降りて来るシステムになっておりまして・・・」

客室乗務員は、声の上ずりを懸命に抑えながらアナウンスしていた。

その時、コックピット内では、更なる事態が起きていた。

「機長！垂直尾翼が何かの原因によって破壊されたもようです！」

福操縦士が、叫んだ。

「なにっ！」

「これは、一体何なんだっ！」

機長は冷静を保とうと必死だったが、言葉には、既に冷静さを失うほどの大声を発していた。

「おい、APU（補助動力装置）は、どうなんだ！」

機長が、更に大きな声で言った。

副操縦士は答えた、

「方向舵もやられました・・・、APUも機能を失いました！垂直尾翼の油圧配管も、もうダメです！もう、すべての油圧力を失ってしまいました。現在、操縦不能の状態です！」

副操縦士は、もう泣き叫んでいた。

「一体、何が起こったんだ・・・・。」

機長は、計器を睨み付けて、呟いた。

そして、すぐに「スコーク77」、緊急事態の発生を知らせる為の飛行機の最高度のSOSを発進した。

コックピット内では、各所で赤いランプが点滅し、「ビービービー」という警報音が鳴り響いていた。

そして、機長、副操縦士の他、全ての乗員達は、この次々に現れる異常な警報音、警告灯、計器の表示に対処する作業に忙殺された。

機体は、すでにアメリカ本土上空に、差し掛かっていた。

高度は、秒単位で下がっている・・・。

機長も、副操縦士同様、内心パニックに陥っていた・・・、しかし、自分の立場と、この機の責任者として、その気持ちの荒れを抑えようと懸命に努力した。

「管制部からの連絡は、まだ来ないか。」

機長が、副操縦士に言った。

「いや、まだ届かないです・・・。」

機長は、少しの間考えていたが、気を取り直して言った。

「近くに、胴体着陸出来そうな場所はないか？」

「今、ここの位置はどの辺なんだ？」

そう機長が続けて言うと、副操縦士が、すぐに答えた。

「もうすぐ、シ、シアトル上空に差し掛かると思われますが・・・、でも、計器が故障しているので、今現在、本機の場所を把握出来ません！胴体着陸出来そうな場所もありません！　この一帯は山岳地帯です！！」

その頃、機は、高度8.000メートルに下がっていた。

「そ、そうか・・・、何とか迂回して、海まで辿り着ければ着水する事が出来るが・・・。でも、油圧力を失って操縦不能の状態では、それも不可能か・・・。」

機長は、そう小さく呟くと、時計を見ながら続けて言った。

「何とか、高度を下げない様に時間稼ぎをして、シアトル空港に着ければ良いのだが・・・。」

だが実際、方向舵を失ったこの飛行機は、次第に高度を下げながら、通常なら辿り着けるはずのシアトル空港を背にして、大きく旋回を始めていた。

そして、高度も、既に5.000メートルにも下がっていた・・・。

機内は騒然とし、緊張を極めた。

夫婦や恋人同士は、互いに手を取り合い、強く握りしめ合い、そして抱きしめ合いながら、この、あまりにも短い、流れ行く時を過ごした。

ある者は神に祈り、そして、ある者は狂乱した。

ガタガタと手が震えて、字と思えないような遺書を書き、それを握り締めている者もあった。

高度、3.000メートル・・・。

2.000メートル・・・。

そして、どんどん加速し、高度は、下降1.000メートルを超えた。

「もうダメだ！墜落する！！」

全ての乗員、乗客が、そう思った。

その時、機長が叫んだ。

「海だっ！」

その機長の叫びは、機内全体に響き渡った・・・。

いや、そう思えた。

次の瞬間、すぐ前で閃光が走った。

と同時に、飛行機の胴体は真っ二つに折れた。

目の前は真っ暗になり、

そして、すべての音は消えた。
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紀香は、ベッドの中で、寝付けないでいた。

やはり、どうしても徳川の事を考えてしまう・・・。

もう忘れようと思っても、そう思えば思うほど、忘れられない。

時間は、夜中の2時を過ぎていた。

紀香は暗い天井を見つめていたが、いきなり布団を払いのけ、起き上がって、部屋の照明のスイッチをつけた。

眩しい光が、目に飛び込んでくる。

紀香は瞬間的に目を閉じたが、そのまま、しばらくの間目を閉じたまま、また徳川の事を考えていた。

「徳川くん、今頃、どうしているのかな・・・。」

「もう、ニューヨークに着いているかな・・・。」

「私の事、思い出してくれているかな・・・。」

沢山の質問を、暗闇に向け投げかけた。

と、その時、電話のベルが鳴った。

「プルルル・・・。プルルル・・・・。」

紀香は、すぐに受話器を手に取った。

紀香は結局一睡も出来ずに、朝を迎えていたのだった。

「はい。清水ですが・・　　」

紀香が言葉を発すると同時に、相手の男は大きな声で言った。

「清水さん！テレビを見ているか！　この飛行機は、徳川くんが乗っている飛行機ではないか？」

声の主は、勝木だった。

「えっ・・・・？」

紀香は、一瞬、なぜ勝木が怒鳴って言っているのかが理解出来なかった。

「校長、どうしたんですか？」

紀香は、改めて聞くと、勝木は更に捲くし立てた。

「テレビだよ！テレビ！！　今、臨時ニュースをやっているから、とにかく早く！」

「は、はい・・・。」

紀香は、「テレビ」という単語だけに反応して、とにかくテレビのスイッチを入れた。

紀香がつけたテレビのブラウン管には、飛行機後方部だけが海に横たわっている映像が映っていた。

「えっ、こ、これは・・・。校長・・・。いったい何が起こったんですか？」

一瞬、紀香は何が起こっているのかが理解出来なかったが、この事態を想像するのに、時間は掛からなかった。

次の瞬間、思い出したように不安が過ぎった・・・。

「えっ、まさか・・・。」

そう思う紀香の気持ちと同時に、勝木は大きな声で言った。

「徳川くんが乗った飛行機は、951便ではないか！？」

「そうです・・・。951便です・・・。この飛行機は、951便なんですか？」

紀香は、そう言ったが、次に勝木が言う言葉が容易に想像出来た。

紀香は、続けた。

「この、海に横たわっている飛行機が、まさか、徳川くんの乗っている・・・。」

紀香は、そこまで言うのがやっとだった。

勝木は、息を呑んで、何かを言おうとした・・・。

が、その前に、紀香がまた続けた。

「ここは、いったい何処なんですか・・・？」

紀香の声は、震えている。

「ここは、シアトルの近くの海岸らしい・・・。」

勝木は、紀香の震えを押し消そうと、わざと落ち着いた口調で言った。

実際、飛行機の墜落場所は、シアトル南西、オリンピアの街を越えたところにある、リードベター・ポイントステート・パーク沖だった。

「僕もたった今ニュースを見たばかりだから、まだ良く解らないんだが・・・、ニューヨーク行951便と言っていたから、もしかして・・、と思って電話したんだよ・・・。」

勝木自身、「まさか徳川の乗った飛行機が墜落するなんて、そんな事はない・・・」と、半信半疑でいた。

その後、勝木と紀香はそれぞれのテレビに見入っていた。

二人とも緊迫しながら、映像や言葉に目と耳を傾けていた。

しかし、ニュースは、まだ現場の状況がハッキリと届いていない様子で、同じ場面の映像が繰り返し流されていた。

数分後、新たな情報が届いたらしく、画面は急に慌しくなった。

画面映像では、米軍の救助ヘリや救助船、そしてゴムボートなどが現場の飛行機を取り囲んでいた。

救助ヘリの他、マスコミのヘリなども多数、上空を飛び回っていた。

その映像が流れ、同時に、現在確認死者数も発表された、

「今現在確認された死者数は、96人・・・。」

179人乗りのこの飛行機は、残り、まだ83人の行方不明者がいた。

紀香は、この不安と緊張の中で耐え切れる自信がなかった。

「校長、今何処にいらっしゃるのですか？」

紀香が、言った。

「あ、ああ、、僕は今自宅だけど、これからJAZZ BEATS（ジャズ・ビーツ）に向かうよ。」

「あ、私も今から行きます・・・。一人でこれを観ているの、とても耐えられそうにありません・・・。」

「よし、それじゃ、校長室で待っているよ。」

二人は電話を切った。

紀香は、テレビのスイッチに手をやり、見納めるような心境で電源を切り、そして、すぐに着替えて、外へ出た。

そして、世田谷駅まで走った。

世田谷駅の中に入ろうとしたが、一瞬立ち止まって、向きを変え、世田谷通りに出てタクシーを拾った。

「代々木までお願いします。」

タクシーの中でも、ラジオからこの臨時ニュースが流れていた。

「飛行機の前方部分の胴体は、依然見つかっていない模様です！」

「只今、米軍の小型潜水艦やダイバーが懸命に捜しているという情報が入っています！」

「邦人の確認は、まだ取れていませんか！？」

「いや、今現在の状況では、分かりません！」

「現場は、混乱を極めている模様です・・・・・。」

アナウンサーの声は、続いた。
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紀香を乗せたタクシーは、30分程掛かって代々木にあるJAZZ BEATSに着いた。

「あ、ここで結構です！」

紀香は、そう運転手に告げ、お金を払い、タクシーを降りた。

JAZZ BEATSの入口に入ろうとして、紀香は声を掛けられた。

「ああ、紀香さん！」

振り向くと、徳川のピアノの先輩の矢嶋誠一が心配そうな顔をしてこちらを見ていた。

「あ、、矢嶋さんですよね・・・。以前、恵比寿のローズ・ウッドでお会いした・・。」

「そうです。矢嶋です・・・。紀香さん、ニュース観ましたか・・・？」

「はい、観ました。あの飛行機・・・、徳川くんの乗った飛行機じゃないですよね・・・？」

そう言うと、紀香は大粒の涙を流した。

少し沈黙があったが、矢嶋が静かな口調で言った。

「そうですよ。あの飛行機は徳川は乗っていませんよ。ま、とにかく、中に入りましょう。」

矢嶋はそう言うと、紀香の背中にそっと手を添えた。

JAZZ BEATSの入口を過ぎて、廊下を通り、そして、校長室のドアをノックした。

「コンコン・・・。」

「はい。どうぞ。」

勝木は、すでに着いていた。

紀香と矢嶋が中に入ると、勝木は誰かと電話で話していた。

「はい、分かりました。・・・それでは、お待ちしております。」

勝木は、そう言ってすぐに電話を切った。

電話を切ると同時に、座っている回転椅子の向きをこちらに向けて、

「今ね、桜崎さんと電話で話していた所なんだよ・・・。」

数秒、合間を置いて、続けた。

「桜崎さんもとても心配していて、後でこちらへ向かうとの事だよ。」

勝木はそう言うと、大きなため息をついた。

電話中はテレビの音を小さくしていたのか、勝木は傍らにあるテレビのヴォリュームを上げた。

紀香は、不安そうな顔をしてテレビに目をやった。

「ただいま、邦人の死亡者が確認されたという情報が入りました・・・。」

アナウンサーの声が、耳に飛び込んで来る。

「あぁ・・・、徳川くん、無事で居ますように・・・・。」

紀香は、目にいっぱいの涙を浮かべ、しゃくりながら言った。

「いや、大丈夫だよ！彼は運の強い男だからね。」

勝木は、紀香に気遣いながらも、そして、自分に言い聞かせる気持ちで言った。

成田発ニューヨーク行きの便・・・、日本人が沢山乗っているのは分かっていた。

ただ、死亡者の中に、徳川の名前が出ない事を皆が祈った・・・。

「邦人の名前は、まだ発表されていませんか・・・？」

「はい、名前はまだのようです！」

「でも邦人の死亡者が確認されたとの事ですので、もう間もなく名前が伝えられると思われますが・・・。」

校長室に集まった勝木と矢嶋、そして紀香は、固唾を呑んでテレビを凝視している。

時間はどんどん過ぎて行くが、いっこうに新しい情報が入って来ない。

現場がかなり混乱しているという事が、想像出来た。

その時、ドアを叩く音がした。

「コンコン・・・。」

「はい・・・、どうぞ・・・。」

勝木がそう言うと、ドアを開けて桜崎が慌てて入って来た。

「バタン！」

「状況は、どうですか！」

桜崎は息を荒くして、大きな声で言った。

「いや、邦人の死亡者が確認されたそうなんだけど、まだ名前が発表されていないんだよ・・・。」

勝木は続けた。

「ほんと・・・、徳川くん、無事であれば良いのだけど・・・。」

その後、校長室へ来た者は皆、テレビに神経を集中した。

アナウンサーの声を、一言も聞き逃すまいと耳を傾けていた。

紀香だけが、手を合わせ、下を向いて、しくしくとずっと泣いていた。

邦人死亡者確認の報から40分後、死亡者名が発表された。

それぞれの名前が、字幕として流れる。

それと同時にアナウンサーが、名前を読み上げた。

テレビ画面いっぱいに、沢山の名前が流れた。

皆、それぞれに目を一点に絞り、画面に次々に出る名前を凝視していた。

その時点で、邦人の中で死亡確認された者は、53名だった。

その中に、徳川の名は無かった・・・。

紀香は、ずっと下を向いて泣いていた。

とても、テレビの画面を見る勇気がなかった。

行方不明者、76名。

「徳川くん・・・、頼むから無事でいてくれ・・・。」

勝木は、天井を仰ぎ、細々と小さな声で言った。

校長室に集まった勝木と矢嶋と桜崎、そして紀香は、その後、夜を徹してニュースを観ていた。

邦人の死亡者の数は、その頃には、102人に達していた。

そして、本機ニューヨーク行き951便のすべての死亡者の数は、その時点で175人確認されていた。

乗員、乗客、含めて179人乗りの、このニューヨーク行き951便。

行方不明者、4人。

徳川の安否は、絶望的だった・・・。

機体の前方部分は、見つからないままだった・・・。
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アメリカワシントン州、シアトルにあるピュジェット湾は、その日、静かな朝を迎えていた。

朝6時、キャサリン・エリオットは、いつものように、ピュジェット湾をジョギングして、自宅に戻りシャワーを浴びて、朝食を済ませ、そして、マーカス・ホリー病院へ出勤した。

冬のシアトルの朝はとても寒い。

しかし、どんなに寒くても、彼女は朝のジョギングを欠かさなかった。

キャサリン・エリオットは現在22才、ワシントン州の州立ハイスクールを卒業後、看護学校、インターンを経て、看護師免許を取得し、ここマーカス・ホリー病院に派遣された。

身長は169ｃｍ、髪はブロンド、性格は真面目で、看護師としてふさわしく、とても正義感強い性格だった。

趣味は野球観戦。

地元シアトルのマリナーズの大ファンだった。

キャサリンは、今日もいつものように、外科ナースステーションに入り、そして、担当の病室を回り、それぞれの患者の状態を診ていた。

担当する病室の患者は皆、昨日と状態も変らず、キャサリンはまず安心した。

「ふう・・・、今日も病室は平静みたいね。良かった・・・。」

キャサリンは、小さくため息をつきながら言った。

毎日診ている患者達は、キャサリンにとって、大好きな友達だった。

その大好きな友達の一人でも病状が悪化すると、キャサリンは家に帰っても、プライベートの時間を過ごしていても、いつも心配で仕方がなかった。

キャサリンには、今、1年付き合っているボーイフレンドが居た。

彼は3つ年上の25才。

身長は180ｃｍと長身。とてもハンサムで、女性にも人気があった。

だが彼は、シアトル一の貿易商の家の一人息子で、お金にはいつも不自由なく育った為、時としてわがままな性格でもあった。

「キャサリン、おはよう！」

ある日、ボーイフレンドのトム・スピッツが、キャサリンの家へ自慢の愛車BMWで迎えに来た。

「ハーイ、トム！　今日は天気がよくて良かったわ。絶好のドライブ日和ね！」

そう、キャサリンが言うと、トムが答えた。

「よし、今日は海岸線をドライブしよう！　とっても綺麗な景色の場所を知っているから、ずっと前からそこへキャサリンを連れて行きたいと思っていたんだ。」

「ほんと？嬉しいわ。」

「よし、じゃ、行こう！」

ふたりは、その日のデートの始まりに浮き浮きしていた。

シアトルの街からルート99に乗り、途中、セカンド・アベニューSWから西へ走り、海岸線に出て、ローマン・ビーチ・パークに着いた。

冬のシアトルは、風がとても冷たかった。

「さあ、着いた！」

トムが、助手席に座っているキャサリンに向かって言った。

「ふーぅ、景色がとても綺麗ね！」

キャサリンは、トムの言葉とほぼ同時に言った。

二人は車のドアを開けて、外に出た。

車の中から見えた景色よりも、更に広い景色がその前にあった。

冷たい風が、二人の頬を撫でる・・・。

「ふー、寒い・・・。」

キャサリンが、トムに思わず抱きついた。

トムはキャサリンの頬を両手で包んだ。

「温かい・・・。」

キャサリンは、目を瞑って言った。

「そうだよ。僕は君を温める為に生まれて来たんだもの・・・。」

トムも、そう言いながら目を瞑った。

二人は、しばらくの間目を瞑り、抱擁に慕っていた。

キャサリンは、この二人だけの時間に幸せを感じていた。

「ああ、私は、なんて幸せなの・・・。」

と、心に思った。

しかし、看護師であるキャサリンにとって、幸せだと思えば思うほど、これとは全く別世界の病室での事を思い出してしまう。

「トム、ちょっと待ってて・・・。」

キャサリンは、そう言うと、公園の中にある公衆電話に向かった。

公衆電話から、マーカス・ホリー病院外科ナースセンターの直通ダイヤルを回した。

「プルルル・・・・。」

「はい、こちらマーカス・ホリー病院外科ナースセンターです。」

「あの、看護師のキャサリン・エリオットですが、病室の方は異常ないでしょうか・・・？」

キャサリンが、そういうと。

「ああ、キャサリン！今大変な事が起きてるのよ！すぐに来て頂戴！！」

電話の声は、ナースセンターの看護師長だった。

「えっ、一体、何が起きたんですか？」

キャサリンがそう言うと、看護師長は、更に声を大きくして言った。

「とにかく、一刻も早く来て頂戴！！！」
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「はい！今すぐに行きます！」

キャサリンは、電話を切った。

「トム！今、病院から電話で、大至急来てくれ、って！」

キャサリンが、トムに向かって、大きな声で言った。

トムは、キャサリンの電話の声の様子から、それは察していた。

キャサリンが電話を切ったと同時に、キャサリンの腕をとり、車まで走っていた。

トムとキャサリンは車に急いで入った。

トムがキーを差込み、エンジンを回そうとした・・・、が、手が悴んでいて、なかなか回せない・・・。

「ちくしょう！」

トムが両手を使ってキーを回した。

「ヴゥォォ～ン！！！」

やっとエンジンが回った。

ローマン・ビーチ・パークを背にして、物凄い速さで発進した。

そして、さっき来たばかりの海岸線を横目に観ながら、セカンド・アベニュー通りに入り、行きに来た時と同じの、ルート99を爆走した。

時速120マイル（193.2ｋｍ）！！！

BMWのフロントガラスから観える景色は、確認出来ない位の速さで流れて行く。

と、その時、トムはアクセルをゆるめて、急に減速した。

遠くの方で、赤いストップランプが無数に見える。

「ちくしょう！渋滞か！！！」

トムは、ハンドルを両手で強く叩きながら怒鳴った。

キャサリンは、腕時計を見ている。

そして、言った。

「時間がないわ・・・。どうしよう・・・。」

5分程して、その渋滞の最後尾に着いた。

キャサリンは黙って、まだ腕時計を見ている。

「キャサリン、全然動きそうにないよ。どうしよう・・・。」

トムが、お手上げだという様なしぐさをしながら言った。

キャサリンは、まだ黙って腕時計を見ていたが、いきなりシートベルトを外すと、大きな声で言った。

「私、ここから走るわ！いつもジョギングで、こんな距離くらい走っているんですもの！」

と言って、続けた。

「トム、それじゃ、先に行っているわ！　後でゆっくり、もし時間あったら病院に来てね。」

そう言うと、車のドアを開け、閉めて、いきなり走り出した。

トムが窓を開けて言った。

「キャサリン・・・、気をつけて行きなよ！」

トムは、そう言って再び窓を閉めたが、遠ざかるキャサリンの後ろ姿を見ながら、罵声を飛ばした。

「ちくしょう・・・。キャサリンたら、いつもこうだ！　せっかくのデートなのに、台無しだぜ！」

キャサリンは、寒空の中、息を切らしながら走っていた。

いつもならジョギング用のシューズを履いて走るのだが、今日はデート・・・、ヒールの高いブーツを履いていた。

「やっぱり走りにくいわ・・・。足が痛い・・・・。」

実際、キャサリンの足首には相当の負担が掛かり、アキレス腱を酷使した。

「ああ、痛い・・・。痛い・・・・。」

キャサリンは何度もしゃがんで、足首を擦った。

走り続けて、もう1時間を過ぎた。

やっと、見覚えのある風景が見えて来た。

「はあはあ・・・、ああ・・・、もう・・すぐだわ・・・。」

キャサリンは、息を切らしながら小さく呟いた。

キャサリンがマーカス・ホリー病院に着くと、沢山の人でごった返していた。

キャサリンは、人を掻き分けて、とにかく病院内に駆け込んだ。

そして、外科ナースステーションに行くと、そこでも、沢山の看護師達が集まっていた。

「いったい、何があったんですか！」

キャサリンは、一人の看護師に声を掛けた。

「ああ、キャサリン・・・。さっきね、ピュジェット湾の近くの海岸で、二人の男女が倒れていて、救急車で運ばれたのよ。」

その看護師は、続けた。

「でね、噂だと、その二人はとっても変った服装をしていたそうよ。」

「変った服装・・？　えっ、それで、その患者は、何処の病室に入ったの？」

キャサリンが聞いた。

「今は、集中治療室よ・・・。凄い怪我をしていて、もしかしたら危ないかも知れないってドクターが言っていたわよ。」

そう静かな声で看護師は言うと、ナースステーションから出て行った。

その後、ナースステーションに、電話があった。

「キャサリンは居るか？　もし居たら、大至急、集中治療室へ来てくれ。」

電話の声の主は、シアトルの病院内でも有名な腕利きの外科医、ロバート・オットー博士だった。

キャサリンは緊張気味の声で言った。

「はい・・・、ただいま参ります。」

キャサリンは、音を立てないように、小走りに走った。

そして、集中治療室に入った。

集中治療室は、二部屋あった。

それぞれの、Ａ治療室、B治療室に、二人の患者が入っていた。

男性の患者はＡ治療室に、女性の患者はB治療室に入っていた。

二人とも、意識不明の重体。

そして、その二人とも日本人だった。
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ロバート・オットー博士は、すでに手術準備に入っていた。

数人の看護師が、彼の指示に従い、慌しく動いていた。

キャサリンは、男の方の患者を担当した。

患者を見たキャサリンは、思わず絶句した。

「これは、ひどい・・・・。」

この患者は、頭蓋骨骨折、右手首骨折、右足首骨折、腹部打撲をしていた。

10分後に手術が始まった。

女の方の患者の担当医は、デイブ・ホーガン博士だった。

この患者は、右膝複雑骨折、大腿骨骨折、腹部打撲。

二人の手術は、困難を極めた。

手術を開始してから、３時間、そして５時間と経過した。

集中治療室前の廊下では、数人の看護師が固唾を飲んで、見守りながら待機していた。

それぞれが、ちらちらと何度も「手術中」のランプを見ている。

「どうか、手術が成功しますように・・・。」

そこに居る看護師のすべてが、そう祈った。

手術開始から８時間経過した頃、廊下の「手術中」のランプが消えた。

廊下の看護師達は、それを見て同時に深いため息をついた。

その中に、トムもいた。

「手術中」のランプが消えてから15分後、集中治療室のドアが開いた。

中から、まずロバート・オットー博士が出てきた。

続いて、デイブ・ホーガン博士、そして、手術に立ち会った看護師が数人出てきた。

キャサリンは、最後だった。

ロバート・オットー博士が、廊下の中央に進み、沢山の看護師の前で、静かに首を横に振った。

周りの看護師からは、絶句の言葉がもれた。

「ああ・・・、神様・・・。」

「キャサリン！」

聞き覚えのある声に、キャサリンはハッとして振り向いた。

「あ・・・、トム・・・。来てくれたのね・・・・。」

「勿論だよ。」

「ああ・・・、本当にごめんなさい・・・。頑張って来たけど、でも、残念な結果になってしまって・・・。」

「ああ、それは仕方がないよ。キャサリンが悪い訳ではないからね。」

その言葉を聞いて、キャサリンは沈黙した。

「・・・・。」

トムは、合間を縫うように、続けた。

「だいたい、キャサリンには休日ってものがないじゃないか。この病院は、労働者に休日を与えないのか・・・？」

トムは苛立ち、押さえ切れなくなって、大きな声で言った。

「やめて！」

キャサリンも大きな声で言ったが、その後、急に声を細めて言った。

「トム・・・、私の仕事、解って欲しいわ・・・。例え、私に休日があっても、患者さんには休日はないの・・・。毎日、至る所で、患者さんは苦しんでいるのよ・・・。」

そのキャサリンの言葉に、トムは、向きを変え、無言で去って行った。

３日後、マーカス・ホリー病院からワシントンにある日本大使館経由で、日本政府へ写真付きの文書が送られた。

「身元不明の２遺体を、確認して欲しい。もし確認出来ない場合は、こちらで解剖を行います。」

という内容だった。

実際、ここシアトルの他、アメリカ西海岸で、この二人の日本人の情報を調べた。

しかし、身元確認は採れなかった。

そして、日本政府からの連絡は一週間後に届いた。

「こちらでも、その写真の男女の確認は得られませんでした。」

マーカス・ホリー病院では、次の日、解剖が行われた。

死因は、男の方は頭蓋骨骨折による脳内出血にて死亡。女の方は腹部内臓破裂による出血多量により死亡・・・、と記録された。

しかし、この二人の事について、不明な点が多かった・・・。

その日、シアトル北西にあるノース・ビーチに、一人の男が倒れているという情報があった。

地元の漁師がすぐに救急車を呼んで、マーカス・ホリー病院へ運び込まれた。

その男も、日本人だった。

そして、それから4時間後、そこから更に北にあるハイランズ・スプリング・ビーチで、一人の男の遺体が発見された。

その男は、紺色の背広を着ていた。

胸ポケットには遺書があった、

「我が娘の結婚式・・・、天国から見守る・・・。」

と、書かれてあった。

新たにマーカス・ホリー病院に運ばれた日本人の男は、すぐに手術を受けた。

この手術についても、ロバート・オットー博士が担当した。

「また、日本人か・・・。何故、同じ様なケースが続くのだろう・・・。」

オットー博士は、小さな声でそう言うと、先日の、日本人の男女の手術の事を思い出していた。

あの最後の姿を払いのけるように、オットー博士はメスを入れた。
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その頃、キャサリンは、トムに電話をしていた。

「トム・・・。」

「・・・・。」

「なんで、私の仕事の事を理解してくれないの・・・？」

「・・・・・。」

トムは、黙っている。

「トム・・・・。」

キャサリンは、そうトムの名を呼ぶと、次の言葉を失った。

しばらく、二人の間にやり場のない時間が経過した。

しばらくして、沈黙を破ったのはトムの方だった。

「だって・・・、僕達付き合っているんだろう・・・？それなのに、なんで、なかなか会う時間がないんだよ・・・。しかも、やっと会えたと思えば、キャサリンはいつも病院に電話して、結局、急診になって行ってしまうよね・・・？」

「・・・・。」

今度は、キャサリンが沈黙した。

トムは、続けた。

「キャサリン・・・、前のキャサリンは、いつもそんなに病院に献身的じゃなかったはずだよ・・・。なんで・・・？」

トムがそう言うと、キャサリンはハッとした様に、少し声を荒立てて言った。

「私は、今まで看護師をしていて、初めは分からなかったけれど、最近やっと分かった事があったの！病院ってね、本当に毎日入れ替わり立ち代り、様々な患者さんが入ってくる所なのよ！」

一呼吸置いて、キャサリンは続けた。

「その時に、一人でも多くの看護師の手が必要な時があるの。そして、もし、その時に私が居なかったら・・・、と考えると、居て堪らない気持ちになって・・・。」

キャサリンはそこまで言うと、声を詰まらせて、堪り兼ねず泣いた。

「・・・・。」

トムは黙っている。

キャサリンはしばらく泣いていたが、大きく涙を拭うと、凛として、言った。

「トム・・・、あなたが、もし私の仕事を理解出来ないのだったら、もう、これ以上お付き合いするのは難しいわ。」

トムは、少し考えていたが、小さな声で言った。

「そうか、解ったよ・・・。キャサリン、君は、まるで病院という小屋に繋がれている犬と同じだね。僕は、飼い主にはなれないよ。」

トムがそう言い終わったと同時に、電話は切れていた。

その頃、オットー博士は、手術に全神経を集中させていた。

先日の日本人男女二人の手術では、結果、悪い事となってしまった。

手術経験豊富な彼にとって、患者が命を落とす事になるという事は、今までに幾度も経験していた事だったが・・・。

しかし彼は、その手術後、これだけ後味の悪い経験をしたのは初めてだった。

彼にとって、初めて経験した、死因のあやふやな解剖結果だったのだ・・・。

オットー博士は、その時の事を振い払おうと、懸命に手術をした。

「きっと、成功させて見せる・・・。」

彼は、そう自分に言い聞かせていた。

手術を始めてから、3時間が経過した。

密閉された空間の中で、

金属のトレイからメスを取る音・・・。

手術をする時にしか使わない会話。

冷たい時間が通り過ぎた。

4時間後、オットー博士はトレイにメスを置いた。

オットー博士は、大きく息を吐いた。

「成功だ・・・。」

廊下の「手術中」のサインは消えた。

廊下で待ち受けていた看護師たちは、息を飲んでいたが、オットー博士がドアを開けて出て来た時の顔の表情を見て、そこにいたすべての人達が察した。

「おめでとうございます！オットー博士。」

「ありがとう・・・。」

いつもクールなオットー博士だが、この時はにこやかに微笑みを浮かべた。

オットー博士の手術を受けた日本人患者は、その後、外科第一病棟の個室に移された。

まだ意識はない。

静かに眠っている。

まだ、全身麻酔が効いているのだろうか。

夜になった。

看護師たちは、代わる代わる、その日本人患者の心電図、血圧、脈拍数、体温などをチェックしていた。

その看護師の中に、キャサリンの姿があった。

朝を迎え、昼になり、そして、また夜になった。

日本人患者は、依然として意識のないまま昏睡状態が続いた。

キャサリンは、夜を徹して見守っていた。

そして何度も、天井を見つめ、祈った。

「神様、どうか早く、この患者さんの意識を回復させてあげて下さい・・・。」

その日から、３日が経過した。

その日本人患者は、ゆっくりと目を開けた。
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「あっ！目が覚めたのねっ！」

キャサリンがその患者の様子に気づき、大声で叫んだ。

すると、そばに居た看護師たちが足早に近寄って来た。

「気分はどうですか？」

「身体は痛くないですか？」

「あなたは、どうして、ここシアトルの海岸に辿り着いたのですか？」

「あなたは日本人ですか？」

男は、集まってきた看護師たちから様々な質問をされた。

すると看護師長が、静かな声で言った。

「みんな、静かにして・・・。彼は、今、意識が戻ったばかりよ。そっとしてあげなければ駄目じゃないの・・・。」

「はい、すみません・・・。」

看護師たちは、声を揃えて言った。

看護師たちがそう言うと同時に、看護師長は、壁にあるベルを押した。

医師を呼ぶベルである。

その男は、周りをきょろきょろと見ていたが、突然、ガタガタと震え始めた。

「大丈夫ですか！？」

看護師長が言った。

周りの看護師たちは、すぐに患者の身体を押さえた。

「ああああ・・・・！」

男は、大声を発した。

そして、大きく身体を払いのける動作をしたが、身体の痛みを感じたのか、うずくまった。

「うううう・・・。」

痛みを堪えているようだ。

その時、オットー博士が病室に入って来た。

「意識が戻ったか！」

オットー博士は、病室に入るなり声を高くして言った。

「いや、意識は戻ったのですが、かなりおびえた様子で・・・。」

看護師長が言った。

するとオットー博士は、男に近づき、小声で言った。

「私の声が聴こえますか？」

「・・・・。」

男はオットー博士の顔を見ていたが、答えなかった。

オットー博士は、続けた。

「それでは・・・、私の顔が見えますか？」

「・・・・。」

その問いにも、男は答えなかった。

オットー博士は、少しの間考えていたが、もう一度、患者に向かって言った。

「あなたは、日本人ですか？」

「は・・、は、い・・・。」

男は、初めて声を発した。

声は震えている。

オットー博士は、間を空けずに続けた。

「あなたは、どうして、ここに辿り着いたのか解りますか？」

男は考えている様子だったが、しばらくして答えた。

「わ、わかりません・・・。ここは、何処、なのですか・・・？」

「ここは、米国ワシントン州のシアトルです。」

オットー博士は、続けた。

「あなたの名前は？」

男は一瞬眉をひそめ、考えている様子だったが、しばらくして、オットー博士の顔を見据えて言った。

「徳川・・・、大周です・・・・。」

その日は、鎮静剤を打って、休ませた。

次の日は、朝から徳川に対する細かな検査が始まった。

脳波、心電図、血圧、脈拍数を測り、そして採血をした。

その後、様々な検査を続けた。

徳川は、意識が戻ってからの数日間、まだ脅えた様子が残っていたが、日が経つにつれて次第に表情に明るさが見られる様になって来た。

「トクガワさん、ゴキゲン、イカガ？」

意識が回復してから一週間後の朝、キャサリンがそう問いかけると、徳川は少し微笑みを浮かべて答えた。

「はい、まだ身体は痛いけど・・・、元気です。」

「ああ、それは良かったわ！」

キャサリンは、その言葉を本当に心から喜んだ。

この一週間、キャサリンは徳川に就ききりだった。

そして、キャサリンは、徳川の脅えを少しでも回復させようと、毎日コミュニケーションに努めた。

キャサリンは実際、日本語も勉強した。

日本語を勉強して行く内に、徳川の心の中も理解出来るような気がした。

その日、徳川とキャサリンは、いろいろな話をして打ち解けた。

「シアトルって、アメリカのどの辺ですか？」

「合衆国の地図で観ると、左上の方よ。徳川さん、アメリカは初めてですか？」

「はい、初めてです・・・。」

その徳川の言葉を聴いて、キャサリンは唖然とした。

「・・・、アメリカに初めて来たのに、辿り着いた場所が、シアトルの海岸だったのね・・・。」

「・・・・・。」

徳川は、黙っている。

その徳川の表情を見て、察し、キャサリンは続けた。

「・・・、あ・・・、でも、初めてのアメリカ旅行がシアトルで良かったわ！　それで、私達は知り合えたのですものね・・・。」

キャサリンは、やっとの微笑みを浮かべながら言った。

「はい・・・、でも、なんか、僕の記憶が、とぎれとぎれの様な気がするんです・・・。」

徳川は、続けた。

「何故か分からないのですが、どうやってここに辿り着いたのか、まったく憶えていないんです。」

すると、キャサリンは微笑みながら言った。

「大丈夫ですよ。ちょっとショックを受けたみたいなので記憶が途切れていると思いますが、すぐに思い出しますよ。」

「どうもありがとう・・・。ちょっと、疲れたので、寝ても良いですか？」

「あ、どうぞ、ゆっくり休んで下さい。」

徳川は、眠りについた。

眠りについて、夢を観た。

そこには、ある女性が浮かんだ・・・・。
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「あっ、やっと起きたのねっ！」

徳川が振り向くと、そこにはある女性が立っていた。

「徳川くん・・・。」

その女性は自分の名を呼ぶと、いきなり泣き出した。

自分はベッドに寝ている。

周りを見ると、そこは病院だった・・・。

「もう、会えないと思った・・・・。」

その女性が、泣きながら言った。

そして、続けた。

「私ね、もう、会わないつもりでいた・・・。成田にも来ないつもりでいた・・・。でも、来ちゃったの・・・・。」

徳川は何かを言おうとしたが、声が出ない・・・。

一生懸命声を出そうとしたが、どうしても声が出ない・・・。

「ガチャ・・・。」

ドアを開けて、キャサリンが病室に入って来た。

徳川は、その音で目が覚めた。

目が覚めて、辺りを見渡した。

「夢で見た病院とは違う・・・、でも、ここも病院か・・・。」

しばらくして、やっと現実を理解した。

「トクガワさん、起こしてしまってごめんなさいね。検温の時間ですよ。」

キャサリンは、英語と日本語を混ぜながら言った。

「あ・・・、キャサリンさん・・・、検温、お願いします・・・。」

徳川は、キャサリンの顔を見ると、もう、その時には、完全に現実を理解していた。

「でも、なんで僕は違う病院の夢を観たのだろう・・・。そして、あの女性は、いったい誰なんだろう・・・・。」

徳川は、ずっと考えていた。

それから二日後の夜、徳川はまた夢を観た。

「成田発ニューヨーク行き便、本機は間もなく離陸致します・・・。」

「乗客の皆さま、シートベルトの着用をお願い致します・・・。」

「そんなに美味しいんだったら、こっちのも食べるかい？」

「もし良かったら、俺と一緒に呑まないかい？　どうせ長旅なんだし・・・」

「ガクン！」

「大丈夫か？」

「ガガガガ・・・！」

「あああ・・・！」

「もう、ダメだ！！！」

「あっ！」

徳川は、布団を払いのけ、飛び起きた！

窓の外を見ると、真っ暗だった。

「ああ・・・、夢か・・・。」

徳川は、汗をびっしょりかいていた。

徳川は、そのまま寝付けずに、いろいろ考えていた。

そして、朝を迎えた。

「おはよう！」

キャサリンが、いつものように元気に部屋に入って来た。

徳川が眠そうな目をしてキャサリンの方を見ると、その徳川の顔色を見てキャサリンが心配そうな顔をして言った。

「トクガワさん、今日はちゃんと眠れましたか？」

キャサリンは、その徳川の表情を見て、すぐに察した。

「いや・・・、じつは、夢を観て、起きてしまって・・・、それから眠れなくて・・・。」

そう徳川が言うと、キャサリンが続けて言った。

「夢って、どんな夢を観たんですか？」

徳川は、少しの間考えていた。

「えーと・・・。」

そして、上目使いでキャサリンを見ると、小声で言った。

「ナリタって、何処ですか？」

キャサリンは、不思議そうな顔をした。

「え？ナリタですか・・・？」

「はい、僕は、ナリタという所から来たのかも知れません・・・。」

「ちょっと待ってね！」

キャサリンはそう言うと、足早に病室を出て行った。

徳川は、キャサリンが出て行った後も、夢の事を考えていた。

20分程して、キャサリンは徳川の病室に戻って来たが、一人の女性を連れて来た。

「この人は、日本の人よ。ナリタの事知っていると言っています。どうぞ話して下さい。」

キャサリンはそう言うと、その日本人を紹介した。

「徳川さん・・・、初めまして。私は、外科第二病棟の看護師をしています山本和美と申します。」

その女性は、徳川に近づき、笑顔で言った。

「あ、どうも・・・、初めまして、徳川と言います。」

徳川は、少々緊張して言った。

「徳川さん、ナリタという所からいらっしゃったのですか？」

「はい・・・、まだ良くは分からないのですが、何となく、そんな気がして・・・・。」

「ナリタとは、千葉県の成田ではないですか？」

「・・・・。」

徳川は少しの間考えていたが、小声で言った。

「すみません・・・、良く分からないです。」

和美は、徳川に日本の事をいろいろ話した。

次の日も、そして、また次の日も、時間のある時、和美は徳川の病室を訪れた。

徳川は、次第にいろいろな事を思い出していた。

数日後の朝、和美の話の中で、徳川は、ある一つの疑問を抱いた。

徳川は、和美に向かって言った。

「すみません。今日の新聞を見せて頂けますか？」

和美はすぐに病室を出て、ナースセンターから新聞を持って来た。

徳川は、その新聞を手に取ると、きょろきょろと見回していたが・・・。

「ああああ・・・・！」

徳川は、大声を出し絶句した。
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「いったい、こ・・・、これは・・・・！」

徳川は、新聞を凝視している。

目は、一点を見つめていた。

「徳川さん、どうしたんですか？」

和美が驚いて、徳川に向かって言った。

徳川は、黙っている。

和美の声に気がついていないようだ。

「徳川さん、どうしたんですか！」

和美は、大きな声を出して言った。

「あ・・・、ごめんなさい・・・。和美さん・・・、この新聞は、本当に今日の新聞なんですか・・・？」

「はい、そうですよ・・・。でも、何故そんな事を聞くんですか？」

「僕は、一体どうしてしまったんだろう・・・・。」

徳川は、そう一言いうと、ベッドにうずくまり震え出した。

「徳川さん、大丈夫ですか・・・。」

和美は、どうしたのかと心配そうに徳川を見ていた。

徳川は、しばらく、うずくまったまま黙っていたが、ゆっくり起き上がると、小さな声で言った。

「今日は、1954年1月7日なんですね・・・。」

「・・・はい、新年明けた7日、日本だったらお正月の七草ですね。子供の頃、よく七草粥を食べましたよ。」

和美は、徳川がまだ精神的に辛いのだろうと思い、気遣いながら穏やかな口調でそう言った。

「いや、そうじゃなくて・・・、今年は、1954年なんですよね！」

徳川は、和美の話を制止するかのように、強い口調で言った。

「はい・・、徳川さんは、1953年の暮れにシアトルの海岸で意識不明の状態で発見されました。そして、年を明けてから意識が回復なさって・・・」

和美は徳川に気遣い、ゆっくりとしゃべっていたが、徳川はまた、それを遮った。

「和美さん・・・、今の、アメリカ大統領の名前は？」

和美は、一呼吸置いてから答えた。

「アイクですよ・・」

徳川は、和美が言い終わるのを待ちきれんばかりに言った。

「アイクって・・・、誰ですか？」

「あっ、ごめんなさい。アイクは通称で・・・、アイゼンハワー大統領ですよ。でも、そんな事知っていますよね？徳川さん・・・」

徳川は頭がおかしくなってしまったのだろうと、和美は思っていた。

徳川は、少し考え込んでいたが、小さな声で呟いた。

「アイゼンハワー・・・？　ずっと昔に聞いた名前だ・・・」

徳川は、続けた。

「えっと・・・、確か、第二次大戦中の・・・陸軍元帥・・・」

「そうです。その陸軍元帥のアイゼンハワーが、大統領なんですよ。」

和美は、たたみ掛けるように言った。

そして、徳川の顔をじっと見ていた。

徳川は、しばらく考えていたが、か細い口調で言った。

「和美さん・・・、僕は・・・、あの・・・、僕はね・・・」

そこまで言うと、少しためらったが、一呼吸して続けた。

「僕の記憶では、僕は・・・、1999年で生きていたんだよ！」

「えっ・・・、あ・・・、徳川さん、だって、それでは・・・、あなたは45年先の未来から来たという事ですよ・・・？」

「そうだね・・・」

和美は、徳川を見据えた。

「徳川さん・・・、今日は、とっても疲れているのだと思うわ・・・。次の検温の時間まで、少し休まれた方が良いと思いますよ・・・。」

「和美さん・・・、いや、違うんです・・・」

「とくかく、睡眠をちゃんととった方がいいわ・・・。」

和美は、そこまで言うと、少し考えている様子だったが、慌てた口調で言った。

「あっ、徳川さん、ちょっと待っていて下さいね・・・」

和美はそう言うと、小走りに病室を出て行った。

和美は、いろいろな看護師に尋ね、オットー博士を捜した。

ロバート・オットー博士は、病院別館にある会議室で講義中との事だった。

和美は、会議室の前で待った。

20分程待ったが、会議は終わり、オットー博士が部屋から出てきた。

「オットー博士！」

和美は、思わず大声で呼んだ。

オットー博士は、その和美の声に反応してすぐに振り向いたが、

「ああ、そんな慌てて、一体どうしたのかね？」

オットー博士は、穏やかに言った。

緊急時を何度も経験しているオットー博士は、どのような時でも冷静さを保っている。

和美は、オットー博士のその毅然とした姿を見て、少し動揺しながら言った。

「あの・・・、記憶喪失だった日本人の徳川さんの事で、ちょっとお話があるのですが・・・」

「ん・・・、何かあったのかね？」

オットー博士は、聞き込む様な仕草をして、ゆっくり歩き始めた。

和美は、そのオットー博士の後姿を見ながら徳川の事を話した。

和美が話し終わると、オットー博士が言った。

「いやね・・、記憶喪失者にはよくある事なんだよ。本か何かで読んだ歴史と、自分の歩んで来た歴史とがごっちゃになっちゃうんだ。」

オットー博士は、続けた。

「それは過去だけではなくて、例えば未来の事を書いたＳＦ小説とか映画を観て、それが記憶に残っていて、さぞ自分が体験したかのように思ってしまう事もあるんだよ。」

和美は、そのオットー博士の説得力ある説明に、大きくうなずいた。

「分かりました。徳川さんは、事故で記憶を失っていたのですから・・・、それは仕方がない事ですね。」

「そうだね。とにかく心配はいらないよ。でも、後でちょっと徳川くんの病室を覗いて見ようかな。」

オットー博士は、続けた。

「じゃ、用事を済ませてから、30分後に徳川くんの病室に行くよ。」

和美は、安心した。

「やっぱりオットー博士は、さすが、いろいろな患者さんを診て来ているだけあるわ・・・」

30分後、オットー博士が徳川の病室に現れた。

和美も、すぐに入って来た。

オットー博士は徳川に近づき、笑顔で言った。

「徳川くん、ご機嫌いかがかな・・・？」

「はい・・・、身体の方は、大分痛みもなくなりました。」

徳川は、少々緊張気味で答えた。

「そうか・・・、それは良かった。怪我の回復は、順調のようだね・・・」

オットー博士は、ゆっくりと静かな口調で言った。

和美は、隣で微笑んでいる。

「徳川さん、良かったですね。」

小声で、言った。

オットー博士は、ちらっと和美の顔を見たが、すぐに徳川の方へ向いて言った。

「徳川くん・・・、君は未来から来たのかね？」

オットー博士も、微笑みながら言った。

「はい、そうだと思います・・・」

徳川は、更に緊張しながら言った。

「そうか・・・、その未来とは、どんなものが存在しているのかな？」

そのオットー博士の唐突な質問に、徳川はしばらく考えていたが、窓の外をぼんやり眺めながら、ひとつひとつ、ゆっくりとした口調でしゃべり始めた。
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「オットー先生・・・、僕が暮らしていた1999年には、携帯電話というものがあります。それから・・・」

徳川がそこまで言うと、オットー博士はすぐに質問した。

「携帯電話？それは、どんな形をしているのかね・・？」

「縦15センチくらいの大きさの電話です。外にいても電話が出来るんです。」

オットー博士は少々含み笑いをしながら、頷いた。

「それは便利なものだね。あとは？」

「パソコン・・・、そう、パーソナル・コンピュータと言って、タイプライターや、計算機や、メールをしたり、いろいろな事が出来る機械があります。」

「メールって、郵便の事だよね？それを、機械でどうやってするんだい？」

「電話回線を使って、瞬時に手紙を送れるんです。」

「えっ、だって、電話だろう？電話にどうやって手紙の文字を書くんだい？」

先程まで徳川の話を聞き流していたオットー博士だったが、電話回線を使って手紙を送るという話について興味を抱いた。

「パーソナル・コンピュータで文字を入力して、それから電話回線を通して、相手に電子の手紙を送るんですよ。えーと、説明するのがとても難しいのですが・・・」

徳川は、頭を抱える仕草をしながら言った。

オットー博士も徳川の顔を見て、同じように頭を抱える仕草をした。

「徳川くん、君はとても面白いね！」

オットー博士は、両手を広げながら言った。

「あと、どんな不思議なものがあるんだい？」

「そう・・・、その電子メールは、携帯電話でも最近出来るようになったんです。」

徳川は、話を続けた。

「ですから・・・、外からでも、手紙を送る事が出来るんですよ。」

オットー博士は、眉をしかめた。

「うーん、ちょっと分からなくなって来たな・・・。そんな事が出来るなんて、まったく想像つかない・・・」

「はい、僕も、携帯電話で電子メールが出来るようになるなんて、初めは信じられませんでした。でも、僕の時代では、今は普通になっています。」

オットー博士は、徳川の顔を見据えた。

「あとは・・・、どんなものがあるんだい？」

「あとは・・、えーと、今の時代ではないものと言えば・・・」

徳川は、眉をしかめながら続けた。

「そうですね・・・、テレビ、ファックス、コピー機、ビデオ、テレビゲーム、カラオケ・・・、いや、あまりにも沢山あり過ぎます。」

オットー博士は徳川の話に耳を傾け、ひとつひとつ聞き、質問して行った。

そして、翌日も、翌々日も、オットー博士は徳川に接し、いろいろな話を聞いた。

徳川の話を真剣に受け入れたオットー博士は、一週間後、親友の電子工学技師や機械技術士、そして物理学者など数人を呼んで会議を開いた。

オットー博士は、昨日徳川から聞いた話をメモし、それを複写して各人に渡し、説明した。

「去年暮れ、シアトルの海岸で発見され、重体で意識不明だったある日本人が奇跡的に助かり、意識を取り戻し、今、私のところで入院中ですが、その患者は私が接するところ、とても興味深い事を言っております。その内容を皆さんに見て頂き、それぞれの専門分野の視点からご意見を伺いたいと思います。」

各氏は、オットー博士の文書に目を通した。

数分の沈黙が流れる。

各氏は、ガヤガヤと声を発していたが、まず、電子工学技師のジョン・マーシャルが発言した。

「私の見解を申し上げます。まずコンピュータについてですが、1945年にノイセン社が真空管コンピュータの理論設計序説を打ち立て、4年後の1949年には最初のノイセン型コンピュータが試作されています。去年に、シントンランド社やICM社も大型の商業計算機を開発していますし、この日本人の言っている事は、おそらく、その知識からなる発想ではないかと考えられます。そして、それに基づき様々な妄想を描き、そのような事を言っているのだと思います。」

マーシャル技師は、否定的だった。

続いて、機械技術士のケリー・ブラウンが答えた。

「エンジニアとしての立場から申し上げますと・・・。ここに書かれてある事は、殆どが想像出来るものではありません。ただ、『人間が想像するものは、将来殆どが現実となっている。』という話も聞きますし・・・、いや、実際、潜水艦やロケットなどない時代に、それらが登場するSF小説があったりしていますので、これは、もしかしたら、将来的にとても興味深い事かも知れませんね。」

電子工学技師ジョン・マーシャルと、機械技術士ケリー・ブラウンが発言した後、数秒の後、物理学者のフランケン・アンシュタインが静かに言った。

「テレビ、ファックス、コピー機、ビデオ、テレビゲーム、カラオケ・・・、そしてパソコン。これらは、すべて将来的に可能な事だと私は思います。例えば、一般市民がテレビという映像を観る事は、近い将来現実のものとなる事でしょう。」

「アンシュタインさん・・・、やはり、この日本人の言っている事は、将来あり得る事ですか・・・？」

オットー博士は、この著名な物理学者も自分の考えに賛同しているのだと思い、心嬉しく思った。

「はっきりとは分からないが、可能性は高いと私は思います。」

アンシュタインは、そう言ったが、すぐにオットー博士に近寄り、声を低くして言い直した。

「いや・・・、おそらく現実となるでしょう・・・。」

会議は、２時間程続いた後、終了した。

オットー博士は、各氏に挨拶をしていたが、最後に小声で言った。

「今日の話は極秘でお願いしますね。FBLやCTAが嗅ぎつけて来たら厄介ですから・・・。」

「はい、分かりました。」

各氏は、一斉に言った。

その言葉に、オットー博士は少し安心したが・・・

じつは、会議中に、オットー博士は一瞬不安が過ぎったのだった。

徳川が未来から来たと言う事は、実際、半信半疑だったが、各氏の話を聞くにつれて、次第に真実味が増して来て、「これは、大事になるのではないか・・・」と、不安が過ぎった。

その「大事」を、自ら公表してしまい、この後、大変な事になってしまわないか・・・と、会議中ずっと考えていた。

「いや、みんな信用出来る親友ばかりなのだ。何も心配する必要はない・・・。」

オットー博士は、小さくそう呟いた。

病院を出た時、電子工学技師マーシャルは、隣にいた機械技術士に向かい、こう言った。

「こんな事、あり得ると思うかい？　未来から来た？　そんなの信じられる事かよ！」

苛立った様子でそう言ったが、マーシャル技師は、しばらくして急に顔色を変えた。

「待てよ・・・、これは、もしかしたら週刊誌が喜びそうなネタかも知れないな・・・。」
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電子工学技師ジョン・マーシャルは、その夜、早速、ロサンゼルスにある有名雑誌社のカルチャー社に電話した。

「プルルル・・・、プルルル・・・・」

カチャ！

「はい、こちらカルチャー社です。」

受付係が、電話に出た。

「あ、どうも。私は電子工学技師のマーシャルと申します。」

マーシャルは、少々緊張しながら言った。

「どんな、ご用件でしょうか？」

「あ、じつは・・・、と、とても興味深いネタがあるんですよ・・・。もし宜しかったら、ご提供したいと思っていまして・・・、そ、それで、あの・・・、社長さんはいらっしゃいますかね・・・」

「社長は、只今あいにく接客中でして・・・。あと30分程で終わると思いますが。」

「あ・・、そうですか。それでは、また後でお電話します。」

「はい、宜しくお願いします。」

マーシャルは、電話を切った。

マーシャルは、その後、何度も時計を見た。

「まだ、10分しか経ってないのか・・・」

そう呟くと、部屋の壁を小さく蹴った。

マーシャルは、苛立っていた。

時計を何度も見ては落ち着きのないマーシャルだったが、先程の電話から30分が過ぎたのを確認すると、すぐに、また電話をかけた。

「プルルル・・・、プルルル・・・・、プルルル・・・・」

「はい、こちらカルチャー社です。」

さっきと同じ受付係が電話に出た。

「あ、あの、さっき電話したマーシャルですが・・・、あの・・、社長さんは・・・」

マーシャルは、早い口調で言った。

「はい、先程の方ですね。少々お待ち下さいませ。」

その言葉に、マーシャルは、深くため息をついた。

カルチャー社の社長は、しばらくして電話に出た。

「もしもし・・・」

その社長の声は、低く、落ち着いていた。

社長の声を聴き、マーシャルは一瞬動揺したが、気持ちを取り直して言った。

「あ、あの、初めまして・・・、私は電子工学技師のジョン・マーシャルと申します。」

間を入れず、社長は言った。

「こちらこそ、初めまして・・・。私は、ギルド・フォスターです。ところで、用件は？」

マーシャルは、唾を飲んだ・・・。

「あの、じつは・・・、ちょっと面白いネタを持っていまして・・・。あなたの雑誌社で取り上げて頂けたらと思いましてね・・・」

フォスター社長は、また間を入れずに言った。

「どんなネタですか？」

そう言うと、フォスターは、すぐに続けて言った。

「具体的に言って頂けると有難いのですが・・・」

マーシャルは、大きく息を吸い、そして一気に言った。

「じつは、先日シアトルの海岸で重体の日本人が発見され、現在、マーカス・ホリー病院に入院しているのですが、その日本人が不思議な事を言っているのです・・・。あの、その日本人は、未来から来たと言っていて・・・、具体的に、未来のいろいろな機械や乗り物の話をしているそうなんです。」

マーシャルは、フォスターに対し、そう言いながら、いつの間にか興奮して話していた。

「ほほう・・・、それは面白そうなネタだね。」

このような問い合わせを、いつも相手にしているフォスターは、落ち着き払ってそう言った。

「はい、明日にでも、カルチャー社にお伺いしますので、お話を聞いて頂けませんか？決して、損をするネタじゃないと思いますよ。」

「それは楽しみですな・・。それでは、明日、お待ちしていますよ。」

そこまで言って、フォスターは付け加えた。

「あ、明日は、午前中に会議があるので、午後からでしたら、いつでも大丈夫ですよ。」

「はい、分かりました。明日、午後にお伺いします。」

「それでは、明日。」

二人は、電話を切った。

「また、いつもの、くだらないネタだろうな・・・」

フォスターは、そう小声で呟き、仕事に移った。

次の日の午後1時、マーシャルはシアトル空港から旅客機でロサンゼルス空港へ行き、空港からタクシーで、ダウンタウンにあるカルチャー社を訪れた。

大きな高層ビルが建ち並ぶ中に、雑誌社「カルチャー」があった。

マーシャルは、ビルの上を見上げた。

「やっと、辿り着いたな・・・」

エレベーターに乗った。

カルチャー社のある、49階のボタンを押した。

エレベーターの中は、人でいっぱいだった。

満員の中、沈黙が続いた。

エレベーターに乗っている人は、皆、エレベーターが上昇する階を示す数字に目をやっている。

皆、一点を見つめている。

まるで、ペンギンのようだ・・・

このビル内に勤務している人達が、各階で次々と降りて行く。

40階程に上がった頃には、殆ど人が居なくなっていた。

49階に着き、マーシャルは急ぎ足でカルチャー社を捜した。

大きな表札のあるカルチャー社は、すぐに見つかった。

「ここか・・・」

マーシャルは、ドアを開けた。
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マーシャルがドアを開け、中へ入ると、灰色の沢山のデスクが並び、沢山の社員が忙しそうに仕事をしていた。

マーシャルは、まず入口近くにいた女性社員に尋ねた。

「あの、ギルド・フォスター社長に会いに来たのですが・・・」

女性社員は、指をさしながらぶっきらぼうに言った。

「ああ、社長は、こっちの奥の右側の社長室にいるわ。」

マーシャルは、その女性社員の応対の悪さに少々腹を立て眉をしかめたが、堪えて笑顔で言った。

「どうも、ありがとう・・・」

女性社員はマーシャルの顔も見ずに、

「こちらですよ。」

そう言って、つかつかと歩き出した。

マーシャルは、また眉をしかめ、その女性社員に着いて行った。

女性社員は、社長室のドアをノックした。

すると、中から別の女性社員が出て来た。

どうやら、秘書のようだ。

その秘書はマーシャルの顔を見ると、すぐに言った。

「マーシャルさんですか？」

「はい、そうです。」

「社長からお聞きしています。どうぞ中へ・・・」

秘書は、言葉が丁寧だった。

マーシャルは、心成しか安心した。

ギルド・フォスター社長は、奥の大きなデスクの前に立ち、窓の外を眺めていたが、すぐにこちらを振り向いた。

マーシャルは、フォスター社長の顔を見るや、少々顔を強張らせて言った。

「昨日、お電話したジョン・マーシャルです。初めまして・・・」

「ああ、どうも。遠くから大変でしたね。どうぞ、そちらへお座りになって下さい。」

フォスター社長は、低い声で言った。

二人は、5分ほど世間話をしていたが、マーシャルが本題を切り出した。

「ところで・・・、昨日お話した件ですが・・・」

マーシャルは、オットー博士との会議の内容を詳しく話した。

途中まで、椅子の奥深く座っていたフォスターだったが、様々な見知らぬ機械の名前が出て来ると、急に身を乗り出して、マーシャルの話に興味を示した。

「それで、その日本人というのは、その病院のどの病室にいるんですか？　そして、名前は？」

「いや・・・、名前も病室も分からないのですが・・・」

マーシャルは、肩をすぼめた。

フォスターは、しばらく考えていたが、

「まあ、日本人なんて、そう多くはいないだろう。とにかく、現場に行けば何か掴めるはずだ。」

そう言いながら、声を低くして続けた。

「その日本人は、若い男と言ったな・・・？」

「はい、そのような事を言っていたような気がします。」

「よし、分かった。」

その後、二人は1時間ほど話したが、結局、フォスターはマーシャルの話を受け入れ、カルチャー社の有名週刊誌にスクープとして取り上げる事になった。

「よし、それでは早速、シアトルのマーカス・ホリー病院に取材班を派遣しよう。」

フォスターは、そう言い、すぐに社員数名を集めた。

カルチャー社を出たマーシャルは、興奮していた。

「俺にも、ようやく運が廻って来たかも知れないな！」

そう大きな声で言ったかと思ったら、すぐに小声になり言った。

「よし、金が入ったらロールス・ロイスでも買うか・・・。いや、家を買えるかも知れないな・・・」

マーシャルは、ずっと独り言を言っていた。

翌日、早速、6人の取材班がシアトルへ向かった。

マーカス・ホリー病院に着くと、取材班はまず病院受付に行き、尋ねた。

「去年の暮れに、海岸で発見された日本人の病室は何処ですか？」

すると、受付の女性は、眉をしかめながら言った。

「あの・・・、その方のお名前は？」

「あの、名前は分からないのですが・・・」

取材班の一人がそこまで言うと、別の一人がその言葉を遮るかのように慌てた口調で言った。

「いや、あの・・・、日本人で・・・、若い男性なんですがね・・・」

「あの、申し訳ありませんが、当病院では、患者さんのお名前が分からなければ、病室をお教えする事は出来ない規則になっておりまして・・・」

「いや・・・、そこを、何とか出来ませんかね。」

「それは、規則ですので。申し訳ありませんが・・・」

しばらく言い合っていたが、取材班の一人が言った。

「じゃ、分かりました。」

取材班の6人は、外へ出て行った。

「くそぅ・・・、なかなか厳しいものだな！」

一人が言うと、他の一人がパチンと指を鳴らしながら言った。

「本当だぜ、まったく！　このまま引き下がれねぇよな・・・、ボスに何て言い訳すれば良いんだ！」

互いにブツブツと言っていたが、取材班のリーダーらしき男がポツリと言った。

「よし、それじゃ、手分けして探すしかないだろう・・・。」

各人は、二人づつ三組に分かれた。

そして、早歩きで、また病棟に向かって行った。

その頃、先程の受付から、徳川が入院している病棟へ連絡が入っていた。

病棟のナースセンターから、更に、オットー博士に連絡が入った。

「今、受付から連絡がありまして、徳川さんの事を探しているという人達が、先程、病院に来たそうですが・・・」

ナースセンターの看護師がそこまで言うと、オットー博士は捲くし立てるように早口で言った。

「その人達は、徳川くんの名前を告げているのかね？」

「いや、名前を知らないそうなんですが・・・、ただ、どうしても会いたいとしきりに言っていたそうで・・・」

「それは、もしかしたら大変な事になったのかも知れないな！」

オットー博士は強い口調でそう言い、急いで電話を切った。

オットー博士は電話を切ると、医師控え室へ向かった。

廊下には、沢山の患者や看護師や医師たちが歩いている。

肩で掻き分けながら、途中、小走りになった。

医師控え室に着くと、自分のデスクの引き出しから、小切手を取り出し、サインした。

手が震えた・・・。

そして、また廊下に出て、徳川の病室へ向かった。

オットー博士は、思わず走り出した。

走りながら、何度も自分に叱咤した。

「ちくしょう！　あの会議を行ったのは間違いだった・・・。俺は、何て事をしてしまったんだ！」

オットー博士は徳川の病室に辿り着くと、怒鳴るような大きな声で言った。

「徳川くん、これを持って、今すぐに病院を出てくれ！」

そう言い、小切手を渡した。

その、オットー博士の激しい形相に、徳川はたじろいだ。

「先生、一体何が起こったのですか・・・」

だが、オットー博士は徳川の言葉を遮り、更に大きな声で怒鳴った。

「説明は後だ！　明日にでも病院へ電話してくれ！　とにかく、急いで！」
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徳川は、歩きながら満天の星空を眺めていた。

とても、綺麗だった。

「あれから、何時間経ったのだろう・・・」

時計すらも持っていなかった。

徳川は、真っ暗な夜の中で、自分が過ごしている「時」が全く分からなかった。

実際、何処へ向かえば良いのだか、分からなかった。

自分は、この見知らぬ土地で、どうすれば良いのか・・・

これから、どう生活すれば良いのか・・・

途方に暮れた。

徳川は、ずっと歩き続けた。

歩き疲れ、川の土手に腰を下ろした。

「寒い・・・」

「なんて、寒いんだろう・・・」

そう、続けて呟いた。

指先や足の爪先は、悴んで、殆ど感覚がない。

「本当に、寒い・・・」

そう思ったら、ある大切な事を思い出した・・・

いや、思い出しそうだったのだが、もうひとつ明確には思い出せない。

ただ、ぼんやりと、徳川は何かを思い出そうとしていた。

凄い寒さに、目が覚めた。

いつの間にか、眠っていたのだ。

いったい、何時間くらい眠ったのだろう・・・

とても眠い・・・

「ああ・・・、このまま、また眠ったら凍死してしまう・・・。歩かなければ・・・」

やっとの思いで立ち上がった。

そして、歩き出した。

徳川は、明かりの見える方へ歩いた。

「とにかく、何処か、寒さを凌げる場所を探そう・・・」

しばらく歩くと、無数の小さな灯りが見えてきた。

その灯りがだんだんと近づいて来ると、それが何なのか、やっと分かった。

潮の香りがした。

「海だ・・・」

その無数の灯りは、港に停泊する沢山の船のライトだった。

さざ波の音が、聴こえる。

徳川は、桟橋を歩いた。

すると、向こうの方で何か人の話し声が聴こえて来た。

近づくと、体格の良い、大きな三人の男が話をしていた。

「おう、若いの、こんな夜中に何してんだい！」

一人の男が、徳川を見るや言った。

「あの・・・、泊まる所がないんです・・・。さっき、川の土手で寝てしまって、あまりの寒さで起きました。そのまま眠ったら凍死してしまうと思って、歩いていたら、ここに辿り着いたんです。」

徳川がそう言うと、一人の男が徳川の顔をじっと見つめながら言った。

「可哀相に、宿なしかい・・。この寒さじゃ、外で寝たら凍え死んじまうぜ。」

「はい、小切手を持っているので、明日、銀行へ行けば現金になるのですが、とにかく今はお金を持っていなくて・・・」

そう徳川が言うと、男は一瞬他の男の顔をちらっと見たが、すぐに、また徳川の顔を見据えた。

「それじゃ、俺の船で一晩泊まって行けよ。金はいらねえからよ！」

「ありがとうございます・・・」

徳川は、深々と頭を下げた。

船は、約20メートル程あった。

中に入ると、腐ったような魚の臭いで充満していた。

波が来る度に、ギシギシと船が鳴った。

徳川は、3人の男の後を歩いた。

そして、船室に案内された。

「おう、ここだよ。ここで、ゆっくり寝な。」

一人の男はそう言い、徳川に毛布と枕を渡した。

少し湿っていて、カビの臭いがした。

「ありがとうございます。」

徳川は、また深々と頭を下げた。

暗く、薄汚れた船室の中で、徳川は横になり、毛布に包まった。

「ああ・・・、これでやっと眠れる・・・」

そう思いながら、徳川は、さっき川の土手で、何を思い出しかけたのかを考えていた。

「何かを思い出しそうになったのだけど・・・、いったい、あれは何だったのだろうか。」

だが、次第に睡魔が襲って来た。

徳川は、深く眠りについた。

徳川が眠り、しばらくした頃、船室の外の廊下で何か小さな物音がした。

とても小さな音だったが、それは、木が軋むような音だった。

そして次に、「カチャ・・」っと、かすかに金属同士が当たる音がした。

そして・・・、「キー・・・」という、金属が擦れるような音・・・

徳川が寝ている暗い船室の中に、二人の男が入って来た。
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二人の男は、息を殺し、徳川が寝ている場所に忍び寄った。

そして、一人の男が、壁に掛けてある徳川のジャケットのポケットを弄った。

もう一人の男は、徳川の様子をじっと見ている。

男は、ジャケットの、あちこちのポケットを弄っていたが、何か感触を得たかのような表情をした。

そして、もう一人の男に向かって指で合図をした。

「おい、行くぞ・・・」

微かな声で、男は言った。

二人の男は、船室から出て行った・・・

翌朝、徳川は大きな音で起こされた。

「ボー！」

他の大きな船の出港を知らせる音だ。

徳川は眠い目を擦りながら外へ出ると、昨晩の真っ暗な空間では全く見えなかった物がそこに広がっていた。

大きな船を、船先案内人が舵をとる小さな船が誘導して行く。

昨夜の暗闇の中の静けさとは打って変わって、船たちがお祭り騒ぎを繰り広げるかの様に、徳川の目に映った。

「港って、いいものだな・・・」

徳川がそう呟くと、後ろから一人の男に声を掛けられた。

「なあ、港は良いもんだろう！　港の朝は、本当に気持ちがいいんだぜ！」

振り向くと、そこに、昨夜、この船に泊まらせてくれた体格の良い男が立っていた。

「どうだい、ぐっすり眠れたかい？」

男は、笑いを浮かべながら、そう言った。

「はい、お陰さまで、とてもぐっすり眠れました。どうもありがとうございました。」

徳川は、肩をすぼめた。

徳川は、続けた。

「とても親切にして頂いて、お礼をしたいのですが・・・。あの、あなたのお名前は・・・？」

男は、今度は、もっと大きな声で笑いながら言った。

「わっはっは・・・、俺は名前を言うほど大したもんじゃねぇけどな。　まぁ、皆、俺の事は、って呼んでるぜ。」

「あの、本名は、何ていう名前なのですか？」

徳川が、そう言うと、シー・グールは着き放つように言った。

「本名なんて、ねぇんだよ！」

そう、強い口調で言ったが、すぐに小声で言い直した。

「あ、ごめんよ。悪かったな・・・、俺はちょっと短気なんだ・・・。とにかくよ、シー・グールって言うんだよ。宜しくな・・・。」

徳川は、シー・グールという人物は、きっと過去に何か重く辛い思い出がある人なのだろうと察した。

徳川は、この世話になった男に、何かお礼をしたいと思っていた。

「そうだ・・・、あの、銀行は、何処にありますか？　小切手を・・・」

徳川は、そこまで言い、ジャケットのポケットに手を入れた。

「あっ・・・、ない！」

何度もポケットに手を入れて弄ったが、オットー博士から貰った小切手が見つからない。

「どうしたんだろう・・・」

徳川の顔は、急に青冷めた。

「おい、どうしたんだい！　小切手が、ねぇのかよ。」

シー・グールは、心配そうに徳川の顔を覗き込んだ。

「はい・・・、確かに、このポケットに入れて置いたんですが、無いんです・・・」

「ほんとか？」

「はい・・・」

その後、シー・グールは下を向き考えていたが、いきなり大きな声で言った。

「ちょっと待て！　昨夜までは、確かに持っていたんだろうな・・・？」

「はい、寝る時にジャケットを脱いだんですが、その時には確かにありました。」

「そうか・・・」

シー・グールは、頷くと、小さな声で言った。

「なぁ・・・、お前がこの船に入って寝た事は、俺と・・、あとは、奴らしか知らねぇんだよな・・・」

そう言うと、シー・グールは走って船内に入って行った。

シー・グールは、すぐに戻って来たが、興奮した様相で徳川に向かって言った。

「おい、今すぐに銀行へ行くぞ！　なあ、お前、俺に着いて来い！　もう手遅れかもしれないがな・・・」

シー・グールは、徳川に手招きすると、急に走り出した。

徳川は、シー・グールの後を追った。

桟橋を出て、大きな道路を走った。

シー・グールの足は、とても速かった。

徳川は、息を切らし、後を追うのがやっとだった。

「はあ、はあ・・・」

10分程走ると、広い空き地に入った。

車が、何台か駐車してあった。

その中の、ひと際目立つ黄色いムスタングの鍵穴に、シー・グールは鍵を差し込み、ドアを開け、車内に入った。

それに続いて、徳川も助手席に乗った。

ムスタングは、キュルキュルとタイヤの音をたてて、一度バックし、急発進した。

「ズズズズ・・・・」

空き地の赤土の砂煙が立ち上り、窓の外は一瞬何も見えなくなった。

それにも構わず、シー・グールはロー・ギアでエンジンを吹かした。

「ブウォン、ブウォーーー！」

ムスタングの加速は、凄まじかった。

どんどん、凄い速さで加速して行く。

徳川を乗せたムスタングは、道路に出ると、北へ向かった。

スピード・メーターを見ると、針は90マイルを差していた。

凄い速度だ！

シー・グールは、前方を凝視し、無言で運転している。

しばらくすると、街中に出た。

３ブロック過ぎた信号を左へ曲がると、そこにシアトル銀行があった。

シー・グールと徳川は車を降り、銀行の入口のドアを開けた。

そこには、二人の男が立っていた。
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「おい、お前ら！　何しに銀行に来てるんだ！」

シー・グールが二人の男に向かって怒鳴った。

二人はハッとして、振り向いた。

「あっ！」

二人は一瞬吃驚したような顔をしたが、すぐに笑いながら一人の方の男が言った。

「あ、ああ・・、金を下ろしに来たんだ・・・。金が、底を着いてしまってさ。」

すると、すぐさま、もう一人の男が言った。

「そう、そうなんだよ。この間、俺がちょっとカジノで儲けたんだけどな、こいつが金無いって言うから、貸してやろうと思ってさ、金を下ろしに来たんだよ。」

二人は、目を合わせながら言った。

「それは、本当か？　今朝、この若い奴の小切手が無くなっていたんだぜ。」

シー・グールは、そこまで言うと徳川の方を向き、指をさし、また二人の男に向き直って続けた。

「俺の船に泊まったのを知っているのは、お前らだけだぜ。　そのお前らが、何でこんな朝早く銀行に来ているんだ。」

シー・グールが、強い口調で言った。

「本当だとも、ボス信じてくれよ。」

一人がそう言うと、もう一人の男も付け加えて言った。

「だってよ、俺達がボスに嘘つく訳ないじゃないかよ・・・。こんなに世話になってるボスに・・・」

男がそこまで言うと、

その時、銀行員が窓越しに言った。

「次のお客様。」

「あ・・」

その銀行員の呼び出しを聞き、一人の男が銀行窓口へ駆け寄った。

それを見て、シー・グールも慌てて窓口へ走った。

もう一人の男も、続いた。

一人の男が窓口に着くと同時に、シー・グールも窓口に着いた。

いや、シー・グールの足の方が、間一秒早かった。

「銀行員さん、その書類には、何て言う名前のサインが書いてありますかね。」

シー・グールが銀行員に向かい、そう言ったが、すぐに続けた。

「あ、若いの！　お前の持っていた小切手には、いったい誰のサインが書かれてあったんだい！」

徳川は、言った。

「ロバート・オットー博士です。」

銀行員は、一瞬、シー・グールと徳川と、そして二人の男の顔を見比べていたが、小声で言った。

「ここには、確かに、ロバート・オットーという人のサインが書かれてありますが・・・」

「おい！お前ら！　何て情けない事をしやがったんだ！　俺の顔に泥を塗りやがって！」

シー・グールは、そう怒鳴ると、二人に近寄り、次々に殴り倒した！

「バーーン！」

「あーーー！」

二人は、倒れたまま、しばらく起き上がれなかった。

シー・グールは、二人をずっと睨みつけ、更に大きな声で叱咤した。

「お前らは、もう俺の船に乗る資格はねぇ！　今すぐクビだ！　とっとと出て行きやがれっ！」

二人は立ち上がり、服の汚れを手で払うと、小さな声で言った。

「くそう・・・、もう少しだったのに・・・」

そして、唾を吐き捨てると、銀行を出て行った。

「おい、若いの・・・、ここにお前のサインが必要だ。」

シー・グールは、そう言い、徳川に手招きをした。

銀行員が、書類を手渡すと、徳川は頷き、そこにサインをした。

そして、徳川に現金が渡された。

徳川は、それを見て吃驚した。

ロバート・オットーから受け取った現金は、5.000ドルだった。

シー・グールと徳川は、外へ出た。

「そうだ、お前、まだメシ食ってねぇよな。」

シー・グールが、微笑みながら言った。

「はい。お腹空きましたね・・・。もし良かったら、ご一緒に食事しませんか？」

「ああ、そうだな。俺も腹減ったよ。何か食べに行くか。」

二人は、ムスタングに乗った。

シー・グールは、運転しながら、徳川に言った。

「さっきは、悪い事をしたな・・・」

「いや、とんでもないです・・・。助けて頂いて、こちらこそ、ありがとうございました。」

「いや・・、あいつらがした事は俺の責任だよ。　俺の管理不足だったんだよな・・・」

シー・グールは、続けた。

「とにかく、とても迷惑を掛けてしまったよ。」

「いや、昨日船に泊まらせて頂いたじゃないですか・・・。お礼を言いたいのは、僕の方ですよ・・・」

徳川がそう言うと、シー・グールはいきなり大きな声で笑い出した。

「わっはっは！　ま、とにかく金は戻ったんだし、めでたしめでたしだな。　さあ、旨いもんを食べに行こうぜっ！　なあ、俺の友達がやってる店へ行こう。　味はシアトル一だぜ！」

そう言うと、ムスタングのアクセルを深く踏み込み、スピードを上げた。

シアトル中心部に、その店はあった。

歩道に高く突き出たように大きな看板があり、そこには「THE KING FISHER（キング・フィッシャー）」と書かれてあった。

シー・グールと徳川は、そのレストランに入った。
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シーフード・レストラン「THE KING FISHER（キング・フィッシャー）」の中は、とても広く明るかった。

天井が高く、いくつものファンの付いた照明が回っていた。

店内の壁にはオーク材が使われ、所々に、船のイカリや、木製の船の操舵ハンドルがあり、そして、店内中央には大きなマストの付いたヨットが飾られてあった。

まだ昼前だと言うのに、お客さんでいっぱいだった。

時おり、食器にフォークやナイフが当たる音が店内に響き渡る。

店員が、二人を窓際のテーブルに案内した。

「なあ、なかなか良い店だろ？」

シー・グールは、席に着くと、徳川に向かって笑顔で言った。

「はい、こんなに広くて綺麗なレストランに、僕は生まれて初めて入りましたよ。」

徳川は、きょろきょろと店内を見渡しながら言った。

店員が、メニューをテーブルの上に置き、他のテーブルに行った。

「さあ、何でも好きなものをたらふく食べてくれよな！　お前、お腹空いてんだろ？」

シー・グールがそう言うと、徳川は肩をすぼめながら言った。

「はい・・・、じつは、昨日の朝から何も食べていないんです・・・」

「えっ、お前、何処から来たんだ？」

シー・グールは、そこまで言ったが、

「あ・・、ごめんごめん・・・、話は後だ、とにかく早く料理を選んで頼もう。」

と、手招きをしながら言った。

徳川は、メニューをパラパラと捲って捜していたが、やっと決まったようだ。

それを見て、シー・グールは徳川に微笑みを浮かべウインクすると、店員に向かって指を「パチン！」と鳴らし、合図を送った。

店員は、すぐにテーブルに来た。

「はい、如何いたしましょうか？」

店員は、丁寧に言った。

徳川は、ホタテ貝と車海老のブロシェットと、ビーフ・ステーキ・オリジナル・ソース。シー・グールは、魚介類と野菜のバビエット、そしてムール貝とサーモンのホイル包み焼きをオーダーした。

オーダーし終わると、シー・グールが徳川に向かって切り出した。

「そうそう・・・、さっき話が途中だったけど、お前、一体何処から来たんだ？」

徳川は、少し顔をしかめた。

「あ、あの・・・、日本から来たのですが・・・、ただ・・・」

徳川がそこまで話すと、シー・グールは催促するように言った。

「ただ？」

「あ、はい・・・、ただ、『ナリタ』という所から飛行機で来た・・・、という事は思い出したのですが、あまり細かい事が分からないんです。」

「ナリタ・・・？日本に、そんな場所があるのか？」

「はい。飛行場があるのだと思います。」

徳川は、ここでは、未来から来たという事、そして、病院での一件があった事は話さなかった。

「ま、とにかく、日本から飛行機で飛んで来たって訳だな。」

シー・グールは、面倒臭くなった様子で、少々ぶっきらぼうに言った。

その時、後ろから、声を掛けられた。

「よう、シー・グール！　久しぶりだな！」

「おう！ジョニー！　今日は、珍しく日本人を連れて来たぜ。」

「今日は、何の風の吹き回しかい？　それは、シー・グールに似合わないな。わっはっは・・・。お前のとりまきは皆柄の悪い奴らばかりだからな！」

オーナーのジョニー・ワーカーは、続けた。

「ま、ゆっくりしてってくれよ。」

ジョニー・ワーカーはそう言うと、キッチンの方へ歩いて行った。

間もなく、料理がテーブルに並んだ。

その量に、徳川は目を見張った。

徳川にとって、初めてアメリカのレストランで食べる料理の量は、吃驚するものだった。

「すごい！」

徳川は、思わず大声を出した。

シー・グールは、その徳川の顔を見て笑っていた。

食事が終わり、二人はコーヒーを飲んでいたが、その時、カウンター近くの方で、何やらざわめきが起きた。

「よう！いいぞ！」

「カモーン！」

お客は、一斉にその方向に目を向けた。

シー・グールは、微笑みながら、ゆっくりと見ていた。

徳川は、一体何が起きたのか、全然分からなかった。

前の方のお客さんが立ち上がっていたので、一瞬、何も見えなかったが、徳川は、その音で、ようやく解った。

ジャズ演奏が、始まったのだ。

テナーサックス、ピアノ、ベース、ドラムスという編成だった。

いきなり、アップ・テンポの曲が演奏された。

そのリズムに合わせて、お客は体を揺らした。

店内は、急に賑やかになった。

徳川は、その音のする方向を、じっと見つめていた。
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その頃、オットー博士は、六人の男達に囲まれていた。

「若い日本人の男は、今何処にいるんですか！」

「いや、それが分からないんだ。」

「そんな事ないでしょう？　昨日まで、確かに入院していたんでしょう？」

「いや・・・、昨日の朝、病室に来た時、既に居なかったんだ。　記憶喪失になっていたから、もしかしたら・・・」

オットー博士はそこまで言うと、沈黙した。

「えっ、もしかしたら・・・って？　何処か、心当たりのある場所を知っているんですか！」

一人の男が、早口で言った。

「い、いえ・・・、何でもないんだ。」

オットー博士はそう言い、一瞬、眉をひそめたが、その男に向き直り、話を続けた。

「いや・・・、まあ・・・、その日本人は、記憶喪失になっていたからね・・・、さ迷い歩きながら、きっと、自分の住んでいた家を探しに行くと思うんだ・・・。そう、そう言えば、大阪に家があると言っていたから・・・・、もしかしたら、今頃、シアトル空港へ向かっているのかも知れないな。」

オットー博士は、話を誤魔化した。

一人の男が、言った。

「日本の、大阪ですか？　日本に行かれたら、我々は、手も足も出ないな・・・。オットー博士、その他に、その日本人が行きそうな場所は、分からないですかね？　何処か、心当たりのある場所とかは？」

「いや、本当に、全く分からないね・・・」

オットー博士は、首を横に大きく振るジェスチャーをしながら言った。

オットー博士と６人の男達は、その後30分程言い合っていたが、最後に、その中のリーダーらしき男が言った。

「ま、しょうがない。とにかく、ここでノロノロしている場合じゃない。まだ、そう遠くへは行っていないはずだ。日本人が行きそうな場所を探す事にしようぜ。」

6人の男達は、病院を出て行った。

オットー博士は、男達が出て行った後、ちらっと腕時計に目をやり、吐き捨てるように言った。

「まったく・・・、昨日最後に、電話しろと言ったのに、徳川の奴、いったい今、何処で何をやっているんだ！」

6人の男達は、外へ出て、タクシーを呼んだ。

２台の車に分乗して、それぞれ別の方向へ車を走らせた。

１台は海岸へ、そして、もう１台は、シアトル中心部へ向かった。

海岸へ向かう車の中に、リーダーが居た。

一人の男が、そのリーダーに向かって言った。

「どうして、海岸へ向かうんですか？　シアトル空港へは行かないんですか？」

リーダーが、答えた。

「さっき、オットーが言っていた話・・・、お前、本気にするのか？　あの話は、その日本人をかばっているに違いない。記憶喪失をした人間っていうのはな、少ない自分の記憶に辿って、その方向へ向かうものだ。と、以前話で聞いた事があるんだ・・・。俺の勘に狂いがなければ、海岸に何かヒントがあるはずだ。」

海岸へ向かった車は、間もなく、目的地に着いた。

だが、シアトル中心部へ向かった車は、途中で、渋滞に巻き込まれ、動けないでいた。

海岸に着き、車を降りた３人の男は、まず、その付近で聞き込みを行った。

そして、聞き込みをしている内に、一つの事が分かった。

地元の人達の間で、噂になっていた事。

それは・・・

事故が起きた時、見つかった人は、皆、救命胴衣を着用していたという事。

そして、彼らは、とても変った洋服を着ていて、救命胴衣も、変った繊維の物だったと・・・

「ただの、人の噂と言ってしまえば、そうかも知れないが、これは、もしかしたら、マーシャル氏が言っていた『未来から来たという話』に一致する事かも知れないな・・・」

リーダーは、そう小さく呟いた。

その後、海岸から港へと場所が移された。

時間は大分経ち、その頃には、もう空は暗くなっていた。

３人の男達は、夜になっても聞き込みを続けていた。

すると、昨夜、一人の若い日本人を見たという男が現れた。
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その夜、徳川は、シー・グールと、シーフード・レストラン「THE KING FISHER（キング・フィッシャー）」のオーナーのジョニー・ワーカーと一緒に、三人で「THE KING FISHER」の２階にあるバーで、バーボンを飲んでいた。

「なぁ、若いの・・、そう言えば今日の昼間、食事していた時、妙に、バンドを見入っていたな。お前、ジャズは好きか？」

シー・グールが、ふと思い出したように言った。

「えっ・・、ジャズって何ですか？」

徳川は、眉をひそめた。

「ああ、なんだ、お前、ジャズ知らねぇのか・・。ジャズってのはな・・・」

ジョニー・ワーカーが、口をはさんだ。

さすが、自分の店にバンド演奏を入れているだけあって、ジャズには詳しいようだ。

ジョニー・ワーカーは、その後ジャズの話を延々と語り続けた。

シー・グールも、黙って、その話を聞いていた。

徳川は、ジョニー・ワーカーの話を真剣に聞き入っていたが、しばらくして、急に顔色が変わった。

「あの・・・、僕は、そのジャズという音楽に、どうも何か、深いものを感じるんです・・・」

徳川は、そこまで言うと、ジョニー・ワーカーとシー・グールの顔を交互に見ながら、ゆっくりとした口調で話し始めた。

「今日、昼間に演奏を聴いていて、何故か、自分が子供の頃に聴いた事がある音楽のような気がしてならなかったんです・・・。実は、あれから僕は、ずっと考えていました。でも今、ジョニーさんのお話を聴いていて、そのジャズという音楽は、自分にとって、もしかしたら、とても深い繋がりがある様に思えてならないんです・・・」

その時、シー・グールは、徳川の顔を見ながら静かに聞いていたが、いきなりハッとしたような顔をして言った。

「そうだ！お前よ。そう言えば、昼間に変な事言っていたな・・・。何か、何処から来たか分からないような事言っていたけど、それは本当か？」

「はい、本当です・・・。じつは、自分は、何処から来たのか分からないんです・・・。でも、こうして話している内に不思議と、だんだん、少しずつですが思い出されて来るような気がするんです。」

徳川が、言った。

すると、シー・グールはジョニー・ワーカーの顔をちらっと見ると、徳川の方へ向きを変え、静かに言った。

「お前さん・・・、もしかしたら記憶喪失なのか・・？」

「はい、そうかも知れません・・・。でも・・・」

「でも・・？」

シー・グールは、徳川の顔を覗き込んだ。

「はい・・・、信じて貰えないかも知れませんが・・・、僕は・・・、たぶん未来から来たんです・・・」

「わっはっはっは！！！」

徳川が話し終わり、ほんの少し沈黙があったが、シー・グールはゲラゲラと大きな声で笑い出した。

ジョニー・ワーカーも、シー・グールと顔を見合わせながら大声で笑っていた。

「おい！ジョニー。今の話、聞いたかよ！」

「おう。この坊やは、なんと未来からやって来たんだとよっ！」

「一体、何処から来たんだい？空から降って来たとでも言うのかい？」

「わっはっはっは・・・」

二人は、大声で笑いながら、徳川に、まるで幼児を見る様な顔をして言った。

だが、徳川は、二人の笑いをさえぎる様に話を続けた。

「あの・・・、シー・グールさん、今朝、銀行で小切手のサインを見ましたよね？　あの人は、マーカス・ホリー病院のドクターなんですが、その人は、僕の話をすべて知っています。電話をするという約束をしているので、電話をして貰えませんか？」

徳川は、肩をすぼめながら続けた。

「じつは、公衆電話の掛け方が分からないんです・・・」

その時には、シー・グールもジョニー・ワーカーも、黙っていた。

ジョニー・ワーカーが、言った。

「おう・・・、マーカス・ホリー病院のドクターなら、たまに、うちの店にも来るぜ。知り合いも居るから、俺が電話してやろう・・」

ジョニー・ワーカーは、続けた。

「ところで、そのドクターの名前は、何て言うんだい？」

「ロバート・オットー博士です。」

徳川が、言った。

ジョニー・ワーカーは、店内にある公衆電話を使い、ダイヤルを回した。

受付係りの女性が、すぐに電話に出た。

用件を伝えると、あいにくロバート・オットー博士は手術中との事だった。

「あの・・、手術は、何時間くらいで終わりますかね・・？」

ジョニー・ワーカーが受付の女性に言うと、女性は答えた。

「２時間後ぐらいになると思います。」

「それでは、また掛け直しします。」

電話を切った。

三人は、その後、いろいろな話をした。

徳川は未来での話をしていたが、シー・グールとジョニー・ワーカーは半信半疑のまま聞いていた。

そして、話し終わると、徳川は、ポツリと小声で言った。

「あの・・・、お願いがあるんです。もし差し支え無かったら、「THE KING FISHER」に置いてあるピアノを、見せて頂けないでしょうか・・・」





子犬物語（ノンフィクション）

「犬射殺、散歩中すれ違いざま」というニュースを見ました。

しかし酷いやつがいるものだ・・・・

前にも猫が残虐な殺され方をしてインターネットで公開された事件が

あったのに、本当に許せない！

僕は昔から犬も飼ったし猫も飼って来たけど、犬猫に限らず動物は本

当にかわいいものです。

20歳の頃アパート暮らしをして、なんと犬と猫（２匹）を同時に部屋

の中で飼った事もありました。

両方とも子犬と仔猫で、初めは猫の方が警戒して近寄らなかったけど、

少しづつならして行ったら一緒に寝るし、一緒にご飯も食べるように

なりました。

凄いと思ったのは、仔猫がぜんぜんうんちをしないから「どうしたの

かな？」と思って心配していたら、どうも子犬の方が匂っていて、匂

いの方を辿って行ったら口元に辿り着いた・・・・

匂いの元は、犬の口だったのだ。

自分（犬）は部屋のじゅうたんの上とかで粗相をすると、おしりをピ

ンッと叩かれるものだから、犬は仔猫のうんちを発見して、きっと仔

猫も叩かれることを想像して、可哀相だと思い、証拠隠滅のために食

べてしまったんです。

自分だってまだ子犬だし、しかも雄犬なのに、その気持ちを察すると

本当にかわいくてどうしようもなくなりました。

その犬も猫も大きくなり、ずっと長い間飼っていたけど、ある日引越

しの最中、引越し先で、知らない土地で不安になったのか、綱を食い

ちぎって逃げてしまったんです。

それで、保健所のあちこちにある動物管理所に行って捜したり、あち

こちの家々を捜したんだけど結局見つかりませんでした。

でも、動物管理所では、沢山の犬たちが保管されていて、あと２週間

で殺される、あと一週間で殺される、明日殺される・・・という犬が

区分けされていました。

普通、犬は、知らない人が来たら吠えるのに、そこの犬たちは皆クー

ンクーンと「助けて・・・」と言うのです。

とても小さな子犬たちもいました。

たまらなくなって、あと一週間で殺されてしまうという檻の中の子犬

を一匹貰ってきました。（できる事ならば、全部貰って来たかった）

でも、家に帰って来てご飯をあげたら・・・・・なんと、

食べたらいきなり吐くのです。

しかも、その吐いたものの中には寄生虫のような白い虫が沢山いました。

貰ってきていきなりそんな事になって・・・本当に驚きました。

その時はもう夜だったので、次の日の朝すぐに獣医に診てもらいに行き

ました。

検査をし終わり、先生から「もう、この子は命が短いですよ・・・」と

言われました。

病院から帰り、水をあげました。

保健所から貰ってきて、すぐにこんな事になってしまい、この子犬の

名前を考える事も忘れていた・・・

「そうだ、この子はクッキーみたいに薄茶色の毛をしているから、ク

ッキーという名前にしよう・・・・！」

あと一週間で殺されてしまう「檻」の中に入っていたのに、この子は、

そうでなくてもすぐに死んでしまう運命にあったのか・・・・

と思ったら、涙が止め処もなく流れました。

いろいろ考えました。

その夜、ずっと考えたけれども・・・

次の日もう一度保健所に行き「獣医さんに、この子はもう命が短いと言

われたのですが、助ける事は出来ないのですか・・・？」と頼んだら、

「それでは、こちらの獣医に診てもらい、こちらで飼う事にしましょう」

と言われました。

離れてしまうのは淋しかったけど、自分では面倒を見る事が出来ないの

で托すことにしました。

保健所から帰ろうとした時、クッキーを貰って来た日と同じように、沢

山の子犬が檻の中で鳴いていました。

「そうだ、もう一匹貰って行こう・・・」

今度は、中でも一番元気な白い子犬を貰いました。

ちっちゃくてコロコロしていたので、家に帰り、コロという名前をつけ

ました。

コロは食欲もあって、元気で、いつも部屋の中を走り回っていました。

そんな日が続いて、１ヶ月程経った頃、保健所から電話があって、

「あれからクッキーは随分元気になって、今、獣医さんの自宅で育てて

いますよ」という事だった。

「ああ・・・、クッキーは生き延びたんだ！」

良かった・・・

嬉しくて嬉しくて、どうしようもなくなりました。

そして、数ヶ月後にこちらから電話してみると、

「クッキーは、もう元気に大きくなりました」との返事が返って来た。

コロも元気だし、クッキーも元気になったし、

あの時逃げてしまった犬（あ、そうだ、その犬の名前を書くのを忘れて

いたね。ロックという名前です。）は、２匹の子犬を助けたんだなあ・

・・・・と思いました。

今、昔仔猫のうんちを食べたロックの事を思い出しました。

その犬も、逃げてしまうまでの間、７年があったんです。

これから、ロックの話をします。

それでは、ロックの話をします。

ロックは友達から貰った犬でした。

僕もまだ二十歳で、新宿区にある大久保のアパートに住んでいました。

本当は犬や猫は飼ってはいけない契約なんだけど、大家さんには勿論

内緒でした。

でも、２日後にはバレました。

大家さんが下の階の部屋に集金に来ている時に、ロックが思いっきり

吠えたんです。

でも、大家さんはそのまま帰ったみたいで、とりあえずその場は逃れ

ました。

「良かった…」

そして、それから幾度か大家さんはアパートを訪れて、集金の為に部屋

の玄関に入ったのですが、大家さんは犬がいる事を知っていても文句を

言いませんでした。

その頃、東京12チャンネルに出演していて大家さんも観てくれていたみ

たいで、その事もあり、大家さんはよく芸能界の話を聞きたがったりして

いました。

もしかして、芸能人と思われていたのかも知れません。（笑）

それから１ヶ月後に猫を２匹貰って来ました。

名前は、ニャロ子とプー子です。

半年ほどして、ある日、下の階から大家さんとモメる声が聞こえて来ま

した。

「なにをモメているのかな・・・・」と耳をそば立ててみると。

大家　　「猫を飼われては困りますよ！契約書に書いてあるでしょう！」

下の住人「だって、上の人だって犬を飼ってるのよ！なんで上は良くて

　　　　　こっちは飼ってはいけないのよ！」

大家　　「いや・・・猫は壁を爪で傷つけるから駄目なんですよ。犬は

　　　　　いいんです。」

下の住人「そんな不公平な事ありますか！」

そんな会話が聞こえて来ました。

（僕の部屋でも猫を飼っている事は、下の住人も大家さんも気づいてい

なかったようです…）

でも契約書を見ると、「犬猫等の動物を飼う事を禁ず云々…」とちゃん

書いてありました。

それから数ヶ月が過ぎても下の住人は猫を飼い続けていました。

（当たり前だよね。捨てるなんて出来ないものね！）

でも、何度か大家さんとモメていたようです。

しかし、ついに大家は……

それから数ヶ月が過ぎても下の住人は猫を飼い続けていました。

（当たり前だよね。捨てるなんて出来ないものね！）

でも、何度か大家さんとモメていたようです。

しかし、ついに大家は、2階の僕の部屋へ来て、いきなり怒った口調

で言いました。

「１階の住人が、『2階で飼っている犬が居なくなったら、こちらも

猫の事は了解します』と言っているので、お宅の犬、処分して下さい

・・・」

「分かりました、出て行きます。」

お金も厳しかったけど、出て行くしかない。

そして、東京郊外の立川へ引っ越しました。

立川のアパートは、縦長の間取り設計で、風通しが悪く、快適とは程遠

かった。

でも、ロックは新しい部屋にすぐになれて、自分の居場所もいち早く確

保したみたいだ。

ある日、ロックを家でお留守番させておき、外を歩いていると、道端で

ロックと同じ位の大きさの茶色い犬が近づいてきた。

話し掛けたら、少し仲良くなれた気がした。

ちょっと歩くと着いて来て、もうかなりの距離まで一緒にいる。

「そうか、ロックの友達になれるかな・・・？」と思って、思い切って

アパートまで連れてきた。

そして、ご対面！！

お互いの犬は警戒しながらも、少しづつ近寄っていった・・・・

そして、次の瞬間・・・・

お互いの犬は警戒しながらも、少しづつ近寄っていった・・・・

そして、次の瞬間・・・・

その犬はロックの耳に噛みついた！

「ガブリッ！」

「ちくしょう、ロックに噛みつきやがった。」

でも仕方がないか・・・雄犬同士だものなぁ。

友達にはなれなかったか。残念・・・

仕方なしに、もう一度その犬と会った場所まで連れて行き「じゃあね。バイバイ」

と言ったんだけど、なかなか帰ろうとしません。

30分経っても離れないので、仕方なく撒く事にしました。

フェンスを乗り越えて、帰りました。

ロックの怪我はそれ程ひどくなく、消毒して、すぐに治りました。

ある日仕事で旅行へ行くので、駅２つ分くらいの場所の知り合いの家へロックを預けました。

3泊4日の旅行だったんだけど、一泊目の夜「どうしてるかな？」と心配になり電話してみると

「おう、ちゃんと良い子にしてるよ」との事でした。

そして次の日、今度は、その知り合いの家から電話がありました。

そうしたら、なんとロックは逃げたと言うんです。

「本当かよ・・・、どこへ行ったんだろう・・・」

今すぐにでも帰って捜したい心境だったけど、仕事なので帰る事が出来ません。

残りの2泊3日は、心配で心配でどうしようもありませんでした・・・・

何度も何度も、預かって貰った家に電話しました。

3日間が、一週間に感じました。

そして帰る当日になり、

慌ててアパートに帰ってみると・・・

アパートの外階段の上に、夕日に照らされて、しっぽを切れんばかりに振っているロックが立って

いました。

そして、僕の姿を見ると、駆け足で階段を降りて来ました。

「ロック！」

帰って来てたのか・・・・

ロックは僕に飛びつき、顔中を舐めまわして喜んでいました。

僕は泣けました。

ロックは僕が出掛けた次の日、知り合いの家を飛び出して、住んでいるアパート

をトボトボと捜して歩いたんだろうな・・・

3日間も・・・、お腹すいたよね。

部屋に入り、水とごはんをあげました。

ロックは、小さい頃から病弱で、いつも風邪ばかりひいていました。

大久保に住んでいた頃も、立川に移ってからも、病気ばかりで、その頃まだ車を持

っていなかったので、よく抱きかかえて病院へ連れて行きました。

立川のアパートから病院までは歩いて1時間程の距離がありました。

ロックが貧血で倒れてしまい骨髄の手術をした時も、足の骨を折って大変な時もあ

りました。

いろんな事があって、いろんな日々がありました。

そして、運命の日がやって来たのです。

ある日、実家に一時期引っ越した時の事でした。

その頃実家は東京都練馬区にある関町という所にありました。

トラックのレンタカーを借りて、２回に分けて荷物を運びました。

１回目にロックをトラックに乗せて実家まで運び、庭にある木戸に

綱で繋ぎ、荷物を降ろしました。

そして、再び昨日まで住んでいた場所までトラックを運転して、残

りの荷物を運びました。

と、そこまでは順調だったのだが・・・・

いや、順調だと思っていただけだったのかも知れない。

最後の荷物を載せたトラックは、刻一刻と時を刻む時計の動きと比

例して実家までの距離を走り続けた。

そう、途中でお腹が空いたので、ファミレスに入って食事をしました。

メニューを一通り見て、結局カレーを頼んだ。

「カレーは大好物だ。」

でも、心の中で、なんとなくカレーなら早く出て来るかも知れないと、

ふと思ったのかも知れない・・・

何気なしに、時間を気にしていたのだろうか。

いや、そんな事はなかったと思う・・・

それなら、コンビニのサンドイッチで済ませていただろう。

どうなんだろう、わからない・・・・

この事が、後になって自分を追い詰める事になろうとは、想像してい

なかった。

トラックに乗り、キーを回した。

そして運転しながら、明日の事を考えていた。

「ベッドや家具の配置はどうしようか・・・・」

２時間ほど走り、実家に着いた。

トラックの荷台の、手前にある荷物から運び始めた。

自分の部屋になる部屋は、もう最初の荷物でごった返している。

ちょっと整理をしなくては・・・

「そうだ、その前に・・・、ロックはちゃんといい子にしている

かな・・・」

階段を降り、玄関の扉を開いて外に出た。

庭にまわり、木戸を見た。

ロックがいない・・・・・

階段を降り、玄関の扉を開いて外に出た。

庭にまわり、木戸を見た。

ロックがいない・・・・・

ロックが繋がれていた場所に目をやると、

綱が食いちぎられていた。

「あっ！」

と叫んで、パニックになった。

「どうしたんだ・・・」

何があったのか一瞬解らなくなった。

「そうだ・・・、ロックがいないんだ・・・、どこへ行ったんだ・・・」

「・・・・」

10分ほどして、ちょっと冷静になれた。

「そうだ・・・・、必死に逃げようとしたのだろう・・・」

知らない土地に来て、自分はどうなってしまうんだろうと思ったのだ

ろう・・・

それとも、無我夢中で飼主を捜そうとしたのか・・・

「ここに、こうして居る場合じゃない・・・・、捜さなくては・・・」

焦る気持ちと汗を振り払って、まず外に出た。

「まだ近所に居るかもしれない・・・」

いや、そう願っていた・・・・・

その日は夜遅くまで捜した。

走って汗まみれになり、焦って冷汗まみれにもなった・・・・

とにかく、ずっと焦っていた。

結局その日は見つからず、朝方になった。

そのまま寝ずに、また外に出掛けた・・・

近所の人に「犬を見なかったですか？」と訪ねても、返事は決まっ

て「いいえ」だった。

電信柱に張り紙もした。

3日後、ふと思った。

「そうだ、もしかしたら保健所に捕らえられているのかも知れない！」

保健所に行って聞いてみると、各所にある「動物管理所」の場所を教

えて貰った。

東京中で３ヶ所の動物管理所に行った・・・

そして動物管理所の中に入ると、子犬から成犬までがキャンキャン騒い

でいる。

（普通ならば、吠えるはずだ・・・・）

もう、吠えるだけの用心深さもなくなって、自分が生きるための最大限

の努力をしいる。

そう思った。

１ヶ月が過ぎ、結局ロックは見つからなかった・・・・

「本当に、何処へ行ってしまったんだろう・・・・」

動物管理所へは３日おきに出掛けた。

「今日こそは居るかも知れない」と毎回祈る気持ちだった。

２ヶ月が過ぎた頃、子犬のいっぱいいる檻をまた見てみた。

この檻はあと３週間、この檻はあと２週間、

そして、この檻にいる子犬達は、あと１週間で殺されてしまうんだ・・・

「出来る事なら、みんな助けてあげたい・・・」

そう思いながらずっと見ていると、ロックの小さい頃に似た子犬が目に止

まった。

短毛なのも一緒だし、耳の形も似ていた。

「そうだ、せめて一匹だけでも助けてあげよう！」

動物管理所の人に言った。

「この子犬を下さい。」

車に乗せて、家に帰る途中、ロックの事を考えていた。

「まだ、ずっと捜すからね・・・」

家に着いて、この子犬にクッキーという名前をつけた。

お腹空いていると思い、ご飯をあげたら・・・・・なんと、

この続きは、２／１４（金）「かわいそうに・・・」と、

３／１０（月）「子犬物語」で書いたとおりです。

宜しかったら、もう一度読んで下さいね。

（ページの一番下までスクロールして《古い５件》をクリック

して遡って見てね）

これから、コロの話をします。

クッキーがそんな事になってしまい、動物管理所に見てもらう事になった。

その当時の僕の心境は、ロックは見つからないし、クッキーは病気になって

しまったし、とても疲れていた。

とても陽が眩しくて、暑い日でした。

東京都日野市にある動物管理所。そこへ、いつものように出掛けた僕は、い

つものように子犬の檻のある場所へ足を向けていた。

「子犬の檻の中には、ロックが居るわけがないのだけど・・・」

犬や猫をペットショップで見る時、いつも心が和まされる。

見ている人達も、みんな笑顔だ。

でも、ここでは違う。

笑う気持ちにはなれないのだ・・・

心が和まされるどころか、とても心が痛くて、どうしようもなくなって来る。

なぜ同じ犬なのに、こうも違うのだろう・・・

運命とは何なのか・・・、と思う。

今はロックもクッキーも居ない・・・

ロックの事、クッキーの事、いろんな思い出が交差した。

この２ヶ月間、そんな事ばかりを考えていた気がする。

ボーっとしながら、檻の中を見ていた。

子犬の鳴き声だけがずっと聞こえた。

クッキーを初めて見た時、檻の中にいた沢山の子犬の中で一番おとなしかった

のがクッキーだった。

「そうだ・・・、元気な子犬を貰って行こう・・・」

檻の中を他の子犬達よりも目立って元気の良い真っ白の子犬が目に止まった。

その白い毛はクッキーよりも少しだけ長く、耳は起っていて、鼻は細く精悍な

イメージだった。

でも、抱き上げると、奮えていた。

この子犬は、人間不信になっているのかな・・・・

家に着いて、部屋の中でミルクとドッグフードをあげた。

食べない・・・・

なんで食べないんだろう。

お腹空いているはずなのに・・・

スプーンで口に持って行った。

匂いを嗅いでいる。

やはり食べない。

３０分経った。

まだ食べない。

「なぜなんだろう・・・」

スプーンで口に持って行った。

匂いを嗅いでいる。

やはり食べない。

３０分経った。

まだ食べない。

「なぜなんだろう・・・」

「そうか、警戒しているんだ・・・」

「かわいそうに・・・、まだ子犬なのに、人間不信になってしまったんだね・・・」

なぜ、この子犬はそんなにまで人間不信になってしまったんだろう・・・

いったい、何があったんだろう・・・

動物管理場に来るまでに、どんな辛い事があったのか・・・

それを知る事は出来ない。

でも、事実、動物管理場に来たという事は、紛れもなく「捨てられた」という事。

それは間違えないのない事だ。

ペットショップで売れ残った犬はどうなるんだろう・・・

この子もそうなのか・・・？

いや、それとも、里親が見つからず、無理やり母親から奪い取るように何処かに捨てられたのかも知れない。

その方が可能性は高いと思う。

とにかく、いきなり知らない場所の、知らない檻の中に入れさせられた事は事実なのだから、とっても辛かったと思う。

それに、きっと「もうすぐ自分は殺されるんだ・・・」と予感したに違いない。

この子にとって、僕が与えたご飯とミルクは、きっと毒入りに見えたのかも知れない・・・・

そうか！

注いだミルクを、この子の前で飲んで見せた。

次の瞬間、この子犬はミルク入れの容器に恐る恐る近づき、ペロペロと舐め始めた！

「やった！！」

「やっと、飲んでくれた・・・・」

よしっ！この勢いで、今度はご飯を食べてくれよ！

ミルクは、ペロペロと飲み続けている。

しかし、ご飯は一向に食べようとしない。

「よし、わかったよ。これが最後の手段だ！」

と思い、ある行動に出た。

ミルクは、ペロペロと飲み続けている。

しかし、ご飯は一向に食べようとしない。

「よし、わかったよ。これが最後の手段だ！」

と思い、ある行動に出た。

ドッグフードを口に入れた！

「うう・・・、ドッグフードって、なんてまずいんだ・・・」

一瞬、嘔吐しそうになった・・・

実際、食べはしなかったけど、吐くことは出来ない。

ここで吐いたら、この子犬は僕を信じてくれないだろう。

もしかしたら、毒で吐いたと思うかも知れない。

早く吐き出したい・・・、でも、まだ子犬は食べようとしない。

たった10分が１時間くらいに感じた。

「もうダメだ・・・」

子犬に見つからないようにトイレに掛け込んで吐いた。

作戦は失敗した・・・・

口を何度も濯いだ。

口直しに、パンにバターをつけて食べた。

「そうか、このパンは食べるかな・・・」

子犬は、無我夢中で食べた。

やっと食べてくれたね。

結局、パン３枚を食べたけど、

でも、本当はドッグフードを食べてほしいんだけどな・・・

いつもパンばかりを与えたら栄養が偏ってしまうし、

犬にとって、味の良いものは健康に良くない。

明日、また挑戦するしかないか。

次の日の朝、ドッグフードをあげてみた。

やはり食べない・・・・

どうすれば良いのかと考え込んでしまった。

この子犬は、無邪気に走り回っている。

あっちに行ったり、こっちに行ったり、本当に良く動くなあと思いながら見ていた。

「そうだ、この子はコロコロ動き回るから、コロという名前にしよう。」

「コロ、おいで・・・」

と名前を呼んで手を差し伸べたら、いきなり噛まれた。

そういえば、コロは、動物管理所から貰って来た時から、よく人の手を噛む子犬だった。

これも、何か理由があるのだろうか。

それとも、単にこの子犬の性格なのかな・・・

僕の手は、キズだらけになってしまった。

消毒液を買いに出掛けた。

その帰り道で、ある事に気がついた。

「そうだ、この方法ならドッグフードを食べてくれるかも知れない・・・」

走って家に帰った。

僕の手は、キズだらけになってしまった。

消毒液を買いに出掛けた。

その帰り道で、ある事に気がついた。

「そうだ、この方法ならドッグフードを食べてくれるかも知れない・・・」

走って家に帰った。

パンにドッグフードを少しだけ塗り、念の為に牛乳を漬して床に置いた。

・・・・・・・食べた。

「よし、この調子で、少しづつドッグフードの量を増やして行けば、きっと大丈夫だ・・・・」

次の日、ドッグフードの量を昨日よりも少し増やしてみた。

ちゃんと食べてくれた。

「よし！この調子だ！」

そして、一週間が過ぎた。

その頃には、もうドッグフードとパン割合は半分づつにまでなっていた。

コロは、とても元気だった。

ロックはいつも風邪ばかりひいて病弱だったのに、コロは病院とは無縁だと思えるくらい元気だった。

元気な事はとても良い事だけど・・・、ただ一つ気になっていた事があった。

「この噛みつき癖を治さなければ・・・・、少し厳しくしつけをしよう。」

ある日、コロと遊んでいた時、また噛みつき癖がでた。

もう、少しづつ大きくなっているので、噛む力も強くなって来た気がする。

「ピシャ！」

おしりを叩いた。

すると、次の瞬間、コロはおしっこを洩らした。

上目づかいで、こっちを見据え、恐怖におののいている感じだ・・・・

そんなに強く叩いたつもりはないが、きっと初めて叩かれたショックがあったのだろう。

僕は安易に考えていた。

しかし、その時から、コロは、ちょっと怒られただけで洩らすようになった。

椅子をかじった時、「こら！」と言っただけで洩らした

そして更に、抱きかかえただけで・・・、おしっこが顔に飛んできた。

コロは、生まれてから、なにか辛い事があったのだろうか・・・

いや、辛い事があったに決まっている。

まだ子犬なのに、動物管理所に居た事自体、それは普通な事ではない。

親犬が子供を産んで、その子供に里親が付かず、飼主が捨てたのか・・・？

それとも、ペットショップの売れ残りなのか。

身体は元気でも、心は確実に病んでいると思った。

どうにかして治してあげたい。

身体は元気でも、心は確実に病んでいると思った。

どうにかして治してあげたい。

その後、コロはすくすくと育ち、だいぶ大きくなりました。

風邪ひとつ引く事もなく、いつも元気でした。

「ロックとは本当に違うなあ・・・」

身体が元気という事は、飼う事にどれほど楽なものか、という事をつくづく感じた。

育ち盛りのコロは、放し飼いにしていた実家の庭を我がもののように駈けずり廻りました。

「コロ」と呼ぶと、土けむりを立てて、僕の顔目掛けて突進して来る元気がありました。

ある日、いつものようにコロを散歩させようと思って、散歩用の紐を首輪に掛けようとした時、事件が起きてしまいました。

とても寒い冬の日の事でした。

本当にいつものようにコロの首輪を捕まえて、慎重に散歩用の紐を掛けて、散歩に出掛けるつもりでした。

しかし、その日は違っていました。

首輪に紐を掛けようとした時、寒さで悴んでいた指がいう事をきかず、留め金がスルっと抜けてしまいました。

その瞬間、コロは力まかせに僕の手を振り払い逃げてしまった。

「コロ！コロ！」と呼んでも、見向きもしないで、全速力で行ってしまった・・・

コロが曲がったはずの路地を探したけど、そこにはもうコロの姿はなかった。

その日の夜中、近所を歩いて探した。

どこを探しても、コロは居なかった。

その時、一瞬、ロックの時と同じ事が頭の中を過ぎった。

「まさか・・・」

しかし、その心配はすぐに収まった。

朝になって、コロは戻って来てくれたのだ。

「良かった・・・」

肩の荷が降りた気分だった・・・・

帰って来たコロを見て、つくづく「良かった！」と叫びたかった。

そして、一日が過ぎ、２日目の朝、家のベルが鳴った。

「こんな朝早く、いったい誰だろうか・・・」

玄関を開けてみると、そこには夫婦らしき二人の人が立っていた。

「何かご用ですか？」と訪ねると、旦那らしき方がいきなり信じられない事を言った！

玄関を開けてみると、そこには夫婦らしき二人の人が立っていた。

「何かご用ですか？」と訪ねると、旦那らしき方がいきなり信じられない事を言った！

「お宅の犬が、うちの鶏を殺したんですよ！」

まさかと思いながらもその人の家へ行って見ると確かに３羽の鶏が死んでいた。

コロがやったという証拠はないけど、近所の人の証言で加藤さんの家の犬だと言ったそうでした。

逃げて行った時間も同じだし、間違えなくコロなのだろう・・・

深く謝って、お金を渡しました。

家の近所には森があって、特にかぶとむしやクワガタが生息するくぬぎの木が沢山あります。

僕の仕事は夜なので、毎日仕事から帰ってから夜中にコロの散歩をしていましたが、散歩の途中、近くの自動販売機にとまっている一匹のかぶとむしを見つけました。

その日以来、毎晩そこの自動販売機を通ると必ずかぶとむしやクワガタがいました。

毎日みつけるたびに家に持って帰っていたので、１ヶ月でかぶとむし屋が開けるくらい沢山増えました。

でも、結局ぜんぶ死にました。

成犬になったコロは病気もなく、元気に育っていました。

ある日いつものように夜中の散歩をしていた時、遠くの方からシャリシャリシャリという鎖が地面を擦るような音が聞こえてきました。

「なんの音だろう？」と耳をそばだててみました。

その音はだんだん大きくなってきます。

でも暗くてよく見えません。

その音がかなり大きくなって来た時、かすかに聞こえるもう一つの音がありました。

「犬の足音だ・・・」

と思った瞬間！　黒くて大きな犬がコロ目掛けて飛びかかって来た！！

「わっ！！」

その音がかなり大きくなって来た時、かすかに聞こえるもう一つの音がありました。

「犬の足音だ・・・」

と思った瞬間！　黒くて大きな犬がコロ目掛けて飛びかかって来た！！

「わっ！！」

一瞬のうちに取っ組み合いの喧嘩になった。

コロよりも一回り大きなこの犬は力も強いのだろうか・・・・

２匹の犬の唸りながらの喧嘩に、近所の犬達も反応して、夜中だというのに一気に騒がしくなった。

コロとその黒い犬は、お互い睨みながら凄みを利かせて唸っている。

眉間にしわを寄せて、凄い剣幕だ。

喧嘩が始まって、ほんの10数秒の間、一瞬、コロが怯んだその瞬間をついて、黒い犬は襲って来た！

「キャン！！！」

コロは耳を噛まれてしまった！

次に、足をやられた！！

「もうダメだ・・・、どうすればいいのだろう。」

慌てて、コロを抱き上げた。

僕の額は汗まみれだ。

コロの右前足から血がにじみ出した。

そして、また襲いかかって来た時、僕は思わずキックを浴びせた！

・・・と思ったが、履いていたサンダルがスルっと脱げて飛んで行ってしまった。

「ちくしょう！こんな時に、なんでサンダルを履いているんだ・・・」

なんとかしなければ・・・・

と思った瞬間、近くにあるゴミ置場に清掃用のホウキが置いてある事を思い出した。

「そうだ！たしかホウキが置いてあった気がする・・・・」

でも、そのゴミ置場までは２０メートルの距離はある。

「しかし、本当にホウキはあるのだろうか・・・」

もう考えている暇はない。

思ったと同時に駆け出した。

片足が裸足なので、上手く足が運ばない・・・・

黒い犬は、駆け出した事に気づき、すぐに追って来た！

無我夢中で走った。

しかし、ゴミ置場に辿り着く直前で追いつかれてしまった。

黒い犬は、駆け出した事に気づき、すぐに追って来た！

無我夢中で走った。

しかし、ゴミ置場に辿り着く直前で追いつかれてしまった。

その黒い犬は、僕の足目掛けて飛び掛って来た・・・・

「ガルルル・・・・」

あっ！！

足を噛まれた！！！

・・・と思った。

しかし、運よくズボンの裾を噛まれただけだった。

しかも、そのズボンの裾を、ずっと離さないでいる。

鬼のように顔に皺をよせて、狂わんばかりにズボンの裾を咥えたまま顔を上下させている。

コロは僕の胸にしがみついている。

しかし、本能のとおり、下方の犬に向かって吠えるのは忘れていない。

緊迫した時間が過ぎた。

ほんの数秒だったと思う、しかし、とても長く感じた。

ホウキのある場所までは、あと３メートルほどだ。

だが、木が邪魔をして見えない。

「本当にあるだろうか・・・、頼むからあってくれ！」

僕は強引に振りほどいた。

その時、一瞬その犬は「ガルルル・・・」と威嚇した。

その一瞬をついて、僕は木の裏側まで走った。

「あった！」

ホウキがあった・・・・

一秒とかからぬ間に、すかさず、そのホウキを取り、そして、振り向きざまに、その犬の顔目掛けて振り下ろした。

「バシッッ！！！」

犬は一瞬、怯んだように見えた・・・・

しかし、次の瞬間、さっきの倍くらいの大きな声で威嚇しながら突進して来た！

「危ない・・・」

僕は無我夢中で、その手に持っているホウキを、もう一度振り下ろした。

さっきと同じ強さでは効果がないと思ったのだろう。突発的に、かなり強く叩いたと思う・・・・

ホウキは二つに折れてしまった。

さっきと同じ強さでは効果がないと思ったのだろう。突発的に、かなり強く叩いたと思う・・・・

ホウキは二つに折れてしまった。

「キャン！！！」

ホウキが折れた音と同時に、犬の鳴き声が聞こえた。

黒い犬は去って行った・・・・

ある夏の日。

家の玄関に、赤黒い木の実が落ちていた。

その日以来、次の日も、また次の日も、毎日その木の実は落ちていた。

今日は二つ、昨日は三つ・・・、でも明日になると、また三つ。

熟されているのだろうか・・・、足で潰すとワイン色の液体が出て来る。

いったい、これは何の実なんだろう？

近くにある、どの木から落ちる実なんだろうか・・・・

近くにある木を、１本づつ見てみた。

そんな実のある木は１本もなかった・・・

手にとって、良く見てみた。

小さな足が、かすかに動いている・・・・・

それは、木の実ではなく、なんと虫だった！

しかし、足に比べて、あまりにも胴体が大きい。

胴体は５ミリから７ミリ。

それに比べ、足は１ミリにも満たなかった。

しかも、あまりに大きな胴体なので、足は宙に浮き、自身の体を動かす事も出来ない。

「では、どうやって、ここまで歩いて来たんだろう・・・」

次の日も、また次の日も、その虫は、必ず玄関に近い場所に居た。

虫を捨てても捨てても、いつも新しい虫がいるのだ。

本当に不思議だった。

そして、初めてその虫を見つけた時から４日ほど経ったある日、凄くショックな事が起きた。

日照りの強い日、外でコロを洗った。

シャンプーをつけて丹念に洗っていると、毛の中から黒いものが見えた。

あっ、これは！

あの虫の出所は、コロの身体だったのか・・・・

よく見ると、２ミリほどの小さな虫もいた。

「そうか、この虫がコロの血を吸って、こんなに大きくなるのか・・・」

そして、重くなった体に耐え切れなくなり地面に落ちるのだ。

コロの身体を隅々まで洗った。

次の日から、コロの毛をかき分けて、良くチェックする事にした。

その日は見当たらなかった。

が、しかし、３日ほど経った朝、また小さな状態の虫が居た。

「どうすれば良いのだろう・・・」

次の日、獣医に行って相談してみた。

粉状の虫除け剤を貰って来た。

それをコロの毛に振りかけて、次の日見てみたら、その虫は居なかった。

それから２年が経った。

コロも、もう１５歳。

人間でいえば、かなりのおじいさんだろう・・・・

最近、散歩に行っても、引く力が弱くなった。

そして、以前なら、僕が仕事から帰ると必ず元気そうにしっぽを振って出迎えてくれたのに、今はもう顔をこっちに向けるだけで動こうとしない。

人が来ても吠えなくなった。

ある日から、心の中で、かすかに、コロが死んでしまう事を考えていた。

「いつかは死んでしまうんだ・・・。もう、コロは老犬なんだから・・・」

そう考え、覚悟をしなければ、もし死んでしまった時、とても悲しくて堪えられないと思った。

そう自分に言い聞かせた。

８月の暑いある日、

その日は、朝から日差しが強く、とても暑かった。

その日、コロは朝ご飯の時、あまり食べなかった。

やはり、この暑さでバテてしまっているのだろう。

それなのに、僕を見るなりしっぽを振ってくれた。

目はずっと僕の顔を見上げている。

純粋な目だ・・・

その日、朝から自宅の教室で授業があって、夕方から東京都東村山市にある音楽教室に講師で出掛けた。

家を車で出る時、フロントガラスから遠ざかって行くコロの姿を見た。

いつもと変わらない。

コロに手を振った。

「行ってくるよ。」

音楽教室に行く途中、ちょっとにわか雨が降った。

「これで、コロは少しは涼しくなるかな・・・」

なんて思いながら、ちょっと微笑んだ。

教室に着き、授業を始めた。

そして、夜になった。

窓の外を見ると、木がなびいている。

風が出てきたようだ。

授業を進めた。

風が吹き始めてから１０分くらい経っただっただろうか、

窓に当たる雨の音が聞こえだした。

「だいぶ雲行きが怪しくなって来たね。」と生徒と話した・・・

風と雨はますます激しくなって来た。

窓の外は、洪水のようになっている。

「これはひどい雨だなあ・・・」

その時、ピカッと稲妻が走った！

そして、「あっ、雷だ・・・」と思ったとほぼ同時に、バリバリバリ！！！という地響きがするくらい凄く大きな音が鳴った。

授業が終わり、僕はひとりで窓の外を見ていた。

「雨が、もう少しおさまってから帰ろうか・・・」

やがて雨も小降りになった。

車を走らせ、家路についた。

家に着いた僕は、玄関のドアを開け、電気をつけた。

電気に照らされた庭の植木は、あの酷い風と雨で荒れていた。

「家の方も、かなり強く降ったんだなぁ・・・・」

そう思い、庭を見渡した。

そして、コロの小屋のところに目をやった途端、いつもと違う光景を目にした。

コロの身体に、繋いである鎖がグルグル巻きになっている。

「どうしたんだ・・・・」

思わず、抱きかかえた。

コロは死んでいた。

コロは、鎖でぐるぐる巻きになって死んでいた・・・・

「なんで、こんな事になってしまったんだ！」

涙が、止めどもなく溢れた。

その晩、コロを部屋に入れ、一晩を過ごした。

コロの思い出が、何度も何度も蘇ってくる。

動物管理所で、初めてコロに出会った眩しい日差しの日の事。

小さいけれども、とても元気が良かった。

なかなかドッグフードを食べなくて大変だった日々。

ちょっと叱っただけで、すぐにおしっこをしていた小心なコロ。

にわとりに危害を与えてしまい、困った時の事。

大きな犬と格闘した時の事。

沢山の事が蘇った。

あまりに沢山の事が・・・

コロは、動かない。

死んでしまったなんて、ぜんぜん思えないけど・・・

昨日とは違う。

コロは、動かない。

何度もコロの名を呼んだけれども・・・

一夜明けた。

結局、一睡も出来なかった・・・・

無力感だけが、自分の体を支えている。

廃人のようだ。

近所の人に、話を聞いた。

雷が鳴っていた時、ずっとコロの鳴き声が聞こえたそうだ。

「きっと、怖くて、ずっと泣いていたんだ・・・」

そして、雷が収まった頃は、泣き止んでいたという。

その時は、何時だったんだろうか。

僕は、その時何をしていた時だったんだろうか。

何度悔やんでも、時間は戻って来ない。

コロは、鎖を身体と首に巻きつけていた。

予想出来る事は・・・

雷が嫌いなコロ・・・きっと、雷が鳴ってパニックになったのだろう。

そして、泣きながら訴えたに違いない。

怖さのあまり、何度も身体を回転させ、

足に絡ませ、

胴体に絡ませ、

首に絡ませてしまった・・・・

そして、無我夢中で、暴れて、

首を絞めて死んでしまったんだ。

こんな事って、あるだろうか。

コロは、もう15年間も生きたんだ。

とても年老いていたんだ。

そして、とても弱っていたんだ・・・・

普通だったら、老衰で死んだのではなかったか。

それなのに、こんな死に方ってあるかよ・・・・・

怖い思いをして、動物管理場に居たコロ。

最後も、雷で怖い思いをして死んだ。

あれは、とても暑い夏の日だった。

あれから、ちょうど２年が経った。





淡い初恋の思い出

小学5年生の時、ある女の子が転校して来ました。

その子は６組、僕は２組。

教室が離れていました。

でも僕は、その子の事が好きになりました。

でも、その頃とてもシャイだった僕は、とても恥ずかしくて、何も話せませんでした。

小学校卒業と同時に、その子はまた転校してしまいました。

その子が引越しをした場所は、僕の家から4駅ほど離れた場所でした。

僕は、その後もその子の事が好きだったので、卒業アルバムで住所を知り、その子に手紙を送りました。

2、3通のやりとりが続いた所で、その子の手紙にこう書いてありました。

「私の友達で、加藤くんと文通したいって子がいるから紹介するね！」

その日以来、二人と文通する事になりました。

その別の子の事は、顔すらも知りません。

でも、その子の方が積極的に何度も手紙が来ました。

僕は、本当は好きな子とだけ文通したかったけれど、まだ子供だった僕には、「君だけと」と書く勇気がありませんでした。

結局、半年くらい、そんな二重文通が続きました。

でも、その頃には、好きだった子からの返事が殆ど来なくなりました。

でも、もう一人の子からは何度も届きます。

僕は、勇気を振り絞って、好きな子に告白の手紙を送りました。

そうしたら、数日して、やっと手紙が届きました。

僕は、とてもウキウキしました。

中を開けたら、便箋の真ん中に、小さな字で、

「明日から京都へ引越しするので、もうお会いする事はありませんね。さようなら。」

と書いてありました。

その返事に、僕は、とてもびっくりしました。

でも僕は、京都へ行っても文通は出来ると思って、返事をしました。

１ヵ月程経って、手紙が届きました。

京都からの手紙でした。

そこには、こう書いてありました。

「以前、ひめのちゃんに加藤くんの事を話したら、文通したいと言っていたので紹介しました。」

初めから僕には興味がなくて、その友達に譲りたかったようです。

その文面からは、そう受け止められました。

でも、父親の仕事の関係でいつも引越しばかりしている彼女にとって、男の子と付き合うという事は彼女の中ではタブーだったのかも知れません。

そう思うと、可哀相だな・・・と思いました。

その後、ひめのちゃんから、また手紙が届きました。

僕は、正直に打ち明けました。

「僕は、朋子ちゃんが好きでした。やっぱり、ひめのちゃんとの文通もしない方が良いのだと思います・・」

結局、ひめのちゃんとは顔も見ずに終わりました。

その時、僕も傷ついたけど、その子も傷つきました。

でも、仕方がなかった・・・

それから、2年後のある日・・・

中学３年の春休み、僕はバンドの練習の為に、ギターを背にし、ある駅を降りました。

その駅は、かつて好きだった子が住んでいた駅です。

その駅は初めて降りたのですが、どうしても、その好きだった子が住んでいた駅という事もあって、僕はキョロキョロとあちこちを見渡して歩いていました。

駅のホームに降りた時、「ああ、ここの駅だったんだ・・・」なんて、思いに耽っていました。

駅を出て、ロータリーを渡り、街道に出ました。

そして、バンド練習場所の公民館に向かったのですが・・・

踏み切りを渡った時、ふと酒店の看板の文字が目に入りました。

「○○酒店・・・」

忘れていた事が、その時、思い出されました。

ひめのちゃんの名字は○○・・・、家は酒屋だと、手紙に書いてあったのを思い出しました。

その事を思い出したら、急にドキドキして、その酒店から目が離せられなくなりました。

僕は、歩きながら、お店の方をずっと見ていました。

すると、ちょうどその時、お店の中から一人の女の子が出て来ました。

見るからに、中学生でした。

目が合いました。

その女の子は、僕の顔を瞬きもせず見ていました。

僕も、驚いて見ていました。

そのまま目が合ったまま、数秒経ちました。

僕の方から先に目をそらしました。

そして、少しだけ歩いて、僕は気になったので、後ろを振り返りました。

その女の子は、背を向けて走っていました。

僕は、街道の歩道を歩きながら、前の電信柱を横切ろうとしました。

すると、ふと、その電信柱に付いていた住所表示板が目に入りました。

その住所は、いつも封筒の表に書いていた住所と同じでした。

いつも書いていたので、忘れていませんでした。

バンド練習が終わり、バンド仲間と一緒に駅に向かいました。

途中まで来て、僕は、２年前に引っ越して行った、あの好きだった子の事を思い出していました。

さっきの、○○酒店の前で会った女の子の映像も、交差しました・・・

僕は、とても考えたけれど、やっぱり行って見ようと思いました。

僕は、バンド仲間と別れました。

僕は、バンド仲間と別れ、彼らとは違う方向へ歩いた。

そして交番に入り、好きだった子が住んでいた住所をお巡りさんに告げた。

僕は、どうしても家を見て行きたかった。

まだ、見た事のない家。

もしかしたら、もう、ないのかも知れない・・・

でも、確かめたかった。

僕は、いつも封筒の表に書いていたもう一つの住所を探し歩きました。

その住所の方向へ歩いて行くと、周りの景色は駅前と違い、林や畑が多くなって来た。

20分程歩いたと思います。

住所表示板を見ると、かなり近くなって来た。

もう、すぐ・・・

僕は、思わず走りました。

その時は、もう汗びっしょりになりながら、一軒一軒、表札を探しました。

もう、心臓がドキドキで、破裂しそうだった。

そして・・・

やっと見つけた！

あの時いつも封筒に書いていた、同じ住所の家・・・

ただ、表札に書かれていたものは、その子の名字ではありませんでした。

僕は、それを見た時、ちょっと淋しかった・・・

でも、心の底で、何となくホッとして、

そして、「良かった・・・」と思いました。

あの好きだった子は、あの時、本当に、京都に行ったんだね・・・





淡い中学３年の夏の恋

中学の３年間、僕は水泳部に所属していました。

僕の通っていた中学の水泳部は、都内の各大会に出場して、その頃、毎年必ず総合優勝していました。

僕の個人種目は、ブレスト・ストローク（平泳ぎ）でしたが、３年生の時に個人メドレーの種目で大会に出場し、個人優勝の経験があります。

その中学３年の夏、僕は授業が終わると、いつものように部活練習のため、校内のプールへ向かいました。

毎日の練習は、とても厳しかった。

練習内容は、初めにロング（1.000メートル）、次にビート板を足に挟んでアーム・ストロークと、ビート板を手に持ってのキックの練習で、50メートルを数回。

そして、インターバル練習（50メートル泳いでは、数秒休んで、すぐにまた泳ぐ事を繰り返す）、最後に25メートルのダッシュ（陸上の短距離争みたいなもの）を数回。

毎日、そのメニューを繰り返すのです。

ある日、インターバル練習をしている時、ブレスト・ストローク種目の１年生の女の子のタイムを、僕がタイム・ウォッチで計っていました。

その女の子は、とてもタイムも良かった。

50メートル泳いで帰って来る度に、計ったタイムを僕はその子に告げるのですが、そんな事がきっかけで、その子と少し話すようになりました。

でもそれは、僕がタイムを計っている時だけの会話で、「今日は、良いタイムだね。」とか、「また明日頑張ろうね。」とか、そんな短い会話だけでした。

でも、そんな短い会話だけだったけれども・・・

僕は、その子の事を次第に好きになって行きました。

僕には、同じ水泳部にとても仲の良い男の友達がいました。

その友達とは家も近く、毎日部活が終わると一緒に帰っていました。

ある日、その友達の家へ遊びに行った時、僕は、好きな女の子の話をその友達に話しました。

すると、なんと、その好きな女の子と、友達の妹が同じクラスで親友だと言うのです。

「それは、凄いなあ・・」と、僕は思って、夢中で話していました。

でも、その時、ふすま一枚で仕切られた部屋の隣には、丁度その妹が居て、その話をすべて聞いていたのです・・・

次の日の部活の時間、好きだった子の態度が急変しました。

(友達の妹が、既にしゃべってしまっていたのです。)

僕は、友達の妹が、昨日隣の部屋に居たとは全く気がつかなかったので、その、好きだった子が急に僕を意識するようになった事が、不思議でたまりませんでした。

目を合わせても、目をそむけて、急に早歩きになったりと・・・、そんな感じでした。

その日以来、話し掛けても、何も話す事が出来なくなってしまったのです。

「なんで、この子は、こんなに意識しているんだろう・・・」

そんな毎日が続きました。

僕は、毎日、その子の事ばかり考えていました。

気になって、仕方がなかったのです。

せっかく少し仲良くなれたと思っていたのに、急に遠い存在になってしまったような気がして、とても寂しい気持ちでした。

僕は堪り兼ねて、友達に、その事を伝えました。

その日の夜、友達は妹に聞いたらしく、翌日、その答えが返って来ました。

その答えに、僕は驚愕しました。

友達は、僕に言いました。

「りさちゃんは、トッチョ（当時の僕のあだ名）の事ちょっと好きみたいだぜ。」

「えっ！」

僕は、それを聞いて、天と地がひっくり返るくらいビックリしました。

最近の、りさちゃんの行動からして、僕にとって、到底考えられる事ではなかったんです。

今度は逆に、僕が凄く彼女を意識するようになってしまいました。

「明日の部活の時間、どんな顔をすれば良いんだろう・・・」

僕は、その日の夜、殆ど眠れませんでした。

次の日になって、部活の時間、

りさちゃんは、休んでいました。

僕は、何となく、少しだけ、心の中でホッとしました。

張り詰めた緊張が、少しだけ解れました。

でも、その夜、またドキドキして来た・・・

「明日こそ、きっと部活に来るよな・・・」とか、「もしかしたら、友達の妹は、もう、この経緯をりさちゃんに伝えてしまっているのかも知れない・・・」とか、いろんな事を考えてしまい、眠れませんでした。

結局、この夜も一睡も出来ず、次の日の朝を迎えました。

授業が終わり、僕はプールへ向かいました。

すると、プールサイドに、彼女が立っていました。

部活が始まる時、いつも最初にミーティングがあるのですが、もう既に皆集まっていて、その中に彼女の姿がありました。

いつもの様に、練習が始まった。

そして、インターバル練習の時、自分が泳ぎ終えて、他の人のタイムを計る順番になりました。

でも、彼女は５コースを泳ぎ、僕は１コースの人のタイムを計る事になってしまい、彼女のタイムを計る事が出来なかった。

僕は、とても、もどかしい気持ちでした・・・

その日は結局、何も話す事が出来ないで終わりました。

そして、そんな日が何日も続きました。

そんな夏休みのある日、

練習が終わってから、数人の部員が残ってプールサイドの掃除をする事になりました。

掃除係は、各グループに分かれて、順番で掃除をする事になったのだけれど、僕は、その初日のグループに入りました。

そして、僕はデッキ・ブラシを使って、プールサイドを掃除していたら・・・

そこに、彼女の姿がありました。

彼女も、その日、掃除係に選ばれていたのです。

僕は、彼女の事をずっと気にしながら、掃除をしていました。

掃除が終わり、デッキ・ブラシを片付ける時、彼女がすぐ近くに来ました。

僕は、凄く心臓がドキドキしました。

でも、このタイミングしかないと思い、思い切って声を掛けました。

「今度の日曜日、よかったら会ってくれないかな。」

「はい。」

彼女は、その時、とても明るい笑顔で答えました。

僕は、待ち合わせ時間と場所を伝えました。

そして、その約束の日曜日。

僕は、午後２時に、待ち合わせ場所である、駅前の本屋さんへ向かいました。

本屋さんと言っても、レコード売り場みたいなコーナーがあって、そこで待ち合わせたんです。

僕は、２時15分前に着きました。

たった15分なのに、待ち合わせの２時まで、凄く長く感じた。

僕は、彼女がいつ現れるのかと気になって、何度も何度も、お店の入口を見ました。

「まだ、来ない・・・」

僕は、その時間の長さに耐え切れず、レコードをパタパタと捜し始めました。

「捜す」と言っても、気持ちは、捜していないんです。

ただ、手だけが勝手に動いていました。

そして、腕時計の針は、やっと２時を差しました。

しかし、まだ現れません・・・

僕は、どんな体勢で待っていれば良いのか、分からなくなりました。

何処を見て待っていれば良いのか・・・、本当に考えました。

その間、そんな事ばかり考えていた。

それから何分経ったのか、全く覚えていません・・・

その時、お店の自動ドアが開き・・・、彼女が、入って来たのです。

彼女は、僕を見つけると、すぐ近くへ来ました。

「こんにちは！」

彼女は、笑顔で言いました。

僕は、初めて見る普段着の彼女の姿を見て、凄くドキドキしてしまった。

でも、何とか笑顔で言いました。

「こんにちは。」

しかし、その次の言葉が出てこない・・・

どうしても、心臓がドキドキしてしまって、緊張してしまって、何も言葉が出てこないんです。

焦れば焦るほど、何も出てこない。

「こう言う時は、いったい何をしゃべれば良いんだ！　おまえ何かしゃべれよ！」

僕は、何度も心の中で、自分に向かい叫びました。

きっと、10分位過ぎたのだと思います。

彼女は、２メートル位離れた場所で、レコードを見始めました。

その姿を見て、僕は、ますます、どうしたら良いのかと、心の中で、どうしようもない緊張感が走りました。

僕は、目のやり場を失い、何処を見て良いのだかも分からなくなりました。

結局、僕も、レコードを見始めてしまいました・・・

お互い意識して、たまに目が合います。

その都度、僕は笑顔を浮かべます。

彼女も、笑顔を浮かべます。

そんな事が、何回も続きました。

でも、言葉が出ない。

時間が経てば経つほど、深みにはまってしまった。

無言の時間が過ぎました。

彼女は、レコードを見るのを止め、その２メートル離れた場所から、僕に向かって言いました。

「ごめんなさい・・・。そろそろ家に帰らなくちゃいけないので・・・」

「あっ、そうか・・・。じゃ・・・」

僕は、そう言うのがやっとだった。

時計を見たら、もう午後４時を過ぎていました。

２時間以上も、そうしていたのです。

結局、一言も話す事が出来なかった。

僕は、家に帰りました。

家に帰って、自分を責めまくりました。

「馬鹿野郎！馬鹿野郎！！！」

「よし、次こそは、ちゃんと話すぞ・・・」

数日後、僕は、もう一度、彼女にデートの誘いをしました。

しかし、彼女は何も言わず、下を向いて去って行きました。

これが僕の、中学３年夏休みの、初デートの体験です。





中学３年の夏が終わり

中学３年の一年間は、僕は本当にいろんな事をやりました。

生徒会長、運動会応援団長、クラス代表役員、それから卒業記念にクラスで制作した映画の主人公、など。

恥ずかしがり屋だった自分なのに、そんな人前に立つような役目を、何故かいつもやる事が多かった。

それに、僕はバンドもやっていたので、とても忙しい毎日でした。

そんな毎日を過ごしていた中、秋の文化祭で、僕はバンド演奏をしました。

その時、演奏会場の装飾や、買い物、そして受付係をしてくれたある女の子がいました。

その子は、この年の春から転校して来た女の子でした。

同じクラスだったけれど、席も遠かったし、殆ど話す機会なんてありませんでした。

でも、その文化祭で、初めていろいろな話をしたんです。

そして、秋から冬へ季節が変り、とても寒いある日の事。

これから体育の授業が始まるという時に、ある二人の女子生徒が僕の所へ走って来ました。

「ねえ、加藤くん、この時計持っててくれる？」

「え、なんで？」

そう僕が聞くと、

「いいから、いいから！とにかく持っててくれればいいの。」

二人の女子生徒は、そう言って、また走って教室を出て行きました。

その時計は、女物の時計でした。

僕は体育の時間、その時計を体育着のポケットに入れていました。

そして授業が終わり教室に戻ると、さっきの二人の女子生徒が、また僕の所へ来ました。

「加藤くん、時計、ちゃんと持っててくれた？」

「うん。持っていたよ。」

僕がそう言うと、その二人の女子生徒は、いきなり笑いながら走り去りました。

その時僕は、その意味が解らなかったんです。

寒い冬も過ぎ、３月。

いよいよ、中学卒業の時が来ました。

そして、卒業パーティが、学校の広い体育館で行われました。

僕はその時も、バンド演奏をしました。

演奏が始まり、一曲目の間奏をギターで弾いている時、ふと、ステージのそでにあるグランド・ピアノの陰から、こちらをじっと見ている一人の女の子が目に映りました。

でも、その時は、暗くて、それが誰なのか分かりませんでした。

演奏が終わり、ステージを降りようとした時、その子に声を掛けられました。

僕は、ビックリしました。

その子は、あの半年前の文化祭の時、受付係をしてくれた女の子でした。

次の日が、卒業式でした。

その日から、みんなとお別れです。

僕は別れを惜しんで、沢山の友達と一緒に帰りました。

その夜、

その女の子から電話が掛かって来ました。

僕が電話に出ると、彼女は、まず昨日の卒業パーティの話をしました。

僕が昨日演奏した事・・・、そして、半年前の文化祭での事も話していました。

１時間くらい話をしていたのだけれど、最後に彼女は小さな声で言いました。

「高校へ行く前の春休みに、ギターを持って、家に遊びに来てくれないかな・・？」

僕は、急にそんな事を言われ、凄くビックリしました。

数日後、僕は彼女の家へ行きました。

マンションのドアを開け、中に入ると、彼女のお母さんが笑顔で迎えてくれました。

そして、ダイニング・ルームへ通されました。

テーブルには、沢山の料理が並んでいました。

食事と、おしゃべりを楽しんでいると、途中から、その子のお姉さんが入って来ました。

親と、兄一人の殺風景な家庭で育って来た自分にとって、それは、全く正反対の明るい光景でした。

お姉さんは大学生で、お化粧をしていました。

普段、僕は、お化粧をしている女性を間近で見た事がなかったので、凄くドキっとしました。

するとお姉さんは、部屋の隅に置いてあったギター・ケースを見るなり、言いました。

「加藤くん、ギター弾くんだね。私ピアノ弾くから、一緒に弾かない？」

ピアノは、リビング・ルームにありました。

お姉さんは、僕に手招きをしながら、その部屋へ入って行きました。

僕はギターを持って、その部屋に入りました。

彼女とお母さんも、すぐに部屋に入って来ました。

お姉さんはピアノの椅子に腰掛けると、僕に向かって言いました。

「何の曲を、一緒に弾こうか。」

その頃僕は、オリジナル曲ばかりを弾いて歌っていたので、皆が知っているようなスタンダード曲は何一つ弾けませんでした。

その事を言うと、お姉さんは隣の部屋から、楽譜を何冊か持って来ました。

「この中から、選んで弾かない？」

僕は、楽譜をパラパラとめくって捜しました。

しかし僕はその頃、音符が全く読めなかったので、コード譜が書いてある楽譜を見つけ、その中から自分が知っている曲を選びました。

カーペンターズの「イエスタデイ・ワンス・モア」を弾きました。

お母さんは、にこにこしながら、曲の調子に合わせて首を振っていました。

彼女は、ピアノに立て掛けてある楽譜を、ずっと見ていました。

女性だけの部屋に、男は僕だけで・・・、どうしようもなく恥ずかしかった。

でも、とても楽しい時間でした。

夜になり、僕は帰りました。

帰り掛け、彼女とお姉さんがマンションの一階まで見送ってくれました。

僕は自転車に乗り、振り返ると、二人は笑顔で手を振ってくれました。

初め、僕は気がつきませんでした。

本当に、分からなかった・・・

でも、家に帰る途中、あの日の記憶が、徐々に、ぼんやりと思い出されました。

そして、その日の夜中、その事がはっきりと分かったのです。

ずっと前の事のように思えていた。

受験もあったし、毎日の忙しい学生生活の中で、その記憶は、僕の頭の中から、ずっと遠ざかったものになっていたのかも知れない。

彼女が今日、最後に、僕に手を振ってくれた時、ピンク色のものが僕の目に入って・・・、

それが、どうしても気になっていた。

ずっと、そればかりを考えていた。

そして、やっと思い出した。

その腕に巻かれていた、ピンク色の枠のついた時計。

僕は、ハッとしました。

「あのときの時計は、彼女の時計だったのか！」

急に心臓がドキドキして来ました。

その夜、僕はなかなか寝付けなかった。

次の日の朝、僕は彼女の家に電話しました。

昨日、食事をご馳走になったし、お母さんにお礼の電話をしようと思った・・・

でも、本心は・・・、彼女と話をしたいな、と思ったからでした。

ダイヤルすると、すぐに出てくれました。

「もしもし・・・」

と、僕が言うと、

「あっ、加藤くんね。声で分かるわよ！」

と、明るい声が返って来ました。

その声は、お姉さんでした。

僕は、その時・・・、その、お姉さんの声を聴いて、何故か分からないけれど、急にドキドキしてしまった。

「どうしたの、加藤くん？」

「あ、はい・・・」

僕は、一瞬、沈黙してしまった。

「あの、、お母さんに昨日のお礼を言いたくて、お電話したんですが・・・」

僕は、かろうじて言いました。

「あぁ・・、お母さんね。ちょっと待っててね。」

お姉さんは、そう言って、お母さんを呼びに行きました。

「もしもし。」

「あ、お母さん。昨日は、どうもご馳走様でした。」

「加藤くんね・・。昨日は、こちらこそ・・・。来てくれてどうもありがとうね。」

そう言うと、お母さんは続けて言いました。

「あっ、舞ね・・・。今、まいちゃんは、お友達と一緒に買い物に行くって言って、出掛けちゃってるの。」

「あ、そうですか・・・。それじゃ、また電話します。」

「ごめんなさいね。また電話してね。」

「はい。」

電話を切りました。

夕方になり、彼女から電話がありました。

昨日の、楽しかった事。いろいろ話しました。

でも僕は、どうしても腕時計の事は、恥ずかしくて言えなかった。

電話の最後で、僕は思い切って、彼女にデートの誘いをしました。

すると、彼女は言いました。

「また、家に、遊びに来て欲しいな。」

お姉さんの部屋は、化粧品やアクセサリー、そして、ぬいぐるみでいっぱいでした。

生まれて初めて見る、女性の部屋・・・

殺風景な僕の部屋とは、あまりにも対照的に、僕の目に映りました。

僕が部屋に入ると、お姉さんはドアを閉めました。

「ねえ、ここに座って？」

お姉さんは、勉強机のすぐそばで、小さな椅子を僕に差し出しながら、言いました。

「どうもありがとうございます・・・」

僕は、それ以上の言葉が出ませんでした。

そして、この先何が起こるのか、僕には全く想像出来ませんでした。

その後、また、しばらく沈黙が続きました。

僕は、その沈黙に耐え切れず、部屋をきょろきょろと見渡しました。

何かしゃべる題材を、僕は探していました。

お姉さんは、机の引き出しを開けると、中から何枚かの写真を取り出しました。

「ねえ、これ、見てみて！」

お姉さんは、そう言って、僕に写真を見せてくれました。

家族で写っている、数枚の写真でした。

僕が写真を見ている間、お姉さんは僕の顔と写真とを交互に見ていました。

恥ずかしくて、とてもお姉さんを直視する事は出来ませんでしたが、そんな感じがしました。

化粧の香りのするお姉さんの顔が、僕のすぐ近くにありました。

物凄い接近感・・・

僕は写真を見終わり、お姉さんに、その写真を渡しました。

その時、一瞬、お姉さんの指が僕の指に触れました。

僕は、凄くドキッとしました。

お姉さんは、その時の僕の表情を見て、小さく笑ったような気がしました。

そして、その後すぐに、小声で、お姉さんが言いました。

「ねえ・・、加藤くん・・・」

その時、玄関のチャイムが鳴りました。

お姉さんの部屋は、化粧品やアクセサリー、そして、ぬいぐるみでいっぱいでした。

生まれて初めて見る、女性の部屋・・・

殺風景な僕の部屋とは、あまりにも対照的に、僕の目に映りました。

僕が部屋に入ると、お姉さんはドアを閉めました。

「ねえ、ここに座って？」

お姉さんは、勉強机のすぐそばで、小さな椅子を僕に差し出しながら、言いました。

「どうもありがとうございます・・・」

僕は、それ以上の言葉が出ませんでした。

そして、この先何が起こるのか、僕には全く想像出来ませんでした。

その後、また、しばらく沈黙が続きました。

僕は、その沈黙に耐え切れず、部屋をきょろきょろと見渡しました。

何かしゃべる題材を、僕は探していました。

お姉さんは、机の引き出しを開けると、中から何枚かの写真を取り出しました。

「ねえ、これ、見てみて！」

お姉さんは、そう言って、僕に写真を見せてくれました。

家族で写っている、数枚の写真でした。

僕が写真を見ている間、お姉さんは僕の顔と写真とを交互に見ていました。

恥ずかしくて、とてもお姉さんを直視する事は出来ませんでしたが、そんな感じがしました。

化粧の香りのするお姉さんの顔が、僕のすぐ近くにありました。

物凄い接近感・・・

僕は写真を見終わり、お姉さんに、その写真を渡しました。

その時、一瞬、お姉さんの指が僕の指に触れました。

僕は、凄くドキッとしました。

お姉さんは、その時の僕の表情を見て、小さく笑ったような気がしました。

そして、その後すぐに、小声で、お姉さんが言いました。

「ねえ・・、加藤くん・・・」

その時、玄関のチャイムが鳴りました。

お姉さんは、急いで部屋のドアを開けると、玄関へ走って行きました。

僕も、部屋を出ました。

そして、玄関の方へ目をやりました。

お姉さんは、玄関のドアの覗き窓に目をあて、外を覗きました。

その後、僕の方をチラっと振り返ると、すぐに向き直って、ドアを開けました。

ドアの外には、両手に買い物袋を持った彼女が立っていました。

その時の彼女の笑顔が、とても清々しかった。

彼女はダイニング・ルームに入り、買い物袋を開けて、中からお弁当の様な物を取り出しました。

見ると、それは、ちらし寿司でした。

「あっ、ちらし寿司買って来たんだー！」

「うん、近くのスーパーで見てたら、美味しそうだったから、買って来ちゃった！」

「ねえ、さっそく食べようよ！　はやく、はやくぅ・・・」

「ちょっと待ってよう。私、手を洗って来るよ。」

「じゃあ、私は、お茶を入れるね。」

部屋の中は、まるで花火があがったように、急に騒がしく、明るくなりました。

彼女は、洗面所へ、手を洗いに行きました。

その間、お姉さんは台所へ行き、お茶の用意をしていました。

お湯が沸くと、お姉さんがお茶を入れてくれました。

そして３人は、テーブルの椅子に座り、ちらし寿司を食べました。

そして、ちらし寿司を食べ終わり、少しして、僕はトイレへ行きました。

トイレを出て、僕がリビング・ルームへ戻ろうとした時、彼女とお姉さんは、何やら小声で話をしていました。

その話の内容は、僕には分かりませんでした。

でも、僕が部屋に入り、椅子に座った時には、もう別の話題になっていました。

ただ、二人とも、その表情に、さっきの明るさはありませんでした。

「えっ、なに・・？」

僕は、彼女の、その思いがけない言葉に驚きました。

「ちょっと待っててね。」

彼女はそう言うと、自分の部屋へ入って行きました。

僕は、待っている間、凄くドキドキしていました。

少しして、彼女は部屋から出て来ました。

そして、リビングルームに入り、椅子に座ると、言いました。

「ねえ、手を広げて？」

僕は、何も分からぬまま、手を広げました。

彼女は、手に持っている物を、僕の手のひらにそっと乗せました。

それは、あの「ピンク色の枠のついた腕時計」でした。

僕は、それを見て、ハッとしました！

その時、胸のドキドキが、更に激しくなりました。

「加藤くん、覚えているかな・・・」

彼女は、恥ずかしそうに言いました。

「う、うん・・・。覚えているよ。あの時の、時計だよね。」

「ありがとう・・・。ちゃんと覚えていてくれたんだね・・・」

彼女は、うつむきながら、そう言いました。

「あのね・・・、じつは・・・、この間の帰りに、舞ちゃんが手を振ってくれた時、気がついたんだよ。」

僕がそう言うと、彼女は急に泣き出しました。

僕は、そんな彼女を見ながら、どうして良いのか分からなかった。

本当に、分からなかった・・・

彼女は、ずっと泣いていました。

僕は、どうする事も出来ず、じっと彼女を見ていると、

彼女は、ゆっくりと立ち上がり、

僕に、近寄り・・・

そして、

僕の胸に、顔を寄せて来たのです。

「えっ、なに・・？」

僕は、彼女の、その思いがけない言葉に驚きました。

「ちょっと待っててね。」

彼女はそう言うと、自分の部屋へ入って行きました。

僕は、待っている間、凄くドキドキしていました。

少しして、彼女は部屋から出て来ました。

そして、リビングルームに入り、椅子に座ると、言いました。

「ねえ、手を広げて？」

僕は、何も分からぬまま、手を広げました。

彼女は、手に持っている物を、僕の手のひらにそっと乗せました。

それは、あの「ピンク色の枠のついた腕時計」でした。

僕は、それを見て、ハッとしました！

その時、胸のドキドキが、更に激しくなりました。

「加藤くん、覚えているかな・・・」

彼女は、恥ずかしそうに言いました。

「う、うん・・・。覚えているよ。あの時の、時計だよね。」

「ありがとう・・・。ちゃんと覚えていてくれたんだね・・・」

彼女は、うつむきながら、そう言いました。

「あのね・・・、じつは・・・、この間の帰りに、舞ちゃんが手を振ってくれた時、気がついたんだよ。」

僕がそう言うと、彼女は急に泣き出しました。

僕は、そんな彼女を見ながら、どうして良いのか分からなかった。

本当に、分からなかった・・・

彼女は、ずっと泣いていました。

僕は、どうする事も出来ず、じっと彼女を見ていると、

彼女は、ゆっくりと立ち上がり、

僕に、近寄り・・・

そして、

僕の胸に、顔を寄せて来たのです。

僕は、突然こんな事になってしまい、本当に、どうして良いのか分からなかった。

あの彼女が、こんなに近くにいるなんて、信じられなかった。

でも、

彼女がこんなに近くにいるのに・・・、僕は、手を下にさげたまま、何も出来ないでいた。

そのままの時間が、ずっと過ぎました。

何分経ったのか、それとも、何時間経ったのか、本当に分かりませんでした。

本当に、凄くドキドキして、苦しいくらいだった・・・

でも、何だか分からないけれど・・・

とても、温かく幸せに感じた時間でした。

僕は、手に持った「ピンク色の枠のついた腕時計」を、何度も見ました。

そして彼女の顔と、その腕時計を交互に、何度も見ました。

本当に・・・、心臓が・・・、破裂しそうなくらい、ドキドキしていました。

「バターン！」

その時、いきなりドアが開きました。

その音がしたと同時に、彼女は立ち上がりました！

僕もビックリして、その音の方向を見ました。

お姉さんが、こちらを見ていました。

僕は、お姉さんと目が合ってしまい、その時、凄く気まずかった・・・

とにかく、凄く恥ずかしくて、顔が真っ赤になってしまいました。

彼女を見ると、いつの間にか、椅子に座っていました。

そして彼女は、下を向いて黙っていました。

お姉さんは、台所へ行き、冷蔵庫からジュースを取り出すと、冷蔵庫のドアを強く閉めました！

そして、台所のテーブルの上にあったコップにジュースを注ぎ、一気に飲み干すと、スタスタとスリッパの音をたてて自分の部屋へ戻り、部屋に入ると、また「バタン！」とドアを力強く閉めました。

僕は、呆然としていました。

彼女は、一瞬チラっと僕の方を見ましたが、僕と目が合うと、すぐに窓の外へと目を移しました。

僕も、窓の外を見ました。

外は、いつの間にか、もう夕暮れになっていました。

春の、夕焼け空が、とっても眩しかった・・・

彼女の横顔が、その夕日に照らされて・・・

綺麗だった。

「そろそろ・・・、帰るよ・・・」

じつは正直、僕はもう少しここに居たかったけれど、なんとなく何かを感じ、思いきってそう言いました。

「うん。」

彼女は、一言そういって、立ち上がりました。

僕も、立ち上がりました。

そして僕は、玄関の方へ歩きました。

彼女は、また、外まで送りに来てくれると、僕は思っていた。

玄関で靴を履き、後ろを見ました。

彼女は、そこには居ませんでした。

僕は、玄関のドアを開け、帰りました。

僕は、家に帰る途中、いろいろな事を考えました。

それと同時に、今日あった事、そして、この間の、初めて彼女の家へ行った日の事が、次々と頭の中を交差しました。

初めて彼女の家へ行った日。

あの日は、お母さんも居たし、お姉さんと一緒に音楽を奏でたりして、みんなで楽しく過ごした一日だった。

なんか、とっても家庭的で温かく、幸せを感じた。

でも、今日は、どうして、こんな風になってしまったんだろう・・・

お姉さんの部屋へ誘われて、お姉さんと二人っきりだった時間。

そして、彼女が、僕の胸に顔を寄せて来た時の、あの時間。

どちらも、中学生の僕にとって、生まれて初めての、どうしようもなく刺激的な時間だった。

女の子と、まともに話なんて出来なかった自分。

その、凄く小さな自分の想像よりも、ずっと高い所にあって、見えなかった物。

そんな高い所にあった物が、急に、僕の頭上に降りそそがれた様な・・・

そんな気がした。

そう、あまりに高い所から降って来たから、

どうする事も出来なかったのかも知れません。

その後、彼女から、電話は来ませんでした。

僕からも、電話をしませんでした。

とても温かくて、

とても刺激が強くて、

そして、ほんの少しの幸せを感じた、あの日。

これが僕の、中学生最後の春休みの思い出です。





高校１年の学生生活が始まり

春休みも終わり、僕は、いよいよ高校へ入学しました。

入学してから一週間ほどして、部活のデモンストレーションがあり、僕は体育館で、それを眺めていました。

入れ替わり立ち代り、次々と、いろんな部活のデモンストレーションが行われていたのですが、その時、僕の脳裏に焼きついたものがありました。

それは、合気道でした。

袴姿が、カッコよかった・・・

僕は早速、合気道部に入部しました。

毎朝６時から朝練がありました。

４月と言っても、早朝では、青畳が氷のように冷たかった。

「礼に始まり、礼に終わる。」

そんな、姿勢に憧れ、厳しい練習に耐えた。

昼休みには弁当を食べてからすぐ部室へ行って、野球のバットを膝の裏に挟んで、休み時間中正座をさせられた。

膝の痛みに耐えかねて、ピクリとも動くと、竹刀が飛んで来る。

とにかく、厳しかった。

正座が終わると、全員の先輩の胴衣を畳まされた。

鼻がひん曲がりそうになるくらい、汗臭かった。

放課後の練習も毎日あって、それは、早朝の練習より更にキツかった。

本当に、筋肉痛と打撲症の毎日だった。

そんな、男だけの、汗まみれの毎日を過ごしていました。

ところが、ある日、一通の手紙が届いたのです。

その手紙は、中学３年の時、同じ水泳部で、同じクラスだった女の子からでした。

その女の子は、高円寺近くの女子高へ通っていました。

手紙の内容は、「今度、家で中学時代の友達が集まるので、良かったら来ませんか？」というものでした。

便箋の一番下には、参加する人の名前が書いてありました。

そこには、５人の女の子の名前と、そして、その中で、一人だけ男の子の名前が書いてありました。

その男の子は、中学時代、僕ととても仲の良い友達でした。

僕は、次の日、その手紙を送ってくれた女の子に電話しました。

「僕も、行くよ。」

一週間後の日曜日、僕は、その女の子の家へ行きました。

僕が、その子の家へ着いた時には、もう殆どの友達が集まっていました。

ほんの数ヶ月前の中学時代の友達なのに、なんか、とっても懐かしく感じました。

女の子ばかりで、とても気まずかったけれど、友達の男の子も既に来ていたので、僕は、その友達とずっと話をしていました。

そして、高校での近況などを、話していました。

その後、全員が揃い、皆でお菓子を食べたり、ジュースを飲んだりしました。

わいわい、がやがや、とても賑やかでした。

周りの女の子達を見ると、皆、とても楽しそうに話をしていました。

僕は、相変わらず、男の友達とばかり話をしていました。

なかなか、女の子の輪の中へは入れません。

と、その時、一人の女の子が、僕に話しかけて来たのです。

その女の子は、中学３年の時、一度だけ席が隣になった子でした。

とても明るい性格の子で、気さくに、高校でのいろいろな話を、僕にしてくれました。

話を聞いていると、その子は、今回の集まりに僕を誘ってくれた、この家の女の子と同じ高円寺近くの女子高に通っているという事を知りました。

話の途中、ちょっと沈黙があったのだけど、その子は、その後、唐突に僕に尋ねて来ました。

「ねえ、加藤くんは、部活何してるの？」

「合気道をやっているよ。」

「へえ・・、中学の時は水泳やってたのに、今は、ぜんぜん違うスポーツやってるんだね。」

「うん、なんか武道に、ちょっと憧れてね・・・。奈良さんは、何か部活やってるの？」

「あのね、吹奏楽部でクラリネットをやってるの。」

「へえ、凄いね！」

「あっ、もし良かったら、今度、定期演奏会があるから、聴きに来てくれないかなあ？」

僕は、その子の定期演奏会に誘われました。

中学時代にロック・ギターをやっていた自分にとって、吹奏楽という響きは、とても新鮮に感じました。

そして、クラシック音楽の演奏会なんて、今迄、一度も行った事がなかったし、高校入学と同時に合気道部に入り、音楽から遠ざかっていた自分にとって、それは、とても興味のあるものでした。

「うん、行くよ。」

僕は、その子に言いました。

すると、その子は、その場で、定期演奏会の招待券を、僕に手渡したのです。

１カ月後の日曜日、僕は、吹奏楽の演奏会を聴きに行きました。

場所は、荻窪にある杉並公会堂でした。

公会堂の中へ入ると、既に、人でいっぱいでした。

僕は、きょろきょろと周りを見渡しました。

座る席を探していたのですが、なかなか見つかりません。

やっと、後ろの方で空いている席を見つけて、そこに座りました。

前の方には、制服を着た沢山の女子高生が座っていました。

きっと、同じ高校の生徒なんだと思いました。

数分後、いきなり沢山の楽器の音が聴こえだしました。

そして、その沢山の音が消えたと同時に、幕が上がりました。

次の瞬間、凄く大きな音が、場内に鳴り響きました。

初めて聴くクラシックの生演奏は、僕にとって、本当に感動でした。

演奏が終わり、僕は、手に持っていた花束を、奈良さんに渡しに行こうと、楽屋の方へ向かいました。

階段を降りて、廊下を歩いていると、その廊下の先には鉄のドアがあって、そこには「関係者以外出入り禁止」と書かれていました。

僕は、それを見て、落胆しました。

「あぁ・・、せっかく花束を、渡そうと思ったのになぁ・・・。でも仕方がないか、帰るしかないか・・・」

そんな事を呟きながら、僕は諦めて、今来たばかりの廊下を戻りました。

５メートル位歩いた時だったのですが、その時、後ろから、女の子の笑い声がしました。

思わずちょっと後ろを振り返ると、数人の女子高生が、その鉄のドアを開けて出て来ていました。

僕は、その中の一人の女の子に、声を掛けました。

「あの、この花・・・、クラリネットの奈良さんに渡して貰えませんか・・・」

僕がそう言うと、その女の子は、

「あっ、奈良さんなら、今、控え室に居るので、呼んで来ましょうか？」

と、言ってくれました。

「いえ、これを渡して貰えればいいんです。」

と、僕は言いました。

本当は、僕はその時、奈良さんに来て欲しかったんだと思います。

でも、その時は、やはり・・・、照れてしまった。

その女の子は、

「はい。それじゃ、ちゃんと渡して置きますね！」

と、とても明るく言ってくれました。

その子はそう言うと、また鉄のドアを開けて、中へ入って行きました。

僕は、その鉄のドアの、「ガターン！」と閉まる音がした後、少しの間、なぜか、その場に立ち止まっていました。

たった２、３分の間だったけれど、足が止まってしまった・・・

けれども、僕は、帰りました。

家に着き、夕飯を食べている時、電話のベルが鳴りました。

父親が、受話器を取りました。

少しして、父親が受話器を手にしながら、僕を呼びました。

「泉・・・、奈良さんという女の子から電話だよ。」

僕が電話に出ると、奈良さんのさわやかな声が聴こえて来ました。

「加藤くん、昨日は、綺麗な花束貰っちゃって、どうもありがとう。」

「いや、直接渡せなくて、ごめんね・・・」

「あ、そんな事ないよ。あのね、お花受け取った後、私、すぐに廊下の方へ加藤くん捜しに行ったんだよ。でも、もう帰っちゃったみたいだった・・・」

「えっ、あの後、来てくれたんだね！　そうだったんだ・・・」

あの時、もう少し僕があの場に居たら、会えたのかも知れません。

僕は、その時、凄く後悔しました。

その後、いろいろな話をしました。

そして、最後に、奈良さんにデートの誘いをしようと思い、

「あのさ・・、今度・・・」

と僕が言い掛けた時、奈良さんが言いました。

「そうそう、この間ね、山田さん（パーティに誘ってくれた、同じ女子高の友達）と話してたんだけど、今度さ、みんなで遊園地に遊びに行かない？」

僕は、本当は、二人きりでデートに行きたいと思っていました。

でも、それを言えなくなってしまいました。

「うん、いいよ。」

その後、いろいろな話をしました。

そして、電話を切りました。

二週間後の日曜日、僕は約束の場所、豊島園へ向かいました。

待ち合わせ時間は、朝10時頃でした。

僕は、豊島園に着き、奈良さんを捜しました。

周りは、人でいっぱいでした。

５分位した時、ふいに後ろから声を掛けられました。

僕が振り返ると、そこには・・・

そこには、定期演奏会の時、鉄のドアの前で会った女の子が立っていました。

「加藤さんですよね？」

「あ、どうも・・・、この間は・・・」

僕は、思わずビックリしてしまい、あの時、花束を届けてくれたお礼を言いそびれてしまいました。

その後、何も話さないまま、二人は、周囲をきょろきょろしていました。

５分程して、友達が何人か集まり始めました。

その中に、山田さんもいました。

15分位経って、全員が揃ったのですが、奈良さんは、一番最後に来ました。

男女１名づつ（２人）の子が急に来れなくなったそうなのですが、結局、全員で、僕を入れて男３人、女の子が５人集まりました。

その男子２人は、僕の知らない人でした。

そして、女の子も、奈良さん、山田さん、鉄のドアの前で会った女の子の柴田さん以外は、初めて会う女の子でした。

園内に入り、皆で話しながら、楽しく歩いていました。

僕は、奈良さんと、話しながら歩きました。

途中、山田さんとも話しました。

まず、最初に入ったのは、「アフリカ館」という、ジャングルをジープみたいな車に乗って移動して行くアトラクションでした。

そのジープみたいな車の１台目に、奈良さんは乗りました。

その後、１台目の車には、もう定員分乗ってしまったので、僕は、２台目に乗りました。

僕の隣には、柴田さんが乗っていました。

車が動き出して少しすると、まるでアフリカのジャングルみたいな所に入りました。

すると、突然、大きな象の模型が、こちらへ向かって来たのですが・・・

それに驚いた柴田さんが、「キャー！」と言って、いきなり体を寄せながら、僕のシャツの裾の部分を引っ張りました。

僕は、びっくりしました！

女の子が隣に座っているだけで、それだけでとても緊張していたのに、僕は、すぐそこに居る柴田さんを意識しながら、凄くドキドキしていました。

その後、すぐに、ジープは、その象の模型の場所から遠ざかったのですが、柴田さんは、「また、いつ何が出て来るのか・・・」と言った感じで、僕のシャツの裾から手を離しません。

その時、５メートルほど先を、奈良さんの乗っているジープが走っていました。

館内は、場所によって明るい場所と暗い場所があるのですが、その明るい場所の時、いつ奈良さんがこっちを見ないかと、僕はハラハラしていました。

少しすると、ジャングルの草食動物たちが沢山いるゾーンに入りました。

その時、柴田さんがシャツの裾から手を離しました。

僕は、ちょっと残念な気がしました。

でも、その反面、奈良さんの事を気にしなくて済んだので、少し安心しました。

そして、ジープは次のゾーンに入りました。

そこには、ライオンが、獲物を食べているシーンがありました。

そのライオンを見て、柴田さんが、また僕のシャツの裾を引っ張りました。

そして、ライオンの顔が怖かったのか、僕の体を盾にするかのように、僕の肩のあたりから、ちらちらと覗き込んでいました。

物凄い、接近感・・・

僕は、その時、破裂しそうなくらい心臓がドキドキしました。

柴田さんは、離れようとしません。

と、その時、

前方のジープから、奈良さんが、こちらを見たのです。

「ミステリー・ゾーン」に並んでいる人達は、みんなワクワクとした表情をしていました。

次々に館内へ入って行く車。

そして、次々に出口に到着する車。

出口に到着する車に乗っている人達は、「あそこ、凄かったよね・・・」とか、「あれ、怖かったね！」とか、様々な事を言い合いながら、みんな大きなため息をついていました。

僕達は、それを見ながら、更にワクワクして、心臓を高鳴らしていました。

男子３人、女の子が５人・・・

そして、二人乗りの車。

僕は、心の中で、「誰と乗る事になるんだろう・・・」と、そんな事を意識しながら、ドキドキしていました。

いよいよ、「ミステリー・ゾーン」の入口に着き、みんな順番に２人ずつ車に乗りました。

僕の前は、男子が乗り込みました。

順番として、次は僕が乗らなければいけない雰囲気でした。

その時、僕は、「二人乗りの車で、しかも暗そうな館内の中を、男二人で入るのはつまらないな・・・」と、じつは内心思いました。

でも、仕方なく僕が続いて乗ろうした時、後ろにいた山田さんが、とっさに出て来て、

「ちょっと待って！　男の子が少ないんだから、男の子同士で乗ったら面白くないよ。そこは、私が乗るね。」

と言って、さっさと車に乗ってしまいました。

僕はその時、先頭にいました。

僕のすぐ後ろには、奈良さんと柴田さんが並んでいました。

次の車が到着し、僕は、その車に乗り込みました。

「ミステリー・ゾーン」に並んでいる人達は、みんなワクワクとした表情をしていました。

次々に館内へ入って行く車。

そして、次々に出口に到着する車。

出口に到着する車に乗っている人達は、「あそこ、凄かったよね・・・」とか、「あれ、怖かったね！」とか、様々な事を言い合いながら、みんな大きなため息をついていました。

僕達は、それを見ながら、更にワクワクして、心臓を高鳴らしていました。

男子３人、女の子が５人・・・

そして、二人乗りの車。

僕は、心の中で、「誰と乗る事になるんだろう・・・」と、そんな事を意識しながら、ドキドキしていました。

いよいよ、「ミステリー・ゾーン」の入口に着き、みんな順番に２人ずつ車に乗りました。

僕の前は、男子が乗り込みました。

順番として、次は僕が乗らなければいけない雰囲気でした。

その時、僕は、「二人乗りの車で、しかも暗そうな館内の中を、男二人で入るのはつまらないな・・・」と、じつは内心思いました。

でも、仕方なく僕が続いて乗ろうした時、後ろにいた山田さんが、とっさに出て来て、

「ちょっと待って！　男の子が少ないんだから、男の子同士で乗ったら面白くないよ。そこは、私が乗るね。」

と言って、さっさと車に乗ってしまいました。

僕はその時、先頭にいました。

僕のすぐ後ろには、奈良さんと柴田さんが並んでいました。

次の車が到着し、僕は、その車に乗り込みました。

その後、すぐに奈良さんか柴田さんが乗るのだと、僕は思いました。

そして、どちらが一緒に乗るのかと、僕は意識して、少し緊張していました。

けれども、二人は、すぐに乗ろうとしません。

気になって二人を見てみると、奈良さんと柴田さんが、小声で、何やらコソコソと話をしていました。

その話の内容は、僕には聞こえませんでした。

その時、係員の人が「どうぞ乗って下さい。」と、二人を促しました。

それと同時に、一瞬、柴田さんが奈良さんから離れました。

すると、奈良さんが柴田さんの腕を掴んで、車の方へ連れて来たのです。

柴田さんが車に乗り、僕の隣に座りました。

さっきの事もあり、僕は、凄くドキドキしました。

車は、ゆっくりと走り出しました。

館内に入ると、急に暗くなりました。

前方には、薄っすらと次のドアが見えました。

車が、そのドアを押し開きました。

ドアの中に入ると、小さく、不気味な音が聴こえて来ました。

その音は、次第に大きくなって来ました。

そして、すぐ近くに聞こえた時、目の前に、西洋のお化けみたいなものが現れました！

柴田さんは、「キャー！」と、叫びました。

それと同時に、僕の腕を、力強く掴んだのです。

その時、僕は、凄くドキっとしました！

でも、僕は、何も出来ずに居ました・・・

そして、恥ずかしさのあまり、周囲を観る振りをしていました。

でも・・・、どうしても気になってしまい、僕の腕を掴んでいる、その柴田さんの指を、一瞬見てしまいました。

すると、柴田さんの指が、僕の腕から、スッと離れたのです。

僕は、ハッとしました。

柴田さんは、その気配に気づいた様子でした。

その後、柴田さんは、ずっと黙っていました。

僕も、凄く柴田さんを意識していたのに、最後まで、何もしゃべれなかった・・・

車が、最後のドアを押し開けると、眩しいくらいに、目の前が、急に明るくなりました。

時間は、あっと言う間でした。

僕と柴田さんは、車から降りました。

車から降りても、二人は無言でした。

間もなく、別の男子と一緒の奈良さんの乗った車が、館内から出て来ました。

僕は何気なく、その、奈良さんの乗っている車を、見ていました。

車から、まず、男子が降りました。

そして、奈良さんが、降りようとした時、その男子が、奈良さんに向かい、手を差し伸べたのです。

それを見た時、僕は本当に驚きました。

当時の、高校生の僕の頭の中には、自分から女の子に手を差し伸べるなんて、想像の外の事でした。

その時僕は、その場面を観ながら、まるで映画のワンシーンを観ているような感覚でした・・・

その男子が手を差し伸べると、奈良さんは、一瞬両手を横に振り、恥ずかしそうな仕草をしました。

すると男子は、差し出した手を、更に、突き出すような仕草をしました。

奈良さんは、その指先に目を移すと、うっすらと微笑み、その男子の手に、自分の手を重ねました。

男子は、奈良さんの手を強く引っ張りました。

奈良さんは、その男子に体を引き寄せられ、その時、勢い余って、男子の腰の辺りに顔を埋めた格好になりました。

それと同時に、奈良さんは転んでしまい、地面に手をついてしまいました。

「きゃっ！」

奈良さんは、一瞬、小声で叫びました。

すると男子は、すぐさま転んだ奈良さんを起こし、地面に手をついた奈良さんの汚れた手を、「パンパン・・・」と音をたてて払いました。

そして、その時、その男子は、「大丈夫だった・・？」というような表情をして、奈良さんの顔を覗き込むような仕草をしていました。

僕は、その後、すぐに目を逸らしました。

そして、目を逸らした先には、柴田さんの姿が映りました。

その時、柴田さんは奈良さんと男子の様子を見ていましたが、僕の視線に気がつくと、僕の方をチラっと見て、一瞬小さく含み笑いを浮かべました。

僕は、その含み笑いが何を意味していたのか、その時はまったく分かりませんでした。

その後、いろいろなアトラクションに乗り、とてもドキドキの一日は終わりました。

帰り掛け、僕と奈良さんと、山田さん、そして一人の男子が同じ方向だったので、一緒に電車に乗り、帰りました。

その電車の中では、みんな笑顔で、今日あった楽しい時間の事を話していました。

家の最寄駅に着くと、それぞれ別れて帰って行きました。

奈良さんと山田さんは家が近くだったので、その後も一緒に帰って行きました。

僕は家へ帰り、今日の遊園地での事を、ずっと考えていました。

「あの時、ミステリー・ゾーンの車に乗る時、なぜ奈良さんと柴田さんは入口から離れたのだろう・・・。何を、ひそひそと話していたのだろうか・・・。そして、その後の二人の態度が、なぜ変わってしまったのだろう・・・」

僕は、どうしても不思議でたまりませんでした。

そして僕は、その事が気になった事もあったし、遊園地に誘ってくれたお礼も言いたかったので、思い切って、次の日、奈良さんに電話しました。

奈良さんは、いつもの明るい声で電話に出ました。

「あっ、加藤くん？」

「うん、昨日は、とても楽しかったね。」

「ほんと、楽しかったね。昨日は来てくれてどうもありがとう。」

「いや、誘ってくれて、僕の方こそ、ありがとうだよ・・・」

初めは、そんな有り触れた会話でした。

昨日の遊園地での事を、二人で笑いながら話していました。

しかし、３０分程話した頃、奈良さんは突然、吃驚する事を言ったのです。

「ねえ、加藤くん・・・。柴田さんの事、どう思う？」

奈良さんの唐突な質問に、僕は戸惑いました。

「えっ、なんで急に、そんな事聞くの？」

「どう思っているのかなぁ・・・って思って。」

「いや、昨日で会ったのは２回目だけど、話したのは昨日が初めてだから、まだ良く分からないよ。」

僕は、本心を言いました。

その後、ちょっと沈黙があったのですが、僕が話を続けました。

「そう、昨日は、ミステリーゾーンの時、奈良さん転んじゃったけど、大丈夫だったかな？」

「あ、あの男子ったら、急に強く引っ張るんだもの・・・。膝っ小僧を、ちょっと擦り剥いちゃった・・・」

「それは、痛かっただろうね・・・」

「うん、でも大丈夫・・・、楽しかったから、痛みも忘れちゃったよ！」

そんな様な会話をしていましたが、その後、奈良さんは、また柴田さんの話題に移しました。

「ねえ・・・、加藤くんは、柴田さんといい感じだったよね・・・」

その問いに、僕は、また驚きました。

「いや・・・、そんな事ないよ・・・。一緒にアトラクションに乗ると、そう言う風に見えるかも知れないけど・・・」

「えっ、そうかな・・・、だって柴田さん、かわいいから、加藤くん結構好みなんじゃないかな・・・、って思ったんだけど。」

「いや・・・、そんな事ないって・・・」

僕は、そんな質問を受けて、とても恥ずかしかった・・・

「奈良さんは、何故そんな事を僕に聞くのだろう・・・」と、思いました。

そして、その恥ずかしい質問から逃れようと、僕は逆に、奈良さんに質問をしました。

「でも、奈良さんこそ、あの男子と、とてもいい感じに見えたよ。」

僕がそう言うと、少し沈黙があったのですが、

奈良さんは、小さな声で言いました。

「あ・・・、彼とは、じつは付き合ってるんだ・・・」

「柴田さんはね、とても可哀相な子なの・・・」

「え・・・、なんで・・・？」

奈良さんが、いきなりそんな事を言い出したので、僕は驚きました。

その後、奈良さんは、ゆっくりとした口調で、静かに話し始めました。

「あのね、柴田さんは、小さい頃に両親が交通事故で亡くなってしまって、それ以来ずっと親戚の家で暮らしているの。でも、その親戚の叔父さんと叔母さんがとっても意地悪な人で、いつも怒鳴ったり、暴力を振るったりするらしいの・・・」

「えっ、そんな・・・、柴田さん、可哀相だな・・・。でも、そんな風にぜんぜん見えなかったよ・・・」

僕は、その柴田さんの話に胸が詰まりました。

そう、柴田さんは、とっても明るくて、いつもニコニコしていて、活発で、そんな大変な過去と毎日を過ごしているなんて微塵にも感じられない女の子だったのです。

奈良さんは、続けました。

「それでね、よく手とか足とかにアザ作って学校に来るから、いつも可哀相だな・・って思って・・・」

話している奈良さんも、言葉がゆれて、今にも泣き出しそうでした。

「だから、外に遊びに連れて行けば、そんな辛い時間も少なくて済むと思って、友達みんなで連れ出しているの。」

「そうだったんだ・・・」

僕は、咽が詰まり、それ以上、言葉が出ませんでした。

その後、奈良さんは、話をやめ、堪りきれず、しくしくと泣き始めました。

僕も、涙が出ていました。

数分、そんな時間が過ぎました。

すると、奈良さんは、泣き声を振り払うかのような、少し力強い声で言いました。

「でもね、柴田さん、この間は、とっても楽しかったって言っていたよ！　それでね・・・」

奈良さんは、そこまで言うと、少し時間を置き、続けました。

「じつは、加藤くんに、お願いがあるの。」

「柴田さんはね、とても可哀相な子なの・・・」

「え・・・、なんで・・・？」

奈良さんが、いきなりそんな事を言い出したので、僕は驚きました。

その後、奈良さんは、ゆっくりとした口調で、静かに話し始めました。

「あのね、柴田さんは、小さい頃に両親が交通事故で亡くなってしまって、それ以来ずっと親戚の家で暮らしているの。でも、その親戚の叔父さんと叔母さんがとっても意地悪な人で、いつも怒鳴ったり、暴力を振るったりするらしいの・・・」

「えっ、そんな・・・、柴田さん、可哀相だな・・・。でも、そんな風にぜんぜん見えなかったよ・・・」

僕は、その柴田さんの話に胸が詰まりました。

そう、柴田さんは、とっても明るくて、いつもニコニコしていて、活発で、そんな大変な過去と毎日を過ごしているなんて微塵にも感じられない女の子だったのです。

奈良さんは、続けました。

「それでね、よく手とか足とかにアザ作って学校に来るから、いつも可哀相だな・・って思って・・・」

話している奈良さんも、言葉がゆれて、今にも泣き出しそうでした。

「だから、外に遊びに連れて行けば、そんな辛い時間も少なくて済むと思って、友達みんなで連れ出しているの。」

「そうだったんだ・・・」

僕は、咽が詰まり、それ以上、言葉が出ませんでした。

その後、奈良さんは、話をやめ、堪りきれず、しくしくと泣き始めました。

僕も、涙が出ていました。

数分、そんな時間が過ぎました。

すると、奈良さんは、泣き声を振り払うかのような、少し力強い声で言いました。

「でもね、柴田さん、この間は、とっても楽しかったって言っていたよ！　それでね・・・」

奈良さんは、そこまで言うと、少し時間を置き、続けました。

「じつは、加藤くんに、お願いがあるの。」

その夜、気になってしまい、僕は殆ど眠る事が出来ませんでした。

そして、次の日の朝を迎え、僕は学校へ行きました。

授業中も、ずっと気になって、授業どころではありませんでした。

学校が終わり、僕は急いで家へ帰りました。

家に着くと、母が僕に向かい言いました。

「泉・・・、奈良さんっていう女の子から電話があったわよ。」

僕は、それを聞いた時、緊張が高鳴りました。

「えっ、何時頃？」

「今さっきよ。」

僕は、急いで奈良さんに電話を掛けました。

プルルル・・・

カチャ・・・

「もしもし、奈良ですが・・・」

奈良さんの声でした。

「もしもし、加藤です。奈良さん？」

「あっ・・・、加藤くん、昨日は電話出来なくてごめんね。　あれからすぐに柴田さんに電話したんだけど留守だったから、今日、学校で直接柴田さんに話したよ。」

「そうだったんだね。それで、柴田さんは、何て言ってたの？」

「あ、そう、あのね。東京タワー行きたいって言っていたよ。」

「あ・・、うん、それで・・・、柴田さんは、僕が相手で大丈夫なのかな？」

僕がそう言うと、奈良さんは、また少し時間を置いてから早口で言いました。

「あ、勿論大丈夫だよ。柴田さん、喜んでたよ。」

「・・・そうか、良かった。　それで、いつ行くの？」

「そう、今度の日曜日に行かない？」

「うん、いいよ。じゃ、楽しみにしているよ。」

そんな話の流れで、結局、来週の日曜日に東京タワーへ行く事になりました。

僕は、電話を切り、やっと安堵しました。

そして５日後、いよいよ東京タワーへ行く日曜日を迎えました。

待ち合わせ場所は、山の手線の浜松町駅の西口でした。

僕が到着すると、既に、奈良さんと、彼の根岸くん、そして柴田さんは来ていました。

「おはよう！」

彼らを見つけるなり、僕は、声を掛けました。

その声に、３人はすぐに振り返りました。

「えっ！」

その夜、気になってしまい、僕は殆ど眠る事が出来ませんでした。

そして、次の日の朝を迎え、僕は学校へ行きました。

授業中も、ずっと気になって、授業どころではありませんでした。

学校が終わり、僕は急いで家へ帰りました。

家に着くと、母が僕に向かい言いました。

「泉・・・、奈良さんっていう女の子から電話があったわよ。」

僕は、それを聞いた時、緊張が高鳴りました。

「えっ、何時頃？」

「今さっきよ。」

僕は、急いで奈良さんに電話を掛けました。

プルルル・・・

カチャ・・・

「もしもし、奈良ですが・・・」

奈良さんの声でした。

「もしもし、加藤です。奈良さん？」

「あっ・・・、加藤くん、昨日は電話出来なくてごめんね。　あれからすぐに柴田さんに電話したんだけど留守だったから、今日、学校で直接柴田さんに話したよ。」

「そうだったんだね。それで、柴田さんは、何て言ってたの？」

「あ、そう、あのね。東京タワー行きたいって言っていたよ。」

「あ・・、うん、それで・・・、柴田さんは、僕が相手で大丈夫なのかな？」

僕がそう言うと、奈良さんは、また少し時間を置いてから早口で言いました。

「あ、勿論大丈夫だよ。柴田さん、喜んでたよ。」

「・・・そうか、良かった。　それで、いつ行くの？」

「そう、今度の日曜日に行かない？」

「うん、いいよ。じゃ、楽しみにしているよ。」

そんな話の流れで、結局、来週の日曜日に東京タワーへ行く事になりました。

僕は、電話を切り、やっと安堵しました。

そして５日後、いよいよ東京タワーへ行く日曜日を迎えました。

待ち合わせ場所は、山の手線の浜松町駅の西口でした。

僕が到着すると、既に、奈良さんと、彼の根岸くん、そして柴田さんは来ていました。

「おはよう！」

彼らを見つけるなり、僕は、声を掛けました。

その声に、３人はすぐに振り返りました。

「えっ！」

その声を発したのは、柴田さんでした。

「あっ！加藤くんだったんだ！」

「えっ？」

僕は、一瞬、何が起きたのか、ぜんぜん理解出来ませんでした。

その後、柴田さんは、奈良さんと根岸くんの方を見て、笑っていました。

奈良さんと根岸くんも、目を見合ってクスクスと笑っています。

「もう、奈良さんったら、誰が来るのか全然教えてくれないんだもん！　誰かなと思っていたら・・・」

その柴田さんの言葉で、僕はやっとその意味が解りました。

奈良さんは、僕が来ると言う事を、柴田さんに伝えていなかったのです。

待ち合わせ場所で会ってから、いきなり和やかな雰囲気になりました。

そして、浜松町駅から東京タワーまでは歩いて行ったのですが、途中ずっと、奈良さんと柴田さんは、背中を叩いたりして笑いながら歩いていました。

僕は、根岸くんと、一週間前の豊島園での話題でもちきりでした。

15分程歩くと、東京タワーに着きました。

東京タワーに着くと、チケットを買って、まず「蝋人形館」に入りました。

中に入ると、まず、ハリウッド映画スターのスティーブ・マックィーン、ジェームス・ディーン、マリリン・モンローなどが並び、そして世界の歴史上の指導者のリンカーン、ケネディ、スターリン、毛沢東、ガンジー、吉田茂などが続いて展示されていました。

その後には、おとぎ話の主人公、怪奇映画の主役と続いていたのですが、途中、ビートルズの蝋人形があって、そこでは柴田さんがはしゃいでいました。

「私、ビートルズ大好きなの！」

その言葉に、僕が応えました。

「あ、僕もビートルズは大好きだよ。」

「えっ、本当？」

その時、僕と柴田さんは話が盛り上がりました。

ビートルズの場所で立ち止まって、僕と柴田さんが、そんな話で盛り上がっていると、いつの間にか奈良さんと根岸くんは、そこには居ませんでした。

それに気づき、慌てて急ぎ足で進むと、そこは、中世の拷問コーナーでした。

その時、ふと見ると、奈良さんと根岸くんは、手を繋いで歩いていました。

僕は、それを見て、ビックリしました。

そして、動揺し、急に胸がドキドキしました。

柴田さんを見ると、柴田さんも、かなり意識しているように思えました。

その後、僕も柴田さんも、その二人を見ない様にしていました・・・

しかし僕は、ついつい気になって見てしまい、どうしても視線が、その二人の手の交わる所へ行ってしまうのです。

その後、柴田さんは、何となく、僕から距離を置いている様に感じました。

もしかしたら、気のせいだったのかも知れませんが、その時は、そんな気がして仕方がなかった・・・

そう思うと、ますます僕も意識してしまい、気がつくと、二人はまったく別の蝋人形を観ながら行動していました。

結局、そんな状態で蝋人形館を出たのですが、次は、食事をしようと言う事になり、皆でレストランに入りました。

4人掛けのテーブルに案内され、まず奈良さんと根岸くんが隣り合わせで椅子に座りました。

続いて、僕と柴田さんが、座りました。

４人はそれぞれ料理を注文してから、さっきの蝋人形館での話をして盛り上がりました。

でも僕は、隣の柴田さんの事が気になって仕方がありませんでした。

柴田さんは、ニコニコとした笑顔で話していました。

数十分して、料理がテーブルに並べられました。

でも僕は、緊張をしていて、なかなか食事が咽に通って行きません。

それどころか、普段使っているナイフとフォークが思う様に動かないんです。

結局、僕が一番、食べるのが遅くなってしまいました。

皆が食べ終わって雑談をしている中、僕一人が黙々と食事をしました。

本当にそれが、僕は、恥ずかしくて、どうしようもありませんでした・・・

その後、僕は何とかやっと食べ終わり、皆の雑談に加わりました。

でも、それと同時に、根岸くんが、まるで僕が食べ終わるのを待っていたかのように、「それじゃ、行こうか！」と言って、立ち上がりました。

奈良さんも、立ち上がりました。

と、その時、柴田さんが少し強い口調で言いました。

「えっ！今、加藤くん食べ終わったばかりなのに、食休みさせてあげなくちゃ可哀相だよ。」

その柴田さんの言葉に、僕は胸打たれました。

奈良さんと、根岸くんは、柴田さんの顔を一瞬見て、椅子に座りました。

その後すぐに、奈良さんは、根岸くんの顔を見て、言いました。

「そうだよ。加藤くん、今食べ終わったばかりなのに、可哀相じゃん。」

「なんだよ。お前だって、今、立ったじゃねぇかよ！」

「もう！根岸くんが、立ったからじゃない！」

二人は、喧嘩になってしまいました。

僕は、すぐに言いました。

「あっ、ごめん。僕が食べるの遅かったからね・・・」

そう言うと、柴田さんが、すかさず僕の言葉を制止するかのように言いました。

「そんな、加藤くん謝る事なんてないよ・・・。もう、根岸くん。加藤くんが謝っているんだから、根岸くんこそ謝ってよ！」

柴田さんが、こんな強い口調で言ったのには、その時、本当にびっくりしました。

数秒の沈黙が、ありました。

「あ・・・、俺も、ついイライラしちゃってさ・・・。ゴメン。」

根岸くんが、うつむきながら、そう言いました。

奈良さんも、小声で言いました。

「私も、カッとなっちゃって、ごめんね・・・」

そして奈良さんは、うつむきながら、ちょっと恥ずかしそうにして、続けました。

「でもさー、加藤くんと柴田さんったら、さっき、ビートルズの所でアツアツで、のろのろ歩いてるんだもん。妬けちゃったよ！」

「えっ、そんな事ないよ。」

僕は、その時、本当に、かなり照れてしまい、思わず赤面してしまいました。

その時、一瞬、和やかな雰囲気になりました。

本当、

一瞬、和やかになったかの様に見えました・・・

「おい、妬けちゃったよ・・・って、何だよ！」

根岸くんが、奈良さんのその言葉に反応して、また強い口調で言いました

その時、そのレストランの中は、一瞬しーんと静まり返りました。

周りを見て、奈良さんが慌てて言いました。

「もうやめてよ、根岸くん・・・」

根岸くんは、奈良さんの方を睨みつけていました。

「もういいじゃん！　僕が、もっと早く食べていれば良かったんだから。僕が悪いんだから。根岸くんと奈良さんが喧嘩する事ないから、楽しく行こうよ。」

僕が、二人に向かって言いました。

根岸くんと奈良さんは、まだ不機嫌そうな顔をしていました。

その時は、柴田さんも黙っていました。

その後、四人はレストランを出て、いよいよ東京タワーの展望台へ昇るためエレベーターへ向かいました。

その日は、日曜日という事もあり、人でいっぱいでした。

長蛇の列に並び、のろのろと歩きました。

待っている間、四人は殆ど話をしませんでした。

30分位並び、やっとエレベーターに乗る事が出来ました。

エレベーターに乗ると、普段乗った事のない速いスピードで上昇して行きました。

途中で、耳が聴こえ難くなりました・・・

僕の家には、東京タワーをバックに、僕が親に抱かれて写っている、一枚の写真がありました。

それは、僕がまだ１、２才の頃だったと思います。

僕は小さかったので、その東京タワーの記憶はありません。

でも、「かつて東京タワーへ行った事がある・・・」という意識が、僕の心の中には、とても強く残っていました。

エレベーターが上昇すると共に、僕の気持ちは高ぶりました。

エレベーターが展望台に到着すると、そこから観える景色は、すっかり夕焼け空でした。

「わぁー、きれいー！」

真っ先に窓の方へ走って行ったのは、柴田さんでした。

続いて、奈良さんも、走って行きました。

僕と根岸くんは、ゆっくりと後をついて行きました。

夕日が、四人の頬を照らしていました。

そして、その夕日が照らす西の方向を見ると、あまりにも美しく、くっきりと形取られた富士山が観えました。

「あっ、富士山だ！　すっごい綺麗だね・・・」

僕は、思わず、隣にいた柴田さんに言いました。

「うん・・・、ほんと、きれい・・・」

柴田さんも、うっとりした表情で眺めていました。

そのまま、数十分が過ぎました。

夕日は、次第に沈み、気がつくと、いつの間にか、夜空に変わっていました。

その時、ふと、奈良さんの方を見ると、なんと、根岸くんの腕が、奈良さんの肩に触れていました。

僕は、それを見て、凄く驚き、すぐに目をそむけました。

「同級生の友達が、目の前で、肩を組んでいる・・・」と思ったら、何故か分からないのですが、意味の分からぬ嫉妬心が湧きました。

その後、四人は展望台をゆっくりと一周しました。

そして更に、エレベーターで、地上250メートルの特別展望台へ昇りました。

特別展望台に着くと、そこは、更に夜景が広々と観え、フロアの証明も暗めでした。

その時、奈良さんが言いました。

「ねえ、二人づつ、別々に行動しない？」

「えっ、二人ずつ・・・？」

柴田さんが、答えました。

すると奈良さんは、いきなり柴田さんに近寄り、耳打ちをしました。

その時、奈良さんが何を言ったのか聞き取れませんでしたが、柴田さんの顔が、見る見るうちに赤くなりました。

僕も、それを見て、恥ずかしくなってしまいました。

そして僕は、「それを聞いてはいけない・・・」と瞬間的に思ってしまい、二人から３メートル程遠ざかりました。

柴田さんは、その時、僕の方を意識したような感じで、ちらっと見ました。

奈良さんは、なんと次の瞬間、根岸くんと手を繋いで、足早に歩いて行ってしまったのです。

僕は、その二人の行動に、驚きました。

そして僕は、柴田さんを意識し、ちらっと見ました。

柴田さんも、僕の視線に気づき、もう一度、僕の方を、ちらっと見ました。

もう、そこには、奈良さんと根岸くんの姿はありません。

僕と柴田さんは、残されてしまいました。

僕はその時、これからどうしたら良いのか、まったく分からなくなりました。

柴田さんは、顔を赤らめたまま下を向いています。

その柴田さんの姿を見て、僕も意識してしまい、とても恥ずかしくなりましたが、それと同時に、柴田さんを、愛おしくも感じました。

「一緒に・・・、夜景・・・、観ようか・・・」

僕は、勇気を振り絞って、言いました。

その時、一瞬、沈黙がありました。

僕は、唾を飲み込みました・・・

少しして、柴田さんは、答えました。

「うん・・・・」

僕と柴田さんは、黙って歩き始めました。

その時二人は、お互いを意識し合い、歩調を合わせて歩いていたと思います。

柴田さんは、恥ずかしそうに、ずっと、うつむいた感じでした。

そして、何故か１メートル位の、一定の距離を保って歩いていた様に見えました。

僕はその距離感に、どう対応すれば良いのか、とても迷いました。

その状態で、１０分程経ちました。

その日は日曜とあって、人も多く、特別展望台のフロアは、気がつくと人の声でざわめいていました・・・

柴田さんはその後、時おり、僕に話しかけてくれましたが、でも僕は、その言葉を、なかなか聞き取れません。

「えっ・・・？」

僕が、首を傾げるような仕草をすると、柴田さんは、少し大きな声で話してくれました。

僕は、その声を聴き逃すまいと、柴田さんに近寄り、耳を傾けました。

柴田さんも、僕に近寄りました。

と、その時、横を歩いていた人に押されて、柴田さんの肩が、僕の胸に、ほんの少しだけ触れました。

「あっ！」

「ごめんなさい。大丈夫？」

突然横を歩いていた中年の女性が、心配そうに覗き込みながら言いました。

「あ・・・、大丈夫です。」

柴田さんが、答えました。

その女性は、僕と柴田さんの顔を交互に見ると、そのまま先を歩いて行きました。

僕と柴田さんは、さっきまで普通に話をしていたのに、これをきっかけに急に、また沈黙してしまいました。

僕の胸には、さっき柴田さんが触れた肩の感触が残っていました・・・・

僕は、恥ずかしさのあまり、柴田さんの顔を見る事が出来ません。

柴田さんも、僕の顔を見ないようにしている感じがしました。

二人は、そのままの状態で、ゆっくりと窓側まで歩きました。

窓側に着くと、そこは、夜景を観覧する人でいっぱいでした。

窓いっぱいに、横に人が並んでいて、外の景色があまり見えません。

僕と柴田さんは、体を傾けたり、背伸びをしたりして、一生懸命外の景色を見ようとしました。

でも、何とか窓の一番近くで景色を見たいと思い、窓に並んでいる人が空くのを待ちました。

５分程して、前のカップルが退きました。

僕達は、慌てて、その隙間に入りました。

横並びの観覧客は、ぎゅうぎゅうに詰まった状態で夜景を見ていました。

その時、僕と柴田さんの肩は、密着しました・・・

「いえ・・・、そんな事ないです・・・」

・・・と、柴田さんは、恥ずかしそうに、下を向きながら言いました。

僕は、その時、何となく残念でした。

でも不思議と、その一言に・・・、その仕草に・・・、何となく惹かれました。

その時、柴田さんが「はい」と答えたら、もしかしたら僕は、幻滅していたかも知れません。

でも、ほんの少し残念な気持ちもあって、本当に複雑でした。

でも・・・、

その時の僕には、それがなぜ、複雑な気持ちになったのかが、自分では本当に分かりませんでした。

女性は、黙って微笑みを浮かべながら、外の夜景に目を移しました。

僕と柴田さんは、それに倣うかの様に、ほぼ同時に夜景に目を移しました。

その場で、10分以上は観ていたと思います。

でもその間、僕と柴田さんとの会話は、全くありませんでした・・・

僕は、その沈黙の時間に耐え切れず、柴田さんに向かい、小声で言いました。

「そろそろ、移ろうか・・・」

「うん・・・」

二人は、その場を離れて、場内を右回りに歩きました。

歩いている時も、二人は無言でした・・・

二人は、何気なく、遠目で、外の夜景を眺めながら歩いていたのですが・・・

そう・・・、

本当に・・、何気なく外を眺めながら歩いていました・・・・

すると、そこに・・・、

驚く光景を、目の当たりにしたのです。

「いえ・・・、そんな事ないです・・・」

・・・と、柴田さんは、恥ずかしそうに、下を向きながら言いました。

僕は、その時、何となく残念でした。

でも不思議と、その一言に・・・、その仕草に・・・、何となく惹かれました。

その時、柴田さんが「はい」と答えたら、もしかしたら僕は、幻滅していたかも知れません。

でも、ほんの少し残念な気持ちもあって、本当に複雑でした。

でも・・・、

その時の僕には、それがなぜ、複雑な気持ちになったのかが、自分では本当に分かりませんでした。

女性は、黙って微笑みを浮かべながら、外の夜景に目を移しました。

僕と柴田さんは、それに倣うかの様に、ほぼ同時に夜景に目を移しました。

その場で、10分以上は観ていたと思います。

でもその間、僕と柴田さんとの会話は、全くありませんでした・・・

僕は、その沈黙の時間に耐え切れず、柴田さんに向かい、小声で言いました。

「そろそろ、移ろうか・・・」

「うん・・・」

二人は、その場を離れて、場内を右回りに歩きました。

歩いている時も、二人は無言でした・・・

二人は、何気なく、遠目で、外の夜景を眺めながら歩いていたのですが・・・

そう・・・、

本当に・・、何気なく外を眺めながら歩いていました・・・・

すると、そこに・・・、

驚く光景を、目の当たりにしたのです。

そこには、ある男女二人が接吻をしている姿がありました。

初めは、本当に、それが誰なのか分かりませんでした。

でも、その二人が誰なのかは、その後、すぐに分かりました。

僕は、そこから目を離す事が出来ませんでした。

見てはいけないもの・・・と思いながらも、意思とは反対に体が動かないのです。

柴田さんも、同じ心境だったと思います。

その時、

「あっ・・・、加藤くんと柴田さん・・・」

奈良さんが、僕達の視線に気づき、慌てた口調でしたが、小声で言いました。

二人は、すぐに離れました。

その後、四人は、ずっと無言でした。

僕は、誰が先に声を発するのかと、ずっと緊張していました。

10分以上、その状態が続いたと思います。

「行こうか。」

根岸くんが、手招きをしながら、小さな声で言いました。

四人は、エレベーターに乗り、降りました。

そのエレベーターの中は、何とも言えぬ重い空気が流れていました。

特別展望台から、展望台。

そして、地上に降りると、外へ出ました。

四人は無言のまま、目的も決まらず、ただ歩いていた感じでした。

後ろを振り返り、上を見上げると、さっき居た特別展望台がずっと上の方に見え、赤く光る東京タワーがそびえ立って、目の前へ迫ってくる様に、凄く大きく見えました。

周りのビルの明かりも、黄色く光っていました。

街灯が、遠くにいくつか見えました。

そして四人は、その街灯が転々と並んでいる方向へ、自然に歩いていました。

そこは、夜の公園でした。

そこには、ある男女二人が接吻をしている姿がありました。

初めは、本当に、それが誰なのか分かりませんでした。

でも、その二人が誰なのかは、その後、すぐに分かりました。

僕は、そこから目を離す事が出来ませんでした。

見てはいけないもの・・・と思いながらも、意思とは反対に体が動かないのです。

柴田さんも、同じ心境だったと思います。

その時、

「あっ・・・、加藤くんと柴田さん・・・」

奈良さんが、僕達の視線に気づき、慌てた口調でしたが、小声で言いました。

二人は、すぐに離れました。

その後、四人は、ずっと無言でした。

僕は、誰が先に声を発するのかと、ずっと緊張していました。

10分以上、その状態が続いたと思います。

「行こうか。」

根岸くんが、手招きをしながら、小さな声で言いました。

四人は、エレベーターに乗り、降りました。

そのエレベーターの中は、何とも言えぬ重い空気が流れていました。

特別展望台から、展望台。

そして、地上に降りると、外へ出ました。

四人は無言のまま、目的も決まらず、ただ歩いていた感じでした。

後ろを振り返り、上を見上げると、さっき居た特別展望台がずっと上の方に見え、赤く光る東京タワーがそびえ立って、目の前へ迫ってくる様に、凄く大きく見えました。

周りのビルの明かりも、黄色く光っていました。

街灯が、遠くにいくつか見えました。

そして四人は、その街灯が転々と並んでいる方向へ、自然に歩いていました。

そこは、夜の公園でした。

公園に入るまでは、人の話し声やコツコツという足音、そして車の走る音が聴こえていたのですが、公園に一歩足を踏み入れると、それらの音は、いきなり消え、辺りは急にシーンと静まり返りました。

その時、柴田さんは、少し不安そうな顔をしながら歩いていました。

その顔を見て、僕は、何か声を掛けて上げたくなりました。

「ねえ、東京タワーのすぐ近くに、こんな綺麗な公園があるんだね。」

「うん、でも夜の公園って、ちょっと恐いね・・・」

柴田さんは、周りをキョロキョロと見渡しながら言いました。

その二人の会話を聴いて、奈良さんが言いました。

「あ、私ね、前にここ来た事あるの。でも、その時は昼間だったけどね。」

奈良さんは、そこまで話すと、更に続けました。

「でも・・・、昼の公園と、夜の公園は、まったく別の顔ね・・・。昼間は子供が遊んでいたり、ハトが沢山いたりして賑やかな感じなのに、夜はひっそりとしていて、人も居ないんだね。」

「ほんとだなあ。誰も居ないねぇー！」

奈良さんの言葉で安心したのか、根岸くんが、先程の沈黙は何処へ行ったのかと思うほど、明るい口調で言いました。

その瞬間で、何となく皆の気持ちが明るくなりました。

そんな気がしました・・・

「でも、人が居ない夜の公園って、ちょっと恐いけど、ロマンチックな感じね・・・」

柴田さんが、小声で言いました。

すると、奈良さんが急に大きな声を発し、驚く事を言ったのです。

「そうだ！　ねえ、加藤くんと柴田さん、手を繋いじゃえば？」

「えっ！」

僕は、ビックリして、思わず声を発してしまいました。

同時に、凄く胸がドキドキしました。

その時、当然僕は、柴田さんの方を意識しました。

直視出来ませんでした。

あまりに恥ずかしかった・・・

でも僕は、柴田さんの反応が気になって仕方がありません。

僕は、柴田さんの事を直視は出来なかったのですが、でも、何となく様子を感じる事は出来ました。

僕は柴田さんに、全神経を集中させていました。

柴田さんは、手が小刻みに動き、何となく落ち着きがない様に感じました。

すると、いきなり、奈良さんが柴田さんの方を向きながら、言ったのです。

「もう、手を繋がないんだったら、この間言ってた事、加藤くんに・・・」

「やめてー！」

柴田さんは、両手を振りながら奈良さんのその言葉を制止しました。

僕は、ビックリして柴田さんを見ました。

でも、その時僕は、その言葉の意味が、まったく分かりませんでした。

柴田さんも、その僕の視線を感じた様子で、僕を見ました。

目が合いました。

「あっ、暗くて見えなかったけど、人が居たんだね・・・」

僕がそう言うと、

「さっきまで誰も居ないと思っていたから、ちょっと安心・・かな。」

柴田さんが、ゆっくりとした口調で言いました。

僕は、柴田さんが安心してくれたと思い、少しほっとしました。

その時、奈良さんと根岸くんは、２メートルほど前方を歩いていました。

そして四人は、そのまま公園の道に沿って歩いて行ったのですが、少しして、また女性の声が聴こえました。

その声は、先程よりも、ずっと近くで聴こえました。

僕は、その声のする方向へ目を移しました。

しかし、その姿は見えませんでした。

でもその時、前方を歩いていた奈良さんと根岸くんが、急に、右の方へなだれ込むように、急ぎ足で歩き始めたのです。

その急な行動が、僕には意味が分かりませんでした。

でも僕は、何となく気になったので、もう一度、その声のした方向へ目を移しました。

すると、そこには、ベンチで男女が向き合っている姿がありました。

「あっ・・・」

僕は、思わず声を出しそうになりました。

勿論、隣で歩いていた柴田さんも、それに気がつきました。

「ねえ、こっち・・・」

柴田さんは、小声で僕にそう言うと、僕の手を強く引っ張るような感じで、奈良さんと根岸くんの行く方向へ、小走りに走り出しました。

僕と柴田さんは、やっと奈良さんと根岸くんの近くに追いつきました。

僕は、胸がドキドキしていました。

そして僕は、あまりの緊張に、汗をびっしょり掻いていました。

こんな光景は、生まれて初めて目にしました・・・

四人は、その後、少し落ち着き、ゆっくりとした歩調で歩きました。

先程の公園の道から反れてしまったので、その周りには植木が沢山ありました。

すると、その時、目の前の植木が・・・

「あっ、暗くて見えなかったけど、人が居たんだね・・・」

僕がそう言うと、

「さっきまで誰も居ないと思っていたから、ちょっと安心・・かな。」

柴田さんが、ゆっくりとした口調で言いました。

僕は、柴田さんが安心してくれたと思い、少しほっとしました。

その時、奈良さんと根岸くんは、２メートルほど前方を歩いていました。

そして四人は、そのまま公園の道に沿って歩いて行ったのですが、少しして、また女性の声が聴こえました。

その声は、先程よりも、ずっと近くで聴こえました。

僕は、その声のする方向へ目を移しました。

しかし、その姿は見えませんでした。

でもその時、前方を歩いていた奈良さんと根岸くんが、急に、右の方へなだれ込むように、急ぎ足で歩き始めたのです。

その急な行動が、僕には意味が分かりませんでした。

でも僕は、何となく気になったので、もう一度、その声のした方向へ目を移しました。

すると、そこには、ベンチで男女が向き合っている姿がありました。

「あっ・・・」

僕は、思わず声を出しそうになりました。

勿論、隣で歩いていた柴田さんも、それに気がつきました。

「ねえ、こっち・・・」

柴田さんは、小声で僕にそう言うと、僕の手を強く引っ張るような感じで、奈良さんと根岸くんの行く方向へ、小走りに走り出しました。

僕と柴田さんは、やっと奈良さんと根岸くんの近くに追いつきました。

僕は、胸がドキドキしていました。

そして僕は、あまりの緊張に、汗をびっしょり掻いていました。

こんな光景は、生まれて初めて目にしました・・・

四人は、その後、少し落ち着き、ゆっくりとした歩調で歩きました。

先程の公園の道から反れてしまったので、その周りには植木が沢山ありました。

すると、その時、目の前の植木が・・・

すると、その時、目の前の植木がガサガサっと音がしました。

僕達はその音にビックリして、ほぼ同時に植木の方を見ました。

なんと、そこにもカップルがいたのですが、不思議な感じでした。

僕には、全く、意味が分かりませんでした。

意味が分からないのに、何故か、僕は心臓が凄くドキドキしていました・・・

そして僕は、とても気になりながらも、無意識に早歩きになっていました。

気がつくと、僕と柴田さんは前に、奈良さんと根岸くんは後ろに歩いていました。

少し歩くと、公園の道に出ました。

僕達は、その道に沿って歩きました。

道を歩いていると、その後、様々なカップルとすれ違いました。

僕は、そのカップル達とすれ違うたびに、柴田さんを凄く意識してしまいました。

僕は、本当に何も分かりませんでした。

だから、カップルとすれ違うたびに、そのカップル達と同じようにしなければいけないのか・・・と、そんな事ばかり、ずっと考えていました。

でも・・・

そのカップル達は、あまりにも大人で・・・

そう、ずっとずっと大人で、違う世界の人間のような気がしました。

僕には、とても手の届かない世界のような・・・

そんな気持ちの中で、僕は歩いていました。

その後、僕達は公園の外へ出ました。

そして、浜松町駅へ向かい、電車に乗り、家路につきました。

東京タワーでの休日。

気がつくと、あっと言う間でした。

でも、本当にドキドキして、僕にとって、あまりにも刺激的な一日でした。

その日から、僕は柴田さんに好意を寄せていました

でも、その後、僕は何故か、柴田さんに連絡をしなかったのです。

何故その時そうしてしまったのか、今の僕には全く分かりません・・・

しかし、

それから、１カ月程したある日、柴田さんから一通の手紙が届いたのです。

その手紙には、

「今度、私の高校の学園祭があるので、もし良かったら来ませんか？」

と書いてありました。

僕は、その日のうちに返事を書きました。

そして僕は、二週間後のある日、柴田さんの高校の学園祭を訪れたのです。

門をくぐると、そこは女子高生でいっぱいでした。

明るく高い声が、あちこちに響き渡っていました。

男子校にはない、とても明るく爽やかな空気がそこにありました。

僕は、柴田さんの教室を探しました。

先ず玄関に入り、スリッパに履き替えて、廊下を歩きました。

そして、階段を上って、二階に行きました。

あちこち探していたのですが、やっと柴田さんの教室を見つけました。

その教室では喫茶店をやっていたのですが、教室の中へ入ると柴田さんがエプロン姿で居ました。

柴田さんは、すぐに僕に気がついてくれました。

「あっ、加藤くん！　こっちに来て・・・」

柴田さんは手招きをしながら、窓際にあるテーブルに案内してくれました。

僕が椅子に座ると、すぐ隣の椅子に柴田さんは座りました。

その時、かすかに石鹸の香りがしました・・・

僕は、一瞬ドキっとしました。

でも、その時、なぜドキっとしたのかは自分でも分かりませんでした。

そして、教室の中には沢山の女子高校生がいたのですが、僕と柴田さんが椅子に座ると、なぜか５人ほどの女の子が急ぎ足で集まって来ました。

僕は、その足音に気づき、急に何が起こったのかビックリして、女の子達を見ました。

５人の女の子達は、あっと言う間に、僕と柴田さんの周りを囲みました。

僕は、何が起こったのかとビックリして見ていると、その５人の女の子は一斉に柴田さんを質問責めにしました。

「わ～！柴田さん、どうしちゃったの？」

「この男の子、誰？」

「彼氏？」

「そう言えば、この間言ってた人？」

柴田さんは、見る見る内に顔が真っ赤になりました。

僕も、そんな柴田さんを見て、本当に恥ずかしくてどうしようもなくなりました。

すると、柴田さんは・・・

「もう、皆やめてよ。彼氏じゃないんだってば・・・」と、小声で言いました。

その時、柴田さんは、きっと苦し紛れに言ったのだと思います。

でも、僕は何となく、寂しい気持ちになりました。

いや、勿論、付き合っている訳でもないのに、そんな事を思うのは可笑しな事なのだけれど・・・

でも僕には、その時、本当に、「何処からが付き合っていると言い、そして、何処までが、まだ付き合っていない状態なのか・・・」と言う事が全然解りませんでした。

僕の気持ちだけが、いつの間にか勝手に空回りしていたのだと思います。

その教室で、僕と柴田さんは紅茶を飲みました。

柴田さんは、その後、口数が少なくなりました。

きっと、意識していたのだと思います。

いや、もしかしたら、自分が発した言葉に、意識していたのかも知れません・・・

紅茶を飲み終わると、居てたまらなくなり、僕は、言いました。

「外へ行かない？」

「うん。」

柴田さんは、すぐに答えました。

二人は、廊下へ出ました。

すると、柴田さんは、僕の手を握ったのです。

僕は、手を握られて、本当にビックリしました！

さっき、柴田さんの「彼氏じゃないんだってば・・・」の言葉にショックを受けていた自分にとって、これは信じられない事でした。

何がどうなっているのか、本当に分かりませんでした。

「どこからが彼氏なんだろう・・・、そして、どこまでが彼氏と言わないんだろう・・・」という事が、僕には本当に解らなかったので、「さっき、彼氏じゃないと言ったのに、手を自分から繋いで来たのは一体何なんだろう・・・」と、その時凄く考えました。

廊下で、手を繋いで歩いている間、僕は、その事を、ずっと考えていました。

気がつくと、僕と柴田さんは、外を歩いていました。

校庭に出ると、そこには幾つかのテントがあり、いろいろな食べ物や飲み物を売っていました。

「ねえ、何か食べない？」

柴田さんが、言いました。

「そうだね・・・、何がいいかなあ・・・」

と言いながら、僕が選んでいると、

柴田さんが、急に大きな声で言いました。

「あっ！おでん食べよっか！」

「あ、いいね。」

僕と柴田さんは、おでん売り場のテントの中に入りました。

そして、おでんを選んで、お金を払う時、財布を取るために・・・、

手が離れました。

そして、お金を払い終わり、また手を繋ぎたいと思ったのですが、なかなか自分の手が思うように動かないのです。

僕は、自分の手が思うように動かず、とても歯痒い気持ちでした。

その後、おでんを食べながら、しばらく歩いていたのですが・・・・

ふとした所に段差があり、そこにつまづいてしまい、僕は、おでんを投げ飛ばし転んでしまいました。

「あっ・・・！」

僕は、土のところに転んでしまったので、膝、肘、手のひらなど体中泥だらけになってしまいました。

「大丈夫！？」

柴田さんは、ビックリして僕の顔を見ました。

僕は、その時、目から火が出るほど恥ずかしかった・・・

僕は恥ずかしさのあまり柴田さんを直視出来ないまま、ゆっくり起き上がりました。

そして、体中の泥を手で払いました。

すると、柴田さんは近くへ寄ってきて、僕の服を払ってくれたのです。

「あ・・、大丈夫だよ・・・」

僕は慌てて、照れながら言いました。

「だって、こんなに汚れちゃって・・・、どうしようか。」

柴田さんは、僕の服を払いながら優しい口調で言いました。

「あ、ほんとに大丈夫だよ。」

僕が、そう言うと、柴田さんは続けて言いました。

「怪我はない？」

僕はその時、本当は膝と肘が怪我しているのが、その痛みで分かりました。

でも、僕は、今のこの恥ずかしい状態から逃れようとして、言いました。

「あ、怪我はないよ。行こうか・・・」

そして、僕と柴田さんは、また歩きました。

しばらく歩いていたのですが、次第に膝に沁みるような痛みを感じたので、そっと見てみました。

すると、ズボンに、血が大きくにじんでいるのが見えました。

その時、あいにく白いズボンを履いていたので、その血が凄く目立っていました。

僕は、それでも見ぬふりをしながら歩いていたのですが、

「ねえ、加藤くん・・・」

と、柴田さんが僕の方を見た瞬間、柴田さんは、僕の膝の赤いものに気がつきました。

「あっ、凄い血が出ているよ！」

柴田さんはそう言うと、しゃがんで、僕の膝にそっと手をあてがいました。

その時、僕は物凄くドキドキしました。

「これ、結構血が出てるよ・・・」

柴田さんはそう言うと、僕のズボンをめくり上げました。

「あっ・・」

その時、ズボンに傷口が擦れて、激しい痛みが走りました。

僕は立った状態だったのですが、膝までズボンをめくり上げるには、かなりその痛みに耐えなければなりませんでした。

「あ・・・、もっと優しく上げて貰えないかなあ・・・」

「あっ、ごめんね。これで大丈夫？」

柴田さんは、僕の顔を見上げながら言いました。

やっとズボンが膝の上まで上がり、傷口が露出しました。

やはり、思ったとおり、かなり血が出ていました。

「キャー！　こんなに血が出てるよ。　これは保健室に行って治療して貰った方がいいよ！」

柴田さんは、それを見るなり、大きな声で言いました。

僕は、その声に、逆にビックリしました。

「いや、大丈夫だって・・・。こんなの、すぐに治るよ。」

僕がそう言うと、柴田さんは、更に大きな声で言いました。

「ダメダメ！　ばい菌が入っちゃったら大変だよ！」

そう言うと、柴田さんは急に立って、僕の腕を掴みました。

「ねっ、行こっ。」

結局、僕は保健室へ行きました。

保健室の扉を開けると、そこには女性の保健の先生が椅子に座っていました。

柴田さんは、保健室に入るなり言いました。

「あの・・、すみません。怪我しちゃったんですけど・・・」

その声に反応して、保健の先生はこちらを振り向きました。

「あら、どこ怪我しちゃったの？」

そう言われて、僕は、保健の先生に近寄り、足を差し出しました。

「あ、ここなんですけど・・・」

「まあ・・、随分血が出てるわね・・・。ちょっと、そこに座って。」

僕は、保健の先生の傍らにあった椅子に腰かけました。

その時、柴田さんは黙っていました。

保健の先生は、テーブルの上に置いてあるガラス器のビンを開け、ピンセットで中から消毒液漬けのガーゼを取り出し、それを僕の膝に当て、こすりました。

「うっ・・・」

一瞬、かなり滲みました。

保健の先生は、次に、テーブルから別の器に入っている黄色い濡れたガーゼを取り出し、僕の膝に宛がいました。

そして、その後、乾いたガーゼを乗せ、その上から包帯を巻き始めたのですが、

その時、保健の先生の指が、僕の足に触れました・・・

「あ、うん、面白そうだね。行ってみようか。」

僕はそう言ってしまったけれど、これから何が起こるのかと、少し緊張しました。

渡り廊下を通過して、校舎の裏に出ました。

そのまま校舎にそって歩いて行くと、壁に囲まれたとても狭い通路のようなものが見えました。

「こっちよ。」

僕は、そのまま柴田さんについて行きました。

そして、狭い通路に入ると、柴田さんは僕の手を引き、誘導しました。

学園祭で賑やかだった校舎や校庭からは想像も出来ないくらい、そこは静かでした。

その無音の空間で、自分と柴田さんしか居ないという事に、僕は、はっと気づき、急にドキドキして来ました。

２０メートル程歩くと、校舎の外壁がへこんでいる部分があり、そこには、幾つもの鉄格子が連なる「牢屋」がありました。

「ギーーー・・・」

柴田さんは、その牢屋の、鉄格子のドアを開けました。

中へ入ると、そこは薄暗く、冷たく、そして、カビ臭い空間でした。

部屋の広さは、だいたい３畳ほどだったと思います。

天井は低く、背伸びをすると頭がぶつかってしまうほどでした。

その狭い部屋に二人きりで入り、その時、僕の心臓は張り裂けそうなくらいドキドキしていました・・・

「ここが、牢屋なの。」

「へえ・・・、凄い場所だね。」

「ここはね・・、うちの高校で七不思議って言われてる中の一つなの。この牢屋が、いったい何の為にあるのか分からないのよ。」

僕は、その部屋の中を改めて見渡しました。

体を回転させ、そして、僕が柴田さんに背を向けた時でした・・・

「あ、うん、面白そうだね。行ってみようか。」

僕はそう言ってしまったけれど、これから何が起こるのかと、少し緊張しました。

渡り廊下を通過して、校舎の裏に出ました。

そのまま校舎にそって歩いて行くと、壁に囲まれたとても狭い通路のようなものが見えました。

「こっちよ。」

僕は、そのまま柴田さんについて行きました。

そして、狭い通路に入ると、柴田さんは僕の手を引き、誘導しました。

学園祭で賑やかだった校舎や校庭からは想像も出来ないくらい、そこは静かでした。

その無音の空間で、自分と柴田さんしか居ないという事に、僕は、はっと気づき、急にドキドキして来ました。

２０メートル程歩くと、校舎の外壁がへこんでいる部分があり、そこには、幾つもの鉄格子が連なる「牢屋」がありました。

「ギーーー・・・」

柴田さんは、その牢屋の、鉄格子のドアを開けました。

中へ入ると、そこは薄暗く、冷たく、そして、カビ臭い空間でした。

部屋の広さは、だいたい３畳ほどだったと思います。

天井は低く、背伸びをすると頭がぶつかってしまうほどでした。

その狭い部屋に二人きりで入り、その時、僕の心臓は張り裂けそうなくらいドキドキしていました・・・

「ここが、牢屋なの。」

「へえ・・・、凄い場所だね。」

「ここはね・・、うちの高校で七不思議って言われてる中の一つなの。この牢屋が、いったい何の為にあるのか分からないのよ。」

僕は、その部屋の中を改めて見渡しました。

体を回転させ、そして、僕が柴田さんに背を向けた時でした・・・

自分の胸の辺りに、温かいものを感じました。

僕は、その温かいものの方へ目を向けました。

そこには、柴田さんの手がありました。

僕はその時、なぜ柴田さんの手がそこにあるのか、一瞬、意味が分かりませんでした。

「ああぁ・・・」

僕は、その手を意識してしまい、急に胸が破裂してしまいそうな位ドキドキしました。

僕は、柴田さんの方へ振り向きました。

柴田さんは、顔を斜めにして、下を向きながら僕の背中を抱きしめていました。

「柴田さん・・・・、どうしたの？」

僕が尋ねると、柴田さんは、今迄よりも更に強く、僕の体を抱きしめました。

柴田さんは、何も言わず黙っていました。

そのまま、ずっと時間は経過しました・・・・

何分経ったのか、何十分経ったのか、全然分かりません・・・・

すると、学校のチャイムが鳴りました。

柴田さんは、ぽつりと小声で言いました。

「あっ・・・、もう行かなくちゃ・・・・」

柴田さんはそう言うと、うつむきながら、上目遣いでチラっと僕の顔を見ました。

そして、小さな声でもう一度、言いました。

「行こっか・・・」

「うん・・・」

僕は、答えました。

柴田さんが先に、牢屋を出ました。

僕は後から出て、鉄格子のドアを閉めました。

僕と柴田さんは、また狭い通路をぬけ、歩いて行きました。

柴田さんは、ずっと黙っていました。

そして、校舎の裏側に出た時、柴田さんが、さっきよりも、もっと小さな声でぽつりと言いました。

「さっきは、ごめんね・・・」

僕は、急にそう言われ、戸惑いました。

何と言葉を返して良いのか、本当に思いつかなかったんです。

そして、そのまま、１分程時間が経ちました・・・

僕は、何か一言いえば良かったのに、その時、すぐに言葉を返す事も出来ないで、チャンスを失いました。

と、その時、柴田さんが先に言葉を発しました。

「加藤くん、門まで送るね・・・」

「うん・・・」

僕は、その時、自分の意思と反対の事を言ってしまいました。

でも、「門まで送るね・・・」という言葉は、何を意味していたのかという事を、その時、僕は、ふと気がついたのです。

「さっきは、ごめんね・・・」という柴田さんの言葉に対して、僕はすぐに何も言えなかった。

きっと柴田さんにとって、それは屈辱だったんだと思いました。

僕は、自分を責めました。

しかし、そう思いながらも、時間は経過し、いつの間にか学校の門へ着いてしまいました。

「じゃ、またね。」

柴田さんが、言いました。

「うん、またね。」

僕はそう言い、門をくぐり、学校を後にしました。

僕は、帰り道を歩きながら、ずっと、さっきの事を後悔していました。

「あの時、何故、本当の気持ちを素直に言えなかったのだろうか・・・」、と・・・

そして、それから数日間、僕はずっと、その時の事が頭から離れないで居ました。

僕は、その頭の中のモヤモヤを何とかしようと、柴田さんに手紙を書き、自分の気持ちをその手紙に託しました。

手紙を送り、僕は、柴田さんの返事を待ちました。

でも、一週間経っても、一ヶ月経っても、返事は届きませんでした。

と、僕は途方に暮れていたのですが・・・

そんなある日、奈良さんから電話が来ました。

奈良さんの声は、少し泣き声に聴こえました。

そして、僕にゆっくりと話をし始めました。

その内容は、柴田さんが最近不良になってしまったという事でした。

僕は、それを聞いた時、本当に驚きました。

あの清純そうだった柴田さんが、まさか・・・、と思いました。

その後、僕は柴田さんに、また手紙を書きました。

返事がなくても、僕は何度も書き続けました。

すると、半年後のある日、柴田さんから手紙が届いたのです・・・

ある晴れた日でした。

それは、もうすぐ春休みを迎える、３月上旬の、ぽかぽかと暖かい日の夕方、僕はいつもよりも少し早く学校から帰りました。

玄関を開け、自室へ行こうと階段を上り始めました。

すると、階段の三段目辺りに、一通の手紙が置いてあったのです。

僕はそれを見て、一瞬ハッとしました！

それは、花柄の封筒で、一目で女の子からの手紙だと分かりました！

僕は飛びつくように、その封筒を拾い上げ、差出人の名前を見ました。

そこには、「柴田」と書かれてありました。

僕は、急に緊迫しました！

すぐにカバンを放り投げ、その場で封筒を開き、読みました。

「加藤君、今迄ごめんなさい・・・。何度かお手紙を頂いたと思います。でも、今迄ずっと、それに気がつきませんでした・・・」

そんな書き出しでした。

そして、読んで行くと、その内容は・・・

今迄僕が送っていた手紙は全て、同居している親代わりである親戚の叔母さんが破いて捨てていたと言う事でした。

ただ、最後に僕が送った手紙だけは、偶然にも柴田さんが郵便受けから取り、見ることが出来たそうです。

そして、その文面から、僕が今迄手紙を何回か送っていた事を知ったそうです。

僕は、途中まで読んで、緊張していた肩が、ふっと降りた気がしました。

「ああ・・・、良かった・・・」

僕は、大きくため息をつきました。

そして、その手紙を読み進めて行ったのですが・・・・

すると、最後に、

「さようなら。」

と、書いてありました。

僕は、その文字を見た時、全身の力が抜けました・・・

その最後の文字の上には、こう書いてありました。

加藤君からの最後の手紙を読む前の半年間、私は何度か手紙を書こうかと思いました。

でも、やっぱり私から書く勇気がありませんでした。

学園祭の時、私が言った言葉に何も言ってくれなかったので、あの時私は、もう嫌われたんだと、ずっと思っていたんです。

奈良さんにも話そうかと思ったけど、そんな事恥ずかしくて言えませんでした・・・

そうしている内に学校でも、友達といろいろな事があって、私は学校へも行きたくなくなりました。

すると、今度は叔父さんの暴力が酷くなりました。

そんな辛い時、出会った人がいました。

加藤君とは、お友達でいたいです・・・

僕は手紙を読み終わると、大きく息を吐きました。

そして、ゆっくりと階段を上りました。

その時、足は地に着いていませんでした。

ドアを開け、自室へ入りました。

演奏会で、初めて会った日のこと。

豊島園で、遊んだ日のこと。

東京タワーで、ドキドキした日のこと。

そして・・・

あの学園祭。

たった半年前の事だけれど、もう、ずっと昔の出来事のような気がしました。

僕は、机の引き出しを開け、手紙を中に仕舞いました。





高校２年の春を迎えて

僕は、高校一年の最後の季節「春」から、高校二年の最初の季節「春」を迎えようとしていました。

そして、あっと言う間の春休みも終わり、桜咲く新学年を迎えました。

その時、僕に声を掛けて来た、あるクラスメイトがいました。

「なあ加藤・・、お前、なんかやってるだろう？」

その、ふいの言葉に、僕はビックリして答えました。

「えっ？なんかって・・何だよ？」

そのクラスメイトは、笑いながら、もう一度言いました。

「ちょっと髪長いし、なにか楽器とかやってない？」

こっけいな質問でした。

「あ、中学の時ちょっとやっていたけどね。」

僕が答えると、彼は言いました。

「じゃ、一緒にバンドやらない？」

僕は、中学３年以降、バンド仲間と高校が別になり、所属していた合気道に没頭していたという事もあって、その頃ギターから随分と遠ざかっていました。

でも、その誘いに、僕は、答えました。

「うん、面白そうだね。じゃ、やろうか！」

でも、僕はそう言ったものの、じつは、それ程気が乗っていなかったのです・・・

しかし、その後、夏休みに合宿をして、メンバーの皆と仲良くなってから、バンドが楽しくてどうしようもなくなっていきました。

僕は夏休みをきっかけにして合気道をやめ、ギターに熱中しました。

バンドの演奏も、次第にレパートリーが増え、その年の秋の文化祭でライブをしようという話になりました。

僕は、意気奮闘していました。

そうして、高校二年の秋の文化祭に向け、バンドの猛練習をしていたのですが・・・

その時、奈良さんから、電話があったのです。

「久しぶりだね。」

「うん、ほんと・・・。加藤くん、元気にしてた？」

「うん、元気だったよ。奈良さんは？」

「あ・・、うん・・・、なんとか元気だったけど・・・」

奈良さんは、そこまで言うと、一息ついてから続けました。

「加藤くん、柴田さんと別れちゃったんだね・・・？」

「ああ・・、そうだね・・」

僕も、一息ついて、続けました。

「柴田さんは、元気にしてる？」

「うん・・・、じつは、そうでもないの・・・」

「えっ、何かあったのかな・・・」

奈良さんのその言葉に、僕はそう聞き返したのだけど、奈良さんはハッキリとは答えませんでした。

そして、少しの沈黙の後、奈良さんは話題を変えました。

「そう・・・、加藤くんは、最近どうしてたの？」

「ああ、、春頃からバンドをやっているよ。秋の文化祭でライブをやる事になったよ。」

「へえ・・、そうなんだ・・。なんか、１年前の加藤くんと全然違うね・・・」

奈良さんは、続けました。

「で、文化祭は、いつ？」

僕が文化祭の日を告げると、奈良さんは言いました。

「その日、行ってもいい？」

「あっ・・、勿論、来てほしいよ。」

僕は、そう答えました。

すると、奈良さんは、

「どうもありがとう・・・。それじゃ、もしかしたら友達誘って行くね！」

と、言いました。

電話を切り、僕は考えました。

「友達って、いったい誰なんだろう・・・」

文化祭までのバンド練習は、とても順調とは言えませんでした。

ベース担当の男子は、今までベースに触れた事もなく、この時初めてベースを弾く事になったので、僕がレコードから音を耳コピーして、ベースやコーラスの音を教えたりして、結局、二人分の仕事をしなければならない状態でした。

夏休みはドラムス担当の男子の家の材木置場で、２回合宿をしてバンド練習をしたのですが、殆ど付きっ切りで教えている感じでした。

でも、それが、二人の友情を結びました。

ベースの男子がやる気を起こしてくれて、その上達ぶりに僕も嬉しくて、そしてメンバーの皆も、それに同調しました。

学校の帰り、メンバーはいつも一緒でした。

音楽の事で悩み、一緒に泣いたこともありました。

本当に、青春の真っ只中に、僕達はいました。

そして、

いよいよ、文化祭の日を迎えたのですが・・・

その日は、朝早く、まだ薄暗い時間に起きて、とても重たいアンプを学校へ運びました。

（今では信じられない、60～70㎏程あるフェンダー社製デュアルショーマン・リバーブというアンプを友達から借りて、電車とバスを使って運びました。）

学校へ着くと、それをライブ会場の教室へ運び、セッティングしました。

汗だくでした。

そして、メンバー全員が揃い、リハーサルを開始しました。

今迄の練習の成果があり、順調でした。

皆、リラックスして、笑顔でリハーサルをしていました。

しかし、その時、もう一人のギターの男子の、１弦が切れてしまったのです！

ビヤ～～～ン～～・・・

「あっ！」

うかつにも、彼は、換えの弦を用意していませんでした。

メンバーは皆、唖然としました。

「ゴメン・・、換えがないや・・・」

「そうか・・・、どうしようか・・・、加藤は持ってないかよ。」

「いや・・、じつは僕もないよ。」

「そうか・・・、どうしよう・・・・」

その時点で、本番までは、あと１時間30分でした。

今迄、とてもリラックスしていた時間が、あっと言う間に騒然とした時間に変りました。

ドラムスの男子も、強い口調で言いました。

「おい、どうすんだよ！」

「そんな事言っても、どうしようもないじゃないかよ！」

メンバーは、喧嘩寸前でした・・・

と、その時、その場に居合わせたクラスメイトが、ぽつりと言いました。

「あっ、３組でもバンドやってるから、行って聞いてみようか・・・」

「おう・・、ありがとう・・・」

という事になり、そのクラスメイトと僕と、ギターの男子が廊下へ出て、３組の教室へ走ったのですが・・・

３組に着くと、そのバンドのギターの男子がいました。

僕達は、真っ先に声を掛けました。

「あの、すみません・・・。ギターの換え弦は、持っていますか？　もし出来たら、貸して欲しいんですけど・・・」

「えっ・・・、僕は、持っていないけど・・・」

僕達は、その言葉を聞いて、唖然としました。

さらに緊張感が走り、頭の中が真っ白になりました。

その時、時計を見ると、本番まで、あと1時間10分でした。

「おい、どうしたら良いんだよ！」

「そんな事言われたって、俺にはわからねえよ！」

「あっ、そうだ！もう11時前だから、もしかしたら駅前の楽器屋が開くかも知れないな。行ってみようか！」

僕はそう言ったのですが、友達は反対意見でした。

「いや、もう時間が間に合わないよ！　無理だって！」

僕は、もう一度時計を見ました。

「とにかく、行こうぜっ！」

僕はそう言い、廊下へ出て、階段を駆け下り、外へ出て、タクシーを拾おうと待っていました。

と、その時、バス停から横断歩道を渡る３人の女の子が目に映りました。

僕は、その子達と目が合いました。

「あっ・・、加藤くん！」

奈良さんから、先に声を掛けられました。

隣には、知らない女の子、

そして、その隣には、なんと柴田さんがいました。

僕は、ビックリしました！

そして、急に胸がドキドキしました。

「あっ、来てくれたんだね。どうもありがとう。」

僕は、そう言ったものの、その時、瞬間的に柴田さんの顔を、直視出来ませんでした。

柴田さんが来てくれたという突然の驚きと、早く楽器屋へ行かなければならないという焦りとが混ざり合い、気持ちは宙に浮いていたような感じでした。

と、その時、タクシーが来て、僕は慌てて手を上げました。

そして、タクシーに乗る寸前、彼女達の方を振り返りましたが、もう既に横断歩道を渡り終えていた所で、柴田さんだけが僕の方を見ていました。

僕は急いでいたので、とにかくタクシーに乗り、運転手に行き先を告げ、すぐに、また柴田さんの方を振り返りました。

その時、柴田さんは背を向け、歩道を歩いていました。

タクシーは、ゆっくりと発車しました。

僕は、柴田さんをずっと目で追っていたのですが、柴田さんは一瞬、僕が乗るタクシーの方を振り返りました。

僕は、慌てて手を振ろうとしました。

しかし、その時、反対車線のバスが邪魔になって、柴田さんの姿が隠れました。

そのバスは、停留所で停車し、その後、バスが過ぎ去った時には、もう柴田さんの姿は見えなくなっていました。

道は渋滞していて、僕は何度も時計を見ましたが、本当に、気が焦るばかりでした。

その時、時計は本番まで50分の針を指していました。

僕はもう、本当に気がきではなかった・・・

このまま行ったら、本番すらも遅刻してしまうのではないか・・・と、何度も、不安が過ぎりましたが、そんな気持ちの中で時間が過ぎ、楽器屋に到着したのが、もう既に、本番まで40分になっていました。

その時、僕は、ふと思いました。

「タクシーに乗ってから、もう既に20分が経過している・・・。となると、これから楽器屋に行って、弦を買って、すぐにまたタクシーに乗れたとしても、教室に着くのはギリギリだな・・・」

その計算が、僕の焦る気持ちに、更に拍車を掛けました。

僕は、タクシーを降りると、すぐに走り出しました。

楽器屋は、運よく開いていましたが、とにかく、もう弦ならば、どれでも良いという気持ちでした。

目に留まったギター弦を無造作に手に取り、小走りにレジまで持って行きましたが、会計の時間がとても長く感じました・・・

その時、お釣りを貰ったかどうか分らない位、気が焦っていました。

僕は、すぐさま店の外へ出て、またタクシーを待ちました。

タクシーは、なかなか来ませんでした。

僕は、時計を見ました。

「あと、30分か・・・」

と、その時、遠くに見える交差点からタクシーが右折をして来て、こちらへ向かって来たのです。

「あっ！やっと来た・・・」

まだ、ずっと遠くなのに、僕は道路に出て、思いっきり手を高く上げました。

タクシーが停まり、僕は滑り込むように車内へ入りました。

「すみません、時間がないので、急いで下さい！」

僕は、少し強い口調で、行き先を告げました。

途中、やはり道が渋滞していました。

僕はその時、何回時計を見たか分りません。

その時点で、本番まで、あと１５分でした・・・

僕は、流れ行く景色に目を向けながら、その風景と時間とを計算していました。

「今この場所だから、あと何分で着くかな・・・」と、そんな計算してもどうしようもないのに、ずっと考えていました。

タクシーは、やっと学校の前に着きました。

僕は、お金を払うと、すぐに教室へ向け猛烈な勢いでダッシュしました。

「はあはあ・・・」と息を切らしながら、やっとの思いで教室に辿り着き時計を見ると、既に、本番時間から５分が経過していました。

僕はすぐに、弦を友達に渡して、自分のギターのチューニングを始めました。

その時、ふと気になり、場内を見渡すと、そこには奈良さんと、知らない女の子がいました。

しかし、柴田さんの姿は、どこを探しても見当たりませんでした・・・

僕は、教室内をきょろきょろと何度も見渡しました。

しかし、柴田さんの姿は、見つかりません。

もう一人のギターの男子は、弦を張り替えて、準備万端でした。

そして、演奏が始まりました。

僕は演奏中、ずっと柴田さんの事が気になっていました。

「なんで、いないんだろう・・・。何処へ行ってしまったのかな・・・」

お客さんは一杯だったのですが、３曲ぐらい演奏したところで、奈良さんと、その知らない女の子が、人をすり避けながらステージの最前列に移動して来ました。

僕がその方向へ、何気なく目を向けると、その時、その知らない女の子と目が合いました。

僕は、意識してしまい、少しドキドキしました。

でも、その時、何となく以前に会った事がある女の子だなあ・・・と、ふと思いました。

「いったい、何処で会ったのかな・・・」

僕は、柴田さんが居ない事も気になっていましたが、その子と何処で会ったかという事もとても気になり出しました・・・

とその時、入口から、一人の別の女の子が入って来て、スルスルと最前列まで近寄って来ました。

そして、その女の子は奈良さんの耳に口をあて、何か話を始めた様子でしたが・・・

奈良さんの顔色が、急変しました。

その時、奈良さんは、とても心配したような表情をしていました。

僕は演奏しながら、とても気になりました。

「一体、何があったのだろうか・・・」

演奏するのは、とても楽しいはずなのに、演奏中その事がずっと気になって仕方がありませんでした。

その時、奈良さんと後から来た女の子は、とても落ち着かない様子でした。

３０分後、一回目のステージが終わりました。

僕はギターをケースにしまうと、真っ先に奈良さん達のところへ駆け寄りました。

「良く来てくれたね！」

僕は、普通に挨拶をしました。

「うん、前から聴いてみたいと思ってたからさ・・・」

奈良さんは、そう言いながらも、あまり元気のない口調でした。

僕は、その表情を見て、堪りきれずに言いました。

「あ、そう・・、柴田さん、さっき一緒だったよね？どうしたのかな？」

奈良さんの表情が、更に曇りました。

そして、後から来た女の子の方へ目を向けると、小さくうなずき、すぐにこちらへ向きながら、小声で言いました。

「えーとね、柴田さん・・・、帰ってしまったの・・・」

「えっ、なんで？」

僕は驚いて、すぐに聞き返しました。

すると、奈良さんは、ゆっくりと話し始めました・・・

「あのね・・・」

奈良さんは、一言いうと、小さく息を吐いて続けました。

「柴田さん、『やっぱり、加藤くん怒っているみたいだから帰る・・・』って言って、帰ってしまったらしいの。私ね、柴田さんと加藤くんの事、私はいろいろお互いから聞いていて、お互いの気持ち凄く解っていたから、何度も言って、やっと柴田さんを今日誘って連れて来たんだけど・・・」

そこまで言うと、奈良さんは、額に手を宛て、更に大きくため息をつきました。

「そうだったんだ・・・」

僕は、そう言うのがやっとでした。

そう言葉にして言うのと同時に、今日ギターの弦が切れた事や、自分が柴田さんをあの横断歩道で直視出来なかった事などが走馬灯のように頭の中を過ぎり、本当に後悔しました。

一瞬の事だったけれど、あの時なぜ、「自分の意思を素直に伝える事が出来なかったんだろう・・・」、と・・・

と、その時、そんな自分の気持ちをかき消すような明るい声で、二人の女の子が僕に声を掛けて来ました。

「こんにちは。」

「初めまして！」

僕は、二人から同時に声を掛けられ、一瞬戸惑いましたが、まず、以前会った事があるような気がしていた女の子の方を向き、問いかけました。

「えっと・・・、確か、前に会った事があるよね？」

僕が、そう言うと、その子は言いました。

「うん、あの時だよ・・・」

「あの時よ・・・、私達の高校の学園祭の時・・・」

その女の子がそこまで言った時、僕は急に思い出し、ハッとしました。

「あっ！あの教室で、５人位で集まって来た子の一人だね。」

「はい、そうです。」

その女の子は、とてもおしとやかな感じで、静かに答えました。

でも僕は、その事を思い出したと同時に、あの日の柴田さんとの学園祭での事も重なって思い出してしまいました。

「ああ・・・」

僕はその思いを振り切り、その子の方へ向き直り、言いました。

「君の名前は？」

僕が、そう言うと、その子は答えました。

「松岡です。」

とても穏やかな雰囲気の女の子でした。

すると、もう一人の女の子も答えました。

「初めまして。私は、下田です。」

その子は、高校生にしては珍しく、髪をロングに伸ばした女の子でした。

そして性格は、とても機敏でしっかりとしたイメージがありました。

僕の目には、松岡さんと下田さんは、とても対照的に映りました。

そして、その後、次の演奏の時間になってしまい、演奏を始めたのですが・・・

何曲か演奏が続くに連れて、下田さんが曲に合わせて体を動かし、ノッて来ました。

そして奈良さんも、それにつられて次第にノッて来て、少しでしたが体を動かしていました。

しかし、松岡さんは、体を微動ともしないで、じっと、こちらを見ていました。

そんな松岡さんに、途中、一瞬目が合いました。

でも僕は、つい照れくさくなってしまい、目を背けてしまいました。

その時、瞬間的に、僕は思いました。

「あっ、目を背けてはいけないんだ・・・」と・・・

そう思い、僕は松岡さんの方を、もう一度見ました。

・・・松岡さんは、僕の方を見ていました。

(※ しかし、ライブで演奏者を見るのは、今思えば当たり前のことなんですが…笑)

僕は照れ臭いと思いながらも、今度は目を逸らさないようにしました。

すると、松岡さんは、一瞬小さく微笑みを浮かべました。

僕は、勇気を出して、微笑返しをしました。

・・・。

・・・気がつくと、知らない間に演奏は終わっていました。

そのステージの最中、僕は、いつの間にか松岡さんの事がとても気になっていました。

でも、その時、何故そう言う気持ちになったのか、僕にはまったく分りませんでした・・・

演奏が終わり、僕達は楽器のかたづけをしていました。

次に出演するバンドが、もう、すぐそこに待機していたので、僕達は急いでかたづけをしていたのですが、その時、奈良さん達がステージの方へ近寄って来て言いました。

「加藤くん、これからどうするの？」

「そうだね。楽器かたづけたら、他の教室を観に行こうと思っているよ。」

「私達も、一緒について行ってもいい？」

「うん、勿論だよ・・・。じゃ、ちょっと待っててね。」

僕は、平然としたそぶりで言いながらも、その急な展開に、内心凄くドキドキしました。

奈良さん達は、楽器をかたづけている僕やメンバー達を、まるで珍しい物を見るような顔をして見入っていました。

僕は、その視線が気になって、かたづけをしながらも、気持ちが宙に浮いている感じでした・・・

15分程して、楽器をかたづけ終わりました。

「それじゃ、行こうか。」

「うん。」

僕と、奈良さんと、下田さんと、松岡さんの４人は、まず廊下へ出ました。

でも、いざ廊下に出たものの、彼女らを何処へエスコートしたら良いのか、僕はかなり戸惑いました。

「ねえ、どんな物が見たい？」

僕が苦し紛れに聞くと、彼女らは答えました。

「うん、何でもいいよ。加藤くんに着いて行くよ。」

僕は、その言葉を聞いて、更に困りました。

「いったい、何処へ連れて行けばいいんだろう・・・」

僕は、その時、本当にどうしたら良いのか困ったのですが・・・

考えながらも、廊下をみんなで歩いていると、廊下の突き当たりの方で、ある看板を見つけました。

「お化け屋敷」

あっ・・、あそこへ行こう・・・

僕は、心の中で密かに決めました。

そして、その方向へみんなを誘導しながら、僕は言いました。

「ほら、あそこにお化け屋敷があるよ！　行ってみない？」

その時、奈良さんと下田さんは、大はしゃぎでした。

「うん、行こう、行こう！」

でも松岡さんは、ただ一人あまり乗る気ではない様に、僕には映りました。

それがとても気になり、僕は松岡さんの近くへ寄り、言いました。

「松岡さんは大丈夫かな？　もし良かったら、別の場所へ行こうか・・・」

「えっ・・、そんな、私は大丈夫です！」

松岡さんは、恥ずかしそうに両手を大きく横に振ると、奈良さんと下田さんの居る所へ小走りに走って行きました。

僕は、そんな後姿を見守りながら、お化け屋敷の入口へ歩いていったのですが、入口に着くと、なんと奈良さんと下田さんはもう既に中へ入っていて、松岡さんだけが入口に残っていました。

それを見た時、僕は松岡さんを急に意識してしまい、凄く胸がドキドキしました・・・

僕と松岡さんは、お化け屋敷の薄暗い部屋の中へ入って行きました。

お化け屋敷の中は、薄暗く迷路のようになっていました。

僕は初め、部屋の中へ入れば、奈良さんと下田さんはすぐ近くで待っているのかと思っていました。

しかし、二人の姿は見えません。

その時僕は、今日初めて会った女の子と二人だけになってしまい、しかもこんな暗い部屋の中に入るなんて全く想像もしていなかったので、凄くドキドキしてどうしようもありませんでした。

僕は歩きながら、凄く松岡さんを意識しました。

松岡さんも、とても緊張しているように感じました。

松岡さんの方をちらっと見ると、彼女は下向き加減で、周りを見ないようにしながら歩き、本当に不安そうな感じでした。

すると、突然、ミイラのような格好をした人が現れたのです。

「ウガ～～～！」

それを見るなり松岡さんは「キャーーー！！！」っと、凄く大きな声で叫びました。

僕は、その大きな声にビックリしました。

横を見ると、松岡さんは震えながら下を向いていました。

僕は心配になり、思わず声を掛けました。

「大丈夫・・・？」

すると松岡さんは、シクシクと泣き始めたのです。

僕は、急に泣き始めた松岡さんに更にビックリしてしまい、松岡さんの肩に手を少しだけ添えました。

「あ、大丈夫です・・・、ごめんなさい・・・」

松岡さんは、こちらを振り向き、小声で言いました。

僕は、その言葉を聞くと、すぐに手を離そうとしました。

ところが、その時、その暗闇の中で、急に近づく人の気配を感じたので、僕は瞬間的に、その手を止めてしまいました。

「大丈夫！？」

女の子の声が、大きく、すぐ近くで聴こえました。

そして、その声がした直後、奈良さんと下田さんの顔が、目の前に映りました。

その時、僕の手は、松岡さんの肩に、まだ触れていたままでした。

「あっ！」

僕は、その二人の顔を見た瞬間、凄く気持ちが焦りました。

「ああ・・・・」

「もうっ！悲鳴が聴こえたから、ビックリして走って来たわよーー！」

奈良さんは松岡さんに向かい、唐突な感じで、凄く大きな声で言いました。

しかし、その後、沈黙が続きました・・・

奈良さんと下田さんは、松岡さんの肩に伸びている僕の手を見ていました。

僕はその視線に気がつき、慌てて、その手を引っ込めました。

「なんで、この手をすぐに引っ込めなかったのだろう・・・」と、その時、凄く後悔しました。

でも、とにかく、とても緊張してしまっていて、意志と行動が合致しないままの時間が過ぎていたんです。

その後、４人は無言のまま、お化け屋敷の中を歩きました。

時々、お化けが飛び出して来たりしていたのに、松岡さんは、ずっと無言で、顔を下に向けながら歩いていました。

僕は、とにかく、さっきの手を伸ばしてしまった事がずっと気になっていました。

そして、松岡さんの事や、奈良さんや下田さんの事も、ずっと気にしながら歩いていました。

本当は、労りの気持ちで伸ばした手が、もしかしたら、別の意味に取られてしまったのではないか・・・と、

このままの状態で、みんなで明るい出口に出る事を想像したら、僕はとても耐えきれない気持ちになり、声を発しました。

「あのさ、ここ出たら、何処に行こうか？　何か食べに行く？」

僕は、お化け屋敷の中を歩いている最中だと言うのに、その場にそぐわない事を言ってしまいました。

すると、

奈良さんが小声で、「う～ん・・・」と言ったかと思うと、すぐに口をつぐんでしまいました。

他の二人も、何も言いません。

「・・・・」

また、しばらく沈黙が続いてしまい、僕は、出口に近づくにつれ、どんどん気持ちが焦って来ました。

焦れば焦るほど、何も言葉が浮かばない・・・

汗だくでした。

すると、「出口」と書かれたドアが、すぐ目の前に現れました。

「出口」と書かれたドアを開けると、一瞬、目の前が真っ白になって、周りの景色が何も分からない程でした。

僕に続いて、奈良さん、松岡さん、下田さんの順番で、出口を出ました。

「この状態で、出口を出る事を想像したら・・・」　と、さっきまで不安に思っていたけれど、実際にこの光りの明暗度を感じると、

想像以上の気まずさでした。

出口を出てからも、誰も、一言も話しません。

周りでは、ガヤガヤと沢山の生徒達の声や足音が聴こえます。

僕は、彼女達の足音にも耳を傾けていたのですが、次第に打ち消されて行きました。

僕は、ただ先頭をきって歩いていました。

行き当たりばったりで、廊下をただ歩き、突き当たりの階段を下りました。

そして、すぐ後ろに、彼女達がついて来ているかどうかを確かめるために振り向く事さえ、とても恥ずかしい気持ちでいっぱいでした。

しかし、気になって仕方がありません・・・

僕は、階段を降りきった辺りで、少しだけ顔を傾け、上を見上げました。

すると、彼女達は居ませんでした。

僕はビックリして、階段の上へ駆け上がりました。

でも、再び上の階に駆け上ったものの、丁度階段に一番近い教室のイベントが終わった所なのか、廊下は更に人でごった返していました。

この人の多い中では、彼女達らしき姿は、なかなか見つかりません…

僕はとにかく、さっきのお化け屋敷の方向へ、人を掻き分けて急ぎ足で歩いて行きました。

そして、時々背伸びをしながら、キョロキョロと周りを見渡して歩いていると、５メートルほど先に奈良さんの姿が見えたような気がしました。

僕は、大きな声で叫びました。

「奈良さん！」

しかし、その声は、周りのざわめきにかき消されました。

奈良さんの後ろ姿が、すぐ近くにある…

僕はもう一度、更に声を大きくして、名前を呼びました。

「奈良さん！！」

その時は、とにかく夢中で呼びました。

しかし、やはりその声は、届きませんでした。

そして、奈良さんの姿も、いつの間にか、その場から消えていました。

僕はそれから、自分の教室へ戻りました。

「もしかしたら、ライブをした教室の方へ行っているのかも知れない…」と、思ったからです。

でも、そこにも彼女たちは、居ませんでした。

しばらく、そこで待っていたのですが、彼女たちは結局現れなかったので、僕はあちこちの廊下を捜したり、あちこちの教室にも入って捜しました。

ずっと走り、汗だくでした。

１時間程して、僕は校庭に出ました。

「一体、彼女たちは、どうしてしまったんだろう…」

僕は何度もそう思い、朝礼台の上に腰を降ろして、遠くを見つめていました。

夕日が、とても眩しかった…

僕は、次の日の夜、奈良さんの家へ電話をしました。

しかし、親御さんが電話に出るものの、奈良さんには全く取り次いで貰えませんでした。

それは、その後何度電話しても、同じでした…

僕は、その後、あの時の夕日に照らされた校庭を、ずっと忘れられないで居ました。





高校３年から、その後

僕はその後、音楽に熱中し、ずっと音楽の事ばかりを考えていました。

高校２年から３年へ、周りの同級生は皆、何処そこの大学へ進学するという話をしている中、僕は進学せずに音楽の道へ進む事を選びました。

それが間違えだったのか、どうだったのか、今では全く分かりません…、でもその時、僕の気持ちは、音楽に対して真っ直ぐにしか進めなかった。

高校を卒業すると、僕は荻窪に本社を構えるレコード店の楽器部に就職しました。

何故そこを選んだかと言うと、楽器店に入れば、何か演奏の仕事に関係する人と出会えるかも知れない…、そこから道が開けるかも知れない…、という全く安易な考えからでした。

ただ、その安易な考えが功を奏したかどうかは分からないのですが、結果、演奏関係の人と出会い、その頃の自分は、将来の夢を描いて、がむしゃらな時を過ごしていました。

そんなある日、一人の女性が、その荻窪の楽器店を訪れたのです…

その女性は、楽譜売場の方で一度立ち止まり、数分そこで楽譜を立ち読みしていましたが、結局楽譜は買わずに、お店の奥の方へゆっくりと歩き出しました。

途中、店内をきょろきょろと見渡しながら、たまに楽器をじっと見ては、また歩き始めます。

「あの女性…、何処かで見た事があるな…」

その間、僕はずっと考えていました。

僕はチラチラとその女性の方を何度か見たのですが、なかなか思い出せません。

しかもその時、お店も混んでいて、その女性は何度も人陰に隠れてしまい、僕はちゃんと顔を確認する事が出来ないで居ました。

そんな状態の中、僕は頭の中でもやもやと考えながら、他のお客さんへの接客をしていました。

そうしている内にその女性は、管楽器売場を過ぎ、打楽器売場も過ぎ、一番奥のアコースティックギター売場の方へ移動し、その姿は消えました。

こちらからは姿が見えなかったのだけど、僕はその女性が気になって仕方がありませんでした。

と、その時、主任の坂巻さんが、僕に向かって大きな声で言いました。

坂巻さんは、よくテレビの歌番組などで演奏をしていた、元ダン池田とニューブリードと言うフルバンドの2ndアルトサックスを吹いていた人でした。

僕は、音楽の道に進むには、この人とお近づきになり、着いて行くしかないと決めていました。

「おい加藤、地下の倉庫からフルートの在庫がないか確認して来てくれ！」

「はい、わかりました！」

僕は、すぐに答えました。

倉庫は、お店の中央にあるドアを開けるとすぐに階段があり、その地下にあります。

僕は、小走りで倉庫へ向かいました。

坂巻さんに言われ、急いで倉庫へ続くドアに向かったものの、近づくにつれ、僕はその女性がお店のどの辺にいるのか、とても気になって仕方がありませんでした。

そして、一番奥にあるアコースティックギター売場の辺りに目をやると、そこには別の店員がいて、丁度さっきの女性に接客をしていました。

その時一瞬、その女性と目が合いました。

しかし、店員の背中が邪魔をしていて、その後まったく見えなくなってしまいました。

「ああ、でも、いいか…。少ししたら、この女性は、また、お店の入口の方へ来るだろうから…」

そう思いながら、僕はドアを開け階段を降り、更に鉄のドアを開け、倉庫の中へ入りました。

そこは、コンクリートの壁に囲まれた、冷たく狭い空間です。

そしてそこは、様々な楽器が、段ボールやケースの中に入って、まるで巨大な本が横に重なっている様にも見えました。

「えーと、ヤマハのフルートの在庫は何処だろう…　」

僕は、そう独り言をいいながら、フルートのケースを探しました。

しかし、小さなケースなので、なかなか見つかりません。

初め、倉庫に入る時、すぐに見つかるだろうと軽く思っていたのに、５分が経ち、１０分が経ち、次第に僕の気持ちが焦って来ました。

「あの女性は、もう帰ってしまったかも知れない…」

そんな気持ちが過り、焦れば焦るほど、目が宙を走り、ガサガサと段ボールをあさって居ました。

とその時、奥にある透明なプラスチックケースの中に、いくつかのフルートの黒いケースを見つけました。

「あっ、これだっ！」

僕は急いでそのプラスチックケースを開け、中にあるフルートの在庫を確認し、すぐにその倉庫から出ました。

倉庫の電気を消して、ドアを閉め、すぐにさっきの女性が接客をされていた場所に目を移したのですが、そこに女性の姿はありませんでした。

「ああ…　」

僕は、愕然としました。

そして、向きを替え、坂巻さんの居るカウンターへ向かおうとした時…

すぐ目の前に、その女性がこちらを向いて立っていました。

その女性は、僕の顔を見ると、ビックリした顔をして、店中に聴こえる位の大きな声で言いました。

「やっぱり、加藤君だよねっ！」

その女性は、近くで見ると、赤い口紅をして、奇麗にお化粧をしていて、髪をちょっと茶色に染めてパーマをかけ、イヤリングをしていて、僕よりもずっと年上の大人の女性に見えました。

そして、ほんのりと香水の匂いもしました。

でも、何でそんな女性が僕の名前を知っているのかと、とても不思議でした。

それと同時に、自分の中でも、昔どこかで会った事があるような、そんな、とても不思議な気持ちでいっぱいだったんです。

しかし僕は、どうしても、この女性の名前を思い出せません…

いったい、いつ何処で会ったんだろうか…

でも、名前を聞くのは失礼だな…と思い、僕はその時、何とか思い出そうと必死でした。

「やっぱり、どうしても思い出せない…」

僕は堪り兼ねて、いま目の前にいる女性に勇気を出して名前を聞こうと思い、口を開きました。

「えっと…」

すると、その女性は、僕のその心の動揺を察してか、僕の声と被さるように小声で言いました。

「あの…、柴田です…」

「えっ！柴田さん？」

僕は、あまりにも急な出来事に、驚きました。

そして、あまりにも大人に見えるその姿に、とても胸がドキドキしました。

僕が驚いているその姿を見て、柴田さんは少しはにかんだ顔で言いました。

「加藤くん、久しぶりだね・・・」

「いや・・、それにしても、あの頃とぜんぜん変わっちゃって、分からなかったよ。」

僕がそう言うと、柴田さんは僕の顔を覗き込むようにして言いました。

「加藤くんは、あんまり変わってないね。」

たった一年半しか経っていないのに、女性はこんなにも大人に変わってしまうんだ・・と僕は驚くと同時に、男兄弟に育ち、化粧をした女性と今まであまり接して来てこなくて、こんなにドキドキしている自分が、あまりにも子供に思えて恥ずかしかった・・・

「僕は高校を卒業して、今はここで働いているんだよ。だけど、こんな所でバッタリ会うなんて、本当にビックリしたよ。」

僕がそう言うと、柴田さんは言いました。

「私、荻窪から近いところに住んでるから、このお店にはたまに楽器を見に来るの。高校の時は打楽器やってたけど、他の楽器もやってみたいなって、ちょっと思って…」

「そうだったんだね！　それで、何の楽器を？」

「アコギ買ったら、ちょっと弾き語りが出来るかもと思って。」

「それは、絶対楽しいと思うよ。」

そんな会話が、15分ほど続きました。

すると、主任の坂巻さんが近寄って来て、

「この子、加藤の知り合いか？」

と、唐突に言いました。

「は、はい・・、そうです。」

そう答えると坂巻さんは、冷やかすように僕の顔を覗き込むようにして、

「おい、もしかして彼女じゃないのか？」

と、言いました。

その言葉に、僕はずっと前の柴田さんとの学園祭での事が、頭に甦りました。

あの高校１年の、柴田さんの高校の学園祭の時、５人の女の子達が僕と柴田さんの周りを囲み、柴田さんが質問攻めにあい言った言葉を・・

「彼氏じゃないんだってば・・・」

そして、その言葉に僕はちょっとしたショックを受けたことを。

でも、その時の僕には「何処からが付き合っていると言い、そして、何処までが、まだ付き合っていない状態なのか・・・」と言う事が全然解らなかったけれど、あれから時が経ち、僕はその違いが少し解って来ていました。

僕は、言いました。

「坂巻さん、違いますよー！」

しかし、僕はそう言葉を発しながらも、柴田さんの顔を意識してしまいました。

坂巻さんは、すぐに、

「ほんとかー？怪しいなあ〜！」

と言いながら、笑っていました。

柴田さんは、ちらちらと、あちこちに目をそらしながら、黙っていました。

僕は、その笑いと沈黙の狭間にいて、かなりドキドキしました。

そして、次の言葉を僕が探していると、柴田さんが言いました。

「加藤くん、、またお店に来ていい？」

柴田さんのその言葉に、僕は一瞬動揺しましたが、すぐに答えました。

「うん、勿論また来て欲しいよ！」

僕がそう言うと、柴田さんはハイヒールのカチカチと言う高い音を響かせ、そそくさと帰って行きました。

後ろ姿も、以前の柴田さんとは、まったく違う女性に見えました。

そして、そのあと香水の匂いが、僕の鼻に残りました。

その日は、家に帰っても、夜はなかなか眠れませんでした。

柴田さんとの今までの事が一つ一つ思い出され、気持ちが高ぶっていました。

僕の脳裏には、一年半前の髪をストレートにして、まだお化粧もしていなかった高校生のときの柴田さんと、今日見たお化粧をしていた柴田さんの顔が、交互に思い出され、不思議な気持ちになりました。

「どっちが、本当の柴田さんなのだろう・・・」

そんな気さえしました。

それから何日か過ぎ、僕が休んだ次の日に楽器店に出勤すると、坂巻さんが開口一番に、僕に向かい言いました。

「おい加藤！　昨日、この間来た女の子が来てたぞ。」

「えっっ！！」

なんとタイミングが悪いんだろう・・・と、僕は落胆しました。

そして、いつも通りに仕事をこなそうとしても、ついつい柴田さんの事を思い出してしまい、心ここにあらずと言う状態で、仕事に集中出来ないでいました。

そんな状態で一日が終わり、僕は家に帰りました。

また寝つけない夜が訪れ、気がつくと朝を迎えていました。

いつものように出社し、寝不足な状態で仕事をしていると、その日の閉店間際に、入口の方から柴田さんが現れたのです。

柴田さんは僕に近づくと、

「昨日来たけど加藤くんお休みだったから、今日来てみたよ！」

と、少し軽い口調で言いました。

でも、昨日来たのに、今日また来てくれるなんて、昨日の事が気になっていた自分にとって、安堵する瞬間でした。

「ありがとう…」

でも、僕は自分の気持ちを隠そうとしてか、それとも、少し恥ずかしくなってしまったか、そう言うのがやっとでした。

僕はその後、接客に追われ、店内をあちこち走り回っていましたが、柴田さんは、ゆっくりと店内にある楽器を見渡しながら、一番奥にあるアコースティック・ギターが置いてあるコーナーで、担当の店員と話をしたりしていました。

その間、僕は他の人の接客をしながらも、ついつい柴田さんの事が気になって仕方ありませんでした。

時計は刻一刻と、閉店時間に近づき、店内は蛍の光が鳴り響き始めました。

僕は、柴田さんがそろそろ帰るのではないかと、とても気になっていました。

でも、柴田さんはアコースティック・ギターのコーナーから離れず、店員さんとまだ話しています。

アコースティック・ギターを、買うのかな？買わないのかな？と僕が気にしていると、少しして、一本のモーリスのギターを、店員が倉庫から持って来ました。

店員はそのギターを箱から取り出し、ビニールのケースに仕舞うと、レジの方へ持って行きました。

柴田さんもそれに着いて行き、会計を済ませました。

僕は友達でもあるし、お客さんでもあるしと言う気持ちから、レジの方に行きお礼を言うと、柴田さんは言いました。

「加藤くん、このあと時間ないかな？」

柴田さんのその唐突な言葉に、僕はビックリしました！

「えっ！」

しかし、じつはその日、会社帰りに坂巻さんと夕食を食べる約束をしていました。

僕が困った顔をしていると、すぐそばにいた坂巻さんが、気を利かせて言ってくれました。

「ああ加藤、行ってくればいいじゃん！飯は明日にしようか。」

「ありがとうございます。それじゃ、明日でお願いします。」

そう僕が答えると、柴田さんも坂巻さんに頭を下げ、お礼を言いました。

「ありがとうございます！」

でも、僕にはこれから閉店後の掃除がありました。

僕は柴田さんに顔を向け「ごめん…、これから掃除しなくちゃならないから、ちょっと待ってて貰えないかな？」

と言うと、また、すかさず坂巻さんが、

「いいよいいよ！俺がやっとくから、待たせないで行って来なよ。その代わり明日から一週間、加藤が掃除係なっ！」

そう言い、笑っていました。

坂巻さんは、よくそんな冗談ばかりを言う人でした。

僕はすぐにエレベーターに乗り、上階のロッカー室に行き、タイムカードを押して、またエレベーターに乗り、柴田さんが待つ一階へ降りました。

エレベーターの中の時間が、とても長く感じました・・・

そして一階に着くと、店内にはもう柴田さんは居ませんでした。

お店のシャッターがゆっくりと降りている最中で、その隣の鉄のドアから、僕は外に出ました。

僕は、柴田さんと二人きりになりました。

二人きりになると、先ず何を話したら良いか戸惑いました。

２〜３分だったと思いますが、少しの沈黙が続き、初めに声を発したのは柴田さんからでした。

「何か食べにいく？」

「そうだね。何か食べに行こうか」

「何食べる？」

「そうだね…、何がいいかな？」

今まで一度も、女性と二人だけで食事なんてした事がなかったし、とにかく心臓がドキドキしてしまい、オウム返しの様にしか答えられませんでした。

しかも僕はこの街で、なにか気の利いた食事のできるお店を、まったく知りませんでした。

ちゃんとエスコートしなければいけないと、考えれば考えるほど、焦り始めました。

「どこか良いお店、ないかな…」

僕は、心の中でそう呟きました。

とにかく駅の方へ歩いて行ったのですが、途中にいくつかお店がありました。

でも、ラーメン屋とか、定食屋とか、居酒屋とか、今に相応しいお店じゃなかった…

「何処か、良いお店ないかなあ？」

柴田さんは、きょろきょろと見渡しながら、僕に言いました。

とその時、路地に入ったずっと奥の方に、少しお洒落なネオンのお店が目に入りました。

「あっ！あそこはどうかな？」

僕がそう言い、柴田さんに手招きをしました。

路地に入り、二人は歩いて行きました。

しかし、その路地はだんだん細くなって行き、しかも街灯もところどころにしかなく、気がつくと、かなり暗い道を歩いていました。

道が暗くなると、柴田さんは何故か急に無口になって、そのお店に辿り着くまで、ずっと沈黙が続きました。

その間僕は、時間がとても長く感じ、そして心臓がすごくドキドキしていました。

周りはとても暗いのに、そのお店のネオンだけは凄く明るくて、とてもお洒落に見えました。

お店にたどり着き、ドアを開け中へ入ると、すぐに店主らしき人が近寄って来て言いました。

「お客さん、未成年じゃないかな？」

「はい、１８歳です。」

僕が、そう答えると、その店主らしき人は肩をすぼめて、小声で言いました。

「うちは、お酒出すところだからさ〜、未成年者はダメなんだよ〜、ごめんね…」

僕は、未成年者が入れないお店があると言う事を、その時初めて知りました。

「あっ、すみません…」

僕と柴田さんはそう言い、すぐ外に出ました。

「ああ〜、雰囲気良さそうだったけど、ダメか…」

このお店に入れないと分かると、この暗い道をどこへ歩けば良いのかと、次第に気持ちが焦り始めました。

「知らない道に入るんじゃなかった…」

と、僕は心の中で後悔をしました。

僕と柴田さんは、無言で足の向くままに歩きました。

路地は、更に暗くなり、そして周囲は住宅ばかりになり、お店らしい建物がまったくありません。

「困ったなあ…」

僕は再び心の中でそう呟き、腕時計を見ました。

時計の針は、もう夜９時近くを指していました。

「このままお店が見つからなければ、何も話せないまま終わってしまうかも知れない…」

その時、あの中学３年の夏のレコード店での事を急に思い出し、焦りがさらに増しました。

そう思いながら、とにかく歩きました。

と、その時、柴田さんが持っているギターを、右手から左手に持ち替えました。

それを見て僕は、自分が気が効かない事に、やっと気がつきました。

「あ、、それ重たいよね…、僕が持つよ。」

僕はそう言って、柴田さんの持つギターを抱え上げました。

すると、ほんの少しでしたが、柴田さんの腰に指が触れてしまいました…

「あっ！」

思わずそう声を発したものの、次の言葉が出て来ません・・・

本当は、その後に「ごめんね…」と続けたかったのですが、その言葉が出て来ませんでした。

沈黙が、続きました。

僕はその間、とても心臓がドキドキしていました。

柴田さんの腰に触れてしまった事への罪悪感みたいな気持ちと、柴田さんがそれに対してどんな風に思ったのか…とか、いろんな事を考えました。

そして、あの文化祭の時の、松岡さんの肩に触れた事も思い出されました。

「ああ、、また同じような結果になってしまうのかも知れない…」

僕がそんな風に考えていると、柴田さんが言いました。

「加藤くん、ありがとう…」

「えっ？」

僕がそう言うと、柴田さんは、もう一度言いました。

「ありがとう。」

僕は、さっき腰に触れてしまった事をずっと考えていた事もあり、頭の中が混乱していて、柴田さんが何故そう言っているのかが、解りませんでした。

柴田さんは、続けました。

「ギター持ってくれて、ありがとう…」

あっ、、その事だったのか…と我にかえり、僕は慌てて答えました。

「あ、、、そんなの大丈夫だよ。」

なんか、宙に浮いたような返事をしてしまった自分に、その時、とても恥ずかしくなりました。

それから１０分ほど歩くと、いつの間にか大通りに出て、駅もすぐそこでした。

「今まで散々遠回りをして歩いて来たけど、あのお洒落なネオンのお店へ向かわなければ、もっと早く着いていたなあ…」

僕は心の中で悔やんだと同時に、安堵感でいっぱいな、少し複雑な気持ちでした。

大通りを歩いて行くと、古い喫茶店の看板が目に入りました。

「あっ、あそこに喫茶店があるよ！」

僕が見つけると、柴田さんは急に明るい声で言いました。

「よかった！」

喫茶店のドアを開けると、すぐに階段があり、僕と柴田さんは降りて行きました。

そして、もう一度透明のドアを開け中に入ると、すぐに店員さんが近寄りテーブルを案内されました。

そこは少し薄暗い雰囲気のお店で、重厚な感じのコーデュロイ生地の椅子が沢山ありました。

僕は手前の椅子に座ると、柴田さんは奥の椅子に座りました。

「何食べようか？」

と僕がメニューを広げながら言うと、柴田さんもそのメニューに手を伸ばしました。

その時、僕の指と柴田さんの指が触れました。

「あっ！」

僕は、その瞬間、ドキっとしました！

さっきのギターを抱えた時に、柴田さんの腰に指が触れてしまった事もあり、今度も指に触れてしまい、ドキッとしっぱなしでした。

そして、僕は恥ずかしくも、思わず赤面をしてしまいました…

その時、柴田さんの顔を見ると、何も起こっていない様な、平然とした顔をしていました。

僕は、柴田さんに、この赤面した顔を気づかれないようにと必死でした。

メニューのページをめくりながら、何を食べようかと考えていると、柴田さんが先にメニューに指をあて言いました。

「私、ミートソースのスパゲッティがいいかな。」

「あ、いいね。僕もそうするよ。」

僕はそう答えましたが、内心は、あまりに緊張していたので、その時、完全に決断力を失っていました。

店員さんに注文してメニューを渡すと、柴田さんがいきなり僕に、少し下向き加減で言いました。

「加藤くん、元気だった？」

「うん、元気だったよ。柴田さんは？」

「私も元気だったよ。」

柴田さんはそう言うと、更に下向き加減で続けました。

「じつは、今日は加藤くんに謝りたいと思って、楽器屋さんに来たの。」

「えっ！謝りたいって、何を？」

僕は、柴田さんのその唐突な言葉に、驚きながら言いました。

すると、柴田さんは、ゆっくりと話し始めました。

「今まで、加藤くんを振り回してしまったよね。それで…」

そこまで言うと、僕は言葉を挟んで言いました。

「そんな、振り回されてなんかないよ。柴田さん、いろんな大変な事があったんだし。」

「うん、でもこの間偶然に再会できて、凄く嬉しかったんだけど、いろいろ考えてしまって…」

柴田さんは、そこまで言うと、急に黙りました。

僕はその間、なんで急に黙ってしまったのか、とても気になっていました。

そして、気がつくと、柴田さんはうっすらと涙を流していました。

僕は、その柴田さんの頬から滴る涙を見て、かなり動揺しました。

柴田さんは、なんで泣いているんだろう…、と。

その涙が止まるまで、少しの時間が掛かりました。

数分して、柴田さんは、涙を堪えながら話し始めました。

「わたし前に、新しい人が出来たって言ったけど…」

「えっ？新しい人って…？」

僕は緊張もあり、高校一年の時、柴田さんの学校の学園祭の後の、数ヶ月後に届いた柴田さんからの手紙の内容を、その時、瞬時に思い出せませんでした。

そして、その後、「新しい人」と言うことは、柴田さんにとって、自分も付き合っていたとカウントされていたのか…と、そう思い、急にまた心臓がドキドキして来ました。

「そんな辛い時、出会った人がいました。

加藤君とは、お友達でいたいです・・・」

あの時の手紙の、最後の文字が、この時はっきりと思い出されました。

と、そんな事を考えていた瞬間に、柴田さんは話の続きを言い始めました。

「その人はとても浮気性で、私ちょっと…、遊ばれてしまったかも知れない…」

「遊ばれたって？」

僕は、その「遊ばれた」の本当の意味が解らないでいました。

柴田さんは、その僕の言葉に対して、その後、また黙ってしまいました。

「・・・・」

その沈黙に堪えきれず、僕の方から言葉を発しました。

「と、とにかく、、辛い思いをしたんだよね？

遊ばれたって、どうしたのかな？」

少しの沈黙のあと、柴田さんは一呼吸してから、小声で言いました。

「ごめん…、加藤くんには関係ない話を、言っちゃったね…」

そう言うと、柴田さんはその後、シクシクとずっと泣いていました。

僕は、その姿をずっと見ていました

それから、１０分ぐらい経ったと思います。

柴田さんはハンカチで頬を拭うと、言いました。

「加藤くん、ごめん…、、、またお店に行くね。」

そう言うと、柴田さんはその喫茶店を出て行ってしまいました。

僕は、その後ろ姿を見ながら、ぼんやりと思いました。

「あぁ、、以前の柴田さんの方が、好きだったなあ…」と。

その後、２人分のミートソースのスパゲッティがテーブルに置かれ、僕はその２皿を食べて帰りました。

僕は帰りの途中、いろいろな事を考えました。

「もしかしたら柴田さんは、とても寂しい日々を過ごしていたのかも知れない。」

でもそれは、自分に対してではなく、その新しい人に対してだったと言う事を。

僕は、そんな事を思いながら、それでも以前の柴田さんの事を、一つ一つ思い出していました。

高校一年の時の、杉並公会堂での吹奏楽部のコンサートに行って、初めて出会った時の事。

その後、豊島園の事や、柴田さんの高校の学園祭でのいろいろな出来事と、あの手紙。

僕の高校の文化祭では、突然帰ってしまった。

でも今回、偶然にも久しぶりに再会出来て、とても嬉しかった…

考えて見ると、一喜一憂の連続でした。

そしてその後、柴田さんは僕の勤める楽器店には、一度も訪れませんでした。





楽器店から、バンドボーイへ

柴田さんと、せっかく再会出来たのに、こんな結末に終わりました。

でも、僕はその後、いつもと変わりなく楽器店での仕事をしていたのですが、高校時代からずっと一緒にバンドをしていた親友の矢嶋くんと、その頃、元々やっていたビートルズのコピーバンドから、同じコーラスを中心としたバンドで、アメリカ・ウエストコーストのイーグルスのコピーも初めていて、吉祥寺にある「メトロボウル」と言うボーリング場の地下駐車場で、機材一式を運びながら毎週練習をしていました。

その「メトロボウル」を使用させて貰うのも、コネクションなど全くなく、いきなりその場に行って直談判すると言う、今考えれば、がむしゃらな交渉手段でした。

荻窪にある楽器店が終わるのが夜８時で、それから武蔵関にある家に帰り、友達が運転する２トントラックにPA機材やスピーカー、そしてギターアンプとベースアンプ、更にはドラムセットを積んで、吉祥寺駅の北東側にある「メトロボウル」の地下で、練習をしていました。

そんな日々を過ごしていた秋、僕のところに、ある女性から電話があったのです。

僕が電話に出ると、その声の主は、あの豊島園にも一緒にいた、奈良さんとも仲が良かった女性でした。

「加藤くん、元気してた？今どうしてる？」

彼女は、とってもサバサバとしていて、男まさりと言うか、とにかく機敏に話をします。

「元気にしてるよ。山田さんも元気だった？」

僕がそう言うと、山田さんは、笑いながら答えました。

「あはは、、うちは、いつでも元気だよ！」

そんな風に、気さくにいろいろ話しているうちに、僕は、奈良さんが今どうしているかが気になって、山田さんに聞いて見ました。

「そう、、奈良さんは、元気にしてるのかな？」

いつも力強く機敏に話す山田さんが、何故か少しの沈黙の後、答えました。

「ああ、奈良さんね、、どうだろうね…。最近連絡とってないから分かんないけど…」

その時僕は、奈良さんの近況を知る事が出来なくて、少し残念に思いました。

と言うより、あの文化祭の時以来、連絡がとれなくなってしまった事が、とても気になっていたからでした。

僕は、もしかしたら山田さんが、何か知っているかも知れないと思い、勇気を出してその事を聞いて見ました。

「そう、、、奈良さんは、僕の高校の文化祭の時の事、話していなかったかなあ？」

すると、山田さんは更に沈黙した後に、答えました。

「ああ、、、奈良さんはさ、言ってたよ。その文化祭の時、奈良さんは柴田さんと喧嘩したじゃん。」

「えっ！喧嘩？」

僕がそう言うと、山田さんが重ねる様に言いました。

「えっ、やっぱり加藤くんは知らなかったんだ！」

山田さんのその言葉に、僕は頭の中がぐるぐると回り、混乱しました。

「えっ、喧嘩って何？」

僕は、すぐに聞き返しました。

「加藤くんさ、もしかしたら、加藤くん怒ってるからって言って、柴田さんが帰ったと思ってるでしょ？」

「え、、そうだけど…、違うのかな？」

「やっぱり！　違うんだよ！　その時ね、奈良さんと柴田さんが喧嘩したんだよ。」

「ええーーー！」

僕は、すごく驚きました。

「でも、何で喧嘩したの？」

と、僕が聞き返すと、山田さんは落ち着き払った感じで、ゆっくりと話し始めました。

「その時の話、私たちの間じゃ、けっこう皆んな知っててさ。奈良さんはさ、最初さ、彼氏いたじゃん。　でもその後、結構すぐに別れちゃってさ。奈良さんは、寂しかったんだよね。それで、そのタイミングがあの文化祭の時で、あいつ一番沈んでた時でさ。最初奈良さんは、加藤くんに柴田さんをくっ付けようとしてたんだけど、やっぱりそれが上手く行っちゃうと思って妬んじゃったんだよね。」

その山田さんの話に、僕はにわかに信じられませんでした。

でも、山田さんは嘘をつくような人ではないと、僕は思っていました。

僕は考えて、一呼吸した後に言いました。

「でも、何で僕が怒った事にしたのかな…」

すると、山田さんは言葉を重ねるように、

「だからあ〜！　加藤くんって、まったく察し能力ないよねー！　全部言ってしまえばさ、奈良さんが妬んで柴田さんと喧嘩になって、柴田さんは帰ってしまってさ。その後も、松岡さんの事も妬んだんだよ。」

僕は、その話を聞いて、やっと少しずつ理解し始めました。

その時は、言葉が出ませんでした。

「柴田さんは、最後の時、なんでその事を言わなかったんだろうか…」と、考えました。

しかし、「そうか…、奈良さんと柴田さんが喧嘩になり、その後、奈良さんがそう言った事は、柴田さんは知らなかったんだ…」

僕は、自問自答をくり返しました。

僕が、沈黙していると、少し大きな声で山田さんが言いました。

「あのさ！今度、松岡さんと3人で、お昼ご飯でも食べに行かない？」

「えっ！」

その言葉に、僕はハッとしました！

「あ、、、いいね。行こう…」

僕はそう言ったものの、松岡さんにまた会うと言う事を想像したら、とても心臓がドキドキしました。

「日にち、いつにしようかね！」

「あ、僕の仕事はシフト制だからさ。この日とこの日が空いているよ。」

と伝えると、山田さんは、

「わかった！それじゃ、とにかく松岡さんに聞いてみるからさ。また電話するね。」

山田さんはそう言い、電話を切りました。

「加藤くん、待たせちゃってゴメンね！」

山田さんとしては、僕の気持ちを勿論察している筈もなく、とても軽い口調で言いました。

「あのさ、明日とかどう？」

「えっ…」

僕は、その急な展開に、かなりビックリしました！

「あ、、明日の夜は大丈夫だけど…」

僕がそう言うと、山田さんは少し大きな声で答えました。

「おっ！じゃ、明日の夜ね！　時間、何時にする？」

「僕は仕事が終わるのが８時だから、それ以降だったら大丈夫だよ。」

「それじゃ、荻窪に８時半とかに待ち合わせしよっか！」

「OKだよ。」

あまりにも急な日程で、僕はかなりビックリしました。

でも、このドキドキの時間が短い方が良いとも、少し思いました。

しかし、それどころか、その日の夜は一睡も出来ませんでした。

そして、次の日はかなり眠たい状態で出社し、僕は仕事をしていました。

お昼の休憩でご飯を食べた後、急激に睡魔が襲って来ました。

「これはマズイ、、、。夜になって、山田さんと松岡さんに会った時は、寝てしまうんじゃないか、、、」

僕は、そう思いながら、少しうつらうつらしながら、仕事をしていました。

僕の仕事は楽器販売員なので、売り上げた時は、必ず伝票に金額を書いてから、レジに持って行って会計を済ますのですが、その日、売り上げた楽器の金額を書き間違えてしまったのです。

主任の坂巻さんが、閉店後のミーティングで、珍しく声を荒げました。

「レジの金額が合わないんだけど、誰か間違えて伝票渡してないか！？」

その言葉を聞いて、僕はハッとしました。

「加藤くん、待たせちゃってゴメンね！」

山田さんとしては、僕の気持ちを勿論察している筈もなく、とても軽い口調で言いました。

「あのさ、明日とかどう？」

「えっ…」

僕は、その急な展開に、かなりビックリしました！

「あ、、明日の夜は大丈夫だけど…」

僕がそう言うと、山田さんは少し大きな声で答えました。

「おっ！じゃ、明日の夜ね！　時間、何時にする？」

「僕は仕事が終わるのが８時だから、それ以降だったら大丈夫だよ。」

「それじゃ、荻窪に８時半とかに待ち合わせしよっか！」

「OKだよ。」

あまりにも急な日程で、僕はかなりビックリしました。

でも、このドキドキの時間が短い方が良いとも、少し思いました。

しかし、それどころか、その日の夜は一睡も出来ませんでした。

そして、次の日はかなり眠たい状態で出社し、僕は仕事をしていました。

お昼の休憩でご飯を食べた後、急激に睡魔が襲って来ました。

「これはマズイ、、、。夜になって、山田さんと松岡さんに会った時は、寝てしまうんじゃないか、、、」

僕は、そう思いながら、少しうつらうつらしながら、仕事をしていました。

僕の仕事は楽器販売員なので、売り上げた時は、必ず伝票に金額を書いてから、レジに持って行って会計を済ますのですが、その日、売り上げた楽器の金額を書き間違えてしまったのです。

主任の坂巻さんが、閉店後のミーティングで、珍しく声を荒げました。

「レジの金額が合わないんだけど、誰か間違えて伝票渡してないか！？」

その言葉を聞いて、僕はハッとしました。

「すみません、、、僕かも知れません、、、」

僕がそう言うと、坂巻さんは僕に向かい、とても強い口調で言いました。

「やっぱりな、お前だと思ったよ！　今日は一日ずっと覇気がなかったもんな、お前！」

「すみません、、、」

僕は、そう謝るしかありませんでした。

その時の時間は、閉店の夜８時を過ぎて、８時２０分頃でした。

「マズイ、、、８時半に、荻窪駅に着けないかも知れない…」

そう焦りながらも、駅にいるかも知れない山田さんと松岡さんに連絡をする手段はありませんでした。

その後、レジの打ち直しなどが行われましたが、その間、当然僕は、その場に居なければなりません。

他の社員は帰って行きましたが、レジ担当の人２人と、僕だけが残りました。

レジ担当の２人には、本当に申し訳なく、平謝りに謝りました。

結局、レジの修正が終わったのが、９時を少し回っていました。

その時には、僕は当然レジ担当の２人に申し訳ないと思いましたが、それと同時に、駅で待たせている２人に対しても同じ気持ちで居ました。

その複雑な気持ちの中、僕は新星堂(楽器売場)を出て、荻窪駅の方角へ走りました！

そして、汗だくになりながら駅の改札口に着くと、そこには、山田さんと松岡さんの姿はありませんでした。

僕は焦りながら、周りをキョロキョロと見渡しました。

しかし、２人の姿はありません。

僕が途方に暮れていると、ある一人の中年の男性が、駅の改札口の横にある伝言板の前に立っていました。

勿論、その人はまったく知らない人でしたが、その時、ふと思いました。

「あっ、伝言板か、、、」

僕は、その伝言板に近づき、山田さんの伝言がないか捜しました。

「あっ！」

その伝言板には、「ケンタッキーで待ってます。山田」と書いてありました。

ケンタッキーは、駅を出て、ロータリーと青梅街道の角にある事は知っていたので、その文字を見て、大急ぎで走りました。

青梅街道沿いなので、新星堂へ少し戻るような感じになります。

その時でした。

「あっ！加藤くん！」

そう呼ばれて誰だろうと振り返ると、さっきのレジ係の２人の女性とすれ違った事に、僕は気がつきました。

「あれ？どうしたの？　そんなに急いで、会社に忘れ物でもしたの？」

「あっ、いや、、、すみません…、違うんですが、友達と待ち合わせをしてたんで…」

僕がそう答えると、女性は少し笑いながら、からかう様に言いました。

「あっ、デートでしょ！　それだったら、私たちだけでレジの打ち直ししてたのに〜」

「いや、、デートじゃなくて、友達なんです。　すみません…、急いでいるので、失礼します。　また、明日宜しくお願いします…」

僕はそう言い、また走りました。

ハアハアと息を切らせながらケンタッキーに辿り着くと、２階に駆け上がり、山田さんと松岡さんを捜しました。

僕がキョロキョロと捜していると、なんと、すぐ近くで山田さんが手を振っていました。

「あっ、ここだったんだ…、、、ゴメン！　待たせちゃって、、、」

僕が息を切らしながらそう言うと、山田さんが笑顔で言ってくれました。

「そんなの、ぜんぜん大丈夫だよ。仕事なんだからさ、遅くなる時もあるでしょ！」

僕は、その言葉に救われました。

ただ、松岡さんはその時、黙っていました…

僕と山田さんが話している間、松岡さんはずっと黙っていました。

僕は、その沈黙が、とても気になって仕方がありませんでした…

山田さんは、僕に明るく話をしてくれましたが、数分後にふと気づいたかの様に、いきなり松岡さんに、話を振りました。

「あのさ、松岡さんも何か話そうよ。」

その唐突な山田さんの言葉に、松岡さんも少し戸惑ったような感じでした。

「うん、、、加藤くん、久しぶりだね。」

と言いましたが、その言葉は弱々しく、僕には感じました。

でも僕は、なぜ山田さんが、今日松岡さんを呼んだのか、それがとても気になって、仕方がありませんでした。

「あ、、、文化祭のとき以来だよね、、、」

僕は、そう言うのが、やっとでした。

その後、いろいろな話をしましたが、松岡さんは話すのが苦手みたいで、僕もさらに苦手だったので、結局なかなか話せないまま、その日、３人は帰りました。

しかし、その数日後、また山田さんから電話がありました。

「加藤くん、、この間はありがとう。」

「そんな、、、僕の方こそ、ありがとうだよ、、、」

そんな会話が続いてから、山田さんは、急に語気を強めて言い始めました。

「あのさ、加藤くん、ぜんぜんダメだよ！」

「えっ！？」

僕は、山田さんの、その唐突な言葉に驚きました。

「もっとさ、押さないとダメだよ…」

勿論その言葉を、僕は理解していました。

しかし、その理解と、現実の行動と言うものは、自分の中では、まったく別のものだったんです。

「押さなければ、相手は受け止めてくれないか…」

僕がそんな事を考えていると、山田さんは、どんどん捲し立てて来ました。

「あのさ、加藤くんは松岡さんの事、どう思ってるの？」

「良い子だと思っているよ。」

「好きか嫌いかだったら、どっち？」

僕は、その山田さんの問いかけに、かなり戸惑いました…

「う〜ん…」

僕が考えている間、山田さんは黙っていて、僕の様子を伺っている様に思えました。

しかし、その沈黙を感じ、更に言葉が詰まりました。

「…………」

山田さんは、その僕の様子に堪り兼ねたのか、それとも、自分の言動を気にしたのかは分かりませんが、小さな声で言いました。

「あ、でも考えてみたら、加藤くんと松岡さんは、まだ２回しか会ってなかったんだよね…

それじゃ、分かる訳ないか…」

「そうだよ。まだ２回しか会っていないから、分からないかなあ…」

そう僕が答えると、山田さんが言いました。

「じゃ、またいつか連絡するね。」

その言葉に、僕は何故か強い不安を覚え、反応してしまいました。

「ちょっと待って！」

「じゃ、またいつか連絡するね。」という山田さんの言葉は、もしかしたら、もう連絡しないと言う意味も含まれた言葉のような気がしました。

「なに？」

山田さんが、数秒後に言いました。

しかし僕は、「ちょっと待って！」と言ったものの、その後の言葉を、まったく考えていませんでした。

と言うより、言葉では言い表せられない感情が、その時に溢れたのだと思います。

僕は、一呼吸してから言いました。

「また３人で会えないかな？」

僕がそう言うと、山田さんは、

「分かった！　それじゃ、今週中にまた連絡するね。」

と言い、電話を切りました。

「今週中かあ、、、今週中と言っても、いつになるのかなあ…」

僕は、気がついたら、松岡さんの事をすごく意識していました。

でも、それと同時に、なぜ山田さんが松岡さんを、そんなに推して来るのか…と、それも不思議でなりませんでした。

その二つの事を考えていたら、道を歩いている時でも、仕事中でも、とにかくどんな時でも、気になって仕方がなかった。

そんな事をずっと考えていたある日、僕が仕事から帰り、着替えをして、部屋でくつろいでいると、電話が鳴りました。

3回ほどリンリンと電話の音が鳴ったあと、その音は無くなりました。

その後、廊下のスリッパの音が聴こえ、母親が階段の下から言いました。

「泉・・・、松岡さんって子から電話だよ！」

母親のその言葉に、僕はもの凄く驚きました！

「何で、松岡さんから電話なんだろう…」

と思いながら、今にも躓きそうになりながら、家の階段を、急いで駆け降りました。

そして、急いで受話器を手に取り、僕は早口で言いました。

「もしもし、松岡さんこんばんは。」

松岡さんはそれに対し、落ち着いた感じで、ゆっくりとした口調で答えました。

「加藤くん、夜に電話しちゃってごめんね。」

僕は、急なこの様な展開に、かなり焦っていました！

「あ、、、夜は、ぜんぜん大丈夫だよ、、、」

汗が、滴りました。

「ごめんなさい…、、、山田さんが、直接電話した方が良いって言ってて、、、」

「そうだったんだ…、わざわざ電話してくれてありがとう。」

「あの…、、、前に、肩に触れた事って、ぜんぜん気にしてないので…」

松岡さんは、そこまで言うと黙ってしまいました。

僕はその言葉に、凄く焦りました！

そして、何であの時の事を、松岡さんがここで言うのだろうと考えました。

でも、松岡さん自身の口からそう言われて、僕はふと気がつきました。

もしかしたら、僕が遅れた先日のケンタッキーの時、僕を待っている間、山田さんと松岡さんは、いろいろな話をしたんだろう。

思い起こせば、奈良さんが松岡さんを妬んだ原因は、僕があの文化祭の時に松岡さんの肩に手を触れてしまった事だった。

そして、その事に対し僕が気にしていると言う事を、山田さんが松岡さんに伝えたのかも知れない。

僕はそう考えているうちに、先日のケンタッキーで松岡さんが無口だった事を思い出し、その理由を勝手に想像していました。

僕はそう考えていて、松岡さんの言葉に対しての返事が遅れました。

「あ、あの時は、本当にごめんね…」

それに対し、松岡さんは・・・

「そんな…、、こちらこそ、ごめんなさい。」

と、優しく答えてくれました。

松岡さんは、そう言ったあと、すぐに話し始めました。

「あの、、、加藤くん、、、ごめんね。私、あの文化祭の後、奈良さんからいろいろ言われて、どうしたら良いのか分からなくなってしまって。山田さんとかに相談していたの。」

松岡さんは、言葉を続けました。

「それに山田さんは、奈良さんと仲が良かったのに、こんな事になってしまったから、とても残念がっていて、私にも、加藤くんと会って相談した方が良いって言ってくれて…」

「そうだったんだ…」

僕は話の全貌が、だんだんと解って来ました。

そして僕は、いろいろな事が気になってしまい、松岡さんに聞きました。

「そう、、あの文化祭の後、奈良さんはどうしてたのかな？」

「奈良さんは、あの後、何故か分からないけど、引きこもってしまって、学校も休みがちだったし、周りの皆んなとも離れて行った感じだったの。」

僕はその話を聞いて、奈良さんの事が少し心配になりました。

僕が、心の中でいろいろな事を考えていると、松岡さんが、少し小さな声で言いました。

「あの…、、加藤くん、もし良かったら、近々、何処かで食事でもどうかな？」

松岡さんからそう言われて、僕はとてもビックリして、この急な展開に、どうしたら良いのかと、かなり戸惑いました。

とその時、母親が急にドアを開けて、言いました。

「泉、、お父さんが電話使いたいって！」

「ああ、、こんな時に…」

僕は、かなり焦りました。

しかも、母親の声が松岡さんに聞かれてしまったんじゃないかと、気が気ではありませんでした。

「ちょっと待って、もうすぐ電話終わるからさ…」

そう僕が、受話器を左手で押さえながら小声で言うと、

母親は、無言でドアを閉めました。

僕は左手を受話器から放し、ドキドキしながら言いました。

「松岡さん、ごめん、、、さっきの話は、僕は、、」

僕がそこまで言うと、松岡さんは言葉を重ねるように言いました。

「あ、、私こそごめんなさい・・・、お父さんが電話使うんだよね。わたし大丈夫だから、また今度電話するね。おやすみなさい…」

僕は、慌てました！

「ちょっと待って！食事に…」

電話は、切れていました。

その夜の事は、とても後悔しました。

そして、松岡さんは山田さんに聞いて、僕の電話番号を知っているけれども、僕は松岡さんの電話番号を知らないので、ずっと待つしかない、このもどかしさが堪りませんでした。

「ああ、、松岡さんの電話番号を、聞いておけば良かった・・・、何で聞かなかったんだ！」

そう、何度も自分に問い詰めました。

それから２日経っても、３日経っても、松岡さんからの電話はありませんでした。

堪り切れず、山田さんに電話をしようかとも思いましたが、やはりやめました。

と、そんな悶々と日々を過ごしていましたが、５日後に、いつもの様に楽器店から帰ると、なんと階段の上り口に１通の手紙が置いてありました。

僕は、「誰からだろう？」と思いました。

しかし、手にとる間、その瞬間、「もしかしたら柴田さんかも知れない…」と、心をよぎりました。

急いで宛名を見ると、なんと松岡さんの名前が書いてあったのです。

僕は、その手紙を持って、急いで階段を駆け上がりました。

でも、駆け上がりながら、あの時の事を思い出してしまいました。

柴田さんからの「さようなら」と書いてあった、あの手紙の事を…

この手紙にも、開くと同じ文字が書いてあるのかも知れない…、と感じました。

僕は、自室に入り、ドアを閉め、すぐに封筒を開けました。

その封筒の中の手紙には、こう記されていました。

「先日、いきなり電話してしまい、ごめんなさい・・・

そして、お父さまの電話を妨げてしまい、すみませんでした。

それで、ご迷惑をかけてしまうと申し訳ないので、私からは電話はしない方が良いと思い、手紙を書きました。

加藤くんの住所は、山田さんから教えて貰いました。

この間、途中で終わってしまった話ですが、今度何処かで食事でも如何でしょうか？」

この文章から、松岡さんはとても誠実な女性だと感じ取れました。

それと同時に、自分がこの数日間、何を悩んでいたんだろう…と思いました。

そして、その最後には、松岡さんの電話番号が記されていました。

僕はすぐに外へ出て、歩けば１０分ほどの公園にある公衆電話ボックスに走りました。

しかし、公園に着くと、あいにく別の人が電話をしていました。

５分、１０分と時間が過ぎましたが、一向に、その人の電話は終わりません。

「う〜ん、どうしようか、、、このまま待っていようか・・・、でも、この人が長電話だったら、夜遅くになってしまい、松岡さんに電話出来なくなってしまうかも知れない・・・」

僕は、少し迷いましたが、やはり別の公衆電話へ行く事に決めました。

「でも、他の公衆電話は、何処にあったかな・・・」

夜空を見上げ、考えました。

「そうか、、駅に行けば何台かあったな！ここから武蔵関駅まで走ったら１５分か・・・よし、行こう！」

その公園から、武蔵関駅まで、僕はまた走り出しました。

途中、息切れがして、止まって膝に手を充て、数秒休んではまた走りました。

その後、やっと駅にたどり着くと、幸運な事に四つの公衆電話ボックスすべてが空いていました。

僕はハアハアと息を切らしながら、松岡さんからの手紙に記されている電話番号に電話しました。

疲れと緊張で、ダイヤルを上手く回せません。

何度か、指を引っ掛けながら、やっと回しました。

外の雑音が、耳についた。

プルルルル…

プルルルル…

カチャ…っと、相手の受話器を取る音が聞こえ、電話に出たのは男の人の声でした。

「はい、松岡ですが。」

低いその声は、松岡さんの父親らしき人でした。

その声を聞いた瞬間、もの凄く緊張が走りました。

「あの、、ゆ、ゆきこさん…居ますか？」

僕がそう言うと、その人は、また低く冷たい声で答えました。

「はい」

廊下を歩くスリッパの音が聞こえ、その音は消えました。

その後少しして、小走りでスリッパの音が聞こえ始め、次第に大きくなり、、止まりました。

「もしもし、加藤くん？」

松岡さんの声でした。

「あ、、もしもし…、手紙、読んで電話したよ。」

そう、僕が言うと、

「電話、ありがとう。この間は、お父さまにご迷惑かけちゃって、ごめんね。」

「あっ、、そんな事ないよ！　親父がタイミング悪く電話使うって言ってたから…、こっちこそ、本当にごめん…」

僕がそう言うと、少しの沈黙があり、松岡さんが言いました。

「えっと、そうそう。。今度、あのね、、加藤くん、何処かで食事しませんか？　じつは、山田さんに『二人で行ってきなよ』って言われちゃって…、ちょっと恥ずかしいんだけど…」

僕は松岡さんから直にそう言われて、もの凄くドキドキしました。

「う、うん、、、いいよ…」

もっと気の利いた事が言えないのかと、心の中で思ったけれど、そう言うのがやっとでした。

「それじゃ、いつがいい？」

「僕は、この日とこの日が休みなんだけど、松岡さんは、たぶん休みじゃないよね？」

「その日だったら、大丈夫。」

「えっ、、短大は大丈夫なの？」

「その日だったら、学校休めるから。」

「そうなんだ、、良かった…」

僕は先日、山田さんと松岡さんと３人で会った時、なかなか日程が合わなくて、結局夜になったので、今度も、また夜に少しの時間会うだけだと思っていました。

しかも、昼間からデートみたいな感じで女性と二人きりで食事をするなんて、僕には初めての事だったので、心臓がもの凄くドキドキしてしまい、その後の会話が、何を話したのか耳に入らなかった・・・

その日から、松岡さんと会う日まで１週間以上ありました。

それまでの間、僕はかなりの寝不足が続きました。

でも、先日のような楽器店でのミスは、二度としないようにと気をつけていたんですが、ある日、再び同じ過ちを犯してしまったんです。

主任の坂巻さんが、言いました。

「おい加藤っ！会計の間違えは、絶対にしてはダメなんだぞっ！」

「すみません・・・」

僕はその時、平謝りに謝りました。

気をつけていたのに、また、やってしまった…

でも、坂巻さんは厳しい人でしたが、人情味のある人でした。

「なぁ加藤…、最近こんな事が続くには、何か悩み事とかあるんじゃないか？」

僕はそう言って貰えて、坂巻さんに、本心を打ち明けました。

「じつは、最近気になっている子がいて…、今度会う事になったんですが、ぜんぜん眠れなくて…」

坂巻さんは、「う〜ん…」と頷くと、少しして言いました。

「そんな事、俺もあったよ！　今のカミさんの時もそうだったけどさ。その前の時も、そうだったよ！」

僕は、その言葉に救われた気がしました。

「ありがとうございます…」

僕はそう答えるしか、他に言葉が見つかりませんでした。

僕が、そう言うと、坂巻さんは静かに語り始めました。

「なぁ加藤…、俺は近々、今のカミさんと離婚するんだよ。」

「えっ！」

じつは、その数日前に、西日暮里にある坂巻さんの家に遊びに行った事があり、僕は、奥さんとも会っていました。

その時の奥さんはとても気さくで、優しくて、坂巻さんと離婚するなんて、とても想像出来るものではありせんでした。

しかし女性と、まだ、まともにお付き合いした事もない自分にとって、それはあまりにも衝撃的で、信じられない事実でした。

それと同時に、自分は、あまりにも子供だと痛感した瞬間でした。

それから数日後、いよいよ松岡さんと二人きりで会う日が訪れました。

その日は、とても晴れた日で暖かく、小鳥のさえずりも聴こえ、爽やかな日でした。

僕はいつもより早く目が覚めて、ドキドキしながら朝ごはんを食べて、ドキドキしながら歯を磨き、そして、ドキドキしながら出掛ける準備をしました。

気持ちが落ち着かない中、待ち合わせの場所の吉祥寺駅へバスで向かい、吉祥寺駅の中央改札口で、僕は松岡さんを待っていました。

しかし、約束の時間の昼１２時になっても、松岡さんは現れません…

僕は、腕時計を見ました。

その時、時計の針の動く速さが、凄く遅く感じました。

僕は時計を見ては、周りをキョロキョロと見渡す行動を、何度も繰り返しました。

そうしていると、約束時間より１０分過ぎた頃、改札口の向こう側から、同じ様に周りをキョロキョロと見渡しながら歩いて来る松岡さんの姿が見えました。

その姿を見つけ、僕はすかさず手を上げて合図をしましたが、松岡さんはなかなか気がつかなくて、結局、改札口を通過する直前に、僕に気がつきました。

「松岡さん！」

僕がそう言うと、松岡さんは、申し訳なさそうに言いました。

「ごめんなさい…、何度もつまずいてしまって、転んじゃって、電車に乗り遅れてしまったの…」

見ると、松岡さんは当時流行りのベルボトム・ジーンズに、高いヒールのロンドン・ブーツを履いていました。

「それじゃ、転んじゃうよね！」

「あははは…」

二人で笑い、初デートの出だしは好調のように見えました…

僕と松岡さんは、まず吉祥寺駅の北東にある近鉄百貨店へ行き、上階のレストランに入りました。

テーブルにつき、メニューを二人で見ました。

一つのメニューを二人で持ち選んでいる最中、松岡さんの顔がすぐ近くにあって、僕は凄くドキドキしました！

僕はカレーライス、松岡さんはナポリタンを頼みました。

その後僕は、料理がテーブルに置かれるまで、何を話したら良いのか分からず、とても考えました。

「今日は、天気が良くて、本当によかったね…」

僕がそう言うと、松岡さんは、

「うん、ほんと天気がいいね。」

と、答えます。

そして、話題が止まってしまい、僕は冷や汗をかきながら、次の話を絞り出すように言います。

「松岡さん、元気してたかな？」

「うん、元気だったよ。」

その後、何度もいろいろな話をしましたが、オウム返しの様な会話が続きました。

おしゃべりが苦手な自分にとって、こんな状態はとても大変でした。

そうしている内に、カレーライスとナポリタンがテーブルに置かれ、二人は食べ始めましたが・・・

僕は、食べている最中でも、合間に何か話をしなくてはと思っていました。

しかし、食べながら話すと、滑舌も悪くなり、更にその滑舌の悪さを自分で気にしてしまい、なかなか喋れなくなりました。

その後、僕よりも松岡さんの方が先に食べ終わり、松岡さんは、僕が食べている姿をじっと見ていました。

僕は、その視線を感じ、もの凄く緊張しながら食べていました。

その後、カレーライスの肉を飲み込む事を繰り返し

ながら、やっと食べ終えました。

松岡さんは、僕のその姿を見ながら、「くすっ…」っと、少し笑っていました。

僕は、その事があまりにも恥ずかしくて、どうしようもなかった…

食事をした後、どこへ行こうか？　と言う話になりましたが、僕は、以前友達と行った事のある、吉祥寺駅の北西にあるプチロードと言う小さな通りの奥にある「ボニー＆クライド」と言うお店を提案しました。

そこしか、僕には思い当たる場所がなかったのです。

すると松岡さんは、

「プチロード？　なんか可愛い名前ね・・・、わたし初めて行くところだから、凄く楽しみだなあ〜」

と、言いました。

僕はその言葉を聞いて、ちゃんと期待に添えられるだろうかと、少し心配になりました。

近鉄百貨店を出て、横断歩道を渡り、少し細い路地に入りました。

路地を歩いて行くと、「サンロード」と言うアーケード通りに出ました。

そこは凄い人で、賑わっていました。

人々の声も大きくて、松岡さんと話すことも出来ません。

僕は、とにかく松岡さんをしっかりエスコートしなければいけないと、松岡さんを気にしながら歩いていたんですが、松岡さんは背が高くはなかったので、たまに人に埋もれてしまいます。

「こんな人混みで、プチロードまで辿り着けるかなあ…と、少し心配になって来ました。

僕がそんな事を気にしていたその時、さっきまで直ぐ斜め後ろを歩いていたはずの松岡さんの姿が見えなくなりました。

「あれっ！」

僕は、急に緊迫しました！

僕は、横や後ろをキョロキョロと、急いで探しましたが、見当たりません・・・

「何処へ行ってしまったんだろう！」

その時、あの文化祭で皆んなと逸れた事が、心をよぎりました。

「まさか、あの時と同じ事が、起こってしまうのか・・・」

一瞬パニックになりそうになりましたが、気を取り戻して、僕は来た道をとにかく戻りました。

少し戻ると、なんと松岡さんが、しゃがんでいました。

「松岡さん、どうしたの？」

と、僕が言うと。

「ごめん…、また転んじゃって…、、、わたし、この靴履いてこなければ良かった…」

と、松岡さんは、今にも泣きそうな声で言いました。

僕は、慌てて、

「そんな…、、大丈夫だよ。　ゆっくり歩けばいいんだから…」

と言って、その時僕はしゃがんでいる松岡さんに、手を差し伸べました。

でも、その時やはり、文化祭で肩を触れた事が一瞬、頭の中を過りました…

僕はその瞬間、手を引っ込めようと思いましたが、勇気を出して、そのまま手を伸ばしました。

松岡さんの手が、僕の手と重なりました。

僕が、その松岡さんの手の温もりを感じるか感じないかの、その瞬間に、松岡さんが、凄く申し訳なさそうに言いました。

「ごめんね・・・、加藤くん・・・」

その時の松岡さんの顔を見て、あの時の文化祭での事と重なりました。

あの時、そしてそれ以降ずっと気にしていたけれど、この時、何故か分からないけれども、その事がスッと消えた気がしました。

僕は勇気を出して松岡さんの手をぐいっと引き上げると、松岡さんは手を付いて起き上がりました。

しかし、その時の反動で、松岡さんの顔が、少し僕の顔に触れました。

「あっ！」

僕はその時、松岡さんのシャンプーの香りのする髪が目の前に触れて、もの凄くドキドキしました！

松岡さんは立ち上がると、スカートの汚れをパタパタと叩きました。

その瞬間、僕と松岡さんの手は離れました。

僕は手が離れてしまった事を、少し残念に思っていると、

「大丈夫かなあ〜、、、この靴、なんか安定悪くて、、、」

そう言いながら、凄く靴を気にしている様子でした。

そして、松岡さんはすぐに歩ける感じではなかったので、僕は言いました。

「松岡さん、、、歩くの大変だと思うからさ。　この近くのお店に入ろっか…」

すると松岡さんは、

「ごめん…、、でも大丈夫。　少し歩けば慣れると思うから。」

と、言いました。

僕は、その言葉を聞いて、ふと思いました。

「もしかしたら、今日のために、無理をして履き慣れない流行りの靴を、履いて来てくれたのかも知れない…」と、、

そんな勝手な自分の思い込みが、その後、拍車をかけて行きます。

その後１０分程して、プチロードの中にある「ボニー＆クライド」に着きました。

入口には狭く鉄製の階段がありましたが、かなり急勾配の階段だったので、僕は松岡さんが階段を踏み外してしまう事が心配になって、言いました。

「松岡さん、先に上がった方がいいよ。　僕は松岡さんが転ばない様に、後ろから上がるよ。」

すると松岡さんは、すかさず答えました。

「加藤くん！　わたし、スカート短いから、加藤くん先に上って！」

僕は、その言葉を聞いて、かなり焦りました！

「あ……、、、」

しかも、その時すぐに謝れば良かったのに、とっさの事に、僕は、思わず言葉に詰まりました。

松岡さんはその時無言で、１メートル程離れて、他所の方を見ていました。

僕は、とても気まずい気持ちになりながら、階段を上りました。

「松岡さんは、怒ったのかも知れない…」

と、僕はとても不安になりました。

そして、もしかしたら、今のことで怒って、そのまま帰ってしまうかも知れない…、と思いました。

でも、僕が半分くらい上った時、後ろから階段を上って来る音が聞こえ、少し安堵しました。

階段を上り終えるとドアがあり、僕はそのドアを開けながら下方をチラッと見ましたが、、

松岡さんは、まったく僕の方を見ないで、靴を気にしながら、下を向いて上がって来ました。

そして、ドアの手前に着くと、松岡さんは僕の顔を見ましたが、その顔は笑顔ではありませんでした。

僕は、松岡さんを先にお店に誘導してから、入りました。

「ボニー＆クライド」の店内は、あちこちに細い鉄製の柱があり、各テーブルが仕切られている感じです。

ちょうど窓側のテーブルが空いていたので、僕は言いました。

「あ、あそこのテーブルにしようか」

「うん」

松岡さんは、あまり元気のない返事でした。

テーブルに着くと、すぐに店員さんがメニューとコップに入った水を２つ持って来ました。

「えーと、何を飲もうか…」

僕は、一言発するにも、かなり緊張していました。

松岡さんは無言で、メニューを見ていました。

「あ、それじゃ僕は、コーヒーにしようかな…」

そう僕が言うと、松岡さんも続けて言いました。

「私は、紅茶で。」

店員さんは、テーブルを離れました。

僕が緊張の頂点に達した時、松岡さんが口を開きました。

「さっきの事、加藤くん何にも言ってくれなかったね」

僕はその時、緊張の頂点だと思っていたけれど、それは本当の頂点ではなく、本当の緊張の頂点は、これからでした。

「あっ、、、ごめん。。さ、さっきは、そんな変な気持ちじゃなくて…」

僕が、言葉を絞り出し、そこまで言うと、松岡さんは、僕の言葉を遮るように言いました。

「ふう〜ん…、、それじゃ、どんな気持ちだったの？」

松岡さんの目は、少し上目遣いで、僕を疑っているように見えました。

僕は慌てて、その言葉に、

「あのさ、、松岡さん、さっきも転んでたから、あの階段急だったし、また転んだら危ないと思って、そう言ったんだよ。」

すると松岡さんは、急にまた黙りました。

僕たちがそうしていると、コーヒーと紅茶がテーブルに運ばれました。

僕は、取り敢えず沈黙から逃れたい一心で、間を持たす気持ちで、急いでコーヒーをすすりました。

「あちっ！！」

出来立てのまだ熱いコーヒーで、僕は舌を火傷してしまいました。

「あっ、大丈夫？」

その時、松岡さんはやっと言葉を発してくれました。

そして、僕はその言葉に救われた気持ちになりました。

「あ、、大丈夫だよ。ちょっと舌を火傷したけど・・・」

僕がそう言うと、松岡さんは僕の唇を見ていました。

僕はその時、その視線が気になって、ドキドキしました。

「加藤くん、すぐ水で冷やした方がいいよ。」

「え？　そうなんだ…」

「そうだよ。そんなの当たり前の事だよ。」

松岡さんはそう言うと、僕に急かすように言いました。

「いいから、早く！」

僕は、テーブルに置いてあるコップを口に充て、舌を水で冷やしました。　

そして、１０秒ほどしてから離すと、松岡さんは少し強い口調で言いました。

「ダメだよ〜、、もっと冷やさないと。」

僕はまたコップを口に充てました。

僕は、どの位冷やさないといけないのか分からなかったので、そのままにしていました。

すると松岡さんが急にクスクスと笑い出して、言いました。

「加藤くん、可笑しいよ！　もう大丈夫だよ。」

松岡さんが急に笑い出して、僕は少しビックリしましたが、先程の緊張から解放された気がしました。

僕は慌てて、コップから口を離すと、

「なんかさ…、加藤くんって、滑稽な人だよね。」

と言いながら、まだクスクスと笑っています。

「そうかなあ〜、、」

僕がそう言いながら松岡さんの顔を見ると、松岡さんはこちらをじっと見ていました。

僕はそれを見て、とても恥ずかしくなり、目を背けてしまいました。

そして、またその恥ずかしさに耐えられなくなり、コーヒーのカップに口を充てようとすると、

「まだ飲んだらダメだよ！　せっかく冷やしていたのに…」

松岡さんが、言いました。

なんだか、その会話は、まるで親子の会話の様子でした。

僕は結局コーヒーに水を入れて、冷やして飲みました。

その後、先程の様な冷えた会話や沈黙はなくなり、二人はいろいろな話をして、穏やかな雰囲気に包まれました。

そして、ふと時計に目をやると、もう午後３時を回っていました。

僕が時計を見た時、松岡さんは、その僕の顔を見ながら言いました。

「これから、何処に行こうか。」

僕はその松岡さんの言葉に、急に焦りました。

またお店に入っても、同じ感じになってしまうと思い、こう言う時はどうしたら良いのか…、と考えていました。

お店以外の場所で、何処か良い場所はないかなあ…

僕は必死に考えましたが、思いつきません。

「う〜ん…」

少ししてから、僕が困っている事を察してか、松岡さんが言いました。

「あのさ、ここは吉祥寺だから、近くに井の頭公園があるよね？　そこに行かない？」

じつは僕も、井の頭公園を思いついていたんですが、松岡さんは歩くのが大変だと思って躊躇していました。

「でも松岡さん、歩けるかなあ？」

僕が、そう言うと、松岡さんはすぐに答えました。

「ああ、、大丈夫！　さっきここまで歩いたら、もう大分慣れたから。」

「でも、無理しないでね。」

「それじゃ、行こうか！」

二人はレジへ行き、会計を済ませ、「ボニー＆クライド」のドアを、僕が開けました。

目の前に、また階段があります。

すると、それを見て、松岡さんが少し強い口調で言いました。

「そうだ、思い出した！　加藤くん、女の子が階段上る時は、先に行かなくちゃダメだよ。」

松岡さんにそう言われて、また僕は緊張が走りました。

「あ、、、さっきは、ごめんね…」

僕がそう言うと、松岡さんは笑いながら、

「今度からは、そうしてね！」

と言いました。

階段での事、ずっと気にしていたけれど、松岡さんのその言葉で、安心しました。

それと同時に「今度からは」と言う言葉を聞いて、「また会えるのか…」と思い、少し心が弾みました。

「うん、今度からは、僕が先に上がるね。」

二人は、「ボニー＆クライド」からプチ・ロードを出て、右へ曲がり、吉祥寺通りに出ました。

車の通りが激しく、周囲の人の話し声も重なって、騒音の中に入ります。

そして、そこを左折して、国鉄の中央線総武線のガードをくぐり、ゆっくりと歩いて行きました。

その間、少し喋っては沈黙がありの連続でしたが、僕はとにかくずっと「何を話したら良いのか…」と、考えながら歩いていました。

もともと松岡さんとは、学校が同じだった訳ではないし、共通の話題と言うものがありませんでした。

この時点でも、今まで殆ど話した事がなく、山田さんがほぼ強引に繋げたような感じだったので、ただでさえシャイな自分にとって、本当に話題作りが難しかったのです。

１５分ほど歩くと、井の頭公園の入口が見えて来ました。

公園の中へ入ると、周囲は急に緑に囲まれ、先ほどの騒音が嘘のような静けさに変わります。

「やっぱり、公園は静かでいいなあ〜」

「ほんとだね！　急に空気が綺麗になった気がするね。」

「小鳥の鳴き声も聞こえるし、花も咲いているし、こもれびが綺麗！」

そんな話題に変わり、少しずつ会話が弾んできました。

しかも、先ほどの街中では、相手の話し声を聴き取るのも大変なくらいの騒音だったのに、信じられないくらい、ここでは、とても話しやすかった。

池もあって、水鳥も浮かんでいます。

「あっ、あそこにボート乗り場があるよ。」

僕が見つけて、言いました。

「あ、ほんとだ。」

松岡さんが、答えました。

「どうする？　乗ってみない？」

僕は恥ずかしかったけれど、ただこのまま歩いていても詰まらないと思われてしまうかも知れないと思い、勇気を出して言いました。

「うん…」

松岡さんは、何故か少し緊張した感じで答えました。

僕は、まさか二人でボートに乗ることになるなんて、急に胸がドキドキして来ました。

その後、 僕たちはボート乗り場で順番を待っていたのですが、周りはやはりカップルだらけでした。

そして、ひと組ひと組ボートに乗って行って、だんだん自分たちの番に近づくにつれ、ドキドキを通り越して心臓がバクバクな状態でした。

並び始めてから１５分程して、とうとう自分たちより前に並んでいるカップルはいなくなりました。

ふと見ると、別のボートが２０メートル程まで近づいて来ました。

そのボートが、ボート乗り場の従業員にフックの付いた長い棒で引っ張られ、乗り場の端の杭にロープで括られました。

「いよいよだ…」

僕は、本当に緊張していました。

ボートを降りたカップルは、二人で大きな声で笑いながら、

「わははは…、、、面白かったね〜！」

と、言い合いボート場を離れて行きました。

そして、従業員に誘導され、今度は僕と松岡さんがボートに乗る番になったんですが、先に僕が乗り込み座ってから、次に松岡さんが乗りました。

その時、松岡さんはバランスを崩してしまい、ボートが大きく揺れました。

「ああああーーーー！」

松岡さんは慌てて体勢を立て直して、何とかボートに乗りましたが、その時、松岡さんが座っている僕のところに覆いかぶさって来ました。

「あっ！！」

その時、危ないと言う瞬間的な焦りに加え、覆いかぶさって来た松岡さんの体の感触が重なり、物凄くドキドキしました。

「おおーー！危ないなあー！　ボートの上で立ったらダメだよ！」

ボート乗り場の従業員に、怒られてしまいました。

松岡さんと向かい合って座り、僕がボートを漕いで、ボートは乗り場から離れて行きました。

「さっきは、怖かったなあ〜」

松岡さんが、小声で言いました。

「でも、池に落ちなくて、ほんとに良かったよ。」

僕がそう言うと、松岡さんは肩をすぼめながら答えました。

「やっぱり、今日は履き慣れた靴を履いてくれば良かったな…」

ボートは進み、池の中ほどまで来ると、人の話し声などが殆ど聞こえなくなり、ボートを漕ぐオールがクラッチに擦れる音と、オールが水面にあたる音が、とても心地良かった。

「ボートって、こんなに心地良いなんて思わなかったな。」

松岡さんが、まわりの景色を見ながら、ぽつりと言いました。

「本当だね。僕は小学生の低学年の頃、武蔵関公園でよくボートに乗って遊んだけど、それ以来かなあ…」

と、そこまで言って、思い出しました。

「あっ、違った！そうそう、小学生から中学生の頃、毎年夏休みになるとよく静岡県の富士宮にあった従兄の家に遊びに行ったんだけど、小学６年の時に伯父さんが富士五湖の西湖に連れてってくれて、ボートに乗って、その時湖の沖の方に行ったらオールがクラッチと金具ごと湖の中に落ちてしまって…、、、ボートの木が腐っていたんだよね。」

僕がそこまで言うと、松岡さんが驚いた顔をして言いました。

「えっ…、、それで、どうしたの？」

僕は、話を続けました。

「そう、それでね…、、、ボート漕げなくなってしまったから、従兄にそのボートに残って貰って、僕が湖に入って岸のボート乗り場まで泳いで、別のボートにオールを乗せて、元々乗っていたボートまで漕いで、それで２艘のボートでまたボート乗り場まで戻ったんだよ。」

「えーーっ、それは大変だったね！」

松岡さんは、大きな声で言いました。

「僕は小さい頃から泳ぎが得意だったから、全然大丈夫だったよ。」

「へぇーそれじゃ、今オール落っことしても大丈夫だね！」

「あははは…」

ちょっと思い出した話から、会話が弾みました。

僕がそんな話をしたからか、松岡さんも、思い出話を始めました。

「私も、ほんとに久しぶり…、、私は中学生の時にボートに乗って、ボートと言ってもあそこにあるみたいなスワンの形の足で漕ぐやつだったんだけど、私背が低いから、足が届かなくてさ…、、前屈みで一生懸命足動かしたんだけど、なかなか進まなくて大変だったよ。」

「松岡さんも、そんな経験があったんだね。」

僕は今まで話すのが不得意で、いつも何を話したら良いのか分からなくて、緊張をしていたけれど、こうして体験談を話せば話が弾むものなんだなと、その時思いました。

そう思ったら、何だか少し気持ちが楽になって来ました。

「そうだ…、松岡さんは、住所からだと江古田駅が近いよね？」

僕は、以前届いた松岡さんからの手紙の住所を覚えていました。

「そう、江古田駅から、ちょっと南に歩いて、千川通りの近くだよ。」

「そうなんだね。僕は江古田駅に降りた事がないんだけど、高校生の夏休みに豊島園のプールでアルバイトしていたから、その時近くまで行っていたんだね。」

「へぇ〜、豊島園でアルバイトしてたんだー！私も豊島園は、よう遊びに行ったよ。」

僕は豊島園の話になって、奈良さんや柴田さんと行った、あのドキドキした事を急に思い出しました。

「あ、、、豊島園は、楽しい場所だよね。」

「そう、加藤くんは、最寄りの駅はどこ？」

「西武新宿駅の武蔵関って知ってるかな？」

「あっ、そうか！山田さんと中学同じだったんだもんね。山田さんの家に遊びに行った時、武蔵関通ったよ。」

会話がどんどん進んで行って、二人はとても良い雰囲気になりました。

しかし、その時でした、、、

「危ないっ！」

「危ないっ！」

松岡さんが前方に指を差し、叫びました。

「えっ？」

僕がビックリして、その方向に目をやると、他のボートが目の前に迫って来ていました。

「あっ！」

僕は急いで、避けました。

僕は背を向けて漕いでいるので気が付かなかったのですが、僕も松岡さんも話に夢中になり、周りの確認が遅れました。

「すみません！」

僕と松岡さんは、ぶつかりそうになった相手のカップルに謝りました。

すると、相手のカップルも二人で謝ってくれました。

「あ、、すみません…」

そのボートと少し離れてから、松岡さんが言いました。

「ああ、、、危うくぶつかるところだったね〜！でも、ぶつからなくて本当に良かった…」

「あははは、、、ほんと、焦ったなあ〜〜」

「ほんとだねーー！あはははは！！」

僕と松岡さんは、交互に笑いました。

ただ、そんな時間もあっという間でした。

時計を見ると、もうそろそろボート乗り場へ戻らなければならない時間でした。

僕は、今までよりも速くオールを漕ぎました。

そしてボート乗り場の近くまで来ると、さっきの乗り場の従業員と目が合いました。

「あ、、、さっき怒られちゃったからなあ…」

僕は、別のボートとぶつかりそうになった事もあったし、それも見られているかも知れないから、また怒られるかも知れないな…、と思っていました。

ボートが乗り場に着くと、従業員はフックの付いた棒を荒々しくボートに引っ掛けました。

「降りる時も気をつけなよ！」

従業員は、ぶっきら棒に僕たちに言いました。

僕と松岡さんは、肩をすぼめました。

まず最初に僕が降りたのですが、松岡さんは厚底の靴を履いているので、やはりヨタヨタとしていました。

「おい、兄ちゃん。危ないから手を持ってやりなよ、早く！」

「あ、、はい…」

僕は従業員にそう言われながらも、恥ずかしい気持ちで、一瞬躊躇してしまいました。

すると松岡さんが、中越しでボートの端に掴まりながら、僕の方に手を伸ばして来ました。

僕はドキドキしながら、松岡さんのその手を掴みました。

そして、勢いよく引っ張りました。

「あ〜〜良かった！じつは、降りる時も心配だったんだ…」

松岡さんは、僕の手を握ったまま、そう言いました。

そしてその後、その手は離れることもなく、握られたままでした。

僕は、その時凄く緊張しました！

ドキドキ…、ドキドキ…と、心臓の音が聞こえる程でした。

公園の中をしばらく歩いて行くと、もうその頃には陽も落ち、薄暗くなって来ました。

僕と松岡さんは井の頭公園を出て、吉祥寺駅の方へ向かいました。

吉祥寺駅に着き、僕と松岡さんはバスで帰りました。

僕は、途中の早実グランド前という停留所で降り、松岡さんは、そのまま大泉学園駅経由で江古田駅まで帰りました。

僕は家に帰り、松岡さんの家に電話をしました。

ダイヤルを回すと、プルプルプル…と音が鳴り、少しして電話に出たのは松岡さんの声でした。

「松岡さん、今日はどうもありがとう！とても楽しかったよ。」

「加藤くん、私こそありがとう。」

そんな風に話し始め、今日一日の事を振り返って、笑いながら話しました。

「そう…、、今度はいつ会おうか？」

僕が、切り出しました。

「加藤くんは、いつ休みなの？」

松岡さんが、質問しました。

「僕は、この日とこの日が休みだよ。」

と答えると、

「それじゃ、来週の水曜日にしようか！じつはその日、私の誕生日なの。」

「えっ！そうだったんだね。それじゃ、お祝いしなくちゃ！」

「うん、ありがとう。」

「それじゃ水曜日、楽しみにしてるよ！」

二人は、電話を切りました。

そして来週の水曜日を迎え、その日は池袋でデートをしました。

その日も、とてもよく晴れた日でした。

僕たちは初めに西武デパートに行き、凄くあちこち探した挙句、僕は松岡さんにブラウスを買いプレゼントしました。

その後、ウインドウショッピングを楽しんだり、夜にはイルミネーションが綺麗なところを手を繋いで歩いたりしました。

そして帰りは、江古田駅まで松岡さんを送って行き、僕は帰りました。

そんな風に何度かデートを重ねたんですが、あるクリスマスの日の夜、共通の友達数人で、東中野のレストランでパーティーをしました。

その日は雨が降っていて、かなり寒い日でした。

皆んなで楽しく飲んだり食べたりして、おしゃべりを楽しみました。

そして夜10時頃にパーティーが終わり、東中野の駅まで皆んなで歩いて行ったんですが、僕と松岡さんは一番後ろを歩いていました。

松岡さんは傘を持っていなかったので、相合い傘で駅に向かいました。

初めての相合い傘…、とてもドキドキしました。

そのドキドキとお酒に酔った勢いか分からないけど、僕は思わず松岡さんの方に顔を近づけ、キスをしてしまいました。

それは、僕にとって初めての事でした。

すると松岡さんは、小声で言いました。

「加藤くん、お酒くさいよ〜」

僕はその一言が、とてもショックでした。

「あ、、ごめん、、、」

それから駅まで歩いていく間、沈黙が続いてしまいました。

駅の近くまで来たとき、僕はもう一度言いました。

「さっきはごめんね…、いきなりそんな事してしまって。」

すると松岡さんは、かなり小さな声で言いました。

「私もお酒くさいかも知れないし…、ごめんね。」

東中野駅に着き、皆んなそれぞれの方向へ帰って行きました。

僕と松岡さんは最後に残り、駅の構内で少し立ち話をしました。

「今度、いつ会えるかな？」

松岡さんが、そう言いました。

さっきの件があったので、僕はとても気まずかったんですが、松岡さんからそう言って貰えて、とても嬉しかった…

「それじゃ、今度の日曜日はどう？」

「私も短大休みだから、そうしようか。でも、午前中用事があるから、午後からでも良い？」

「もちろんいいよ！、、、そう…、その日、、良かったら家に来ない？」

「うんいいよ。わかった！」

二人は、帰りました。

日曜日…、その日は朝から曇り空でした。

僕は、朝から落ち着かなかった。

部屋の片付けをして、ケーキを買いに行って、今か今かと松岡さんを待っていました。

午後２時、僕は早実グランド前のバス停に、迎えに行きました。

でも、待ち合わせの時間になっても、松岡さんはバスから降りて来ませんでした。

「あれ…、まだかなあ〜」

10分経っても20分経っても、バスから松岡さんが降りて来ないので、僕はだんだん心配になって来ました。

「そうだ…、もしかしたら、何か急用が出来たとかで、松岡さんから家に電話がかかって来てるかも知れない。でも、事故とかじゃなきゃ良いんだけど…」

と思い、僕は家まで走って戻りました。

家に着き、母親に聞くと、

「ああ、泉が出掛けたすぐ後に、その子から電話があったわよ。用事が終わらなくて、１時間遅れるって。」

事故ではなくて、とにかく安心しました。

僕は、松岡さんが到着するまでの時間が、１時間…、いや２時間ぐらいの長さに感じました。

その間、何度も時計を見ました。

そして、やっとその時間になり、僕はまたバス停まで走りました。

少しして、バスが到着します。

僕は、バスのドアを凝視していました。

３人ほど人が降りたあとに、松岡さんが降りて来ました。

「加藤くん、ごめんね〜！午前中にお母さんの仕事の手伝いを頼まれてたんだけど、なかなか終わらなくて…」

「それは大変だったね〜！そんなの、ぜんぜん大丈夫だよ。何かあったのかと、ちょっと心配したけど、よかった！」

空は、今にも雨が降りそうな、どんよりとした天気でした。

二人は、僕の家に着き、玄関を開けて居間に入りました。

「今日、家に誘ったのは、じつは二人でレコード聴きたかったんだよ。」

僕がそう言うと、松岡さんが答えました。

「そうだったんだね。考えてみたら、二人でレコード聴いた事なかったもんね。」

その当時の僕は、休みの日は、家で一日中レコードを聴いている感じでした。

「そうそう、この曲知らないかな？　サム＆デイヴのホールド・オンとか、プロコルハルムの青い影とか、あと、モンキーズのデイ・ドリーム・ビリーバーとか。」

「あっ、デイ・ドリーム・ビリーバー知ってるよ！」

「そうかあ〜！じゃ、それから聴こうか！」

シャッ…

プチプチプチ…

曲が流れ始め、僕と松岡さんはソファーに横並びに座りました。

すぐ隣に松岡さんが居て、その時僕は、すごく緊張しました。

松岡さんは、曲に合わせて、体を動かしたり首を振ったりしています。

でも僕は恥ずかしくて、それが出来なかった…

デイ・ドリーム・ビリーバーが終わり、僕が次の曲は何をかけようかなと思っていると、松岡さんがレコードジャケットに指を差しながら言いました。

「次は、これを聴いてみたいな。」

「うん、わかった！」

松岡さんは、サム＆デイヴのホールド・オンを選びました。

曲が流れると、松岡さんはさっきよりも大きく体を動かして、乗っている感じでした。

「この曲知らなかったけど、すごくノリの良い曲だね！」

「うん、僕はこの曲大好きなんだよ。」

「そうなんだね！私もこう言う感じ、好きだなあ〜！」

その後、僕と松岡さんは、いろいろな曲を聴きました。

途中で僕はトイレに立ち、帰って来ましたが、ソファーに座る時、意識をして、さっきよりも少し距離を縮めて座りました。

自分でそうして置きながら、凄くドキドキしていました。

そして、松岡さんの体温を感じました。

僕は、曲に酔ってしまったのか、恋に酔ってしまったのか、その時、まったく分かりませんでした…

でも、ある言葉を言ってしまったんです。

「結婚したいな…」

僕がそう言うと、松岡さんは急に泣き出してしまい、そして立ち上がり、居間のドアを開けて、出て行ってしまいました。

「松岡さん…」

僕がそう言ったと同時に、玄関のドアの閉まる音が聞こえました。

「ガチャ・・・」

松岡さんが帰ってしまい、僕はとても焦りました。

ですが、すぐ後に冷静になり、何であんな事を、急に言ってしまったんだろうと後悔し、自問自答を繰り返しました。

そして、その日の夜、僕は考えました。

何度も考えて、何度も考えて、、思い切って電話をする事にしました。

僕は家の電話の受話器を上げて、松岡さんの電話番号のダイヤルを回しました。

手が震えました。

プルルル…

プルルル…

カチャ…

「はい、松岡ですが。」

冷たく低い声が、聞こえます。

その声は、松岡さんのお父さんの声でした。

「あの・・・、、松岡さんは、、居ますか・・？」

少しの沈黙を、感じました。

僕は、心臓が止まりそうでした。

「ああ、ちょっと待って。」

松岡さんのお父さんは、そう言い、廊下らしき所を歩く音が聞こえ、その音は遠ざかって行きました。

数秒後、、受話器を取る音が聞こえ、電話に出た声は、松岡さんでした。

その時、松岡さんはもしかしたらスリッパを履いていなかったのかも知れませんが、足音もなく電話に出たので、僕は凄くビックリしました。

「あ…、、加藤くん…」

その声は、とても弱々しく聞こえました。

「さっきは、ごめんね…」

僕は、凄く緊張しながら言いました。

数秒の沈黙がありました。

「加藤くん…、さっきは、、ありがとう…」

「えっ？」

「嬉しかったの…、、でも、何故か分からないけど、あの場に居られなくて…、、、ごめんなさい。」

僕は、その松岡さんの言葉が、自分が想像していた言葉とまったく違っていたので驚きました。

「えっ！　そうだったんだ…」

僕は、その後の言葉が見つかりませんでした。

その数日後、僕は松岡さんを母親に相談する為、自分の家に松岡さんを連れて行きました。

僕が松岡さんを紹介して、母親にその話を告げると、母親は急に下を向き、10秒ほどの沈黙の後、言葉を発しました。

「あなた達はまだ若いんだから、、もっとお付き合いを続けて、大人になってから決めなさい。」

その母親の言葉に、松岡さんは静かに答えました。

「はい、分かりました。」

それから数日後、僕と松岡さんは会って話をしました。

場所は、初めて二人でデートした吉祥寺の「ボニー&クライド」。

その日は、強い雨が降っていました。

店内に入り、もの凄く長い沈黙のあと、松岡さんから話を切り出しました。

「お母さんの言っていた事が正しいと思う…、、私たち、まだ若いんだよ。このまま結婚したらダメなんだと思う。」

僕はその言葉を想像していたけれど、実際に松岡さんから言われた時は、かなりショックでした。

僕たちは、プラトニックな関係でした。

でも、若かったからこそ、気持ちが舞い上がってしまったのかも知れない。

若い時の勢いは、若い時にしかない大切な事だけれども・・・





バンドボーイから、歌謡界へ

僕はその後、がむしゃらに音楽の世界に突入して行きました。

恋愛と言うものから離れ、自分の進みたい道へ、とにかく何としてでも邁進したかった。

僕は新星堂の楽器売り場の主任である坂巻さんに、前々から相談をしていましたが、その都度、言われた言葉がありました。

「なあ加藤…、、音楽で食って行くには、とんでもない苦労もあるし、生やさしいもんじゃないぞ。」

僕は、それは覚悟していました。

と言うか、覚悟と言うよりも、その時は、何でも良いから音楽で飯を食って行きたいと言う気持ちしか無かったんです。

前記のとおり、僕は新星堂に入社した時から、その世界の伝手はこの坂巻さんしか居ないと思っていたので、とにかく坂巻さんに思いを託していました。

「坂巻さん、僕は何としてもプロになりたいんです。」

すると、坂巻さんは、毎回こう答えます。

「加藤、、プロの世界は、甘くないんだぞ！」

そんなやり取りが何十回も続きましたが、僕はある日、坂巻さんを家に呼び、直談判をしました。

「僕はどんな事でもやりますので、どうしてもプロになりたいんです！」

と言って、坂巻さんに向かって土下座しました。

長い沈黙が、ありました。

「加藤がそこまで言うんだったら、仕方がないな…、、、あいつの所に行くか？」

その翌日、新星堂の仕事が終わって、僕は新宿のある場所へ連れて行かれました。

その場所は、歌舞伎町にある「ムーランドール」というグランド・キャバレーでした。

入口からエレベーターに乗り、８階まで上がります。

８階に着くと、７段ぐらいの階段があり、鉄のドアを開けると、細長い通路がありました。

その先にまたドアがあり、坂巻さんがドアを開けました。

すると、そこは１2〜１４人程いるビッグ・バンドの楽屋でした。

一番奥の方から、真っ先に声が聴こえました。

「おぅ〜、坂やん！」

その声は、そのビッグ・バンドのバンマスでした。

「久しぶりだなあ〜！」

坂巻さんとバンマスはハグをして、喜んでいる様子でした。

その後、すぐに坂巻さんが言いました。

「あのさ、昨日電話で話したけど、こーちゃんのところで、こいつボーヤで使ってくれないかな？」

バンマスが、答えます。

「良いんだけどさ、こいつ使いモノになるか？　見た感じ、ダメそうな気がするけどなー！」

僕は、その言葉を聞いて、すぐに緊張が走りました。

坂巻さんが、答えます。

「使いモノになるかどうか分からないけどさ、とにかく使ってやって貰いたいんだよ。」

「そうか…、、じゃ、取り敢えず、置いて行ってくれよ。」

バンマスがそう言うと、坂巻さんは帰りました。

僕はその後楽屋に残りましたが、ボーヤの仕事は、何をすれば良いのか、まったく分かりませんでした。

何かの指示があると思い、その場に立っていると…

「おい、こいつ、ただ突っ立ってるよ。」

「馬鹿じゃねえか？　ちゃんと仕事しろよ！」

周りからのその罵倒に、僕はかなり緊張しました。

「あの…、、すみません、、何をしたら良いでしょうか？」

とても緊張のあまり、体が硬直しましたが、とにかく何かしなければいけないと思い、そう言いました。

すると、バンドメンバーの一人が、

「そんな事、自分で考えろ！」

と、大きな声で言いました。

僕は、その声に驚いて、緊張し過ぎて頭が混乱しました。

そして、急いで室内を見渡すとホウキとチリ取りが先ず目に入ったので、それを手に取り掃除をしようとしました。

すると、いきなり、

「お前、バカじゃねぇか！　こんなに人がいる中で掃除するヤツがいるか！もっとアタマ働かせよ！」

「はい！すみません！！」

僕はますます頭が混乱してしまい、何をやったら良いのか分からなくなりました。

僕が困っていると、一人のメンバーが静かに言いました。

「あっ、それじゃ、煙草買って来てくれないかな？」

その声は、その時とても優しい声に聞こえました。

「はい！何の煙草を買って来れば良いでしょうか。」

「ハイライト一つ、いいかな？」

すると、周りのメンバーもあちこちから、

「あっ、じゃ、俺にもショートホープ頼むよ。」

「俺も、セブンスター！」

次々と頼まれて、覚えるのが大変でしたが、とにかく外へ出て、その場の重っ苦しい空気からは逃れる事が出来ました。

その頃はコンビニもない時代だったので、たばこ屋さんか自販機を、走りながら探しました。

やっとたばこ屋さんを見つけ、ハイライトとショートホープはあったのですが、セブンスターが売り切れでした。

当時は、セブンスターは人気だったのです。

あちこち走り回って、自販機でセブンスターを見つけました。

お金を入れて買うと、タバコを上着のポケットに入れ、すぐにまたムーランドールへ走りました。

ところが、今日初めて来た場所だったので、僕は道に迷ってしまいました。

「あれ…、困ったな、、、どっちの道だったかな…」

その時、額から汗がにじみ、かなりの緊張でした。

周りは沢山のネオンが並び、どこを見ても同じに見えました。

焦れば焦るほど、早く走って、更に道が分からなくなりました。

「ああああ、、、困った…」

時計を見ると、控え室を出てからもう20分も経過していました。

「まずい…、、バンドの演奏が始まってしまうかもしれない…」

僕は途方に暮れながら、ふと遠くを見ると交番が見えたので、そこへ駆け込みました。

「すみません！　ムーランドールと言うキャバレーを探しているんですけど。」

僕が言うと、お巡りさんはすぐに答えました。

「ああ、ムーランドールだったら、すぐ目の前だよ。」

「あれ！ここだったんだ…、、どうもありがとうございます。」

僕はお辞儀をして、交番を出ました。

ムーランドールは、歌舞伎町にあるコマ劇場のすぐ近くにあって、目の前にはこの交番がありました。

そして、僕はムーランドール入口のエレベーターに乗ろうとしましたが、8階まであるエレベーターは、なかなか下に降りて来ません…

僕は、腕時計を何度も見ました。

エレベーターがやっと降りて来て、僕は急いで乗り、8階のボタンを押し、上がって行きました。

控え室に着くと、そこにはビッグバンドのメンバーは誰もいなくて、その代わり歌謡コーラスグループのメンバーが座っていました。

控え室で、また僕が立っていると、

「君は、誰？」

そのバンドのバンマスらしき人が、僕に言いました。

「あのう…、今日からビッグバンドのボーヤをする事になりました、加藤と申します。どうぞ宜しくお願いします。何かありましたら何でもしますので、言って下さい。」

僕がそう言うと、そのバンドのメンバーが言いました。

「ああ、じゃタバコ買って来てくれないかな？セブンスター。」

「はい、わかりました！」

「じゃ、俺にも、ピース２つ！」

「はい、行って来ます！」

僕はまた、外へ出て走りました。

もう一度行っているので、今度は、さっきよりも早く戻って来る事が出来ました。

控え室に着き、メンバーにタバコを渡しました。

僕はその後、また何をしたら良いのか分からなくて、あっちを見たりこっちを見たりしてキョロキョロとしていましたが、そのバンドのバンマスが僕に向かい言いました。

「あのさ、、君は、なんでボーヤやろうと思ったの？」

「プロになりたいんです。」

「じゃ、なんか楽器やるの？」

「はい、ギターを弾きます。」

「そうか、でもさ。ここのビッグバンドのギターいないじゃん。勉強にならないんじゃないの？」

「あ、、、そうですか…」

僕は、何でも良いからこの世界に飛び込んだつもりが、一日目からショックな事を言われました。

「でも、うちのギターに教わればいいじゃん。西やん、ちょっと教えてあげなよ。」

すると、ギターの人がニッコリとした笑顔で、僕に言いました。

「君はどれくらい弾けるのか分からないけど、時間ある時だったら、この控え室で教えてあげるよ。今度、ギター持って来なよ。」

「ありがとうございます！」

僕は、深々とお辞儀をしました。

そうしている内に、ビッグバンドの演奏が終わり、ワルツの演奏が聞こえ始めました。

すると、今ここにいる歌謡コーラスグループのメンバーが、慌てて楽器を手にして控え室から出て行きました。

バンドチェンジの時間です。

当時はBGMと言うものが無く、バンドは何処のお店でも２バンド入っていて、音を途切れさせる事なく、ワルツを演奏しながらバンドチェンジをしていました。

僕が控え室で一人になると、すぐにビッグバンドのメンバーがぞろぞろと入って来ます。

するとメンバーの一人が言いました。

「おう、ボーヤ遅かったな！タバコは買ったのか？」

「はい！すみません！買って来ました。でも、道に迷ってしまって…」

僕がそこまで言うと、その言葉を遮るように、

「馬鹿野郎！行った道覚えとかないヤツがいるか！さっきの休憩の時に吸いたかったのによ！お前帰らないからイライラしたよ！いいから、さっさとタバコ出せよ！」

「はい！すみません…」

僕は、先ほどの歌謡コーラスグループの人達の優しさに、一瞬安堵してしまいましたが、この罵倒の言葉に、改めて一気に緊張が走りました。

タバコをポケットから出すときに、焦ってしまい、落としそうになりました。

「あっ！」

それ程、緊張していました。

でも、何とか落とさずにメンバーにタバコを渡しました。

その後、僕はまた何をすれば良いのかを考えていると、近くにいたメンバーがすかさず言いました。

「ボーヤ！これからタバコ吸うんだからよ、何すれば良いか分からないのか？」

「はい…、、えーと、、、」

「ほら！よく見ろよ。灰皿、灰皿！！」

「あっ、すみません！」

控え室には幾つかの灰皿が置いてありましたが、すべて吸い殻でいっぱいになっていました。

僕は慌てて、それらを手に取り、尋ねました。

「あの、、吸い殻を捨てる場所は、何処でしょうか？」

「そんなの知らねえよ。店のやつに聞けよ。」

「はい、すみません…」

僕が、それらの灰皿を手に取ると、

「ほらほら！煙草の灰が落ちてる落ちてる！」

「あっ、、すみません！」

僕は５つ程の灰皿を重ねて手に持って、控え室を出て、お店の従業員に尋ねました。

すると従業員の人が、言いました。

「吸い殻入れだったら、バンド控え室のすぐ横にあるよ。」

「あ、どうもありがとうございます。」

控え室のドアの横に、吸い殻入れが置いてありました。

僕は吸い殻を捨て、また控え室に入り、テーブルの上に灰皿を置きました。

すると…

「馬鹿野郎！洗ってねえじゃねえか！」

「あっ！すみません！すぐに洗って来ます。」

僕はまた控え室を出て、また従業員に尋ね、トイレへ行き、灰皿を洗い、戻って来ました。

その夜は、ずっと怒られっぱなしでした。

夜11時半頃にバンド演奏が終わりました。

最後の曲は、軽快なテンポで演奏する「I Could Have Danced All Night」に続き、ムーディーなバラード曲「Dream」でした。

演奏が終わると、ビッグバンドのメンバーがまたゾロゾロと控え室に入って来ます。

僕は、バンドメンバーがステージに向かう時も、控え室に帰って来る時も、一人一人に挨拶をしました。

「お疲れ様です！」

「お疲れ様です！」

バンドメンバーは着替えをして、それぞれ帰って行きました。

最後に、バンマスが残っていました。

すると、バンマスが僕に向かい言いました。

「ボーヤ、今日はどうだった。」

「はい、勉強になりました！」

「そうか、あのな。うちではお金は渡せないけど、うんと勉強しろよ。」

「はい、勉強させて頂きます！」

「また明日も、来いよ！」

「はい、来ます！」

僕はそう言い、控え室を出ました。

西武新宿駅から電車に乗り、帰りましたが、その電車の中で、僕はいろいろな事を考えました。

昼間の新星堂とは、まったく違う世界…

こんな世界があったんだと…

ボーヤでの仕事はお金を貰えないので、僕は今まで通りに昼間は新星堂で働き、夜8時に終わると、毎晩、新宿歌舞伎町のムーランドールへ通いました。

ムーランドールでは、タバコを買って来たり、食べ物を買って来たり、バンドメンバーの靴を磨いたり、メンバーの肩を揉んだり、掃除をしたり、お茶を注いだり、とにかくそこに居る間は休む事がありませんでした。

ただ、ビッグバンドの演奏中にはたまにピアノの人の横に立って、譜面を見ながら、譜面の行き方などの勉強が出来ました。

ムーランドールには週に１日ほど旧ソ連のヌードダンサーが踊り、ビッグバンドがその演奏をするのですが、ある日、こんな事がありました。

いつもの様に、僕がピアノの人の隣に立って譜面を見ていると、バンマスが僕に向かって、タクトを振りながら言いました。

「おいボーヤ、あの踊り子と一緒に、ステージで踊れ！」

「えっ！それはちょっと出来ません…」

僕が、躊躇していると、

「いいから、踊れ！早くしろ！」

と、バンマスに怒鳴られました。

「はい、わかりました！」

僕は、急いでステージに立って、そのダンサーの隣で、真似をしながら踊りました。

すると、バンドメンバー全員が大声を出してゲラゲラと笑い出し、お客さんやホステスさん達は、「この子、何やってるんだ？　頭イカれてるのか？」と言う顔をして見ています。

僕は、赤面するほど恥ずかしかったのですが、仕方がなく夢中で踊りました。

このビッグバンドは、ひと月のうち２泊3日を５回ほどの地方巡業に出ます。

その専属歌手は、石川さゆりさん。

前歌として、藤正樹さんが歌います。

初めのうちは新星堂があるので、地方には行かなかったのですが、ある日バンマスから言われ、地方巡業にも行く事になりました。

その為、僕は新星堂を辞め、昼間はムーランドールと同じビルの1階にある「マジソン」という喫茶店でアルバイトをし始めました。

その地方巡業がある前日の夜は、ビッグバンドの楽器や機材を運ぶのですが、ドラムセット、ベースアンプ、譜面台15個(麻の袋２つに入っています)、そして、15人分の各楽器を、すべて僕が一人で運びます。

まずムーランドールでの演奏が終わると、バンドメンバー達はそれぞれの楽器を控え室に置いて帰ります。

僕は、まずバスドラムを持ち、ステージ裏の細い通路を通って、階段７段分運び、ドアを開け、エレベーターの前に置き、すぐにまた階段を上り、今度はフロアタムとタム２つを同じ様に運びます。

その後は、スネアドラムやシンバル類、シンバルスタンドなど部品が入ったケース、各楽器１５個、そして一番重かったのはベースアンプでしたが、フェンダーの「ベースマン100」と言う、高さが自分の胸ほどまであるアンプでした。

そのアンプを一人で階段で運ぶには、痩せている自分には大変な事でしたが、いろいろ試行錯誤した挙句、ある運び方を考えつきました。

階段では、まずはアンプよりも自分が一段下に立ち、自分は上方向に向いて、アンプの左右を一段ずつ斜めにし、滑らすようにして階段を一人で降ろしました。

全楽器や機材をエレベーター前まで降ろすと、今度はエレベーターに入れるのですが、閉店の時間と重なるので、ホステスさんやお客さん達で、エレベーターはごった返し、なかなかエレベーターに乗る事が出来ません。

その時、僕は終電の時間もあるので、いつも焦っていました。

数十分後、やっとエレベーターに乗り、下まで降りると、事務所の楽器車(ジュラルミンの箱のトラック)を待ちます。

その楽器車がムーランドールのあるビルの下に到着すると、後ろの扉を開けて、楽器や機材を積み込みます。

そしてその時、その事務所の人から5.000円を貰うんです。

その5.000円は何の為かと言うと、次の日の朝、東京駅とか上野駅には「赤帽」と言う業者があって、その5.000円を渡すと、ホームまで楽器と機材を運んでくれるんです。

とにかく僕は、その5.000円を受け取り、帰ります。

でも、家に帰っても、次の日が朝4:30頃に起きなければならないので、寝過ごさないかと緊張してしまい、いつも眠れませんでした。

電車に乗り、朝７時少し前に東京駅や上野駅に着き、待ち合わせ場所でまた楽器車を待ちます。

数分して楽器車が到着するのですが、到着するとすぐに僕は、昨日積んだ楽器や機材を降ろします。

その後、前記のように赤帽室へ行き、赤帽の従業員に5.000円を渡し、ホームまで運んで貰います。

そんなある日、こんな事がありました。

その日、地方巡業先は、浜松市民会館でした。

いつもの様に、東京駅に着き、赤帽にホームまで楽器と機材を運んで貰います。

新幹線が到着すると、まずバンドのメンバーが新幹線に乗り込み、その後で、僕は楽器と機材を新幹線の洗面所のある場所に積み込みます。

そして、機材が崩れない様に、浜松駅に着くまで、ずっと手で押さえています。

しばらくして浜松駅に着くと、ホームへ楽器と機材を運び、その後はまた浜松駅の赤帽が待機しているので、駅の外まで運んで貰います。

外に出ると、そこには大型バスが停まっていて、今度はそのバスに楽器と機材をドアや窓から積み込み、一番後ろの席にまとめて置き、また僕が崩れないように押さえています。

数十分後に、浜松市民会館に到着します。

バンドメンバーは皆、それぞれの楽器を持って会館の中にある控え室に行きます。

僕は後から機材をステージに運び、その後すぐに控え室へ走り、バンドメンバー全員のお茶を注いでからまたステージへ走り、セッティングをします。

まず、譜面台が入っている麻の袋を開けて、ステージに並べます。

次に、折りたたみ椅子をバンドメンバーが演奏し易いような幅に並べて、譜面台もその位置に移動させます。

そこまで終えて、今度はベースアンプを運んで、そしてドラムスをセッティングするのですが、、、

「あれ？、、バスドラムのケースがない…」

急に、緊張が走りました。

僕は、舞台裏や通路、そしてバスが停まった場所へ走って行き確認しましたが、バスドラムのケースは見つかりませんでした。

「どうしたんだろう、、、」

僕の緊張は、更に上昇しました。

石川さゆり公演開始時間まで、あと１時間でした。

「バスドラムがないと、公演が開始出来ない…、、、困った…、どうしよう。」

「自分の責任だ、、、」

「どうしたら良いんだ、、、」

「確か、バスからは降ろしたよな…、、いや、降ろしてないかな…」

「どうだったかな…」

僕は何度も自問自答を繰り返し、汗ダクになり、とにかくあちこちを走り回りました。

「無い無い…、、何処にもない…」

「困った、、困った、、、」

「おい！どうしたら良いんだ！！」

「そうか…、もしかしたら新幹線の中に置いて来てしまったのかも知れない！」

僕は、その時はとにかく焦りまくっていて、パニック状態でした！

「そうだ、、、浜松駅に電話しよう。」

僕は、館内にある公衆電話を探しました。

「何処だ、何処だ！」

館内の通路を走り回り、会場入口の近くでやっと公衆電話を見つけました。

そして、その近くにある受付けの人に尋ねました。

「あの、浜松駅へ電話したいんですが、電話番号は分かりませんか？」

すると受付の人は、そっけない感じで答えました。

「その電話帳に書いてない？」

「あ、、はい、見てみます！」

僕は急いで、その分厚い電話帳を開き、浜松駅を調べました。

「えーと、えーと、何処だ、、、」

指が、震えます。

「えーと、は行…、は行…」

「あった！」

僕は、すぐに公衆電話にお金を入れます。

お金を入れるのにも、指が震えました。

そして、小さく印刷された浜松駅の電話番号を、目を細めながら見て、ダイヤルを回しました。

「プルルルル…、プルルルル…」

なかなか出ません…

「プルルルル…、、プルルルル…、、、カチャ」

「はい、もしもし浜松駅ですが。」

やっと出てくれました。

僕は、口早に言いました。

「あの、１時間くらい前に浜松駅に着いた新幹線の中に、ドラムスのケースはなかったでしょうか？」

「えっ？ドラなに？…どんなケース？」

「あの、黒くて大きな…、えーと、プラスチックみたいなケースなんですけど…」

すると駅員さんが、何か調べてくれている様な音が、かすかに聞こえました。

「えーと、何時の新幹線？」

「あの、、、その、、、確か…えーと、10時20分頃だったかな…、もうちょっと後だったかな…、えーと、ちょっと分からないんですが、、、」

その時、僕はかなり動揺していて、自分でも、何を言っているのかも分からない程でした。

「はい、ちょっとまってくださいね〜」

駅員さんは、僕の焦りもまったく気にせず、普段の業務を淡々とこなしている様な口調でした。

時間が、長く感じました。

「あ、その新幹線ね。たぶん10時半到着の新幹線だね。それはもう名古屋だね。名古屋に連絡してみるから、ちょっと待ってね。」

また、数分の時間がありました。

僕の心臓は、バクバクでした。

「あのね。いま新幹線の中調べて貰うように伝えたからさ、また後で電話貰えるかな？」

そう言われて、1分も待てない気持ちでしたが、仕方なく待つ事にしました。

「はい、それでは後でまた電話します。」

そう言ったものの、気が気じゃなくて仕方がありませんでした。

それから、どうしょうもなく居ても立っても居られなくなり、僕は、浜松市民会館からタクシーで浜松駅へ行く事にしました。

会館前でタクシーを拾い、急いで車内に滑り込み、運転手さんに告げました。

「あの、、浜松駅でお願いします！」

「浜松駅ね、はい。」

運転手さんは、その後すぐに、悠長に世間話を始めます。

「今日、市民会館で石川さゆりショーやるら？」

「はい。」

「そうだに。ずっと前から、浜松じゅうで宣伝してたじゃんか。えーかんお客さんいっぱい来るら。石川さゆりは、けっこいやー、、ワッハッハ！」

「はい…、そうですね。」

運転手さんは、駅に着くまでずっと話していましたが、僕は、気持ちがそれどころではないので、受けごたえをするのもやっとでした。

しばらくして、浜松駅に着きます。

そして、浜松駅の窓口へ急いで走って行き、駅員さんに言いました。

「あの、さっき電話した者ですが…、大きな黒いケースを探しているんですが。」

すると駅員さんが、言いました。

「えーと、誰が受けたのかな？…、ちょっと待ってね。」

部屋の奥の方で、小さく何か話す声が聞こえています。

その時間がとても長くて、仕方がなかった…

少しして、奥から一人の駅員さんが出て来て、僕に言いました。

「あ、君はさっきの電話の人ね。名古屋では、その大きなケース、ちょっと見つからなかったみたいだね。　でも、もしかして見逃しているかも知れないから、大阪に向かっている新幹線かな…」

その新幹線が大阪に着くまでは、時間的に、とても待てませんでした。

と言うより、石川さゆりショーの開演の時間には、確実に間に合いません。

「あ…、そうですか…、、はい、ありがとうございました…」

僕はその時、頭の中が真っ白になり、それと同時に緊迫の頂点に達しました。

「どうしたら良いんだ！！」

それから、僕はいろいろな事を考えました。

「このままでは、石川さゆりショーはバスドラム無しでの演奏になってしまう….、、公演は台無しだ…、僕の責任だ…、、バンマスやメンバーにこっぴどく怒られるだろう…、、、きっと、クビになって、自分が目指していた音楽の道は無くなってしまうんだろう…、、でも、仕方がない…」

そう思いながら、僕は仕方なく、またタクシーに乗り、浜松市民会館へ向かいました。

公演開始まで、あと30分を切っていました。

会館に着き、僕は覚悟を決めました。

もし名古屋で見つかれば、駅員さんに事情を説明して、連携をして運んで貰い、公演開始時間を少しずらしてでも開催出来たかも知れないと、その時は思っていました。

ですが、それも不可能な状況になりました。

僕は、バンマス、そしてバンドメンバーの居る控え室へ入って行きました。

控え室のドアを開けると、すぐにバンマスと目が合いました。

僕は即座に、体を90度位に曲げて頭を下げ、言いました。

「すみません！！バスドラムを失くしてしまいました！！」

その時、少しの沈黙がありました。

他のメンバーは、黙っています。

その後バンマスが、僕に向かい静かに言いました。

「お前、馬鹿じゃねぇか？バスドラなら、ここにあるじゃねえか。」

その言葉を聞いて、僕は一瞬何が起きたのかが理解出来ませんでした。

「えっ？」

僕は、バンマスが指をさす方向を見ました。

すると、そこには、こたつのテーブルみたいな板をバスドラムのケースの上に乗せて、バンドメンバーが麻雀をしている姿がありました。

僕は、それを見て唖然としました。

憤りはありました。

なぜバスドラムが入っている状態で、何も言わず楽屋に持ち込んで、そんな事をしているのか…と。

しかし、ほっとして全身の力が抜ける気持ちの方が大きかった。

「ああ、、、とにかく良かった、、、」

僕のその時の気持ちは、その方がずっと大きかった。

僕は我に返り、バンマスに頭を下げて言いました。

「すみませんでした！　ありがとうございます。」

僕はすぐにそのケースの中からバスドラムを出して、ステージへ運び、セッティングをしました。

その後「石川さゆりショー」は、昼と夜の１日２回のステージをこなすのですが、セッティングが終わると軽いバンドリハーサルがあって、本番を迎えます。

石川さゆりさんは、当時一曲目は必ず「能登半島」と言う曲から歌い始めます。

公演の時間になり、僕は石川さゆりさんが登場するステージの下手で待機しています。

すると、そこへ石川さゆりさんとマネージャーがやって来て、バンドのイントロが始まると、すぐに石川さゆりさんは「アーーーー！」と、高い声を発します。

それは、きっと「能登半島」の歌の出だしが、いきなり高い音から始まるので、声が裏返ったりしない様にイメージを高めていたのではないかと、僕は思いました。

1ヶ月の半分ほどもある、地方巡業。

昼と夜の弁当は出るのですが、その期間アルバイトが出来ないので、収入は得られません。

以前、新星堂に勤めていた時は、毎月の給料を貰えていたので生活に問題はなかったのですが、その頃は、次第に経済的支障をきたして居ました。

そんな時、僕はある事を思いつき、それを実行してしまいます。

いつもの様にムーランドールの演奏が終わり、次の日は地方巡業でした。

そしていつもの様に楽器や機材を運び、１階で楽器車に積み込み、僕は家に帰りました。

地方巡業の前日は毎回、最終の上石神井駅止まりの電車にしか乗れないので、上石神井駅で降りて、一駅分歩いて帰ります。

その頃、心身ともに、かなり疲労が溜まっていた事もあり、上石神井駅の近くのラーメン屋台で、冷酒を一杯飲んでから帰っていました。

次の日の朝、僕は東京駅に朝６時に行き、楽器車が来ます。

そして、いつもの様に、駅構内にある赤帽室へ行き、前日に渡された5.000円を渡す直前に…

僕は、思いつきました。

「そうだ…、、、新幹線のホームまで、赤帽を頼る事なく、この楽器と機材を自分が運べば、この5.000円は自分の物になるんだ！」と……

僕はそれを実行し、10メートル程の距離を何度も何度も楽器機材を運んでは戻って、また10メートル先に進んでは戻ってと、それを繰り返しながら、やっとホームまで運び終えたのですが…

ある日、事件が起きました。

僕はその事を思いつき、数回それを順調に行なっていました。

しかし、その日は、自分の中で何かの油断があったのかも知れません。

ある日の事、いつもの様に楽器機材を赤帽に預けず、自分で運んでいました。

そして、ホームに運び終え、バンドメンバーが来るのを待っていました。

いつもだったら、新幹線の発車時間の30分前にはバンドメンバーが一人二人と来初め、次第に集まって来るはずなのですが、その日に限って、誰もホームに現れません。

僕は腕時計に目をやり、時間を気にし出します。

時計の針は、発車時間の20分前でした。

時計の針は.どんどんと進んで行きます。

「あ、、もう15分前だな、、、」

「おかしいな…、、、もう10分前なのに…」

僕は、時計ばかりを見ていました。

すると、、、

「おい！何やってんだ！」

突然、大きな声が前方から聞こえました。

その声の方に目をやると、そこには隣のホームに、バンドメンバー全員が揃っている光景がありました。

「ボーヤ、そっちじゃないぞ！こっちのホームだぞっ！！」

僕は、その時やっと、この意味が解りました。

「やってしまった、、、」

自分一人でこれから隣のホームへ運んでいたら、新幹線に絶対に間に合いません！

僕は、その場でバンドメンバーに懇願しました。

「すみません！機材を運んで貰えませんか！」

こちらのホームから隣のホームへ、僕は何度も頭を下げました。

すると、バンドメンバーが走って来てくれて、手伝ってくれました。

「ありがとうございます！」

「ありがとうございます！」

一人一人に、お礼を言いました。

そして、すべての楽器機材を運び終えて、到着した新幹線に、無事に乗せる事が出来ましたが…

新幹線の中で、僕が楽器機材を押さえていると、バンマスと二人のメンバーが来ました。

「おい、何でホーム間違えたんだ？　赤帽が間違えたのか？」

そう言われた瞬間、僕がもし「そうです。」と答えると、当然赤帽に連絡され、バレてしまいます。

僕は、正直に答えました。

「すみません…、、自分でホームまで運びました。」

するとバンマスが、静かに言いました。

「じゃあ、金はどうしたんだ。」

「すみません…」

僕は謝りながら、ポケットに手を入れて、5.000円札をバンマスに差し出しました。

するとバンドメンバーの一人が、いきなり…

「バコーーーン！！」

僕は、殴られました。

「すみません…」

僕は、頬に手をやりながら、また謝りました。

僕はこの日以来、必ず赤帽に頼む事にしました。

地方巡業の間の僕の仕事と言えば、公演まえの時間は、もちろん楽器機材のセッティングがありますが、その他にも、バンドメンバーのお茶を汲んだり、弁当を運んだり、その他、とにかくその場で必要な事をやります。

でも、一番大変だったのは、煙草のお使いでした。

以前もお話したとおり、新宿歌舞伎町での買い物は、大分慣れて来ていました。

ですが地方となると、何処も初めての場所なので、何処に煙草屋があるのかが、まったく分かりません。

でも、バンドメンバーは、容赦なく注文をつけます。

「おいボーヤ、煙草買って来てくれ！」

僕はいつでも、こう答えるしかありません。

「はい、わかりました！」

僕はそう言われ、会場から外へ走って行きます。

「うーん、、、煙草屋は、何処にあるんだろう…」

道歩く人に聞いても、煙草屋を知っている人は、何処でも限られていました。

あちこちを走り回り、やっと見つけて、楽屋に帰ってメンバーに届けました。

そんな地方巡業の中で、ある事が起こりました。

地方巡業では、朝から晩まで僕は休みなく走り回っていました。

そして、コンサートが終わると、僕はすぐにドラムスなどの楽器機材を、会館の外に待機しているバスに積み込みます。

しかし、それで自分の仕事が終わった訳ではありません。

その後バンドメンバーが乗り込んで、宿舎へ移動するのですが、その宿舎に到着して、僕がすべての楽器機材を部屋へ運び終えると、その後は、その宿舎やその近くの宴会場で、石川さゆりさんや関係者、そしてバンドのメンバー全員の大宴会が毎回行われました。

その頃、あちこちの地方巡業に行きましたが、ある日１回だけ、他の歌手の方と公演場所が近くだった事から、その歌手と、その方の専属ビッグ・バンドの方々との合同の宴会が行われました。

そのビッグ・バンドのボーヤは２人居ました。

ボーヤ同士、同じ境遇なので、心が通じ合えました。

「君は、地方専門？」

「いや、都内のキャバレーでもやっています。」

「一人でやってるの？」

「はい。」

「えっ、うちは2人だよ。それは大変だね。」

「あ、、、そうなんですね…」

「でも1人だったら、仕事量も倍だし、その分給料もだいぶ良いんでしょ？」

「えっと…」

その時、ボーヤに給料と言うものが存在する事を、初めて知りました。

僕は、聞き返しました。

「えっ！　給料？」

僕のその言葉に、2人は首を傾げたような仕草をしました。

僕はすぐに、また聞きました。

「あの、いくら貰ってるんですか？」

「僕たちは、ひと月６万貰ってるよ。」

「えっ、、そうなんですね…」

僕はその言葉に、凄くショックを受けました。

６万という金額は、新星堂で働いていた時の給料より少し安いくらいでした。

この世の常識と言うものも何も分からず、飛び込んだ世界だったけれど、自分が今やっている事は、果たして正しい事なのだろうか…と、その後、何度も自問自答しました。

しかし、その後すぐに、とんでもない事が起こります。

宴会が始まると、僕は先ずすぐにバンマスやバンドメンバーにビールを注ぎに回ります。

「お疲れさまでした！」

「お疲れさまでした！」

そして、全員に注ぎ終えると、石川さゆりさんのマネージャーが宴会場の真ん中に立って、乾杯の音頭をとります。

「乾杯！！」

乾杯の音頭と同時に、バンドメンバーは一気にビールを飲み干します。

それと同時に、僕はまたバンドメンバー一人一人のビールを注ぎに回ります。

宴会が終わるまで、それが続きます。

僕も、ビールを飲むんですが、隣に座っているバンドメンバーに、何回も一気飲みをさせられます。

さらに、僕が途中でトイレへ行って帰って来ると、僕のビールにはウイスキーが混ぜられていて、それも一気飲みしろと言われます。

僕は仕方なく、飲み干します。

そんな事が宴会中、ずっと続くのですが、その日はある事が起こりました。

「おいボーヤ！あっちのバンドのボーヤと喧嘩しろ！」

その言葉に、僕は驚きました。

「えっ、、そんな事出来ませんよ。」

「いいから、やれよ！」

バンドメンバーは、かなり酔っ払っていました。

「おう、やれやれ！」

すると他のバンドメンバーも、悪乗りし出し、相手バンドのボーヤに声を掛けます。

「おう、うちのボーヤと喧嘩しろよ！」

すると、相手のボーヤは、意外にも素直に答えます。

「はい、分かりました。」

こんな場所で、しかもさっき仲良く話していた相手のボーヤと喧嘩をしなければならないなんて、まったく想像していませんでした。

初めはふざけた感じで、ポーズだけでやっていました。

すると、先ほどのバンドメンバーが言います。

「おい、もっと本気出してやれよ！」

「ほら、そこだ！もっと強く！」

そう言われて、相手も仕方がなく、ある程度強く僕に殴って来ました。

僕も、仕方がなく対応します。

でも、こんな事は続けたくないので、一番強いパンチが来た時に僕は倒れて、負けました。

「なんだよ！負けかよ！弱いなあー！」

「おーー、勝った勝った！」

僕は倒れた時、ふとその声の方を見ました。

するとそこには、数人のバンドメンバーが、テーブルの上にお金を出して、どちらが勝つか賭けていると言う光景がありました。

僕はそれ以来、いろいろな事を考えていました。

このまま続けていて、良いのだろうか…と。

その時、ボーヤを始めて一年になろうとしていました。

そしてその頃、歌舞伎町のムーランドールでも、いつもの様に仕事をこなしていたんですが、チェンジバンドのバンマスから、ある日、こんな事を言われました。

「加藤くんさ、ボーヤいつまで続けるの？」

「僕は、いつまで続けると言うより、これを続けていれば、いつかはステージに立てる時が来ると、思っています。」

すると、そのバンマスは一呼吸した後に、答えました。

「でもさ、前にも言ったけど、このビッグバンドはギター居ないんだから、それはないと思うよ？」

「そうですか…」

「そうだよ。それにさ、タダ働きで荷物運んでくれるんだから、バンドにとってこんな良い事ないからさ。放すわけないじゃん。ずっとこのままだと思うよ。」

「はい。」

「あとさ、ボーヤ続けててもギター上手くなる訳じゃないんだよ。却って、指怪我して、ギター弾けなくなっちゃうよ。」

「そうですね…」

「もし良かったら、僕の知り合いの事務所紹介するからさ。もう、ここ辞めて、ギターの仕事しなよ。」

「ありがとうございます！」

僕はそう言ったものの、正直ビッグバンドのバンマスに「辞めます」と言うのが怖かった…

そんな事を言ったら、凄い剣幕で怒るんじゃないか。

殴られるかも知れない…

僕は帰りに、歩きながらでも、電車に乗っていても、そして家に帰っても、ずっとその事ばかり考えていました。

「チェンジバンドのバンマスが言っている事が、きっと正しいんだよな…」

「でも、ビッグバンドのバンマスには、何と切り出せば良いんだろう…」

「正直に言えば、良いんだよな…」

「そうだ。そのままの気持ちを言えば良いんだ。」

僕は次の日、ビッグバンドのバンマスに言いました。

「バンマス、ボーヤを辞めさせて下さい。」

僕がそう言うとバンマスは、かなりの沈黙のあと、静かに言いました。

「そうか…、、それは残念だな。。」

「すみません…」

また、沈黙が続きます。

「加藤、それで、この後どうするんだ？」

「はい…、、ある人に事務所を紹介して頂いて、ギターの仕事をやろうと思っています。」

「そうか…、でもお前に務まるのか？」

バンマスはそこまで言うと、少し強い口調で、すかさず続けました。

「でもな加藤、初めから変なバンドに入ったら、ギターなんか上手くならないぞ。ここにずっと居れば、どんどん上手くなって、そうすれば良いバンド紹介してやるから。」

僕はバンマスにそう言われて、一瞬戸惑いましたが、あのチェンジバンドのバンマスが言っていた言葉を思い出しました。

「タダ働きで荷物運んでくれるんだから、こんな良い事ないからさ。放すわけないじゃん。ずっとこのままだと思うよ。あとさ、ボーヤ続けててもギター上手くなる訳じゃないんだよ。却って、指怪我して、ギター弾けなくなっちゃうよ。」

「すみません…、辞めさせて下さい！」

と僕が言うと、バンマスは僕の言葉に重ねるように、更に強い口調で言いました。

「でもな、今すぐ辞められたら困るんだよ。他のボーヤをこれから探さなきゃならないからな。一カ月はここに居てくれよな！」

僕はそう言われ、力が抜けるのを感じました。

一度辞めると決めたのに、これから一ヶ月は続けなければいけないのか…と。

しかも、これからの一ヶ月間は、バンマスやバンドメンバーから酷い仕打ちを受けるんじゃないか…と、怖かった。

でも、このバンドも、急にボーヤが居なくなったら困るのは確かだ…

仕方がないと思い、僕はそれを承諾しました。

それからと言うもの、僕は恐怖心を抱え、ボーヤの仕事を続けましたが、ある日ビッグバンドのバンマスが、僕に驚く事を言いました。

「加藤、ショクナイの仕事やらないか？」

ショクナイとは、バンド用語で「内職」の事でした。

「えっ？どんな仕事ですか？」

僕がそう聞くと、バンマスは答えました。

「今度な、茨城県のデパートの屋上で、松本ちえこの伴奏があるんだよ。６人編成のバンドだけど、それでお前ギター弾かないか？」

松本ちえこさんと言えば、当時バスボンのCMで有名なアイドル歌手でした。

「えっ！本当ですか！」

僕は、その言葉に驚きました！

僕は辞めると言った日から、ずっと恐怖心を抱えていたのに、まったく逆の状況になったからでした。

「その日はメンバー全員で車に乗って行くけど、楽器も少ないし、少しは楽だからな。」

「ありがとうございます！頑張ります！」

そして、その日がやって来ました。

その日は、朝からとても良く晴れた日でした。

朝早くムーランドールの前で待っていると、前日の夜に楽器機材が積まれたワンボックスの車が到着します。

「おはようございます！」

「おう加藤、乗れよ。」

僕が車に乗り込むと、そこには、もう既にバンドメンバーが乗っていました。

茨城方面へ、その車は走りました。

デパートに到着して、僕は楽器機材を屋上まで運びます。

その屋上にはステージが設置されていて、そこにドラムセット、ギターアンプ、ベースアンプ、キーボード、そして譜面台をセッティングしました。

そして、生まれて初めてプロのステージで演奏をしました。

僕は、高いステージの上から、沢山のお客さんを見て、「なんと気持ちが良いんだろう…」と、思いながらギターを弾きました。

その日の事は、生涯忘れられません。

演奏が終わり、楽器機材を車に積み込んで、歌舞伎町に戻り、また楽器機材をムーランドールへ運びました。

機材を運び終えると、バンマスが僕を呼びました。

「加藤、こっち来い。」

「はい！」

僕が控え室に入ると、バンマスは僕に茶封筒を渡しました。

「ありがとうございます！」

僕はその時、無性に、涙が止めどもなく溢れました。

僕はもう一度お礼を言って、帰りました。

家に帰り、その茶封筒を開けると、中には五千円札が入っていました。

僕は、新幹線の中で殴られた時の事を思い出しました。

その後、僕がビッグバンドのボーヤを辞めるまでの数日間、バンマスもバンドメンバーも、僕に怒る事はありませんでした。
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僕はその後、ムーランドールのチェンジバンドのバンマスから音楽事務所を紹介され、その事務所の所属バンドのバンマスから連絡を頂きました。

「もしもし、加藤くん？ 岡田と申します。事務所から紹介されて電話をしました。」

とても、丁寧な口調でした。

「はい、加藤です。お電話を頂き、ありがとうございます。」

「一度会ってみたいんだけど、どうですか？」

「はい！どうぞ宜しくお願いします。」

そうして、紹介された方と会う事になりました。

場所は、西武新宿駅からすぐのホテル１階の「サバンナ」と言う喫茶店でした。

僕がそこに到着すると、その人は既に、椅子に座って待っていました。

僕がお辞儀をすると、その人は笑顔で言いました。

「あ、加藤くんだね？　こっちに座ってね。」

「ありがとうございます。」

僕は、少し緊張をしながら椅子に座りました。

「あ、そんな緊張しなくて大丈夫だよ。」

その人は、まるで僕の心の中が透けて見えるかの様に、そう言いました。

そしてその声は、とても優しい声でした。

「僕ね、ニューグローリィと言うバンドのリーダーをやってる岡田竜也と申します。」

「あ、初めまして。僕は加藤 泉と申します。どうぞ宜しくお願いします。」

「加藤くんは、ギター弾くんだよね？」

「はい、そうです。」

「今うちのバンド、ギター探してて、もし良かったら、うちに入らない？」

「はい！ありがとうございます！」

椅子に座って、まだ１〜２分しか経っていないのに、単刀直入な切り出しでした。

「それじゃ、早速オーディションしたいんだけど、明日か明後日の昼間、ギターを持って家に来てくれないかな？」

「ありがとうございます！それでは明日お伺いさせて頂きます。」

そんな短い話をして、僕は次の日の午後２時頃、北新宿にある岡田さんのアパートへ行きました。

アパートに着く間、僕はかなり緊張していました。

アパートに着きチャイムを鳴らすと、中から岡田さんの奥さんらしき人が出迎えてくれました。

「あ〜、加藤くんね。待ってたわよ。」

それは、とっても優しい声でした。

部屋の中に僕は案内されると、そこには岡田さんの他に、もう一人の男の人が椅子に座っていました。

僕が戸惑っていると、岡田さんが言いました。

「あの、この人は、うちのバンドのキーボード弾いてくれている早川くん。」

そう言うと、早川さんが僕に向かって挨拶をしてくれました。

「初めまして、早川です。」

目上の人から、今までそんなに丁寧に挨拶をされた事がなかったので、僕はとてもビックリしました。

僕は、慌てました。

「あ…、、すみません。ぼ、僕は、加藤と言います。どうぞ宜しくお願いします。」

僕がそう言うと、岡田さんが、

「さあ、こっちに座ってね。」

「あ、、ありがとうございます。失礼します…」

岡田さんと早川さん、そして僕が椅子に座ると、まず岡田さんが話をし始めました。

「そうそう、加藤くんは、譜面は読めるよね？」

そう聞かれて、僕は、かなり焦りました。

「あ…、、あの、、ボーヤの時に譜面の勉強したんですが、まだ初見では弾けないんです…」

岡田さんが、答えます。

「そうかあ…、う〜ん、、早川くんはどう思う？」

岡田さんの質問に、早川さんが答えます。

「大丈夫だと思いますよ。それよりも、うちのバンドは譜面で練習して、覚えて貰わないといけませんからね。」

僕は、それを聞いて、少し安心しました。

岡田さんが、言いました。

「それじゃ、うちでやってる譜面これなんだけど、ちょっとギターでコード弾いてくれないかな？」

「じゃ、テンポ出すね。いくよ！ワン・トゥ・スリー・フォー…」

僕はその時、心臓がドキドキでした。

緊張しながら、とにかく譜面に書いてあるコードを弾きました。

そして、一曲が終わると、すぐに次の曲のテンポが出され、何曲も弾いて行きます。

数曲を弾き終え、岡田さんが言いました。

「まあ、良いんじゃないの？　ねっ、早川くん。」

「僕は、良いと思いますよ。」

早川さんにもそう言われ、僕はやっと安堵しました。

その後、ちょっとした雑談をしていましたが、テーブルに、なんと料理が運ばれて来ました。

「加藤くん、お腹空いたでしょ？　食べて行ってね！」

岡田さんの奥さんがそう言いながら、手料理をテーブルの上に置いて行きます。

その時、なんて家族的なんだろうと思い、涙が出そうになりました。

「さあ、食べて食べて！」

テーブルの上の料理は、どれも美味しかったんですが、特に鳥の唐揚げがとっても美味しくて、感動しました。

皆んなで食事をしていると、岡田さんがポツリと言いました。

「加藤くん、その牛乳瓶の底みたいな眼鏡、ステージ立つには見た目が良くないから、コンタクトレンズにしなさい。」

僕は急にそう言われて、ドキっとしました！

「あ、、はい…」

岡田さんが、続けます。

「早川くんも眼鏡かけていたんだけど、最近コンタクトレンズにしたんだよ。ね、早川くん？」

早川さんは優しい声で、答えます。

「あのね。高田馬場の駅のすぐ近くに東京コンタクトってお店があって、そこで作ったんだけど、とっても良いよ。」

僕は二人にそう言われて、少し戸惑いましたが、すぐに答えました。

「それでは、コンタクトレンズにしたいと思います。その東京コンタクトの場所、教えて下さい。」

その後、岡田さんや早川さんに、そのバンドの方針や、どんな場所で演奏をするのか等、話を聞かされました。

そんな話を具体的に聞かされ、初めて給料を貰ってお店で演奏していく事に、とてもワクワクしましたが、プロとしての厳しさを聞かされ、気が引き締まる思いでした。

そして、午後４時頃になり、岡田さんが言いました。

「僕たちはこれから仕事だけど、加藤くん、着いて来れないかな？」

「あ、はい！着いて行きます！」

僕がそう答えると、岡田さんと早川さんがほぼ同時に言いました。

「よし、じゃあ行こう。」

「行きましょう！」

僕と早川さんは、岡田さんが運転する日産スカイライン(ハコスカ)に乗り込み、向かった先は新宿の歌舞伎町でした。

先日までの、ボーヤの頃を走馬灯のように思い出しながら、僕は、助手席から歌舞伎町の街を眺めていました。

そして、着いたところは、歌舞伎町の風林会館近くのクラブでした。

車を降りて少し歩き、お店へ入ると、そこはこじんまりとしたお店でしたが、とても綺麗で、まだオープンしたばかりと言う感じでした。

そしてお店の中は、新しい部屋の匂いがただよい、とても心地良かった。

僕がお店の中を見回していると、そのバンドのベースの人とドラムスの人が入って来ました。

「おはようございます！」

「おはようございます！」

二人はそう言いながら、ふと僕の顔を見て、不思議そうな顔をします。

「あれ？岡田さん、この子誰？」

「ああ、今度うちのバンドに入る事になった加藤くんだよ。」

するとドラムスの人が、言いました。

「へぇ〜、そうなんや！うちはドラムやってるジローって言います。よろしくね〜！」

ベースの人も、続けて言います。

「あっ、ギター決まったんですね。僕は新谷です。宜しくね。」

ほぼ二人同時に挨拶をされて、僕は慌てて言いました。

「あっ、初めまして。加藤と言います。宜しくお願いします！」

挨拶が終わるとメンバー達は、楽屋に入って行きました。

僕も、楽屋へ入ります。

その楽屋は整然とされていて、とても綺麗でした。

バンマスの岡田さんは楽屋の一番奥に座り、にこにこしていました。

メンバー達は、テーブルに衣装ケースを置くと、すぐに着替え始めました。

すると、バンマスが言いました。

「加藤くん、立っていないでそこに座りなよ。」

「ありがとうございます。」

僕はバンドボーイの癖が抜けなくて、楽屋の端っこに立っていましたが、バンマスが気遣ってくれました。

僕が椅子に座って緊張していると、ギターケースを背負った人が楽屋に入って来ます。

「おはようございます！」

すると、すぐにバンマスの岡田さんが、その人に言いました。

「あのね、この子ね、ギター弾く加藤くん。いろいろ教えてあげてね。」

すると、その人が答えました。

「ギターの人、決まったんですね！僕はギターのトラの清水と言います。宜しくね。」

※トラ＝エキストラ。

このバンドは、正規のギタリストがいなかったので、決まるまでエキストラを雇っていました。

「あ、どうぞ宜しくお願いします。加藤と申します！」

これで、バンドメンバー全員が揃いました。

メンバーはステージ衣装に着替えると、ギターの清水さんやベースの新谷さんが、それぞれ練習を始めます。

僕は、それをじっと見ていました。

時間が経ち、突然バンマスの岡田さんが言いました。

「よし！行こうか！　加藤くんも、着いて来てね。」

「はい！」

するとバンドのメンバーは一斉に立ち上がり、楽屋を出て行きました。

僕も、あとを着いて行きます。

お店の中は、まだお客さんが一人も居ませんでした。

バンマスの岡田さんが、指を差しながら、僕に言います。

「あ、加藤くん、あの席に座って見ててね。」

「はい！」

僕は、指を差された一番奥の席に座りました。

どんな演奏をするバンドなんだろうと、僕は、気持ちが昂りました。

演奏が、始まります。

一曲目は、「Autumn Leaves(枯葉)」でした。

ギターの清水さんが、メロディを弾きます。

そして、ソロに入ると、とても滑らかな指の運びで、カッコいいフレーズを連発させます。

僕は、興奮しながら、その指を見入っていました。

「なんと、カッコいいんだろう…」

一曲目が終わり、二曲目が始まります。

キーボードの早川さんのイントロの後、またギターの清水さんがメロディを弾きました。

その曲は、「Days of Wine and Roses(酒とバラの日々)」でした。

そしてソロに入り、盛り上がって行きます。

僕は、その一つ一つの音に、聴き惚れていました。

「あんな風に弾けたら、どんなにカッコいいだろうな…」

そんな事を思いながら聴いていると、入口の方から数人のお客さんがお店に入って来ました。

急に、お店の中は、人の話し声でざわつきます。

すると、ソロはキーボードの早川さんまで回さなくて、すぐに清水さんがあとテーマのメロディを弾き始め、終わってしまいました。

「あれ？」

何が起こったんだろうと、僕はとても不思議に思いました。

すると、いきなりキーボードのイントロに続き、岡田さんが歌い始めました。

「あれ、、この曲、聴いた事があるなあ…」と、僕が思っていましたが、途中の歌詞で思い出しました。

「そうだ！ムーランドールの時、チェンジバンドの人たちが演奏していた曲だ！」

その曲は、当時流行っていた「別れても好きな人」と言う曲でした。

そして、次の曲も、その次の曲も、ムード歌謡コーラスの曲を演奏していました。

僕は、「さっきのあのカッコいいジャズは、何でやめてしまったんだろう…」と、考えていました。

１ステージ目の最後の曲が終わると、すぐにバンドのテーマソングが演奏され、バンドメンバーはステージを降り、楽屋に帰って行きました。

僕も、それに続き、楽屋へ行きました。

楽屋に入ると、メンバーは煙草を吸ったりして寛いでいましたが、すぐにバンマスの岡田さんが、僕に向かって言いました。

「清水くんのギター、どう？加藤くんに聴かせたくて、彼のギターをフィーチャーしたよ。」

「いや、、とてもカッコ良くて、ビックリしました！」

僕がそう言うと、清水さんが、

「僕なんてまだまだだけどね。少しでも参考になれば良いね。」

と、優しい声で言いました。

「ありがとうございます。」

そこで、僕がさっき不思議に思ったこと…、それを岡田さんに向かい尋ねました。

「あの、質問があるんですが…」

「なに？」

「さっき初めにジャズの曲を演奏していたのに、なぜ途中から、急に歌謡曲を演奏し始めたんですか？」

僕がそう言うと、メンバー全員が大きな声で笑い始めました。

僕がキョトンとしていると、ドラムスのジローさんがニコニコしながら答えます。

「そらなあ〜、うちは歌謡曲のバンドやから、お客さんの前では歌謡曲やらなあかんのや。初めはお客さんおらんかったからな、好きなジャズをやっとったんや。」

僕は、それを聞いて納得しました。

「ありがとうございます。そうだったんですね。」

すると、バンマスの岡田さんが僕に向かい、ギター用の譜面の束を手に取りながら言いました。

「加藤くん、この休憩時間の間に、うちのレパートリーを弾いて、練習してくれないかな？」

僕は、すぐに答えました。

「はい、分かりました！」

僕は譜面の束を岡田さんから受け取り、その楽屋で黙々と練習しました。

「さあ、行こうか！」

岡田さんが、腕時計に目をやり、いきなり言いました。

そして、続けました。

「加藤くん、今度は楽屋に残って、そのままギター練習しててね。」

「はい、分かりました。」

バンドメンバーは、楽屋から出て行きました。

その後、僕はその譜面を、一曲一曲練習して行きましたが、途中で何曲か難しい曲がありました。

「この『小樽の人よ』って曲のイントロもオブリも、凄く難しいなあ…」

「あ、このオリジナルの『幸子』って言う曲も、イントロなかなか弾けないなあ。」

時間は、あっという間でした。

バンドの２回目のステージが終わり、メンバーがまた楽屋に入って来ました。

僕は、特にこの２曲が難しいと感じたので、ギターの清水さんに聞いてみました。

「清水さん、あの…、すみません…、この２曲が難しくて、なかなか弾けないんですけど、教えて貰えませんでしょうか？」

すると清水さんは優しい顔で、譜面を覗き込みます。

「ああ、この２曲ね。確かに難しいよね！僕もいつも上手く弾けないんだけど、今ちょっと弾いてみようか。」

そう言うと、ギターを持ってその譜面を弾き始めました。

自分では、上手く弾けないなんて言っていたのに、凄く表現力があって、僕はそれを間近に聴いて、とても感動しました。

清水さんは、弾き終えると、言いました。

「こんな感じかな？そう、このポジションで弾くと良いと思うよ。」

僕はそう言われて、清水さんが弾いたポジションと同じポジションで弾いてみると、さっき自分が弾いていたのよりも上手く弾けました。

「教えて頂き、ありがとうございます！」

僕がそう清水さんにお礼を言うと、岡田さんが僕に向かい言いました。

「加藤くんがこのバンドに入るまで、あと1ヶ月弱だから、それまで、なるべく沢山このお店に来て、清水くんに教えて貰いながら、早く譜面を覚えて欲しいんだ。」

「はい、わかりました。」

僕は次のステージ中も、同じように与えられた譜面を練習しました。

そして、数日が過ぎ、いよいよ僕はこのバンドで、初めて給料を貰って、ステージに立つ日が来ました。

このバンドは、一ヶ月や二ヶ月、または数ヶ月の契約の上で、いろいろな場所のクラブやキャバレー、その他の場所で演奏して行きます。

僕が見学に行っていた歌舞伎町のお店は、僕が正規としてこのバンドに入る約１ヶ月後の時には、もうそこのお店ではなくて別のお店で演奏する事になっていました。

それも、夜7時から夜11時頃まで先ず一つのお店で演奏して、そして電車や車で移動して、また別のお店で深夜1時から朝方の5時頃まで演奏すると言う、２ポイントの仕事です。

そして、その２つのお店は、月に２度しか休みがなく、その上それぞれ違う日が休みなので、全休と言うものがありませんでした。

初ステージの場所は、高田馬場駅近くのビルの屋上にあるビアガーデンでした。

前日に、岡田さんから電話が来ます。

「もしもし、加藤くん。明日は初ステージだけど、その前に家に来て、車に乗って、現場に着いたら楽器を運んでくれないかな？」

「はい、分かりました！」

その日、僕はとても緊張をしていました。

北新宿にある岡田さんのアパートへ、僕は午後３時にギターとアンプを持って行き、ご飯をご馳走になってから、岡田さんの車で高田馬場へ向かいました。

その岡田さんの車と言っても、前出の日産スカイラインGT-R(ハコスカ)ではなくて、もう一台のトヨタ・ハイエースと言うワンボックス・カーでした。

その車は、楽器を乗せて運ぶ専用の車で、その中にはキーボード、アンプ類、ドラムス、コンガが入っていました。

現場は、高田馬場駅のロータリーを挟んで向かい側にありました。

出演場所のビルに車が到着すると、僕が楽器機材をそのビルの屋上へ運びます。

そこには、メンバーが既に来ていました。

「やあ、加藤くん、ありがとう！」

楽器を運んで「ありがとう」と言って貰えたのは、初めての事でした。

僕が運び終えると、メンバーがセッティングをします。

そして、ちょっとサウンドチェックをして、ステージから降ります。

リハーサルも何もありませんでした。

僕は、いよいよ迫るステージの瞬間を、ドキドキしながら待っていました。

そのビアガーデンは、控え室と言うものがなく、ステージ横の、ちょっと囲いがあるパイプ椅子で待機します。

メンバー全員が、その椅子に着き、衣装に着替えます。

僕も、その衣装に着替え、椅子に腰掛けました。

ついに、演奏時間がやって来ました。

「さあ、行こう！」

いつもの様に、バンマスが声を掛けると、バンドメンバーは急いでステージに向かいます。

メンバー全員がステージに立ち、第１曲目が演奏されました。

僕は、かなり緊張していました。

あまりに緊張し過ぎて、何回か音を間違えてしまいました。

「まずい…、、これではクビになってしまうかも知れない…」

そんな事を思いながら、無我夢中でギターを弾きました。

気がついたら、バンドのテーマソングを演奏して、あっという間に１回目のステージは終わりました。

ステージから降りて来て、僕は先ずバンマスの岡田さんに謝りました。

「音を間違えてしまい、すみません…」

すると岡田さんは眉をひそめ、少し怪訝そうな顔になり、僕に言いました。

「初めてだから緊張していると思うけど、間違えないように、とにかく休憩中でも休まず練習して下さい。」

「はい、分かりました！練習します。」

休憩時間は、30分でした。

その間、僕は黙々と練習をしました。

休憩時間もステージ同様、あっという間でした。

それから３ステージを演奏し、全部で４ステージをこなしましたが、時計を見ると、いつの間にか夜10時半になっていました。

ビヤガーデンでの演奏が終わると、屋上の隅にある建物の中へ楽器を運びます。

そして、すべて運び終えると、そこにシートを被せ、急いで１階へ行き、車に乗り込みます。

この後、池袋へ移動して、朝５時までサパー・クラブで演奏しますが、その場所は、池袋駅の北西の方向にある、郵便局近くの地下のお店でした。

中へ入ると、正面にステージがあり、なぜかスチールギターや別のアンプ類が置いてありました。

何故それらが置いてあるのだろうと、僕はそれを少し不思議に思いましたが、先ほどのハイエースのワンボックスに戻り、もうワンセットの楽器一式を運びました。

キーボードの早川さんの楽器はとても重く、フェンダー・ローズ、そしてキーボードとレスリー・スピーカーがありました。

その他に、ビンソンのヴォーカル・アンプのセット、ベースアンプ、ドラムス、コンガ、そして自分のギターアンプです。

僕は新入りなので、その多くを運ぶのですが、メンバーも皆んな手伝ってくれました。

楽器を運んでいる時、ふとお店の看板が目に入りました。

「ああ、このお店はクローバーって言うのか…」

僕は、初めて夜中のお店で演奏をするべく、そのお店の名前を、その時しっかりと目に焼きつけました。

ドラムスのジローさんは、とてもひょうきんな人でした。

そのお店の地下の入口にレジがあったのですが、そのレジ打ちを担当している女性に軽口をたたき、ちょっかいを出します。

「ねぇねぇ、レジ子さぁ〜。今夜も元気しとった？」

「あははは…、、、元気やったでぇ！」

そのレジの人は関西の人ではないと思うんですが、言葉を合わせて笑っていました。

すべて運び終え、セッティングをして、音を出します。

すると、バンマスの岡田さんが言いました。

「じゃ、時間まで近くの喫茶店に行こうか。」

「あっ、アイスコーヒー飲みたいなあ！」

「それそれ！めっちゃ暑っついわあ〜！　ほんま冷たいの飲みたいわぁ〜！」

メンバーは皆、お店の階段を上って行きました。

僕は、残ってまた練習をしていました。

しばらくすると、数人の人が喋りながら階段を降りる音が聞こえました。

僕が「何だろう？」と思っていると、赤い衣装を着た５人の人達がお店の中に入って来ました。

「おはようございます！」

「おはようございます！」

その５人の人達にいきなり挨拶をされたので、僕も慌てて挨拶をしました。

「あ、、おはようございます！」

すると、一番年長者らしき人が、僕に言いました。

「君は、岡田さんとこの新しいギターさんかな？いつもの人と違うよね。」

僕もその時衣装を着ていたので、それできっと分かったんだと思いました。

「はい、そうです。新しく入った加藤と申します！」

「やっぱりね！どうぞ宜しくね。」

「あ、、こちらこそ、どうぞ宜しくお願いします！」

その人達は、自分達の楽器をステージに置くと、楽屋へ行きました。

そして、それから30分ほど経ったんですが、今度はさっきのメンバーがステージに立って、演奏を始めました。

僕が不思議に思っていた、何故ステージに楽器や機材が置いてあるのかと言う疑問が、やっと解けました。

「ああ、この楽器や機材はこのバンドのもので、この人達はチェンジバンドだったんだ。」と。

そのバンドは、レキントギターの人がバンマスで、ヴォーカル、スチールギター、ベース、ドラムスという編成でした。

僕は、ステージの横で、見入っていました。

コーラスも、とてもハモっていて綺麗でした。

すると、今度は岡田さん達メンバーが、外から帰って来て、僕に言いました。

「加藤くん、楽屋に行こうや。」

「はい。」

メンバー全員が、楽屋に入ります。

30分程して、チェンジワルツが聴こえ始めました。

※チェンジワルツには、当時、ファッシネイション、テンダリー、白い恋人たち、フライミー・トゥー・ザムーン、嘘は罪etc…が演奏されました。

「よし、行こう！」

岡田さんの掛け声とともに、メンバーはステージに向かいます。

僕も、続きました。

ステージに行くと、先ずキーボードの早川さんが、チェンジワルツのメロディを、前のバンドに重ねて弾き始めます。

すると、相手のバンドのキーボードの人がステージから降りて行きます。

そんな感じで、メンバー全員が入れ替わると、チェンジワルツを演奏し終えます。

そして、いよいよ本題の演奏に入ります。

バンマスの岡田さんは、その夜中のお店でも、さっきのビアガーデンと同じ曲目に、揃えてくれました。

僕はその曲目を見た時、とても安堵したのを、今でも覚えています。

朝方５時頃になり、演奏が終わり、メンバーは皆楽屋で着替えをします。

私服に着替え終わり、メンバーはそれぞれ楽器と衣装ケースを持って地上に出ます。

「ああ、、もうこんなに明るいんだ…」

僕はその時、ボーヤ時代に東京駅や上野駅へ向かう電車の車窓から見た、あの陽の眩しさを思い出していました。

メンバーは皆、バンマスの岡田さんの車ハイエースに乗り込みます。

バンマスの岡田さんはとても優しい人で、全員の家へメンバーを送ってから、帰って行きます。

次の日も、その日と同じように、夜は高田馬場のビアガーデンで、夜中は池袋のサパー・クラブで演奏をしました。

このバンドと各お店との契約は、２ヶ月でした。

僕はバンマスの岡田さんから「とにかく、早くレパートリーを覚えて、譜面を見ないでステージに立てるように」と言われていたので、それから毎日ギターの練習をして、１ヶ月で、なんとか譜面を見ないで演奏出来るようになりました。

それと同時に、僕はステージにも慣れてきて、次第に余裕が出てきましたが…

ある日、こんな事がありました。

サパー・クラブ「クローバー」で、男性一人、女性二人と言うグループのお客さんから声を掛けられ、そのテーブルに呼ばれました。

そして、いろいろとお喋りをしていたのですが、その中の女性が僕に言いました。

「演奏が終わったらさ、皆んなで飲みに行かない？」

「はい、良いですよ。」

僕は、答えました。

その頃、演奏が終わってからのアフターは、バンドメンバーの皆んながやっていました。

ここは夜中のお店なので、そこに来るお客さんは夜11時頃に仕事を終えたクラブやキャバレーのホステスさんや、その従業員さん達が飲みに来る場所なのです。

そして、そんなお客さん達は、よくバンドの人達をテーブルに呼んで、一緒に飲んだりして、たまにアフターもありました。

演奏が終わり、その日は、メンバーは皆ハイエースに乗り込み、帰って行きましたが、僕はその人達とサパー・クラブの近くのバーで飲む事になりました。

そのバーは午前10時までやっていて、正しく、夜中の人のために営業をしていると言う感じでした。

その人達の話を聞いていると、男性と一人の女性は兄妹との事でした。

そして、もう一人の女性は、その妹の友達との事でした。

その女性が、僕に言いました。

「わたし、マキって言います。」

「あ、マキさんって言うんですね…、、僕は加藤です。」

その後、３人と僕は、楽しく話をしていたのですが、午前８時頃に、「ちょっと眠くなったなあ〜」と言って、その兄妹はお金を払って帰ってしまいました。

僕もそろそろ帰ろうと思いましたが、その残った女性のマキさんが、僕に言いました。

「ちょっと話したい事があるからさ、、もうちょっと飲まない？」

僕は、すぐに答えました。

「はい。いいですよ。」

マキさんは、僕よりもずっと上の年齢に感じました。

「あのさ…、、クローバー(サパー・クラブ)の真向かいにさ、『つかさ』って言う喫茶店あるでしょ？」

「あ、はい。」

「あそこにさ、、私の元カレがいるの。」

「え…、、そうなんですね。」

「でも、忘れられなくて…わたしダメなの…」

と、そこまで言うと、そのマキさんは、すすり泣きはじめました。

僕は、どうしたら良いのか分からなくなり、とても戸惑いました。

「あの…、、僕もそう言う経験があったので、お気持ち解ります…」

「ありがとね…」

マキさんはそう言うと、少しして、そのまま寝てしまいました。

僕は、この後どうしたら良いのか、更に分からなくなりました。

仕方がなく一人で飲んでいましたが、お店の従業員が僕に言いました。

「そろそろ閉店なんで…、すみません。」

僕と従業員でマキさんを起こして、タクシーに乗せて、僕は電車で帰りました。

その数日後、いつもの様に夜中はサパー・クラブの「クローバー」で演奏をしていると。

先日のマキさんが、奥のテーブルの椅子に座っていました。

僕は、自分では何故か分からなかったのですが、気になって仕方がありませんでした。

そして、その夜もテーブルに呼ばれて、話をしました。

でもマキさんは、ずっと泣いていました。

当時、まだ二十歳だった自分には、おそらく１０歳以上うえだと思える女性を、上手く扱うことは出来ませんでした。

その日の夜中の演奏が終わり、マキさんはタクシーを呼びました。

しかし、僕は、何となく気になり、そして心配だったので、タクシーのところまで着いて行き、見送りをしようと思いましたが…

タクシーが来ると、マキさんはいきなり僕に向かい、言いました！

「一緒に、乗ろうよ。」

「えっ？」

僕は、突然手を掴まれ、タクシーに乗りました。

マキさんは、タクシーの運転手に伝えました。

「十条に行って。」

タクシーの車窓からは、明け方の都会の風景が映し出されます。

マキさんは、その後、ぐったりとシートに寄り掛かっていました。

僕は、マキさんの事が気になりながらも、窓の外を、ずっと眺めていました。

しばらくして、タクシーの運転手が言いました。

「十条に着きましたけど、この辺で大丈夫ですか？」

「はい、、、」

マキさんは、むっくりと起きて、料金を払い外へ出ました。

僕も、続きました。

それから２〜３分歩いて、マキさんのアパートに着きました。

その古い建物の玄関を開けると、細い階段があり、二人は、２階に上がりました。

そこは6畳一間の狭い部屋で、あまり整頓されていない感じでした。

マキさんは冷蔵庫から瓶ビールを取り出すと、もう片方の手でコップを２つ胸に抱えて、小さなお膳の上に並べました。

「ちょっと飲もうよ！」

「はい。」

それから、ビールを２本程飲みましたが、その間、マキさんは、ずっと小声で言っていました。

「わたし、彼と別れたけど、ついつい彼が勤めている『つかさ』の側に行ってしまうのよね…」

「彼の近くにいると思うと、何故か安心していられるの。」

「そうなんですね。」

マキさんが何回か話した後、僕が相づちを打つと言う感じでした。

そんな会話を続けていると、マキさんはいきなり立ち上がり、傍にあるベッドに行き、仰向けに寝てしまいました。

僕は、どうしたら良いか分からず、一人でビールを飲んでいたのですが…

10分程時間が経った頃、マキさんはいきなり僕の方に向き、無言で手招きをします。

「………」

「えっ？」

僕は、その意味が解らずに居ました。

マキさんは、また一度仰向けに姿勢を変えた後、今度は仰向けのまま、僕に言いました。

「こっち来てよ…」

僕は２回もそう言われ、仕方なくベッドの方へ近寄りました。

「布団に入って…」

「えっ…」

僕は、その言葉を聞いて、かなり焦りました！

でも、二十歳の自分には、ここでどんな行動に移せば良いのかが、まったく分かりませんでした。

僕は、マキさんに言われた通りに、ベッドに横たわりました。

その時、僕は天井をずっと見て、色々な事を考えていました。

数ヶ月前の時と今では、あまりにも世界の違いに圧倒され、翻弄されていました。

隣で寝ているマキさんの事を、とても気になりドキドキしました。

でも、どうしたら良いのか、分かりませんでした。

それから何十分経ったのか分かりませんが、いつの間にかマキさんが眠ったような気がしたので、僕は部屋のドアを静かに開け、階段を降り、外に出て、そして電車に乗って帰りました。

その後、マキさんはそのサパー・クラブには、二度と現れませんでした。

しかし、１年後にまた池袋で偶然に再会する事になります…

この「岡田竜也とニューグローリィ」という歌謡コーラスバンドは、その後2か月でこのお店とは契約が切れます。

その後は、夜は新宿歌舞伎町の風林会館の隣のビルの中にあった「ゲラン」というクラブで演奏して、夜中は、西新井の「タロー」と言うホストクラブで演奏する事になりました。

その「ゲラン」と言うクラブには、いつも７人ぐらいのホステスさんがいました。

しかし僕は、そのホステスさんの中の、ある一人の女性に好意を抱いてしまいました。

そして、演奏をしながら、その女性と目が合うたびに、ドキドキしていたのですが…

ある日、あるタイミングが訪れます。

そのお店のトイレは洗面所が男女共有でしたが、ある日、僕はそのトイレに入った時、偶然にもその女性と二人きりになりました。

その時、その女性の方から、話しかけてくれました。

「あ、、こんばんは…」

「あ、、、どうも、こんばんは。」

せっかく二人きりで話す機会が訪れたのに、僕は急に緊張してしまい、その後、何を話せば良いのか分からなくなったのですが、渾身の勇気を振り絞って、何とか言葉を発しました。

「いつも、笑顔が素敵ですね…」

僕は、そう言うのがやっとでしたが、その女性は、笑顔で返してくれました。

「ありがとうございます。」

そう言うと、女性はトイレのドアを開けて、そそくさと出て行ってしまいました。

「ああ、、やっぱりホステスさんは、人あしらえが上手いんだなあ…」と、その時、僕は少し感じました。

でも僕は、その時に、その女性の名札に書いてあった名前を見逃しませんでした。

ホステスさんは皆、胸に名札を付けていて、その人の源氏名が書かれていました。

僕が見たその名札には、「さくら」と書かれていました。

僕は、その名前を知ってしまった後、凄く気になって仕方がありませんでした。

翌日も、その次の日も、その女性の事が気になり始めました…

好意を抱いてしまった上、トイレで会い、名前を知ってしまった事により、更に気持ちが上昇してしまい、毎日気になって眠れない日が続きます。

水商売の世界では、同じ従業員同士の恋愛はタブーとされていました。

ましてや、バンドマンがお店のホステスに声を掛けるなんて、御法度中の御法度でした。

しかし数日後、僕はある行動に出てしまいます。

僕は、演奏の合間の休憩時間に、外へ出て、公衆電話からお店に、お客さんに扮して電話をかけました。

その時僕は、心臓が止まりそうになるくらい、ドキドキしていました。

「プルルル…」

なかなか出ません…

カチャ…、、、「はい、ゲランですが。」

受付の、ボーイが出ます。

ボーイが出て、緊張が走ります！

僕は、言葉が詰まりそうになりましたが、なんとか喋りました。

「あの…、、、さ、さくらさん居ますか？」

その時僕は、さくらさんが出勤している事は、当然分かっています。

少しの雑音が聴こえた後、高い声の女性が電話口に出ました。

「どうも〜、さくらです！」

さくらさんは、この時、お店のお客さんからの電話だと思ったと思います。

「あの…、、バンドのギターですけれども、もし良かったら、今度の日曜日にお会いしませんか？」

僕は、それを言った時、心臓の音が聞こえる程ドキドキしました。

しかし、単刀直入に目的を言わなければ、一度の電話で、それを伝える事は出来ません。

少しの沈黙がありました…

「あ、いいですよ。それじゃ、ゲランの隣の風林会館の１階の喫茶店で待ち合わせしませんか？」

その言葉を聞いた時、僕は、もの凄く安堵しました。

「それじゃ、何時がいいですか？」

「えーと、、夕方３時でどうですか？」

「わかりました。それじゃ夕方３時にね。」

電話を、切りました。

その後、またステージが２回ありましたが、ステージから客席の方を見ながら、僕はさくらさんの事を凄く意識していました。

そして、その日曜日がやって来ます。

前日から、僕は凄くドキドキしてまったく眠れませんでした。

その日は、よく晴れて澄んだ秋空が広がっていました。

当日、西武新宿線に乗り、西武新宿駅に降りると、歌舞伎町の奥の方にある風林会館へ向かいました。

西武新宿駅から風林会館まで歩く途中、３か月前まで居た「ムーランドール」の前を通りました。

「３か月前まで、１年間ここで働いていたんだなあ…」

事の移り変わりに、僕は信じられない気持ちでした。

そんな事を考えながら歩いていたら、あっと言う間に風林会館に着きました。

時計を見ると、２時45分でした。

１階の喫茶店の中へ入ると、まださくらさんの姿はありません。

何処に座ったら良いか、とても迷いましたが、

さくらさんが来てすぐ分かる様に、入口近くの窓際が良いと思い、僕はその場所に座りました。

その後、ウェイトレスさんが近寄り、オーダーを取ろうとします。

「あ、すみません…、待ち合わせなので、ちょっと待って貰っても良いですか？」

「はい、わかりました。」

ウェイトレスさんは、テーブルから離れて行きました。

僕は、さくらさんがいつ現れるのかと、気が気じゃなかった…

その時、時計を見ると、２時50分でした。

「まだ10分もあるのか…」

僕は落ち着かないので、煙草に火をつけました。

「ふぅ〜〜…」

そして入口の方を、僕はチラチラと何度も見ていました。

煙草がだいぶ短くなり、灰皿に擦り付けようと、僕が手を伸ばそうとした時…

その時でした。

入口から、クレオパトラを思わせる様な黒髪のボブで、花柄のワンピースを着た女性が現れました。

その姿を見て、僕はすぐに手を上げました。

「さくらさん！」

さくらさんはすぐに気づいてくれて、こちらへ近づいて来ました。

「お待たせしちゃったかな？」

「いや、僕もさっき来たばかりですよ。」

「今日は、天気よくて、良かったですね。」

「本当だね！雨降らなくて良かった。」

すると、さっきのウェイトレスが近寄って来て、オーダーを取ります。

二人とも、コーヒーを頼みました。

その後、クラブでの仕事の事とか、バンドの事とか、いろんな話をしましたが、僕はその間ずっとドキドキしていました。

３時間ほど話をしましたが、これからどうしようかと、僕が考えていると、さくらさんの方から言いました。

「ねえ、これからどうする？」

「そうだね…、、どうしようか。」

「そうだ、コマ劇場の先にね、私が深夜働いてるサパークラブがあるの！わたし今夜は休みだけど、そのお店は早い時間(夜)からやってるから、そこに行かない？」

「あ、いいね！　それじゃ行こうか。」

そう言い、二人は外へ出ましたが、さっきまで晴れていた空は、いつの間にか雨に変わっていました。

「あれ！雨降ってるね…」

「困ったなあ…」

当時はコンビニのない時代だったので、近くで傘を買う事が出来ませんでした…

僕は自分の上着を脱いで、さくらさんの頭の上に持ち上げました。

「これで行こうか。」

「ありがとう…」

歩いて10分程して、そのお店に着きました。

「このビルの７階よ。」

さくらさんがそう言うので、上を見上げると、そのお店の看板が見えました。

「アルハンブラって言うんだね！」

「そうよ。行きましょう！」

二人はエレベーターに乗り、７階へ上りました。

お店のドアを開けると、目の前にグランドピアノが置いてあり、そこは、とても広いお店でした。

「ああ〜、さくらちゃん！」

さくらさんが店内に入ると、近くにいた従業員の人が、いきなり大きな声で言いました。

それを聞いて、何人かの従業員やホステスさんがこちらを見て、近寄って来ます。

「あら、この人だれ？彼氏？」

一人のホステスさんにそう言われて、僕はとても恥ずかしくなり赤面しました。

すると、さくらさんがすかさず言いました。

「彼氏じゃないのよ〜！今日初めて外で会ったんだけど、私の早い時間のお店のバンドさんなの。今夜はちょっと誘って飲みに来ちゃった！」

「そうなんだ〜！じゃ、こっちに座って！」

一人のホステスさんが、テーブルを案内してくれました。

この「アルハンブラ」と言うお店は、ピアニスト(当時、弾き語りやソロピアノの人を先生と呼んでいました)が30分置きに演奏をして、歌いたいお客さんが居ると、その伴奏もしていました。

僕とさくらさんがテーブルに着くと、すぐに従業員の人がメニューを持って来て、テーブルに置き、また離れて行きました。

「なに飲む？」

さくらさんが、僕に向かい言いました。

「えっと…、どうしようかなあ…、、、それじゃ、ダルマ(サントリー・オールドの通称)のボトル入れて貰おうかな。」

「ボトル入れてくれるんだ、ありがとう！飲み方は、どうする？」

「それじゃ、水割りで…」

すると、さくらさんがボーイに向かい合図をしました。

ボーイはすぐにまたテーブルに来て、オーダーを受けます。

そして、少ししてサントリー・オールドのボトルと、アイスペール、そして水を持って来ました。

「私が、水割り作るね！」

「あ、、ありがとう…」

さくらさんはホステスだけあって、ウィスキーの水割りを作るのも、とても手際が良かった。

「じゃ、乾杯！」

「乾杯！」

その後、さくらさんとは、いろいろな話をしました。

さくらさんは僕の３つ上で、23歳との事でした。

シャキシャキと話し、頭の回転が速い印象でした。

その後僕は、さくらさんから質問攻めにあいます。

「そうそう、バンマスの岡田さんって、どんな人なの？」

「凄く優しくて良い人だけど、バンマスだけあって、とても厳しいところもあるよ。」

「へぇ〜、そうなんだね。じゃあ、ドラムスの人は？あの人、目鼻立ちハッキリしててカッコいいよね！」

「あ、ドラムスの人はカッコいいけど凄くひょうきんな人で、そのギャップがけっこう女性にモテるんだよね。」

「へぇ〜、なんかフロアから見てると、渋くドラムス叩いてるから、そんなひょうきんな人に見えないけど、そんなギャップ…いいなぁ〜！名前、なんて人なの？」

「名前はジローさんって言うんだけど、ほんと、凄く面白い人だよ。」

「じゃ、そのジローさんって、何歳かな？」

「28歳だと思うよ…」

さくらさんは、何故かジローさんの事ばかり聞いて来ます。

その事が、僕は少し気になりました…

少しの沈黙がありました。

「じゃあさ、ベースの人は？ちょっと真面目な人に見えるけど…、どう？」

「そうだね。ベースの人は確かに真面目かも知れなけど、冗談も言うし、それに、とても面倒見の良い人だよ。」

「キーボードの人は？」

僕は、少し間を空けて答えました。

「じつは……」

とその時、ピアノの先生が僕の方に向かって、「ギターのお兄さん、何か歌わない？」と、大きな声で言い、僕の声は遮られました。

さくらさんが、答えます。

「ねえ、加藤くん、何か歌わない？」

「えっ！こまったなあ…、、どうしようかなあ…」

僕が戸惑っていると、ボーイが曲集を束にして持って来ました。

曲集を持って来てもらって、歌わないのは悪いので、僕は仕方がなく歌う事にしました。

「え〜と、何を歌おうかな…」

曲集をパラパラめくって行くと、あるページに目が留まりました。

「それじゃ、ビートルズのディス・ボーイを歌おうかなあ…」

僕は高校時代にビートルズのコピーバンドをやっていて、この曲はレパートリーの一つでしたが、リードボーカルではなかったので歌えるか心配でしたが、好きな曲なので歌ってみる事にしました。

ステージに、向かいます。

とても緊張しました。

歌い終わると、拍手を貰いましたが、この時は本当に照れ臭かった…

僕が所属する「岡田竜也とニューグローリィ」のバンドは、この「ゲラン」も、深夜の「タロー」も、１ヶ月の契約でした。

最終日は、楽器機材一式をハイエースに積み込んで、次の日は普段よりも早く次のお店に入り、楽器機材を運んでセッティングします。

その時の新しいお店は、夜は渋谷の「マンハッタン」と言うクラブで、夜中は浅草の、当時は国際劇場があった場所(現在は、ビューホテル)の隣にあった、その名も「国際」と言うホストクラブでした。

風林会館の喫茶店で、初めてプライベートで会ったその日から１ヶ月間、僕はさくらさんとお付き合いをしましたが、さくらさんの居る「ゲラン」から離れてしまったその頃から、さくらさんの様子が変わり始めました。

別れた原因は、さくらさんのホストクラブ通いでした。

彼女は、僕に言います。

「昨日、青山のホストクラブ行ったけど、可愛い男の子いっぱい居たよ。」

「へえ、、そうなんだね。」

僕は、３歳年下なので、大人のさくらさんから子供に見られない様に、大人の受け応えをしようと、その時は必死でした。

すると、さくらさんは逆に、不機嫌になりました。

僕は、背伸びをしていたかも知れません。

今思えば、その時大人の受け応えではなく、ごく普通に接していれば良かったのかも知れません。

さくらさんと別れ、僕はとても沈んだ気持ちの中で過ごしていました。

でも、いつまでも沈んでいる訳にはいきません。

新しいお店の渋谷「マンハッタン」は、渋谷駅から道玄坂を上り、日本楽器(ヤマハ)のすぐ手前にありました。

ホステスさんは15人位いて、広々としたお店でした。

その頃僕は、ギターの練習をする為に、メンバーよりも１時間早くお店に入っていたのですが、毎日、店内には「チンチロリン」とサイコロを落とす音が鳴り響いていました。

そのお店の従業員が、皆んなで賭け事をしていたのです。

僕はこのバンドに在籍して、もう４ヶ月が過ぎようとしていました。

バンマスの岡田さんが、僕に言います。

「泉ちゃん、もう慣れて来たから、そろそろリードボーカルもやった方がいいよ。」

このバンドは、バンマスの岡田さんがリードボーカルですが、他のメンバーも楽器をやりながら、数曲はリードボーカルを務めると言うスタイルのバンドでした。

僕はその時、本当はギター演奏に徹したい気持ちが強かったんですが、バンドの方針に従わなければなりません。

僕は、答えました。　

「はい、ありがとうございます！」

歌を歌うと言っても、当時流行っている曲を歌わなければならないのですが、急にそう言われて、僕はとても戸惑いました。

当時の流行歌、または流行った歌を、レコード店に行って調べました。

そして、これなら歌えるかな…と思い見つけた曲が、あおい輝彦の「あなただけを」と言う曲でした。

その曲を毎日聴いて、覚えて、１週間後にステージで歌う事になりました。

今までギターだけを弾いていたのとは、まったく違う緊張感が走りました。

初めは、お客さんが殆ど居ない１ステージ目に歌う事が多かったのですが、次第にお客さんがたくさん集まる時間帯のステージで歌う事になります。

そんなある日、ステージから降りるタイミングで、一人のホステスさんから、小さなメモを渡されました。

いきなり渡されて、何だろうと見てみると、そのメモには電話番号と名前が書いてありました。

僕は、その電話番号に、次の日電話をしました。

「もしもし、、エミリーさんですか？」

「はい、エミリーです。電話してくれてありがとう。」

「私は、オーストラリア人と日本人のハーフです。」

「え〜、そうなんだね！」

その日は、10分程話をしました。

次の日の夜は、また「マンハッタン」で演奏しましたが、僕は、その女性の事が気になって仕方がありませんでした。

ステージからその女性を見ていると、たまに目が合い、その女性はウインクをします。

僕は、かなり動揺しました…

今まで、そんな事は初めての経験でした。

その女性とは、その後、毎日のように電話をしましたが、3日ほど経った頃に、突然言われました。

「今度デートしませんか？」

「あ、、、はい、しましょう…」

僕は、その突然な話に戸惑いました。

そして、ある日の昼間にデートをする事になり、その女性が運転する車でドライブをしようと言う事になりました。

待ち合わせ場所は、渋谷の、その「マンハッタン」の前でした。

僕は、約束の時間よりも少し前に着きました。

時計を見ながら、ドキドキしながら待っていると…

道玄坂の下の方から、いきなり速いスピードで、こちらに向かって来る車が見えました。

「ビューン…、、、キキキッ…、、、」

急ブレーキでタイヤが軋む音が聞こえ、目の前に、真っ赤なアメ車のマスタングのオープンカーが現れます。

そして、中にいるサングラスをかけた、ストレートのロングヘアーの女性が、僕に向かい手招きをします。

「あ、、エミリーさん…」

「こっちに回って！」

僕は、慌てて道路側に回り、その車のドアを開けて、シートに滑り込みます。

「待った？」

エミリーさんがそう言いますが、僕がその答えを言う前に、エミリーさんは、車を急発進させました。

「ブオーーーン！！！」

僕とエミリーさんは、その日、都内のあちこちをドライブしました。

一番印象的だったのは、晴海埠頭でした。

夕日が、とても綺麗でした。

エミリーさんはその時、僕に言いました。

「泉さんの深夜のお店に、今度行ってもいい？」

僕はその言葉が、とても嬉しかった。

「うん、勿論いいよ！是非来て欲しいよ！」

前述の通り、夜中は浅草の「国際」というホストクラブで演奏していましたが、僕は、その日以来、いつエミリーさんがそこに現れるのかが、気になって仕方がありませんでした。

でもある日、突然現れます。

僕たちがステージで演奏していると、すぐ目の前のテーブル席にエミリーさんが座りました。

僕は、少しウキウキして、手を振りました。

エミリーさんも、こちらを向いて手を振ってくれました。

しかし…、その後、とんでもない事が起こります。

演奏中に、ドカドカと数人の白いネクタイに黒服を着た男たちが、店内を歩き回ります。

そして、彼らがその目的の人物を見つけると、店じゅうに響き渡るような大声で叫びました！

「おいエミリー！こんな所で、なにやってんだ！！」

「きゃーーー！！」

「おらっ！行くぞっ！！」

僕が大きな声に驚いてその方向を見ると、そこには、エミリーさんが、その数人の黒服を着た男たちに腕を掴まれて、外へ連れ去られて行く光景でした。

僕は演奏をしながら凄くドキドキして、その光景を目で追っていました。

エミリーさんは男達に両腕を掴まれていましたが、出口に近づいた時、僕の方を一瞬見ました。

その顔は、とても哀しげな顔に見えました。

エミリーさんと数人の男達が去った後、僕たちは何も変わらず、そのまま演奏を続けましたが、店内は、しばらくの間ざわついていました。

僕は、エミリーさんがその後どうなったのかが、とても気になっていました。

そして、次の日の夜も、いつもの様に渋谷「マンハッタン」で演奏するので、エミリーさんとどんな風に顔を合わせれば良いのだろうか…と、僕は緊張しながら考えていました。

しかし、その日も、次の日も、その日から一度も、エミリーさんが「マンハッタン」に姿を現す事はありませんでした。

その後、２ヶ月して、また演奏の場所が変わりました。

今度の場所は、夜は所沢の「クラウン」と言うグランド・キャバレーで、夜中は東新宿の「ファンタスト」というサパー・クラブでした。

その頃、僕はある一つの事が気になりつつありました。

それは、「高校２年の春を迎えて」でも登場した、高校時代からの親友の矢嶋くんの事でした。(その時は、名前を公表していませんでした。)

前述の通り、彼は高校３年の進路を決める時期に、ある有名な大学に受験する予定でした。

でも、僕が音楽のプロを目指すと言ったばかりに、その影響を受け、彼は大学受験を放棄して、、国分寺にあった楽器店に就職します。

彼はとても優秀で、高校時代３年間通して首席でした。

その彼が、大学進学をやめて、僕と同じ音楽のプロの道を選んだ事について、僕自身少なからず責任を感じていたのですが、ある日、彼の実家に遊びに行った時、彼のお父さんが僕に言った言葉がありました。

「加藤くん、君は先にプロになったけど、うちの息子も頼むよ。」

その言葉は、僕にとって、とても大きな言葉でした。

何故かと言うと、僕は彼に対して恩義がありました。

思い起こせば、高校入学してからの数ヶ月後に、中学卒業以来熱が冷めていた「音楽熱」を、その時に目覚ましてくれた恩人だったからです。

僕は中学時代はギターに没頭して、音楽仲間と毎日ギターを弾いたり歌ったりしていました。

しかし卒業と同時に、その仲間たちとは学校が離ればなれになり、疎遠となりました。

そして高校に入学して、環境も変わり、僕自身は音楽に対する情熱を完全に失っていた時…

「なあ加藤・・、お前、なんかやってるだろう？」

と、聞かれました。

その言葉は、自分の人生を大きく変える、ターニングポイントでした。

今から自分自身も、その時のことを、少しだけ振り返りたいと思います。

中学や高校の頃からの連載を、読んで頂いた方々には、ここでまた少しだけ思い出して頂けたら嬉しいです。

以前、「高校２年の春を迎えて」　(プロローグ)【第五話】と言うのを書きましたが、その時からの続きがあります。

僕は、高校一年の最後の季節「春」から、高校二年の最初の季節「春」を迎えようとしていました。

そして、あっと言う間の春休みも終わり、桜咲く新学年を迎えました。

その時、僕に声を掛けて来た、あるクラスメイトがいました。

「なあ加藤・・、お前、なんかやってるだろう？」

その、ふいの言葉に、僕はビックリして答えました。

「えっ？なんかって・・何だよ？」

そのクラスメイトは、笑いながら、もう一度言いました。

「ちょっと髪長いし、なにか楽器とかやってない？」

こっけいな質問でした。

「あ、中学の時ちょっとやっていたけどね。」

僕が答えると、彼は言いました。

「じゃ、一緒にバンドやらない？」

僕はその後、彼の大きな影響により、中学卒業以来やめていた音楽活動に復帰しました。

そして、音楽に対する気持ちが最高潮に達した高校２年の時に、プロの道を志す事を自分の両親に告げました。

その時、母親は大反対をしましたが、芸術家であった父親は「それじゃ、やってみなさい。」と言ってくれて、僕は決意を固めます。

高校３年の時にその事を矢嶋くんに告げると、彼は逆に僕の影響から、大学受験をせず、僕と同じ様に楽器店に勤めたという経緯がありました。

ある日、僕は矢嶋くんの家へ行き、矢嶋くんと、彼の家族と一緒にお酒を飲んでいましたが…

その時は、お互いの近況などを話していたのですが、彼のお父さんが僕に向かい言いました。

「うちの息子に、何か音楽の仕事を紹介してくれないかなあ？」

僕はお父さんにそう言われて、かなり戸惑いました。

僕はまだ、所属している「岡田竜也とニューグローリィ」と言うバンドに入ってから一年も経っていなくて、バンドを渡り歩いた経験がある訳ではなかったからです。

でも、お父さんの気持ちは、十二分に理解していました。

高校卒業の時、自分の影響でプロの道を目指した矢嶋くんに対して、僕は少し責任を感じていました。

「そうだ、、、僕はあの時、親友を置き去りにしてしまっていたんだ…」

僕はその夜の帰り道、いろいろな事を考えました。

実際僕は、まだ紹介出来るだけの人脈がありません。

「ムーランドールの時の、チェンジバンドのバンマスはどうかな…」

「でも、電話番号を知らないから、ムーランドールに行かなければならないか…」

「でも、そうしたら、ビッグバンドのバンマスに会ってしまうな…」

「でも、勇気を出して、行ってみようか…」

その夜僕は、ずっと自問自答を繰り返し、眠れなかった。

「う〜ん、どうしようか…、、一か八か、岡田さんに相談してみようか…」

僕は次の日、バンド控え室の真ん中に座る岡田さんの側へ行き、言いました。

「あの…、相談があるんですが…」

「泉ちゃん、なに？」

「僕の高校時代の同級生が、プロを目指しているんですが…、どこかバンドを紹介して頂けたらと思い、相談なんですが…」

しかしその時、岡田さんの顔を見ると、少し渋い顔をしていました…

「そうかあ…、うちのバンドはもう定員オーバーだから難しいけど…、、、どこか良いバンドないかなあ。」

「どうか、宜しくお願いします…」

少しの沈黙が、ありました。

「それじゃ、その子がどんな子か分からないけど、とにかく一度、早い時間か深夜のお店に連れて来てよ。」

「ありがとうございます！」

次の日、僕は矢嶋くんに電話をして、岡田さんを紹介する日程を決めました。

そして、その日はすぐにやって来ました。

僕たちが深夜に出演していた、東新宿のサパークラブ「ファンタスト」に、矢嶋くんは現れました。

「ファンタスト」の入口で矢嶋くんと待ち合わせ、お店の中に入り、階段を上り、楽屋へ向かいます。

矢嶋くんは、その時、少し緊張している様に、僕には見えました。

細い通路を抜けて、楽屋のドアを開けました。

いつもの様に、岡田さんは楽屋の真ん中に座っていました。

僕も少し緊張しながら、言いました。

「岡田さん、友達を連れて来ました。」

すると、岡田さんは目を細めながら言いました。

「あ、こっち来て。」

周りの椅子には、早川さん、新谷さん、ジローさんのメンバーも座っていました。

「彼が、友達の矢嶋くんです。」

僕がそう言うと、矢嶋くんは岡田さんに向かい、お辞儀をしながら言いました。

「矢嶋です。宜しくお願いします。」

「ああ、泉ちゃんから話聞いてたよ。ここに座ってね。」

「ありがとうございます。」

矢嶋くんが椅子に座り、その後、岡田さんと二人でいろいろな話をしていました。

しばらくして演奏の時間になり、僕たちはステージに向かったのですが、その時、岡田さんが矢嶋くんに言いました。

「あ、矢嶋くん、、僕らはこれからステージに上がるけど、ちょっと見て行くと良いよ。」

矢嶋くんは、すぐに答えました。

「はい、ありがとうございます。」

僕たちメンバーが先にステージに上がり、岡田さんは矢嶋くんを客席に案内してから、ステージに上がって来ました。

矢嶋くんは、客席に座り、ミラーボールの光が点々と照らす中、こちらを見入っていました。

僕はその後、演奏をしながら、矢嶋くんの方を見ていましたが…

その時ふと、僕がこのメンバーになる前に、この「岡田竜也とニュー・グローリィ」というバンドの演奏を、同じように客席から一人で見ていた時のことを、思い出しました。

「そうだった…、、僕も、今の矢嶋くんの様に、あの時、とても緊張しながらステージを見ていたんだ。」

そう思った瞬間、今の矢嶋くんの心境が手に取るほどに解りました。

１回目の演奏が終わり、メンバーがステージから降りて、楽屋へ向かいます。

岡田さんは客席の矢嶋くんの方へ行き、一緒に楽屋に入って来ました。

楽屋に入ると、すぐに岡田さんが言いました。

「矢嶋くん、僕たちはこんな感じで歌謡曲やポップスを演奏しているんだけど、僕が紹介出来るのは、やっぱり同じような歌謡コーラスバンドかなあ…」

岡田さんは、続けます。

「あ、でも矢嶋くんがギターどの位弾くのか分からないから、今度ギターも聴いてみたいね。」

矢嶋くんは、静かに答えます。

「ありがとうございます。後日ギターを持って来ます。」

それから、矢嶋くんは車で家に帰って行ったのですが、その後の楽屋では、矢嶋くんの話で持ちきりとなります。

ドラムスのジローさんが、口火を切りました。

「さっきの矢嶋くん言ったっけ？なかなかええ子やんか！」

キーボードの早川さんも、答えます。

「ねえ、素直で真面目で、良い子だと思いますよ。」

すると岡田さんが、少し間を置いてから、僕に言いました。

「泉ちゃん、良い友達を持ったね。」

じつは、僕が岡田さんに矢嶋くんの事で相談をした日、僕は岡田さんに、矢嶋くんと出会った高校時代からの話をしていました。

その話を知っている岡田さんが、言葉は少なくとも重みのある言葉を言ってくれて、それが僕はとても心に響きました。

その日も、朝５時まで演奏をして帰りましたが、僕は、矢嶋くんの事が気になって仕方がありませんでした。

「矢嶋…、、良いバンドに入れると良いな…」

当時は演奏をするお店もあちこちにあり、その分、同様に様々なバンドが散在していました。

ジャズ・コンボバンド、ビッグバンド、ダンス・ミュージックバンド、ハワイアンバンド、カントリー＆ウエスタンバンド、ロック＆ポップスバンド、ロカビリーバンド、歌謡コーラスバンド、ディスコバンドetc..

ただ、それだけ沢山のバンドがあると言う事は、良いバンドもあれば、悪いバンドもあって、ピンキリな訳です。

その上、給料制なので、事務所から降りるメンバー全員分の給料を、バンマスが年功序列に振り分けるのですが、中には、全員分の給料の半分をバンマスが持って行くと言うケースもありました。

その為、バンマスの傾向として傲岸不遜になりがちで、下っ端のメンバーは、いつも怒られてばかりと言う事もよくありました。

当時、よく岡田さんが、こんな事を言っていました。

「汚れバンドにだけは、行っちゃダメだよ…」と。

汚れバンドとは、バンマスが生活や演奏にだらしないと、メンバーもそれに倣ってだらしなくなり、バンド全体が汚れてドロドロしている…、と言う感じのバンドを言いました。

そんなバンドも、その頃には僕も見て来ていたので、矢嶋くんがそんな汚れバンドに入ってしまったら…と危惧していました。

矢嶋くんが「ファンタスト」に来た翌日は、先述の通り、僕たちの夜の演奏場所は、所沢のグランド・キャバレー「クラウン」でした。

その日、僕が楽屋に入ると、メンバーはまだ誰もいませんでした。

僕はいつもの様に、ギターの練習を始めると、少しして岡田さんが現れます。

「泉ちゃん、おはよう。」

岡田さんの声が後ろから聞こえたので、僕は慌てて振り返りながら挨拶をしました。

「あ、岡田さん、、おはようございます。」

僕がそう言うと、岡田さんは真ん中の椅子に腰を下ろし、長い沈黙の後、僕に向かい言いました。

しかし、その言葉に、僕はとても驚きます。

「泉ちゃん、昨日来てくれた矢嶋くんね…、、、」

僕はいきなりそう言われて、その場で固唾をのみます。

「はい…」

岡田さんは、少し時間を置き、まだ考えている様に僕には感じ取れました。

「矢嶋くん、グローリィに入って貰おうと思うんだ。」

その時、僕は、その言葉にとても驚きました。

「えっ！本当ですか！！」

「うん、ただ、、最初はボーヤとして働いて貰って、慣れて来たらメンバーとしてステージに立って貰おうかと思っているよ。」

その時「ボーヤ」と言う言葉を聞いて、僕は自分の経験から、一抹の不安が頭を過ぎりましたが、

でも、岡田さんなら酷い扱い方はしないだろうと、僕は思いました。

僕は嬉しさのあまり、１回目の演奏の後の休憩時間に、すぐに外へ出て、公衆電話から矢嶋くんの家に電話をかけました。

「プルルル…、カチャ…」

「もしもし…、矢嶋ですが…」

矢嶋くんのお母さんが、電話に出ました。

「あの、、加藤ですが、矢嶋くんは居ますか？」

「あ、まだ仕事から帰って来てないのよ。いつも、10時頃に帰って来ると思うけれどねえ。」

「ありがとうございます。それでは、帰って来たらクラウンに電話して貰いたいんですが…」

僕はそう言い、お母さんにクラウンの電話番号と休憩時間を知らせ、電話を切りました。

３回目の最後の休憩時間に、お店の受付の人がバンド控え室に来て、言いました。

「あの、矢嶋さんって方から電話ですよ。」

「あっ、ありがとうございます！」

僕はそう言って、受付の方へ走って行きました。

「おう、矢嶋！岡田さんが、ニュー・グローリィに初めはボーヤとしてだけど、その後メンバーとして考えてくれているよ！」

「ほんとかよ！それは嬉しいぜ！」

「おう、とにかく近いうちにギター持って、クラウンかファンタストに来てくれよ！」

「おう、分かったぜ。ありがとう！」

電話を、切りました。

数日後、矢嶋くんはギターを持って、夜中の「ファンタスト」へ来てくれました。

そして、僕が以前オーディションを受けた時の様に、矢嶋くんも控え室で、メンバーの前でギターを弾きました。

「おお〜、ええんちゃいまっか〜？ターギー(ギター)の音色ええやん。ねえ、岡田さん！」

ドラムスのジローさんが、まず口火を切ります。

ベースの新谷さんも、続きます。

「なかなか良い感じじゃないですか！カッティングにもキレがあって。」

岡田さんは、少し時間を置いて、微笑みながら言いました。

「ねえ、早川くんは、どう思う？」

岡田さんは、演奏のアレンジや譜面書き等をキーボードの早川さんに委ねていたので、判断を仰ぐ事がしばしばありました。

僕は、早川さんが何と言うか、緊張しながら待ちました。

早川さんが、答えます。

「僕は、とても良いと思いますよ。ぜひニュー・グローリィに入って貰いましょうよ。」

「よし！矢嶋くん、決まった！それじゃ、来月から入って貰おう！」

矢嶋くんは、その岡田さんの言葉を聞いて緊張が解れたのか、少し微笑みを浮かべましたが、すぐに厳しい表情になり言いました。

「ありがとうございます。頑張ります！」

その翌月から、矢嶋くんは先ずボーヤとして「岡田竜也とニューグローリィ」に加入します。

演奏場所が1ヶ月単位、若しくは2ヶ月単位で変わるので、その度に楽器機材をハイエースに積んだり、降ろしたり、そしてお店でのセッティングも行います。

今までは、下っ端である自分が多くを運び、メンバーは手伝う程度でしたが、矢嶋くんが加入してからは、矢嶋くんと自分が多くを運び、メンバーは指示すると言う位置付けになりました。

楽器機材の入れ替えの日は、メンバーも神経がピリピリしています。

ある日、深夜のお店が終わった朝方、楽器をハイエースに積み込む時に、こんな事がありました。

やっとハイエースに楽器機材を積み込み終えて、僕と矢嶋くんがメンバーに報告に行くと、そのメンバーの一人がハイエースに行き、確認を行います。

すると…

「こんな積み方じゃダメだ！もう一度、初めから積み直しだ！」

と、怒られました。

「はい、すみません…」

僕と矢嶋くんはそう言ったものの、メンバーが去った後、顔を見合わせ言い合います。

「なんだよなぁ〜、この積み方で大丈夫だと思うんだけどなぁ〜…」

「ほんとだよなぁ〜、また最初からやり直しかよ…」

二人は、しょぼくれながら積み直しをしました。

矢嶋くんの仕事は、主に毎日の移動の時の運転でした。

運転をする度に、メンバーは矢嶋くんに対してからかいます。

僕はそれを横で見ていて、不快に思っていました。

また、臨時に路上のコイン・パーキングに止めていた車を、途中で駐車場に移動する事も、矢嶋くんは頼まれていましたが、当時の矢嶋くんは、車の免許を取得してから数年しか経っておらず、また運転に慣れていないハイエースだったので、電信柱に擦ってしまい、岡田さんから怒られたりする時もありました。

その時、運転のプレッシャーは、かなりあったと思います。

でも、岡田さんが時々運転を代わり、その時は、移動の度に、楽器が積まれていない時は、僕は後ろで矢嶋くんと汗だくになりながらプロレスごっこをして遊んで、それは、とても楽しい時間でした。

その後、矢嶋くんはレパートリーの譜面を練習し、ボーヤを経て、正規のメンバーとなりました。

そして、その時、キーボードの早川さんがある提案をしました。

「今まで加藤くんの事は泉ちゃんって呼んで、矢嶋くんには矢嶋って皆んな呼んでたけど、正規のメンバーになったんだから、泉ちゃんも加藤と呼ぶ事にしませんか？」

「そうだね。そうしようか。」

岡田さんが、答えます。

その日から、僕も矢嶋くんと同様に、苗字を呼び捨てで呼ばれるようになりました。

ある日の事、こんな事がありました。

浅草の「青い部屋」と言う深夜のホストクラブに出演していた時でした。

１回目の休憩時に、矢嶋くんと二人で外へ出て、何処か食事をする場所を探していましたが…

と、その時、一人のチンピラに絡まれました！

「おいっ！おめ〜ら、やけに派手な格好してんじゃねぇかよ！」

その時は、緑色の衣装にラメの入った襟と蝶ネクタイと言う、かなり目立つ格好でした。

僕と矢嶋くんは、一瞬の出来事に硬直します…

「おう！俺は今、イラついてるんだよ、オラッ！」

そのチンピラは、僕たちの蝶ネクタイを交互に鷲掴みにして、挑発を繰り返します。

矢嶋くんが、相手に対して言葉を発します。

「何するんだよ。」

「何だあ！文句あんのか！」

相手は、矢嶋くんのその言葉に反応し、声を荒らげます。

僕は、そこでエスカレートしたらマズいと思い、小声で静止しました。

「なあ、矢嶋…、止めとこうよ…」

とにかく、指を怪我したら、僕たちはご飯を食べられなくなるので、我慢するしかありません。

「すみません…」

僕と矢嶋くんがそう言うと、そのチンピラは、捨てゼリフを吐いて去って行きました。

「そんな格好して、ここをうろついてんじゃねぇぞ！」

この浅草「青い部屋」では、ある日こんな事件もありました。

ある日メンバー全員がハイエースに乗りお店に到着すると、いつもは開いているはずの入口のシャッターが閉まっていました。

「あれ？どないしたんや！」

ドラムスのジローさんが、それを見て大声で叫びます。

「あれ？どうしたんだろうな…」

岡田さんも、心配した顔でシャッターを見ながら言いました。

「ちょっと事務所に電話してみようか…」

岡田さんは、すぐに、近くにある公衆電話へ行き、電話をします。

その間も、シャッターは開く気配がありませんでした。

数分後、岡田さんが戻って来て、メンバーに向かい言いました。

「ちょっと待ってみて、シャッターが開かない様だったら、今夜は取り敢えず帰ろう…」

その時メンバーは、緊迫した空気に包まれます。

「えっ！それじゃ、中の自分達の楽器はどうなるんですかね！」

キーボードの早川さんが、落ち着きのない表情で、岡田さんに向かい、強い口調で言いました。

岡田さんが、答えます。

「今は、とにかくどう言う状況なのか分からないから、冷静にちょっと待ってみようよ。」

その時岡田さんは、どうする事も出来なかったと思います。

メンバーに強く言われて、とても辛い状況にありました。

その後、数日が経ち判明したのは…

そこの「青い部屋」と言うお店は、経営難により夜逃げをしたとの事でした。

しかし、幸いにも、楽器機材はそのまま置いてあり、僕たちの手元に戻りました。

ただ、その日以来、契約の１ヶ月間、バンドはその仕事を失う事になります。

それでも、岡田さんは、いつも通りメンバーに滞る事なく、給料を払いました。

でも、機材がもし無くなっていたら、バンマスである岡田さんや事務所が、弁償をしなければならず、その後のバンド活動にも支障をきたす程の、大変な事になっていたと思います。

それから１ヶ月後には、静岡県の清水市にある「ミンクス」と言うクラブに１ヶ月間、旅仕事で行く事になりました。

しかし、そのお店は、数日前に銃撃事件があり、ニュースにもなったお店でした。

また、その後、ある日の深夜に、池袋の「ポイント・アフター」と言うお店に出演した時、「拳銃が入ったアタッシュケースを持った男が、お店に来ると言う情報が入った」とお店の人から告げられ、近くの「フローラ」と言う喫茶店にメンバー全員が逃げ込む、と言う事もありました。

当時のバンドの世界は、今では信じられない様な、緊張感のある、本当にいろいろな事が起こりました。

そして、そのお店では、自分にとって、とても驚く事もありました。

ある日、お店の片隅に座っている、長い髪の一人の女性がいました。

「あれ…、何処かで会った事がある様な気がするな…、、誰だったかな…」

僕は、ステージからそう思いながら、目を凝らしていました。

すると、その女性も僕の方を気にしながら、見ている様子でした。

「う〜ん、、、誰だろう…」

僕はそう思いながら演奏が終わり、気になったので、そのテーブルに近づくと…

なんと、その女性は２年前の、僕が初めてこのバンドのメンバーになり、深夜の池袋のサパー・クラブ「クローバー」で出逢った女性のマキさんでした。

「あっ！マキさん？」

僕は、とても驚きました！

するとマキさんは、落ち着いた表情で言いました。

「加藤くん、あの時は、何も知らない坊やだったけど、でも今は見た感じ、少し大人になったかな？」

「そうかなあ…、、マキさんは、あの頃と変わってないですね。」

そんな会話をして、演奏後もテーブルに着いて、しばらくお喋りをしました。

「私ね、２年前に彼と別れたって話したじゃない？」

「はい…」

「あの後ね、また寄りが戻ったのよ。」

僕は、その言葉を聞いて、何故か分かりませんが、少し複雑な嫉妬心を覚えました。

「あ、、、それは、良かったですね…」

「でもね、寄りが戻っても、もう昔の彼じゃなかったのよ…」

「えっ、どう言う事ですか？」

マキさんはその時、何となく涙を堪えている様に見えました。

少しの間、沈黙がありました。

「あのね…、、若い加藤くんには解らないかも知れないけどさ。私は、寄りが戻った時、凄く凄く嬉しかった…」

「はい…」

「でもね、昔の彼は、私のことだけ真剣に愛してくれているのが感じられたんだけど、寄りが戻った後は、私と一度別れた後の女とまだ付き合っていて、結局、私の事は弄んでいただけだったのよ。」

マキさんは、そこまで言うと、ついに大粒の涙を流しました。

「そうだったんですね…」

僕は、話を聞き、そう言うのがやっとでした。

「あのね、、結局、最近別れたの。」

「えっ！彼氏と？」

「うん…、、、つい最近…」

マキさんは、そう言うと、シクシクと泣き始めました。

僕はその時、何と言えば良いか、言葉が見つからないで居ました。

２分ほどマキさんは泣いていましたが、一呼吸してから、また話し始めました。

「それで、また池袋のサパークラブで飲み歩く様になってしまって…」

「それで、今夜ここで飲んでいたんですね。」

「でも、まさかここで加藤くんが演奏してるなんて知らなかったから、凄くビックリしたよ。」

「僕だって、ビックリしましたよ。」

「あはははは…」

マキさんが笑ったのを、その時初めて、僕は見ました。

「そう…、、加藤くんさ、前にうちのアパート来たの覚えてる？」

僕はその言葉に、ドキッとしました。

「あ、、、うん…、勿論、覚えています。」

「ねえ、あの時さ、何で帰っちゃったの？」

「え、、あ…、あの時は…、、う〜ん、何となく帰った方が良いのかなと思ってしまって…」

「起きたら居なかったから、寂しかったのよ私…」

「あ、、、すみません…」

「あの時帰ったからさ、罰だよ。今日はこの後、付き合ってくれるよね？」

「え、、、はい。それじゃ、ちょっと…」

「それじゃ、前に一緒に飲んだバーに行こうか。」

「はい。」

僕はあの２年前以降、マキさんが彼と寄りを戻した事に、不思議な嫉妬心を抱いてしまい、その反動もあってか、その日、また２年前と同じように、同じ場所で、二人きりでお酒を飲みました。

僕は今でもそうなんですが、お酒を飲んでいる時にツマミ類をうっかり沢山食べてしまうと、急激に体調が悪くなり、すぐにでも横になりたくなってしまうんですが、若い頃は自分の体質もまだ知らずに居ました。

そして、その日もそうでした。

マキさんがいろいろなツマミ類を注文しては「身体に良くないから、食べなくちゃダメよ」と何度も言うので、僕はついついそれを食べてしまい、体調が悪くなって寝てしまいました。

その後、僕はタクシーに乗せられ、気がついた時には、またマキさんのアパートのベッドの中で寝ていました。

僕は次の日は仕事が休みだったので、昼過ぎまで寝てしまったのですが、、

僕が目を覚ますと、マキさんはすでに起きていて、その時、僕の方を見ていました。

「あ、起きたのね。今朝、具合悪そうだったから、うちに連れて来たのよ。具合は、大丈夫？」

「あ、、、そうだったんですね…すみません、ご迷惑をお掛けしてしまって…」

「で、今は具合どう？」

「ありがとうございます…、だいぶ良くなったけれど、まだ少し二日酔いです。」

「そうなんだ…、でも、そろそろ何か食べないとダメよ。外に出て、何かご飯食べましょ。」

「はい…、どうもありがとうございます…」

僕とマキさんは、十条駅の方へ歩いて行き、商店街の中にあるラーメン屋さんに入りました。

その時のラーメンの味は、とても美味しかった…

でも、二日酔いもあって、あまり食欲がなく、半分ほど残してしまいました。

ラーメンを食べ終わり、またマキさんのアパートに帰ったのですが、部屋に着くなりマキさんは、押入の中から何やら木の箱を取り出します。

僕が何だろうと思っていると、マキさんはその「富山の薬」と書かれた箱から、小さな紙の箱を取り出し、更に中から何かを出し、手に持ちました。

「これ、あるからさ…、、大丈夫…」

マキさんはそう言いながら、それを僕にチラチラと見せていたのですが、僕には、それが何なのか全く分かりませんでした。

少しの間、沈黙が続きました。

僕は二日酔いだったので、ラーメンを食べ終わったら、そろそろ帰ろうと思っていました。

「マキさん、僕はそろそろ帰るよ。」

僕がそう言うと、マキさんはいきなり僕に抱きついて来ました！

「あっ！」

マキさんは、抱きついたまま、また泣き始めてしまいました。

僕は、どうして良いのか分からなくなり、そのままで居ました。

15分は、そのままだったと思います。

マキさんの髪が、僕の目の前にあり、その時、ジャンプーの香りに包まれていました…

しばらくして、マキさんが泣き終わったので、僕は言いました。

「ごめんね…、そろそろ帰らなくちゃ…」

また、沈黙がありました。

「そう、、わかった…」

僕は、帰りました。

十条駅から電車に乗り、電車に揺られながら、僕はマキさんの事をいろいろと考えました。

「２年前にマキさんと初めて出逢った時、彼氏に振られたばかりで、彼女は傷心の中にいた。

そして昨日僕は、偶然にマキさんと再会したけれども、その彼とはせっかく寄りが戻ったのに、彼の態度が変わり、結局別れてしまっていた…

マキさんは、その連続した傷心に耐え切れず、彼を忘れたい一心だったのかも知れない。」

「しかし、この先マキさんと再び会い、その先へと進んでしまう事は、彼女を更に傷付けてしまうのではないか…」、と。

僕が所属するバンドは、夜も深夜も演奏するのですが、深夜の場所はホストクラブが殆どでした。

そのホストクラブでは、お客さんの女性がホストとダンスをする事は定番になっていました。

ところが、近年に至るまで、当時の風営法として、深夜のバンド演奏やダンスをする事は法律で禁じられていたのです。

ですから、次の様な事が、毎月のようにありました。

警察とお店、若しくは間を仲介する者が居たのかも知れませんが、どのお店に出演しても、僕たちバンドは、いつも、この様に伝えられました。

「もし突然、照明が消されてお店が真っ暗になったら、それは警察の立ち入り調査なので、その時は自分の楽器を置いて、すぐに客席に座って、お客さんの振りをして、何もなかったかの様にして下さい。」と…。

そんな非合法な仕事をしているんだ…と、皆が認識しながらも、この世界は、それがまかり通っていたのです。

その後、僕は自分の人生にとって、最大のターニングポイントを迎えます。

ある日の事でした。

その日は、今でもはっきりと思い出される、雨上がりの夜中でした。

以前にも出演した、浅草のホスト・クラブ「国際」に、再び僕たちのバンドは移動します。

その場所は、黒服の男たちに連れ去られた、エミリーさんが記憶に残る場所です。

(「おいエミリー！こんな所で、なにやってんだ！！」

「きゃーーー！！」「おらっ！行くぞっ！！」)

僕は、その時、あの時の事を鮮明に思い出しました。

その日、楽器機材をステージにすべてセッティングし終え、休憩時間を間に挟んで、１回目の演奏に入ります。

そして、１回目の演奏をし終えて、いつもの様にチェンジ・ワルツを演奏しながら、チェンジバンドを迎えました…

その時、そのチェンジの「ドライボーンズ」と言うバンドの高年齢のギタリストが、有名なワルツ曲「ファッシネイション」を弾き始めたのですが、それが、今まで聴いた事のないサウンドだったのです。

僕は、そのサウンドを聴いて、衝撃を受けます。

「なんだろう…、このサウンドは…」

そのサウンドは、テンション・ノートを含む、美しくハーモナイズされた、ジャズの和音でした。

僕は以前、新星堂という楽器販売店に務めていた頃、前述の坂巻さんの影響からジャズのレコードを沢山聴いていましたが、生でそのサウンドを聴くのは初めてだったのです。

僕はその日の朝、家に帰ってからも、その衝撃的な音が耳から離れず、ずっとその和音を思い出していました。

「確か、こんなコードを使っていたかな…」

「いや違うか…、こっちかな…」

と、ギターを弾きながら昼になり、そして夕方になりました。

僕は一睡もせずに、翌日仕事に向かいました。

そして、深夜のホスト・クラブ「国際」では、またドライボーンズのギタリストのサウンドを聴く事になります。

そのギタリストは、ヤマハのセミ・アコースティックギターを使用していました。

その時のサウンドは、今でもハッキリと覚えています。

その日を境に、僕はある事に悩み始めます。

「僕のやりたい音楽とは、いったい何だろう」、と。

その数ヶ月後に、僕はこの「岡田竜也とニュー・グローリィ」のバンドを辞めて、別の歌謡コーラスバンドに移る事となります。

その理由は、こうでした。

ある日、浅草の裏通りにあるクラブに出演した際、その時のチェンジバンドが、かつての、歌舞伎町のボーヤ時代の「ムーラン・ドール」の時のチェンジバンドだったのです。

そのバンマスと、２年ぶりに再会します。

「加藤くん、元気だった？」

「はい、お陰さまで元気にしていました。」

「随分ギター上達したじゃない。ところで今のバンドのギャラはいくらでやってるの？」

「25万円です…」

「へえ〜、そうなんだね…、、それじゃさ、もしうちのバンドに来たら27万で雇うけど、考えてくれないかな？」

「はい、ありがとうございます。考えてみます。」

僕はそう答えて、そのバンマスの電話番号を教えて貰いました。

僕は、数日間悩みました。

お世話になった「岡田竜也とニューグローリィ」と言う、歌謡コーラスバンド…

でも、いつまでもこのバンドに居座っている事も、自分にとって良くない…と、思いました。

当時、バンド業界でよく言われていた言葉があります。

「３ヶ月同じバンドに居たら曲を覚えてしまって、それ以上勉強にならないから、他のバンドに渡り歩けよ」、と。

「ああ、、考えてみたら、僕はもうこのバンドに２年も居るな…」

「こんなんじゃダメだ…、よし移籍しよう！」

僕は、決意を固めました。

そして、次の日に岡田さんに告げます。

「岡田さん、話があるんですが…」

「なに？加藤…」

「あの…、、そろそろ別のバンドに移ろうと考えていまして…」

岡田さんは、少し驚いたような顔で言いました。

「そうかあ…、それは仕方がない事だね。で、次のバンドは決まってるの？」

「はい、ありがとうございます。先日、三嶋さんのバンドから誘って頂きまして…」

「あ〜、、三嶋さんね。良いバンドならいいんだけど。」

岡田さんは、少し含みのある言い方をしました。

僕は、その意味が分からないまま、三嶋さんの歌謡コーラス・バンドに移籍します。

しかし、早い時間(夜の時間帯)の演奏場所は、あの新宿歌舞伎町の「ムーランドール」でした。

移籍後の初日、僕は演奏が始まる２時間程前にムーランドールに入りました。

そして、自分のギターアンプをセッティングして、そのバンドのレパートリーの譜面を練習していました。

この控室は、かつて自分がボーヤとして扱かれた場所。

あの２年前を、僕は何度も思い出してしまい、ギターの練習をしていても、なかなか集中出来ないで居ました。

しばらくして、三嶋さんとメンバーが、控室に入って来ました。

「おはようございます！」

僕がギターを持ったまま立って挨拶をすると、三嶋さんはメンバーに紹介してくれました。

「あの、こちらは今日からうちに入る加藤くん。宜しくね！」

メンバーが、答えます。

「あ、シクヨロです(宜しくです)！」

「あ、加藤です。宜しくお願いします。」

ボーヤ時代のビッグ・バンドのメンバーは、殆どの人が逆さ言葉のバンド用語を使っていましたが、先日まで所属していた岡田竜也とニュー・グローリィでは、メンバーが誰一人としてバンド用語を使っていなかったので、いきなり挨拶でバンド用語で言われ、僕は少し戸惑いました。

そのバンドのメンバーは２年前とは違い、あの時に居たメンバーは誰一人もいません。

人見知りをする自分にとって、緊張する場面でした。

少ししてから、いよいよステージの時間になります。

僕は、別のバンドでの演奏の初日だったので、かなり緊張をしていました。

演奏が始まりました。

僕は、慣れない譜面を凝視しながらギターを弾きました。

あっという間に、１ステージが終わり、チェンジワルツを弾き始めます。

その時、当然ビッグ・バンドのメンバーがステージに上がって来るので、僕はもの凄くドキドキしていました。

ビッグ・バンドの、あの時のメンバーと顔が合います。

僕が、会釈をすると…

「なんだ！加藤じゃねえか！」

「あ、おはようございます。今日からここで演奏する事になりました！」

「なんだよ、お前弾けるのかあ？」

そんな風に、嫌味を言われながらチェンジしました。

僕はステージを降り、控室に戻ると、あの懐かしいビッグ・バンドの音が聴こえ始めました。

一曲一曲、どうしても思い出してしまいます。

30分経ち、またチェンジの時間が訪れます。

今度は、僕たちがステージに上がる番ですが、僕がステージに上がると、またビッグ・バンドのメンバーが僕に向かい何かを言います。

「おい！ボーヤのギター、俺らが聴いといてやるから、ちゃんと弾けよ！」

まだボーヤと呼ばれるのか…と、屈辱感を味わいました。

バンドのチェンジが終わって、僕たちのバンドの演奏に入ると、何人かのメンバーが上手と下手に別れて、幕の横から僕の事をじっと見ていました。

その視線が気になり、その上、初めてのバンドでの演奏だったので、この時は、かなり緊張しました。

僕はその緊張から、ギターを弾くピックが、何度も空振りをしてしまいます。

すると、すぐに幕の横からヤジが飛びました。

「おいボーヤ！空振り３回したら、アウトだぞ！」

また、別のメンバーは、こう言います。

「そうだ！お前ステージに立ったら、前に出て踊らなきゃダメだぞ！ワッハッハ！！」

ステージで真剣に弾いているのに、左右の方向から散々ヤジられました。

その初日、僕は何とかすべてのステージを終え、控室で着替えていました。

この歌謡コーラスバンドのメンバーは、何故か皆無口で、コミュニケーションを取る事はせず、着替え終わると、挨拶をしてすぐに帰って行きました。

「でしたー。(お疲れ様でした。)」

「でしたー。」

僕と、三嶋さんだけが、控室に残ります。

三嶋さんもずっと無言で、ゆっくりと着替えをしていたので、僕はその空気に耐え切れず、言いました。

「三嶋さん、今日はどうもありがとうございました。また明日も、宜しくお願いします。」

すると、三嶋さんはすぐに答えず、少しの間黙っていました。

僕は、その沈黙の時間に耐え切れず、また言いました。

「あの…、今日の演奏、大丈夫でしたでしょうか？」

「あ、ごめんね…、ちょっと考え事してたから…、そう、演奏は大丈夫だよ。明日も宜しくね。」

その言葉に、僕は安堵しました。

「ありがとうございます。」

僕が、そう言うと、

「あ、もう帰っても大丈夫だよ。」

三嶋さんは僕に気遣って、そう言ってくれました。

ただ、僕はかつてお世話になったビッグ・バンドのバンマスに挨拶をせずに帰る訳にはいきません。

「ありがとうございます…、でも、僕はビッグ・バンドのバンマスに挨拶をしてから帰ろうと思っています。」

そう言い、お辞儀をすると、三嶋さんは、

「それじゃ、先に帰るね。また明日ね。」

と言い、帰って行きました。

最後のステージでは、ビッグ・バンドの演奏があって、このムーランドールのバンド演奏は終了します。

その間僕は、懐かしい細長い廊下で、かつてのバンマスを待っていました。

そして、あの懐かしい最後の曲…

軽快なテンポで演奏する「I Could Have Danced All Night」に続き、ムーディーなバラード曲「Dream」を、僕は聴いていました。

最後の演奏が終わり、メンバーが次々と楽屋に入って行きますが、バンマスは他の関係者と話し込んでいて、中々こちらへ来ません。

僕は、ドキドキしていました…

10分程してから、やっと話が終わった様子で、バンマスが僕の方へ歩いて来ました。

「あ、、、あの、、、今日はご挨拶が出来くてすみませんでした。今日から、三嶋さんのバンドに入りました。宜しくお願いします…」

すると、なんとバンマスは、２年前の僕がこのビッグ・バンドのボーヤを辞めた日に言った言葉と、同じ言葉を言いました。

「お前、三嶋んとこに入ったんだってな。バカだなお前。俺んとこに、あのまま居れば、もっと良いバンドに入れたのによ。」

僕はその言葉に、一瞬心が揺らぎました…

じつは、先日まで在籍していた「岡田竜也とニュー・グローリィ」というバンドは、とても規律正しいバンドで、バンド全体が誠実なイメージがあったのですが、三嶋さんのバンドは、２年前の面影はなく、かつて岡田さんが言っていた「汚れバンド」の雰囲気があったからです。

僕は、答えました。

「すみません…、、でも、とにかくこのバンドで頑張りたいと思います。」

僕はそう言い帰りましたが、帰りの電車の中で、いろいろな事を考えました。

「今日のメンバーは、まったく話しをしてくれないし、とても居心地が悪いのは確かだなあ…」

三嶋さんには、あの時本当にお世話になったから、お返しをしたい気持ちが強かったのですが…

ただ…この後、大変な事になります。

僕が三嶋さんのバンドに入ってから、２ヶ月後の事でした。

僕は、三嶋さんから言われます。

「加藤くん、申し訳ないんだけど…、、今度の給料、１週間待って貰えないかな？」

「あ…、、はい、分かりました。」

僕はそう返事をしましたが、少し不安を覚えました。

でも、給料日の１週間後に給料は支払って頂き、僕は安心しました。

しかし、次の月にまた三嶋さんは、僕に言います。

「加藤くん、悪いんだけどさ…、、また給料１週間待って貰えないかな？」

僕は、２度の給料遅れに、かなり不安を抱きました。

でも前回、１週間遅れでも、ちゃんと支払って頂いたので、次もただ遅れるだけだと思っていました。

しかしその後、三嶋さんはトラ(エキストラ)を入れて、他の歌手を頼み始めました。

そして、それが数日続きました。

「あれ？今日も、三嶋さんお休み？」

「最近、三嶋さん、どうしたんだろうね…」

メンバー達は、口を揃えて言い合っていましたが、

ある日、信じられない事が起こります。

いつもの様に、僕がステージ前にムーラン・ドールの控室に入ってギターの練習をしていると、メンバーの一人が来て言いました。

「三嶋さんと、ぜんぜん連絡が取れなくてさ…、、事務所も困惑しているそうだよ。まあ、三嶋さんはね、ギャンブルや女で、大分おかしくなってたからさ…」

「えっ！本当ですか？　それじゃ、このバンドはどうなるんですか？」

「今のところ、トラ(エキストラ)使って凌ぐしかないけど、今後、覚悟しといた方がいいかもね…」

僕は、その言葉を聴いて、かなり焦りました…

「やはり、岡田さんやビッグ・バンドのバンマスが言っていた通りなのか…」、と。

結局、その後、三嶋さんの行方は分からず、事務所は三嶋さんとの契約を解除したとの事でした。

僕やメンバーは、その後もムーランドールで演奏をしたのですが、１ヶ月分の給料が支払われないまま、このバンドは終わりました。

その後、僕は、以前所属していた岡田竜也とニュー・グローリィの時のベーシストの新谷さんに相談します。

新谷さんは、僕がニュー・グローリィを辞める前に、既に別のバンドに移籍していたのですが、たまに彼の住む東中野のマンションに遊びに行ったりしていたので、その時に話しました。

すると、丁度その頃在籍していたギタリストはエキストラで、まだ正規のメンバーが決まっていないとの事でした。

僕は、すぐにそのバンドのオーディションを受ける事になります。

数日後、そのバンドが出演する武蔵小杉の「大統領」と言う、小さなホールのピンクキャバレーへ行きました。

そのバンドのバンマスはアルト・サックスを吹く本田さんと言う人で、少し神経質なタイプで、僕には少し苦手なタイプに映りました。

「初めまして、加藤と申します。どうぞ宜しくお願い致します。」

「ああ、加藤くんね。新谷さんから話を聞いているよ。早速オーディション始めようか。」

「はい、お願い致します。」

雑談もなく、すぐに始まります。

僕はすぐにギターをケースから出して、チューニングをして、ステージ上にある譜面台の前に立ちました。

メンバーも、ステージに立ちます。

「さあ、一曲目から順番にやって行こう！」

「はい！」

オーディションは、いつも、やはり緊張します。

一曲二曲と進んで行き、最後の曲の時に、僕はバンマスの本田さんに言いました。

「すみません…、次の曲、ギターの運指が難しそうなので、ちょっと練習しても良いですか？」

「いいけど、時間ないから、少しだけね。」

そう言われて、ドキドキしながら練習しました。

5分程して、最後の曲を弾きましたが、とても難しかった…

「OK！それじゃ、終わりにしよう。」

本田さんが、手を挙げ、そう言いました。

僕は緊張してヘトヘトになりながら、ギターをケースに仕舞いましたが、この後、本田さんが何と言うのか、とてもドキドキしました。

メンバー全員が、控室に移動して行ったので、僕も着いて行きました。

そして、メンバー全員が、椅子に腰掛けます。

僕も続いて椅子に座りましたが、緊張で手が震えました…

僕が椅子に座ると同時に、本田さんが言いました。

「いいよね。西さん、どう思う？」

西さんはドラムスの人で、ガタイが良く、目がとても鋭い顔をしていました。

「良いんじゃないですか？加藤くんって言ったっけ？」

「はい。加藤です。ありがとうございます。」

僕が答えると、本田さんが、大きく頷いてから言いました。

「よし、じゃ、うちのバンドに入って貰おう。それじゃ、この後のステージちょっと観て行ってね。」

「はい、ありがとうございます！観て行きます。」

この頃の歌謡コーラス・バンド業界では、オーディションからバンド演奏を観ると言う流れが、通例となっていた様に、その時感じました。

僕はこの後、客席に移動して、このバンドのステージを見たのですが…

このお店は、お姉さん達がかなり際どい格好をしていて、まだ22歳の自分にとって、かなり刺激的な場所でした。

ステージを見なければいけないのに、お姉さんの方が気になって仕方がありませんでした。

夜11時になり、僕はバンドの譜面を渡され、家に帰りました。

そして翌月から、いよいよ新しいバンドに所属しました。

バンマスの本田さんは、僕のギターに厳しく注文をして来ますが、メンバーは、本田さんが居ない時に、いつも慰めてくれました。

でも、ドラムスの西さんは、僕に対し、優しい言葉をかけてくれたけれど、反対に本田さん以上に厳しい時もありました。

演奏場所は、早い時間は武蔵小杉で、夜中は新宿歌舞伎町の風林会館のそばにある「夜の帝王」というホストクラブでした。

ヴォーカルの人がバイクで、その他のメンバーは本田さんの自家用車で移動をしましたが、その車中で、西さんはいつも僕に話しかけてくれました。

そんな事もあり、僕は次第に西さんの事を信頼して行くようになり、音楽上の悩み事などを聞いて貰っていました。

ある日、西さんが僕に質問します。

「加藤くんさ、仕事ではお金を稼ぐために歌謡曲やってるけど、本当は、どんな音楽をやりたいの？」

その言葉を聞き、僕はハッとしました。

「そうだった…、僕は、バンドの事でいろいろな事があって、ふと忘れていたんだ。 あの浅草のバンド「ドライボーンズ」のギタリストの様なギターを弾けるようになりたかったんだ…」

僕は心の中でそう思い、その事を西さんに話しました。

すると西さんは、言いました。

「それじゃさ、ジャズをやりたいんだよね？」

僕が、答えます。

「はい。でも、どうすれば、あんな風に弾けるようになるのか、全く分からなくて…」

「ジャズは、人に習わなければ、なかなか習得出来ないと思うよ。それも、良い先生にね。」

西さんにそう言われて、僕は先ず、楽器屋さんの楽譜売場へ行き、何か良いギター教則本がないか捜しました。

当時は近年とは違い、ギター教則本と言っても、それ程数はなく、数冊しか棚に並んでいませんでした。

「う〜ん…、どの教則本が良いのかな…」

その数冊を、パラパラとページをめくり順番に見て行きましたが、最後に、僕の手が止まった、ある教則本がありました。

『コンテンポラリー・ジャズギター』

「これだ！」

と僕は思い、その時、心が躍動しました。

今まで解らなかった事が、とても具体的に書かれていて、ジャズのスケールやコード、そしてフレーズは、こう言う仕組みになっているのか…と、すぐに解るような内容でした。

僕はその教則本をすぐに購入して、家に帰り、その日は無我夢中でその教則本に書いてある音符を弾いて、練習をしました。

その日から僕は毎日、その教則本で練習を続けました。

ただ、西さんが言っていた「人に習わなければ…」と言う言葉のとおり実行するには、一つの問題がありました。

教則本の最後に先生のプロフィールが書いてあり、その下に、先生のギター教室の案内が書かれてありました。

それを見ると「毎週2時間レッスン」と書かれていたのです。

僕のいまの仕事は、夜と夜中の仕事で、その二つの演奏場所の休みが月に二回ずつでしたが、同じ日ではなかったので、一日通しの休みがなく、毎週２時間のレッスンに通う事が難しかったのです。

僕はずっと悩んでいましたが、ある日、決断をします。

「時間がない。通えない。と言うのは、言い訳だ。それならば、このバンドを辞めれば良いんだ。」

僕は翌日、バンマスの本田さんに、告げました。

「本田さん、ジャズを勉強したいので、辞めたいと思っています。」

本田さんは、僕のその言葉に驚いた様子でしたが、少しの沈黙のあと僕に言いました。

「そうなんだね。それは仕方がないけど、この後のバンドは決まってるの？」

「いや、決まってないんですが、アルバイトをしながら考えようと思います。」

「そうか…、それじゃ、今月いっぱいかな？」

「はい、宜しくお願いします。」

こうして、僕はこのバンドを、短期間で去りました。

翌月になり、アルバイトをしながら生活をしていると、ある日、ムーランドールのビッグ・バンドが所属している「マジソン・プロダクション」という音楽事務所から電話がありました。

「もしもし…、加藤ですが、、、」

「あ、加藤さん…、、テレビ東京の『ヤンヤン歌うスタジオ』と言う番組があるんですが、いま、その専属ビッグ・バンドのサシ(正規のバンドメンバーではないけれども、プラスされるミュージシャン)のギターを探していまして、お願い出来ないかと思って電話をしました。」

「えっ…」

僕は、あまりにも突飛な内容の依頼に、とても驚き、一瞬言葉を失いました。

「あの…、、テレビ東京ですか？」

「はい。」

当時の『ヤンヤン歌うスタジオ』は、アイドル全盛期にあり、とても有名なテレビ番組でした。

僕は戸惑い、その紹介者を尋ねました。

「あの…、どなたの紹介でしょうか？」

すると、そのマジソン・プロダクションの方は、こう言いました。

「え〜と、三嶋さんと言う方からの紹介でして…」

僕は、その言葉を聞いて、とても複雑な気持ちになりました。

「あの三嶋さんが…、、、まさか…」

僕が戸惑っていると、電話の相手の方が言いました。

「あの、お引き受け頂けますでしょうか？」

僕は、我に返り答えました。

「あ、、はい、是非宜しくお願いします。」

こうして、僕は「ヤンヤン歌うスタジオ」と言うアイドルの歌番組でギターを弾く事になりました。

僕は電話を切った後に、いろいろな事を考えました。

「あの三嶋さんは、歌謡コーラスバンド専門の事務所に所属していたはずだけれども、なぜ三嶋さんの紹介だったのだろうか…、、もしかしたら、ムーランドールに出演していたと言う事もあって、マジソン・プロダクションとも精通していたのだろうか…」

とにかく、何にせよ驚きでした。

そして数日後に、その日がやって来ました。

僕は、岡田竜也とニュー・グローリィに所属していた二十歳の頃に高田馬場で一人暮らしを始めたのですが、２年半後のこの頃には大久保に引っ越しをしていました。

そのスタジオ撮りの開始時間は朝９時からだったので、余裕を持って７時30分には家を出ました。

それは1981年7月、その日は真っ青な空で、太陽がじりじりと照りつける真夏日でした。

その大久保のアパートから、ギターを背負い、エフェクター・ケースと、フェンダー・ツインリバーブ(JBLスピーカー)という40kg近くもあるギター・アンプを転がし、駅の階段を上り、電車を乗り継ぎ、地下鉄日比谷線の神谷町駅で降りて、そこから、またアンプを転がしながら、東京１２チャンネルのスタジオへ向かいます。

汗だくになりました。

当時の東京１２チャンネルのスタジオは、「東京タワー放送センター」という名称で、まさに東京タワーの真横にありました。

スタジオに入ると、そこは天井が高く、とても大きな空間でした。

「おはようございます。」

「おはようございます。」

スタジオ内には大きなステージがあり、フル・オーケストラ用の譜面台がすでにセッティングされていて、その上には、これから伴奏する曲の譜面がすべて置かれていました。

そして、その後ろには、ギター・アンプ用のマイクがセットされていました。

僕はギターを置くと、まずギター・アンプをそのマイクに近づけてセッティングします。

続けて、エフェクター類を繋げて、ギターを鳴らしてサウンド・チェックをします。

アンプは手で運んでいたので、この時がとても心配な時でした。

故障してしまって、音が出なかったら大変だからです。

ちゃんと音が出て、一安心し、今度は譜面のチェックをします。

一枚一枚めくって、難しそうな部分を確認します。

当時の歌謡曲は、ツイン・ギターが流行っていて、その日も隣に別のギタリストが座っていました。

歳は30歳半ばと言う感じで、髭を生やし、自分から見たらかなりのベテランに映りました。

目が合います。

「あ、どうぞ宜しくお願いします。加藤と言います。」

「シクヨロね〜！(宜しくね)、よく、この辺回ってるの？」

僕は唐突にそう聞かれて、その時は、まったく意味が解りませんでした。

僕が戸惑っていると、そのギタリストが言いました。

「あ、よくこの辺のビーテレ(テレビ)関係、やってるの？」

やっと、意味が解りました。

「あ…、今日が初めてでして…」

僕はその時、初めてのスタジオ撮りの演奏だったので緊張していましたが、そのギタリストはかなり慣れている感じでした。

スタジオ内の時計が９時を指し、先ずはリハーサルから始まります。

一曲目は、松田聖子でした。

彼女はステージに立つと、先ずバンドに向かって深々と頭を下げ、丁寧に挨拶をしました。

「おはようございます。松田聖子です。どうぞ宜しくお願いします。」

テレビで見る彼女が、僕のすぐ２メートル先に立っています。

曲目は、「夏の扉」でした。

アップテンポで、軽やかに歌う彼女の歌声は、とても心地よく印象に残りました。

そして、一回リハーサルが終わると、スタッフの一人が大声で叫びました。

「それでは、カメラ回します！」

一回だけのリハーサルで、すぐに本番という流れに、緊張が走ります。

その後、何とか無事に伴奏が終わりましたが、今度は松田聖子と入れ替わるように、河合奈保子がステージに近づき、挨拶をします。

「河合奈保子です。どうぞ宜しくお願いします。」

河合奈保子は、「スマイル・フォー・ミー」を歌いました。

先ほどと同じ様に、一回リハーサルをした後、すぐに本番となります。

次にステージに上がったのは、近藤真彦でした。

彼は、挨拶の時、冗談を言いました。

「近藤真彦です。マッチョって呼ばれてます。宜しくお願いします！」

一同、どっと笑い、会場は少し和やかな雰囲気に包まれました。

彼は、「ギンギラギンにさりげなく」を歌いました。

こうして、３人のアイドルが歌い終わると、その３人は、ステージから10メートルほど離れた場所で、劇を始めます。

あのねのねが司会で、アイドル達を相手に劇をするのですが、こちらには、声が殆ど聞こえませんでした。

その間、バンドは休憩時間となります。

１時間程の休憩の後、また先ほどと同じようにステージに向かい、次の歌手を待ちます。

休憩を挟んでからの歌手は、田原俊彦でした。

彼は頭を下げ、とても丁寧に挨拶をしました。

「田原俊彦です。今日は、どうぞ宜しくお願いします！」

彼は、「ハットして！Good」を歌いました。

その後、石川ひとみ「まちぶせ」、郷ひろみ「お嫁サンバ」など、沢山のアイドル歌手が歌いました。

途中でお昼休みなど、長い休憩時間もありましたが、とにかく３人歌ったら休憩という感じで、夜７時まで収録が続きました。

すべての歌手の収録が終わり、僕は肩を撫で下ろしました。

「ふぅ…、何とか無事に仕事を終える事が出来た…」

そう独り言を呟きながら周りを見渡すと、もう既に、管楽器や弦楽器の演奏者たちは、楽器を抱えて帰って行っていました。

そして、いつの間にか隣のギタリストも、アンプをケースに入れ、エフェクター類も片付けていました。

「あ、、、演奏後の余韻に酔いしれている場合じゃない…、早く片付けをしなければ…」

僕は、慌てて片付けを始めました。

僕が機材を半分くらい片付けると、隣のギタリストが、僕に向かい言いました。

「お疲れさま！また何処かのジオスタ(スタジオ)でね。シクヨロ〜！(宜しく)」

そう言い、帰って行きました。

気がつくと、カメラ、照明、そして先程までアイドル歌手たちが劇をやっていたスタジオの方の片付けも進んでいて、演奏者は自分一人になっていました。

僕は初めて見るスタジオの光景を、もっと見ていたかったけれど、急いで片付けをして、スタッフが撤収作業をしている間を縫って帰りました。

その後僕は、フリーランスなので、この「ヤンヤン歌うスタジオ」の仕事や、他にも、知らない人から「誰々の紹介です…」と、いきなり電話があって、その場所へ行き演奏をして帰って来るという、いわゆる「拾い」の仕事をしていました。

誰々の紹介で、その誰々の、そのまた誰々の紹介で…という感じで、まったく見たことも聞いたこともないミュージシャン同士が、人伝いに仕事をしていたのです。

その「拾い」の仕事で、ある日こんな、とんでもないコントみたいな事が起こりました。

ある日、ある人から電話があり、この時の仕事は「ヴォーカル、ギター、ベース、ドラムスと言う編成で…」、と言う話でした。

向かう場所は、静岡県御殿場市にある「キャンプ富士米軍基地」。

そこは、アメリカ海兵隊が訓練をする施設でした。

指定された時間に、御殿場駅の「富士山口」で待ち合わせをします。

その日は運良く、とてもよく晴れて、くっきりと富士山が見えました。

駅に着き、外へ出て待っていると、すぐにワンボックス・カーが到着します。

運転手は、窓を開けて言いました。

「あの〜、ギターの加藤さんでっか？」

ギターを背負って、アンプもあったので、すぐに分かったんだと思います。

「はい、加藤です。」

「うち〜、マネージャーの黒木いいます。今日は、よろしゅうお願いします〜！」

「こちらこそ、宜しくお願いします！」

この人、やけに軽いノリだなあと思いながらも、挨拶を交わして、僕は車に乗り込みました。

そのマネージャーはその後、黙って、何か手帳のような物と地図を交互に見ていました。

数分して、ベーシストがやって来て、挨拶をして車に乗り込みます。

そしてその後、ドラマーが車で到着し、窓ごしにマネージャーと挨拶をしましたが、マネージャーはその後もずっと黙って、手帳を見ていました。

マネージャーは、なかなか車を発車させません。

15分ほど過ぎた時、マネージャーがいきなり慌てたように声を発します。

「あの、すんまへん！ちょう待っといてもうて、ええでっかぁ？、、、駅の公衆電話で、電話して来ますさかいに！」

僕たちは、何があったのかと心配になり、お互いに顔を見合わせていました。

少ししてマネージャーは戻って来たのですが、何故か顔面蒼白でした。

マネージャーは、焦っていたのか、あまり口が回らない感じで言いました。

「あ、、あの〜…、ほ、ほんま〜、、、すんまへん、、、きょ…、、今日来るはずの、ヴィ…、、ちゃう、、ヴォーカリストがぁ〜、、、穴あけたみたいで、、今日は３人で演奏して貰えまっかあ？」

メンバー全員が、その言葉に驚きました。

「えっ！！」

「それじゃ、歌なしで、どう演奏すれば良いですかね！？」

マネージャーが、答えます。

「あのお〜〜、えっと、、、一応〜、く、、車にポピュラーソング集めたみたいな本ありますんで、、そ、、それで〜、雰囲気つくてもろて、テキトーに演奏お願い出来まっか？」

そう言われて、仕方がなくメンバーが答えます。

「そうですか…、分かりました。」

全員の承諾を得たと同時に、車は発車しました。

初めは街中でしたが、次第に広々とした景色に変わって行きます。

30分程して、周囲には殆ど建物がない様な風景に変わり、「キャンプ富士」のゲートが目の前に現れました。

ゲートの手前で、マネージャーが車から降りると、米軍基地の関係者が身分証確認と手荷物検査をします。

数分後に許可が降り、ゲートが開き、アメリカ軍基地の中に車が入りました。

ゲートから更に数分走り、駐車場で車が停まりました。

「あ、、ここから楽器類運んで下さい。」

マネージャーがそう言い、誘導します。

駐車場から建物の裏の細い通路を抜けると、大きな鉄の扉がありました。

その扉を開けて中に入ると厨房があり、そこに僕はアンプを転がして行きました。

厨房を抜けて、廊下を過ぎると、そこにステージがありました。

そこの壁にギターを立て掛けて、自分のアンプをセッティングし終えてから、また駐車場へ戻ります。

途中で、ドラマーが自分の楽器を運んでいたので、バトンタッチして、その楽器をステージに持って行きます。

ベーシストも同じ様に、それを行いました。

そうして、米軍の「キャンプ富士」のクラブで、メンバーはすべての楽器のセッティングを終えました。

すると後から、マネージャーが本を２冊抱えて、ステージに来ました。

「すんまへん…、遅くなって、、、これポピュラーソングの本ですわ。これ…、つこうて下さい！」

そう言いながら、１冊ずつ、僕とベーシストに渡しました。

「あ、ありがとうございます。」

手にすると、それはとても分厚い本でした。

「歌謡界からジャズギター師事へ」(つづき７７)

「あ、、控室、こっちですわ！」

マネージャーの黒木さんが、手招きをしてメンバーを誘導します。

マネージャーもメンバーも控室に入り、椅子に腰掛けます。

演奏開始まで、まだ１時間以上時間があったので、控室にあったコーヒーメーカーで、コーヒーをカップに注ぎ、飲みました。

ステージでの演奏は、バンド編成上僕がメロディを弾く事になるので、先ほどマネージャーから渡された本を、僕はページをパラパラとめくりながら見ていました。

「どの曲を、演奏しようかな…」

僕がそう考えていると、すかさずマネージャーの黒木さんが言いました。

「えらいすんまへん…、、あの〜、、米軍の人たちが、良く知っている曲をお願いできまっか？」

「はい、分かりました。」

そうして、だいたいの曲目を決めているうちに、いよいよステージの時間がやって来ました。

マネージャーの黒木さんが、言います。

「ほな、そろそろ〜お願いできまっか？ あ〜、それから、え〜と、ステージの終わり時間、うち、合図しますさかいに〜、そん時は〜、こっち見て対応宜しゅう頼んます〜♪」

「はい。分かりました。」

メンバー全員が立ち上がり、ステージに向かいます。

ステージに上がると、目の前には沢山の米軍の兵士たち、そして、その関係者のお客さんが、初めはガヤガヤと話していましたが、僕たちがステージに上がった瞬間、いきなりシーンと静まり返り、こちらを注目します。

すべてが、アメリカ人の方々だったので、普段、日本人の前でしか演奏した事がなかった自分にとって、この時はとても緊張感がありました。

１曲目は、「イエスタデイ・ワンスモア」を演奏しました。

その頃の自分は、譜面に書いてあるメロディは弾けても、間奏でアドリブ・ソロの様な事は、殆ど弾けませんでした。

でも、メロディを弾いて、それだけで終わってしまったら時間が保たないので、出来ないながらも、その時は自分なりに一生懸命に弾きました。

終始、コンサートのように、MCもせずに演奏をして行きます。

２曲目、３曲目と続くにつれ、次第に、その場に慣れて来て、ギターを弾きながらも、会場を見渡せる様になって来ました。

客席の方を見ると、皆さんがこちらに注目をしている感じが、凄く伝わって来ました。

演奏している「音」を、とにかく聴いて楽しもうという欧米の文化を、その時にとても感じました。

そして、その時、その文化こそが、この音楽、そして芸術を発展させて来た源だと、聴いているお客さんよりも、演奏している自分の方が、感動を覚えました。

６曲ほど演奏した頃、ステージの下手からマネージャーが手を振って合図をしました。

その合図をみて、演奏を終了しました。

その後、メンバーは皆ステージを降りて、楽屋へ向かいます。

楽屋に着いたメンバーは、それぞれ椅子に腰掛け、またコーヒーを飲んでいました。

すると、米軍関係者らしき人物が、少し怒った様子で、いきなり控室に現れました。　

マネージャーの黒木さんが、呼ばれます。

二人は小さな声で話をしていましたが、しばらくして会話が終わり、マネージャーがこちらに足早で帰って来て言いました。

「あのお〜、、、えらいすんまへん、、、いま米軍基地の人から『ヴォーカリストが入る契約なのに、なんで居ないのか？』と言われてしもて〜、、、あのお〜、、次のステージからは〜、口でえ〜歌うて貰えまへんか？」

その言葉に、僕もメンバーも驚きました。

「えっ！ 僕たちが歌うんですか？」

「ほんまにすんまへん。お願いできまへんか？さっき言われてもうたさかい…」

マネージャーの黒木さんは、手を合わせながら懇願している様子でした。

「困ったなあ…、急にそう言われてもなあ…、、楽譜本も2冊しかないしね。」

そう、ベースの人が、腕を組みながら言いました。

「それじゃ、皆んなで歌える曲を捜して、ドラムさんが歌う時は、僕はベースさんと楽譜一緒に見るとか、とにかく、何とか手分けして歌いませんか？」

と、僕が提案すると、マネージャーの黒木さんが、僕の言葉に重なるように、手を大きく叩きながら言いました。

「その案、ほんま、めっちゃええやん！ ほな、適当にそんな感じでお願いしますわ〜！」

結局、そんな風に、手分けしてメンバーが楽譜を移動させて、代わる代わるに歌う事になりました。

初めは、ベースの人が「ストレンジャー」と、「ステイン・アライヴ」。

次に、ドラムスの人が「スタンド・バイ・ミー」と、「ウィズアウト・ユー」。

僕は最後に、歌詞が簡単そうで、これなら歌えるかな？と思える曲を捜し、「ラヴ・ミー・テンダー」と、「イスタディ」を歌う事に決めました。

そうして、そのステージを終える予定でしたが…

そして、いよいよ２回目の演奏の時間となり、メンバーはステージに向かいます。

ステージに上がり、予定通り、初めにベースの人が2曲を歌いました。

次にドラムスの人が2曲を歌い、いよいよ僕の番になりました。

僕はドラムスの人の譜面台から、分厚い楽譜本を手に取り、自分の譜面台に乗せました。

予定通り、僕は「ラヴ・ミー・テンダー」を、ギターを弾きながら歌い始めました。

Love me tender

Love me sweet

Never let me go

You have made my life complete

And I love you so

Love me tender

Love me true…

と、ここまで歌ったその時、この楽譜の重さによってか、譜面台が倒れてしまいました。

「ドーーーーーン‼️」

「あっ！！」

その一瞬の出来事に、僕はかなり戸惑いましたが、ここで歌を止める訳には行きません…

楽譜が倒れてしまったので、歌詞を見れなくなってしまい、仕方がなく、メチャクチャ英語で、ジャイアント馬場風な声で誤魔化して歌いました。

20代そこそこでの「拾いの仕事」…、本当に、他にもいろいろな事がありました。

大森駅近くのキャバレーに頼まれて行ったら、その時、うっかりギターのストラップを忘れて来てしまい、ステージ前に慌てて駅前の洋品店に駆け込み、ベルトを２本買って、それを繋げて演奏したけれど、演奏中にベルトが外れて、ギターが落ちそうになり、慌てて片脚を上げてギターを支えて、結局しゃがんで、そのステージは弾いた事がありました。

また、ある時は、演奏合間の休憩時間に、僕がトイレに行っている間に、お客さんが勝手に僕のギターを弾いて、その後の立てかけ方が悪かったらしく、ギターが倒れてネックを折ってしまい、その後のステージで演奏出来なくなり、そのまま、折れたギターを背負って家に帰った事もありました。

そして、またある時は、銀座にあるキャバレーのバンドのオーディションを受けに行ったら、その時のバンマスとメンバーがいきなり取っ組み合いの喧嘩を始めてしまい、オーディションを受けに来た自分が仲裁に入ると言う、何とも可笑しな事になり、結局採用となったものの、そんなバンドには入りたくないと思い、逆にお断りをしたり…

若い頃は、とにかく色々な事がありました。

ただ、そんな日々を続けながらも、その頃の自分の頭の中には、つねに「ジャズ・ギタリストになりたい」と言う願望があり、家にいる時は教則本を見ながら、毎日ジャズギターの練習を続けていました。

いつか、浅草のホストクラブ「国際」で聴いた、ドライボーンズと言うバンドのギタリストの、あのハーモナイズされたサウンド…

あんなギターを、弾いてみたい。

そして、段々と生活も安定して来て、ギターの練習も充実して来たので、僕はいよいよ、あの『コンテンポラリー・ジャズギター』の著者である、潮先郁男先生に師事しようと決意します。





ジャズギター師事から、ジャズギタリストへ

その時、僕は23歳の夏を迎えようとしていました。

『コンテンポラリー・ジャズギター』と言うタイトルの本の、最後のページの、著者のプロフィールの下に書かれたギター教室の案内に、改めて目を通します。

『潮先ジャズ・ギター教室』

その文字は、この本の中で、もちろん何度も見ていました。

「いつか潮先郁男先生の門下生になりたい…」と思いながらも、時間的にも、経済的にも、なかなか実現出来ないままで居ましたが、やっと、電話のダイヤルに手を伸ばし、その日の夜、先生の教室に電話をかけました。

緊張で、手が震えます。

「プルルルル…、プルルルル…、プルルルル……」

あいにく、その時は、先生はお出になられなかったので、お留守のご様子でした。

今度は、次の日の昼間に、また電話をしました。

「プルルルル…、プルルルル…、カチャ…」

「はい、潮先です。」

落ち着いた、優しい声でした。

そして、この声が先生の声だと思い、その時は、とても緊張しました。

「あ、、あの、、、加藤と申します…、、、先生の教則本を拝見しまして、お電話いたしました…、、、

あの…、、先生にギターを教えて頂きたいと思いまして…」

すると先生が、言いました。

「あの、いま生徒さんいっぱいでして、ちょっと枠が無いんです…」

僕はその言葉に、凄くショックを受けました！

「あ…、、、すみません…、、、どうもありがとうございます。承知いたしました。」

慌てて電話を切りました。

僕は潮先先生のその言葉を聞いて、その日はショックで眠れないでいました。

「いつでも習えると思っていた自分が、甘かった…

もっと早く電話すれば良かった。」

翌日も、翌々日も、ずっと後悔をし続けました。

そんな風に、毎日もモヤモヤとした時間が経過しましたが、僕は、何度も教則本と睨めっこをしながら、どうしても潮先先生に習いたいと思う気持ちから離れられず、勇気を出して、１週間後にもう一度電話をしました。

ダイヤルに、手をかけます…

１週間前に電話をした時よりも、更に心臓がドキドキしました。

「プルルルル…、プルルルル…、カチャ…」

「はい、もしもし。」

聴き覚えのある、あの先生の声に、更なる緊張が走ります。

「あ、、あの…、、、シ、シオサキ、、ジャ、ジャズ、ギター、きょ教室すわん、、、」

僕は滑舌があまり良くない上、緊張のあまり殆ど口が回らず、モゴモゴしていると、先生は言葉の最後まで待てなかったのか、重なる様に静かに言いました。

「はい、そうです。」

僕は、一度唾を呑み込んで、一呼吸してから言い始めました。

「あの…、、、先日お電話をした加藤と申します、、。

先日お電話した時に、、枠が無いと仰られていましたが、じつは、、潮先先生の教則本を半年ほど勉強しておりまして…、どうしても潮先先生に習いたいと言う気持ちが強くありまして、、、また、お電話をしてしまいました…」

先生は、黙っていました。

この沈黙に耐え切れず、僕が先に声を発しました。

「お願いします！」

すると、潮先先生は、また少し考え込んだご様子で、少しの沈黙がありました

「ダメだろうなあ…」

と僕は、先生の返事にショックを受けない様に、自分に言い聞かせました。

その沈黙の後、先生が言いました。

「う〜ん…、、それなら、夜遅くの時間になりますけど、枠を開けますね。」

その言葉を聞いた瞬間、天にも昇るような気持ちでした。

「ありがとうございます！」

そうして、潮先先生から許可が降りて、毎週決まった曜日に２時間ずつのレッスンを受ける事になりました。

ただ時間は、夜の10時からでした。

当時、潮先先生は60人以上のお弟子さんを抱えていらっしゃったと、後から知りました。

そんな中、ご無理を言って、夜遅くにレッスンをして頂くと言う、何とも申し訳ない気持ちの中で、通いました。

教室の場所は、小田急線の代々木八幡駅から5〜6分の場所でした。

レッスン初日は、教室の住所をメモし、そのメモを見ながら住所を辿って、歩きました。

バスが通るような大通りから、細い路地に入り、少し歩いた所に、教室のマンションがありました。

階段を上り、チャイムを鳴らします。

とても、緊張しました…

少しして、ドアが開きました。

しかし、目の前に現れた方に、僕はとんでもなく失礼な事を言ってしまいます。

「あの、潮先先生は、いらっしゃいますか？」

「私です。」

教則本の最後のページにあった先生の写真は、眼鏡を掛けていらっしゃらなかったのですが、その時に初めてお会いした時は眼鏡を掛けていらっしゃって、その上、想像していたよりも小柄な方だったので、僕は、てっきり受付のおじさんだと思ってしまったのです…

「あっ！大変、失礼をしてしまいました！」

そう直ぐに謝りましたが、初っ端から失言を発してしまい、この時は正直、心の中では「怒られて、帰らされるだろう…」と、思いました。

先生は、少し笑みを浮かべながら、言いました。

「さあ、こっちにどうぞ。」

僕は、初日から大変失礼な事を言ってしまい、本当に焦りました…

教室へ入ると、大きくて長い事務用テーブルが置いてあり、パイプ椅子が並べられていました。

「こっちに座ってね。」

その先生の言葉に、促されるように、僕はそのパイプ椅子に腰掛けました。

潮先先生は、玄関近くにある台所で、急須にお茶を入れ、お湯を注いでいました。

僕は、ただ真正面を見つめ、待っていました。

「はい、どうぞ。」

先生が、お茶が入った湯呑み茶碗を、僕の前のテーブルに、丁寧に置きます。

「あ、、すみません…」

僕は、とにかく緊張しっぱなしでした。

「加藤さんでしたね？」

先生の言葉に、背筋が伸びます。

「あ、、はい！ どうぞ宜しくお願いします！」

「加藤さん、仕事は何をしているの？」

「あの…、、歌謡曲なんですが、一応、伴奏の仕事をしています。」

「そうなんだね。この世界ピンキリだけど、プロである以上、ちゃんとした演奏をしなければいけないからね。」

「はい…」

僕はその時、以前所属していたニューグローリィのバンマス岡田竜也さんの言葉を思い出しました。

「汚れのバンドにだけは、行ったらダメだよ…」

あの時と同じ事を、言っているんだ…と、思いました。

僕がふと、そう思い出していると、先生が言いました。

「それでは、レッスンに入りましょう。」

「はい！」

僕は、「いよいよレッスンが受けられるんだ…」と思い、胸が高鳴りました。

先生が、僕の方をじっと見ながら、言いました。

「加藤さんは、ブルースは弾けますか？」

「あ、はい…、、ジャズのブルースはまだ弾けないんですが、ロックっぽいブルースなら、少しは弾けると思うんですが…」

「それじゃ、先ずはブルースからやってみましょう。」

先生はそう言いながら、五線紙にスラスラと鉛筆でコードを書き始めました。

そして、その書いたコードを指差して、言葉を続けました。

「加藤さんが知っているブルースのコードは、３コードですね？」

「はい…」

「ジャズの場合は、その他にもこんな風にコード付けをするんですよ。」

先生はそう言いながら、五線紙に書かれたコード進行に指を差しました。

「３コードのブルースが、こんな風に変化するんですね…」

僕は今まで、勿論ジャズのブルースもレコードで聴いていましたが、具体的に、こんなにいろいろなチェンジがあるとは知りませんでした。

先生が、言いました。

「加藤さんがどのくらい弾けるのかを知りたいので、先ずはセッションのように、一緒に弾いてみましょうか？」

「あ、はい…、分かりました。」

そうして、まずは先生と一緒にブルースを弾く事になりました。

先生が、テーマのメロディを弾いて、僕が伴奏をします。

そして、先生がワンコーラスのメロディを弾き終えると、僕に目で合図をしました。

僕は一瞬戸惑いましたが、これはソロを弾けと言う合図だと思い、その場で弾き始めました。

先生の前で…、、と言うか、「あの教則本の先生と一緒に弾いているなんて、何と贅沢な事だろう…」と思いながら、それと同時に、「先生からは全てが見透かされているんだろうな…」と感じ、凄く緊張しました。

僕は、無我夢中で、自分が知っているフレーズを弾きました。

少しして演奏が終わり、僕は、先生が何と言うのかが気になって、胸がドキドキしていました。

「加藤さん…」

「は、はい…」

「一番初めに弾いたフレーズ、なかなか良いですね。そのフレーズを使って、ちょっとワンコーラス分のフレーズをいま書きますので、ちょっと待っていてね。」

先生はそう言うと、また五線紙に鉛筆を走らせ、フレーズをスラスラと書いて行きました。

僕は、その先生の指をじっと見ていました。

５分程すると先生は書き終え、その五線紙を反対側に向け、僕の方に差し出しました。

「これ、ちょっと弾いてみて貰えますか？」

「はい。」

先生が書いてくれたフレーズを弾いてみると、凄くジャズっぽくて、カッコよかった…

僕が弾き終わると、今度は先生が弾きました。

先生が弾くと、それは僕とは音色はもちろん、アクセントやイントネーション、そしてフィーリングがまったく違って聴こえました。

「なんで、こんなに違うんだろう…」

僕はその時、それがとても不思議で仕方がなかった…

僕が聴き入っていると、あっという間に先生が弾き終わり、僕に言いました。

「全然違うでしょ？」

「はい。」

「あのね、例えばヴォーカリストで言えば、サラ・ヴォーンにしてもエラ・フィッツジェラルドにしても、芯があって、声が太いでしょ？」

「はい。」

「ギターでも同じで、芯があって、太い音でなければ、相手に伝わらないものなんですよ。」

「あ、、はい！」

僕は今まで、そんな事を意識した事がなかったので、とてもショックで、頭を金槌で殴られたような気持ちになりました。

「あの…、先生…、、すみませんが、先生の音を録音したいので、もう一度弾いて頂けませんか？」

僕がそう言うと、先生は笑顔で答えました。

「いいですよ。」

「ありがとうございます。」

僕は持参して来たカセット・テープレコーダーのスイッチを入れました。

先生が、弾き始めます。

僕は感動で、手が震えました…

先生は弾き終えると、僕に言いました。

「それでは、このフレーズは次回までに覚えて貰うとして、時間まで、これからブルースをゆっくりから段々テンポ・アップして弾いて行きましょうか。」

「はい。」

「そうそう、加藤さんはジャズのブルースの曲で、何かテーマのメロディを弾ける曲はありますか？」

「あ…、、えっと、、、ビリーズ・バウンスだったら、弾けます。」

「それじゃ、今度は加藤さんがメロディを弾いてね。」

「はい、分かりました。」

急に自分がメロディを弾く事になり、また少し緊張しました。

「えっと、、うる覚えの所があるので、ちょっと練習しても良いでしょうか？」

「どうぞ。」

先生に見られながら練習をするのを、僕はとても意識してしまい、上手く練習が捗りませんでした…

「すみません…、、、」

指が冷や汗で濡れ、指板に滴ります。

「ちょっと待って貰えますか…？」

僕がそう言うと、先生は静かに言いました。

「はい。」

５分ほど時間を頂いて、やっと弾けるようになり、セッションとなりました。

最初は、だいたい人が歩くぐらいのテンポでしたが、２コーラス、３コーラスと回を重ねるごとに、テンポ・アップして行きました。

そして最後のコーラスで、またビリーズ・バウンスのメロディを弾いたのですが、その時にはかなりテンポが速くなっていて、僕はメロディを随分と間違えました…

先生とのセッションが終わると、僕は汗だくになっていました。

「すみません…、、、このテンポだと、まだ弾けません…」

僕がそう言うと、先生は真顔で僕に向かい、言いました。

「わざと弾けないテンポまで速くしたんですよ。」

「えっ！」

「そこまでテンポアップする事によって、普段弾くテンポが余裕を持って弾けるようになるんです。」

「あ…、そうなんですね。ありがとうございます。」

初日のレッスンは、こうして終わりました。

２時間が、あっという間に感じました。

先生はレッスンが終わると、玄関の横にある受付のような小さいテーブルへ行きました。

そして、「潮先School Of Jazz」と書かれた、月謝表の様な折り畳み式のクリーム色の紙のカードにハンコを押し、僕に手渡しました。

そこには「140」と言う番号がサインペンで書かれていました。

僕がそれを見て、先生に尋ねました。

「あの、この数字は何なんでしょうか？」

先生が、答えます。

「あ、その数字は、今まで僕に習った生徒の数です。」

僕はそれを聞き、驚きながら答えました。

「と言う事は、僕は140人目の生徒なんですね？」

「はい、そうです。」

「先生は、凄く沢山の生徒さんを教えて来られたんですね…、、ありがとうございます。頑張ります！」

僕はそう言って、潮先先生の教室の玄関を出ました。

外に出ると、雨が降っていたので、ギターを抱え代々木八幡駅まで走りました。

帰りの電車の中で、僕は先ほどの緊張がまだ抜け切れないでいました。

そして、その時僕は、「たとえ、一週間でも早く、先生に習って置けば良かった…」と、強く思いました。

何故そう思ったかと言うと、とても解りやすく教えて頂いた事は勿論ですが、とにかく「自分には、線路が引かれたんだ。」と言う安心感でした。

「この先生が引いてくれた線路の上を、ただひたすら走って行けば良いのだ…」…と、その時に思ったんです。

僕は夜中に家に帰ると、すぐにギターケースからギターを取り出して、先生が書いてくれたフレーズを、もう一度弾いてみました。

「これなんだよ！こう言う音を使うのが、ジャズなんだよな！」

僕は、そう心の中で呟きながら、興奮が冷めやらぬまま、明け方までギターを練習しました。

僕は来週も、その次の週も、同じ曜日と時間に、習いに行きました。

しかし、そんなある日、とても衝撃的な話を、間近で聞く機会があったんです。

いつもの様に、僕は先生にレッスンを受けていました。

すると、いきなりチャイムがなり、先生が玄関のドアを開けると、一人の長髪の男性が教室に入って来ました。

「やあ！久しぶりだね。」

先生が、、その男性に向かって、先ず声を発しました。

「先生…、大変ご無沙汰をしておりました。」

「まあ、こっち入って…」

先生が促して、その男性が入って来ます。

「向こうでは、どう？」

「はい、お陰さまで、何とか頑張ってやっています。」

先生とその男性との会話を、僕は耳をそば立てて聞いていました。

すると、その男性は、もともと潮先先生に習っていて、その後アメリカのバークリー音楽大学に行ったのだと言う事でした。

「あの…、ピアノやってる小曽根真さんとはルームシェアして暮らしていまして…」

「あ、そうなんだね！小曽根真さんのお父さんとは、昔僕は毎日、赤坂の東急ホテルのラウンジで一緒に演奏してたよ。」

「そうだったんですね…」

その男性はそこまで話すと、急に真顔になり、話し始めました。

「小曽根真さんはね、アパートに一緒に居るとね、急に思い立ったようにドライブに誘われるんですよ。」

「でね、、フリーウェイをいきなり凄いスピードで飛ばしたかと思えば、アパートの近くまで帰って来ると、その近くのカフェでコーヒーを一緒に飲む訳ですよ…」

男性は、一呼吸した後に、言葉を続けます。

「その後アパートに帰って来るや否や、『そう言えばさ、さっきカフェで、こんな曲掛かってたよね。』と言いながら、ピアノに向かって、その、さっきカフェで掛かってた通りのピアノを弾き出すんです。」

「本当、彼は天才だと思いますよ…」

話は、どんどん進んで行き、いよいよ、この男性が話したかったであろう話を続けます。

「でもね、小曽根真さんはね。バークリー音楽院の入学試験の時は、あるエピソードがありましてね…」

その男性は、そこまで言うと、急に小声になり、また話し始めました。

「彼は凄いテクニシャンだから、試験官の前で、オスカー・ピーターソンばりのコードと速いソロを弾いたんですが…」

「えっ？」

先生が、興味がある様に前屈みになり、言いました。

「それで？」

男性は、お茶を啜りながら、すぐに答えます。

「小曽根真さん自身は、かなり自信満々で弾いたと思うんですが…、、バーーンと弾き終わって、その後、その試験官、何て言ったと思いますか？」

先生が、答えます。

「凄いね…って？」

男性は、一呼吸してから、言いました。

「演奏し終えてから、試験官は…」

「うん。」

「『ところで、君は何処にいるのかな？』って、言ったんですよ。」

「へえ〜！」

「もし、これが日本だったら、すぐに『日本のオスカー・ピーターソン』として、もてはやされ、すぐにレコード会社が飛びついたりしますよね？」

その時、先生は、ただ首を縦に振り、頷いていました。

僕はその時、二人の会話を聞いて、こう思いました…

「アメリカでは、ジャズは個性というものがなければ、何も評価をしてくれない世界なんだ…」、と。

僕はその後、家に帰る途中の電車の中で、いろいろな事を考えていました。

「いつか、アメリカへ行ってみたい…」、と。

そして、その気持ちが次第に強くなり、その事ばかりを意識する様になっていましたが、丁度そんな時、僕の目に止まったある広告がありました。

「武蔵野音楽学院・バークリー留学科…」

僕は、その広告から目が離れませんでした。

「留学してみたいな…、、でも、そんなお金はないし、自分のようなバンドマンでは銀行から借りる事も無理だし、どうすれば良いんだろうか…」

そして僕は、毎日その事をずっと考える様になり、ついに父に相談をしてみました。

「じつは留学をしたいんだけど、僕の貯金では、とても難しいから、お金を貸して貰えないかな？」

すると父親は、下を向き、少しの間沈黙をした後に、静かに答えました。

「お父さんが、せめて10歳若かったらな…、、今では、とても無理だよ。」

その父の言葉を聞いて、とてもショックでしたが、その頃は第二次オイルショックの煽りがあった頃で、父の仕事も疲弊の中にあり、諦める他ありませんでした。

僕はその後、無我夢中でギターの練習を毎日続けました。

そして、潮先先生の教室に通って一年ほど経った頃、今までアドリブ・ソロを教わっていましたが、その後、メロディを和音で奏でる技法「ハーモナイズ」に移行します。

「ハーモナイズ」は、まさに、僕が一番初めにジャズの和音に魅せられた、あの浅草「国際」でのドライボーンズのギタリストのサウンドそのものでした。

「ディミニッシュ・アプローチ」

「ドミナント・アプローチ」

「クロマチック・アプローチ」

どの技法も、初めて知る事ばかりで、僕はジャズのコードを習える事に、興奮を覚えました。

潮先先生がライブなど外の仕事の時は、時々代講の先生に代わり、その先生が生徒に教えていました。

僕は24歳の終わり頃の10月、その日は、石渡さんと言う潮先先生の１番弟子とか２番弟子クラスのギタリストが、僕の授業を担当しました。

僕が教室に入り、レッスンを受け終わった時に、石渡さんが僕に向かい言いました。

「加藤くんは、今どんな仕事してるの？」

「あ、、一応、歌謡曲の伴奏をしています。」

すると、石渡さんが言いました。

「それは、勿体ないよ。ジャズの仕事紹介してあげるから、やった方が良いよ。」

「えっ！僕がですか？」

「そう今ね、ちょうど上野のお店で、ギタリスト探してるからさ。」

「そうですか！僕で宜しかったら、是非、宜しくお願いします！」

「それじゃ、そこのバンドのバンマスの電話番号教えるからさ。掛けてみなよ。」

「はい！ありがとうございます！」

僕は、いきなり飛び込んできた話に、胸が高鳴りました。

そして、次の日にそのバンマスの人に、電話を掛けました。

「プルルルル…、、、プル、カチャ…」

「はい、吉田ですが。」

その声は、少し甲高い声でした。

「あのう、加藤と申しますが、石渡さんの紹介で、電話をしました。」

すると吉田さんが、言います。

「ああ、石渡くんから聞いているよ。ユーはターギー(あなたはギター)だよね？」

「あ、はいそうです。」

久しぶりに聞いた、バンド用語でした。

「それじゃさ、うちのバンド、上野で演奏してるからさ。とにかく近いうちにターギー持って遊びに来てよ。」

「はい、わかりました。」

と言う事になり、僕は数日後に上野にある、そのお店へ行きました。

上野駅で降りて、湯島方面へ歩いて15分ほどの場所で、近くには不忍池が見えました。

お店に着くと、『クラブ・ほら吹き男爵』と言う看板が目に止まります。

それが、お店の名前でした。

お店の中に入ると、もう既に吉田さんとメンバーが居ました。

バンマスの吉田さんが、先ず僕に向かい、言いました。

「あ〜〜、、紹介するね。　彼ね、スーべー(ベース)の佐藤くん。」

「初めまして。加藤です。宜しくお願いします。」

僕がそう言うと、佐藤さんはニコニコしながら言いました。

「あ、佐藤です。宜しくです！」

佐藤さんは、とても明るくて感じの良い人に見えました。

挨拶が終わると、バンマスの吉田さんの手招きで、控室へ案内されました。

「あ、加藤くんって言ったよね。こっちに座って、ちょっと待ってて貰えるかな？」

「はい、分かりました。」

僕はそう言われ、椅子に腰掛けました。

するとバンマスの吉田さんは、すぐにステージの方に行きましたが、数分してまた控室に戻って来ました。

「あれ…、、、どうしたんだろう…」

吉田さんは、そう独り言を言いながら、少し落ち着かない雰囲気でした。

ベースの佐藤さんは、控室でウッド・ベースをケースから出して、練習をし始めました。

僕はその時、間近でウッド・ベースの音を聴いたのは初めてだったので、その音にずっと耳を傾けていました。

20分程、時間が経過しました。

すると、バンマスの吉田さんが、控室に早足で入って来て言いました。

「佐藤くん、あいつまだ来ないんだよ！参ったな…」

ベースの佐藤さんが、答えます。

「どうしたんですかね…、、もう直ぐステージの時間ですけど…」

その二人の会話を聞いていて、ギタリストがまだ来なくて心配をしているのだろう…と、何となく解りました。

僕も、腕時計を見ました。

その時、午後6時45分だったので、あと15分でステージが始まるのだろうと、僕は思いました。

バンマスの吉田さんも、ケースからアルト・サックスとクラリネットを取り出し、ウォーミングアップを始めました。

ベースの佐藤さんも、黒色の上着を着て、ステージに備えます。

何か分からない、緊張感が走ります。

と、その時、お店の人が控室に入って来たかと思うと、大声でバンマスの吉田さんに言いました。

「おい！困っちゃうよ、ギターの人、お店の入口のドアの前でアイスクリーム落として…、、そのままだよ！なにやってんの？」

吉田さんがその声に驚き、振り向きます。

「えっ！　あいつが？」

「あいつがじゃねぇよ、まったく！ほらっ！」

吉田さんはお店の人に指し図される様に、控室を慌てて出て行きました。

それを聞いて、ベースの佐藤さんも、落ち着かない表情に変わりました。

控室を出ると、そこには廊下があり、そのすぐ側にお店の入口があります。

吉田さんとお店の人が出て行った時、ドアを開けっ放しだったので、声が聞こえました。

「おい！おまえ何やってんだよ！」

吉田さんの声でした。

「………」

ギターの人の声は、小声で聞こえませんでした。

その後、数分の間怒鳴り声が聞こえていましたが、少しして急に静かになり、吉田さんが控室に入って来ました。

「えっと、ユー…、、加藤くんだっけ、、、あの悪いんだけどさ、今日からステージ立って貰えないかな？」

僕は、吉田さんのその言葉に、驚きました。

「えっ！今日からですか！」

すると吉田さんが、申し訳なさそうな仕草をして、言いました。

「いやね…、ターギー(ギター)の奴ね、スリク(薬)やってて、お店の入口にアイスクリーム落として、そのままにしてて、店長に怒られちゃってさ…、、、今あいつクビにして帰って貰ったからさ…」

僕は一瞬、唖然としましたが、やっと状況を把握し、答えました。

「わ、わかりました…、、、」

急にそんな事になり、凄く緊張しました。

僕はお店から黒い上着を借りて、ケースからギターを取り出しチューニングをしました。

とにかく、時間がありません…

バンマスの吉田さんが、僕に譜面を手渡します。

「これ、うちのレパートリーなんだけど、一応ABC順になってるから、宜しくね。」

「はい。」

その時は、もうステージ開始時間から10分ほど経過していました。

僕の準備が完了したら、すぐにステージに向かわなければならない状態でした。

譜面をチェックする時間もなく、さらに緊張感が高まります。

「お待たせしました！」

僕がそう言うと、バンマスの吉田さんとベースの佐藤さんが立ち上がり、控室を出て行きました。

僕も、急いで二人の後を着いて行きます。

僕は彼らに続きステージに上がり、バンマスの吉田さんの指示を待っていました。

吉田さんが一番前に立ち、その斜め右後ろに僕が立ち、僕の斜め左後ろにベースの佐藤さんが立ちました。

その直後、吉田さんが急に後ろを向き、曲目のタイトルを言いました。

「一曲目、メモリーズ・オブ・ユー！Eフラット、加藤くん、イントロ下さい。」

「えーと、ちょっと待ってください…」

急にタイトルを言われ、イントロも弾かなければならない…

確かにこの編成では、コード楽器は自分一人だったので、当然イントロは僕が弾かなければならないけれども、この時は、そこまで機転が回りませんでした。

僕は、束になった数十曲ある譜面の中から、そのタイトルを急いで捜しました。

しかし、その瞬間でタイトルを探せなかった為、僕は、すぐにもう一度言いました。

「すみません…、、ちょっと待って下さい！」

「あっ、メモリーズ・オブ・ユー、知らない？」

「知っている曲なんですが、まだコードを知らなくて…」

その時、吉田さんは、少しイライラしたような表情になり、黙っていました。

この時間…、、、譜面を捜している時間が、とても長く感じました…

「あ、、見つかりました！」

僕がそう言うと、吉田さんはすぐにカウントを出しました。

「１・２・３・４…」

僕はこの時、潮先先生からハーモナイズを習い始めて間もない頃だったので、まだイントロを弾けるような技量がありませんでした。

しかし実戦の場に立ったら、理由など言っている場合ではありません。

メロディを弾きながらコードを弾くなんて事は出来なかったので、主旋律もなく、とにかく単純にコードを鳴らしてイントロを弾きました。

正直この時は、たった４小節なのに、自分で何を弾いたのか、まったく覚えていません…

僕が辛うじてイントロを弾くと、クラリネット(アルト・サックス兼任)の吉田さんも、ベースの佐藤さんも入ってくれて、その後、吉田さんのアドリブ・ソロのあと、自分のアドリブ・ソロも終わり、ベースのアドリブ・ソロも終わり、8バースや4バースを経てテーマに戻り、その曲のエンディングを迎えます…

しかし僕は、その時も無我夢中で、余裕がまったく有りませんでした…

最後にいきなり二人の音がなくなります…

「あっ…、、そうだ！　エンディングを弾くのも、自分の役目だ…」

咄嗟にそう思い、何とかコードだけのエンディングを考えて、その場を凌ぎます。

バンマスの吉田さんが、客席に向かい、深々とお辞儀をします。

そしてまた、急に後を振り向き、言いました。

「イースト・オブ・ザ・サン！」

こんな風に、自分は見学に来たその日から、冷や汗が滴り落ちる様な事となりました。

毎回の曲で譜面を捜し、僕はあたふたとしながら、大汗をかいてステージを降りました。

メンバーが、控室に向かいます。

僕は、廊下を歩いている時、控室に入ったら吉田さんに何と言われるのかと、ヒヤヒヤしていました。

メンバーが控室に入り、吉田さんも佐藤さんも、椅子に腰掛けました。

続いて、僕も椅子に腰掛けました。

しばらくの間、沈黙がありました。

その時、僕は何かを言おうと言葉を探していました。

しかし、吉田さんの方から先に言葉を発しました。

「潮先さんのお弟子さんって言うから、もうちょっと弾けるかと思ってたんだけど…」

吉田さんにそう言われ、僕は顔が真っ赤になる位、恥ずかしくなりました。

吉田さんが、続けます。

「まあ今日ね、、急にステージ立つ事になって、慌てたかも知れないけど、プロだったら曲も知らなきゃダメだし、イントロもエンディングもしっかり弾かなくちゃ！」

「はい、すみません…」

僕は、身体が硬直しました。

しかし、さっきギターの人は帰ってしまったし、この後残る２回のステージは、どうなってしまうんだろう…と、僕は身体がこわばり切迫感に襲われました。

そして、僕はその時、何処を見て良いのか分からず、ずっと上を向いたり下を向いたりしていました。

すると、しばらくして吉田さんは何故か、さっきまでのイライラした感情が薄らいだかの様な穏やかな表情になり、急に僕の方を向きながら言いました。

「じゃ、仕方がないから、次のステージでやる曲、休憩時間に決めとこうか。」

「はい、ありがとうございます。」

僕は、吉田さんにそう言って頂き、少し気持ちが落ち着きました。

吉田さんが、次にやる曲目を言いました。

「１曲目は、ムーン・ライト・セレナーデ。

２曲目は、ムーン・グロウ。

３曲目は、星に願いを。

４曲めは、…… 」

そんな風に、曲が決められて行きました。

僕は前もって曲を決めて頂き、それによって譜面を確認する事が出来て、イントロやエンディングも考える時間が出来ました。

そしてその日は、そんな状態でも、何とかステージを終えました。

最終ステージが終わり、僕がギターの片付けもし終わり控室へ行くと、吉田さんと佐藤さんは、すでに椅子に腰掛けていました。

今日は思ってもいない展開になってしまったけれど、僕は内心、ジャズ・ギタリストのプロとしてやって行くには程遠いと、正直痛感しました。

僕は控室に入り、まずバンマスの吉田さんに言いました。

「今日は、ご迷惑をおかけしてしまい、すみませんでした…、、、これから勉強しますので、いつかご一緒に演奏させて頂けたら…」

と、そこまでいうと、吉田さんが僕の言葉を遮るように言いました。

「大丈夫、大丈夫！ 現場慣れが大事だから。」

僕は、吉田さんのその言葉を聞き、耳を疑いました。

「えっ！」

そして僕は、しばらく放心状態になりました。

吉田さんが、言葉を続けます。

「加藤くん、うちでこれから弾いてくれないかな？」

僕はその時、その言葉は嬉しかったのですが、自分の力の無さに、この先務まるのだろうか…と、心配になりました。

少しの、沈黙がありました。

すると、ベースの佐藤さんがニコニコとした笑顔で、言ってくれました。

「加藤さん、今日は急な展開になっちゃって大変でしたけど、やっていれば慣れると思いますよ。」

その佐藤さんの言葉を聞いて、僕は、少し勇気を貰った気がしました。

「ありがとうございます…、、宜しくお願いします！」

僕がそう言うと、吉田さんが言いました。

「じゃ、明日から来れる？」

僕は元々、たとえ採用されても、翌日からとは想像もしていませんでした…

慌てて、僕は言いました。

「あっ…すみません、、、今月いっぱいは仕事入っていまして、来月からでしたら出来るんですけど…」

吉田さんは少し曇った表情になりましたが、少しして、僕に向かい言いました。

「う〜ん、それじゃその間は、石渡くん(前述のギター代講講師)に来てもらうか、別のターギーに聞いてみるか…」

吉田さんにそう言われて、正直、僕は少し心配な気持ちになりました。

来月になる前に、他のギターの人に決まってしまうのではないか…と。

しかし、いま決まっている仕事を断る訳にはいかないので、僕は吉田さんに言いました。

「すみません、、宜しくお願いします。」

その日は終わり、僕は家に帰りました。

帰りの電車の中でも、まだ緊張が抜けないでいました。

僕は電車の中で、大きく深呼吸をしました。

来月になるまでの間、僕は心の中で自問自答を繰り返していました。

「吉田さんのバンドには入りたいけれど、入ったら大変なんだろうなあ…、、、結局務まらなくて、辞めさせられてしまうかも知れない。」

「いや…、せっかくのチャンスなんだ。これを逃してどうする！何がなんでも齧り付いて、頑張るしかないだろう！」

「でも、、まあ、その前に、まずはバンドに入れるかどうかが先だ…」

そんな悶々とした日々を重ね、とうとう今月もあと数日となり、僕は吉田さんからの連絡を、緊張しながら待っていました。

僕は「ヤンヤン歌うスタジオ」の収録が終わり、家に夜８時半頃に帰って来ました。

テレビの収録は、拘束時間が長い上、張り詰めた緊張感の中で演奏をするし、アンプも運ばなければならないので、毎回、かなり疲れて帰って来ていました。

アパートに着き、ソファーに腰を下ろし、天井を見つめていました。

その時でした…

「プルルルルルルル…」

「カチャ…」

「はい、加藤ですが…」

「あ、加藤くん？　吉田です…」

僕はその声を聴いた瞬間、一気に緊張しました！

「あっ、、吉田さん…、こんばんは…」

「あの加藤くんさ、もうすぐ来月だけど、うちで演奏出来るかな？」

「あ、ありがとうございます！　どうぞ宜しくお願いします。」

この時、他のギタリストに決まらなくて、僕はほっとしました。

「それじゃ来月初め、夜６時にお店の控室に来てね。そうそう、、上下黒のスーツでね。あとね、、、今度はアンプを持って来てね。」

「はい、分かりました。」

電話を切ると、先程まで仕事で疲れていた自分が嘘のように、活力がみなぎるのを感じました。

「ああ、良かった…」

そしていよいよ、その当日がやって来ました。

約束のとおり、夜６時に上野の「クラブ・ほら吹き男爵」へ行きました。

まず店内のステージに行き、アンプをセッティングしました。

そして控室に着くと、もう既にベースの佐藤さんが練習をしていました。

「佐藤さん、おはようございます。今日からご一緒させて頂く事になりました。」

僕がそう言うと、佐藤さんはいつもの様にニコニコとしながら、言いました。

「こっちこそ宜しくね！吉田さんから、話を聞いていましたよ。楽しくやろうね！」

「はい、宜しくお願いします！」

僕と佐藤さんが話をしていると、バンマスの吉田さんがゆっくりと控室に入って来ました。

「やあ、加藤くん、宜しくね。」

「あ、、吉田さん、こちらこそ宜しくお願いします。」

僕も挨拶をすると、吉田さんはすぐに譜面の束を僕に渡しました。

そしてすぐに、選曲をしてくれました。

ステージの時間ギリギリではなくて、時間に余裕を持たせてくれて、その時はとても助かりました。

僕はすぐにギターケースからギターを取り出し、練習をしました。

その後少しして、吉田さんもウォーミングアップを始めます。

「さあ、行こうか！」

時間となり、吉田さんが号令をかけます。

その日のステージも、とても緊張感のある状態で演奏をしましたが、イントロやエンディングなど、数日間練習する事が出来た分、前回より少しは余裕を持つ事が出来ました。

そして、その日の演奏がすべて終わり、メンバーは控室に戻ります。

控室に入ると、すぐにバンマスの吉田さんが、僕とベースの佐藤さんに向かって言いました。

「お疲れさま！」

続けて、僕と佐藤さんが言いました。

「お疲れさまでした。」

僕はその後、ギターをケースに仕舞い、吉田さんに譜面の束を渡そうとしました。

すると、吉田さんは少し強い口調で言いました。

「あ、譜面ね、今日から毎日家に持って帰って、練習してくれるかな？」

「はい、分かりました！」

僕がそう言うと、すぐにまた吉田さんが言いました。

「一週間で、この50曲全部覚えるように。」

その言葉に、驚きました。

「はい。」

僕はそう答えたものの、この50曲のこの譜面の束を、たった一週間で覚えなければいけないとは、俄かには信じられませんでした。

しかし、従うしかありません。

僕は家に帰る途中の電車の中でも、その譜面をずっと見て覚えました。

「イントロは弾かなければならないから、まずキーは先に覚えとかないといけないな…」

次の日も、また次の日も、家でも電車の中でも、それは同じでした。

そして、日にちがどんどんと経ち、あっという間に一週間になろうとしていました。

「まずい…もう、あと二日で譜面を返さなければいけない…、、、でも、まだ半分しか覚えられていない…、、、どうしようか…」

僕はまた、自問自答を繰り返します。

「でも、こんなの無理だよな…、、、50曲も一週間で覚えるなんて…」

「明後日になって覚えられなかったって言えば、それじゃ、また譜面持って帰って良いって言ってくれるよな…」

そんな事を考えながら、ついにその日がやって来ます。

僕が控室に入ると、いきなり、そこに吉田さんが居たので、少しドキっとしました。

「お、おはようございます…」

「やあ、おはよう！」

その後、沈黙が続きます。

僕は、その日は緊張していました。

なかなか、吉田さんに話し掛けられないで居ました…

しばらくして、ベースの佐藤さんが入って来ます。

「おはようございます！」

「やあ、おはよう！」

吉田さんは、佐藤さんにも同じように、笑顔を浮かべながら挨拶をして、何だか今日の吉田さんは、いつもより機嫌が良いように、僕の目には映りました。

いつもの様に、僕も佐藤さんも控室で練習を始め、本番を迎えます。

このバンドに入ってから、一週間。

僕はもう大分慣れてはいましたが、本当に今日終わったら、もう譜面は見せて貰えないのか…

楽しそうに演奏している吉田さんの顔色を見ていると、その事は、もしかしたら忘れているのかも知れない…と、僕は思うようになって来ました。

そして、いつもと何も変わらず、最後のステージを終え、メンバーは控室に戻ります。

「お疲れさまでした。」

僕が先ず、吉田さんに向かい言いました。

すると吉田さんは間髪入れずに、応えます。

「お疲れさん！」

その吉田さんの明るい声に、僕は心の中で確信しました。

「大丈夫だ…、、、吉田さんは、あの事を忘れている…」

僕がそう思った瞬間、佐藤さんが言いました。

「吉田さん、お疲れさまでした！」

吉田さんは、同じように明るい声で言いました。

「やあ佐藤くん、お疲れさま！」

その後、メンバーは無言で楽器をケースに仕舞い、着替えも済ませ、それぞれが控室のソファーに腰掛けました。

その時、吉田さんが沈黙を破ります。

「そうだ！今日は阪神、勝ったかなあ！」

吉田さんは、プロ野球の阪神タイガースの大ファンでした。

僕が、すかさず答えました。

「あ、、勝ったみたいですよ！ランディ・バースがホームラン打ったみたいです。さっきラジオで流れていました！」

「そっか〜、、やっぱりバース、最高だよな〜！今年は優勝かな〜！」

正直、その時僕は、そんな世間話をして、そのまま譜面を持って帰ろうと思っていました。

すると、いきなり吉田さんが言いました。

「加藤くん…」

「加藤くん、そうそう…、、、もう一週間経ったから、譜面返してくれるかな？」

勿論、想像はしていましたが、その言葉を実際に聞き、僕は身体が硬直しました。

「あっ…、、、すみません…、、一週間ありがとうございました。お返しします…」

僕は、慌てて譜面を返しました。

その後僕は、何か喋ることも出来ず、無言でいました。

「吉田さんは、やっぱり忘れていなかったのか…」

僕は、心の中でつぶやきました。

その日は終わり、次の日からはいよいよ譜面なしでのステージが始まります。

僕は家に帰っても、譜面の各曲を思い出していました。

その夜は、曲の事をずっと考えてしまい、なかなか寝つけないでいました。

次の日になると、起きた途端にドキドキと心臓の高鳴りを感じます。

「とにかく、やるしかない。」

僕は自分に言い聞かせて、家を出るまでの時間、ギターの練習をしていました。

「よし、行こう！」

出掛ける時間となり、支度をしました。

そして、ギターを背負い、外へ出ました。

「クラブ・ほら吹き男爵」に着き、控室でまた、僕はギターの練習を始めます。

吉田さんが来るまでの時間が、長く感じました…

「おはよう！」

吉田さんが、いきなり控室に入って来ました。

「あ、、おはようございます！」

緊張が、走ります。

続けて、ベースの佐藤さんが入って来ました。

また挨拶をして、その後、3人は黙々と練習をしていました。

そして、いつもの様にステージの時間がやって来ます。

「行こうか！」

また、吉田さんの号令とともに、メンバーはステージに向かいました。

ステージに上がると、バンマスの吉田さんはすぐに後ろを向き、曲目を言います。

「マンハッタン！」

「はい。」

何の曲から始まるのかドキドキしていましたが、この曲は覚えていた曲だったので安心しました。

僕はキーFでイントロを弾くと、吉田さんも佐藤さんも入って来てくれました。

何とか、一曲目は無事に終了します。

「それじゃ、次はドミノ！」

「はい。」

イントロを弾き曲に入りましたが、途中で僕はコードを見失います。

「えーと、ここのコードは何だったっけ…マズイ、、、」

しかし、アルト・サックスのメロディとベースのルート音によって、何のコードかを辛うじて思い出す事が出来ました。

「良かった…」

そうして、次の曲もその次の曲も、二人の音を聴きながら思い出す事が出来て、その日のステージは、何とかすべて無事に終える事が出来ました。

「そうか…、、周りの音を聴いていれば、何とかなるものだな…」

僕は、次第に演奏に慣れて来ました。

しかし、じつは、そこに油断が隠れていました…

「ジャズギター師事から、ジャズギタリストへ」

僕がこのバンドに入ってから、1ヶ月が経とうとしていました。

その頃、僕はステージで、すべての曲を緊張もなく弾けるようになっていて、調子に乗っていました。

そんなある日、とんでもない事が起きます。

その日は、2ndステージから満席で、バンマスの吉田さんはとても上機嫌でした。

吉田さんが、客席に向かっていきなり言いました。

「え〜と、、皆さん何かリクエストはないですか？　何でもどうぞ！」

その言葉を聞いて、僕は少し不安になりました。

お客さんは、リクエストでどんな曲を言って来るのか分からないからです。

でも僕は、「ま、いいや…、、いつもの様に、サックスとベースの音を聴いて行けば、何とかなるだろう…」と、たかを括ります。

すると、一人のお客さんが大きな声で言いました。

「ワッツ・ニューやってくれる？」

「はい、わかりました。それではお送りします。」

吉田さんは客席に向かってそう言うと、すぐに後ろに振り向き、言いました。

「ワッツ・ニュー、キーC！」

この曲はバンドのレパートリーにはない曲でしたが、以前から聴いて知っていたので、バラード曲だと言う事は分かっていました。

「はい。」

僕は、キーCで、４小節のイントロを出しました。

そして吉田さんのアルト・サックスのメロディが入り、佐藤さんのベースも入ります。

しかし、いきなり２小節辺りから様子が変になって来ます。

「あれ…、このコードは何だろう…、、まったく分からない、、、おかしいな…」

いつもだったら、コードの輪郭がだんだんと分かってくるのに、この時はまったく分かりません。

僕は居た堪れなくなり、後ろを向き、佐藤さんに小声で言いました。

「いま、コードなに？」

すると佐藤さんが、すぐに答えました。

「俺も、知らねえよ！」

「えっ！」

僕は、焦りました。

その後、僕もベースの佐藤さんも、コードがまったく分からないまま弾き続けます。

吉田さんは、怪訝そうな顔をしながら、たまに後ろを振り向いていました。

そして１コーラスのメロディを吹き終えると、最後の音を吹き伸ばしたまま、その場で吹くのをやめました。

吉田さんはニコニコとして、客席に向かいお辞儀をしてから、マイクで言いました。

「どうもありがとうございます！　リクエストにお応えして、ワッツ・ニューをお送り致しました。」

そう言ったあと、すぐに後ろを向き、僕たちに向かって言いました。

「バカヤロウ！！お前ら、何やってんだっ！！」

そのステージが終わり、控室に戻ってからは、当然のようにこっ酷く怒られます。

「何だよ、さっきのワッツ・ニューは！　お前ら、こんな曲も知らねえのかよ！バカヤロウ！」

「すみません…」

僕は新人だったし、素直に謝りました。

しかし、佐藤さんは食い下がります。

「吉田さん、そう言われても、いきなりアンコールに応えるなんて、僕らには無理ですよ。」

すると吉田さんは、さらに口調を強めて言います。

「俺に歯向かうのか！　それだったら辞めてもらっても良いんだぞ！」

佐藤さんは、黙っていました。

そんな事もありましたが、楽しい事もありました。

ただ…

ある日の事でした。

佐藤さんが、僕に言います。

「そう、加藤さんって、歳いくつなの？」

「この間、25歳になりました。」

すると佐藤さんは、驚いた顔をして言いました。

「えっ！それじゃ、俺と同い年じゃん！」

「えっ〜、そうなんだね！」

その時から、僕と佐藤さんは、とても仲が良くなりました。

僕が佐藤くんの住む大岡山のマンションへ遊びに行ったりして、二人でずっとジャズのレコードを聴いたり、一緒に食事に行ったりしました。

また、僕はその頃ちょうど運転免許を取得した頃だったので、休みの日は一緒にドライブをしたりして、あちこちに遊びに行きました。

僕はだんだんと佐藤くんと仲良くなって来て、仕事上での疑問も打ち明けます。

「あのさ…、、吉田さんさ、、機嫌のよい時と悪い時があるように感じるんだけど、気の所為かな？」

すると、佐藤くんは即座に答えました。

「あ、、スリクやってるもんね。でもさ、それが無くなってケーサ(酒)飲んでる時の方が厄介なんだよね。」

僕はその時、その話を聞いて驚きました。

「そうだったのか…」

実際その頃、吉田さんは佐藤さんに対して、時々文句を言っていて、それが僕は、とても気になっていました。

「確かに、そうだ…、、間違いなく、機嫌のいい時は良いけど、機嫌の悪い時は酷かった…」

ある時、休憩時間の控室で、吉田さんが佐藤さんに向かって言いました。

「おい！お前のビートは詰まってるんだよ！」

その言葉に対して、佐藤くんは怯むこともなく、言い返します。

「そうですかね？」

すると吉田さんが、ムキになって佐藤くんが座っている椅子を思いっきり蹴飛ばしながら、怒鳴りました！

「なんだその態度は！　おい、さっきの曲『フォーリング・イン・ラブ・ウィズ・ラブ』のベース・ランニング弾いてみろ！」

吉田さんがそう言うと、佐藤さんがベース・ランニングを弾き始めます…

「ドゥン、ドゥン、ドゥン、ドゥン…」

すると、いきなり吉田さんが、また怒鳴ります。

「今度は、喪たってる！　どう思う加藤くん…」

僕は、いきなりそう聞かれてビックリしましたが、感じた事を正直に答えました。

「喪たっていないと思います。」

吉田さんは、少し怪訝そうな顔になりながらも言いました。

「そうか…、、、でも、ステージでは詰まってるんだよな。」

ここで少しの沈黙がありましたが、僕は、以前から吉田さんがよく使っていたその言葉が気になったので、聞きました。

「すみません、、『詰まってる』と言う意味が分からないんですが…、どう言う意味ですか？」

すると吉田さんは、少し困った様な表情になりました。

「う〜ん…、、、とにかく、詰まってるんだよ…、、何となく分かるだろう。」

その時、きっと言いたかった言葉があったのかも知れませんが、吉田さん自身も説明が出来ない事だったんだと思います。

また別の日も、同じような事がありました。

ある日、ステージで「ローラ」と言う曲を演奏した時、ステージから降りて来て、すぐに吉田さんが佐藤くんに言いました。

「さっきのローラの最後の方の小節の、あのパッシングはなんだよ！」

佐藤くんが、ベースを弾きながら答えます。

「えーと、ここでしょうか？」

「違うよ、ここだよ！」

吉田さんはいきなり立ち上がって、アルト・サックスを手に取り、メロディを吹き出します。

「ここ、ここ！」

佐藤くんが、答えます。

「あ、それじゃ、ここですね？」

すると吉田さんが、また僕の方を向き言いました。

「そうそう、そこだよ！　加藤くんは、どう思う？」

僕は、佐藤くんのベースを聴いていて、正しいと思いました。

「正しいと、僕は思います。」

すると吉田さんは、少し強い口調で言いました。

「でも佐藤、ステージでは、そう弾いてなかっただろ！　あの時のパッシングはなってないんだよ！」

佐藤くんは、その吉田さんの言葉に言い返します。

「あの、今、ステージとまったく同じに弾きましたけど。」

吉田さんは、少し沈黙した後に、小声で言いました。

「まあ、とにかく気をつけろよ。」

このバンドでは、いろいろな事がありました。

「ほら吹き男爵」での毎日の演奏の他に、合間を縫って、新宿歌舞伎町の「ポニー」と言うジャズ・レコード喫茶でライブをしたり、新宿二丁目の「バードランド」と言う古いお店でもライブをしたりしました。

その中でも、僕の記憶に深く残っているのは、「バードランド」での事でした。

ある日の夜中、このバンドで、その新宿二丁目にあるお店でライブをした時の事です。

吉田さんと、佐藤くん僕と、その他にテナー・サックスの清水さんと言う人が急遽メンバーに加わり、ライブをしました。

１ステージ目の一曲目「マック・ザ・ナイフ」を、演奏していました。

まずテーマのメロディとアドリブ・ソロをテナー・サックスの清水さんが吹き、その後、吉田さんのアルト・サックス、そして、僕がギターのアドリブ・ソロを弾いていました。

清水さんも吉田さんも、４コーラスのアドリブ・ソロを吹いていたので、僕もその位のソロを弾こうと思っていました。

しかし、自分のアドリブ・ソロが２コーラス目に差し掛かった時、テナー・サックスの清水さんがいきなり僕の方に近寄り、耳元で囁きます。

「お前、もういいよ。」

「えっ？」

僕は、その声を聞き取れませんでした。

しかも自分はまだアドリブ・ソロを弾いているので、何度も聞き返す事も出来ないでいました。

すると、また清水さんが僕の方に近寄り、言いました。

「もういいって言ってんだよ。」

「えっ？」

僕が2度目に聞き返した時、清水さんの声が大きくなります。

「早くやめろよ！」

その時、僕はやっと、その言葉を聞き取れました。

しかし僕は、「リーダーではない人にそう言われて、何で自分だけが、そんなに早くアドリブ・ソロを終わらせなければいけないのか…」と心の中で思い、反発をしました。

その後、何度も清水さんは近寄っては、嫌な言葉を言い続けましたが、僕は弾き続けました。

そのステージが終わり、休憩時間にバンドメンバーは皆、階段の踊り場に集まります。

すると、清水さんがいきなり僕の方に近寄り、強い口調で言いました。

「お前、名前なんて言うんだ？」

「加藤です。」

「お前、俺がやめろと言ったら、すぐやめるんだよ！分かんねぇのか？」

「すみません、でも、清水さんも吉田さんも４コーラスのアドリブ・ソロを吹いていたので、僕もそのサイズで考えていました。」

「おい、何言ってんだ！　お前のソロを４コーラスも、誰が聴きたがるんだよ！」

清水さんは、かなり酔っ払っていました。

勿論、自分はこのジャズの世界に入って間もないし、自分のアドリブ・ソロは良いものではないと思っていましたが、その高圧的な言葉には、憤りを感じました。

そんな事もあり、佐藤くんに対する吉田さんの事もあり、僕は次第に、このジャズバンドに対して、疑問を持つようになって来ます。

そして、その決定打として強く思ったのは、次の事でした。

ある日、吉田さんのアルト・サックスの教え子の小学生の男の子が事故で亡くなってしまい、母親がクリスチャンと言う事もあり、追悼ミサが行われ、その教会で追悼ライブをする事になりました。

とても広い教会でした。

吉田さんは、相変わらず酒を煽りながら、アルト・サックスを吹いていました。

そして控室に戻ると、いつもの様に佐藤くんに怒鳴っていました。

その時、なんと岡田竜也とニュー・グローリィの頃のジローさんと矢嶋くんが、追悼ライブを観に来てくれたのです。

彼らとは、久しぶりの再会でした。

彼らの近況を聞くと、今はかつてのヴォーカルの岡田さんは引退して、代わりにキーボードの早川さんがリーダーとなり「サラダ・カンパニー」と言うグループを新たに結成したけれど、そのバンドも解散して、今ジローさんと矢嶋くんは「馬場＆落合(当時それぞれが住んでいた地名から決めたネーミングだそうです)」と言うユニットを組んで、イーグルスのコピーやオリジナルを中心にライブ活動をしているとの事でした。

そして近々、渋谷の「La.mama」と言うライブハウスで演奏すると言うので、僕は早速行って来ました。

二人は笑顔でハモりながら、演奏をしていました。

その二人の姿を見ながら、僕は今の自分と比較して、色々なことを考えていました。

あんなイビリの世界は、もう嫌だな…

僕は、あのバンドボーイの時、散々、嫌な事を味わって、やっとプロになったと思ったら、またイビリの世界が待っていた…

それに比べて、ジローさんと矢嶋くんは、なんて楽しそうに演奏しているんだろう…

その日の夜は、家に帰っても、僕はずっと考えていました。

そして次の日は、心が悶々とする中、いつものように、上野のクラブ「ほら吹き男爵」へ行きました。

当然のように、いつもの光景です。

休憩時間に、佐藤くんが僕に向かい、いきなり小声で言いました。

「俺さ、そろそろこのバンド辞めようとかと思っててさ…」

その言葉を聞いて、僕は驚きましたが、当然、納得もしました。

「そうだよなあ…、、いつもあんな調子じゃ、やってらんないよな。でもさ、じつは…」

とその時、バンマスの吉田さんが控室に入って来ました。

「バタン！」

ドアを閉めて、スタスタと早歩きで、いつものソファーに腰掛けます。

話は、中断されました。

それから数日後、また佐藤くんと控室で二人だけになった時、今度は僕から話しかけました。

「そう、この間の話だけどさ。僕もこのバンド嫌だからさ。佐藤くん辞めるんだったら、僕も一緒に辞めるよ。」

すると佐藤くんが、言いました。

「おう、いいね！一緒に辞めようよ！で、いつ吉田さんに言おうか？」

「そうだね。まだ今月始まったばかりだから、半ば頃になったら言おうか。」

「そうだな。辞めると言ったらイビリが更に酷くなるかも知れないしな…、、何なら今月の後半でも良いんじゃないか？」

「そうだな…、、そうしようか！」

僕と佐藤くんは、決意を固めました。

ところが、その月の半ばごろになり、吉田さんが思わぬ事を言います。

「加藤くん、佐藤くん…、、、悪いんだけどさ、急だけど、ここのお店、来月から閉店する事になったんだよ。」

その突然の言葉に、二人は驚きます。

「えぇーー！！そうなんですか！！」

閉店に驚いたと言うよりも、どちらかと言うと、僕たちの思惑とあまりにもタイミングが良過ぎて、それにビックリしました。

吉田さんが、話を続けます。

「まあ、今までいろいろあったけど、また加藤くんにも佐藤くんにも仕事頼む時があると思うから、その時は宜しくね。」

その時の吉田さんは、いつものイライラした感じがなく、不思議と落ち着き払った感じでした。

こうして、吉田さんのバンドは、突然に終わりました。

僕はその後、あの楽しそうに演奏していたジローさんと矢嶋くんのユニットの事がどうしても気になり、車を走らせ、彼らに会いに行きました。

その場所は、新宿区にある中落合公園の隣にある、ジローさんの住むマンションでした。

僕がそのマンションに着くと、ジローさんと矢嶋くんが快く迎えてくれました。

「やあ、よく来たね！　泉ちゃん、入って入って！」

ジローさんが、まず手招きをしながら言いました。

そして、ジローさんの後ろには、矢嶋くんが立っていました。

「おう、加藤！場所すぐ分かったかよ？」

「おう、すぐ分かったよ。」

先日の教会の追悼ライブや、渋谷の「La mama」での彼らのライブからまだ二ヶ月程しか経っていなかったけれど、リラックスした気分で会ったからか、何だか久しぶりに会ったような、そんな不思議な気持ちになりました。





ユニット結成と、オリジナル曲制作の日々

ジローさんは以前、僕も所属していた歌謡コーラス・バンド「岡田竜也とニュー・グローリィ」のドラムスとヴォーカルを担当していましたが、この時はヴォーカルとギターを弾いていました。

そして矢嶋くんは、高校時代から一緒にバンドをやって来た親友であり、「岡田竜也とニュー・グローリィ」でも、ギターとヴォーカルを担当していたメンバーの一員でもありました。

ジローさんがコーヒーを淹れてくれて、僕に向かって言いました。

「泉ちゃん、こないだは渋谷のライブに来てくれておおきにね〜！そう、あれからね、新曲出来たんよ！ちょっと聴おってくれへん？」

「あ、是非聴きたいです！」

そう僕が言うと、ジローさんはカセット・レコーダーに手を伸ばして、スイッチを入れました。

「カチャ…」

スイッチの音の後、少しして曲が流れ始めました。

そして曲が流れると同時に、ジローさんが微笑みながら、その曲についての解説を始めます。

「これな、今は夏始まったばかりやけどな、、【夏The End】って言うタイトルでな、、夏の終わりの失恋ソングで、めっちゃ切ない歌詞なんやわ…」

ジローさんは言葉数が多く、曲に耳を傾けたいのに、喋りまくっていました。

すると矢嶋くんが、笑いながら静かに言います。

「ジローさん、それだと加藤が曲を全然聴けないですよ。」

「アハハハ、、、ほんまや！」

ジローさんは、黙りました。

曲がサビにに入り、この曲の切なさが更に心に響きます。

「おーー！良い曲ですね〜！」

僕は思わず、叫びました。

その曲が終わり、次の曲に入ります。

すると、またジローさんが語り始めます…

「泉ちゃん、この曲も聴いて！これね、矢嶋くんが作った曲でね、「わろとくれ！」っちゅう曲なんやけど、これも切ない曲や…」

この時は、僕は黙っていましたが、矢嶋くんがすぐにジローさんに向かって言いました。

「ジローさん、【わろとくれ！】じゃなくて、【笑っておくれ】ですから。」

「ほんまや！」

3人は、ゲラゲラと笑いました。

こうして、結局５曲を聴いたのですが、どの曲も凄く良いなあと、僕は正直に感じました。

「どの曲も、凄く良いですね！」

僕がそう言うと、ジローさんが答えます。

「そうやろ…、、ワイら、ユニット結成してから、あっちゃこっちゃの場所でストリート・パフォーマンスやって、道行く人にいろいろヤジ飛ばされながら悔しい思いしてやって来たけど、最近になってやっとまとまって来てんで。」

すると、矢嶋くんが言いました。

「加藤…、、公園とかでもやったんだけどさ、、けっこうさ、音が煩いって苦情言われたりさ、、あと、警察呼ばれたりして、大変な時もあったよ…」

矢嶋くんは、話を続けます。

「そう、喧嘩売って来る奴も居てさ…、、、でも、ジローさんがすぐに対処してくれたけど。」

「ワハハハ！！　喧嘩なら、百戦錬磨やからワイ！どないなヤツ来ても追い返すさかいに！」

「ワッハッハ…」

3人は、また大声で笑いました。

「そうかあ、、、屋内のライブと違って、野外だったらいろいろな事があるだろうね…」

僕が答えると、ジローさんが言いました。

「あと、真冬の時はギター弾いとっても指が悴んでもてさ。しもやけになって、Fのコードがキツいねんなぁー、これが…」

僕はその話を聞き、自分の今までの経験と照らし合わせて、考えました。

「自分は今まで、嫌な経験ばかりをして来たと思っていたけれど、どの世界でも、大変な事はあるものなんだな…」、と。

ただ録音を聴いて、コード進行やアレンジについて、「もっと、こうしたら良いかも知れない…」と、あくまでも主観的に、僕はそう思いました。

それと同時に、「この二人のハーモニーに、もう一声加わったら、アレンジに幅が出て、きっと面白いだろうな。」と思い、僕は軽々しくも言ってしまいました。

「僕もこのユニットに入りたいなあ…」

「えっ！」

僕のその言葉に、ジローさんと矢嶋くんは、驚いた様な顔で振り向きました。

矢嶋くんが、言います。

「でもさ、加藤はジャズのバンドやりながらだったら、難しいんじゃないかな？」

僕は、慌てて答えました。

「あ、、伝えてなかったけど、、じつは、もう上野のお店が閉店してしまって、あのバンドも無くなってしまったんだよ。」

ジローさんが、すぐに応えます。

「そうやったんかーー！！、、あのバンド、なんか見てて陰険な感じやったもんな…」

その後、少しの間沈黙があり、ジローさんが言葉を続けました。

「でも、もし泉ちゃんが加わったら、どんなサウンドになるんかな？」

その時、矢嶋くんは少し考えていました。

また、沈黙が続きます。

しばらくして、矢嶋くんがその沈黙を破ります。

「加藤はジャズの知識があるし、もしかしたら今までと違った、面白いサウンドが出来るかも知れませんね。」

ジローさんは、下を向き、何となく「うんうん…」と頷いている様に見えましたが、すぐに前を向き、言いました。

「まあ、、そこんとこは、ちょっと矢嶋くんと話し合って決めるさかい…、、泉ちゃん、ちょっと返事まっとって…」

僕はそのジローさんの言葉に、自分の軽はずみな言動を反省しました。

その後、少しして僕は帰りましたが、その頃住んでいた石神井の自宅まで、新青梅街道を車で走らせながら、「自分の人生は、何処に向かっているんだろう…」と、考えていました。

数日後の夜、僕はまた中落合のジローさんのマンションへ行きました。

ジローさんと矢嶋くんは、先日と変わらず、温かく出迎えてくれました。

そしてまた、先日と変わらず、ジローさんはコーヒーを淹れながら、僕に向かって言いました。

「泉ちゃん、先日矢嶋くんと話し合ったんやけど…」

そこまで言うと、少し間を置いてから、また話し始めます。

「俺ら、矢嶋くんと今まで『馬場＆落合(ユニット名』としてやって来たけど、二人と言う編成は練習もすぐ出来るし、活動しやすかったりとええ面があったと思う。そやけど、もし泉ちゃんが加わったら、どうなんのか…」

また、ジローさんは一呼吸入れます。

「それを考えた場合、ややこい面もあるやんな。ただ、コーラスも１声増えるし、楽器も増える分、音楽的な幅が広 なって、いろいろな事が出来るやんな。」

この時ジローさんは、一人でずっと話していました。

「それで結論なんやけど…、、、3人でやって行こうっちゅう事に決めたわ！」

やっとジローさんが話終わると、矢嶋くんがすかさず言いました。

「ジローさん、もう決まってたのに、話長いっすよ！」

すると、ジローさんが言います。

「矢嶋くん…、、一応さ、ここはええかっこしぃさせてくれよ。たのんまっせ〜！」

3人は、大笑いをしました。

こうして、僕はこのユニットに加入する事になり、その夜から3人で練習を開始します。

ところが、先ずは僕がこのユニットのレパートリーを覚えなければなりません。

そして最初に練習した曲は、最近出来たという【夏The End】と言う曲でした。

ジローさんがソロパートを歌うのですが、元々矢嶋くんがハーモニーを担当していた高音域のパートを、僕に代わりました。

以前この3人が所属していた、歌謡コーラスグループの「岡田竜也とニュー・グローリィ」の頃、僕は高音域担当でした。

その事もあり、この新しいユニットでも高音域を担当する事になりました。

矢嶋くんに、そのハモりのメロディを教えてもらい、歌いました。

「ええ感じやん！」

ジローさんが歌い終わり、すぐに言います。

その後、矢嶋くんとバックコーラスの部分を２声にアレンジしてハモりの練習をしました。

その様にして、その日はなんとか一曲を完成する事が出来て、僕は帰りました。

後日また、同じようにオリジナルのレパートリーを、3人用にアレンジしながら仕上げて行きました。

僕がこのユニットに加入したての頃、矢嶋くんが作詞作曲をする曲も何曲かありましたが、ジローさんが作詞をして矢嶋くんが作曲をしていた曲が多くありました。

そして僕は、それらの曲をアレンジをすると言う、役割分担が次第に明確になって来ました。

自分の今までのジャズ理論の知識を駆使して、特にハーモニーのアレンジが楽しかった…

例えばマンハッタン・トランスファーのコーラスのように、初めは３人のユニゾンから始まり、ブルーノートも使い、一音一音進むにつれて２声３声と広がって行くハーモニーをアレンジして、譜面に書いて行きました。

また、そのアレンジを実際に声を出して、録音してみて、それを３人で聴きました。

矢嶋くんが、言います。

「ここの所の、半音の動きが気持ちいいね。」

すぐにジローさんも、早口で言います。

「ほんまや！俺がリード歌ってても気持ちええわ！」

「あれ？なんか凄く高い音聴こえませんか？」

僕はその時、何かに気が付きました。

「え？どれどれ？」

ジローさんと矢嶋が、音に集中します。

すると、二人がほぼ同時に言いました。

「あっ！聴こえる聴こえる！」

「これ、倍音が出てるんじゃないですか？」

「そうや、倍音や！」

綺麗にハモれた時は倍音が聴こえて、それは、声を出している自分達にとって、なんとも気持ちの良い瞬間でした。

このユニットでは毎日のように集まって、練習をしました。

そして、３人としてのレパートリーも増えて来た頃に、ジローさんが言いました。

「レパートリー固まって来たし、ぼちぼち泉ちゃんがリードボーカル取る曲も加えらたどないやろ？」

矢嶋くんも、続けて言いました。

「あ、そうだよ。３人それぞれリード取る曲あったらバランスが良いよね。」

二人にそう言われて、僕が答えました。

「じつは、密かに作っていた曲があるんですよ。」

するとジローさんが、急に体を乗り出して来て言いました。

「えっ！なになに。どんな曲？早く聴かせてや！」

「じゃ、ジローさん作詞してくれますか？」

「俺は、イメージ湧いたら、すぐ書いてまうで〜！」

「ありがとうございます。それじゃ、聴いて下さい。」

僕はギターを持って構え、弾きながらメロディを歌いました。

歌い終わると、矢嶋くんが言いました。

「おお、なんかアメリカのウエストコーストのサウンドだなあ〜」

ジローさんも、言いました。

「あっ！なんかイメージ湧いた！今すぐにメモするで！」

ジローさんはそう言うと、すぐにペンを手にして、メモ用紙にスラスラと書き始めました。

15分程して、ジローさんが急に大きな声で言いました。

「取り敢えず、一番だけ出来たわ！泉ちゃん、ちょっと歌ぉてみて！」

「はい！」

僕はまたギターを持ち、そのメモを見ながら歌いました。

「些細なこと〜なの〜に〜♪ おまえは〜、目に涙を浮かべ〜♪」

僕が一番の分を歌い終わると、矢嶋くんが言いました。

「良い感じじゃないすか！　完成が楽しみですね。」

その後、３人は他の曲も練習をして、僕は帰りました。

僕は帰りの運転する車の中で、先ほどの曲を歌いました。

何だか気持ちがウキウキして、楽しい時間でした。

翌日の夜、また僕はジローさんのマンションへ行きました。

すると、玄関のドアが開いた瞬間にジローさんがニコニコしながら、僕に言いました。

「泉ちゃん、昨日の曲、歌詞出来上がったで！」

「えっ、ほんとですか！」

「おう！早速やってみようか！」

僕は、今度はノートに清書された歌詞を見ながら、歌いました。

そして歌い終わると、ジローさんが早口で言いました。

「どう？ええやろ？これな、俺が昔女と同棲してた時の気持ちを思い出して書いたんや…、、切ない歌詞やろ？」

「ジローさんらしい歌詞で、良いですね〜！」

すぐに、矢嶋くんが答えました。

僕はその後、この曲のハーモニーやギターアレンジを考え、その場で仕上げて行きました。

そして、その夜遅くに仕上がり、３人で練習をしました。

この様にして、何日も練習を重ねて行きました。

ある日、矢嶋くんのお兄さんの知り合いが神奈川県の相模原の方でお店をオープンしたとの事で、そこへ３人で行きました。

そこは、ガラスネオン管があちこちに飾られた、とてもお洒落な「クーリーズ」と言う名前のバーでした。

お店に入り、ジローさんが周りを見渡しながら言いました。

「めっちゃお洒落な店やなあ〜！」

３人はビールをオーダーして、飲みました。

しばらくいろいろ話をして寛いでいたのですが、矢嶋くんが周りをキョロキョロと見渡しながら言いました。

「あそこに、お店の名前が書いてあるジャンパーがありますよ。」

「おー、かっちょえやないか〜！俺もあのジャンパー着てみたいな〜！」

ジローさんは、そこまで言うと、ふと思いついた様に続けて言いました。

「そうや！俺らのユニット名、クーリーズにしない？それで、あのジャンパー揃えで着たらカッコええやん！」

矢嶋くんが、笑顔で言いました。

「それ、良いですね！そうしましょうか！」

「なあ、泉ちゃんもええやろ？」

「いいですね！そうしましょう！」

と、そんなきっかけで、このユニットは「クーリーズ」と言う名前に決まりました。

ある日、練習が終わり、３人で録音したテープを聴いていると、ジローさんが思いついた様に言いました。

「俺ら、だいぶレパートリー固まって来たし、ぼちぼちクーリーズとしてライブの計画を立てようか！」

「そうですね！やりましょう！」

矢嶋くんも僕も、口を揃えて言いました。

こうして、僕たちは最初のライブハウスを、東京練馬区にある江古田の「マーキー」と言うお店に決め、その当日まで歌う曲を固めて行きました。

そして当日を迎え、まず昼過ぎからジローさんのマンションで練習をしてから、夕方に僕の車に３人が乗り込み「マーキー」へ向かいました。

しかし、じつはその日の前日に、僕は差し歯が取れてしまい、アロンアルファを着けて、ドライヤーで乾かして固定し、当日を臨んでいました。

この差し歯は、僕がバンドボーイ時代に、ある事から新幹線の中で歯を折った時からのものでした。

「マーキー」に着くと、すぐに全員がギターを持ってお店の中に入ります。

そしてセッティングをし終えると、すぐにリハーサルを始めました。

順調に、タイムスケジュールは進んで行きました。

しばらくすると、一人の男の人がお店のドアを開け、現れます。

「おはようございます！」

「あっ、おはようございます！」

一同、挨拶をします。

その人は、その日の僕たちのステージの後に演奏する予定の、滝ともはるさんと言う弾き語りをするアーティストでした。

僕たちがリハーサルを終えると、滝ともはるさんがサウンドチェックを始めます。

その時、彼のとても素晴らしい声とギターに、僕たちは圧倒されました。

「あの人、凄く上手いですね…」

「ほんまや…、、めちゃ上手いやん…」

滝ともはるさんの説得力ある歌声に、僕たちは聴き惚れていました。

そして、それと同時に、緊張が走ります。

「なんか、本番前に、急に緊張して来たな…」

「いつもは緊張なんてしなかったのに、何だろう、この緊張感は…」

リハーサルから１時間程して、いよいよ本番が始まります。

僕たち３人は、ステージに立ちました。

沢山のお客さんが、すぐ目の前にいて、じっとこちらに注目している感じでした。

ジローさんが、まずしゃべり出します。

「皆さんこんばんは。僕らはクーリーズと言うユニット名で活動しとりますが、今夜は初ライブやねん。皆さん、楽しんでくれたら嬉しいなあ〜！」

「パチパチパチパチ…」

お客さんの拍手が、場内に響き渡ります。

ジローさんは、拍手が止むと同時に、言いました。

「それでは、まず一曲目は、僕、高岡照夫改め高岡ジローが歌います、この夏の終わりに相応しいタイトルの『夏・The End』をお送りします！」

場内は、一瞬シーンと静まり返ります。

そして、イントロが始まり、ジローさんが歌い始めました。

「いつ〜の〜間にか〜、潮風の冷たさが〜♪」

一曲目の演奏が終わると、大きな拍手に包まれました。

ジローさんが、またマイクで喋ります。

「 皆さんおおきに！ほんなら、次の曲は矢嶋久生が作詞作曲した、わろておくれ…ちゃう、『笑っておくれ』をお送りします。」

すると矢嶋くんが、クスクスと笑いながらマイクに向かって言いました。

「ジローさん、それネタにしてるでしょ？」

「バレたかあ〜！ほな、いこかあ〜！」

矢嶋くんが、歌い始めました。

「優しい言葉をかけようと〜、すると言葉を捜してる〜♪」

曲が終わり、また大きな拍手が場内に響きます。

そして、また拍手が止むと、ジローさんが言いました。

「えー、それでは次は、髭の加藤泉が歌います『ジョーク』ちゅう曲をお送りします！」

僕はこの時、「岡田竜也とニュー・グローリィ」の時以来久しぶりに人前で歌うので、とても緊張しました。

お客さんの、目線を感じます。

矢嶋くんがカウントを出して、イントロが始まりました。

ジャーンジャーンジャーン、ジャジャーン…

イントロが終わり、僕はマイクに口を近づけました。

「ささいな〜〜〜、、、、あっ！」

しかしその時、大変なことが起きてしまいました。

冒頭の歌詞、「些細な」の「な」の発音は、前歯の裏側に舌の圧力がかなり掛かるので、なんと、差し歯が取れて、客席へ飛んで行ってしまったのです。

差し歯は、放物線を描いて、客席の2列目辺りに飛んで行った様に見えたのですが、その時は、何処に飛んだかハッキリとは分かりませんでした。

その後僕は、必死にマイクで前歯を隠しながら歌いました。

しかし、内心は歌う事よりも、差し歯が何処へ飛んで行ったのかが気になって、仕方がありませんでした。

ジャーーーーン！！

やっとその曲が終わり、僕は客席に向かってお辞儀をしましたが、気持ちは差し歯の事しか頭にありません。

「どこに飛んで行ったんだろう…」

それから３曲ほど演奏して、１回目のステージは終わりましたが、終わったと同時に、僕は気になる差し歯を捜しに行きました。

僕は歌いながら、飛んで行った場所を、何となく把握していたので、真っ先に前から2列目辺りに向かいました。

お客さんが、座っています。

「このお客さん達は、僕が差し歯を飛ばした事を、気づいていたんだろうか…」

僕は、ビクビクしながら、そして口もとを手で隠しながら、お客さんに向かって言いました。

「あの…、、すみません、、、さっき、ちょっとこの辺で落とし物をしてしまったんですが…」

「えっ、落とし物？　なにを？」

一人の女性のお客さんが、言いました。

僕は、慌てて答えました。

「え〜と…、、、小さい物なんですが、、、え〜と…」

すると、その女性が立ち上がりながら言いました。

「なに？　コンタクトレンズとか？」

「いえ…、、違うんですが…、、え〜と…」

しかも、周りのお客さんも「なに？なに？」と言いながら、立ち上がり始めました。

「なんか、随分大袈裟になってしまったな、、、困ったなあ、、、」

僕は、冷や汗をかきながら、どうしようもなく恥ずかしい気持ちでした。

しばらく必死に捜していると、なんと、テーブルの脚の隙間に白いモノを見つけました。

「あった！！」

周りの人たちは、まだ探していましたが、僕は無言で拾い、すぐにズボンのポケットに仕舞いました。

「あっ、すみません、、、見つかりましたので、大丈夫です。ありがとうございました！」

僕は、口を手で覆いながら、言いました。

周りの人達は「いったい、何だったんだろう…」と言うような不思議そうな顔をしていました。

僕は、急いでその場を離れました。

この時、２回目のステージまで、あと20分程でした。

僕はすぐにトイレに行き、拾った差し歯を洗い、ティッシュに包み、外へ出ました。

「え〜と、、、コンビニは何処かな…」

とにかく、「マーキー」のある千川通りを、練馬方面に走りました。

５分ほど走ると、運良く、そこにコンビニがありました。

僕はお店に入り、小走りでアロンアルファを捜しましたが、運良くすぐに見つけ、レジに急ぎます。

「これ下さい！」

「はい。」

「財布、財布、、、」

急いでいる時に限って、財布がズボンのポケットに引っかかって、なかなか取り出せない…

「ちょっと待って下さい…」

少ししてやっと財布を取り出し、お金を払いました。

そして、また千川通りを「マーキー」に向かって、走りました。

「ハアハアハア、、、」

「マーキー」に着き、僕はすぐにトイレへ向かいました。

すると、ドアノブの横にある小さな窓が赤くなっていて、誰かが入っいる様子でした。

「あっ、まずい…、、、誰か入っているのか、、、」

僕は、慌てて時計を見ました。

「あと10分か、、、早く出てくれないかな…」

僕は、何度も時計を見ました。

「困ったな…、、、ステージまであと、もう5分か…」

時計の秒針が、いつもよりも早く感じました。

「カチャ…」

少しして、ドアを開ける音が聞こえ、中から若い女性が出て来ました。

しかし、ここで話しかけられてしまいます。

「すいません…、、あっ、、ギターの人ですね。」

「あっ、、へい、、、あの、、、その、、、」

僕はそこまで言い、また口を隠しながらトイレの中へ入りました。

トイレの中に入り、僕は大急ぎで鏡に向かい、ポケットに入れていた差し歯を取り出しました。

そして、差し歯にアロンアルファを着けて、口を開け、おもむろに装着します。

ヨダレが垂れるのを、必死に堪えます。

１〜２分間、僕は力強く差し歯をおさえていました。

「もう大丈夫かな…」

僕はゆっくりと差し歯から指を離し、なるべく差し歯に空気が当たるよう、口を大きく開けていました。

すると…

「コンコン…」

「まずい、、、人が待っている…」

僕は、ドアを開けました。

「あっ、すみません…」

僕がトイレから出ると、その人はすぐに入りました。

「バタン…」

「あぁ…、、、今度は話しかけられなくて、良かった…」

僕は、少しでも唾液が差し歯につかない様に、早く乾燥させる様にと必死でした。

そして、周りの人にバレないように、大きく開けた口を手で覆い、息を吸ったり吐いたりして、差し歯にひたすら風を送っていました。

「泉ちゃん！」

急に名前を呼ばれ、振り向くとジローさんでした。

「あ、、ジローさん…」

「泉ちゃん、どこ行ってたの？」

「ああ…、じつは、さっき差し歯が取れちゃって、コンビニ行ってアロンアルファ買って、着けていたんですよ。」

「あはは、、、そうやったんか。何処へ行ってもたのかと、心配しとったで。で、いけるの？歌えそう？」

「多分もう大丈夫だと思うんですけど、リードボーカルの曲は、後の方に回して貰った方が良いかも知れませんね…」

「そうか、、ほな、矢嶋くんにもに伝えよか。」

矢嶋くんは、その時まだ客席で、お客さんと談笑していました。

ジローさんが矢嶋くんの方へ行き、その旨を伝えると、矢嶋くんは何故か驚いた様子もなく、少し笑みを浮かべながら、こちらへ歩いて来ました。

「矢嶋…、悪いんだけど、矢嶋の曲と僕の曲の順番、替えて貰えないかなあ？」

僕がそう言うと、矢嶋くんは笑いながら言いました。

「さっきのステージ中、俺、飛んだの見てたぜ！」

「えっ！ あれ、矢嶋見てたのかよ！」

すると、ジローさんが、今度は矢嶋くんに向かって笑いながら言いました。

「ほんで、どんな風に飛んでったの？」

矢嶋が、答えます。

「ポ〜ンって、放物線を描いて飛んで行きましたよ。」

「ワッハッハッハ！！」

ジローさんも矢嶋くんも、大笑いしていました。

結局、2ndステージは5分ほど押して始まりました。

そして、数曲のオリジナル曲を演奏し、その中で、僕が歌った「遠くアメリカ」と言う曲も、差し歯が取れる事なく、何とか無事にクーリーズの初ライブを終えることが出来ました。

ジローさんは、少しやんちゃなところがあり、ある日、こんな事がありました。

その日は夏も終わり、秋に差し掛かろうとしていた時期でした。

ジローさんが、言います。

「あんな〜、俺たち練習ばかりしてるやない？そやからさ、たまには海の方にドライブとかせぇへん？」

矢嶋くんも、それに答えます。

「良いですね〜！夕暮れ時の海とか見たら、また良い歌詞や曲が出来そうですね〜！」

と言うことで、次の日曜日に、僕の車で出掛ける事になりました。

当日はとてもよく晴れた、気持ちの良い日でした。

僕は朝7時に、石神井の借り家近くの駐車場から、車を運転して、ジローさんの中落合のマンションへ向かいました。

マンションに着くと、車を路上に停めて、外階段を上り、チャイムを鳴らします。

すぐにドアが開いて、ジローさんと矢嶋くんがギターを持って出て来ました。

「今日は、ほんまドライブ日和やなあ〜！」

「海岸でギター弾いて歌ったら、気持ちいいでしょうね！」

二人はそう言いながら、外階段を降り、車に乗り込みます。

ジローさんと矢嶋くんは、早くから車の免許を取り、運転も慣れていましたが、じつはその頃、僕は車の免許をとってまだ数ヶ月でした。

ジローさんと矢嶋くんは、気遣ってくれて、僕に言います。

「いつでも、運転交代するよ。」

「ありがとうございます。」

僕はそう答えると、すぐに発車しました。

行き先は、横須賀方面でした。

先ず、中落合から玉川インターチェンジまで行き、第三京浜道路に入り、途中で横浜横須賀道路に入り、横須賀へ向かうルートで行こうと言う事になりました。

玉川インターチェンジまでは一般道だったので、環状6号線から青梅街道に入り、環状8号線を通り玉川インターチェンジへ向かいます。

途中までは、順調でした。

環状8号線に入り、少し走った頃に、矢嶋くんが言いました。

「もうすぐ玉川インターチェンジなので、その前に、腹ごしらえしませんか？」

ジローさんが、答えます。

「そうやな。腹減ったもんな。」

そう話しているとコンビニが近くに見えたので、その近くの道路脇に縦列駐車して、3人はお店に入りました。

そして、弁当や飲み物を買い、また車に戻って、僕は後ろ方向を確認して、すぐ後ろに停めてある、他の車の右側に車を一度バックし、発進しようとしました。

その時でした！

後ろ方向から急発進して来た車が、こちらに向かって来ました。

「あっ！危ない！！」

矢嶋くんが、叫びました。

僕もバックミラーで気づき、すぐにブレーキをかけました。

あと数センチと言う距離で、その車とぶつかりそうになりました。

すると、5メートル程前方でその相手の車が停まり、運転手がドアを開け出て来ました。

「何だこの野郎！危ねぇじゃねぇかっ！！」

その男は恐ろしい形相で、こちらへ向かって来ます。

しかし、その男がすぐ近くへ来た時、ジローさんがいきなり縦ジワをよせた怖い顔になり、後部ドアを開けて出て行きました。

「なんやこいつ！なんかいちゃもんあるんか！やるか、この野郎！！」

ジローさんは大阪弁で迫力がある上、声がハスキーだったので、ドスの効いた凄みがありました。

相手の男はそれを見ると、いきなり何も無かったかの様に背を向けて、自車に乗り込み、逃げて行きました。

その後、車は無事に横須賀に着き、海岸線を走り、海岸に出ました。

「おう、この辺で一休みせぇへんか？」

「良いですね！」

車を駐車場に停め、3人はギターを持って砂浜を歩きました。

そして、ちょうど座れるくらいの岩を見つけて、そこに座って、ギターを弾きながら歌いました。

海を眺めていると、日常を忘れる事が出来ました。

夏の終わりから秋になると、こんな出来事がありました。

僕がいつもの様に、石神井の借り家から、車でジローさんのマンションへ向かうため、新青梅街道を走っていた時の事です。

井草の辺りを通り過ぎると、コンビニがあったので、そこで飲み物を買おうとして、路上に車を停め、コンビニの中へ入りました。

そして買い物を終え、外へ出ようと、自動ドアのステップマットに足を踏み入れようとした瞬間でした。

「ガシャーーーーーーン！！！」

その凄まじい音と共に、コンビニ側面にある目の前の大きなウインドウ全面が、真っ白になりました！

「何だこれは！！」

僕は、一瞬何が起きたのか、まったく解らなくなりました。

すると、次の瞬間、その白いものはサーっと下の方へ消えて行きました。

「あれ？」

…っと、思うと同時に、なんとウインドウ越しに、自分の車が全方へ勝手に動いているのです。

「えっ！」

僕は驚いて、すぐに外に出ました。

僕の車が止まっていた場所には、なんと今度は軽トラックが停まっていました。

「一体、これは、どうなってるんだ…」

僕が歩道に出ると、自分の車は5メートル程先まで進み、ガードレールにぶつかり、止まりました。

僕の車の後部は、グシャグシャになっていました。

先ほどの白いものは、僕の車と軽トラックのガラスの破片だったのです。

そして、その軽トラックに近づくと、プ〜ンとアルコールの臭いがして、運転手がハンドルを握ったまま、下を向いていました。

僕はすぐに、警察に連絡をしました。

しばらくしてパトカーが到着して、警察官が2人出て来て、事情聴取が始まります。

軽トラックを運転していたのは、まだ二十代そこそこの若い男でしたが、追突により膝を怪我していました。

事情聴取により、事故の原因が判明しましたが、その男は飲酒運転をしていて、寝てしまい、僕の車に追突したと言う事でした。

その後、僕の車は相手の保険により、井荻駅近くの自動車修理場で修理に入りました。

そして、数日後に自分の車は修理を終え、戻って来ましたが、元通りとは決して言えない状態になっていて、僕は愕然とします。

僕の車はハッチバック式のホンダ・シビックと言う車でしたが、なんと前部のドアのキーと、後部のドアのキーが別のものになっていました。

しかも、後部の塗装は微妙に色が違っていて、車体の裏側にも塗装が飛び散っていました。

「これじゃ、次に乗り換える時に事故車扱いとなり、査定額も大幅に下がってしまうな…」

しかもその後、何日経っても、その男から謝罪の連絡すらもなかったので、仕方がなく、内容証明書を送る事にしました。

そして連絡がつき、数日後に話し合いをする事になりましたが、ジローさんがある提案をしました。

「そいつさあ、ここ連れて来ぃや。俺が一丁お説教したるで〜！」

結局、その男にはジローさんのマンションに来てもらう事になり、僕と矢嶋くんと3人で待ち構えていました。

「ピンポーン！」

「ほら、来たで！」

ジローさんが、小声で言いました。

ドアを開けると、その男は立っていました。

「あの、、この度は、すみませんでした…、、その上、連絡も…」

「ええから、はよ入れや！」

ジローさんはその男の言葉を途中で遮り、手招きをして、部屋の中へ強引に引き入れます。

「ここ座れや！」

男は神妙になり、かすかに震えているようにも見えました。

僕がまず、話を始めました。

「君さ、飲酒運転で事故起こしといて、保険任せで何も誠意を見せず、あれから1ヶ月以上経ってるのに、一度も謝罪の一言もないと言うのは、どう言う事だよ。」

「はい、先輩、、、すみません…、、」

「あの時、僕が数秒早くコンビニのドア開けてたら、ガラス片身体中に浴びて、どんな怪我してたかね？

若しくは、数分早く車に乗ってたら、どうなってたと思う？」

「あの…、すみません…、、あの時、俺も膝を怪我してしまって…、、、動けなかったんで、遅くなったのは…その所為でして……」

その男は、そこまで話すと、すぐに黙って下を向いていました。

今度は、矢嶋くんが話し始めます。

「君さ、その自分の怪我さ、何でそうなったのかな？

自分が飲酒運転して事故ったんだから、自業自得じゃん。それに、こんなに日にち経って、連絡ぐらい出来るよね？」

「……………」

今度は、僕がまた言いました。

「しかもな、僕の車、キーが２つになってしまったんだ。これ、意味解るかな？」

僕がそこまで言うと、ジローさんがハスキーな声で静かに話し始めました。

「普通の車、キー２つも付いてへんやろ？そんなもん、事故車丸出しやんけ。査定額なんぼ下がるか、解るやろ？ しかも、そんなキー２つの面倒くさい車、誰が買うんやー！ しかも泉ちゃん、この面倒くさい車、これからも乗らなあかんねやぞ！」

「はい…、先輩…、、それは解ります。俺でも買いませんし、乗りたくありません…」

「そやったら、元の状態に戻れへんねんから、お金で解決するしかないやろ？」

「………」

「示談金や。」

「せ、先輩…、、、わかりました…」

こうして、示談は成立し、お金は支払われました。

その後、秋から冬を迎えます。

その年の冬のある日、珍しく大雪が降ったので、僕はタイヤにチェーンを巻いてジローさんのマンションに向かいました。

すると、いつもの様に、ジローさんが突然言い始めます。

「こんな大雪久しぶりやん！今日は練習はお休みにして、ちょっと遊ぼうや！」

「えっ、何処で遊ぶんですか？」

僕が、そう言うと、ジローさんは笑いながら答えます。

「高田馬場の近くにさ、逆ハン切れるええ場所知っとんねん！」

「えっ？逆ハンって何ですか？」

今度は矢嶋くんがそう言うと、ジローさんは更にウキウキ顔で答えました。

「レースとかでコーナー回る時に、逆ハンドル切るやんけ！あれ、雪の中でやったら、おもろいで〜！　ほな、行こか〜！」

僕も矢嶋くんも、ジローさんの一言によって、その高田馬場の近くへ車で行く事になりました。

早稲田通りを高田馬場方面へ走り、小滝橋交差点から斜め左の坂を上って行きます。

すると、そこには少し広い交差点がありました。

しかも大雪なので、誰一人と人は居ません。

「ここやで！　それじゃ、始めるでぇ〜！　泉ちゃん、ちょっと運転俺に変わってや。」

ジローさんはそう言うと、僕と運転を代わり、ハンドルを握りました。

「ブオオオーーーーン！！」

アクセルを踏み込みます。

車が急発進したかと思うと、ジローさんが叫びます。

「いくで！！」

ジローさんは、ブレーキを踏みながらアクセルも踏み、絶妙な足での操作をします。

そして、それと同時にハンドルを右へ回転させたかと思うと、すぐに逆側の左にまたハンドルを回転させました。

「シュルシュルシュルシュル、、、、」

「キキキキキキキキーーーー！！」

その時、車の後部がいきなり外側に振れられ、ほぼ直角に近い角度で進んで行きました。

「何だこれ！　すげ〜な！！」

矢嶋くんが、叫びます。

僕は、自分の車がガードレールにぶつかるんじゃないかと、内心じつは、少し心配していました。

ジローさんは交差点を一周すると、僕に向かって言いました。

「泉ちゃんも、やってみない？おもろいで〜！」

「はい、やってみます。」

今度は僕がハンドルを握り、ジローさんに言われたままに発進しました。

「今だ、逆ハン！！」

ジローさんがそう叫ぶと同時に、右へハンドルを切り、すぐさま逆方向へハンドルを切ると、凄い勢いで車は曲がって行きました。

その後、矢嶋くんも運転席に座り、同じように逆ハンをして遊びました。

それから数日が経ち、僕はある用事で群馬県へ行くために、関越自動車道に入りましたが…

インターチェンジで、係員の人が僕の方に向かって走って来ます。

「何だろう…」

僕は、不思議に思いました。

そしてその係員が、運転席に近寄りコンコンとウインドウを叩くので、僕はウインドウを開けました。

「君さ、これ危ないよ！」

「えっ？　何ですか？」

「ちょっと、車降りて来て。」

「はい…」

僕はそう言われて、外に出ます。

係員は、車の前方に指を差しながら言いました。

「このタイヤ、ツルツルじゃない！このまま高速入ったら、すぐにバースト(タイヤ破裂)するよ！」

係員は、続けます。

「高速道路乗ったら危険だからさ。私が誘導してあげるから、こっちから一般道に戻って下さいね。」

「はい、すみません…」

僕は係員に誘導されるまま、一般道に入り、すぐにガソリンスタンドで見て貰いました。

ガソリンスタンドの店員さんが、タイヤを見るなり言いました。

「こりゃ〜酷い状態だね〜！　タイヤの中のワイヤー見えちゃってるじゃない。 しかも、時間掛けて減った感じじゃないね。」

見てみると、確かにワイヤーもあちこちに浮き出ていて、自分でもその危険度が解りました。

「さっき、あのまま高速道路に乗っていたら、間違いなく大事故を起こしていただろうな…」

先日の、雪の日に逆ハンを切って、何度もスリップさせていた事が、このタイヤすり減りの原因でした。

僕はすぐに、そのガソリンスタンドでタイヤを交換して貰い、群馬へ向かいました。

僕たち「クーリーズ」は、あちこちでライブを重ねましたが、一番思い出深いのは、渋谷の「屋根裏」というロック系では誰もが知っている、老舗のライブハウスでの演奏でした。

いつもは、ジローさんと矢嶋くんとの3人でライブを行っていましたが、矢嶋くんの提案でベースとドラムスを加えたバンド編成でやって見ようと言う事になりました。

矢嶋くんが、言います。

「あのさ、俺の友達で小川くんって言う、とても良いドラマーが居るんだけど、一回俺たちのライブで頼んでみたいと思って…」

すると元ドラマーのジローさんが、すぐに反応します。

「そのドラマーさ、どないな感じ？ ちゃんと叩いてくれるんかな？　せやけど矢嶋くんが言うんやったらええんやと思うけど…」

矢嶋くんは、少し間を置いてから、慎重に答えた感じでした。

「彼のドラムスは何度か聴いてますけど、リズムが正確だし、それに性格も良いんですよ。」

ジローさんは、矢嶋くんの話が終わったか終わらないかのタイミングで、ちょっと顔を歪めながら言いました。

「あのさ〜、リズムが正確で性格も良いって…、それダジャレ言ってんとちゃう？」

3人は、大笑いしましたが、ジローさんは、続けて言いました。

「せやけどドラムス入れるちゅう事は、ベースも必要やない？」

「確かに、そうですね…」

今度は、僕と矢嶋くんが同時に答えました。

3人は、誰か良いベーシストが居ないかを、しばらくの間考えていました。

「そうだ！ 佐藤くんはどうかな？」

僕がその沈黙を破り、言いました。

すると、矢嶋くんが即座に答えました。

「あっ、、加藤があのジャズバンドの、吉田さんのところに居た時のベーシストだね！」

ジローさんも、すぐに反応します。

「そうそう、矢嶋くんと二人で観に行った追悼ミサのライブの時のベーシストやんな！」

僕が、答えました。

「そうです。彼もリズム正確だし、性格も良いですよ！」

「ワッハッハ！！」

3人は、また大笑いしました。

その二人は、僕たちの依頼に対し快く受けてくれて、ドラマーは小川さん、ベーシストは佐藤くんで、いよいよバンド編成としてライブを行う事になりました。

初めてのバンド編成なので、本番前に別日の日程でリハーサルをしたいと思い、譜面も作成しましたが、メンバー全員の日程が合わず断念します。

そして、その当日を迎えました。

しかし、その大事な当日の朝に、僕は風邪をひいてしまいます。

「困ったな…、、ちょっと熱があるな…」

僕は、この後熱が上がって来そうな気がしたので、朝９時に近くの病院へ行きました。

しかしドアを開けると、受付の前には、患者さんが沢山座っていました。

「結構、混んでるな…」

受付を済ませ、長椅子に座って待ちます。

20分ほどが経ち、名前を呼ばれたので診察室に入りました。

先ずは、水銀体温計で体温を計ります。

先生が、体温計を見ると言いました。

「38度ですね。」

「38度か…」

「それじゃ、喉を見てみましょうか。」

「はい…」

今夜は歌うので、僕は喉を心配していました。

「喉はちょっと赤くなっているので、ルゴールを塗って置きましょうね。」

「そうですか…、、あの先生、、今日この後大事なライブがありまして、休めないので、出来れば早く治したいんですが…」

僕がそう言うと、先生が答えました。

「それじゃ、にんにく注射を打ちましょうか。そこに横になって下さい。」

「にんにく？、、、あ、、はい…、、」

僕がベッドに横になると、看護師が近づいて来て点滴をセットし、僕の腕に針を刺し、その場を離れて行きました。

「にんにく注射って何だろう…、、ま、いっか…、とにかく熱が下がれば良いんだけど…」

数分後、またその看護師が近寄り、針を抜きます。

「3分ぐらい、脱脂綿を押さえてて下さいね。」

「はい。」

その後、名前を呼ばれるまで、かなり時間が掛かりましたが、やっと名前を呼ばれ、僕は薬を受け取り家へ帰りました。

渋谷へ行くために、家を出るまでは、まだ５時間ほど時間があったので、薬を飲んで横になっていましたが…

「はっ、、なんだこりゃっ！！」

僕は、悪夢を見て飛び起きました！

その夢は、建物の屋上でゾンビに囲まれ、一生懸命エレベーターにたどり着き、開くボタンを押してもなかなかドアが開かず、やっと開いてエレベーターに入って地上まで降りると、そこにはまたゾンビが沢山いて、取り囲まれたところで目が覚めました。

「全身、汗だくだ…、、それにしても怖かった…」

僕は、すぐに下着を着替えました。

体温を計ると、平熱より少し高い程度でした。

「ああ良かった…、、これでライブは乗り切れそうだ。でも、喉は大丈夫かな…」

僕はご飯を食べて、もう一度薬を飲んでから、電車で渋谷へ向かいました。

渋谷駅に着き、ハチ公前に出ます。

そこから大きな横断歩道を渡り、センター街の中程に、ライブハウス「屋根裏」がありました。

階段を上り、お店の中へ入ります。

「ここが、ライブハウス『屋根裏』か…」

歴史あるライブハウスで演奏出来ると言う実感が、その時、一気に湧き上がります。

「おお、加藤！」

振り向くと、その声はベースの佐藤さんでした。

「おお…、、久しぶりだな！」

「おう、加藤、元気してたかよ？」

その時、咄嗟にそう言われて、少し戸惑いました…

「お、おう…、、まあまあ元気にしてたよ。佐藤は、元気だった？」

「そうだな….、、あのバンドを辞めてから、羽が生えたように、最近は自由にベースを弾いているよ。」

「そうかあ…、、それは良かった！ あの頃は、大変だったものね。」

二人の短い会話は終わり、お店の奥の方へ行くと、ジローさんと矢嶋くんと、そしてドラムスの小川さんが、僕に挨拶をしてくれました。

「おはようございます！」

「あ、小川さん、はじめまして！」

「加藤さん、はじめまして。宜しくお願いします。」

メンバー全員が揃い、楽器をケースから出すと、すぐにリハーサルを始めました。

僕はちゃんと声が出るか心配でしたが、リハーサルでは何とか歌え安心しました。

「良かった…、、、これなら大丈夫かな。」

僕は、メンバーには風邪をひいた事を、黙っていました。

そして、本番を迎えます。

１曲目は、「針のない時計」と言う曲でした。

この曲は、イントロなしでアカペラで始まる緊張感のある曲でしたが、僕はコーラスだけだったので、何とか凌ぐことが出来ました。

しかし２曲目は、自分がリードボーカルをとる「遠くアメリカ」と言う曲でした。

以前のライブで差し歯が飛んだ「ジョーク」と言う曲もそうでしたが、この曲も男性には高めの音「ハイG」が出て来るので、注意して臨みました。

「オー、ニューヨークの街が〜、スクリーンに映る〜♪」

歌詞の中の、その部分が一番キツかったけれど、何とかギリギリな状態で歌えました。

正直、毎回声を出すごとに「声が裏返らないか…」と、ずっと緊張していました。

そうして、ライブは進んで行き、終盤を迎えます。

新曲の「Good-byeヨコハマ」と言う、ジローさんがリードボーカルを務める曲の前で、矢嶋くんがいきなりマイクに向かって言いました。

「え〜、次の曲は、ベースの佐藤さんをフィーチャーします。佐藤さん、イントロお願いします！」

すると、矢嶋くんの急な振りに佐藤さんは驚きます。

「えっ！俺イントロ弾くの？」

「パチパチパチパチ…」

場内からは、大きな拍手が湧き起こりました。

佐藤くんは、ベースを弾き出します。

その時、メンバーも観客も、固唾を飲んで聴いていました。

「ブオ〜〜ン、ブオ〜〜ン…、、、トトトト…」

「Good-bye ヨコハマ」はマイナーキー(短調)で、８ビートの曲調でした。

しかし、佐藤さんが弾いたイントロはフリー・ジャズのフィーリングでした。

「えっ！ そう来たか！」

全員が意表を突かれ、驚きます。

「このイントロから、どうやってスタートすれば良いんだ…」

メンバーは皆、そう思っていました。

すると佐藤くんは、今度は弓を取り出し、アルコ奏法を始めます。

「ギーーーーーー！！　ゴーーーーーー！！」

普段、ウッドベースを生で聴いた事のないお客さんが殆どだったので、皆んな釘付けとなり、見入っていました。

フリーのイントロが始まって２分程が経過したところで、佐藤さんは静かに弾き終え、ジローさんに合図をしました。

そして、ジローさんがその合図を見て、すぐにカウントを出し、歌い始めました。

「ワン・トゥ・スリー・フォー！」

場内は、再び大きな拍手に包まれます。

それから数曲を演奏して、その日のライブは終了しましたが、僕は内心、体調の悪い中でなんとか無事に終えられた事にほっとしました。

バンドのメンバーは、それぞれ自分の楽器を片付け、お客さんと一緒にライブの余韻に浸っていました。

「あの時が、一番良かったよ！」

「そうですかね〜！」

「でも、あのいきなりのウッドベースのイントロのソロには、ビックリしたなあ〜！」

「あれは、矢嶋さんの奇策ですかねぇ〜！」

「わっはっは！！」

気がつくと、メンバー全員がビールを片手に、乾杯をしていました。

少しして、ジローさんが僕に話しかけて来ました。

「泉ちゃん、お疲れ〜！！」

「あ、、ジローさん、お疲れ様です。」

すると矢嶋くんもこちらに近づいて来て、ビールを掲げて乾杯のポーズをとります。

すると、ジローさんが言いました。

「おう！初めてのバンドのクーリーズ、なかなかええ感じだったやんけ！」

「ほんと、やっぱりバンド編成は音が厚くて、良いっすよね〜！」

僕もそんな風に受け応えをしましたが、じつはその時、とても怠さがあって、熱が少し上がって来ているのが、自分でも分かりました。

その僕の様子を見て、ジローさんが言いました。

「あれ？泉ちゃん、どないしたん？ なんか元気ないやん。」

「いや、そんな事ないですよ…、、乾杯！！」

こうして、、「クーリーズ」にとって、初めてのバンド編成でのライブが終了しました。

その日の打ち上げでは、ジローさんと矢嶋くんと僕の3人で話し合いもして、これからバンドでの活動をして行こうかと言う話も持ち上がりましたが、この3人で活動して行った方が、いつでもすぐに会えて練習が出来るし、機動性が良いと言う事で、バンドでのライブは、この「屋根裏」が最後にしよう。という事になりました。

しかし、この頃になると、3人はかなり疲れていました。

チケットを友達や知り合いに買って貰って、ライブ活動を続けて行く事に、憔悴しきっていたのです。

その上、経済的にも底をついていました。

その為、その後は、3人が集まって練習をする時間も、少しずつ減って行きました。

この頃は、メンバーの皆んなも、きっといろいろな事を考えていたと思います。

そして僕も同じで、この先の見えない状態での活動に、悩んでいました。

「このままで、良いのだろうか…」

「自分は、プロを目指していたんじゃなかったのか…」

「楽しいだけじゃ、駄目なんじゃないか。」

そう、自問自答を繰り返しました。

そんな、皆んなが悩み抜いた数日後、僕たち3人は集まり、今後について話し合いをしました。

集まったものの、じばらくの間、沈黙が続きました。

第一声を発したのは、ジローさんでした。

「俺ら…、、もうこの辺で、、ええんとちゃうかな？」

こうして「クーリーズ」は、一年弱という短い期間で、解散しました。





ジャズギターへの復帰

「クーリーズ」の活動期のこの一年弱という期間、僕は経済的な理由から潮先郁男先生のギター教室を休みがちでしたが、解散と同時にジャズギターへの復帰を志します。

しかし、その頃飼っていた犬が、留守の時間の夜中に遠吠えをして、近所からクレームが出てしまい、仕方なく引っ越す事になりました。

引越し先は、板橋区の大谷口と言う場所にある、安いアパートでした。

そして、アパートの近くの小さな工場で、ボール盤という機械を使って、車のキャブレターに穴を空けるアルバイトを昼夜に始めて、生計を立て直そうと考えます。

それはスピードを要する流れ作業で、右隣りのおばさんは仕事に命を賭けている様な感じで、テキパキと作業をこなします。

「加藤くん、もっと早く仕事しないとダメよ！」

「あ、、、はい、、、すみません！」

僕は、いつもそのおばさんに怒られていました。

しかも、左隣りのおばさんも同じように作業が速いので、僕の右側にあるカゴはキャブレターで満杯になり、左側のカゴにはすっからかんになってしまうので、毎日冷や汗をかきながら作業をこなしました。

そうして、そのアルバイトの初任給と同時に、潮先郁男先生の教室に復帰しましたが、ある日、ベースの佐藤くんから電話がかかります。

「おお〜佐藤、元気かよ！」

「加藤も元気かよ！　ところでさ、二子玉川に『スポーツ・コネクション』って言う施設があってさ。 その中にあるラウンジの演奏の話があるんだけど、デュオでやらない？」

「そうかあ〜、それは嬉しいなあ〜！ 是非やりたいよ！」

「よし！ じゃあ、やろう！」

こうして、昼間は工場のアルバイトをしながら、不定期でしたが、そこで演奏をする事になりました。

そして、更に佐藤くんは、その後も僕に演奏の話を持ち掛けてくれます。

「あのさあ〜、高円寺に『猫屋敷』って言うライブハウスがあるんだけど、そこでもやらない？」

「お〜、ありがとう！ やろうやろう！！」

その頃、僕と佐藤くんは、あちこちでジャズのライブをする事になりました。

そして僕は、その演奏活動と同時に、潮先郁男先生からの指導により、メロディを和音で表現する技法の「ハーモナイズ」や、メロディに対する和音を、一時的に転調させたり、複雑なコード進行に展開して行く「リハーモナイズ」等、ジャズギターの基礎的な知識を得て来ました。

そんなある日、僕は一瀬くんと言う同門のギタリストと出会います。

僕のレッスン時間の後に、一瀬くんのレッスンと言う事が多かったので、僕はいつも残って、その一瀬くんのレッスンを見学していました。

そして、そのレッスンが終わると、毎回のように一瀬くんのアパートに行って、ギター談義をしたり、二人でセッションをしました。

一瀬くんのアパートは、渋谷区の初台にありました。

彼はジャズギタリストのジョー・パスの『ヴァーチュ・オーゾ』と言うギター・ソロのアルバムの中に収録された、How High The Moonと言う曲を完全耳コピーしていて、ある日、僕の目の前で、そのレコードの音と一緒に弾く彼の姿を見た時は、本当に驚きました。

僕はその影響もあって、その頃はジョー・パスのレコードを買って、片っ端から耳コピーしました。

そうしている内に、僕はある大きな壁にぶち当たります。

「このジョー・パスのCherokeeと言う曲のソロ、、コピーしたけど、速くて弾けないなあ…」

「そうだ、自分は、こう言う速い曲が苦手なんだ。」

僕は、その事に気づき、早速、潮先先生に相談します。

「先生、、今はリハーモナイズを習っていますが、一旦またアドリブに戻って、速いピッキングが出来るように指導を受けたいのですが。」

僕がそう相談すると、先生はこう答えました。

「それなら、僕のところを卒業した岡村誠史くんと言う、速いピッキングが出来る弟子がいるから、彼に一度習ってみて、いろいろ質問してみると良いよ。」

「はい…、、ありがとうございます！」

こうして、僕は潮先先生の代行として、岡村誠史さんに一度指導を受ける事になりました。

そして、その日がやって来ました。

僕は教室に入り、挨拶をしました。

「初めまして…、、、今日はどうぞ宜しくお願いします。」

「はい。」

岡村先生は寡黙な雰囲気だったので、僕は少し緊張しました。

岡村先生から先に、言われました。

「え〜と、潮先さんから聞いているけど、、速くピッキング出来るようになりたいんだよね？」

「はい、そうです。」

岡村先生から先にそう言われて、少し気持ちが楽になりました。

「まあ、とにかく座って。」

「あ、、はい。ありがとうございます。」

僕は椅子に座ると、すぐに質問をしました。

「あの…、、潮先先生から、岡村先生はピックを削って、10円玉サイズの丸いピックを使っていると聞いたんですが、見せて貰っても良いですか？」

すると岡村先生は、バッグから財布を取り出し、その中から白いピックを手に持ち、僕に見せながら言いました。

「でも今は、以前とは形を変えていて、ちょっと楕円形に削っているんだよ。」

そのピックへの拘りとは何だろうと思い、僕はすぐに質問をしました。

「あ、、そうなんですね！　でも、何で形を変えたんですか？」

「それはね、いろいろ弾いて行くうちに、いろいろと壁にぶつかるからね。」

「えっ、岡村先生ほど弾ける方でも、そんな事があるんですか！」

僕が驚いてそう言うと、岡村先生は少し笑いながら答えました。

「僕どころか、どんな一流のプレイヤーでも壁にぶつかる事はあるし、悩みは尽きないものだよ。」

実際、自分自身もピッキングは勿論だけど、ギターを抱える角度とか、左手の押さえ方など、様々な事で悩んでいました。

「そうか…、、これは、これからもずっと悩み続けて行くのかも知れないな…」

岡村先生の言葉を聞いて、僕は、心の中でそう思いました。

それまで僕は、ティアドロップ型のピックを使っていましたが、岡村先生のように自作のピックを試してみようと思いました。

早速楽器店へ行き、フェンダーのおにぎり型のピックを買って来て10円玉をあてがい、ペンで書いて型取って、ちょっとずらしてまた型取って、そのペンの型の通りにカッターで切ってから複数のサンドペーパーを使って仕上げて行きました。

「よし、これでちょっと試してみようかな。」

僕はその自作のピックを使って、毎日練習をしました。

そして、その週のレッスンの時に、潮先先生の前で弾いてみましたが…

「あれ、、、」

ピックが滑ってしまい、なぜか思うように上手く弾けません。

「おかしいな…、、家ではもっとちゃんと弾けていたつもりだったのにな…」

すると、その困惑した表情をした自分を見て、先生が言いました。

「岡村くんからは、ちゃんと良いアドバイスを受けられましたか？」

その問いに、僕はかなり焦りました。

その時、上手く弾けていないと言う事を、先生はお見通しだったのだと、僕は直感しました。

「先生、すみません…、、ピックの形を教わって、その通りに作って練習していたんですが…」

すると先生は、ちょっと眉をひそめながら言いました。

「岡村くんは、指先や手首ではなくて、肘で弾くでしょう？」

「えっ！」

その先生の言葉に、僕は一瞬まったく意味が分からないでいました。

「岡村くんは、かなりバーニー・ケッセルを研究していて、ケッセルの様に丸いピックを使って、肘で弾くからね。」

「そうだったんですか…、、僕は奏法までは聞けませんでした。」

「そうだったんだね。それなら、肘で弾くのも試してみたらどうかな？」

「はい。試してみます！」

僕はその日から楕円形の自作のピックを使って、肘を意識して練習を重ねました。

2週間程して、段々とその奏法に慣れて来て、僕は少しずつ自信がついて来ました。

僕は、また先生に相談しました。

「あの、先生、、初めは超スローで、レッスン毎に少しずつテンポアップして練習して行きたいんですけど、この方法はどうでしょうか？」

すると先生は、笑顔で答えます。

「それでは、それからそう言ったレッスン内容にして行きましょう。　速く演奏する曲…、、何が良いかな…」

先生は少しの間考えていました。

先生は、話を続けました。

「そう、After You’ve Goneなんかはどうかな？」

「はい、宜しくお願いします！」

その日のレッスンから、After You’ve Goneに取り組んで行く事になり、先ずはBPM＝40と言う超スローテンポで、しかもすべて八分音符でソロを弾く事から始めました。

レッスンは毎回２時間だったのですが、レッスンが始まり、終わるまでの２時間を一度も休む事なく、ずっと何コーラスも弾き続けました。

僕がAfter You’ve Goneのテーマを弾き、ソロに移ります。

そして自分のソロが終わると、先生にも残りの１時間ソロを弾いて貰いました。

先生にとっても、大変なレッスン内容だったと思いますが、その演奏をすべてカセットテープに録音しました。

そのお陰で、僕は大収穫を得る事になります。

レッスンが終わり家に帰ると、僕はすぐに録音したカセットテープを聴き直して、先生が弾いたアドリブ・ソロをすべて耳コピーして楽譜にしました。

そして、その各音がどんな仕組みになって、このカッコいいフレーズに繋がっているのかを分析しました。

「そうか…、、こう言う音づかいをすれば、単音でもコード感が出るのか…」

僕は、先生のフレーズを何度も弾いて、練習して、次の週のレッスンの時に、それを弾きました。

そして、そのレッスンでもまた先生にソロを弾いて貰って、また前回と同じ様に、家に帰ってから先生の新しいソロを耳コピーして練習すると言うことを繰り返して行きました。

回を重ねる毎にテンポも速くなって行きましたが、段々とその速いテンポにも慣れて来て、この時は、それまでの自分にとって一番充実した時間でした。

毎週レッスンに通い、3ヶ月経った頃、先生が言いました。

「加藤さん、この曲はもうかなり速く弾ける様になったので、別の曲にしましょうか。」

「はい、ありがとうございます！」

「それでは、今度はLover Come Back to Meにしましょう。」

「はい。」

この頃、僕は速いテンポの曲に慣れて来た事で、自信過剰になり、ある錯覚に陥っていました。

それが、のちに完全に打ち砕かれる事になります。

こうして、このレッスンスタイルに変わり、２曲目となりましたが、一ヶ月ほど経ったある日、潮先先生が僕に言いました。

「最近、速弾きが得意な若い生徒が二人入ったので、今度、見学に来ませんか？」

「あ、はい。是非聴いてみたいです！」

僕は、その二人の生徒さんがどんなギターを弾くのか、凄く気になりました。

そして、1週間後にその日がやって来ました。

僕が教室のドアを開けると、その二人の生徒さんは、すでにレッスンを受けていました。

僕は音を立てない様に、静かに椅子に座り、二人のレッスンを見ていました。

レッスンの終盤になり、先生が僕に向かって言いました。

「紹介しますね。　こちらが富樫くんで、こちらが竹中くん。」

「あ、初めまして。加藤です。」

「初めまして！」

彼らは見た感じ、とても若く見えました。

僕がそう思っていると、先生が言いました。

「富樫くんは23歳で、竹中くんは19歳だよ。二人とも若いでしょう。」

「本当に、若いですね！」

この時の僕も27歳で若かったですが、若い頃は少しの歳の差でも、なぜか随分と離れて感じました。

「それじゃ、何か一曲セッションしてみない？」

そう先生が言うと、竹中くんが笑顔で言いました。

「Oleoなんかどうですか？」

Oleoはアップテンポで演奏する事が多い曲ですが、この速弾きが得意と先生が言う二人が選ぶのだから、かなり速く演奏するんだろう…、と思い、その時、少し緊張しました。

「はい、わかりました。」

僕がそう答えると、すぐに竹中くんがテーマのメロディを弾き始めました。

「なんだ、、このとんでもない速さは…」

想像していたよりもかなり速いテンポで始まったので、僕はかなり焦りました。

正直、こんなに速いテンポで弾くのは初めてでした。

しかし竹中くんは、ニコニコしながら余裕で、とても正確にギターを弾いていました。

「凄いな…」

僕は、心の中でそう思いました。

竹中くんのアドリブ・ソロが終わり、今度は富樫くんがアドリブ・ソロを弾き始めます。

竹中くんも凄いけど、富樫くんも負けていませんでした。

この若い二人はバリバリと、凄い勢いで弾きこなして行きます。

僕は、大きな衝撃を受けました。

そして、僕にアドリブ・ソロを弾く番が回って来ます。

「まずい…、、ぜんぜん指が回らない、、、まるで金縛りに遭っているみたいだ、、、」

僕は、弾けば弾くほど指に力が入ってしまい、それが更に、心の焦りに繋がりました。

僕は、冷や汗をかきながら、無我夢中で弾いていました。

その後、気がつくと、あっという間に演奏は終わっていました。

「自分がどんな演奏をしたのか、まったく覚えていない…」

ふと、前を見ると、富樫くんも竹中くんも先生も笑顔でした。

「なんでこの二人は、こんなに余裕があるんだろう…」

僕が心の中でそう思っていると…

「加藤さんは、どんな弦を張っているんですか？」

「えっ？」

突然、富樫くんから質問され、僕は我にかえりました。

「あ、、僕は、、1弦が0.17、2弦が0.20、3弦が0.30、4弦が0.42、5弦が0.50、6弦が0.62です。

ギブソンの1弦が0.11から始まるセット弦をずらして張って、6弦だけバラ弦の一番太いのを買って来て張っています。」

僕がそう答えると、富樫くんは何故か驚いたような顔をして言いました。

「えっ、そんな太い弦を使ってるんですか？」

「はい。」

「ちょっと、弾かせて貰ってもいいですか？」

「あ、はい。」

僕は、富樫くんに自分のギターを渡しました。

富樫くんは、僕のギターをスラスラと弾きながら言いました。

「弦が太い割には、思ったより弾きやすいですね。」

「弦が太い分、少し弦高(弦の高さ)を低めにしてるんです。」

「そうだったんですね！僕も試してみようかなあ。」

僕は逆に、富樫くんと竹中くんに質問しました。

「二人は、どんなピックを使ってるんですか？」

まず富樫くんが、僕にピックを見せながら答えました。

「えーと、僕はこんな感じのティアドロップ型です。」

続いて、竹中くんが答えました。

「僕は、ピックにあまり拘りはないですよね。でも、ティアドロップでも頭が丸いタイプは、なんか弾きにくいので使っていませんかね。」

その話を聞いて、僕は驚きました。

自分はピックの形やピッキングについてこんなに悩んでいるのに、この二人は、まったくその様なものを感じなかったのです。

その日、僕は家に帰り、彼らと自分は何が違うのだろう…、と考えました。

それと同時に、あまりにも不甲斐ない今日の自分の演奏に、激しい憤りを感じました。

「なんだ、あの自分の演奏は…」

「もっとまともに弾けないのか！バカヤロウ！！」

僕は、何度も自分を責めました。

その夜は声がかすれるまで、男泣きをした。

明け方まで、泣きながらギターをがむしゃらに弾いた。

そして次の日から、一日10時間の練習をすることを、心に誓った。

「一日24時間の中で、アルバイトは８時間が拘束される。」

「ご飯を食べたりお風呂に入ったりするから、10時間練習をしたら、残りの睡眠時間はかなり少なくなってしまう…」

「でも、今の自分は、それをやらなければ駄目だ！」

僕はそう決意し、実行に移しました。

まず第一の練習内容は、左手の人差し指を１、中指を２、薬指を３、小指を４と決め、６弦から１弦までそれぞれ１２３４を１６回ずつ弾き、次に１２４３、その次は１３２４、１３４２、そして１４２３、１４３２という風に、１から始まる順番を弾きました。

その後は、同じように２、３、４から始まる順番で弾いて行き、１セットとしました。

この１セットを、何回も、初めはとてもゆっくりなテンポから始まり、少しづつテンポを上げて行き、３時間をかけて最終的には速いテンポで練習しました。

それが終わると、レッスンで先生に弾いて頂いて耳コピーした譜面を、それもゆっくりから段々と速く４時間練習します。

残りの３時間は、今まで先生から教わったハーモナイズとリハーモナイズのアレンジを、間違いなく弾けるように順番に練習して行きました。

ところがアパートで夜中まで練習していると、チャイムが鳴ります。

「あれ、、こんな夜中に誰だろう？」

と思って玄関のドアを開けると、そこに立っていたのは、隣の住人でした。

「あんた、何時だと思ってるよの！煩くて眠れないわよ！！」

「あっ、、すみません、、、もう弾きませんので…」

「バタン！」

隣の住人は勢いよくドアを閉めて、帰って行きました。

「もう弾きませんと言ったものの、困ったな…、、これからどうしようか…」

僕は、しばらく考えましたが、良い案を思いつきました。

「そうだ、車で移動して、何処か外で練習しよう！」

僕はすぐにギターを持って、外へ出ました。

そして車に乗り、何処か良い場所はないかと探しました。

当時住んでいた場所は、閑散とした住宅街でしたが、車の中だったら大丈夫だと思い、小学校の校庭に面した道路脇に車を停め、後部座席に移動して、引き続きギターの練習を始めました。

しかし、30分ほど練習した時に、「コン」と言う小石のような物が鳴った気がしました。

でも僕は練習に集中していたので、気にも止めずにギターを弾きました。

しかし、しばらくして…

「コン！」

さっきよりも、強い音で鳴りました。

「ん？ なんだろう…」

僕はその音が何だろうと、気になり始め、ウインドウ越しに外を見てみました。

人の気配は、まったくありません。

「気の所為かな…、、なんの音だったんだろう…」

と思ったとたん、間違いなく大きめの石が飛んで来るのが見えました！

その石は、地面でバウンドをして、車体の右側面に当たりました。

「ドン！！」

「ちくしょう…、、誰だ、、、」

目を凝らして、石が投げられた方向を見ました。

しかし、街灯の光が反射して、まったく見えません…

僕はウインドウを開け、周囲を見渡しました。

すると、いきなり後方から、学生服を着た不良風の二人の男が煙草を吹かしながら近寄り、僕に向かって言いました。

「おめえ、ここは俺たちがくつろぐ場所なんだよ！うるせえから立ち去れよ、この野郎！！」

「あ、、はい、すみません…今すぐ、動かします…」

僕は、慌ててウインドウを閉めて、内側から運転席に移動し、発車させました。

発車させてから、僕は悔しい気持ちが湧いて来ました。

「ちくしょう、、何だよあいつら！　石投げやがって！」

車を傷つけられ、悔しい気持ちでしたが、文句を言ったら確実に喧嘩になり、指を怪我していたかも知れない。

「喧嘩にならなくて良かったんだ。」

僕は、自分にそう言い聞かせ、次の場所を探しました。

しばらく走っていると、スーパーマーケットの「いなげや」があり、その広い駐車場はゲートが開きっぱなしの状態でした。

「よし、ここなら大丈夫かも知れない。」

そこでは、1時間経っても2時間経っても、何も苦情が来なかったので、僕はその場所で明け方まで練習をしました。

そして次の日も、その次の日も、僕は毎晩その場所に車を停めて練習をしていたのですが…

ある日、ベースの佐藤くんから電話が入ります。

「おう加藤、元気してるかよ！」

「おう、元気だよ！ 佐藤も元気だったかよ？」

「俺も元気だったよ！ ところでさ、また二子玉川のスポーツ・コネクションの演奏の依頼があってさ。あと、ちょっと開拓出来そうなライブハウスもあるからさ、また一緒にやろうぜ！」

僕は、その佐藤くんの言葉は正直とても嬉しかったけれど、今の練習漬けの毎日を崩したくありませんでした。

「佐藤…、、せっかく誘って貰って、本当に嬉しいんだけど、今ちょっと練習したくてさ。もう少し上達してからにしたいんだよ。」

すると佐藤くんは、少し沈黙した後に強い口調で言いました。

「加藤、練習は大事だけどさ。実戦で鍛えて行く事は、もっと大事だぜ！」

僕は、その言葉に少し心が揺らぎましたが、例え友達関係が悪くなっても、いつかは理解してくれると思い、勇気を出して言いました。

「佐藤…、ごめん、、、今は、練習を取らせてくれよ。」

その僕の言葉を聞いて、佐藤くんはしばらくの間黙っていました。

僕は、続けました。

「佐藤…、、半年後には、必ずもっと上手くなるから、待っててくれよ。」

佐藤くんは、ずっと黙っていましたが、しばらくしてから言いました。

「わかったよ！ でもな、演奏出来る場所なんて、そうそうあるもんじゃないんだから、半年後なんかには無くなっているかも知れないよ！」

僕は、答えました。

「その時は仕方がないよ。」

電話を、切りました。

僕は潮先先生の教室にはずっと通い、先述の通りの１曲集中型のレッスンを続けていましたが、ある日先生が言いました。

「今度、テナー・サックスの松本英彦さんの教室と合同で発表会をやる事になったんですが、加藤さん参加しませんか？」

松本英彦さんと言えば、戦後の日本を代表するバンドの、あのジョージ川口とビッグ・フォーのメンバーであり、その後も、もちろんテレビ等では日々拝見する、有名なテナー・サックス奏者でした。

以前、潮先先生も松本英彦さんのバンドに所属していたと言う経緯から、その時に、その話が持ち上がったとの事でした。

僕は、即答しました。

「ぜひ、参加させて下さい！」

僕はその日に、ずっと猛練習をしていたLover Come Back to Meと言う曲を演奏しようと決めました。

その曲のレッスンを初めて既に3ヶ月程経っていましたが、目標が出来た事により、それに向かって更に仕上げて行こうと考えました。

そして、その当日を迎えます。

会場は、京王線の聖蹟桜ヶ丘と言う駅から、車で15分程の場所の丘の上にありました。

会場に着くと、沢山の同門の生徒たちがいました。

「こんにちは！」

「こんにちは！」

その中には、富樫くんも竹中くんもいました。

みんな、もう既に練習をしていたので、僕も慌ててギターケースからギターを出し、練習を始めました。

周りの生徒たちが一生懸命練習をしている中、僕も緊張感が高まって来ます。

しばらくして、松本英彦さんの奥様が会場に現れ、マイクに向かってアナウンスします。

「皆さんお集まり頂きまして、ありがとうございます。今日は、皆さん、普段の練習の成果を充分に発揮して、頑張って下さいね。」

「それでは、今日のホストのミュージシャンをご紹介しますね。ピアノは、本田富士旺さん。ベースは、山田晃路さん。ドラムスは、バイソン片山さん。

そして、テナーサックスは、松本英彦さんです！大きな拍手でお迎え下さい！」

会場内、一斉の拍手となります。

僕は何番目に名前を呼ばれるのかと、心臓がドキドキしていました。

「早い段階で名前を呼ばれて、早く終わった方が気が楽だなあ…」

そう思っていると、1番目に呼ばれた人は、松本英彦さんの生徒さんで、アルトサックスを吹く人でした。

その人の演奏が終わり、次に呼ばれたのは潮先先生のギターの生徒さんでした。

そして、次々と名前を呼ばれては他の人が演奏して行ったのですが、なかなか自分の番がやって来ません。

僕は時間が経つにつれ、更に緊張感でいっぱいになりました。

と、その時、、、

「それでは、加藤 泉さんお願いします。」

「あ、、はい！」

とうとう、自分の名前が呼ばれました。

待っている時もドキドキでしたが、名前を呼ばれたら、更に心臓がドキドキしました。

僕は急いでギターを持って、ステージに向かいました。

ステージに着くと、各メンバーの方々に挨拶をしてから椅子に座り、アンプにケーブルを差し込み、音を確認しました。

この時は、緊張が最高潮に達していました。

「キーはGで、Lover Come Back to Meを宜しくお願いします。」

そう言って僕がテンポを出すと、ピアノの本田富士旺さんが５度のペダルポイントを使ったイントロを弾き始めました。

ドクンドクンと、心臓の鼓動が聞こえます…

８小節のイントロの後、僕はテーマのメロディを弾き、その後アドリブソロに入りました。

「今までの練習で、やって来た通りの事を弾けば良いんだ…」

僕は、自分にそう言い聞かせながら、夢中で弾いていました。

しかし、、

「今のところ、大丈夫だ…」

と、そう思った瞬間、アドリブソロの終盤で、僕は覚えて来たフレーズを忘れてしまいます。

「あっ、、まずい、、、」

この時、頭の中が真っ白になりました。

しかし、不思議なことに、この空白の瞬間に、ベースの山田晃路さんが「Yeah!」と言ってくれます。

「えっ！」

自分は失敗をしたのに、何故ここでYeah!と言われたんだろう…

(この事は、僕の頭の中にずっと残りますが、数年後に、その答えが見つかる事となります…)

僕は戸惑いましたが、なぜか2小節の空白の後、フレーズは無意識に思い出し、元の軌道に戻せました。

「良かった…」

そして、何とか無事にソロを弾き終わると、次はテナーサックスの松本英彦さんがソロを吹き始めました。

音が出た瞬間、「八分音符の長さが長い…、、そして、もの凄いスピード感がある…」と、感じました。

これは、演奏の中に入って見なければ分からないもの凄さだと思い、身震いをしました。

僕は、自分のソロが終わっても、まだずっと緊張していました。

松本英彦さんのソロが終わると、本田富士旺さんのソロへと続きました。

本田富士旺さんのソロは、アウトフレージングされた、まさにコンテンポラリー・ジャズに相応しい斬新なものでした。

「なんだろうこれは、、、凄くカッコいいなあ！」

音のキレが鋭く、この時僕は、コードを弾くと音がぶつかってしまうと思い、まったく弾けませんでした。

そして、本田富士旺さんのソロが終盤に差し掛かった時、僕はベースの山田晃路さんの方を見ました。

すると、時間の関係があったと思いますが、山田さんは僕に向かい合図をしました。

「僕のソロは、なくていいよ。」

という風に感じ取ったので、僕はテーマのメロディを弾き、その演奏を終えました。

僕は、ケーブルをアンプから抜くと、またメンバーに挨拶をしてステージを降りました。

「ああ、、、やっと終わった…」

僕は、大きなため息をつきました。

そしてこの時、ここ数日間で初めて力が抜けるのを感じました。

その後、僕は皆んなの演奏を、椅子に座って聴いていました。

「皆んな上手いなあ、、どんな練習をしてるんだろうか…」

僕は、そう思いながら聴いていると、松本英彦さんの奥様がマイクに向かって言いました。

「それでは、次は、竹中俊二さんお願いします。」

僕は、その名前を聞き、振り向きました。

竹中くんはすっと立ち上がり、手にはダキスト製のようなフルアコースティック・ギターを抱えてステージに向かいました。

「あれ、、アコギじゃないんだ…」

以前教室で初めて共演した時は、アコギを弾いていたけど、今日はフルアコだったので、僕は少しビックリしました。

竹中くんは、ステージに着くとアンプにケーブルを繋ぎ、立ったまま演奏を始めました。

曲目は、I’ll Remember Aprilでした。

彼の演奏は、僕のようにいっぱいいっぱいで、緊張しながら弾いている感じではなく、演奏を楽しむと言う余裕を感じ取れました。

そしてその後、富樫くんの演奏へと続きます。

富樫くんも、立って弾いていました。

曲目は、Witchcraftでした。

この曲は、フランク・シナトラの歌で知っていましたが、あんなにバリバリ弾く富樫くんが、随分シブい選曲をするんだなあ…と、逆に懐の深さを感じました。

彼の演奏も、見ていて、やはり余裕を感じました。

音色もとても良くて、気持ちが良かった。

「二人とも凄いなあ、、、もともと凄く実力がある上、何だかセッションに慣れている感じがするなあ…」

僕はそう感じ、自分の余裕のなさを、その時に痛感しました。

その日の発表会が終わり、皆んなと別れ、僕は家に帰りました。

そして、帰りの電車の中で、今日の自分の演奏の事を思い出していました。

「少しのミスはあったけれど、自分なりに精一杯の演奏が出来たんだ…」

僕は、そう自分に言い聞かせました。

それから数日後の事でした。

レッスンの時に、潮先先生が神妙な面持ちで、僕に言いました。

「先日、松本英彦さんから連絡があって、松本英彦さんの運転手兼ボーヤを探しているので、加藤さんやりませんか？」

その突然の話を聞き、僕はとても驚きました。

そして、ボーヤと言う言葉に、一瞬複雑な気持ちになりました。

「どうしようか、、、」

僕は少しの間考えましたが、先生に言いました。

「すみません…、、大変嬉しいお話なんですが、一日考えてからのお返事で宜しいでしょうか？」

先生が、答えます。

「ええ、良いですよ。それでは、明日電話を待っていますね。」

「ありがとうございます。」

僕はその日のレッスンを終え、家に帰りましたが、帰りの電車の中で、ずっと考えていました。

「ボーヤを、またやるのか…」

そう思った瞬間、あの９年前の苦しかった事が、思い出されました。

「でも、今度はバンドのボーヤではないんだから、あんな重たい機材を運ぶ事はないんじゃないか…」

「でも、今度は運転もしなければならないんだぞ。事故をしたら、どうするんだ…」

電車に揺られながら、自問自答を繰り返しました。

家に着き、夕飯を食べながらでも、お風呂に入りながらでも、ずっと考え続けました。

そして布団に入り、仰向けになった時、ふと思いました。

「いろいろ考えても結論が出ない時は、実行に移すのみだ。」

僕は、そう決めて、次の日に潮先先生へ電話をしました。

「先生、昨日のお話を、お受けしたいと思います。」

「良かった。それでは、松本英彦さんに伝えますので、来週のレッスンの時に詳しく話をしましょう。」

電話の向こうの先生の声は、優しく聞こえました。

「はい、分かりました。宜しくお願いします。」

その後１週間が経ち、僕が教室に行くと、真っ先に潮先先生から言われました。

「そうそう、松本英彦さんに連絡したら、加藤さんから電話を貰いたいとの事でした。電話番号を言うので、メモしてくれますか？」

「はい。」

僕は先生に言われたまま、松本英彦さんの教室の電話番号をメモしました。

そして、その日のレッスンが終わってからすぐに、小雨が降る中、教室の最寄駅の代々木八幡駅にある公衆電話から、松本英彦さんの教室へ電話をしました。

ダイヤルを回す時、少し緊張しました。

「プルルルル…、、プルルルル…」

「カチャ…」

「はい、松本英彦ラブリー・ジャズ・ミュージック・スクールでございます。」

その声は、松本英彦さんの奥様の声でした。

「あ、あの、、加藤 泉と申します。潮先郁男先生のご紹介で運転手兼ボーヤの件で、お電話しました。」

「ああ、加藤さんね。お話伺っていますよ。ちょっと待ってね…」

「はい。」

奥様が廊下を歩くスリッパの音が、かすかに聞こえました。

そして、少ししてまた奥様が電話に出られて、言いました。

「あのね。今度の日曜日に武蔵野公会堂で松本さんのコンサートがあるのね。その日来てもらえる？」

「あ、はい、、、大丈夫です。」

「それじゃね、夕方の４時にうちの教室に来て下さる？」

「はい、分かりました！それでは、日曜日の４時にお伺いします。」

「じゃ、宜しくね。」

「はい。こちらこそ、宜しくお願いします！」

電話を、切りました。

そして、その日曜日を迎えます。

その日は、朝からとてもよく晴れた、気持ちの良い日でした。

僕は緊張もあり、いつもより早く目が覚めました。

ご飯を食べ、いつもの様にギターの練習をしました。

「なんか心臓が、ドキドキするなあ…」

普段でも初めての仕事というものは緊張しますが、あの松本英彦さんを乗せて運転すると言うのは、想像しただけでも、とても緊張しました。

しばらくしてギターの練習を終え、そろそろ出掛ける時間です。

「よし、1時半だ！出よう。」

その頃に住んでいた板橋区の大谷口と言う場所から、松本英彦さんの教室のある聖蹟桜ヶ丘までは30km以上あります。

通常で1時間半掛かるので、余裕を持って2時間半をみる事にしました。

僕は服を着替えて、外に出ました。

秋の午後の陽が頬を照りつけ、眩しかった。

駐車場へ行き、愛車のシビックのドアを開け、車内に乗り込みエンジンをかけます。

「普通に、仕事をこなせば良いんだ…」

と自分に言い聞かせ、発車しました。

途中、環状7号線から甲州街道(国道20号線)に入ると、いきなり渋滞をし始めました。

「これは、まずいな…、、初日に遅刻したらクビになってしまう…」

その時僕は、腕時計を時々チラチラと見ながら、運転していました。

そして、時が経つにつれ、次第に大きな焦りとなります。

渋滞が始まってから、20分以上が経ちました。

「全然進んでないじゃないか…、、、本当にまずい、、、」

先が見えない状態で、ハンドルを握る手にも汗が滴りました。

しかし、下高井戸を過ぎた辺りから、急に空き始めます。

「えっ、なんでだろう！」

その時、事故車を横に通過しました。

「これは、事故渋滞だったのか…」

それからはずっと渋滞はなく、さっきの渋滞が嘘のように松本英彦さんの自宅の近くまで、何とか辿り着きました。

教室の前に着きましたが、腕時計を見ると、針はまだ15時30を指していました。

「なんだ…、、途中に渋滞があって焦ったけど、思ったよりも早く着いたな…」

僕はそう思い、松本英彦さんの自宅よりも上の丘の上に車を停め、シートを少し倒して横になりました。

ウインドウの外を見ると、遠くの方に薄青く山々が見え、とても綺麗だった。

「こんな高台に住んだら、毎日こんな景色が見られるのかあ…、、、いいなあ〜」

僕はそんな事を一人で呟きながら、眺めていました。

ちょっと横になったつもりが、気がつくと時計の針は4時5分前を指していました。

「あっ、、もう行かなくちゃいけない…」

僕は少し慌ててシートを起き上がらせ、キーを回し発車しました。

坂道を降りて松本英彦さんのご自宅に着くと、すぐそばに駐車場があったので、そこに車を停めて、ご自宅の玄関に向かいました。

時間は、ちょうど午後4時でした。

チャイムを鳴らします。

「ピンポーン…」

「はい。」

奥様が、出られました。

「加藤です。」

「はい、今行きます。」

「カチャ…」

少しして、玄関のドアが開きました。

そして、奥様は僕の顔を見るなり、いきなり凄い剣幕で言いました。

「随分と遅かったじゃない！」

「えっ！」

僕は、一瞬何が起こったのかが理解出来ませんでした。

「あの…、、先日のお電話で、4時に来て下さいと言われたので、4時に来たんですけれども…」

すると、奥様は更に強い口調になり、言いました。

「何言ってるの！ 4時と言ったら、30分前の3時半に来なくちゃ駄目じゃないの！」

「あ、、、はい…」

「もう今からじゃ、大分時間経っちゃって遅いけど、とにかく急いで洗車しなさい！」

「はい、、、分かりました。」

「これからは、30分前に来て、先ず松本さんの車を洗車して、車内も掃除して、それからチャイムを鳴らしなさい！」

「はい、、分かりました。」

自分は電話で言われた通りに、何も間違えのないように時間通りに来た筈なのに、初日の第一声からこんなに強く言われて、正直とても理不尽な事だと心の中で思いました。

しかし、それと同時に、「実際には30分前に着いていたのだから、あの時丘の上で休んでいないで、そのまま来れば良かった…」と、後悔もしました。

「あの…、、松本英彦さんの車は、どちらでしょうか？」

僕が奥様にそう聞くと、奥様は何も言わずにご自宅の中に入って行きました。

僕が少しの間待っていると、また奥様が現れ、僕に言いました。

「こっち来なさい。」

「はい。」

奥様の後を着いて行くと、さっき僕の車を停めた駐車場に着きました

「はい、これ鍵。」

「はい、ありがとうございます。」

「ほら、そこの水使って、スポンジと雑巾もあるでしょ？ 洗剤も使うのよ。あとは解るわね！」

奥様の指差す方向を見ると、蛇口があり、ホースが取り付けてありました。

「あ、はい。分かりました。」

僕がそう答えると、奥様はご自宅の方へ戻って行きました。

洗車をする車は、大きなセダンでした。

蛇口をひねり、水を出します。

そして車に水をかけながら、スポンジを使い洗って行き、最後に雑巾で水気を拭き取りました。

「これで、外は大丈夫かな…」

次に渡された車のキーでドアを開け、車内のゴミを手で拾い、車内にあったゴミ袋の中へ入れ、それを持ってドアを閉め、鍵をかけました。

僕はゴミ袋と鍵を持って自宅の方へ行き、チャイムを鳴らしました。

「開いてるから、中へ入って来なさい。」

チャイムのスピーカーから、奥様の声が聞こえました。

僕は、ドアを開けて中へ入りました。

「こっちこっち。階段を上って来なさい。」

「はい。」

僕は、何も分からず、とにかく奥様の言われた通りに行動をしました。

階段を上り２階に上がると、奥様は指を差しながら僕に向かって言いました。

「このチラシを、車に運んでちょうだい。」

見ると、束になって紐で縛ってあるチラシが５つ置いてありました。

「あの、これ全部でしょうか？」

「全部に決まってるでしょ。早くしないと時間がないわよ！」

「あ、はい、、すみません…」

僕は急いで、チラシの束を２つ持って階段を降り、外へ出て駐車場の車のトランクの中に入れ、また戻って２つ持って駐車場へと、3往復して運びました。

２階へ上がると、また奥様が言い付けます。

「あ、これとあの荷物も持って行って。」

「はい。」

見ると大きなバッグと衣装ケース、そして段ボール箱がありました。

僕はそれらを抱えて、また2往復しました。

車から戻り玄関を開けると、奥様が目の前に立っていました。

「松本さんが今スタジオで練習してるから、今度はスタジオに行って、練習が終わるのを待って、テナーサックスのケースを運びなさい。」

「はい。わかりました。」

僕は、スタジオの外で待っていました。

かすかに、松本英彦さんのテナーサックスの音色が聴こえます。

「良い音だなあ…」

いつもテレビでしか聴いた事がなかった松本英彦さんの練習している生の音を聴けるなんて、とても贅沢な事だと思いました。

しかし、その練習が終わると、いよいよ松本英彦さんを乗せて運転をしなければならない…と思い、緊張が走りました。

15分程して、聴こえていたテナーサックスの音が止み、松本英彦さんがスタジオから出て来ました。

僕は、お姿を間近で拝見して、緊張感が最高潮に達しました。

「おはようございます！」

僕が挨拶をすると、松本英彦さんは笑顔で僕に言ってくれました。

「ああ、、今日は宜しくね。」

そう言われて、初めて会話をさせて頂いて、僕はさっきまで奥様の時間の事で理不尽だと思った自分が、恥ずかしく思いました。

「ああ、それだけの方の仕事をさせて頂いているんだ…」

僕は松本英彦さんのサックスのケースを手に取り、すぐに20メートル先にある駐車場へ行き、車のトランクに入れました。

そして、またご自宅へ行きチャイムを鳴らしました。

奥様が、インターホンに出られました。

「加藤です。松本英彦さんのテナーサックスを車に積みました。」

そう僕が言うと、奥様が言いました。

「それじゃ準備万端ね！ 」

「はい、宜しくお願いします！」

少しして、松本英彦さんと奥様が、玄関のドアを開けて外に出て来ました。

すると、玄関前に立っていた自分に向かい、奥様がいきなり怒鳴りました。

「あんた、何やってんの！ 車はどうしたの！」

僕はその時、なぜ急に怒られたのか、意味がまったく解りませんでした。

「あの…、、車は駐車場にあります…」

「あんた馬鹿じゃないの！ 玄関まで車を持って来なくちゃ駄目じゃないの！」

僕はその時、初めてその意味を理解しました。

「すみません！ 今すぐ車を持って来ます！」

僕はすぐに走って駐車場へ行き、車を発車させてバックでご自宅前につけました。

松本英彦さんは運転席の隣に座り、奥様は後部座席に座りました。

このお二人が、この狭い空間にいらっしゃる…

心臓が破裂しそうな気持ちでした。

発車しました。

聖蹟桜ヶ丘から国道20号線(甲州街道)に入り、武蔵野公会堂を目指します。

しかし国道20号線に入ると、夕方の渋滞が待っていました。

松本英彦さんが、言いました。

「時間、大丈夫かな…」

すると、奥様が言いました。

「ボーヤがね、ちゃんと時間通りに来ていれば、今ごろ着いていたのよ。」

「本当に、すみません…」

僕は、そう言うしかありませんでした。

実際、ホールの公演で、遅刻は許されない事です。

ハンドルを握る手から、汗が滲み出ました。

車内では何の会話もなく、僕は運転をしながら、ずっと緊張をしていました。

しばらくして渋滞から逃れ、運良く遅刻せずに武蔵野公会堂に着きました。

武蔵野公会堂の駐車場に着くと、松本英彦さんが真っ先に搬入口のドアを開けステージへ向かいました。

その後に、奥様も続きます。

僕はサイドブレーキを上げて、キーを回しエンジンを止め、外へ出ました。

そしてトランクを開け、テナーサックスのケースを持って、ステージへ向かいましたが、松本英彦さんも奥様も先に行ってしまったので、かなり迷いました。

やっとステージに着くと、すでにミュージシャンの方々がスタンバイしていました。

顔ぶれを見ると、

ピアニストは世良 譲さん、ベーシストは河上 修さん、ドラマーはジミー竹内さんでした。

この錚々たるメンバーに、僕は圧倒されました。

「自分は、凄い現場にいま居るんだな…」

その光景に圧倒されていると、ステージの下手から奥様が僕に近寄り、言いました。

「あんた何してるの！ 荷物を早く運びなさいよ！」

「あ、、はい、、、すみません…」

「もう時間がないのよ！」

「すみません…、、、あの、何処へ運べば良いでしょうか？」

「そんな事は、自分で考えなさい！」

「あ、、はい、、、すみません…」

僕は走って車に戻り、先ずチラシの束を手に取りました。

「これは多分、ホール入口だな…」

汗だくになりながら、ホール入口に向かいました。

するとそこには、既に奥様がいらっしゃって、僕は凄くビックリしました。

奥様は、静かに言いました。

「ここに置いて！」

「はい！」

僕は長いテーブルの上にチラシの束を置き、すぐにまた駐車場へ走り、残りのチラシの束を持ってホール入口へ戻り、テーブルの上に置きました。

その時、僕は初めて奥様に対して、呼びました。

「あの、、奥さん、、他の荷物は何処へ運べば良いでしょうか？」

すると奥様は、急に強い口調になり言いました。

「あんた！ 私の事を奥さんだって？ 何を言ってるの、奥さん先生と呼びなさい。」

「あ、、、すみません…、、奥さん先生…、、他の荷物は何処へ運べば宜しいでしょうか…」

「そんな事いちいち聞かないの！自分で考えなさい！」

「あ、、すみません…」

僕はそれ以上何も言えず、また駐車場へ走りました。

車のトランクを開けます。

「このバッグは、たぶん楽屋だろうな…、、でも、この段ボールは何処へ運べば良いのかな…、、、でも取り敢えず、バッグを楽屋に運ぶか…」

そうして先ずはバッグ２つを楽屋に運び、また車に戻ります。

「この段ボール…、、、中に何が入っているのか分からないけど、これも楽屋で良いかな…」

僕はそう思い、楽屋へ運びました。

すると、そこには奥様がいらっしゃいました。

「あんた！ それは入口に決まってるでしょ！」

「えっ！、、あ、はい、、、」

僕は、急いでホール入口へ運びました。

何故か、奥様は、僕が間違える事を初めから分かっている様な気がしてなりませんでした。

僕はその時、心臓がもの凄くドキドキしていました…

僕はその後どうして良いのか分からなかったので、とにかく奥様の近くに居れば、何か指し図をされると思い、ずっと奥様を探しました。

先ず楽屋へ戻りましたが、いらっしゃいませんでした。

次に、またステージへ行きましたが、やはり奥様はいらっしゃいませんでした。

「そうか、、あとはホール入口しかないな…」

僕はそう思いホール入口へ行くと、やっとそこに奥様がいらっしゃいました。

奥様は僕の顔を見るなり、言いつけました。

「外に行って、缶コーヒーを５つ買って来て！」

「あっ、、はい、分かりました！」

僕はすぐに外に出て、自動販売機を探しました。

そして自動販売機を見つけて、缶コーヒーを５つ買い、落とさない様に気をつけ、抱き抱えながら歩きました。

「この缶コーヒーはミュージシャンの分だろうから、楽屋へ持って行った方が良いだろうな…」

僕はそう考え、楽屋へ持って行きました。

しかしその時、楽屋に奥様はいらっしゃいませんでした。

僕は、取り敢えず楽屋のテーブルの上に置いて、ホール入口へ走りました。

しかし、やはり奥様はいらっしゃいません…

僕は、すかさずステージへ走りました。

その時、ちょうどリハーサルが終わったタイミングで、その場に、やっと奥様がいらっしゃいました。

「あの、、缶コーヒー、楽屋のテーブルに置きました。」

僕がそう言うと、奥様が答えました。

「ああ、ありがとう。」

そう言われただけでしたが、後で立て替えたお金は当然頂けると思っていました。

ミュージシャン達は、いろいろな話をしながら楽屋へ移動して行きます。

奥様もそれに続いて行ったので、僕も後ろを歩いて行きました。

楽屋に着くと、ミュージシャン達はタキシードに着替え始めました。

すると奥様はすぐに廊下へ出られたので、僕も廊下へ出て楽屋のドアを閉めました。

しかし奥様は、そのまま廊下を歩いて行かれたので、化粧室へ行かれたと思い、僕は廊下に立っていました。

ドアの向こうから、かすかにミュージシャン達の笑い声が聞こえます。

しばらくして奥様が帰って来られたので、立て替えた缶コーヒー代の事を言いました。

「あの…、、缶コーヒーのお金は…」

僕がそう言い掛けると、奥様は早口で言いました。

「あなた、こっちに来なさい！ ノロノロしてる時間はないのよ！」

「あ、、はい…」

僕がそう答えるとほぼ同時に、奥様は早歩きで、廊下を歩いて行きました。

僕は、急いで着いて行きました。

ステージを左手に見てドアがあり、廊下を真っ直ぐ行くと階段があり、その先にホール入口がありました。

「なんだ、こんなに近い行き方があったのか…」

僕はホール入口全体を見渡し、その時、今まで随分と遠回りをして行き来をしていた事に気がつきました。

「あなた、ボサっとしてないで、こっち見て！」

奥様の声に、僕はビクっとしました。

「あっ、はいっ！」

「このチラシを、段ボールの中に入っているプログラムに挟んで、テーブルの上に並べて置きなさい。」

「はい、分かりました。」

「ほら、やって見なさい！」

「はい。」

僕は段ボールに貼られているテープを剥がし、中に入っている二つ折りのプログラムを手に取り、そして、言われた通りにチラシを中に挟みました。

すると、奥様が強い口調で言いました。

「あなた、そんなノロノロしてたらお客様入って来た時に間に合わないじゃない！ ほら、先ず段ボールからプログラムを全部出して！」

「はい！」

僕はその時、額が汗でビッショリでした。

言われた通りに段ボールからプログラムを全部取り出して、テーブルの上に置くと、奥様はすぐにそのプログラムを、まるでトランプ手品の様にザザっと斜めに広げました。

「ほら、見てなさい！」

奥様は、手際よくチラシを挟んで行きます。

「こうやってやるの。分かったわね！」

奥様はそう言うと、すぐにその場を離れ、歩いて行ってしまいました。

僕は、その後すぐに作業に取り掛かりました。

「お客様は、いつ来られるのだろう…」

そう思うと、凄く緊張して来ました。

その後、僕はずっとその作業を続けていました。

とにかく、お客様が来られる時間に間に合わせなければ…と必死でした。

それまで、何時に開場なのか、何時に開演なのかも知らされていなかったので、とてもドキドキしていました。

でもふと気がつきました…

「そうか、このパンフレットに書いてあるはずだな…」

僕はそう思い、手にしているパンフレットに目をやります。

「なんだ、開場までまだ30分以上もあるじゃないか…」

その時僕は、さっきまでの緊張がスッと抜けるのを感じました。

そして時間は過ぎて行き、開場の10分前になります。

パンフレットにチラシを挟む作業は大分慣れて、順調に思えていました。

しかしその時、作業に夢中になっていた自分のすぐ横に、いつの間にか奥様がいらっしゃいました。

「あっ！」

僕は、一瞬手が震えました。

奥様が、静かに言いました。

「あなた、この作業はもう良いから、今すぐに楽屋に行きなさい。」

「あ、、はい、わかりました！」

僕は指示のとおり、一目散で楽屋へ走りました。

楽屋に着きドアを開けると、ミュージシャンの方々が一斉に僕の方を見ました。

その時、いつもテレビで観る有名なミュージシャン達が僕の顔を見ている…と言う、あまりの迫力に圧倒され、僕は、一気に緊張の頂点に達しました。

「あ、、すみません…」

僕はその迫力に怖気付いてしまい、その言葉しか出ませんでした。

しかしミュージシャン達は、ドアを開けた者が僕だと判ると、すぐに雑談に入りました。

僕は、いざ楽屋に入ったものの、一瞬何をどうしたら良いのかまったく分からなかったのですが、良く見ると各ミュージシャンのテーブルにはお弁当が６つ置かれていました。

僕はその時、とっさに気がつきました。

「気がつかなくてすみません！ 今すぐお茶を入れます！」

急いで楽屋の隅にある急須にポットのお湯を入れ、湯呑み茶碗に注ぎ、各ミュージシャンのテーブルへ持って行きました。

「ありがとね。」

「どうもね…」

ミュージシャン達はそう言うと、お弁当を広げて食べ始めました。

そして、また雑談をしていました。

僕は、他に何かする事がないかと思い、松本英彦さんに尋ねました。

「あのう、、何かする事はないでしょうか？」

すると、松本英彦さんが答えます。

「ああ、今はいいよ。」

「あ、はい分かりました…」

結局、僕は何も出来ず、そのドアの前で30分立っていました。

何も出来ないと言う事の方が、その時は、とても辛く思えました。

しばらくすると、ピアノの世良 譲さんがいきなり大きな声で言いました。

「あっ、もう時間だね！」

「さっ、行こうか！」

僕はその言葉を聞き、急いで楽屋のドアを開けました。

すぐに、ミュージシャン達はステージへ向かって行きました。

僕はその時、楽屋に留まるかステージへ行くか一瞬迷いましたが、ステージへ行きました。

ステージに着くと緞帳(どんちょう、舞台の幕)は上がったままでした。

ミュージシャン達は、下手からそれぞれステージを歩いて行きました。

その途端、ホールは盛大な拍手に包まれます！

「パチパチパチパチパチパチ！！！！」

歓声も、あちこちで聞こえました。

ミュージシャン達が演奏をする位置に着くと、シーンと静まり返りました。

数秒後、ジミー竹内さんのドラムスがアフロ・キューバンのリズムで叩き出します。

そして8小節の後に、松本英彦さんが曲のテーマを吹き始めました。

曲は「Night Has a Thousand Eyes(夜は千の目を持つ)」でした。

僕はその時は、そのサウンドに酔いしれていました。

「これが、一流の音とリズムなんだな…」と、感じました。

曲はその後、2曲3曲と演奏されて行く間、9年前に石川さゆりさんの専属バンドのボーヤをやっていて、やはり同じように下手から、ステージを憧れの目で見ていた自分を思い出しました。

「そう言えば、あの時もそうだった…」

と、そう思った時でした。

なんと、いつの間にか、すぐ隣に奥様が立っていました！

「あっ！」

…と、思わず驚いて、声を出してしまいました。

僕は、暗闇の中でお化けでも見たんじゃないかと思うくらい、かなり焦りました！

そしてそれと同時に、その時「僕は、さっき本当は楽屋に行くべきで、いまステージの下手にいる事に対して、奥様に怒られるんじゃないか…」と、思いました。

僕は怖かったので、ステージから目を離さないで居ました。

その時、奥様をまともに見れませんでしたが、奥様もじっとステージを見ている様な気配を感じました。

長い沈黙がありました。

すると、奥様がその沈黙を破って、いきなり大きな声で言いました。

大きな音の演奏中だったので、奥様も聞こえるように大きな声で言ったんだと思います。

「松本英彦の音は、素晴らしいでしょ？」

僕はその声を聞いて、誰か別の人に話しかけているんだろうと思い、そのままステージから目を離さないでいました。

「加藤さん、分かる？」

「えっ！」

僕は、まさか奥様が僕に向かって発した言葉だと、その時に気付きました。

「あ、、、は、はいっ！」

僕が答えると、すぐに奥様は僕に向かって言いました。

「松本英彦の音はね、アドリブソロが皆んな良いって言うけど、本当はね、テーマのメロディを吹いている時の歌心が素晴らしいのよ。」

その声は、先ほどまでの厳しい言い方ではなくて、とても優しく穏やかな声に聞こえました。

「あ、、はい…、、ぼ、僕もそう思います。」

僕は、その言葉しか思いつかなかった…

そして、その時初めて自分の名前を呼ばれた事に、とても戸惑いました。

「なぜ今、加藤さんと呼んでくれたのだろうか…」

僕がそんな事を考えていると、いつの間にか奥様の姿はここに居りませんでした。

演奏は続き、一部の最後の曲のアナウンスがされます。

僕はその時、ふと思い出しました。

「そうだ、このタイミングは楽屋へ行って、ミュージシャン達を迎えて、挨拶をして、またお茶汲みをしたりする時だ。」

僕はまた、9年前のボーヤ時代を思い出しました。

急いで、楽屋へ走りました。

楽屋に着くと、そこに奥様と知らない女性がいらっしゃって居て、二人は何が話をしていました。

僕はすぐに、テーブルに置いてある食べ終わったお弁当をビニール袋に入れて、楽屋の隅にあるテーブルに置きました。

その時ふと見ると、長いテーブルの隅に３つのお弁当が置いてあるのに気がつきました。

「あれ、まだお弁当が残っていたのか…」

一部の最後の曲が終わるまで10分程の時間がありましたが、僕は曲が終わると同時に、お茶を汲み、先ほどまで各ミュージシャンが座っていたテーブルに置きました。

少ししてミュージシャン達は、楽屋に入って来ました。

僕はすぐに、一人一人に向かって挨拶をしました。

「お疲れさまでした。」

「お疲れさまでした。」

ミュージシャン達は、僕に軽く会釈をして各席に座り、先ほど演奏していた曲について、笑いながら話をしていました。

15分の休憩が終わると、またミュージシャン達はステージへ向かいました。

僕もステージへ行こうとすると、いきなり奥様が僕に言いました。

「お弁当食べましょう。」

「あ、、はい…」

その時、自分のお弁当が有ったのか…と思ったのと同時に、テーブルの隅に置いてあるお弁当は、奥様とこの女性と、そして僕の分だと言う事に気づきました。

僕はすぐにまたお茶を入れ、奥様と女性のテーブルの上に置き、続けて自分の分のお茶も入れ、テーブルに置きました。

奥様と女性が、お弁当の蓋を開けて食べ始めたので、僕も食べ始めましたが、そのお弁当の豪華さに驚きました。

「さすが一流のミュージシャンは、こんなに豪華なお弁当が出されるんだなあ…」

そう思うと同時に、自分も同じものを食べて良いのだろうか…と、少し戸惑いました。

「さっきは、パンフレット手伝ってくれて、ありがとうね！」

いきなり奥様が、言いました。

僕はお弁当を食べながら下を向いていたのですが、一瞬自分に言われたのかと思い、ビックリして振り向くと、奥様は女性に向かって言っていました。

「そんな、とんでもないわよ。ああ言う仕事、好きですから。」

この緊張した空間だったので、僕は、殆ど噛まずに胃の中へ放り込んだような感じで食べていました。

3人がお弁当を食べ終わるのを見計らって、僕は、また奥様と女性にお茶を注ぎました。

そして、お茶がなくなると、また注ぎました。

しばらくして、終演の時間が近づいて来たのか、いきなり奥様が大きな声で言いました。

「そろそろステージに行きましょう！」

僕は、その声にビックリしました。

「はい！」

奥様に続いて、女性も僕もステージに歩いて行きました。

ステージに着くと、その時ちょうどジミー竹内さんのフリー・ドラムスソロの最中でした。

「カッコいいなあ！」

僕は、思わず叫びそうになりました。

そして、急に「バン！」と大きくスネアドラムの音が鳴ったと思ったら、テナーサックスの松本英彦さんがサビ(ブリッジ)の部分から、フェイクしたテーマのメロディを吹き始めました。

曲目は「オルフェのサンバ～Samba De Orpheu」でした。

会場内は、大きな拍手や掛け声に包まれます。

そしてエンディングを迎え、演奏が終わると、さっきよりも更に大きな拍手や掛け声が、会場内に大きく響き渡りました！

ミュージシャン達は、お客さんに向かってお辞儀をして、僕たちの立っている下手に歩いて来ます。

その時は、鳥肌が立ちました。

30秒…、、いや、1分位に感じましたが、その拍手が手拍子に変わります。

するとミュージシャン全員がゆっくりとステージに向かい、定位置に着くと、松本英彦さんがいきなりテンポ・ルバートでソロを吹き始めました。

「この曲は、何だろう…」と思っていると、少ししてアウフタクト(弱起)でインテンポになり、初めてその曲が解りました。

「ダニーボーイ(Danny Boy)か！」

初めは静かに始まりましたが、後半はサブトーン奏法で、ブイブイと吹き倒すと言う表現に相応しい迫力でした。

しかし、エンディングでは急に優しい音色に変わり、余韻を残すように静かに終わりました。

その時、会場内は今までで一番の大拍手でした。

拍手が鳴り止まぬまま、緞帳(どんちょう、舞台の幕)が下がり、それと同時にスタッフがステージに駆け寄ります。

奥様、そして女性も僕も、すぐにそれに続きました。

「お疲れさまでした！」

「お疲れさまでした！」

方々から、大きな声が響きました。

ミュージシャン全員が、笑いながら楽屋へ向かいます。

緞帳(どんちょう、舞台の幕)の外からは、コンサートの余韻に浸っているように、お客さん達の声がガヤガヤと、ずっと聴こえていました。

僕も、慌てて楽屋へ走り、ミュージシャン全員に改めて挨拶をしました。

「お疲れさまでした！」

「お疲れさまでした！」

その後、ミュージシャン達は私服に着替え、ベーシストの河上 修さんはステージに戻り、楽器をケースに入れ、また楽屋へ戻って来ました。

ドラマーはジミー竹内さんは、そのまま楽屋にいましたが、若いボーヤが楽器を片付けていました。

その姿を見ていて、何だか昔のビッグバンドでボーヤをやっていた頃の事を僕も思い出し、思わず手伝いました。

しかし、少し手伝ってから、僕は我に返りました。

「そうだ、自分はゆっくりと手伝っている場合ではないんだ。」

僕は、帰りの運転をすると言う仕事が、まだ残っていました。

そう思い、その若いボーヤに「お互い、頑張ろうね！」と言って、楽屋に走りました。

僕が楽屋に着くと、松本英彦さんはテナーサックスの掃除をしているところでした。

奥様は、僕の顔を見るなり言いました。

「今すぐホール入口に行って、パンフレットの残りを車のトランクに入れなさい！」

その言葉に、僕は全身の神経が張り詰めました！

「はい！」

僕はすぐに、ホール入口へ走りました。

ホール入口に着くと、コンサートが始まる前とは全く違っていて、パンフレットやチラシがテーブルの上に散乱している状態でした。

僕はそれらをまとめて、元々パンフレットが入っていた段ボール箱の中に仕舞い、駐車場にある車まで運び、トランクの中へ入れました。

そして運び終わり、また楽屋へ戻り、僕は奥様に向かって言いました。

「パンフレットを、車に運び終えました。」

その時、松本英彦さんと奥様と、そして女性の方は楽屋で寛いていましたが、僕の顔を見た瞬間に全員が一斉に立ち上がりました。

「よし帰ろう！」

松本英彦さんがそう言うと、奥様が続けて言いました。

「ほら、ボケっとしてないで、テナーサックスのケースを持ちなさい！」

「はい！」

僕は、慌ててケースを持ちました。

松本英彦さん、奥様、そして女性は駐車場へ向かって行きました。

それに続いて、僕は歩いて行ったのですが…

駐車場に着き、僕が先ずトランクを開けテナーサックスのケースを入れようとすると、奥様が言いました。

「あなた松本さんが待ってるんだから、そんなノロノロして居ないで、もっと早く行動しなさい！」

「あっ、はい、、すみません！」

「バタン！」

僕はトランクを閉めて、大急ぎで助手席側のドアを開けながら言いました。

「遅くなりまして、すみません…」

松本英彦さんは、黙ってシートに滑り込みました。

「ほら、こっちも！」

「あっ、はい、、、」

僕はすぐに、後部座席のドアも開けました。

ドアを開けると、奥様と女性がシートに滑り込みました。

僕はドアを閉め、急いで運転席側に回り、ドアを開けて入りました。

すると、奥様が言いました。

「あなた、ドアはもっと静かに閉めなさい。そんなに強く閉めたら驚いちゃうでしょう！」

「あっ、、はい、すみません…、、気をつけます。」

その時、自分ではいつもの様に閉めたつもりでしたが、「人によって感じ方が違うんだな…」と、思いました。

僕は車のキーを回し、ゆっくりと発車させました。

何をしても注意されるので、胸が張り裂けそうな気持ちでした。

駐車場のゲートを出ると、奥様が言いました。

「あのね、この女性が三鷹駅で降りるから、まず三鷹駅に向かって頂戴。」

「はい、わかりました。」

僕はそう言われて、五日市街道(都道7号線)に入り、三鷹中央通りから三鷹駅北口のロータリーで車を停めました。

すると、少しの間その女性は奥様と話をした後、ドアを開けて出て行きました。

その後、奥様は僕に向かいドアを閉めながら言いました。

「ほら、こう言う風に、静かに閉めるの。 分かったわね。」

「はい、分かりました。」

しかし、車を発進させると後部ドアがガタガタと鳴り始めました…

「あの、、すみません…、、半ドアになってしまいました。」

そう僕が言うと、奥様は、何も言わずドアを一度開け、今度は強く閉めました。

その後車は、松本英彦さんのご自宅の聖蹟桜ヶ丘へ向かって走らせて行きました。

三鷹通り(都道121号線)をずっと南へ向かって走って行き、甲州街道(国道20号線)に出ました。

日曜日の夜9時30分頃だったので、道は比較的空いていました。

そして何とか無事に、聖蹟桜ヶ丘のご自宅の近くまで着きました。

ご自宅のある丘の上まで来て、僕は一安心しました。

しかし、そこに油断がありました。

僕は、ご自宅を通り過ぎ駐車場へ向かいます。

「ちょっと！あんた何処行くの！」

「えっと、駐車場に…」

「馬鹿じゃないの！松本さんを自宅前で降ろさなきゃダメじゃないの！」

「あっ、すみません！」

僕は急いでバックして、自宅前に停めました。

すると、すかさず奥様が言いました。

「ほらほら、反対側に行って、ドアを開けなさい！」

「あ、はい…、すみません！」

やろうと思っていても、いつも先回りをされて言われてしまいます。

僕は急いで助手席側のドアを開け、言いました。

「松本英彦さん、お疲れさまでした！」

松本英彦さんは、無言で車から降り、玄関の方へ歩いて行きました。

続けて後部座席のドアも開け、僕は奥様にも言いました。

「奥さん先生、今日はお疲れさまでした。」

すると奥様は、言いました。

「お疲れさまじゃないでしょ。ありがとうございました。でしょ。」

「あっ、すみません…、、ありがとうございました。」

僕はドアを閉め、運転席へ回り、車を駐車場に移動させて、そして先ずは松本英彦さんのテナーサックスのケースを、ご自宅まで運びました。

そして再び車へ戻り、今度はパンフレットの入った段ボール箱とカバン２つを持ち、ご自宅へ行きました。

すると玄関には、奥様が立っていました。

「カバンとパンフレットは、２階に持って行きなさい。」

僕はそう言われて、2階まで持って行くと、玄関から僕の方を見上げ、奥様が言いました。

「元のあった場所に置きなさい。そしたら、もう帰りなさい。次は木曜日の４時にまた来なさいね！」

「はい、分かりました！来週も宜しくお願いします。」

僕は２階からそう答え、カバンとパンフレットを定位置に置くと、階段を降り、そっと玄関を開け、そして逃げるように駐車場へ走り、自分の車に乗って帰りました。

「ああぁ、、、疲れた、、、、」

「何という一日だったんだ…」

僕は、そう何度もつぶやき、家に辿り着きました。

そして、その日から4日が経ちます。

奥様から言われていた、木曜日がやって来ました。

前日の夜は緊張で殆ど眠れず、うつろな状態で朝を迎えます。

僕は前回の時と同じように、ギターの練習をしてから、聖蹟桜ヶ丘のご自宅へ車で向かいました。

前回は言われた時間に行ったら「３０分遅い」と言われたので、今回は４時ではなく３時半に着くようにしました。

ご自宅の駐車場に着くと、自分の車のエンジンを切り、すぐに松本英彦さんの車の洗車を始めます。

そして、それが終わると、すぐにご自宅へ行きチャイムを鳴らしました。

「はい…」

奥様の声が、スピーカーから聞こえました。

緊張が走ります。

「あの、、加藤です。」

そう僕が答えると、少ししてドアがゆっくりと開きました。

「遅かったわね！」

「えっ！」

僕は、その言葉に驚き、すぐに言いました。

「あの、、、前回は30分早く来てと言われたので、今日はその通りに来たんですが。」

すると奥様は、言いました。

「それじゃ、洗車は終わったでしょうね！」

「はい、終わりました。」

僕がそう答えると、奥様は何も言わずに玄関のドアを閉めました。

僕は、その後どうすれば良いか少し戸惑いましたが、ドアを開けるしかないと思い、ドアを開けると奥様はもう２階に上がっていて、僕に向かい手招きをしながら言いました。

「バッグ２つを持って車に入れて、その後すぐにスタジオの方へ行きなさい。車の鍵はここに置いてあります。」

「はい、分かりました。」

僕はすぐに2階へ上がり、バッグ２つを持って車へ走り、トランクを開けて中に入れ、また戻ってスタジオの方へ行きました。

すると、スタジオの外に松本英彦さんがいらっしゃり、僕に言いました。

「スタジオに入りなさい。」

「あ、、はい！」

僕は松本英彦さんにそう言われ、その時は、もの凄く緊張しました！

僕がスタジオの中へ入ると、松本英彦さんがゆっくりとドアを閉めました。

この小さなスタジオの中は、松本英彦さんと二人だけでした。

僕は、何が起こるのか、ずっとドキドキしていました。

松本英彦さんは、テナー・サックスのマウスピースに手をやると、手慣れた手つきで調整をし、目を瞑った状態で吹き始めました。

僕は、その行動を一部始終見ていました。

「ブオオォｫーーー！！」

凄く迫力のある音でした。

音を聴いているだけで、緊張しました。

「松本英彦さんは、何のために僕をこのスタジオに入れと指示をしたのだろうか…」

僕はずっと、その事を考えていました。

15分ほどが経ち、松本英彦さんはロング・トーンを拭いたかと思ったら、静かに吹き終えました。

僕は、この後何をすれば良いのか、まったく判りませんでした。

松本英彦さんは、テナー・サックスの掃除をし、ゆっくりとケースに仕舞います。

しばらくの沈黙がありました。

そして、僕はこの空気感に耐えられず、言葉を発しました。

「あの…、、テナー・サックスを車へ…」

すると、その言葉に追い被さるように、言いました。

「古い音楽をずっとやってたらダメだよ。」

あまりに唐突に言われたので、僕は一瞬、その言葉を聞き逃しました。

「えっ…」

僕がそう言うと、松本英彦さんはもう一度、今度は語気を強めて言いました。

「古い音楽をやってたらダメなんだよ。」

僕は、やっとその言葉の全容を理解しました。

「あ、はい、、、」

僕が答えると、松本英彦さんは、今度は小さな声で言いました。

「潮ちゃんみたいになっちゃうよ。」

潮ちゃんとは、このジャズ界ではよく知れた、まさに我が師匠潮先先生の愛称でした。

僕は、自分の師匠の名前が出て、その時、もの凄くショックを受けました。

それと同時に、実際、松本英彦さんが何を伝えようとしているのかも、何となく察しました。

松本英彦さんは週に数回はテレビ等に出演する、いわゆるスター・プレイヤーと言われる存在でしたが、潮先先生はその頃は、あまりライブ等の出演はせず、どちらかと言うとギタリストの後進の育成に力を入れていると言う感がありました。

当時、先生はよく、仰っていました。

「僕は、近年あまりライブはやりたくなくてね…」

潮先郁男先生はかつて、ヴィブラフォン奏者の平岡精二クインテットや、「上を向いて歩こう」の作曲者として有名なピアニストの中村八大クインテット、クラリネット奏者の北村英治さん、同じくクラリネット奏者の藤家虹二さん、前述のピアニストの世良 譲さん、ヴィブラフォン奏者の増田一郎さんetc…、とにかくあらゆるバンドのメンバーとしてテレビ等に出演されていました。

僕が先生に習っていた頃も、ピアニストの八城一夫トリオ等のメンバーとして演奏され、表舞台で活躍をされていましたが、当時八代一夫さんが亡くなられてから、急に活動を変えられた様に僕は感じていました。

その後、松本英彦さんは練習を続け、僕はただ立って見ていました。

それから15分ほどが経ち、松本英彦さんはテナー・サックスからマウスピースを外し、ケースに仕舞いました。

僕は、めったにない機会だと思い、そのタイミングで、松本英彦さんに質問をしました。

「あの、さっき吹かれていたドミナント・コードのフレーズですが、どんな音づかいなんですか？」

すると、松本英彦さんからは、意外な答えが返って来ます。

「音づかいなんか知らないよ。カッコいいから使ってるんだよ。本田くん(本田富士旺さん)のピアノも、何でああ言う音を使うか俺には分からないけど、良いサウンドだから俺のカルテットで頼んでるんだよ。」

「どうもありがとうございます。僕も先日の発表会で本田富士旺さんのピアノを聴いた時に、同じように感じました。」

松本英彦さんが、こんなに話してくれた事は初めてでしたが、その後、僕は何を話したら良いか、どうしても言葉が見つかりませんでした。

僕は、この沈黙に耐えられず、言いました。

「あの、テナー・サックスのケースを、車まで持って行きます！」

「ああ、頼むよ。」

僕は、すぐにケースを持ち、駐車場へ行って、トランクに仕舞うと、またすぐにスタジオに戻りました。

しかし、スタジオにはもう、松本英彦さんはいらっしゃいませんでした。

もしかしたらトイレに行っているのかなと思い、僕はスタジオの前で待っていたのですが…

「あんた、そんな所でなにボケっとしてるの！」

奥様のその大きな声に、僕はビックリしました！

「あっ、すみません！」

「早く車を、こっちに持って来なさい！」

「あ、、、はい！」

僕は急いで、また駐車場へ走りました。

そしてエンジンをかけて、ご自宅へ車を移動させると、ご自宅前には松本英彦さんと奥様が立っていました。

僕は車を停めると、ドアを開け、すぐに反対側へ回り、助手席のドアを開けました。

すると、すかさず奥様が言います。

「なに黙ってるの！何か言う事があるでしょう！」

その言葉に、僕はとても戸惑いました。

「えーと、行ってらっしゃいませ。は変だしなあ、、」

僕が、心の中でそう考えていると、

「今日も宜しくお願い致します。でしょう！まったく。」

「あっ、、す、すみません…、、、ま、松本英彦さん、きき、、今日も、ど、どうぞぞ、宜しくお願い致します！」

僕は滑舌が悪い上、この時は咄嗟の事でかなり動揺してしまい、上手く喋れませんでした。

松本英彦さんは、黙って車のシートに滑り込みました。

ドアを、閉めます。

僕は続けて、後部座席のドアも開け、奥様に向かって言いました。

「奥さん先生、今日もどうぞ宜しくお願い致します…」

奥様も、黙ってシートに滑り込みました。

僕は、ドアを丁寧に閉めて、反対側へ回り、運転席に座り、そしてサイドブレーキを下ろして、発車させました。

僕は、今日どこへ行くのかを知らされていなかったので、奥様に聞きました。

「あのう…、今日はどこへ向かえば宜しいでしょうか？」

そう言う当たり前の事を聞くにも、緊張しました。

奥様が、答えます。

「今日はね、六本木のバードランドってお店。とにかく六本木へ向かって。」

「はい、分かりました。」

前回同様、甲州街道(国道20号線)に入り、六本木へ向かって車を走らせました。

３人は、ずっと黙っていました。

途中、新宿南口辺りで渋滞がありましたが、何とか六本木に着きます。

すると、いきなり奥様が言います。

「あなた、スクエアビルは知ってる？」

奥様は松本英彦さんに話しかけたのかと、その時僕は思いました。

「ほら、あんたに聞いてんのよ！」

「えっ、、あっ、、すみません…、、スクエアビルは知りません…」

自分に聞かれたと知り、急に緊張が走ります。

奥様は呆れたような口調に変わり、言いました。

「まったく…、あんな有名なビル知らないの…、ダメね…」

「すみません…」

それから奥様が道案内をしてくれたのですが、曲がる直前で言われるので、毎回慌ててウインカーを出して曲がって行きました。

「そこ左ね！」

「あ、はい、わかりました。」

「次、右、早くしなさい！」

「あ、、はい！」

そして、やっとスクエアビルに着きます。

ドアを開け、いつもの様にすぐに反対側へ回り、助手席のドアを開けます。

「どうぞ宜しくお願い致します。」

僕がそう言うと、松本英彦さんは黙ってビルの中へ入って行きました。

僕は後部座席のドアも開け、奥様にも言いました。

「どうぞ宜しくお願い致します。」

奥様は、車から出ると言いました。

「あのね、車ね、そこの道真っ直ぐ行って左曲がるとパーキングがあるから、入れたらすぐにお店に来なさい。」

「はい、わかりました。」

僕は、奥様に言われた通りにパーキングを捜し、駐車させたのですが…

この時、僕はとても焦っていました。

奥様の「すぐにお店に来なさい」と言う言葉ばかりが頭の中にありました。

僕は運転席のドアを閉めると、すぐに走ってスクエアビルへ戻りました。

「えっと、バードランドってお店は何処かな…」

建物の中へ入ると、すぐにバードランドの看板が目に入りました。

「あ、地下２階だな…」

僕はエレベーターに乗り、地下２階のボタンを押しました。

と、その時、ある事に気がつきます。

「しまった！ テナー・サックスのケースとカバンを忘れた！！」

エレベーターは、地下２階へ着いてしまいます。

「奥様に、見つからなければ良いんだけど…」

僕はその時、もの凄くドキドキしました。

慌てて、１階のボタンを押します。

「ドアが、なかなか閉まらない…」

ボタンを連打しました。

この時は、時間がとても長く感じました…

やっと閉まり、僕は安堵します。

「奥様に見つからなくて、良かった…」

１階に着くと、僕は駐車場へ汗だくになりながら走りました。

「ハア、ハア、ハア、ハア、、、」

駐車場に着くと、急いでトランクを開け、中の２つのバッグを両肩にかけ、テナー・サックスのケースを持って、またスクエアビルに走って戻りました。

バッグのベルトが、肩にくい込みます。

スクエアビルに着き、エレベーターで地下２階へ降ります。

エレベーターのドアが開き、やっと「バードランド」のお店の中に入ると、ステージではドラマーのバイソン片山さんが、ドラムスをトントンと叩きながら、チューニングをしていました。

そして、その隣にはベーシストの山田晃路さんが、ベースをアンプにセッティングしている様子でした。

僕は、松本英彦さんと奥様を捜そうとキョロキョロと見回していると、お二人は、控室らしき奥の方のテーブルの椅子に腰掛けていました。

僕は急いでそのテーブルへ近づき、松本英彦さんに向かって言いました。

「あの、テナー・サックスのケースは、こちらに置けば良いでしょうか？」

「ああ、いいよ。」

僕は、ケースと２つのバッグをテーブルに置きました。

すると奥様が、言いました。

「あんた、こっちのバッグは女性用だって分からないの？」

「あ、すみません…」

「私の方に置かなきゃダメでしょ！」

僕は慌てて、少し小ぶりのバッグの方を、奥様の方のテーブルに置きました。

「すみませんでした。」

普段当たり前の事でも、焦りばかりが先走ってしまい、何をやっても動作が空回りしてしまいます。

その時、ピアニストの本田富士旺さんは、松本英彦さんの反対側の椅子に座っていましたが、バイソン片山さんのチューニングが終わると直ぐに立ち上がり、ステージへ向かいました。

そして、ふと見ると、奥様のすぐ近くに一人の若い女性が立っていました。

「この女性は、誰なんだろう…」

僕は、その女性の事が、とても気になりました。

その女性はとてもチャーミングで、二十代のように僕には見えました。

松本英彦さんは、ストラップをテナー・サックスにかけ、ステージへ歩いて行かれました。

続いて、奥様もステージへ行かれたのですが、控室には、僕とその女性の二人だけになってしまいます。

僕は、意識をしてしまい、凄くドキドキしていました。

少しして、ステージからはサウンド・チェックをしている音が聴こえ始めます。

するとその女性は、走るようにステージへ行ってしまいました。

僕は、少し残念な気持ちになりました。

少しして僕もステージに向かうと、なんとその女性はマイクを持ち、ステージに立っていました。

「あ、彼女はヴォーカリストだったのか…」

しかも、奥様がしきりにその女性に指示を出していました。

「もっと真っ直ぐに立ちなさい。」

「はい。」

「それで、ステージに立つ時は、お客様にお尻を向けちゃダメ！」

「すみません…、、わかりました。」

僕はその姿を見て、思いました。

「この女性は、奥様に歌の指導を受けているのか。」と…

女性は、ワンコーラスずつ２曲を歌うと、ステージから降りました。

そして今度は松本英彦さんがメンバーに指示を出しながら、バンド演奏のリハーサルが始まりました。

すると、奥様と女性が小さな声でちょっと話したかと思ったら、すぐに二人は控室へ行ってしまいました。

僕はその後どうしたら分からなかったのですが、取り敢えずステージに残り、リハーサルを見ていたのですが…

「あなた、こっち来なさい。早く！」

奥様の声で、ビックリします！

「はい！」

僕は、急いで控室へ走りました。

控室に着くと、奥様が言いました。

「いまお店の方がコーヒーを淹れてくれたから、ここへ運びなさい。」

「はい、分かりました。」

僕はお店のカウンターへ行き、コーヒーと砂糖とミルクをトレイに乗せて控室へ運び、テーブルの上に置きました。

すると、先ほどの女性が、ミュージシャンが座る各テーブルの上に、コーヒーを分けて置いてくれました。

「あ、すみません…」

僕がそう言うと、女性はこちらを見て、笑顔で言いました。

「慣れていますから大丈夫です。」

その時、奥様は黙っていました。

少しすると、ミュージシャン達がリハーサルを終え、控室へ戻って来ました。

女性がコーヒーを置いた各席のちょうど前にミュージシャン達が座り、コーヒーを飲み始めましたが、その時、女性はすかさず松本英彦さんのテーブルの前に砂糖とミルクを持って行きました。

すると、奥様が言います。

「ももちゃん、いいのよ。この人にやらせれば。」

そう言いながら、奥様は僕の方に振り向き、言葉を続けました。

「あんた本当に気が利かないわね！ 人がやる前に行動しなくちゃダメでしょ！」

「あっ、、すみません…、、」

僕は、相変わらず怒られてばかり居ました。

その場で、ミュージシャン達はコーヒーを飲みながら雑談をしていましたが、ドラムスのバイソン片山さんが主にしゃべっていました。

それに対し、ベーシストの山田晃路さんは、ずっと黙って本を読んでいました。

しばらくすると、何人かのお客さんがお店に入って来ました。

気がつくと、お店の中は、いつの間にか人の声でガヤガヤと賑やかになります。

「そろそろ時間ですね。」

ピアニストの本田富士旺さんが、時計を見ながらそう言うと、全員が立ち上がりました。

そして、ミュージシャン達はステージに向かい、少しすると演奏が聴こえて来ました。

凄くスイングした演奏で、僕の心は高鳴りました。

奥様は、控室の衝立の隙間から、ずっとステージを見ていました。

その間、僕は控室の端で立っていましたが、すぐ近くにヴォーカルのももさんも立っていました。

ほのかに、香水のかおりを感じドキドキしました。

「何か話しかけた方が良いのかな…」

「でも、やたら話しかけない方が良いか…」

僕がそんな風に意識をしていると、奥様が突然言いました。

「ももちゃん、そろそろよ！」

「はい！」

ヴォーカルのももさんは、手鏡を持ち顔を映し出すと、左右に首を振り、髪型や化粧のチェックをしている様な仕草をしました。

そしてすぐに鏡を仕舞うと、小走りにステージの方へ歩いて行きました。

ももさんがステージに立つと、会場からは大きな拍手や掛け声が聞こえました。

ももさんは２曲ほど歌い、ステージから降りて来ました。

ステージに華を添える、と言う立ち位置だったんだと思います。

ももさんが控室に戻ると、すぐに奥様がももさんに近寄り、小声で歌の指導をしていました。

その時、ももさんの顔は、とても緊張している様に僕には映りました。

少しして演奏が終わり、ミュージシャン達がステージから戻って来て、各自それぞれの席に座りましたが、この日の休憩時間には、お店から賄いも用意されていました。

僕はその事を知らなかったのですが、ももさんが急に慌ただしく動き始め、厨房の方から食事を運び始めました。

「まずい！ これは僕の仕事だ…」

と思ったと同時に、奥様が僕に向かって強い口調で言いました。

「あんた、またボケっとしてる！ ももちゃんにやらせないの！ 早く運びなさい！

僕は急いで、ももさんの所へ駆け寄り言いました。

「ももさん、すみません…、、僕が運びますので…」

すると、ももさんは言いました。

「ああ、大丈夫ですよ。私も運びますから。」

僕は、とても困りました…

「あ、、僕が一人で運ばないといけないので…」

しかし、僕がそう言っても、ももさんはニコニコしながら運び続けました。

結局、すべての賄いを、ももさんと二人で運ぶことになりました。

僕は想像していましたが、やはり想像のとおり、奥様から怒られる事になります。

「ほら、あんた！ さっき、ももちゃんにやらせないのと言ったのに、何やってるの！」

「すみません…」

当時の「六本木バードランド」は、毎週必ず同じミュージシャンが縦で出演し、しかも皆、有名な一流ミュージシャン達でした。

ピアノの世良 譲さん、クラリネットの藤家虹二さん、クラリネットの鈴木章治さん、テナー・サックス杉原 淳さん、ヴォーカルの峰 純子さん、そして、

テナー・サックスの松本英彦さん等、テレビでもよく目にする方々ばかりです。

僕は奥様に毎回怒られながらも、こんな一流のお店に携われる事に、一抹の優越感を覚えました。

そして、その日の演奏は終わります。

演奏が終わると同時に、僕は松本英彦さんのテナー・サックスのケースとバッグ２つを持って、駐車場へ行き、その荷物をトランクに入れると、すぐにスクエアビルの前まで、車を移動させました。

しばらくして、松本英彦さんと奥様がゆっくりとスクエアビルから出て来ました。

僕はすかさず外へ出て、助手席へ回り、ドアを開けながら言いました。

「本日は、お疲れさまでした！」

松本英彦さんは、黙ってシートに滑り込みます。

そして、続けて後部ドアを開けて、奥様に同じ様に言いました。

「本日は、お疲れさまでした！」

すると、奥様は強い口調で僕に言いました。

「あんた、私には『お疲れさまでした。』じゃなくて、『ご指導頂き、ありがとうございました。』でしょう！」

「すみません…、、本日は、ご指導頂きありがとうございました！」

何を言っても、怒られる…

「自分の存在とは、果たして何なのだろうか…」

と、その時は、つくづく思いました。

僕は車のサイドブレーキを下げ、発車させました。

スクエアビルから路地を通り、六本木通り(国道246号線)に出て、西麻布の交差点を右折しました。

そして、四谷四丁目の交差点を左折して、やっと甲州街道(国道20号線)へ出ました。

ここまで来れば、あとはほぼ真っ直ぐ進むだけです。

都心の運転は慣れていなかったので、緊張がありましたが、ここで、少し気持ちが落ち着きました。

行きと同じように、車内では殆ど会話がありませんでした。

甲州街道をずっと走り、もう聖蹟桜ヶ丘のご自宅まで15分程のところまで来ました。

「このまま、順調に辿り着けるかな。」

と、僕はそう思っていたのですが…

「あ、次の信号、左に曲がってくれる？」

奥様が突然言ったので、僕は割り込むように急いで左車線に入り、左折しました。

と、その時でした。

「ガタン！！」

その衝撃と同時に、松本英彦さんが大声を出しました。

「なんだっ！！」

僕はなんと、斜めになっている縁石に車を乗り上げ、その後、脱輪させてしまったのです。

ただ、幸いにも歩道側ではなくて、車道側に落ちたので、そのまま走って行ったのですが、僕は車にキズがついていないか確認するためにすぐに停めて外へ出ました。

「良かった、キズは付いていない…」

僕は運転席に戻り、奥様に言いました。

「すみません！縁石に乗り上げて脱輪しましたが、車にキズは付いていませんでした。ビックリさせてしまい、すみませんでした…」

すると奥様は、凄い剣幕て僕に怒鳴りつけました！

「あんた何やってんの！！ 松本英彦に怪我させたら、どうしてくれるのよ！！」

僕は車を停めて、平謝りに謝りました。

「本当に、申し訳ありません！」

松本英彦さんも、怒っていました。

「何やってんだ。」

普段自分が運転している車はシビックという小型車でしたが、松本英彦さんのこの車はセダンで大きな車だったので、少し大回りをして曲がらなければ行けないところ、この時は急な指示で焦って曲がってしまい、こんな事になりました。

「それにしても、大変な事をしてしまった…、、もっと慎重に運転をしなければいけなかった…」

僕は、心の中で、何度も反省しました。

その後、松本英彦さんのご自宅に着き、いつもの様にドアを開け、挨拶をして、テナー・サックスのケースとバッグ２つをご自宅に持って行き、その日の仕事は終わりました。

そして、自分の車を運転して家路についたのですが、その帰りは疲労のため、睡魔が何度も襲って来ました。

府中辺りで、もうどうしようもなく我慢が出来なくなり、路肩に車を停めて、シートを倒して仮眠をしました。

「疲れたなあ…」

そんな独り言を呟き、気がついた時は、そこに停めてから1時間以上が過ぎていました。

僕はまた車を走らせ、何とか無事に家に帰りました。

それから数回、僕は六本木バードランドのその仕事を続けましたが、ある日、潮先先生のレッスンの時に、潮先先生から言われました。

「加藤さん、ところで、松本さんの仕事の方は、順調に行っていますか？」

僕は、先生の口からそう言われて、ビクッとしました。

「それが…、、じつはあまり順調ではなくて、いつも怒られてばかりでして…」

僕がそう言うと、潮先先生は少し怪訝な顔で言いました。

「えっ、松本さんが怒るの？」

「いや、いつも奥様からなんですが…」

「そうかあ…、、奥さんが口出して来るのかあ…」

先生はそう言うと、少し何かを考えているご様子でした。

しばらくして、先生が続けます。

「それで、松本英彦さんから何かアドバイスとかはないのかな？ そう、あと共演者のミュージシャン達と仲良くなったりとか、何かプラスになる事は…」

先生がとても親身になって仰って頂いていると、その時すごく感じました。

僕はその先生の言葉を聞き、すべて正直に言おうと思いました。

「奥様からいろいろ言われる事は我慢が出来るんですが、松本英彦さんが先生の事を言われた事が、ずっと頭から離れないで居ます…」

「え、何？」

「じつは、スタジオで松本英彦さんに言われた事がありまして…、、古い音楽をやっては駄目だと…、、そして…」

僕は、そこまで言ったものの、その次の言葉を言うか言うまいか、躊躇してしまいました…

「そして？」

先生は、僕の顔を覗き込むような仕草をして、言いました。

僕はその時、先生の顔を間近で見て、思い切って言う事にしました。

「あの….、、潮先さんの様になってしまうよと言われたので、僕はその言葉が、頭からずっと離れないで居ます。」

僕がそう言うと、先生の顔は見る見るうちに真っ赤になり、そして僕に向かって言いました。

「僕は、松本さんの言っている事は正しい事だと思うけれど、音楽と言うものはそれだけではなくて、スタイルを受け継いで行く事も大切な事だと思うよ。」

「はい…、、ありがとうございます。」

僕は先生に対し、言わなくても良い事を言ってしまったと後悔をしました。

でもその反面、自分がずっと気になって、頭の中から離れなかった事がスッと消えて、その時に、自分の方向性に気がついた様に感じました。

「そうだ…、自分が好きなスタイルでやって行けば良いんだ…」、と。

そして、自分の中でモヤモヤとしていた、もう一つの事を、僕は先生に言いました。

「先生…、、僕は先生に紹介して頂き松本英彦さんの運転手をしていますが、これを続けていて本当に自分の為になるのかどうかが、分からないんです。」

僕は、そこまで言い、少し呼吸を整えてから続けました。

「それと…、このままずっと無給だと…」

「えっ！ 無給！？」

僕の言葉に、先生はとても驚いた様子でした。

「はい、そうなんです…」

僕が答えると、先生はいきなり強い口調になり言いました。

「無給だなんて、それはダメだ！ そう言うんだったら、すぐに辞めた方が良い！ 上手く使われるだけだ！」

先生がこんなに語気を荒げて言ったのを、僕は初めて聞きました。

「ありがとうございます。」

「僕の方から松本さんに連絡して置くので、もう辞めた方が良い。」

こうして、僕は松本英彦さんのボーヤ兼運転手の仕事を辞める事になりました。

この期間、僕は自分の演奏スタイルに悩んでいたし、そして何よりも、どうすればプロのジャズ・ミュージシャンとして活動して行けるのかが、ずっと分からないで居ました。





ジャズ・ギタリストへの道のり

僕はその後、変わらず潮先先生のレッスンに通い続けていたのですが、２ヶ月後の冬のある日、先生が僕に言いました。

「ヴィブラフォンの平岡精二さんの所に居た、ピアニストの稲森康利さんがメンバーを捜しているみたいで、良かったら加藤さんオーディションを受けてみませんか？」

その先生の言葉は、僕にとって一番何よりも待ち侘びていた言葉でした。

僕は、即答しました。

「ありがとうございます！ 是非、受けさせて下さい！」

僕は先生に稲森康利さんの電話番号を聞き、レッスンが終わると先生の教室の最寄駅の代々木八幡駅へ走り、公衆電話から電話しました。

「プルルルル…、、プルルルル…、、、、」

カチャ…

「はい。 稲森ですが…」

少し高めの声の方でした。

「あの、加藤と申します。 潮先先生のご紹介でお電話しました。」

「ああ加藤くんね、今潮先さんからも電話を頂いたところだよ。」

「僕が教室を出て、代々木八幡駅の公衆電話に着くその間に、先生は電話されていたんだ…」

僕は心の中でそう思い、驚きました。

「あ、どうぞ宜しくお願い致します。」

僕が慌てて言うと、稲森さんが言いました。

「来週の土曜日の夕方に、うちの教室でオーディションをするんだけど、来られますか？」

「あ、、はい。 伺わせて頂きます！」

「それじゃ、ギター持って夕方４時に来て下さい。 場所は京王線の幡ヶ谷駅の近くです。」

「はい分かりました。」

その後、稲森さんから詳しい道順を聞いて、電話を切りました。

その日から来週の土曜日まで、僕は必死に練習をしました。

そして、その日を迎えます。

その日、僕は朝からとても緊張していました。

朝起きてご飯を食べると、すぐにギターの練習を始めました。

しかし、緊張のせいか指が上ずってしまい、なかなか練習に集中出来ないでいました。

出かける時間が、どんどん迫って来ます。

「あと、１時間か…」

時間が経てば経つほど、焦る気持ちが大きくなって来ます。

「あ、もうそろそろ出掛けないといけない…」

僕は着替えをして、ギターを肩から背負い、外に出ました。

その日は初めて外に出ましたが、身震いする程の寒さでした。

自分が住んでいる板橋区大谷口のアパートから、最寄駅の小竹向原駅まで歩き、そこから池袋と新宿を経由して、幡ヶ谷駅まで行きました。

幡ヶ谷駅から稲森さんの教室までは、歩いて５分程でした。

「春山マンション…、、ここだ。」

階段で、３階まで上がります。

ドア前まで来ると、中からピアノの音が廊下まで聴こえました。

チャイムを鳴らすと、少ししてドアが開き、稲森さんが顔を出しました。

「ああ、加藤くんだね。」

「稲森さん、今日はどうぞ宜しくお願いします。」

「こちらこそ。じゃ、中へ入って…」

中に入ると、想像していたよりも広くて、大きな観葉植物が所々に置かれていて、とても綺麗な部屋でした。

「もうすぐ、ベーシストの菅原くんが来るから、ちょっと待ってね。」

「はい。」

窓の外のすぐ前には遊歩道があって、そこに植えられている街路樹の下には、沢山の落ち葉が落ちていました。

「ずいぶんお洒落な雰囲気だなあ…」

僕がそう呟くと、後ろから稲森さんが声を掛けました。

「加藤くん、コーヒーは飲める？」

「あ、はい。飲めます。」

「じゃ、いま淹れるね。」

「あ、どうも、、すみません…」

「そう、その椅子に座ってね。」

「はい。」

僕は、椅子に座ると、稲森さんはキッチンへ行き、コーヒーをカップに注いで持ってくれました。

「どうもありがとうございます。」

テーブルも、あちこちにある家具類も、すべて高級品に僕には見えました。

僕は人見知りなので、初めての場所で、初対面の稲森さんと二人でいる時間は、そわそわして居ましたが、稲森さんはいろいろな話をしてくれたので、少しずつ気持ちが落ち着いて来ました。

「潮先さんは、元気してる？」

「はい、お元気です。」

「潮先さんとはね、ヴィブラフォンの平岡精二さんのクインテットで一緒だったんだよ。」

「はい、先生からお伺いしていました。」

「それでね、以前は潮先さんも、ここのマンションの上階に住んでたんだよ。」

「そうだったんですか！ それは知らなかったです。」

「潮先さんは、まるでピアノみたいにさ、コードワーク凄いよね。」

「はい、本当に凄いなあと思います。」

そんな話をしていたら、チャイムが鳴って、ウッドベースを抱えた人が入って来て、稲森さんが紹介をしてくれました。

「あのね、彼はベースの菅原くん。宜しくね。」

「菅原です。宜しくお願いします。」

「あ、加藤です。どうぞ宜しくお願いします。」

菅原さんは部屋に入ると、すぐにソフトケースからベースを出して、チューニングを始めました。

それを見て、僕も慌ててギターを出して、チューニングをしました。

「菅原くん、コーヒーここに置くね。」

稲森さんがそう言うと、菅原さんはチューニングをしながら答えました。

「はい、ありがとうございます。」

さっきまで稲森さんと雑談をしていて、少し緊張が解れて来たのに、菅原さんがチューニングを始めてから一気に緊張感が高まりました。

菅原さんはチューニングを終えると、テーブルに置いてあるコーヒーをすすりました。

すると今度は、稲森さんがピアノの前に座り、弾き始めます。

その音は、ビル・エヴァンスの様な、美しいハーモニーの響きでした。

「さて、それじゃ、そろそろやろうか！１曲目はStella by Starlightね。」

稲森さんはそう言うと、すぐにイントロを弾き始めました。

しかし、その時僕は、Stella by Starlightの曲は知っていましたが、コード進行をまだしっかりとは覚えていませんでした…

「まずい…」

僕は、緊張が頂点に達し、心臓の音がドクンドクンと聞こえる程でした。

イントロが終わると、ベースの菅原さんも弾き始めます。

僕は初めは着いて行きましたが、途中からコード進行が分からなくなります。

「困ったな…」

稲森さんはテーマのメロディを弾き終わると、アドリブ・ソロに入りました。

僕はその時には、緊張のあまりコード進行を完全に見失います。

稲森さんはアドリブ・ソロの後半で、コード・ソロを交えて弾き終わりました。

次は、僕がアドリブ・ソロを弾く番です。

僕は必死で稲森さんのコードを聴き、何とか思い出そうとしますが、途中からまったく弾けなくなりました。

するとベースの菅原さんが、僕が弾けなかった部分を受け継いで弾いてくれましたが、その時僕は、まるで目から火が出るような心境でした。

少しして、稲森さんがエンディングを弾いて、演奏は終わりました。

稲森さんは弾き終わると同時に、もう一度ピアノを「ガーン」と強く弾きながら、僕に向かって言いました。

「潮先さんが随分プッシュしてたから、かなり弾けるかと思ってたんだけど、これじゃ、ちょっと使えないね。」

「すみません…、、この曲はまだ覚えていなくて、本当に失礼をしました。」

「仕方がない…、、まあ、とにかく今日は帰りなさい。」

「はい…、、すみませんでした。」

菅原さんは黙って、二人の会話を聞いていました。

僕はすぐにギターをケースに仕舞い、稲森さんと菅原さんに一礼をして、逃げるように帰りました。

「それにしても緊張したな…、、頭が真っ白になってしまった。」

帰りの京王線の電車の中で、僕は何度も、そう独り言を呟いていました。

そして新宿に着き、山手線に乗り換えようとした時、大変な事に気がつきます。

「あっ、、カバンがない！！」

僕は持っていたカバンを、稲森さんの教室に忘れて来た事に、その時気がつきます。

「ああ、、また行かなくちゃいけない…、、気まずいなあ。」

僕は仕方がなく、新宿駅の構内にある公衆電話から、稲森さんに電話をしました。

「プルルルル…」

カチャ…

「もしもし、稲森ですが…」

「あの…、、加藤ですが、、すみません…、カバンを忘れて来てしまって、いま新宿なんですが、取りに行っても宜しいでしょうか？」

「えっ、カバン忘れた？ それじゃ、これから取りに来て下さい。」

「すみません…、、それでは、これからまたお伺いします。」

僕はまた京王線に乗り、幡ヶ谷駅で降りて、稲森さんの教室へ行きました。

その時、僕はとても重い気持ちで居ました。

チャイムを鳴らして中へ入ると、稲森さんは手招きをしながら言いました。

「せっかく戻って来たんだから、ちょっとお茶でも飲もうか。」

「えっ…、、あ、はい…」

僕は、その稲森さんの言葉に驚きました。

部屋の中に、菅原さんは、もう居ませんでした。

僕が椅子に座ると、稲森さんはお茶を入れてテーブルの上に置いてくれました。

「すみません…」

僕は先ほどの演奏の事があったので、とても気まずい気持ちで居ました。

稲森さんが、唐突に言いました。

「加藤くん、ハービー・マンってフルート奏者知ってる？」

「あ、、はい…、知っています。」

そう僕が答えると、稲森さんはレコードをステレオのターンテーブルの上に静かに置き、ボリュームのツマミに手を伸ばしました。

すると、すごい大音量でハービー・マンの演奏が鳴り出しました。

「これね、ハービー・マンのNYのヴィレッジ・ゲイトでのライヴ録音なんだよ。良いでしょ！」

「はい、すごく良いですね。フルートを吹く息が、生々しく聴こえて来ますね。」

「僕は、このハービー・マンと共演した事があるんだよ。その時は、緊張したね。」

「稲森さんでも、緊張する時があるんですか？」

「そりゃ、あるよ。」

「さっきは、僕もとても緊張しました。」

「そうかあ…」

稲森さんは、そこまで言うと、しばらく黙っていましたが、急に僕の方を見ながら続けました。

「じゃ、ちょっと、もう一回演奏してみようか。」

「えっ…」

あ、、はい、ありがとうございます。」

この時、こんな展開になるなんて想像もして居なかったので、僕はとてもビックリしました。

ギターをケースから出し、チューニングをします。

その間、稲森さんは、もうピアノの椅子に座っていました。

僕は急いで、チューニングを終え、稲森さんの近くへ行きました。

「加藤くん、それじゃ、黒いオルフェなんて知らないかな？」

「はい、知っています。」

僕は、知っている曲のタイトルを言われて、さっきまで凄く緊張していたのに、スッと緊張がほぐれるのを感じました。

稲森さんがイントロを弾き、テーマに入って行きます。

テーマが終わると、稲森さんは僕にアドリブ・ソロを弾くように促しました。

僕はその時、とてもリラックスした状態でギターを弾く事が出来ましたが、僕のアドリブ・ソロが終わると、稲森さんは何故か急にピアノの伴奏を止めました。

僕は、急にピアノの音がなくなったので、すごく驚きました。

「もう一曲やろうか。」

「あ、、はい…」

やはり内容の悪いアドリブ・ソロだったから「もう一曲」と言われたのだと、その時、僕は思いました。

「Days of Wine and Roses(酒とバラの日々)は、知ってる？」

「はい…、知っています。」

「じゃあ、やってみよう。」

この時も、やはり僕のアドリブ・ソロが終わると、稲森さんはピアノを止めました。

僕が恐る恐る稲森さんの顔を見ると、稲森さんが言いました。

「僕は、加藤くんを使ってみたくなったよ。さっきと全然違うじゃない。」

「えっ、、本当ですか！」

「本当だよ。僕が頼みたいのは、新宿のハコでね。毎日出来る？」

「はい、出来ます！」

「それじゃ、今度そのお店に行って打ち合わせをして来るから、その後に連絡するね。」

「はい、ありがとうございます！」

僕はカバンを忘れた事で、まぐれ当たりの様に、稲森さんのバンドで使って貰う事になりました。

「それにしても、今日は落ち込んだり、喜んだりと、不思議な日だったなあ…、、でも、とにかく使って貰える事になって、本当に良かった…」

僕は家に帰り、そう思っていました。

そして、その日から２週間が経ちます。

僕は、ずっと稲森さんのバンドの事が気になっていましたが、なかなか連絡がありません。

溜まりかねて、稲森さんの教室へ電話をしてみる事にしました。

「プルルルル…」

カチャ！

「はい、稲森です。」

あの高い、稲森さんの声でした。

「もしもし、、加藤です。」

「ああ、加藤くんね！ 元気してる？」

「はい、元気です。」

僕は、バンドの話が気になって仕方がなかったのですが、稲森さんの声を聞いた途端に、なんと切り出そうかと一瞬ためらいました。

ドキドキと、心臓の音を感じます…

「えーと…、、あの、、、先日のバンドのお話は、その後どうなりましたでしょうか？」

僕がそう尋ねると、稲森さんは急に大きな声で答えました。

「ああ、連絡しようと思ってたんだ。あの店ね、この間行ったら、店主が凄く生意気だったから、大喧嘩して帰って来ちゃったよ！」

「えっ…、、そうですか…」

僕は、その稲森さんの言葉を聞いて、かなりのショックを受けました。

僕が言葉に詰まり黙っていると、稲森さんが、少しして話し始めました。

「そう、六本木のロアビルの近くに『スコッチ21』って言うバーがあって、僕はたまにそこに出演しているんだけど、加藤くん今度ギター持って遊びに来ない？」

僕は、バンドの話がなくなってしまい落ち込んでいましたが、それを察してか、稲森さんがそう言ってくれました。

「ありがとうございます。 是非、お伺いしたいです。」

「それじゃ、来週の金曜日はどう？」

「あ、はい…、、大丈夫です。」

僕は、そのお店の場所を聞いて、電話を切りました。

電話を切ったあと、僕は、急に全身の力が抜けて行くものを感じました。

「ああ、バンドの話はダメだったか…」

この２週間、浮ついた気持ちだったけれど、この日はモチベーションが一気に下がり、何もする気になれませんでした。

「でも、来週の金曜日には、仕事ではないけれども、また稲森さんと演奏させて貰えるんだ…」

僕はそう思い、次の日からギターの練習に励みました。

そして、稲森さんから言われた金曜日がやって来ます。

僕は夜７時に、六本木「スコッチ21」と言うバーに向かいました。

六本木駅を出て、ロアビルのある方向へ歩いて行く途中、左手にあのスクエアビルへ通じる路地が目に止まりました。

「ついこの間、松本英彦さんと奥様を乗せて来た場所だ…」

あの日の事が、思い出されました。

少しして、ロアビルの手前の右手の路地に入ると、すぐ近くに「スコッチ21」のビルがありました。

ビルの中にあるエレベーターに乗り、３階へ上がると「スコッチ21」がありました。

お店の中に入ると、すでにお客さんでいっぱいでした。

見渡すと、左奥の方にピアノがあり、その近くに稲森さんと、先日のオーディションの時のベーシストの菅原さんが、椅子に座って話をしていました。

僕は二人に近寄り、挨拶をしました。

「おはようございます。」

僕がそう言うと、稲森さんが笑顔で言いました。

「やあ！よく来てくれたね！ 」

僕は菅原さんには先日の事もあり、少し気まずい気持ちでしたが、この時は菅原さんから声を掛けて貰いました。

「この間は、緊張してたんだよね？ いま稲森さんから聞いてたところだよ。」

「あ、すみません…、、ありがとうございます。」

僕はその菅原さんの言葉に、気持ちが楽になりました。

「加藤くん、そこにアンプあるから、使ってね。」

「あ、はい。」

僕は、急いでギターをケースから出し、アンプにケーブルを繋ぎ、音の確認をしました。

稲森さんが、言いました。

「加藤くん、後で名前呼んだらステージに来てね。」

「はい、分かりました。」

少しして、稲森さんと菅原さんの演奏が始まりました。

二人は意気が合っていて、聴いていて、とても気持ちが良かった。

Fly Me To The MoonやSatin Doll、そして、ボサノバのCorcovado (Quiet Nights of Quiet Stars)など、スタンダード・ナンバーをMCなしに、次々と演奏していました。

４曲ほど演奏した時、稲森さんがいきなりマイクを手に持ちながら言いました。

「皆さん、今夜はギタリストの加藤 泉くんが遊びに来てくれたので、ここで入って貰います。皆さん拍手を…」

「パチパチパチパチ…」

僕は、まさかアナウンスされるとは想像もしていなかったので、急に緊張し出しました。

「加藤くん、早く早く！」

稲森さんが、促します。

「はい…」

僕がステージに立つと、また店内のお客さん達から拍手を頂きました。

「お客さんから、拍手を頂く…」

「いつ振りだったろうか。」

考えてみたら、僕は随分とステージから遠ざかっていた事に、その時気がつきました。

フルバンドのバンドボーイをやっていた最後に、茨城県のデパートの屋上で、松本ちえこの伴奏をして、初めて拍手を頂いた時のこと。

歌謡コーラスバンドのメンバーとして、お客さんの前で演奏して、拍手を頂いた時のこと。

初めてジャズバンドのメンバーとして、拍手を頂いた時のこと。

「クーリーズ」というユニットでライブをして、拍手を頂いた時のこと。

この時、いろいろな事が走馬灯のように、思い出されました。

「加藤くん！」

稲森さんが僕の名前を呼び、ハッとしました。

「はい。」

「Stella by Starlightをやろうか！」

「はい。」

弾けなかった曲は、すぐに練習をして弾けるようにする…

その言葉は、以前、歌謡コーラスバンドのバンマスの岡田竜也さんから教わった言葉でした。

その言葉の通り実践をして、その時は前回のように酷い結果にはなりませんでしたが、稲森さんも、プロとして大切な部分をテストする意味があっての事だったと、後に仰っていました。

「じゃ、やろうか。」

稲森さんはそう言うと、すぐにイントロを弾き始めました。

僕は急なリベンジとなったので、かなりの緊張が走ります。

稲森さんはテーマを弾き終わると、いきなり僕に合図を出しました。

「加藤くん、ソロ！」

「はい！」

僕は、練習の成果を出そうと、神経を集中させました。

そして、あっという間に３コーラスの自分のアドリブ・ソロが終わると、今度は稲森さんが弾き始めました。

その後ベースのアドリブ・ソロへと回され、稲森さんがテーマを弾いて終わりました。

「パチパチパチパチ！！」

その時のお客さんからの拍手は、今でも忘れられません。

「加藤くん、良かったよ！」

稲森さんが、僕に向かって言いました。

「ありがとうございます！」

ベーシストの菅原さんも、ニコニコとしていました。

すると、稲森さんはここで、カウンターに座っていた赤いドレスを着た女性に合図をしました。

じつは、僕はずっと気になっていました。

「あのドレスを着た女性は、誰なのだろうか…」と。

その女性は、ツカツカとヒールの音をたててステージに近寄って来ました。

そしてマイクを持つと、お客さんに向かって言いました。

「今夜はスコッチ21にお越し下さいまして、ありがとうございます。それでは、これから歌の方でお楽しみ下さい。」

「あ、、この女性はヴォーカリストだったのか…」

僕は、この時とても驚きました。

すると稲森さんが、譜面を数枚ピアノの譜面立てに置いたかと思ったら、すぐにイントロを弾き始めました。

曲目は、「I’ve Got You Under My Skin」でした。

その女性ヴォーカリストは高く澄んだ声で、伸びやかに歌って行きました。

そして初めのコーラスを歌い終わると、稲森さんが僕にまた合図をします。

「ソロ！」

「はい！」

僕は、ピアノの譜面立てにある「I’ve Got You Under My Skin」の譜面を、50センチメートル程離れた位置から見ながら弾きました。

ヴォーカリストからの、視線を感じます。

僕がアドリブ・ソロを弾き終わると、ヴォーカリストは僕の方に手を伸ばし、サビの部分を重なるように歌い始めました。

それと同時に、拍手が湧き起こります。

その日は３セットのステージがありましたが、その後すべての曲に参加させて頂き、僕は家に帰りました。

次の日、僕は稲森さんにお礼の電話をしたのですが、そこで、とても驚く事を言われます。

「今度、茨城県の勝田と言う所でコンサートの話があるんだけど、もし決まったら、仕事として加藤くんに頼もうかと思っているよ。」

「えっ、本当ですか！」

僕は、無意識に体が震えて来るのを感じました。

「まだハッキリと決まった訳ではないから、とにかく決まったら電話するね。」

「ありがとうございます！」

僕は電話を切った後も、震えが止まりませんでした。

ただ、前回の新宿のハコの仕事がダメだったので、少し心配もありました。

「今度の話は、ちゃんと決まってくれたら良いな…」

その日から、僕はまた期待と緊張の日々を過ごしました。

次の日も、また次の日も、その事が気になってしまい、寝不足が続きます。

「稲森さん、、この間の時みたいに、ダメになっても連絡を忘れてしまうんじゃないかなあ…」

僕はそんな事を考えながら、なるべく自分がショックを受けない様にと思っていました。

と、その時、家の電話が鳴り、僕はビクッとします。

電話に出ると、稲森さんの声でした。

「加藤くん？」

「はい…、加藤です、、、」

僕は、固唾を呑み込みました。

「この間言ってたコンサートの話だけど…」

「あ、、はい、、、」

「決まったからさ、頼むよ。」

その言葉を聞いた瞬間、僕はまた嬉しさのあまり体が震え出しました。

「本当ですか！」

「本当だよ。 2ヶ月後になるけど、日にちを押さえて貰えるかな？」

「あ、はい分かりました。」

「それから、当日僕はベーシストの車に乗せてもらうから、常磐自動車道に入る三郷インターチェンジの手前で待ち合わせしようか。」

「はい、分かりました。」

僕は稲森さんとの電話を切った後も、まだ信じられない気持ちでいました。

その日からの2ヶ月間は、とても長く感じました。

来る日も来る日も、その事ばかりを考えていました。

そして、その当日がやって来ます。

僕は朝早く起きて、黒のスーツに着替え、ギターケースとアンプを持って車に積み込みました。

外は寒かったけれど、とてもよく晴れた日で気持ちが良かった。

僕は運転席に座ると、すぐにエンジンをかけ、前日に行き先を確認しておいた地図を見ました。

「三郷インターチェンジだな…、、よし、行こう！」

環状7号線から国道4号線に入り、国道298号線を真っ直ぐに進みました。

日曜日の早朝だったので、道は比較的空いていて、スイスイと走って行けました。

「もうそろそろ、三郷インターチェンジだな…」

僕は時間に余裕を持って出発していたので、待ち合わせ時間よりも１時間近く早く着いてしまいました。

「まだ眠いから、少し横になるか…」

僕は待ち合わせ時間に時計のタイマーをセットして、シートを倒し横になりました。

そして、ウトウトし出し、いつの間にか寝てしまいました。

「コンコン！」

僕はウインドウを叩く音に、目が覚めました。

「あっ、、まずい！　ここは駐停車禁止か！」

警察官かと思い慌てて音の方に目をやると、稲森さんがウインドウから中を覗き込んでいました。

僕は慌てて、ウインドウを開け、挨拶をしました。

「あ、稲森さん、おはようございます！」

「加藤くん、おはよう。 ちょっと予定より早いけど、行こうか。」

「はい。」

「あ、そうそう…、、紹介するね。」

稲森さんはそう言うと、すぐに後方に停まっている紺色のハッチバックの車へ歩いて行き、運転席に合図をしました。

すると、中から一人の男性が出て来ました。

バックミラー越しに見ていると、稲森さんとその男性が小走りで近寄って来ました。

僕もすぐに外へ出ました。

「加藤くん、あのね…、この人は今日のベーシストの藍沢栄治くん、宜しくね。」

「あ、初めまして….、、ギターの加藤と申します。宜しくお願いします！」

「藍沢で〜す。宜しくね〜！」

僕はその時、ベーシストは先日の菅原さんだとばかり思っていたので、違うベーシストで少し緊張しましたが、初対面にも関わらずフレンドリーに接してくれたので安心しました。

「じゃ、僕が先に走るからさ。後から着いて来てね。」

「はい、分かりました。」

稲森さんと藍沢さんは車に戻り、発車しました。

そして僕も、藍沢さんの車が前方へ行くと同時に発車して、後を着いて行きます。

三郷インターチェンジから、いよいよ常磐自動車道に入りました。

しかし、常磐自動車道に入ると、藍沢さんの車は右車線で、いきなりグイグイと120kmを超えるスピードで走り出しました。

「けっこう飛ばすなあ…」

僕は、後を着いて行くのに必死でした。

常磐自動車道を走って行くと、守谷サービスエリアの手前で左へウィンカーを出しながら、藍沢さんがウインドウを開けて右手で合図をしました。

僕も左へウィンカーを出し、守谷サービスエリアへ入りました。

そして駐車場に車を停めると、稲森さんが車から降りて、僕の方へ近寄って来て言いました。

「加藤くん、トイレは？」

「はい。行きます。」

「あと、ちょっと何か食べようか。」

「はい。」

僕も稲森さんも藍沢さんも一緒にトイレへ行き、その後、食堂へ行きました。

メニューを見ていると、稲森さんが言いました。

「向こうに着いたら、ちょっとした食事が出るから、ここは軽く食べといた方がいいね。」

藍沢さんが、言います。

「寒いし、うどんが良いかな…」

結局、皆んなうどんを食べる事になりました。

この時、皆んなで雑談をしながら楽しく食事をしていたのですが、その楽しさとは逆に、僕は一抹の不安を感じていました。

稲森さんと正式に仕事をさせて頂くのは初めてだったし、藍沢さんがどんなベースを弾くのかも知らなかったので、「この後のコンサートで間違いが起きなければ良いな」と、どうしても頭をよぎって行ったのです。

3人は食事を終え、また駐車場へ戻り、車を発車させました。

相変わらず、藍沢さんはスピードを出して走って行きました。

しばらくして、勝田市(現在の、ひたちなか市)に入ります。

東京よりも空が広く、空気も綺麗だと感じました。

勝田の街中を走って行くと、いきなり藍沢さんの車が「勝田商工会議所会館(現在の、ひたちなか商工会議所会館)」と書かれた施設の駐車場の前でウィンカーを出し、入って行きました。

「ここが会場か…」

僕はその看板を見上げ、呟きました。

駐車場に車を駐車させ、バックドアを開いて楽器やアンプを降ろし、ホールへ運ぼうとしたら、いきなり近くに立っていた5人ほどの人達が近寄って来て言いました。

「ステージまでお運びします！」

「えっ、、あ、すみません…」

僕は、今までギターもアンプも運んで貰った事がなかったので、その時はとても驚きました。

ステージに着くと、稲森さんは、真っ先にピアノの方へ歩いて行き、椅子に座るとコードを弾き始めます。

藍沢さんもアンプをセッティングして、サウンドチェックを始めました。

その時僕は、どの辺りに立てば良いのか、何処にアンプをセッティングすれば良いのか迷っていました。

「すみません。僕はどの辺に立てば良いでしょうか？」

僕がそう言うと、稲森さんが答えました。

「ああ、藍沢くんと僕の間が良いよ！」

「ありがとうございます！ 分かりました。」

こうしてセッティングが終わると、稲森さんと藍沢さんはステージから降りて控室へ行ってしまいました。

「あれ、、リハーサルはやらないのかなあ…」

僕はそう思いながら、二人のあとを着いて行きました。

控室に着くと、テーブルにはお弁当とお茶の用意がされていました。

そして、先程のスタッフの方達が、お茶をいれてくれながら話しかけてくれました。

「今日はこんなに寒いのに、遠くから来て頂いて、ほんとにありがとうございました。」

「とんでもないです…、、こちらこそ、ありがとうございます。」

僕は、そのあまりにも丁寧なおもてなしに、本当に驚きました。

控室の中では、稲森さんも藍沢さんも、ずっと笑顔で雑談をしていました。

しかし僕は雑談にはなかなか入って行けず、それよりも、どんな曲を演奏するのかが気になって仕方がありませんでした。

僕は堪りかねて、稲森さんに言いました。

「あの…、、曲目は、、どんな曲を演奏するんでしょうか？」

すると稲森さんが、答えます。

「う〜ん、、まだ決めてないけど、そうだなあ…」

その言葉に、僕はとても驚きました。

そして、心の中で呟きました。

「まだ決めていないのか…」

稲森さんは、「そうだなあ…」と言いながらも、その後、また笑いながら雑談に入ってしまいます。

時間はどんどん過ぎて行きます。

僕は、気が気でありませんでした。

とその時、稲森さんがいきなり言いました。

「ああ、あと15分か…、、時間が経つのは早いね。そうそう、加藤くん、２曲ね僕フルート吹くから、伴奏頼みたいんだ。」

「あ、はい…、、曲は何でしょうか？」

僕が尋ねると、稲森さんは答えました。

「この間やった黒いオルフェと、それからミスティね。キーはA♭でやるよ。あとの曲はステージに上がってから言うね。」

「はい、わかりました。」

ステージに上がってから言うね…って、どんな曲を言われるのか、とても心配になりました。

しかも、オリジナル・キーE♭のミスティのコード進行は覚えていましたが、A♭では演奏した事がなかったので、その時、慌てて頭の中で考えました。

「えーと、A♭の次はE♭m7で、その次はA♭7…、、えーと、その次はD♭か…、、次は、えーと、、、」

僕が必死で考えていると、稲森さんが話しかけて来ます。

「そう言えばさ、潮先さんは元気にしてるかな？」

「あ、、はい、、お元気です…」

「ああ、良かった。いつも気にしてるんだよね。今度会った時、宜しく伝えてね。」

「あ、、はい、わ、わかりました…」

僕の頭の中はミスティのコードの事でいっぱいだったのに、次々と稲森さんが話し掛けて来ます。

ステージの時間まで、あと10分弱でした。

僕は、居ても立っても居られなくなり、トイレへ行ってコードを考える事にしました。

「あの、すみません…、、ちょっとトイレへ行って来ます…」

「あ、そこの廊下出て、ちょっと先の右側にあるよ。」

「ありがとうございます…」

僕は急ぎ足でトイレへ行き、個室に入ってコードを考えました。

「えーと、D♭の次は…、、D♭mで…、、、そうだ、サビはDm7に行ってからG7で…、、」

腕時計を見ると、あと5分でした。

「まずい…、、もう時間だ…、、とにかく出よう。」

僕はまた、急いで控室に戻りました。

控室に戻ると、稲森さんが僕に向かって言いました。

「もうすぐ時間だから、ステージの方に移動しようか。」

「はい…」

僕は、ステージに移動する間も、ずっとミスティのコードの事を考えていました。

ステージに着くと、すでにお客さんでいっぱいでした。

こんなに沢山のお客さんが集まってくれるなんて、稲森さんの名声は凄いんだなあ…と、その時、改めて思いました。

そしてこの無名の自分にも、お客さんが沢山の拍手で迎えてくれて、僕はその時、本当に心から感動を覚えました。

拍手が鳴り止み、それでもまだ一人だけ拍手をしている人が居ました。

「あれ、、誰だろう？」

僕はぼんやりと、その方向へ目をやりました。

「あっ！！」

なんと矢嶋くん(前述の、高校時代からの親友で、その後、歌謡コーラスバンドやクーリーズと言うユニットで一緒だった)が、客席の後ろの方に立って居ました。

「そうだ、以前に矢嶋くんには今日の演奏の事は伝えていたんだ…、、でもまさか、こんな遠くまで聴きに来てくれるなんて…」

僕はその時、思わず胸が熱くなりました。

「加藤くん、『ラブレター』は知ってる？」

いきなり、稲森さんが僕に言いました。

「あ、はい…、、キーは何でしょうか？」

「キーはGだよ。」

「はい、分かりました。」

僕がそう言うと、稲森さんはすぐにルバートでバースの部分を弾き出しました。

そしてバースを弾き終わると、テーマからミディアム・テンポに変わり、ベースの藍沢さんが入って来ました。

僕も慌ててギターを弾き、着いて行きました。

ワンコーラスが過ぎ、稲森さんがアドリブ・ソロを弾き始めます。

その後、稲森さんは３コーラス弾きましたが、その時に会場は大きな拍手に包まれます。

次は僕がアドリブ・ソロを弾く番です。

僕は、夢中で弾きました。

そして、僕のソロが終わった後も、お客さんから拍手を頂き、その時は本当に嬉しかった。

１曲目が終わり、２曲目、３曲目と、どんどん演奏して行きましたが、稲森さんは、なかなかミスティを演奏しませんでした。

僕は、曲と曲の合間でも、まだミスティのコード進行を思い出していました。

「いつになったら、ミスティを演奏するんだろう…」

そう心の中でずっと思っていた６曲目、

稲森さんはフルートを手にし、マイクに向かってお客さんに言いました。

「それでは、ここで僕のフルートを皆さんに聴いて貰いたいと思います。」

パチパチパチパチ、、、

稲森康利さんは、以前に小川宏ショー等にレギュラーで出演されていて、フルート奏者としても有名でした。

「加藤くん、それじゃミスティ行こうか。イントロ弾いて！」

「そうか…、、イントロか、、、」

僕は、ミスティのコードの事ばかりに気を取られていて、イントロを弾くと言う事を忘れていました…

「そうだ…、、イントロを弾かなければならないんだ、、、」

その時は、コードだけの味気ないイントロでしたが、なんとか自分なりに対処をしました。

そして、今までの音の幅の広いピアノサウンドがなくなって、コード楽器は僕のギターだけになります。

拍手が消え、シーンと静まり返った空間でギター１本でイントロを弾くのは、とても緊張しました。

僕がイントロを弾き終わると、温かい音色の稲森さんのフルートが会場に鳴り響きます。

僕はコードを間違えないように、全神経を集中してギターを弾きました。

その後、稲森さんのアドリブ・ソロが終わると、僕のソロに入り、また稲森さんがサビからメロディを吹き始めました。

エンディングまで、気が抜けません…

パチパチパチパチ、、、

「良かった…、、、何とか間違えないで弾き終えた…」

僕はその時、今まで張り詰めていた緊張感が、一気に緩むものを感じました。

稲森さんは、またマイクに向かい言います。

「それでは、次は黒いオルフェをお送りします。」

黒いオルフェはオリジナルキーだったし、何度も演奏をした事のある曲だったので、余裕を持って弾けました。

「さっきのミスティの時とは、緊張感がぜんぜん違うな…」

稲森さんのフルートのアドリブ・ソロの後、僕のアドリブ・ソロに入ります。

僕はお客さんの方を見たりして、安心しきっていました。

と、その時でした！

「あっ！」

僕は、急にコードを見失います。

「しまった、、、油断をした、、、」

黒いオルフェは、曲の構成が前半と後半では最初の４小節は同じものの、５小節目から急に展開が変わるので、そこで間違えました。

稲森さんが、一瞬顔を歪め僕の顔を見ます。

「マズイ…、、ここは後半のコードだ、、、」

ベースの藍沢さんも、「こっちだよ」と教えるように、ベースを強く弾いて誘導してくれました。

僕は、慌てて修正をしました。

僕はその時、油断は大敵だと、実戦の場で知りました。

黒いオルフェの演奏が終わると、稲森さんはフルートをピアノの上に置き、マイクに向かって言いました。

「それでは皆さん、本日最後の曲となりますが、Stella by Starlightをお送りします。」

こうして、その日の演奏が終わり、大きな拍手に包まれ、稲森康利トリオのメンバーとスタッフは控室に戻りました。

僕は楽器をケースに仕舞ってから、稲森さんに言いました。

「今日は、本当にありがとうございました！ それから、先ほどの黒いオルフェの途中では、間違えてしまいすみませんでした…」

すると、稲森さんからは意外な答えが返って来ます。

「えっ、間違えた？ 全然気がつかなかったよ。」

「えっ、、、そうですか？」

「うん。それはそうと…、、これから、ここの近くにある『サムシング』と言うライブ・ハウスで打ち上げがあるんだけど、加藤くん来ない？」

「あ、、はい、是非参加したいです。」

僕はそう答えた後に、ふと思い言いました。

「あの…、、友達が来てくれているんですが、彼も一緒に行っても大丈夫ですか？」

すると、稲森さんは笑顔になり言いました。

「一人でも多い方が盛り上がるね！ それじゃ、誘ってくれる？」

「ありがとうございます！ それでは、今すぐ伝えに行きます！」

僕は控室を出て、エントランスへ走りました。

エントランスに着くと、まだ沢山のお客さんがゆっくりと出口に向かって歩いていました。

「矢嶋は、どこかな、、、」

僕は、必死に探しましたが、どうしても見つかりません…

「ああ、、もう帰ってしまったか…」

僕は、あきらめて控室に戻る事にしました。

僕がエントランスから廊下を歩いて行くと、一人のスタッフに呼び止められます。

「加藤さん！」

「はい。」

「矢嶋さんって言う方が、控室でお待ちですよ。」

「えっ！ そうですか、、ありがとうございます！」

僕は、急いで控室に行きました。

「おう、加藤！」

控室に着くと、ドアの前に矢嶋くんが立っていました。

「矢嶋、こっちに来てくれたんだね！ 中に入ってくれよ。」

僕は矢嶋くんを控室に入るよう促し、稲森さんに紹介しました。

「稲森さん、彼が友達の矢嶋くんです。」

「やあ、今日は良く来てくれたね。これから近くのライブ・ハウスで打ち上げがあるんだけど、参加しない？」

矢嶋くんは、稲森さんからいきなりそう言われて、ビックリした様な顔で答えました。

「えっ、僕も行っちゃって良いんすか？」

稲森さんは、笑顔で答えました。

「もちろん良いよ！ じゃ、行こう行こう！」

矢嶋くんとスタッフ2人が僕の車に乗り、稲森さんとスタッフ1人が藍沢さんの車に乗り、「サムシング」と言うライブ・ハウスへ向かいました。

「サムシング」に着くと、すでにテーブルの上にはお酒や料理が並べられ、用意されていました。

「さあ、皆んなこっちに座って。」

稲森さんが、ステージに一番近い席に近づきながら言いました。

稲森さんと藍沢さん、そして僕と矢嶋くんとスタッフの方たちが席に座ると、少しして、今日のコンサートに来てくれたお客さんも数人入って来て、座りました。

「よし、それじゃ、皆んな揃ったから、そろそろ始めようか！」

稲森さんがそう言い、打ち上げが始まりましたが…

１時間ほど経過した時、稲森さんがピアノを弾き始め、お客さん達が歌を歌ったりして、とても盛り上がっていました。

すると、稲森さんがいきなり僕に向かって言いました。

「加藤くん、何か歌おうか！」

その突然の言葉に、僕はビックリしました。

「えっ、そんな、、、歌えませんよ〜！」

そう僕が答えると、また稲森さんが言います。

「じゃあ、ブルース弾くから、スキャット！ はい、行くよ〜！」

稲森さんはスリー・コードのブルースを弾き始め、容赦なく僕をステージに上げ、歌わせようとします。

僕は、仕方がなく前へ出て行き、人前で初めてブルースのスキャットを歌いました。

時間は、まもなく夜11時になろうとしていました。

「お店も閉まるから、それじゃ、そろそろお開きにしようか。」

稲森さんが最後の挨拶をして、稲森さんも藍沢さんも、そして、お客さんも帰って行きました。

僕と矢嶋くんは、スタッフの1人に送られて駐車場へ行きました。

もう夜中なので、辺りは真っ暗でした。

僕は自分の車に近づき、先ず矢嶋くんが座る助手席のドアを開けようとしたのですが、その時、近くの道路を曲がる車のヘッドライトに一瞬照らされ、何か白っぽい物が目に入りました。

「あれ…、、何だろう、、、」

僕は、その白っぽい物が気になり、暗い中、目を凝らして見てみました。

「なっ、、何だこれは！！」

僕の車のタイヤは盗まれていて、その代わり、車の平行を保つために石が積まれていました。

これは、車が斜めに傾いているとバレやすいから、タイヤを盗んだ犯人が、そうしたんだと思いました。

「やられた……」

僕と矢嶋くん、そしてスタッフの人と、思わず顔を見合わせました。

「酷いなあ、、、」

「困ったなあ、これは…」

「どうしようか、、」

３人は、しばらくの間考えていましたが、いきなり、矢嶋くんが言いました。

「そうだ。 スペアタイヤがあるだろう！」

「あっ、そうか！」

僕はすぐにバックドアを開け、ギターアンプを降ろし、その下にあるベニヤ板を開けて、スペアタイヤを持ち上げました。

しかし、手のひらで持ったスペアタイヤはベコっとくぼみ、すぐに空気が抜けている事が分かりました。

「なんだよ、、これじゃ使えないな！」

「困ったなあ、、これじゃ帰れないなあ、、、」

腕時計を見ると、もうすぐ11時半になろうとしていました。

「こんな夜中じゃ、もうどうする事も出来ないな…」

３人は、途方に暮れていました…

と、その時、スタッフの人が、突然大きな声で言いました。

「そうだ！ もしかしたら…」

「もしかしたら、私の友達に頼めば、大丈夫かも知れない！」

「そうですか！」

僕は、期待感を膨らませながら言いました。

するとスタッフの人は、急に肩をすぼませながら言います。

「まあ…、分からないけど、とにかく聞きに行って来るよ。あんまり期待しないでね…」

スタッフの人はそう言うと、走って何処かへ行ってしまいました。

その後、僕と矢嶋くんは、冬の寒空の下をずっと佇んでいました。

「それにしても、寒いなあ…」

「ほんとだなあ…」

時計の針は、12時を回ります。

「スタッフの人、何処へ行っちゃったんだろうね…」

「ちゃんと戻って来てくれるのかなあ…」

「どうだろう、、そのまま帰ってしまったのかも知れないよな。」

「普通、こんなの付き合ってられないよな。そうかも知れないな…」

「それにしても、こんな事になってしまって、今日せっかく来てくれたのに、矢嶋には本当に悪い事をしてしまったよ。」

「仕方がないけど…」

「うん。」

「スペアタイヤは、ちゃんと点検しておいた方が良いぜ。」

「そうだよな…、、これから気をつけるよ。」

と、その時でした！

遠くの方から、一台の車のヘッドライトが、こちらへ近づいて来ました。

その車は、どんどんこちらへ近づき、僕の車の隣に止まりました。

ガチャ…

バタン！

車の中から、２人の男が出て来ます。

「待たせてしまって、すみませんね…」

その声は、さっきのスタッフの人の声でした。

「ああ、、ありがとうございます。 暗くて、一瞬誰なのか分かりませんでした。」

「あ、この人ね、僕の友達なんだけど、ガソリン・スタンドで働いているからさ。」

スタッフの人がそこまで言うと、その人は、手に持った懐中電灯の明かりをつけ、僕の車のタイヤに近寄って照らしました。

「165/70R13か…、、う〜ん、それなら近いものがスタンドにあるかも知れないな…、、ちょっと取って来るか。」

その人はそう言って、すぐにまた車に乗り、行ってしまいました。

「ちゃんとサイズの合うタイヤがあれば良いんだけどね。」

スタッフの人が、呟きます。

その時僕は、寒さと疲れで、おうむ返しでしか喋れませんでした。

「本当ですね…、、ちゃんとサイズの合うタイヤがあれば良いんですが…」

矢嶋くんも、かなり疲れている様子でした。

その後３人は黙っていましたが、15分程してさっきの人が戻って来てくれました。

「おう、これなら大丈夫じゃないかな。ちょっと懐中電灯で照らしてくれないかな？」

その人はそう言いながらタイヤを転がし、僕の車の前輪の近くに置くと、すぐにまた自分の車へ戻り、今度はジャッキを持って来て、手慣れた手つきで僕の車をジャッキ・アップして行きました。

そして大きな石を取り除くと、タイヤのホイールと車体側のナットの位置を合わせました。

「おお、大丈夫だ！」

その人がそう言うと、僕も矢嶋くんもスタッフの人も、安堵しました。

僕と矢嶋くんは、タイヤをはめ込んでくれたその人とスタッフの人にお礼を言って、車に乗り込み、帰りました。

その後、僕はたまに稲森さんのトリオに誘って貰い、あちこちで演奏をしましたが、ある日、あのベーシストの親友、佐藤くんから電話がありました。

「おう加藤、元気してるかよ！」

「おう、元気だよ！ 」

「あのさ、もう加藤の充電期間は終わったかなと思って、電話してみたよ。」

「そうか〜、ありがとう！」

「じつは俺さ、半年後にニューヨークに移住する予定なんだけど、その前に加藤とまたライブやりたくてさ。」

「そうか、、佐藤くん、前からアメリカに住みたいって行ってたもんな…、、それじゃ、それまで何処かでライブやろう！」

こうして、佐藤くんがニューヨークへ行く日まで、２人でライブをしました。

その頃、僕はずっと潮先先生の教室に通っていたんですが、ある日先生から言われました。

「僕が前に書いた『コンテンポラリー・ジャズギター』の中央アート出版社から、クラシックの曲をジャズにアレンジした曲集を書いて欲しいと頼まれてるんだけど、加藤さん書きませんか？」

僕は、潮先先生のその言葉に耳を疑いました。

「えっ、僕がですか？」

「そう、生徒の北垣雅則さんと並木健司さんにも頼む予定なんですけど、加藤さんどうですか？」

その時僕は、あまりにも突然の話に、かなり動揺しました。

「あ、、はい…、、僕で宜しかったら…、ぜひ宜しくお願いします…」

こうして「クラシック・イン・ジャズギター」のシリーズを書く事になりましたが…

僕は今まで、クラシック音楽のレコードをあまり聴いて来なかったので、少し不安がありました。

しかも、クラシックの曲をジャズにアレンジするなんて、もちろん経験がありません。

「どうやって進めて行けば、良いんだろうか…」

「引き受けたものの、やはり辞退した方が良いのかな…」

「でも、せっかく先生から指名して頂いたんだから、辞退なんてしたらダメだ。」

僕は数日間、何度も自問自答を繰り返していました。

しかし、数日後にある事を思い付きます。

「そうだ、クラシックの曲集を、先ずは買って来よう！」

僕はそう思ったその日に楽器店へ行き、クラシックの曲集を手当たり次第に手に取り、買って来ました。

そして全曲をギターで弾いてみると、知っている曲がとても多い事に気づきます。

「この曲も知っているし、好きなばかりだな…」

「クラシックの曲を弾くと、何故かとても心が洗われる気がするな。」

もちろん小学生の時や中学生の時、そして高校生の時に音楽の授業で勉強したり、聴いたりした事はあったのですが、知らない間に、こんなに沢山の曲を知っていたなんて、その時は、自分自身とても驚きました。

僕は、その知っている曲の中から好きな曲を選び、ハーモナイズやリハーモナイズ、そしてテンション・リゾルブやディレイド・アプローチなどを駆使して、アレンジをして行きました。

1:野ばら

2:知らない国々-「子供の情景」より-

3:ローレライ

4:シューベルトの子守唄

5:プレリュード Op.28 No.4

6:新世界より~第2楽章

7:チャイコフスキーの悲愴:芸術家の生涯

9:花の歌

10:夢路より:アーニーローリー

12:魔弾の射手より-序曲-

13:ロミオとジュリエット

14:トロイメライ-「子供の情景」より-

15:幻想即興曲

16:プレリュード Op.28 No.7

これらの曲を半年かけてアレンジして、潮先先生に監修をして頂きました。

そして、原稿を中央アート出版社へ郵送すると、数日後に出版社側の発校正が入り、赤ペンでチェックされ僕のところへ郵送されます。

その段階で、僕は１回目の校正をして、また出版社へ郵送します。

一つ一つ間違えがないか赤ペンでチェックをするのですが、こう言う細かい作業は慣れていなかったので、苦労しました。

そして、また出版社へ送るのですが、また数日後に出版社側からの２回目の校正が入り、送られて来ます。

こうした工程を3度続け、いよいよ版下と言う段階に入ります。

ちゃんと本になる様にレイアウトされ、挿し絵も入り、表紙や裏表紙のデザインも送られて来ました。

「よし、もう一回赤ペンを入れれば、やっと終わりだ！」

僕は、肩を撫で下ろして、最後の校正を終え、郵便局へ行き、出版社へ送りました。

しかし数日後に、また送られて来ます。

「えーー、まだあったのか！」

一応、まだ間違えが無いか、最終チェックをして下さい。との事でした。

僕は前回が最後だと思っていたので、気が緩んでいましたが、また気を引き締めて、作業に取り掛かりました。

実際に本になるまで、まだ数ヶ月の日にちが掛かるのですが、その間に、ギタリスト北垣雅則さんの本「クラシック・イン・ジャズギター①」が楽器店の楽譜売場に並びます。

「あっ、とうとう北垣雅則さんの本が出版されたんだ！」

これを見て、自分の本も後日、楽譜売場に並ぶ事を想像し、胸が高鳴りました。





3年間の苦痛と屈辱

僕はその頃、３３歳になろうとしていました。

ある夏の日、レッスンが終わり、潮先先生から言われます。

「加藤さん、都内のホテルのラウンジでドラムスを叩いている知り合いのドラマーから連絡があって、誰かギタリストを紹介して欲しいと頼まれたんですが、加藤さんオーディションを受けませんか？」

その先生の言葉を聞いて、僕はとても嬉しくて、即答をしました。

「先生、ありがとうございます！是非、受けさせて下さい。」

僕はその頃、ある音楽事務所からの依頼で、銀座にあるナイトクラブでギター・トリオ(ギター、ベース、ドラムスと言う編成)で毎晩演奏をしていましたが、ベースの人がとても嫌な性格だったので、早く別の演奏場所に移りたいと思っていた矢先の、その先生からの言葉でした。

僕は、先生からそのドラムスの人の電話番号を聞き、次の日の昼間に電話をしました。

「初めまして、ギターの加藤と申します。オーディションを受けさせて頂きたくて、お電話をしました。」

僕がそう言うと、電話口の人は、低くガラガラ声で言いました。

「それでは、来週の日曜日以外の日の夕方６時に、浅草ビューホテルのトップラウンジに来てくれるかな？」

「ありがとうございます。それでは、土曜日に伺わせて頂きます。」

こうして、そのオーディション当日がやって来ます。

その日は、僕は朝からとても緊張していました。

「やっぱりオーディションは、どうしても緊張してしまうな…」

出掛ける直前までずっとギターの練習をしていましたが、気持ちが落ち着かず、練習に集中出来ないで居ました。

「そろそろ、出掛ける時間だ！」

僕は、気持ちを奮い立たせて、ギターケースを背負い、玄関のドアを開け外へ出ました。

当時僕は、三鷹市の新川と言うところに住んでいました。

近くのバス停から京王線の「仙川」と言う駅まで行き、そこから電車に乗り、新宿から中央線に乗り換え、神田経由で銀座線の「田原町駅」まで行きました。

田原町駅から歩いて15分程の場所に、高くそびえ立った大きなホテルがありました。

「凄く大きなホテルだなあ…」

僕はそう思いながら、ホテルの入口の自動ドアを通り抜け、奥の方にあるエレベーターまで行きました。

そして、エレベーターに入り、28階のボタンを押します。

エレベーターの上昇とともに、僕の心臓のドキドキも強くなって行きます。

28階までの時間が、とても長く感じました。

28階に着き、エレベーターのドアが開き、見渡すと、そこには大きなラウンジがあって、そこには毛足の長い絨毯が敷き詰められていました。

「こんなに大きなラウンジを見たのは、初めてだな…」

窓は大きく、外の景色がずっと遠くまで広がっていました。

近くにお店の従業員が居たので、僕は尋ねました。

「すみません…、、今日オーディションを受けに来た者なんですが、バンド控室はどちらでしょうか？」

「あ、こちらになります…」

お店の従業員は、客席のずっと奥の方を指差しながら、僕を誘導してくれます。

ステージに向かって左側にドアがあり、そこを開けると廊下がありました。

「ここを右に行くと、バンド控室があります。」

「ありがとうございます。」

僕が廊下を歩いて行くと、その奥にドアが開いたままになったバンド控室が見えました。

ただ中には、まだ誰も居なかったので、僕は廊下で待つ事にしました。

10分程して、男性２人の話し声が聞こえ、その声が次第に大きくなって来ました。

その時僕は、その声が先日の電話で話した声と似ていたので、バンマスだと判り、急に心臓がドキドキして来ました。

「あ、初めまして！加藤と申します。」

僕が立っていたすぐ横に別のドアがあり、そのドアが急に開いてバンマスらしき人ともう一人の男性が現れたので、僕はビックリして声を発しました。

すると、バンマスらしき人は笑顔で言いました。

「加藤くんだね？ 私がバンマスです。こちらはピアノの小泉さん。宜しくね。」

「あ、、どうぞ宜しくお願いします！」

「ピアノの小泉です。宜しくね。」

バンマスは五十歳半ば、ピアノの小泉さんは五十歳頃に見えました。

３人は挨拶が終わると、控室へ入りました。

バンマスが控室の1番奥の椅子に座り、小泉さんは右側の椅子に座りました。

バンマスが、僕に向かって言います。

「まあ、そこに座って。少ししたらベースも来ると思うから、ちょっと待ってね。」

「はい。」

「それから、今日演奏する楽譜渡すね。メロディは全曲ギターに弾いて貰うから、これ目を通して置いて。」

バンマスはそう言いながら、楽譜の束を僕に手渡しました。

僕は、手渡された楽譜を、緊張しながら1枚ずつ目を通して行きました。

これからオーディションだと言うのに、3畳ほどの狭い控室で、目の前に初対面のミュージシャンがいると言う状況に、とても緊張しました。

無言の時間が、過ぎて行きます。

バンマスは、ドラムスのスティックを手に持ち、ずっと振っていました。

すると、さっきバンマスと小泉さんが入って来たドアが急に開き、二十代と思える男性が入って来ました。

「遅くなって、すみません！」

バンマスが、答えます。

「いやあ、大丈夫大丈夫…、、ゆっくり支度して。」

「はい、、すぐに支度します。」

その若い男性はドアを開け、ステージに行きました。

少しして、ステージの方からベースの音がボンボン…と聴こえ出しました。

バンマスはスティックを振るのをやめ、僕に向かって言いました。

「それじゃ、加藤くんもギター持ってステージに行こうか。」

「はい！」

僕はそう言われて、すぐにギターケースからギターを出し、ステージに向かいました。

バンマスとピアノの小泉さんは、後からゆっくりとステージに向かいます。

ステージは床面から50センチ程の高さがあり、とても広く、客席と、そして窓の外の景色が一望出来ました。

ピアノの小泉さんが「ラ(A)」の音を鳴らして、チューニングを促します。

僕は、慌ててチューニングをしました。

少しして、バンマスが声を掛けます。

「じゃ、やろうか！　譜面の順番で行こう。1曲目はMoon Glow」

バンマスはそう言うと、すぐにスティックを鳴らしてカウントを出しました。

同時に、ピアノの小泉さんがイントロを弾きます。

僕は必死に楽譜を目で追い、メロディを弾いて行きました。

そして1コーラスの後、アドリブ・ソロを弾きます。

僕のソロが終わると、小泉さんが続きました。

こうして、次々と演奏して行ったのですが、4曲程弾いた所でバンマスが言いました。

「そろそろ控室に戻ろう。」

全員が控室に戻ると、バンマスが僕に向かって言いました。

「加藤くん、ちょっとこっちに来てくれるかな？」

「はい…」

僕はいきなりバンマスにそう言われて、心臓が破裂しそうになる位ドキドキしました。

メンバーは控室に入りましたが、バンマスはドアを開け、僕に手招きをします。

「こっちに来なさい。」

「は、はい…」

バンマスの後を着いて行くと、そこには階段がありました。

バンマスは、その階段を降りて、踊り場で足を止めます。

すると、いきなり僕の方へ振り向き、言いました。

「俺はダイヤモンドを拾ったんだ。」

「えっ？」

僕は、そう突然言われて、その言葉の意味が解りませんでした。

バンマスが、続けます。

「だけどな、そのダイヤモンドはまだ原石で、色も悪く輝いてもいない。」

「はい…」

「でも、まだ輝いていないそのダイヤモンドの原石を磨くのは俺の務めだ。」

「はい…」

「石の上にも三年と言うだろう？」

「はい。」

「俺は音楽事務所も抱えているから、俺のところで３年間頑張ったらCDもバンバン出してやるし、テレビのコマーシャルにも加藤くんがギターを弾いて出演させてやる。だから頑張れ！」

「あ、はい、、ありがとうございます！精一杯頑張りますので、宜しくお願いします。」

「よし！それじゃ、来月から頼むよ。」

「はい！」

僕はバンマスに呼ばれた時は怒られると思っていたので、まったく反対の事を言われて、とにかくビックリしました。

「それじゃ、上に行こう。」

「はい。」

階段を上る時、僕はバンマスの背中を見ていました。

「とにかく、この人の後を着いて行けば良いのか…」

バンマスと僕が控室に戻ると、バンマスが言いました。

「そうそう、まだ紹介していなかったね。この若い子はベースの松本くん。まだ25歳だよ。」

「松本雄二と言います。宜しくお願いします。」

「あ、加藤 泉と言います。こちらこそ宜しくお願いします。」

バンマスはその後、ピアノの小泉さんとベースの松本さんに向かって、言いました。

「ギターの加藤くん、来月からうちに入る事になったからね。皆んな宜しくね。」

「宜しくお願いします。」

「宜しくお願いします。」

こうして僕は次の月から、ここ浅草「ビューホテル」の最上階のラウンジで、毎日演奏する事になりました。

そして、その初日がやって来ます。

その日は自分のアンプを運ぶために、車で浅草へ向かいました。

浅草へ着くまで、途中の春日通りで少し渋滞がありましたが、ほぼ順調に車を走らせる事が出来ました。

浅草「ビューホテル」に着き、地下の駐車場に車を止めます。

駐車場からエレベーターに乗り、28階へ上り、先ずステージにアンプをセッティングしました。

そしてケーブルをギターとアンプに繋げ、電源を入れ、音がちゃんと出る事を確かめます。

「よし、これで大丈夫だ。」

僕はセッティングを終えると、ステージ横のドアを開け、控室へ向かいました。

控室にはまだメンバーは来ておらず、殺風景な状態でした。

僕は、メンバーが来るまで気持ちが落ち着かず、とても緊張しながら一人でギターを練習していました。

15分程すると、ベースの松本さんが入って来ました。

「おはようございます！」

僕が立ち上がって挨拶をすると、松本さんは深々と２回お辞儀をしながら言いました。

「あっ、今日からでしたね。おはようございます！」

松本さんは控室にカバンを置くと、すぐにステージに行き、ベースの練習をし始めました。

僕も引き続きギターの練習をしていたんですが、まもなくして、革靴をコツコツと音を立てながらバンマスが現れます。

「あ、おはようございます！」

僕はギターを置き、すぐに挨拶をしました。

「加藤くん、今日から宜しくね。」

「はい、こちらこそ宜しくお願い致します！」

その後、ピアノの小泉さんが入って来ると、ベースの松本さんも練習を終えてステージから降りて来ました。

全員が、タキシードに着替えます。

小泉さんは結構お喋りな人で、バンマスや松本さん、そして僕にも気さくに話し掛けてくれます。

バンマスも、終始ニコニコと笑顔でいました。

全員が着替えを終えると、バンマスが僕に楽譜の束を渡しながら言いました。

「今日の1回目のステージは、Take the ‘A’ Train 、The Shadow of Your Smile 、As Time Goes By、Smile、My Blue Heavenをやるからね。譜面を出しといてくれるかな。」

「はい、分かりました。」

僕は、楽譜の束の中から、今言われた曲を捜し、膝の上に置きました。

それから10分程して、いよいよこのバンドの初めてのステージが始まります。

「それじゃ、行こうか！」

バンマスがそう言うと、メンバーは一斉に立ち上がり、ステージに向かいましたが…

1曲目はデューク・エリントン・オーケストラのテーマ曲の「Take the ‘A’ Train」でした。

ステージに立つと、すぐにバンマスがスティックを叩いてカウントを出しました。

続けてピアノのイントロが入ります。

「あっ、あのデューク・エリントンのお決まりのイントロだ！」

っと僕は思い、デューク・エリントンのアレンジの通り4小節でメロディを弾き出しました。

しかし、小泉さんのピアノのイントロは８小節でした。

「馬鹿野郎、何やってんだ！！」

その時バンマスが僕に向かって大声で怒鳴り、睨みつけました。

「すみません！」

僕は、初ステージの１曲目のイントロからいきなり怒られてしまい、かなり動揺しました…

「８小節だったのか…」

僕は何とか立て直して、８小節からメロディを弾き始めましたが、バンマスは、その後もずっと僕を睨みつけていました。

自分のアドリブ・ソロが終わり、小泉さんがソロを弾き始めます。

すると、バンマスが僕に向かってスティックを縦に振り、手招きする様に言いました。

「こっち来い！」

「はい！」

僕はその時、ステージ上で何を言われるのかと、もの凄く心臓がドキドキしていました。

バンマスに、近寄ります。

「すみません…」

僕が真っ先に謝ると、バンマスはもの凄い形相で僕を睨みつけながら言いました。

「お前は、次の曲からソロは無しだ！」

「あ、はい、、分かりました…」

その様子を、目の前のお客さんも驚いた様子で見ていました。

僕はそう言われ、次の曲からソロを弾かせて貰えなくなりました。

しかし、その事をピアノの小泉さんは聞こえていなかった様子で、僕がメロディを弾いた後の数小節の間、空白になってしまいます。

ピアノの小泉さんは、僕の顔を見ながら「えっ、何でソロ弾かないの？」と言う様な、不思議そうな顔をして首を傾げていました。

その時、僕は急いで小泉さんに近寄り、言いました。

「すみません…、、僕はソロは無しだと言われまして、、、」

「えっ！」

小泉さんはビックリした様な顔になり、すぐにソロを弾き始めました。

その後、「As Time Goes By」へと曲が変わり、僕はメロディは弾きましたが、バンマスに言われた通り僕はソロを弾きませんでした。

その度に、ピアノの小泉さんは不思議そうな顔をして首を傾げます。

続けて、「Smile」と「My Blue Heaven」も、同じ様に進行して行きました。

この様に、冷や汗をかきながらの１回目のステージが終わり、僕は控室に戻りました。

控室に戻り、僕は真っ先にバンマスに向かって頭を下げました。

「Take the ‘A’ Trainの出だしを間違えてしまい、すみませんでした。」

するとバンマスは、スティックを振りながら、１分程黙っていましたが、いきなり僕に向かって怒鳴りました。

「おい、お前は何を考えているんだっ！」

「すみません…、、僕は、デューク・エリントンのイントロの様に4小節だと思ってしまいまして…」

僕がそう言うと、バンマスは畳み掛けるように、更に強い口調で言いました。

「言い訳をするな！ お前は馬鹿か！ バラードじゃないんだから、イントロは８小節に決まってるだろう！」

「すみません…」

バンマスは、その後も僕をずっと睨み続けながら、言いました。

「それからな、、俺は、Take the ‘A’ Trainの後ずっとソロを弾くなとは言っていないぞ！ 小泉さんが困っていたじゃないか！ 」

「えっ、、そうだったんですか…、、バンマスがその後ずっとソロを弾くなと言われたのだと、僕は思っていました。」

僕がそう言うとバンマスは急に無口になり、控室では、全員沈黙の時間が流れました。

その後２回目のステージが始まるまでの間、僕は廊下でギターの練習をしていたんですが、ベースの松本さんが通り掛かり、僕に小声で言いました。

「さっきのステージで、僕は聞いていましたよ。バンマスが『次の曲からソロは無し』と言っいたのを…」

「どうもありがとう…」

僕は、松本さんに言いました。

ここ浅草ビューホテルのラウンジでは、毎日入れ替わりヴォーカリストが入り、そのヴォーカリストの伴奏もしました。

ある日、ある男性ヴォーカリストの日に、ある事が起こります。

その男性ヴォーカリストはジャズの曲も歌いますが、オリジナルの歌謡曲も数曲歌う方でした。

その日、ピアノの小泉さんは別の演奏の仕事が入り、トラ(エキストラ)のピアニストが代わりに入りました。

歌謡曲の楽譜なので、各パート専用の譜面で、それぞれの役割りの内容しか書いてありませんでした。

しかし、実際のステージ上で、そのピアニストは本来弾かなければならない音符を弾かないで、２小節程空白にしてしまいます。

その時でした、、、

「馬鹿野郎！！」

それは、バンマスの怒鳴り声でした。

僕はビックリしてバンマスの方へ振り向くと、バンマスはそのピアノの人ではなく、僕の方を睨みつけていました。

僕は一瞬、なぜ自分が睨まれているのか、意味がまったく解りませんでした。

そのステージが終わり控室へ戻る途中、ピアノの人がバンマスに頭を下げているのが見えました。

僕はその時「あ、やはりさっきバンマスはピアノの人に睨みつけていたのか…」と、思いました。

しかし僕が控室に入ると、バンマスは僕に対して、もの凄く大きな声で怒鳴りました。

「おい！加藤！ さっきの２小節の空白は何だ！」

その怒鳴り声に、僕は驚愕しました。

「あ、あの部分は、、ギターの譜面には書いていなかったので…」

「でも、空白になったのは分かっただろう！」

「はい…、、分かりました…」

「それじゃ、なんで音で埋めないんだ！」

「すみません…」

正直、人のミスに対して、何故自分がこんなに酷く怒られなければならないのかと、とても理不尽に思いました。

しかし、オーディションの日に階段の踊り場で、バンマスから言われた言葉を思い出してしまい、それ以上何も言わず我慢しました。

その日の演奏が終わり、タキシードから私服に着替えている時、バンマスが僕に向かって言いました。

「おい加藤、お前はどう言う路線で帰っているんだ。」

「あ、僕は銀座線の田原町駅から神田で降りて、中央線快速に乗り換えて新宿まで行って、その後、京王線にまた乗り換えて仙川駅まで行きます。」

僕がそう言うと、バンマスは少し考えた後に言いました。

「それならな、今日からは銀座線で、俺と同じように終点の渋谷駅まで行って、そこから井の頭線に乗り換えて、明大前駅から京王線に乗り換えろ。」

「あ、、はい…」

その日から、僕は田原町駅から渋谷駅までの30分間を、毎日バンマスと一緒に帰る事になりました。

そして、毎日ステージでは怒られて、控室でも怒られて、そして、帰りの電車の中でも、ずっと怒られ続ける日々を過ごします。

そんなある日、バンマスと一緒の田原町駅のホームで、あるギターを背負った人とバッタリ会いました。

「あれっ！ 竹中くん？」

「あっ、加藤さん！」

そのギターを背負った人は、なんと前述した、潮先先生のギター教室の同門の竹中俊二さんでした。

「久しぶりだね、、そう、ちょうど１年前に銀座のナイトクラブでベースを弾いて貰って、一緒に演奏した時以来だね。」

僕は、今のバンドに入る前に銀座のナイトクラブで演奏をしていましたが、ベースの人が急に休んだので、その時急遽、竹中俊二さんにエレキ・ベースを弾いて貰った事がありました。

そんな懐かしい話をしていたんですが、電車はすぐに来ました。

僕は、バンマスに、これから怒られる事は分かっていたので、竹中俊二さんにそれを見られたくありませんでした。

「それじゃ、またね！」

「また演奏したいですね。」

「本当、、そうだね。どうもありがとう…」

僕は竹中俊二さんにそう言われたものの、今の自分の状況を考えたら、精神的にとても共演が出来るとは思えませんでした。

竹中俊二さんと別れて、僕はバンマスと二人だけになります。

電車に乗るとバンマスが本を読み始めたので、僕は話しかけました。

「バンマスは、何を読んでいるんですか？」

その時僕は、バンマスと少しでも和やかな会話をしたいと思ったんです。

しかし、とても緊張していたので、「何の本を読んでいるんですか？」と聞こうと思っていたのに、「何を読んでいんるですか？」と聞いてしまったんです。

すると、バンマスはこちらを見るでもなく、真っ直ぐ本に目を向けたまま答えました。

「本だよ。見れば分かるだろ！それとも、お前は見ても分からないのか！」

僕はその後、何も言えなくなってしまいました。

音楽の事で怒られるのは仕方がないとしても、それ以外の事で、そんな言われ方をするのは何なのだろうか…

バンマスのその冷たい目を見る度に、「この人は、本当に自分の事を育てようと思っているのだろうか…」と、僕はその後ずっと自問自答を繰り返しました。

「いや、あの階段の踊り場で、この人が言った言葉を忘れては駄目だ…」

あの言葉が、ずっと僕の脳裏に焼きつけられていました。

僕はこのバンドに入る前からピックを使わず、ウエス・モンゴメリーのように親指でギターを弾いていました。

そして、このバンドに入った後もずっと同じように、親指で弾いていたのですが、ある日、バンマスからこんな事を言われます。

「弦が切れる程、強く弾け！」

僕はそう言われて、その言葉の通り強く弾き始めました。

しかし数日後に、親指の豆が剥がれて血が出てしまい、とても親指で弾く事が出来なくなってしまいます。

親指からは血が滴り、弦が赤く染まりました。

僕は、仕方なく人差し指と中指を使い弾きましたが、親指と違い音圧が下がり、バンマスが言う「強く弾け！」と言う言葉とは逆行してしまいます。

「おいっ！もっと強く弾けと言ってるだろっ！」

「はい！」

バンマスは、僕が指で弾いている事を、もちろん知りません。

とにかく、この日を何とか対処するため、ステージ上で試行錯誤をして、親指の第一関節の側部を使い弾いていたのですが、そのステージが終わり控室に戻ると、バンマスからいきなり怒鳴り散らかされます。

「お前は、俺に刃向かっているのか！ なんだ、あのスカスカな音はっ！」

「すみません！」

僕はその時、親指の豆が剥がれてしまった事を言いたかったのですが、それを言ったとしても必ず怒られるのは分かっていました。

その日の演奏が終わり、僕は明日からの演奏方法をどうすれば良いかを考えていました。

次の日、僕は悩んだ挙句、家にしまってあったピックを使ってギターを弾く事にしました。

それでもバンマスから、「もっとだ！弦が切れる程強く弾け！」と言われます。

僕は、どうしたら良いか…と、凄く悩みました。

そして、考えた挙句、楽器店へ行き、硬いベッコウのピックを買って来て、それを使う事にしました。

しかしある日、演奏中にバンマスの言う通り、本当に弦が切れてしまいます。

その時でした…

「痛っ！！」

突然、僕の腰の辺りに何かがぶつかりました。

そして次の瞬間、ステージの床に「トントントン…」と音がして、見るとそれはドラムスのスティックでした。

僕はビックリして、バンマスの方を見ました。

目が合いました…

「おいっ！！こっち来い！！」

僕が心臓をドキドキさせながら、バンマスに近寄ると、もの凄く怖い目つきで言われました。

「なんだ、いまの音は！お前は、次の曲からメロディもソロは無しだ！そのまま突っ立ってろ！！」

「すみません…、、分かりました。」

僕はバンマスにそう言われて、ステージ上でただ立っているだけの自分を、お客さんに見られる事が、とても恥ずかしかった。

そのステージが終わり控室へ戻ると、バンマスからもの凄い剣幕で怒られます。

「おい、さっきの音は何だ！」

「すみません…、、弦が切れてしまいまして…」

この時バンマスは、僕が弦を切った事を知らない様子でした。

「なに、弦が切れただと？」

「はい…」

「なんで弦を切ったんだ！」

「バンマスに言われた通り強く弾いていたので、切れてしまいました。」

「なんだと、言い訳するんじゃねぇ！俺の所為にするのか！ 」

「バンマスの所為ではないんですが…」

「おい、俺は、弦が切れるほど強く弾けと言ったが、本当に弦を切れとは言ってないぞ！」

バンマスの怒りが頂点に達したと察したので、とにかく僕は謝りました。

「すみません。」

僕は、控室で弦を張り替え、次のステージに臨みましたが、今度は、弦がいつ切れるのかドキドキしながらのステージとなります。

「強く弾けば弦が切れる。弦が切れれば怒られる。でも、強く弾けと言われる…、、どうすれば良いのか。」

その日以来僕は、今まで以上に、ステージに上がるのが怖くなりました。

そんな毎日が続いていたのですが、ある日こんな事が起きます。

ここ浅草ビューホテルのトップラウンジでは、自分たちの専属バンドの他に、毎週金曜日と土曜日は、名のあるヴォーカリストやバンドが入り、２つのバンドが交代で出演しました。

ある日、アルトサックスのリチャード・パインさん率いる「リチャード・パイン＆カンパニー」と言うグループが出演した時に、バンマスが僕に言いました。

「おい加藤、今日は凄く上手いギタリストが出演するから、良く見てろ！自分の下手さがよく分かるからな。」

「はい！」

僕はその時、どんなギタリストが来るのだろうと、とても胸が高鳴りました。

自分たちの1回目のステージが終わり、休憩時間に僕は客席の1番後ろの方に行き、そのギタリストがステージに立つのをドキドキしながら待ちました。

そして、いよいよ「リチャード・パイン＆カンパニー」のメンバーがステージに上り、演奏し始めます。

そのギタリストは、リチャード・パインさんの横で弾いていました。

「この人は、なんて上手いんだ、、、」

僕は、その艶やかな素晴らしい音色と、凄いギター・テクニックに圧倒されました。

演奏が終わり、僕が控室に戻ると、なんとそこには、さっきステージに立っていたギタリストが、廊下から控室に向かって歩いていました。

僕は後ろに居て、先に控室に入ったそのギタリストは、バンマスに挨拶をしていました。

「ご無沙汰しています。」

「やあ、久しぶりだね。」

二人はその後雑談をしていたので、僕は控室の前に立って待っていました。

すると、いきなりバンマスが言いました。

「あ、後ろの奴ね、うちのギターなんだけど、下手くそでね。何か一言言ってやってくれないかなあ？」

ギタリストはビックリした様子で、僕の方に振り向きました。

僕は、慌てて挨拶をしました。

「あ、、ギターの加藤 泉と申します。宜しくお願いします。」

「僕は、ギターの片桐幸男です。宜しくね！」

バンマスが、言います。

「ねえ、片桐さん、こいつに何か言ってくれないかなあ？」

片桐さんは、少し考えた後に答えました。

「そうだね…、、もっとピッキング優しく弾いた方が良いんじゃないかな。」

「ありがとうございます。」

その時バンマスは、横の方を向いて黙っていました。

片桐さんが、言いました。

「それじゃ、また、、失礼します。」

バンマスは急いでこちらを向き、言いました。

「ああ、また宜しくね。」

片桐さんが帰った後、僕は控室に入りましたが、バンマスはずっと黙っていました。

その日以来、僕は片桐さんから言われた通り、今までよりも軽くピッキングする様にしましたが、バンマスはピッキングについて、僕に何も言わなくなりました。

それにより、「強く弾けば弦が切れる。弦が切れれば怒られる。でも、強く弾けと言われる…」という恐怖心から解放されました。

しかし、それで、もうバンマスから怒られなくなった訳ではありません。

今度はアドリブ・ソロの内容について、毎回怒られる様になりました。

「今のソロはなんだ！ 次の曲からはもう弾くな！」

「はい、、すみません…」

そんな日々が、続きます。

そして、バンマスは言葉で言う時もあれば、ドラムスの音で脅かす事もしました。

一日のステージで何回も、僕がメロディやソロを弾いた時は、その時々で、バスドラムを凄く強く叩いたり、シンバルをカンカンカンカンとけたたましく叩いたり、そうかと思えば、いきなりドラムスを叩くのを止めてみたり、その都度僕はビックリしてバンマスの方を向くと、鬼の形相で睨みつけて来ました。

僕はその頃、この、いつ何をして来るか分からない恐怖心の中にいました。

バンマスはステージでも控室でも、ピアノの小泉さんとベースの松本さんには、いつもニコニコと笑顔で話をしていました。

それは、出演するヴォーカルの人達にも同様でした。

メンバーは、いつも楽しそうにしていたのです。

しかし僕に対してだけは、笑顔の時は全くありません。

バンマスと目が合った時は、いつも、さっと冷たく目を背けられました。

僕はいつも、孤独感に苛まれていました。

「なぜ、自分だけが、こんなに孤独なのだろうか…」

「いつか僕も、この人達みたいに笑顔で、楽しく音楽を演奏してみたい…」

僕は、毎日ずっとそう思っていました。

そんなある日の事、中央アート出版社から電話があります。

「いよいよ加藤さんのギター教則本が出版されますよ！」

「そうですか！ ありがとうございます！」

その知らせを聞いて、僕は本当に嬉しかった。

そして数日後に、出版社から教則本が届きます。

【クラシック・イン・ジャズギター② 】

自分が書いた教則本が、やっと出版された。

僕はあまりにも嬉しくて、翌日、浅草ビューホテルへ持って行き、バンマスに言いました。

「あの、自分が書いた本なんですが、潮先先生に監修して頂いた教則本なので、バンマスに見て貰いたくて持って来ました。」

すると、バンマスは笑いながら言いました。

「なんだ、お前がそんなもん書けるのか。ふん、笑っちゃうな！」

そう言うと、教則本を隣のソファーに投げ、すぐに目を背け、その後、新聞を読んでいました。

僕は、いつもちゃんとした会話を保てないバンマスと、針穴に糸を通す程の、ほんの少しでもキッカケでも作れれば、それによって会話が出来るかも知れないと思っていました。

この孤独感から、脱したかったのです。

出来ればギターが凄く上手くなって、ステージでそれを音で表せれば、それが最良の事だったと思います。

しかし、そう急に上手くなるのは難しいので、その後も、手品を覚えて控室で披露したり、いろいろなジョークを言ったりしてコミュニケーションを図ろうとしたんですが、いつも同様にきつい言葉を言われて、目を背けられ、やはり孤独な気持ちになります。

前述の通り、ここ浅草ビューホテルのラウンジには何人ものヴォーカリストが入れ替わり出演していましたが、ある一人の女性ヴォーカリストが出演の日に、その方が僕が廊下でギターの練習をしている時に話しかけてくれました。

「いつもギター練習して、頑張ってるわね。」

「はい、ありがとうございます。」

「いつもバンマスに怒られてばかりで大変だけど、頑張っていれば、いつか良い事がきっと訪れるわよ。」

「ありがとうございます。頑張ります。」

その女性ヴォーカリストは、沢村和子(現在、沢村まみ)さんと言う方でした。

その日以来、沢村和子(現在、沢村まみ)さんは出演のたびに、いつも話しかけてくれて、僕はひと時の優しさを感じていました。

ところが、ある日、その沢村和子さんが出演の日、僕がソロを弾いている最中に、いきなりギターの音が出なくなってしまいます。

「あれっ、どうしたんだろう、、、」

僕が、焦っていると、バンマスが怒鳴りました。

「なんだ！何やってんだ！」

僕は慌てて、ギターのボリュームつまみを回したり、シールドジャックを動かしたりしましたが、治りません。

バンマスは、ずっと僕を睨んでいます。

僕はアンプが故障したと思い、アンプに近寄りボリュームやトーンのつまみを回したり、スイッチを一度切って、また入れたり、とにかくいろいろな事を試しました。

すると、いきなり音が出ました。

「良かった！」

僕のギターの音が出ない間、ピアノの小泉さんがソロを弾いてくれていました。

小泉さんのソロが終わり、僕はメロディを弾き始めました。

しかし、次の瞬間、今度はギターのボリュームが急に大きくなります。

バンマスが、また怒鳴ります。

「おい、、何やってんだ！ こっち来い！！」

僕は、バンマスに恐る恐る近寄り、言いました。

「すみません…、、アンプが故障してしまったみたいです…」

「バカヤロウ！ そんなんじゃ仕事にならねぇだろ！ もう控室に行ってろ！！」

「はい…、わかりました。」

その後、僕は控室で、一人で心臓が破裂しそうなくらい、ドキドキしていました。

そして、しばらくしてステージが終わり、バンマスとメンバーが控室に戻って来ました。

バンマスは、控室に入ると真っ先に僕に言いました。

「おい、アンプが故障して、お前はどうするつもりだ！」

「今日持って帰って、修理に出そうと思います。」

「そんなの当たり前だ！ この後のステージは、どうするつもりだって言ってんだ！」

「あの…、、リハーサルの時PAに繋げさせて頂いたので、アンプが治るまで、そうして頂けたら有り難いのですが…」

「PAか、それなら、今から音響の人の所に行って頼んでみろ。」

「はい。ありがとうございます。」

僕はそう言って、控室を出ようとしたのですが、すぐにバンマスが強い口調で言いました。

「おい、その前に、さっきのステージではピアノの小泉さんに弾いて貰ったんだから、お礼はないのか！」

「あ、、小泉さん、すみません…、、先ほどは弾いて頂き、ありがとうございました。」

僕は深々とお辞儀をして、小泉さんに言いました。

その後、僕は急いで、ステージ前の客席の向こう側にある音響の部屋へ行き、音響担当の人に事情を説明しました。

そして、その人とステージへ行き、PAにギターのケーブルを差し込み、音を確認しました。

「ああ良かった…、これならば大丈夫だ。」

僕は音響担当の人にお礼を言って、控室へ戻りました。

控室に戻ると、次のステージが始まるまで、またずっと、バンマスから怒られ続けました。

その日の演奏が終わると、僕はすぐにアンプをステージから下ろし、ギターをケースに仕舞い、着替えをしました。

僕は毎日バンマスと渋谷まで一緒に帰っていたので、いつもの様にバンマスが着替え終わるのを待っていました。

「行くぞ！」

「はい。」

いつもバンマスは、僕よりも前を歩きます。

廊下を歩いて、エレベーターに乗り、1階に着き、浅草ビューホテルの正面玄関から外に出ました。

僕はギターを背負い、40kgもあるギターアンプを転がしていたので、当然バンマスよりも歩くのが遅くなります。

それでもバンマスは、どんどん先を歩いて行きました。

田原町駅のホームに着いた時、バンマスは、既にそこには居ませんでした。

当時僕が住んでいた場所は、京王線の仙川駅が最寄りでしたが、駅からは徒歩20分なので、行きはバスに乗って仙川駅まで行っていました。

でも、帰りの時間はバスの運行が終わってしまうので、歩いて帰っていました。

この日も帰りも仙川駅から歩いて帰ったのですが、ギターアンプを転がしての時間は、とても長い時間に感じました。

次の日の朝はいつもよりも早く起きて、ギターアンプを車に載せ、かつて働いていた場所、荻窪「新星堂」本店の楽器売場へ持って行きました。

前述のとおり、僕が高校時代にプロになると決めて、「プロになるには、どうすれば良いんだろう…」と悩み、「とにかく音楽に関係する仕事に就けば、道が開けるかも知れない…」と考え、そして、高校卒業と同時に就職した場所が、この「新星堂」でした。

僕は近くの駐車場に車を止め、ギターアンプを転がしながら、「新星堂」に入りました。

「あれ！加藤くん？」

僕に気がついて、真っ先に声を掛けてくれたのは、当時からレコード売場にいた関口さんと言う女性で、今はCDを販売していました。

僕よりも年齢が一つ上で、僕が働いていた頃は少し不良っぽい雰囲気があったけれど、この時は、落ち着いた大人の女性と言う感じに見えました。

「久しぶり！ 元気だった？ちょっとアンプが故障したから持って来たよ。」

「そうなんだ！ あの頃からの店員は３人しか居ないけど…、、ほら、高橋さんと村山さん。」

「あっ、ほんとだ！ 懐かしい顔ぶれだなあ…」

僕がそう言うと、関口さんは小走りに高橋さんと村山さんに近寄り、僕の方を指差していました。

すると、高橋さんも村山さんもすぐに僕に気がついた様子で、近寄って来ました。

「加藤くん、久しぶりだね〜！」

「いや〜、ご無沙汰していました。」

4人はその後、僕が「新星堂」に勤務していた頃の、懐かしい当時の話で盛り上がりましたが、関口さんが、急に思い出した様に言いました。

「そうそう、、あの時の主任の坂巻さんから聞いてたけど、加藤くんさ、、石川さゆりのバンドのバンドボーイだっけ？そう言うのやるんだって聞いてたけど、今もやってるの？」

関口さんからその話を聞かれて、僕はあの頃のビッグバンドのバンドボーイをやっていた、辛かった日々の事を走馬灯のように思い出してしまいました。

「あ、、あの仕事はもうやっていなくて、今は浅草で演奏しているよ。」

「そうなんだね。今度、友達と聴きに行ってみたいな。」

僕は、その関口さんの言葉に、動揺しました…

「あんな姿は、絶対に見て貰いたくない…」

僕は、心の中でそう思いました。

僕は、慌てて言いました。

「あ、、あの…、、日程は不規則だからさ、、僕が居ない日もあるし…」

「そうかあ…、、それじゃ仕方がないね。」

何とか話を誤魔化せて、良かった…

ステージで毎回バンマスに怒鳴られる姿なんて、僕は絶対に、誰にも見られたくありませんでした。

その後、ギターアンプを楽器売場に預けて、僕は帰りましたが、帰りに車を運転しながら、いろいろな事を考えていました。

「ビッグバンドのバンドボーイをやっていた、あの時も酷かった。」

「馬鹿にされ、人間扱いをされず、まるでボロ雑巾の様に扱われた。」

「でも、今の状況の方が、怒られながらステージに立つと言う、大きなプレッシャーがある。」

「３年間、耐えられるのだろうか。」

「でも、やるしかない…」

僕は家に帰り、ギターの練習をしてから、浅草ビューホテルへ向かいました。

行きの電車の中でも、ずっと自問自答を繰り返していました。

浅草ビューホテルに着き、いつもの様に廊下で練習をしました。

コツコツと、革靴の足音が聞こえて来ます。

僕はその音を毎日聞いているので、それがバンマスの足音だと知っていました。

ドアが、開きました。

バンマスと目が合うと、真っ先に怒鳴られました。

「昨日の帰りは、何やってたんだ！ せっかく俺が、田原町の駅で待っててやったのに、いくら待っても来なかったじゃねえか！」

「すみません…、、昨日はギターアンプを運んでいたので、歩くのが遅くなってしまって。」

「そんな言い訳するな！ 俺には分かっているんだ。俺に怒られるのが怖くて、俺と帰りたくないから、わざとそうしたんだろ！」

「いや、違います。 本当に、なかなか早く歩けなかったので…」

バタン！！

バンマスは、僕の言葉が終わる前に、控室に繋がるドアを勢いよく閉めました。

僕は練習を続け、時間になったので控室に入ると、バンマスはずっと黙っていました。

沈黙が、続きます。

しばらくしてピアノの小泉さんとベースの松本さんが、控室に入って来ましたが、２人にはニコニコと笑顔で話をします。

僕は、控室の中でも、左指だけをギターの指板に充てて、音を立てずに練習をしていました。

「とにかくギターが上手くなれば、きっと自分を認めてくれて、いつかこの人達と同じように、バンマスは笑顔で僕と話してくれる日が来るはずだ…」

僕は、そう信じていました。

しかし、バンマスが僕に対し笑顔で話をしてくれる日は、来る日も来る日も、ずっと訪れませんでした。

それどころか、ある冬の日、こんな事がありました。

その日僕は風邪をひいてしまい、朝から39度近い熱を出します。

こんな体調ではとても演奏は難しいと思い、バンマスに電話をしました。

プルルルル…

カチャ…

「はい、もしもし。」

バンマスの奥様が、電話に出られました。

「あの、すみません…、、加藤と申します。バンマスはいらっしゃいますでしょうか？」

「はい、居ますよ。ちょっと待って下さいね。」

奥様のスリッパで廊下を歩く音が、かすかに聞こえ、その音は遠ざかって行きました。

そして、少しして、ゆっくりと、床の軋む音も混ざり、別のスリッパの音が近づいて来ます。

バンマスは受話器を取ると、いきなり言いました。

「何だ、加藤か。」

「はい…、、あの、すみません…、、風邪をひいてしまいまして、今日はお休みさせて頂いて、トラ(エキストラ)を頼む事は出来ないでしょうか？」

「なんだとっ！」

「すみません…、お願いします。」

「風邪ひいただなんて、笑わせるんじゃない！お前は、俺に怒られるのが怖いから、休みたいだけだろう！」

「いや違います。本当に熱が出てしまって…」

「言い訳はするな！ とにかく今日は来い！」

バンマスはそう言うと、ガチャっと力強く電話を切りました。

「やっぱり、休ませて貰えないか。こうなるんだったら、電話しなければ良かった…」

その後、僕はどうしようもない怠さで、夕方に家を出る間際まで布団に入り寝ていました。

そして時間になり、頭がもうろうとする中、やっと立ち上がり、出勤の準備をします。

電車の中では、ずっと悪寒がして、ブルブルと体が震えました。

田原町駅を降り、浅草ビューホテルに着き、エレベーターを上ります。

いつもは誰よりも早く控室へ行って、一人でギターの練習をしていますが、この日はギリギリまで家で寝ていたかったので、メンバーが来る頃の時間に控室に着きました。

バンマスも、メンバーも既に控室で座っていました。

バンマスと、目が合いました。

目が合うと同時に、バンマスから怒鳴られます。

「何で早く来て、練習しないんだ！」

「すみません…」

僕は高熱を出して、どうしようもない怠さだと言っても無駄だと思い、ただ謝る事にしました。

1回目のステージが終わり、控室に戻ると、バンマスが僕に向かって笑いながら言いました。

「おい加藤、風邪ひいてるんだろう？」

「はい。」

「それじゃ、俺やメンバーに移さない様にしないとな。休憩時間ずっと控室じゃなくて、廊下で練習してろよ！」

「すみません…、、わかりました。」

僕はギターを持って廊下へ行き、休憩時間の間、そこで練習をしましたが、控室と違い暖房もなく、寒さに震えながら練習をしました。

その日出演のヴォーカリストは、山岡未樹さんでした。

2回目のステージ前の休憩時間に、僕の体調の悪さに気づき、優しい言葉をかけてくれました。

「加藤さん、かなり具合が悪いんじゃないの？」

「はい…、、熱を出してしまいまして。」

「そんな状態だったら、帰り大変でしょう…、、加藤さんの家はどの辺？」

「京王線の仙川駅が、最寄り駅なんですが…」

「それなら、そっち方面のミュージシャン…、、え〜と、誰か居ないかな…」

山岡未樹さんはしばらく考えていましたが、思い立ったように言いました。

「そうだ、あの人なら世田谷方面だったと思うから、大丈夫かも知れないわ！」

「………」

その時僕は意識がもうろうとしていて、山岡未樹さんが何をしてくれようとしているのかが、まだ分かりませんでした。

「ちょっと待ってね。その知り合いのミュージシャンが出ているお店に連絡して聞いてみるね。もしかしたら、送って貰えるかも知れない…」

山岡未樹さんはそう言うと、控室にある電話機を使い、そのお店に電話をしてくれました。

電話を切ると、山岡未樹さんは僕に向かって言いました。

「加藤さん、帰りに家まで車で送ってくれる人、見つかったわよ！」

「えっ、本当ですか、、ありがとうございます。」

その後、その日の最終ステージが終わり、僕と山岡未樹さんはエレベーターに乗り、浅草ビューホテルの外へ出ました。

目の前の国際通りには、一台の車が停まっていました。

「こっちこっち…」

車の運転席に座っているミュージシャンが、僕たちの方に向かって手招きをします。

「あ、あそこね！」

山岡未樹さんが見つけて、その車に僕を誘導してくれました。

僕と山岡未樹さんが車に乗り込むと、すぐに発車しました。

「加藤さん、取り敢えず仙川駅の方に向かうから、それまで寝ていた方がいいわよ。」

僕は、山岡未樹さんに言われた通りに、後部座席のシートに横になりました。

その時、浅草ビューホテルの客室の灯りが点々と、窓の外に流れて行くのが見えました。

そして僕は、いつの間にか、眠りについていました。

「加藤さん、仙川駅の近くまで来たわよ！ これから、どっちへ行けばいい？」

僕は山岡未樹さんの声に、ビックリして起きました。

でも、ここが何処なのか、一瞬まったく分かりませんでした。

「えーと、、、ここは何処かな…」

目を凝らして、周りを見ました。

すると、少し先に「給田」と書かれた交差点が、薄らと見えます。

「あ…、、すみません…、、もう少し先に行って頂いて、仙川駅入口の交差点を、右に曲がって頂けますか？」

僕がそう言うと、車はまた走り出し、その先の仙川駅の交差点を右折しました。

しばらく走ると、自分の家の近くまで来ました。

「あ…、、すみません、この辺で大丈夫です。」

僕がそう言うと、車は停車し、山岡未樹さんが後部座席に向かって言いました。

「加藤さん、今日は本当に大変だったね。ゆっくり休んでね。」

「ありがとうございました。本当に、助かりました…」

僕は、運転手にもお礼を言って、ドアを開け、外へ出ました。

その後家に帰り、ご飯を食べて薬を飲んですぐに寝ましたが、今日一日の出来事が、頭の中でずっとぐるぐると思い出されました。

この日の事は、自分でもとても思い出に残る事となりました。

しかし、次の事は、もっと強く思い出として自分の心に残り、忘れる事は出来ません。

僕が、ここ浅草ビューホテルのラウンジで、このバンドに入ってから、３年が経とうとしていました。

この３年間、僕は毎日午後になると緊張が始まり、出かける時間になると心臓がドキドキとして来て、電車の中では体が硬直し、田原町駅を降り浅草ビューホテルに近づくにつれ、更に、心臓の鼓動が聴こえる程ドキドキして、毎日通い続けました。

ステージでも控室でも、そして帰りの電車の中でも毎日怒られ続け、最寄りの仙川駅から歩いて帰る20分の間は、いつも夜空に向かって叫びました。

「負けるものか！」と…

前述の通り、バンマスはドラムスを叩きながら、音楽事務所も経営していました。

そして、その頃からMANNAさんと言う歌手が、その事務所からデビューをして、テレビでもハウスシチューのCMで歌っていました。

控室では、その話で持ちきりとなります。

「俺の親戚なんだけどな、最近、やっとCMソングを歌ってデビューしたんだよ。」

バンマスは得意げに、そうメンバーに話します。

「それは、楽しみですね〜！」

ピアノの小泉さんも、ベースの松本さんも、ニコニコと笑顔で受け答えをします。

僕は、このバンドに入った、あの３年前のオーディションを受けた日の事を、思い出していました。

「俺はダイヤモンドを拾ったんだ。」

「えっ？」

僕は、そう突然言われて、その言葉の意味が解りませんでした。

バンマスが、続けます。

「だけどな、そのダイヤモンドはまだ原石で、色も悪く輝いてもいない。」

「はい…」

「でも、まだ輝いていないそのダイヤモンドの原石を磨くのは俺の務めだ。」

「はい…」

「石の上にも三年と言うだろう？」

「はい。」

「俺は音楽事務所も抱えているから、俺のところで３年間頑張ったらCDもバンバン出してやるし、テレビのコマーシャルにも加藤くんがギターを弾いて出演させてやる。だから頑張れ！」

「あ、はい、、ありがとうございます！精一杯頑張りますので、宜しくお願いします。」

「よし！それじゃ、来月から頼むよ。」

「はい！」

僕は、あの日の事を、そしてバンマスのあの言葉を、一日たりとも忘れた事はありませんでした。

あの言葉があったからこそ、どんなに辛い事でも耐えて来た。

MANNAさんと言う歌手がデビューして、一カ月程経ったある日、僕はバンマスに呼ばれます。

「加藤、こっちへ来い。」

「はい…」

「お前に、話があるんだ。」

バンマスはそう言うと、階段の方へ歩き始めました。

僕が後を着いて行くと、そこは階段の踊り場でした。

僕はその時、心の中で、３年前にバンマスから言われた事が、ついに実現する時が来たのか…、と思いました。

「お話は、、何でしょうか…」

僕は、心臓が破裂するのではないかと思う位、ドキドキしていました。

バンマスは、ゆっくりとした口調で言いました。

「お前、MANNAのマネージャーにならないか？」

僕は、自分の耳を疑いました。

「あの、、すみません…、、マネージャーですか？」

「そうだ。」

そのバンマスの言葉に、僕は全身の力が一気に抜けて行くものを感じました。

僕は、無い力を振り絞り、言いました。

「そうですか…、、解りました…、、今日限りで辞めさせて下さい。」

僕はその日の演奏が終わると、ギターを背負い、ギターアンプを転がしながら、一人で帰りました。

仙川駅を降りて、３年間歩いた夜道を歩きました。

この３年間の一つ一つの事が、走馬灯のように思い出されます。

「負けるものか」と、いつも叫んだ場所に着くと、止めどもなく涙が溢れた。





無気力からの脱出

この３年間が終わると、僕は何に対しても気力が湧かなくなり、途方に暮れる日々が続きました。「これから、どうして行けば良いんだろうか…」まるで糸の切れた凧のように、行き先を失います。そしてギターを弾く気も起きなくなり、1か月ほどが経ちます。

しかし、ある日、久しぶりに懐かしく思いギターを爪弾いてみました。その時に、強い衝撃を受けます。「指が、ぜんぜん思うように動かない…」僕の心の中に、急激に焦る気持ちが湧き上がりました。「こうしては居られない！ 前へ進まなければダメだ！」僕はその日から、再びギターの猛練習を始めました。

しかし、そんな時、何十年も前から重度のリウマチを患っていた母が、薬の影響で肝臓を悪くし、入院をしてしまいます。そして母は、退院後に歩く事が不自由になり、僕は親の介護のため埼玉県の所沢市に引っ越しをする事になりました。最寄駅は、新所沢駅でした。

アルバイトをしながら母の介護をし、それと同時にギター教室を開設して、新所沢駅周辺のいろいろなお店を回ってチラシを貼ってもらい、少しずつ生徒が増えて来ました。そして、経済的に安定しているとは言えないけれど、その時は、段々と基盤が整いつつありました。

しかし、プロとして人前でギターを弾くと言う事からは遠ざかり、自分の中で何か足りない物を感じていました。「無我夢中でステージに立っていた日々…、、あの刺激は何処へ行ってしまったんだ…」「このままではダメだ…、、自分はステージに立つ為に、今までギターを練習し続けて来たんじゃなかったのか。」僕は、自問自答を繰り返しました。

そんなある日、親友の矢嶋くんから電話がありました。

「加藤、元気かよ？」

僕は答えました。

「おう、何とか元気にしているよ。」

矢嶋くんは続けて言いました。

「あのさ、神奈川県の淵野辺に【ニューポート】って言うバー・ラウンジが出来てさ、俺の兄が建設で関わったんだけど、そこでジャズの演奏をする人を探しているらしいよ。良かったら、加藤やらない？」

その突然の依頼に、僕は胸を躍らせました。

「矢嶋ありがとう！それは、是非やりたいよ！」

こうして僕は初めて、淵野辺にある【ニューポート】と言うお店に、矢嶋くんと待ち合わせて行きました。２階建てで店内はとても広く、お店の中程には吹き抜けのらせん階段があり、とてもお洒落な空間でした。

「こんなお店で演奏出来たらいいな…」

店内を見ただけで、そう思いました。

矢嶋くんがお店のオーナーを紹介してくれて、その後、そのオーナーと僕は話をしました。

「11月からオープンなんだけど、初日から演奏して貰えたら嬉しいんだけど。」

僕は答えました。

「はい、こちらこそ、是非お願いします！」

「それじゃ、来月から毎週金曜日にお願いしますよ。」

この時、僕たちの演奏を聴いていないのに、こんなに早く演奏の仕事が決まって良いのだろうか…と、僕は思いました。それと同時に、これからメンバーを早急に決めなければいけないと思い、緊張感が高まりました。それは、今まで自分は、限られた共演者としか仕事をして来なかったので、人脈に乏しかったからです。

僕は、以前に音楽理論を教えた事のある、トランペットの高瀬龍一くんに委ねました。彼はその頃、都内のあちこちのライブ・ハウスのセッションに参加し、豊富に人脈を持っていました。

僕は、彼に電話をしました。

プルルル…カチャ…

「はい、高瀬ですが…」

僕は答えました。

「ボーイ(高瀬くんの愛称)、頼みがあるんだけどさ。」

「はい、何でしょうか？」

「淵野辺で毎週金曜日に演奏する事になったんだけど、ボーイに参加して貰いたいんだ。それとさ、、、」

「はい。」

「誰か共演者を、紹介して貰えないかなあ？」

「あ、良いですよ。そうですね…」

高瀬くんは考えていましたが、少しして答えました。

「この間、阿佐ヶ谷の【マンハッタン(ライブハウス)】のセッションで会ったオルガンの宇多慶記(うたよしき)さん、凄く良かったですよ。ピアノも弾くし。」

僕は答えました。

「そうか、それじゃ聞いて見て貰えないかな？」

「はい、分かりました。聞いてみます。」

数日後に高瀬くんから連絡があり、そのバンドのピアニストは宇多慶記さんに決まります。また別の人からの紹介で、ベーシストは新岡 誠さんに決まりました。

そして、淵野辺【ニューポート】のオープンの日がやって来ます。僕はリーダーなので、その日に合わせ、演奏する曲のメニューを用意しました。すべて、ジャズ・スタンダードナンバーでした。

演奏開始時間は夜７時でしたが、初顔合わせのライブなので、リハーサルをする為に夕方５時半に、メンバー全員とお店で待ち合わせをしました。お店の中に入ると、オーナーが真っ先に近寄って来て、挨拶をしてくれました。

「加藤さん、今日は宜しくお願いしますね！ 楽しみにしていますよ。」

僕は答えました。

「今日からお世話になります。こちらこそ、どうぞ宜しくお願いします。」

まだ営業前なので、お店の中はシーンと静まり返っていて、二人の声がその空間に響き渡りました。その後、僕がアンプのセッティングをしていると、トランペッターの高瀬龍一くん、ピアニストの宇多慶記さんがそれぞれお店に入って来ます。

先ず、高瀬くんが宇多さんを紹介してくれました。

「こちらは、ピアニストの宇多さんです。」

すると宇多さんは、すぐに僕の方へ近寄って来てくれて言いました。

「初めまして宇多です。宜しくお願いします。」

僕も、すぐに挨拶をしました。

「初めまして、加藤です。今日は、宜しくお願いします！」

続いて、ベーシストの新岡 誠さんが後ろからウッド・ベースを抱えながら、お店に入って来ました。

「やあ〜、どうもどうも！ 今日は、宜しくお願いします。」

新岡さんは、とても性格の明るい方でした。

メンバー全員が揃い、セッティングを終えてからリハーサルを行いました。

吹き抜けの２階建てなので、とても天井が高く、特にトランペットの音がよく響きました。

「とても良いサウンドだね〜！」

客席で聴いていたお店のオーナーと店長も、リハーサルが終わるとすぐにステージに駆け寄り、言いました。

その後、僕たちはお店の演奏開始時間までの間、らせん階段を上り、控え席でコーヒーを飲みながら待機していました。

そして開店時間になると、沢山のお客さんがドアを開けて入って来ます。演奏開始時間までは、あと30分。リーダーとして初めてのステージ。少しずつ、緊張感が高まって来ます。

僕はその時、半年前まで３年間経験した、ステージ前の物凄い緊張感の中の、控室での事を思い出していました。

「今経験しているものは、あの重苦しい緊張感とは違う…、、緊張の中でも、何故かワクワクする気持ちが同居する、不思議な感覚だ…」

そんな事を考えていると、トランペットの高瀬くんが突然言いました。

「加藤さん、もうそろそろじゃないですか？」

僕は、我に返りました。

「あっ、もうこんな時間か…、、それじゃ、行きましょう。」

僕が立ち上がると、メンバーもすぐに立ち上がり、らせん階段を降りて、ステージへと向かいました。すると、さっきまでガヤガヤと話し声が聞こえていた客席からは、一斉にそれが拍手に変わりました。

パチパチ、、、パチパチ、、、見ると、店内はいつの間にか満席になっていました。

僕は、胸の高鳴りを覚えました。

ステージに全員が立ち、一曲目はアップテンポで「Straight No Chaser」を演奏しました。トランペットの高瀬くんはハーマン・ミュートを使って、マイルス・デイビスを思わせる様なサウンドを奏でて行きます。高瀬くんに続き、僕がアドリブ・ソロを弾きます。そして、宇多さんのピアノ、ベースの新岡さんのソロと続いて行きました。

一曲目が終わると、凄く大きな拍手に包まれました。

パチパチ、、、パチパチ、、、パチパチ、、、僕はこの時、まるで宙に浮いているのではないかと錯覚するような、不思議な気分になりました。

僕は、先ずマイクに向かってメンバー紹介をしました。そして、少しMCをしてから、次の曲へと進めて行き、5曲演奏して1回目のステージを終えました。

僕たちはすぐに、また2階の控え席に行くために、らせん階段を上って行ましたが、下から追うようにオーナーが僕たちに近寄って来て言いました。

「良いライブでした。お客さん皆んな喜んでいますよ！ 」「ありがとうございます。」「2回目も、3回目も、宜しくお願いしますね！」「はい、こちらこそ宜しくお願いします。」

こうして、その日のライブは無事に終わり、僕たちは楽器の片付けをしていると、またオーナーが近寄って来て言いました。

「お疲れさまでした！ 今日はとても嬉しいので、メンバー全員に何かご馳走しますよ。片付け終わったら、あそこのテーブルに来て下さいね。」

なんと気前の良いオーナーなんだろう…と思いながら、僕は答えました。

「そうですか…、、ありがとうございます。それでは、ご馳走になります。」

僕は、この待遇に意気揚々としていました。これから先に起こる事を、何も知らずに…

片付けが終わり、メンバー全員がテーブルに着き、メニューを見て、それぞれが飲み物を頼みました。

そして、丁度飲み物が運ばれて来た時、オーナーもテーブルに近寄って来て言いました。

「加藤さん、ちょっと話があるんだけど…」

オーナーの顔は、先ほどの明るい顔とは違っていました。

「はい、、何でしょうか？」

僕が答えると、オーナーはすぐに言いました。

「今ね、店長から聞いたんだけど、お客さんが帰りがけに、演奏は良いけどMCが面白くないって言ってたみたいなんだよ。」

僕は、急にそう言われてビックリしました。

「そうですか…」「次回からは、お客さんがゲラゲラ笑うような、何か面白い話をしてくれないかな。頼むよ！」「あ、、はい、、、分かりました。」

オーナーは、話が終わるとすぐに、そそくさとカウンターの中へ行ってしまいました。

僕はもともと話す事が上手い方ではなかったので、次の１週間後の出演までに、何か面白い話を考えなければいけないと思った瞬間、にわかに焦り始めました。

「いったい、どんな話をすれば良いんだろうか…」

バンドのメンバーは、何も気にせず、それぞれ話をしていました。

その後、30分程お店に居ましたが、ベーシストの新岡さんが言いました。

「あ、もうこんな時間ですね。それじゃ、そろそろ僕は失礼します。」

するとトランペッターの高瀬くんも、「じゃ、僕らも帰りましょうか。」と言い、全員が帰って行きましたが、僕は帰りの車を運転しながら、さっきのオーナーの言葉をずっと考えていました。

「お客さんを笑わせる話か…、、どんな話をすれば良いんだろうか…」

僕は家に着いて、お風呂に入っても、布団の中に入っても、ずっとその事を考えていました。

朝起きて、僕はふと思いつきます。

「そうか、本屋さんに行けば、何か相応しい良い本があるかも知れないな…」

僕はすぐに車を走らせ、新所沢駅の近くにある「PARCO」の中にある本屋さんへ行きました。

本屋さんに着くと、僕は小走りに店内を探し回りました。

「あっ、これかな！」

良さそうな本があったので、僕はその本を手に取り、ページをめくり、目を走らせました。

「う〜ん、、これはステージで話せる内容ではないか…」

この本は、ビジネス上でコミュニケーション能力を高めるためのジョーク集でした。

その後、店内くまなく探しましたが、思う様な本は見つかりません。

僕は仕方がなく外へ出て、また車を走らせました。

あてもなく、ただひたすら街道を走って行くと、信号待ちの時に、ふと、あるお店の看板に目が止まりました。

それは、マクドナルドの看板でした。

「マクドナルドか…」「ちょっと待てよ、、」「マクドナルド…、、また怒鳴るど…、、、」「そうか…」「マクドナルドのアルバイトの学生がミスをしてしまい、店長に言われました『今度ミスしたら、また怒鳴るど！』」「よし、なんか良いのが思いついたぞ！」

僕は、それをすぐに紙にメモし、また車を走らせました。

しばらく街道を走っていると、今度は喜多方ラーメンの看板が目に止まります。

僕は車を停車して、考えました。

「喜多方ラーメン…」「何かないかな…」「そうだ、、」「喜多方ラーメンのお店に入って食べたら凄く美味しかったので、お客が言いました。『こんなお店に、キタカッタ…』」「それじゃ、他のラーメン店でも、何かないかな…」

僕は、30分ほど停車して考えました。

「そうだ、、」「サッポロラーメンは、どうかな…」

『サッポロラーメンの店長が言いました。隣の喜多方ラーメンはいつも満席だけど、うちは、まったくサッパリ(サッポロ)だなあ〜』「ちょっとさむいかなあ…、でもいいや、とにかくメモして置こう。」

僕はこうして、街道沿いにあるお店をネタに、片っ端から考えてはメモして家に帰りました。

「今日一日で、随分とネタが増えたな。でも、ステージで言うには、これを覚えなければいけないか…」

僕は、この日も、次の日も、また次の日も、時間のある時はそれをずっと覚えていました。

そして、あっという間に１週間が経ち、淵野辺「ニューポート」のライブの日がやって来ます。

僕がお店に入ると、店長がフロアの掃除をしていたので、すぐに挨拶をしました。

「おはようございます！」

その時、店長は少し気不味い様子で、下向き加減に言いました。

「おはようございます。今日も宜しくお願いしますね。」

僕はその後ステージの方へ行き、アンプをセッティングしていると、奥の方からオーナーが渋い顔をしながら現れました。

「加藤さん、今日はお客さんを笑わせてよね！しんみりしちゃうからさ！」

僕は答えました。

「あ、、はい、、、頑張ります。」

お店に入ってオーナーからいきなりそう言われ、緊張が走ります。

「考えたネタに、お客さんが笑ってくれたら良いんだけど…」

話下手な自分にとって、お客さんを笑わせると言う事は、ステージで演奏する事より何倍にもプレッシャーを感じました。

時計を見ると、ステージの時間まで、あと30分でした。

僕は、ネタをメモしたノートを、必死にずっと見て覚えていました。

そして、あと10分と迫った時、ある事に気がつきます。

「マズイ！ 演奏する曲を決めてなかった！！」

僕は、慌てて譜面を捜しました。

「えーと、１曲目はなんの曲から始めようか…」「そうだ、あのネタの曲からにするか！」「２曲目は…、、、どうする、、どうする、、、」「マズい、、時間がないぞ、、」

そうしているうちに、あっという間にステージの時間となります。

何とか譜面を揃え、メンバーに渡します。

らせん階段を降りる時、前回と同じように、大きな拍手が湧き起こりました。

その時僕は、もの凄く心臓がドキドキしていました。

ステージに、近寄ります。

僕はステージに立つと、マイクに向かって言いました。

「今夜は、ニューポートにお越し下さいまして、ありがとうございます。１曲目にお送りする曲ですが、この曲は漁師が作った曲でして、、、え〜と…」「そう、、ある日の事、漁師が海に出ていると、その日はシャケがいっぱい網にかかり『お〜、こりゃ〜大漁じゃ〜！』と喜んでいました。」「え〜、、そして、家に戻り、次の日また海に出ると、今度はボラが大漁でした。」「そして漁師は大喜びで家に戻り、酒を呑みお祝いをした…、、と言う曲なんです。」「それでは、お送りします…『シャケとボラの日々！』」シーーーーン……………

「マズい、、誰も笑わない、、、」

僕は、かなり焦りました。

「とにかく、演奏しよう、、、」

ピアノの宇多さんにイントロを出して貰い、曲が始まりました。

『酒とバラの日々』を演奏し終わると、拍手が鳴り響きました。

「ああ、、取り敢えず拍手を貰えて良かった、、、」

その時僕は、カウンターの中にいるオーナーの顔が目に入りました。

オーナーは、眉間にシワをよせて、こちらをジッと見ていました。

その顔を見た瞬間、極度な緊張が走ります。

「まずい、、オーナーは怒っているな、、、」

僕は焦りながらも、予定通りに次の曲の説明に入りました。

「え〜、次の曲は、ケンタッキー・フライドチキンに勤めている夫婦を題材にした曲なんですが…」「ある日、嫁が言いました『私達、結婚して10年、、もう倦怠期ね…』、と。」「今度は夫が言いました。『そうだね…、最近は君に触れただけで、嫌がられるもんな…』」「すると、嫁がこう言いました。『倦怠期、触れるとキケンよ！』」「それでは、お待たせ致しました。アート・ブレイキー＆ジャズメッセンジャーズの『危険な関係のブルース』をお送りします！」「ワッハッハッハ、、、、、！！！」

その時、お客さんは全員、大声で笑ってくれました。

「よかった…、笑ってくれた…」

僕は、ここで少し安心しました。

そして、その時僕は気がつきました。

「一般の人が知っている固有名詞を言った方が、ウケが良いんだな…」、と。

僕は、続けてマイクに向かい言いました。

「え〜、、ロイヤルホストの店長とアルバイト生が麻雀をしていました。」「しかし、何回やってもアルバイト生が『ロン』してしまい店長が負けてしまうので、店長は溜まりかねて言いました。」「ロンやると干すぞ！」「ワッハッハッハ、、、、、！！！」

また笑ってくれた…

僕はその時、カウンターの中にいるオーナーに、恐る恐る目をやりました。

オーナーは、僕と目が合うと、まだ厳しい顔をしていました。

「なかなか認めて貰うのは、難しいか…」

僕は、落胆しました。

そのステージが終わり、休憩を挟み、その夜の3回のライブがすべて終わると、すぐに店長が僕に近寄り、耳打ちしました。

「あそこのテーブルの団体さんがね，加藤さんをちょっと呼んでくれって言ってるんだけど、顔出して貰えるかな？」

僕は、その店長の言葉に焦りました。

「えっ、、そうですか…、、は、はい、わかりました。」

僕はそう答えて、そのテーブルへ近づくと、その団体の一人が言いました。

「やあ、君の話はなかなか面白いねえ〜！」

僕は、なにか文句を言われるのかとドキドキしていましたが、真逆のことを言われかなり驚きました。

「あ、、、あ、ありがとうございます…」

僕がそう言うと、その人は僕の肩に手をやり、その後すぐに胸ポケットから名刺を取り出しながら言いました。

「まあ、ここ座ってよ！ 私はこう言う者でね。」

僕はその人の名刺を受け取り、見てみると日立建機日本 関東支社長と書いてありました。

「あ、初めまして…、、お偉い方なんですね…、、どうぞ宜しくお願いします。」

僕は、そう言って椅子に腰かけました。

すると、その支社長さんはカウンターの中にいるオーナーに向かって言いました。

「ああ、オーナーさん、こっち来て。」

オーナーは、小走りでテーブルに近寄ります。

その時オーナーは笑顔でしたが、少し緊張しているように見えました。

支社長は、話を続けました。

「この加藤さんさ、話が面白いね！ 今夜は本当に楽しい時間を過ごさせて頂きましたよ。」

オーナーは、肩をすぼめて言いました。

「ありがとうございます。加藤さん最高でしょ？うちの専属バンドのリーダーですから、これからもご贔屓に宜しくお願いします。」

支社長は、笑顔で言いました。

「そうそう、加藤さんに一杯ご馳走したいんだけど…」

オーナーは、慌てて言いました。

「か、加藤さん、、何を飲まれますか？」

僕は、こんなに焦っているオーナーを見たのは初めてでした。

「あ、すみません…、、それじゃ、ビールを頂きます。」

支社長が、言います。

「うちの社はね、西関東支店 相模営業所って言うのが、ここの近くにあってね。このお店は近くだから、これからちょくちょく飲みに来たいと思ってるよ。」

「ありがとうございます！ また是非お待ちしています。」

支社長が部下を引き連れて、団体で来てくれるなんて、なんて嬉しい事か…と、僕は思いました。

僕が支社長と話をしている間、お店のオーナーは何度もこのテーブルに近寄り、ペコペコと頭を下げ、とても気にしている様子でした。

僕はその支社長と、支社長の部下の方々と１時間程いろいろな話をしましたが、この団体が会計を済ませ帰った後、すぐにお店のオーナーが僕に近寄り、言いました。

「加藤さん、やっぱり俺が言った通りだろ！しゃべりが面白いと、お客さんは喜ぶんだよ。あんなお偉いさんのお客さんを呼べる様になったのは、俺のアドバイスのお陰だな！」

次の週の金曜日、淵野辺「ニューポート」へ行くと、既にオーナーはお店の中に居ました。

「おはようございます！」

僕が挨拶をすると、オーナーはすぐに僕の方へ近寄って来て言いました。

「先週来てくれた団体さんね、今夜も予約が入ったよ！」

「そうですか！それは嬉しいですね。」

「今夜も、笑わせてやってくれよ！」

「はい、頑張ります！」

その日も無事にステージが終わり、僕は先週来てくれた支社長さんのテーブルに、また呼ばれました。

「今日もいらして頂き、ありがとうございます！」

僕がそう言うと、支社長は笑顔で言いました。

「いやあ、今夜もとても楽しいよ！ 来週はちょっと出張があるから来られないけど、またちょくちょく来るからさ。」

「それは嬉しいです。ありがとうございます！」

その年の11月からオープンした淵野辺「ニューポート」は、毎週金曜日はいつも賑わっていました。

そして12月に入るとクリスマス・シーズンという事もあり、更にお客さんが沢山訪れました。

そんなある日、オーナーが僕に言いました。

「加藤さんさ、面白い話も良いんだけどさ…、、なんかもっと、お客さんにアッと思わせるような、派手なパフォーマンスを出来ないかな。」

「派手なパフォーマンスですか…」

「そう、何か、とにかく考えてよ。」

「あ、はい、分かりました。」

僕はその日、また一つの悩みを抱える事になります。

「派手なパフォーマンスだなんて、一体どんな事をすれば良いんだろうか…」

僕はこの1ヶ月の間、ネタが尽きない様にと、「世界の海シリーズ」など何十個ものネタを考えて来たけれど…

【世界の海シリーズ(例)】

①

「太平洋に落っこちたら、大変よ〜(太平洋)！」

②

A氏「あのさ、この間大西洋に落っこっちゃったんだよ！」

B氏「そりゃ〜、ダセーよ〜！(大西洋)」

③

A氏「この間さ、インド洋に落っこっちゃったんだよ…」

B氏「そりゃ〜、しんどいよー！(しインド洋)」

④

A氏「この間、オホーツク海に落っこっちゃったよ。」

B氏「そんなの嘘だろ？」

A氏「ウソをつくかい！(オホーツク海)」

今度は、それとは全く違う事を考えなくてはならなくなりました。

その日以来、僕はいろいろなライブビデオをレンタルビデオ店から借りて来て観たりして、研究をしました。

しかし、ジャズの音楽ビデオでは、勿論派手なパフォーマンスは見つからず、悩んだ挙句、ロックの音楽ビデオを借りる事にします。

実際にロックの音楽ビデオを観てみると、確かに凄いパフォーマンスを観ることが出来ましたが、それらはギターを壊したり燃やしたりする様な過激なもので、とても参考になるものではありませんでした。

「困ったなあ…、、、どうすれば良いんだろうか…」

その時僕は、完全に路頭に迷っていました。

しかし数日後、あるきっかけによって、その迷いが一気に解決します。

それは、親友の矢嶋くんの一本の電話からでした。

「加藤、元気してるかよ！」

「おう、元気にしているよ。」

「あのさ、今度、相模大野でライブをやるんだけど、もし良かったら来ない？」

その言葉を聞いて、僕はとても迷いました。

この押し迫った状況で、友達のライブを観に行く時間などあるのか…、と。

すると、矢嶋くんは言いました。

「オールディーズのバンドなんだけどさ、フロアーで踊ったりして楽しいぜ！」

僕はその時、正直を言うと気が乗らなかった…

でも、踊って気を紛らわすのも良いかと思い、言いました。

「そうか…、、たまには踊るのも良いかも知れないな。それじゃ、行くよ。」

こうして後日、僕は相模大野の「テイク・ア・チャンス」と言うライブ・ハウスへ行きました。

店内に入ると、ライブ開始までまだ30分は時間があったのに、沢山のお客さんで賑わっていました。

矢嶋くんに先ず挨拶をしようとしましたが、彼はメンバーと曲の打ち合わせをしている様な感じでした。

僕は、とにかく席に着いて、飲み物のオーダーをしました。

僕が手を上げると、すぐに店員の若い女性がテーブルに近寄って来ました。

「あの、コロナビールと、え〜と…、、ミックスナッツを…」

僕がそう言うと、その店員の女性は素早く会計伝票にペンで書き、カウンターへ行きました。

コロナビールとミックスナッツがテーブルに運ばれるまでの時間は、あっという間でした。

僕はテーブルに置かれたコロナビールのボトルの口に刺してあるライムをボトルの中へ押し込み、飲みました。

少しして、店内が騒めき始めます。

「キューちゃん！！」

いきなり、店内にいた一人の若い女性から、歓声が聞こえました。

「キューちゃんって、誰だろう？」

僕はその愛称の主が誰なのか、分からないで居ました。

すると、控え席の方から、なんと矢嶋くんが登場して来ました！

「えっ！ いまのキューちゃんって人は、矢嶋くんだったのか…、、確かに、名前は久生だからキューちゃんか…」

僕は、あの矢嶋くんが、いつの間にかこんな人気者になって居ただなんて、その時、とても驚きました。

矢嶋くんはお客さんに挨拶をすると、ギター・スタンドに立て掛けてあったギターを、素早く肩にかけました。

続いて、他のメンバーのベーシストと、キーボーディストとドラマーが紹介された後、この日のヴォーカリストが紹介されました。

「それでは、お待たせしました。ヴォーカルの吉田博子です！」

パチパチパチパチ…………….

店内は、大歓声に包まれます。

ヴォーカリストの吉田博子さんは、いっぱいの笑顔で登場しました。

そして、「すてきな16才」や、「アンチェインド・メロディ」、「ロコモーション」など、オールディーズと呼ばれる名曲を次々に歌って行きました。

吉田博子さんは、その時バルーン・スカートを履いていて、体を上下させて歌い、そのスカートが揺れるたびに、観客を魅了していました。

「そうか…」

僕は、その時に思いました。

「ライブで動くと言う事は、観客の目がそこに行くから、パフォーマンスとして有効なんだな…」、と。

そして、そのライブの中で一際目を引いたのは、矢嶋くんが歌ったハウンド・ドッグの間奏の時でした。

矢嶋くんは間奏に入ると、客席の方へ行ったと思ったら、なんと、いきなり隣のテーブルの上に乗り、ギター・ソロを披露したのです。

「矢嶋…、、凄いな…」

と僕が驚いていると、その後に、更に想像だにしない事が起こります。

間奏の最後で、なんと矢嶋くんはギターをくるっと斜め45度に一回転させたのです。

「何だ、こりゃ！！」

「オーーーーー！！」

観客は、響めきます。

このパフォーマンスに、僕は度肝を抜かれました。

「そうか…、、、これか…」

僕はその時、吉田博子さんと矢嶋くんのパフォーマンスに、釘づけになりました。

僕は、矢嶋くんのライブが終わると、すぐに矢嶋くんに近寄り言いました。

「あのさ、さっきのギターを一回転するやつ、どうやってするんだよ？」

矢嶋くんが答えました。

「あ、あれね…、、あれはさ、前方に回すのと後方に回すのと二通りの方法があるんだけど。どちらかと言うと、後方に回す方が簡単だよ。」

僕はその時、とても興奮していました。

「えっ、、それで、どうやってやるんだよ！教えてくれよ！」

矢嶋くんは、僕とは対照的に静かに答えました。

「ストラップはさ、車のシートベルトの素材の、え〜と、ポリエステルかな…、、とにかく、ツルツルした素材じゃないと上手く回転しないんだよ。」

「そうか、、シートベルトの素材のストラップか…」

「そう、あとね。ストラップは少し長めにしないと、回している途中で肩や頭に引っ掛かっちゃって、止まっちゃうよ。」

「そうか〜、、ありがとう！参考になったよ！」

「あとね、、ストラップを止めるピンは絶対に外れない様に、専用の回転式のロック・ピンを使わないとギターが飛んで行ってしまうよ。俺は以前、ピンからストラップが外れて、飛んで行ってしまった事があったよ。お客さんに当たらなかったから良かったけどな…」

「そうか！それじゃ、ギターが壊れない様に、本当に気をつけなくちゃダメだな。」

「そう、ところで加藤…まさか、あのボディの厚いフルアコ(フル・アコースティック)のギターで回すんじゃないよな？」

「そうだね…、、フルアコしか持っていないから、そうするつもりだよ。」

「そうかあ、、僕みたいなソリッド・ギターだったら重いから、遠心力を付けやすいし、それにボディも小さいから、回しやすいと思うけど、フルアコだと難しいかもな…」

「そうか、、、でも、やるだけやってみるよ。ダメだったら、また考えるよ。」

こうして僕は、そのパフォーマンスを研究し始めます。

次の日の午前中、真っ先に楽器店へ行き、ポリエステルのストラップとロック・ピン、そしてステージで使う為にワイヤレス機器を買って来ました。

更に、頭を怪我しない様に、赤ちゃん用のオムツも買って来て、頭に巻いて、マンションの駐車場で、人目に付かない様、夜中に練習をしました。

練習用には自分が持っている安価なギターを使ったのですが、それでも最初は、かなり緊張しました。

1回目、、回転させます。

シュルル………

「ダメだ、、、」

ギターのボディが、肩のところで止まってしまった。

やはり、ギターが飛んで行ってしまうのが怖くて、なかなか思い切って回せません。

「よし、もう少し強く回してみるか…」

シュルルルル……………

「痛っっっ、、、、」

今度はギターのボディが、耳に当たってしまった。

「なかなか難しいな…、、、もっと強く回さなければ、一回転させる事は出来ないか…」

僕は、正直とても怖かった。

ギターを壊してしまわないか…、、、そして、怪我をするかも知れない…と。

「でも、やるしかない。」

シュルルルルルルル……………………

その時ストラップは鋭く一回転し、まぐれにもギターは自分の手に収まります。

「出来た！！」

「よし、この強さで回せば良いんだな！」

僕はその後、取り憑かれたように、何度も何度もギターを回し続けました。

しかし、成功したのは数回だけで、何度も失敗をしました。

その時でした。

「あっ！！」

ギターのヘッドが、地面にぶつかってしまった…

安価なギターとは言え、自分のギターに傷がつくのはショックでした。

ぶつかった部分を見てみると、駐車場のアスファルトに削られ、ギターのヘッドの部分がえぐられてしまっていた…

「もう少し、ストラップを短くした方が良いか。」

僕はそう思い、その場でストラップを少し短くして、またトライしました。

しかし、そうすると一回転せずに、どうしても途中で肩に引っかかり、止まってしまいます。

僕はその日から毎晩、夜中の2時頃になり人気が少なくなると、ギター回しの練習をしました。

そして毎晩練習して行くと、自然に回すコツを掴ん行きます。

「そうか、膝を使って、体を起き上がらす様にすれば良いのか！」

僕はそのコツを掴んでから、ほぼ毎回成功するようになりました。

「よし！これならステージでも出来そうだ！」

そして、いよいよ本番の時を迎えます。

その日も、淵野辺「ニューポート」は満席でした。

僕たちはステージに立つと、１曲目はチャーリー・パーカーの名曲「ビリーズ・バウンス」をアップ・テンポで演奏しました。

僕は、ずっと心臓がドキドキしていました。

「どの曲で、どのタイミングでギターを回そうか…」

トランペットの高瀬さんのソロの後、僕のソロが回って来ます。

僕は、夢中でソロを弾いていました。

「いま何コーラス弾いただろうか…」

それすらも分からなくなる程、緊張していました。

僕は、何となくソロのコーラスが長くなった様な気がしたので、コード・ソロに切り替えて演奏をしました。

その時でした。

場内から、拍手が聞こえます。

「よし、今だ！」

シュルルルルルルルルルル…………………

「おおおぉぉーーーーーー！！！」

お客さんは皆んな、大きな声をあげました。

「おお、凄えっ！！」

それと同時に、場内は大きな拍手に包まれました。

「やった、、回った！！」

僕は、心の中で叫びました。

僕はギターを一回転させ自分の手元にギターが収まると、すぐにまたコード・ソロを弾き、自分のソロを終えました。

その時、自分のソロが終わっても、お客さんは騒ついていました。

その夜のステージがすべて終わり、いつもの様にらせん階段を上って控え席へ向かおうとした時、オーナーから声を掛けられました。

「加藤さん、あれ凄いじゃん！」

「あ、ありがとうございます。」

「お客さん、皆んな驚いてたよ！ああ言うの、もっとどんどんやってよ！」

「はい、わかりました！」

僕は、次の金曜日も、また次の金曜日も、そのパフォーマンスを続けました。

控え席では、こんな事も思いつきました。

「そうか、、せっかくワイヤレスでギターを弾いているんだから、矢嶋くんみたいに、お客さんのテーブルの近くまで行って弾けば良いんだ…」

僕は、次のステージで、すぐに実行に移しました。

「わあーー！！」

「こっちにも来てよ〜！」

お客さんは大喜びをして、僕のジャケットの胸ポケットに、チップを差し入れる人も続出しました。

2階席のお客さんも、身を乗り出して見ていました。

僕も、お客さんが喜んでくれている事が、とても嬉しかった。

そして、ある日、僕はステージの上から、ある物に目が止まります。

それは、いつも上り下りしている、あのらせん階段でした。

「あれを使おう…」

次の週の金曜日は、いつもよりも早くお店に行きました。

それは、ある事を確かめるためでした。

お店に入ると店長がカウンターに居たので、僕はすぐに彼に近寄って言いました。

「店長、おはようございます。」

「おはようございます。」

「あの、ご相談があるんですが…、、あのらせん階段を使わせて頂きたいんですが、宜しいでしょうか？」

「えっ、何に使うの？」

「あの上からギターを弾きながら、滑って来ようかと思って…」

「それは凄いね！オーナーもきっと驚くよ。」

「そうですね！」

「でも、怪我しないように気をつけてよ。」

「はい。気をつけます。」

僕は先ず、ギターを持たないで、らせん階段の手すりに跨り、両足を手すりの下の鉄棒の柱に「Ｖの字」に挟みながら、ゆっくりと滑りました。

ガッガッガッガッ…………

鉄の棒が、靴に強く当たります。

しかし、途中でバランスを崩し、階段側へ落ちてしまいます。

「思っていたよりも難しいな…」

外側に落ちるのは怖いので、どうしても内側へ重心を置いてしまいます。

「やはり、もう少し外側に重心を置くしかないか…」

その時店長は、下から心配している様子で見ていました。

僕は階段を駆け上がり、またトライしました。

深呼吸をします。

「少し、外側に重心を…と、、、これで良いかな…」

僕はその時、両足を手すりの下の鉄棒の柱に、さっきよりも強く挟む事を意識しました。

それにより、滑るスピードが大分遅くなりました。

「これなら、安定して滑れるな。よし、もうすぐだ…」

と思った瞬間でした。

「痛っ！！」

手すりから床へ降りる時に、手すりの先端部分に背中を、強く擦ってしまいます。

あまりの痛さに、僕が背中を押さえながら、しゃがんで下を向いていると、店長がすかさず近寄って来て言いました。

「そりゃー、そうなるよ〜！」

僕は、痛さに堪えながら答えました。

「た、確かにこうなりますね…」

「加藤さん、怪我するからやめといた方がいいよ。」

店長が、すぐに心配顔で言いました。

僕はその時、考えていました。

「今は確かに背中を擦ってしまったけど、少し前かがみの姿勢で滑れば、きっと上手く行くはずだ…」

僕は、言葉を続けました。

「もう一度、挑戦させて下さい。」

僕はすぐにまた階段の中程まで上り、さっきと同じ様に滑り、着地の手前で前かがみにして降りました。

ストン…

「やった！！」

さっきの様に、背中を擦らずに着地する事が出来ました。

「よし、今度はギターを抱えてやってみるか…」

僕は、今度はいよいよギターを抱えながら、らせん階段を上がりました。

下にいる店長と、目が合います。

僕は、さっきと同じ様に、らせん階段の手すりに跨りました。

「とにかく、ギターを壊さない様にしなくては…」

そう思うと、更に緊張感が走ります。

ガッガッガッガッ…………、、、ストン…

「出来た！！」

これは、まぐれだったのかも知れない。

ただ、上手く出来たのは確かでした。

僕は店長に頼んで、数回やらせて貰いました。

そして、回数を重ねる毎に完成度が増して行き、自分でも自信がついて来ます。

「よし、これなら、きっと大丈夫だ！」

その後30分程して、メンバーが入って来ました。

僕は今日の演出について、メンバーに話しました。

「今日僕は、演奏の途中から、らせん階段で滑って降りて来るので、時間になったら演奏を始めて頂けますか？」

ピアニストの宇多さんが、驚いたような顔で言いました。

「えっ、あのらせん階段で？」

「はい、やって見たいんです。それで宇多さん、その時にメンバー紹介をお願いします。僕はそのタイミングで滑って行きます。」

「はい、分かりました。」

いよいよ、ステージの時間になります。

メンバーは先に降りて、演奏を開始しました。

そして、宇多さんが手を上にあげ、マイクに向かい言いました。

「ギター、加藤 泉！」

僕は名前を紹介されると、らせん階段の手すりに跨り、ソロを弾き始め、そして滑り始めました。

ガッガッガッガッ…………

僕が滑っている間、お客さんは皆こちらを見ながら歓声を上げました。

「おおおぉぉぉーーーー！！」

「何だこりゃーー！！」

ストン…

僕は着地に成功して、そのままソロを弾きながらステージへ向かいました。

そして、その曲のエンディングでは大きくジャンプをしました。

その時、カウンターの中にいたオーナーと目が合います。

オーナーは、満面の笑みで僕の方を見ていました。

僕はその日から、毎週このパフォーマンスを披露しました。

このクリスマス・シーズン、お店も大繁盛で、オーナーはいつも機嫌が良かった。

ある日、オーナーが僕に言いました。

「加藤さんのお陰で、お店も大繁盛だよ！」

「ありがとうございます。」

「加藤さんさ、来年の春には『ニューポート2号店』をオープンさせようと考えているんだ。その時はさ、毎週金曜日はここで、毎週土曜日はその2号店で演奏してくれないかな？」

オーナーの、その言葉に驚きました。

「本当ですか！ありがとうございます。是非、宜しくお願いします！」

僕は以前オーナーにいろいろ言われ、その言葉に応えようと必死だったけれど、結果として良い方向に進み、その時は、本当に心の中から喜びを感じていました。

「来年は、良い年になりそうだな。やっと運が回って来たんだな…」

と、僕は思っていましたが……

1990年代に入り、燻っていた日本におけるバブル崩壊が、1993年に入るといよいよ本格的な不況へと進み、飲食店もその煽りを受ける事となります。

この時、その真っ只中にありました。

去年の11月にオープンした、ここ淵野辺の「ニューポート」は、年末は凄い賑わいでしたが、年を明けると、お客さんは一気に半減します。

新年初めのライブのため淵野辺「ニューポート」へ行くと、いつもの様に店長がカウンターの中にいたので、真っ先に挨拶をしました。

「店長、新年明けましておめでとうございます。」

「ああ、加藤さん明けましておめでとう。」

僕はその時、店長が心無しか元気がないように察しました。

その後メンバーもお店に入って来て、いつもの様にアンプなどの機材のセッティングをし終わると、らせん階段を上がり、そして、いつもの様に控え席でステージ開始の時間を待っていました。

「あれ…、、いつもだったら、もうお客さんが何組か来ていてもおかしくないのに、どうしたんだろう…」

僕たちは、時々気になって、１階を覗いて見ていました。

「あ、もう時間だね！」

僕は腕時計に目をやり、メンバーに言いました。

メンバー全員が、らせん階段を降りて行きます。

降りて見ると、やはり店内には誰もお客さんが居ませんでした。

僕たちは、お客さんが居ない状態で演奏をするのは、初めての経験でした。

「ブルースからやろうか。」

演奏が始まると、入口のドアが開き、オーナーが入って来ました。

「なんだ、、今日もまだお客さん来ないか！」

演奏中だと言うのに、オーナーは店内に響き渡る程の大きな声で言いました。

メンバーはビックリして、オーナーの方を振り向きます。

僕もその時オーナーの方を見ると、目が合いました。

すると、オーナーはすぐに言葉を続けました。

「バンドさんさ、お客さん居ないんだから、演奏したってしょうがないじゃん！」

そう言われ、僕たちは演奏をやめました。

「今年に入ったら、急にお客さん入らなくなっちゃったんだよ。どうしちゃったんだろうね…、、去年までいっぱいお客さん来てくれてたのに…」

オーナーがそう言うと、ベーシストの新岡さんが言いました。

「あ、でも、、１月とか２月は、どこのお店もそうじゃないですかねえ…」

すると、オーナーは、新岡さんの言葉を遮るように言いました。

「去年の12月は、忘年会の予約でいっぱいだったんだよ。でも、今のところ新年会の予約は２つだけなんだよ…、、、一体どうなってるんだ…」

その後、しばらく沈黙が続きました。

そうしている内に、気がつくと時計の針は1回目の演奏終了時間の7時30分を過ぎていました。

「取り敢えず、控え席へ戻りましょうか。」

僕がそう言い、メンバー全員がらせん階段を上がろうとした時、お店のドアが開き、４人のお客さんが入って来ました。

オーナーは真っ先にそのお客さんに近づき、言いました。

「いらっしゃいませ！さあどうぞ、こちらへ！」

僕は階段の途中で、メンバーに言いました。

「ステージへ戻りましょう！」





